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裝帳. 小 林 古徑 


日本 文學 全史 刊行の 辭 

文學は あらゆる 意味て、 一 國 文化の 象徵. て ある。 それ は その 國の 一 般 民衆が、 その 時代々々 に 於て、 

何を惱 み、 何 を 憧れ、 何 を 苦しみ、 何 を 求め たかを、 最も 端的に 表示した もの だからで ある。 一 國の文 

學史 は、 この 意味に 於て、 あらゆる 歷史 の精髓 であり 得る。 吾等 は、 實 にこれ を學ぷ ことに 依って、 始 

めて 最も 妥當 に、 直截に、 その 國 民の 精神 生活の 跡 を迎り 得る のて ある。 

今 m の 我が 日本が、 將來に 於て 更に 一 層の 飛躍と 發展 とを敢 てす る爲に は、 何よりも 先づ、 過去 三千 

年に 互る 我が 文學の 歷史を 精細に 檢討 する こと を 以て、 その 急務の 一 つと する。 かくする ことによって 

曰 本文 化の 眞髓を 把握す る ことなしに は、 一切の 飛躍 も發展 も、 つ ひに 空疎に 終る こと を 免れない から 

i  て ある 0 

,N  吾等が、 日本 文學 研究の 領 野に 於て、 現代 日本の 持つ 最高 權威 者た る 五 先生の 熟 心な 援助の 下に、 2 

こに 『日本 文學 全史』 の 刊行 を 企てた 徴意亦 こ k に存 する。 卽ち 重ねて 云 ふが、 吾等 はこれ に 依って、 

, HI 本文 化 そのものの 相 を 最も 正當に 認識し、 その 現れ を 最も 腿 i 潤に 鑑赏 し、 その 本質 を 最も 的確に 把握 

:-、 そして 又、 かくする ことに 依って、 吾が 當來 文化 建設に ついての 誤らざる 批判と、 輝かしき 希望と 

. い： 赢 ち 得よう とする のて ある 0 

願 はく は 吾等の 意の あると ころ を諒 とせられ、 絕大の 同情と 聲援と を 賜らん こと を、 文藝家 各位、 敎 

育 家 諸彥、 並びに 日本 文化に 關心を 持 たれる あらゆる 知識階級に 向って、 衷心 希 ふ ものである。 

II 束 京. 堂 
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日本 文學 全史 卷ー 

上代 文學史 上卷  佐 佐 木 信 綱 著 


s  P/r  ^ 的 さ s  s  露 歸 5 國 $  メ 


「日本 文學 全史」 の 一部と して 、「上代 文 學史」 を 自分が 受け持つ 事と なった" 

上代 文學 は、 對 象の 種類が、 そ れ ほど 廣汎 煩多 ではな く， 資料 も 比較的 少 いので ある が. そ わ 

だけ. また 一方に おいて、 困難な 事情 を存 する" 第一に、 上代 文學 として， いかなる もの を 取扱 

ふ か、 そ の 範圃は 如何と いふ 事が 問題で あり、 つま り、 上代 は. 文學 とし ての 意義が 明瞭で ない 

から、 取扱 ひ 方に おいて、 甚だ 困難 を感 する 所が ある- 第二に、 文學 としての 性赞 とか、 その 起 

原と かが 不明で あり、 さまざまの 要素が 錯綜して ゐ るの で、 そ の 解釋に 甚だ 迷 ふ 所が ある 

そ ，e, で 、自分 は 、出来る だけ 穩健 安當な 意見に 從っ て、 こ れを 叙べ て ゆく 事に したが. な ほ、 定說 

のない もの、 不明な もの が 多く、 そ れら は、 自分 の考 によって 處理 した。 併し、 その 間、 確定した 

意見 をた てる 事の 出來な いもの も、 存 して ゐる。 

叙述の 態 と して. あらかじめ 注意して おきたい 事 は、 あ くまで も 文獻に 忠實な 態 度で あ 

ら うとした 事と、 文學 とし て、 これ を 味讀觀 照す る 態度 を 失 はな いやう に. つとめよ うとした 

ことで あ..^. 近時、 自由 討究の 態度が 盛と な つ た 事 は、 學 問の 進 步の 上に、 甚だ 結構で あるが 


序  二 

上代 文學の ごと き、 內 容 性質に、 問題の 多い ものに 於いて は、 殊 に その 風潮が 盛ん で、 そ の 極， む 

し ろ.^^統 一 混 i の 弊に 陷 らうと さ へ して ゐ るかに 見える. それ で、 自分 は-か う 云 ひたい 

交學の 研究 は、 あ， くまで も文獻 に忠實 でなければ ならない. さう して、 文學 としての 性 を 

忘れて はならない う まう 一度 文獻 そのものに 返 れ、 文 學に卽 する 立場に 返れと 記紀の 說 

話の 研究と か、 萬 葉 集の 研究と か いふ もの も-ま う 一 度、 此 の 出 發點に 立ち 昃っ て、 出直 して 見 

る 事が 必要で あらう- かう いふ 考の もとに、 此の 「上代 文 學史」 を 叙述す る 事と したので 

あ る 

併 し、 上 代?^ 學 は-か う い ふ、 文 學を 主と する 立場から だけで は、 十 分で はな.：， わが 民族の 

精祌. 思想の 本領 を 明か にす る こと は、 何 よ り も-上代 文學 を解釋 する 上 の， 重要な 任務で な け 

れ ばなら ない 0 自分 は. 本 書の 中に 於いて も、 此 の 方面の 用意 を、 怠 ら なかつ た，. 

上代 文學に 於いて、 注意す ベ き 文 詞、 歌 謠 は、 な る ベ く、 こ れ を 多 く揭げ て、 譯 解を附 し， 內 容 の 

解 註と 用例の 兩 方面 か ら、 完 たき 理解に 導か う と 試み た. 古事記 にして も、 萬 葉 集に しても 

上代 文學の 作品 をす ベ て讀 破し、 これに 通 や ると いふ 事 は、 專 門の 學者 以外に は、 困難な 事で 

あらう 本書に 於いて は、 その 名高い 筒 所、 名 文、 名 歌と 考 へられる もの を數ぉ ほく 掲げる 事 

に よ り、 原典の 全き 姿に 通嘵 する 事 を 得せし め ると ともに、 ま た、 いかな る 文詞、 歌謠 が. 上代 文 


學の 特色 を 有 し、 且 つす ぐれた ものである かとい ふ 事 を も、 理 解せ しめようと したので ある. 

もとより 紙數に 制限が あつ て. 此の 點は、 思 ふ に 任せな い 所 もあった が、 さう いふ 自分の 考を. 

ある 點 まで は， 實 現させる 事に した r 

文學 は. 當 代の 社 會 及び 思想 を 背景と して を ひ. これと 密接な 關 係が ある。 殊に 上代 文學 

の 場合に 於いて は、 恰も 一 枚の 紙の 裏表の ごとく、 文學 とし ての 意義の 瞹眛な だ け、 一 層、 社會 

生活 ゃ國民 思想の 表現と しての 性質に 近づいて ゐる 本論に 於いても、 此の 點の說 明 や、 注 

意すべき 箇所の 摘出に つとめた が、 總論、 及び 結論に おいても、 此の方 面の 總括的 叙述 をな し 

て、 上代 文化の 一 般に 觸れ、 本論 を 理解す る 上の 有用な 助と した 一 見、 そ れは文 學に關 係の 

ないやう に 思 はれる 所 も あるが- 實 は-本書の 中に 引用した 文 詞ゃ歌 謠、 或 は、 本 論に おいて 解 

明した 論述 と、 密 接な 關 係が あるので あって、 これ をよ くの み 込んで おけ ば、 本 論 を 理解す る 

上 に、 甚だ 益が あると 考へ る 一 

本書の 中に 於いて は， つとめ て、 江戶 時代の 國學 者の 意見と とも に、 最新の 學說 をも參 照し- 

これ を 消化して ニ霣 した 態度の もとに， 叙述して 行かう とした. 但. そ れら の諸學 者の 說は 

必す しも 一 々これ を 列記 批判 するとい ふ 態度に は 出ないで、 自分の 意見の 中に 消化せ しめ 

て 叙述した ので ある 此の 點 について 二 々諸學 者の 名 を 出 ださなかった が、 先進の 研究に 

序  三 


對 して、 深く 感謝して ゐ る- 

解說に 於いて は、 な る ベ く、 說明 の根據 となる 原資 料の 文章 を 引用して、 讀 者が 一 々これ を 

原典に 當 つて 参考す る勞を 省い たが、 ただ， そ れらは 殆どす ベ て 漢字ば かりで 書かれて ゐる 

の で、 こ れを 原書の ままに 掲げる こと は、 平易 を 旨と す る 此の 書の 趣旨に 反し て、 難解に 陷る 

おそれが あるの で、 引用文 は、 な るべ く 原 字 を 生かしつ つ、 假字 交り 文に 書き 改 め、 振 假名 を 多 

く附 して 揭げる 事と した。 但、 原 典の 面影 を 示す のに 必要な 箇所で は、 原 文の 漢字の まま 揭 

げた 所 も ある。 

各 章に は、 r 參考」 を附 して、 研究の 手引と なるやうな、 諸 本 、研究 書の 說明を 揭げ、 なほ、 本論 

の說 明に は 、重要で な い や うな、 枝葉の 問題 に 就いて も 、必要に 應じ て 附記す る 事と した。 耍 

す る に、 上 代文學 として 取扱 ふ ベ き、 す ベての 文 獻、 あ ら ゆる 問題 を， 此 の 書の 中に 收め て、 遺 漏 

なき を 期した わけで ある。 

圖版 をなる ベく 多く 揷 人して、 本文 を具體 的に 理解す る 上の 便 翁 を 計った 事 は、 此の 「日 

本文 學 全史」 の 他の 書と 同檨 であるが， 文獻の 寫眞の 他に、 地 圖を揷 入 し、 ま た、 美 術 品 や 土地 

の 現在の 寫 1« をも揭 げた. 上代 文學に 於いて は、 交獻 の寫眞 だけで は、 單 調に 陷る おそれが 

ある のと、 說 話の 内容が、 社會 文化、 國民 思想の 一 般に 觸れ. か つ.. 民族の 活動の 地域が 廣ぃ の で、 


地 wfl り^ 識を 必要と し， 地 圖をも 必要と す る やうになる ので ある これらの 阅版 におし C 

は、 宫內省 諸 陵 寮、 圖書 寮、 帝室 W 物 館の 允許 を 忝う し、 東洋 文 車 及び 其の 他の 許可 を 得た ま 

た 寫眞の 蒐集に 當 つて は、 援助 を與 へ ら れた秋 山 光夫 君. 武岡博 三 君 辰 已利文 君. 增山新 一 君 

に 感謝す る 

また 本書の 執筆に 當 つて は， 援助 を與 へられた 藤 田 德太郞 君に 感謝す る. 

昭和 十 年 八月 
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桓武 天皇が、 山城 國に 長 岡 京を營 まれた の は延曆 三年で ある が、 槪 ね、 桓武 天皇 時代 以後 を 

平 安 朝、 そ の 前、 光 仁 天皇 時代まで を、 奈 良 朝と 云 ふ。 

今， 此 所に. 上代 文學 として 取扱 ふ範園 は、 普 通、 大 和 時代、 飛鳥 藤 原 朝、 奈 良 朝と 細分して 云 は 

れてゐ る、 其 のす ベての 時代 を 包 八 a する ので ある- さう し て、 上 代 と か、 上 古と かいふ 名稱 よ- 

主として、 大和 國の中 を 都の 遷 されて ゐた 時代 難 波に 都の 遷 された 事 も あるが 一 を 云 ひ、 持に、 

推 古 天皇 時代まで を 意味す る 事が 多い。 上古の 文化の 開發と 發展と は、 此の 天皇の 時代 を 

以て、 究極に 達し、 一 段落 を 見た からで ある。 この間 を 大和時代と 云 ふ。 次に、 飛鳥 藤 原 時 t 

とい ふの は、 舒明 天皇から 文武 天皇まで 九 代 約 七十 年。 此の 間、 都 は 主 と し て、 大和の 飛鳥、 及 

び 藤 原のう ちに あり、 時として、 難 波、 大 津に遷 された 事 も あるが、 文化の 中心地 は、 殆ど 大和の 

南方に 限られて ゐた。 此の 時代 は、 それ 以前の 時代に おいて、 未だ 知らざる 外 固の 文化に 接 

觸 して、 驚異の 目 を 見張. o、 外來 文化の 吸收に 努力して、 輝かしい 推 4n 朝の 文化 を 形成せ しめ 

たのに 對し、 更 に-文化の す ベ て の 方面， 社會の あらゆる 階層に、 外來 文化 を 取. 0 入 ようとす 


る 勢力と、 そ れに對 する 反動 勢力と が、 相爭 ひ、 此所 に、 國粹 文化の 結實を るに. せった 時代で 

ある 。 元 明 天皇よ b 光仁 天皇までの ヒ代匕 十 年間の， 所謂 奈良朝 は. 更 に外來 文化の 偉大な 

る 發展を 見て， 種 々なる 方面に その 影響の 現れ 来った 時代で ある，， 此の 時代 は、 文化 の 中 心 

地 が、 大 和國の 北方に 移動し、 次の 時代に 至って は、 一 層 北上して 山城 國の 方面に、 移動す る 事 

となる- 

以上の ごとき 社會 面の 變遷に 伴 ひ， 文 學の方 面 で も、 著 しい 變化を 見せて ゐる。 大和時代 

は、 交 學 的に は、 いはば、 空漠た る 白紙の 時代で、 此の間に は、 文 學の 書と し て、 何 ら殘 された もの 

はなく、 神話 傳說 ゃ歌謠 が、 口碑 的に 傳承 せられて 來 たのに とどまる が、 ただ， 大和時代の 終の 

推 古 天皇 時代に 至り、 漸 く、 史 書 の 撰 定 がへ 止 てられ 歴史の 成 書 を 見る に 至った ので あ る" し 

か も-そ の 書 は、 今 曰殘 されて ゐな いが、 とに か く、 傳 說 時代 は、 此 所に 終 を 吿 げ、 次 の 飛鳥 時 と 

な つ て、 從來の 祌話 博說を 大成し、 一 方、 史書と し ての 完成 を 見る に- 4.- つたので あつ て. 此所 に 

國粹 文化と 提携して- 說話 文學の 完成が 見ら れ， 此 の 方面に 二 段落が つけ C  る 事 レーな つ た- 

さ  う I て、 歌謠 の 方面に 就いて も. 從 來の謠 ひ 物 か ら. 漸 く、 詩 としての 獨立性 を 有する や う に 

なり、 和歌と して-光輝 ある 藝術 的發 展. む しろ 完成した 藝術 作品 を 見る 事が 出來 たの も 亦、 此 

の 時代であった f 奈良朝 は， 此の 和歌が、 一層 洗練 せら れ， また、 前代に 隆盛 の徵を 見せた 漢詩. 


漢交學 の發展 した 時代で ある I かく  C  、此の 期の 終に は、 和歌 は. そ の光嬋 ある 歴史 を 終って 

冬眠 状態に 入り、 漢詩. 漢文 學 のみ 跳梁した。 

以上の ごと き. 展 開 を 見せて ゐ る、 三 の 時期 を、 此 所に 一 括して， 上代 义學 として 取扱 はう と 

する ので ある f 年 i£ にしても その 最終 は、 紀元 一 四 四 〇 年に 至り どれ に， 祌 代の 期間 を 加へ 

る と .赏 に 悠久なる 時を經 過して を.^ それ 以 後、 現 代に 至る までの 期間より も， 遙 かに 長い 年 

數を 八. C んでゐ るお になる. 簡素に し て， 變 化 の 少 い、 太 古の 昔であって も， 此 の 久しい 年代の 

間 に は-す ベ ての か 面 に、 著 しい 發；^ を 示して ゐる. 併し、 一方に おい C は、 此 の ， 怒 久 たる， や 時 

に 比し て、 文 學 として 殘さ れてゐ る 資材 は、 必 すし も 多くない. 從っ て、 文 學 として 說 くべ き 

範 園 も、 比 較 的狭少 で、 自 から 限定され て來る 上， f 明の 部 分 が、 甚だ 少 くな ぃ有樣 である。 

故-に、 此の上 文 學史に 於い て， 取 扱 ふ：： M 抖は、 必 すし も、 後 世の 文學と 性質 を^ じくして は 

ゐ ない r 否、 上 代 文學の 意義 は、 後 の 文學と だ 異なる 所 に， そ の 持 色が ある ものと 考へ ら 

e る。 第 TI に， そ れ は" 後 代の 文學に 比して、 必 す し も 、夂 學的 でな い。 或はに 父學 意識と か、 創作 

意識と か いふ ものが 缺 けて ゐる か， 又 は、 こ れ があって も、 甚だ 稀薄 である。 第二 に. そ れ はま 

性的 特色に お い て、 著しく 缺 ける 所が ある， 第 三 に、 作者の 明瞭で ない も の、 或は 作者の 名 だ 

け はわ かって ゐて も、 そ の傳 記が 不明で， 從 つて、 作家と しての 生活 や 環境が 全く わからぬ も 


の が、 甚だ 多 いので ある。 かやう に して. 上代 文學 は、 自か ら、 他の 個人的な 作品に 較 ベ て" そ の 

文學的 意義の 異なる もの を 見出す- こ れが 原始 文學、 否、 す ベての 原始 藝 術の 特色で ある f 

此の 原始 文學 の、 後代 文學と 異なる 性質が 諒解せられ ない と. 風土記の ごとき 書まで も. 交學 

として 取扱 ふ 所以が、 諒解 出来なくなる © 

以上の ごとき 理由に よ. o、 上代 文學 として- 此 所に 取扱 ふ 事が 出来る もの は、 上代の 期間に 

於いて、 文字で 書かれた、 すべての 精神 文化的 所産で あると 云 ふ 事が 出来る。 勿論-その す ベ 

て を文學 として 取扱 はう とする ので はな く、 そ の 中から-文 學の 萠芽と して、 作 者、 撰 者が 意識 

するとし な いとに 係 はら や-これ を 認め る 事が 出来る 作品 を、 文 學 史の對 象に しょうと する 

ので ある" 

上代 文學 を、 以上 の ごとく-時期 を 分 つ て 、歴史的 發展の 段階に 從ひ、 そ の 展開 を 叙す る 方法 

も、 勿論 甚だ 必要で あるが、 此 所では、 その 性質に 從っ て、 說話 文學、 歌 謠文學 、漢文 學の 三種に 分 

ち、 上代の 典籍 を、 そ の 著しい 性質に よつ て、 こ れらの 分類の いづれ かに 配屬 せし め、 以 て、 そ の 

典籍の 內 容、 槪 要 を解說 しつ つ-その 書の 持つ 特色と とも に、 上 代 文學の 本質 を も 諒解せ しめ 

ようと 企てた ので ある。 しか も、 記紀 歌謠の ご と き-ま た、 漢文 學 の ある ものの ごと き、 說話 文 

學 として 取扱った ものの 中 か ら、 さ うした 箇所 だけ を拔 いて 來 て、 こ れを 別個の 方面 か ら、 再 


び 叙した やうな 部分 も ある 

要するに. 文獻を 主として 

とともに それぞれの 文獻の 

ようとし たので ある。 しか 

し て、 叙述す る 事 は 出來な い 

しかも. 必す しも， 說 話の 分類 

ち さう して. 歌謠の 方面に 

は， 說話 文學に 比して、 個性が 

て、 歌 史的に. こ れを 叙して ゆ 

精神 文化、 及び 社會 生活 等、 あ 

ので ある から、 特に、 此の方 面 

原の 問題 も、 上 代 文學で 取扱 

定 的な 事 は 言 へ な いが、 出來 

も 述べ る 事に したい-. 說話 

らう * 以上の やうな 考のも 


も、 典 籍 にな づ むこと な 

持 マ 文學的 意義 や、 史的 

して、 多く は 作者が 不明 

の で， 說 話文學 の ごとき 

と 云 ふやうな 方面 を 主 

於いて も. 此 の 文獻 中心 

明瞭と な b 、作家の 輪廓 

きたいと 考 へる r 殊に 

ら ゆる 方面に 於い て、 わ 

か ら、 上 代 文學を 解す る 

ふべき 重要な 問題で あ 

る だけ 諸種の 意見 を參 

、歌謠 等の 解 說に關 して 


とに、 以 下、 此 の 上代 文 學史を 叙述して ゆく 事に 


く、 こ れ を解體 して、 種々 の 方面から 說く 

發展に 留意し つ つ-つとめ て 平易に 述べ 

で， 個 性的 特色が 少 いから、 作家 を 中心と 

はむ し ろ、 說話 そのものが 中心と なる が. 

と せ す、 文 獻の內 容に卽 して， 語る 事と し 

の 態度 は 失 はな いが， なほ、 歌 謠に於 いて 

が 明かに なって ゐ るか ら， 作 家 を 主と し 

ま た、 上 代文學 は、 國 民 ぼ 想の 源泉で あり. 

が 民族の 純 粹の姿 を 見る 事が 出来る も 

事に 努力し ようと 思 ふ。 次に、 文 學の起 

るり これに 關 して は、 不明な 點が多 く、 確 

照して、 自分の 抱懷 して ゐる考 の 一 端 を 

も、 自 然 此の 問題に 觸れる 事になる であ 

す る 
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藝 術の 起原 日 

ふ藝術 はしかに して 

種々 の 答案が 與 へ ら 

遊戯 本能 說 そ 

て ゐても わかる 事で 

遊びし なが ら. 時間 を 

られ な：， 本能が あつ 

止 し て. 熟慮す ると し 


本文 學は どの やうに して， 發 生した もの で あらう か 否、 廣 く 文學 とい 

存在す る やうに なった もので あらう か" 此の 大きい 問題に 對 して は 

れてゐ る- 

のキ 要な 意見 を 見る と、 遊 戯 本能 說 とい ふの が ある. 子供の 生.. W を 見 

あ る が-子 供 は 何 かしら 意味の なし 歌を唱 つた り、 綺 を畫 したりし て、 手 

費して ゐる。 つまり 人間に は. 手 足 を 動か し て、 何 かし C ゐ なければ を 

て. 子供 ほど その 傾向が 甚だしい 原始人で も それ は 同じで ある： 靜 

ふやうな 事 は 智能の 發 達した 人間 や 文化の 進んだ 人間の する 事で 原 


始人 にあって は、 叫 び聲を あげた ケ ど なった..^ する かと 思 へ ば、 或 は， 木 や 石の やうな ものに. 

手當 b 次第に 線 を 引っぱった.^ ■ これ を 傷つけ た する。 さう いふ 無意味な 動作から 生じ 

る 表現 が、 結局、 音 樂 ゃ檢畫 な どの 藝 術の 起 原 となる- これ は、 子 供の 遊び 事、 卽 ち 遊戯と 同 核 

の 動作な ので ある。 此の 原始人の 場合に おいて は， 遊戯と 努働 生活との 區別 はむ つかしく 

遊戯が 人間の 生活の 重要な 部 分、 叉 は， そ の 殆ど 全部 を 占める わけで ある。 叉、 か う 云 ふ 事 も 

考 へられる。 生活の 必要 上、 種 々の勞 働に 從 ふとと もに、 これ を 慰める ところの 娛樂を 欲す 

る 心 もち は、 人 間に 先天的に 具 は つて ゐ るので あるか ら、 仕 事 をす る 際に も、 或 は 休 息 を す る 

時に も-いろ いろな 歌 を 唄った，.^、 踊った ^、或 は、 何 かしら-い たづら 書き をし て、 心 を 慰 め る。 

さ う 云 ふ、 心 の 慰安と しての 遊戯. 娛 樂 が、 藝 術を發 生せ しめ、 文學の 起原 ともなつ たと 云 ふ 事 

も 出來る それから 子供 同志の 間で も、 遊 戯をした..^する場合に、相手を負かしてゃらぅと 

い ふ 優越感、 競爭 意識 を 抱 いて ゐ るが， かや う に鬪爭 的な 本能 も 亦、 藝 術の 發生を 助長せ しめ 

る 事 は. 忘 れて はな ら な y 

摸 做 本能 說 摸倣 本能 說と いふの は 人間に は、 他 を 摸倣す る 本能が あ つ て、 此の 本能に 

よって-自然 を 摸倣す る 事 か ら、 さ まざ まの 藝 術が 生じた とい ふので ある。 自然の 美しい 景 

色 を 見て は-そ れを 摸倣した と 思つ て 自然の 事物 を 描く とい ふや ケな ところよ り， 繪 畫 が 
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生じて 來る。 小鳥の 嗚聲ゃ 風の そよ め き. 小 川の せ せらぎ の 音な ど を 聞いて は-これ を 摸倣 

し て， 音樂的 表現が 生じて 來る. また、 人間同士の 間に. 藝 術を觀 照し， 傳 達する 事が 出来る や 

うにな つたの も、 此の 摸倣 本能 の爲 めで ある- 人の 畫 いた.^ 唄ったり した 槍 や 歌に 接して， 

その 見たり 聞いた、 りした 事 を 摸倣しょう とすると ころ か ら、 廣く藝 術が 人間 世界に 傳播す 

る やうに なった とい ふので ある。 

宗敎 起原 說 宗教 起原 說 とも 云 ふべ き は、 原始人が 自然の 偉大な 力に 畏怖 し， 或 は、 宇 宙 

の 神秘に 威 動し て、 此 の 自然の 猛威 か ら、 自 已を 保護しょう とした . ^、或 は， 偉大な 自然 力， 神 の 

力 に 依り 賴ま うとした りする. その 必要 上 か ら， 神 に 供へ、 或は 神 を象徵 し、 或 は、 自 己の 生命 

を 神に 近づ ける 爲 め に、 さまざまの 槍 畫ゃ音 樂の如 きもの を 造つ て ゆぐ とい ふの であ る 

現代の 人 問に は 二 見 無意味の ごとく 思 はれる， 原； i 口人の 書き 殘 してお いた 檢畫ゃ 記 號の類 

が、 實は、 祌に對 する 供へ 物であった り、 或は、 自然の 脅威から 逃 れる爲 めの、 祌 への 祈願の 象徴 

であった り、 案外に 宗敎的 意義 を 持つ ものである 事が 多い， さう いふ わけで， す ベ ての 藝術 

も， 後 に は ~ その 眞の 宗敎的 意味が 失 はれて ゐ るの が、 發 生の 時期に おいて は 、宗 敎 上の 意味 を 

もって 創造せられ たもので、 つま り、 藝術 は， 宗敎 とともに、 發 生した と いふ 考 である。 此の 藝 

術と 宗敎 との 相 關關係 は， 今日で も 失 はれて ゐ ない。 


自己 表現 說 自已 表現 說と いふの は、 これ も 子供の 生活 を 見れば よく わかる が • 子 供 ほ 

ど 主我 的、 利己的な もの はなく、 その 生活 態度 は， 全く 自已 表現から 出て ゐる • 人に 自己の" 

在 を 示 し 多 數の 人の 中に あつ て、 自 已の 存在 を 認めても らふが 爲め にさ まざ まの 行爲 をし 

時には 奇矯 突飛な 態度で、 聲を あけ 身 振 をして 見せる。 これ は •  a 人な どに も 多く 見られる 

現象な ので あつ て、 云 は ば、 人間の 本能 であると も 云 ふ 事が 出来る 此の 自已 表現 本能から 

さまざまの 藝術的 表現 も發 動して ゆく とい ふ考 である， 

異性 吸引 說 異性 吸引 說と いふの も. 古く か ら云 はれて ゐる考 で、 一 に 性愁 起原 說 とら 

云 ふ。 鳥ゃ蟲 などが ■ その 身 を 綺麗に 飾った り、 强 烈な 芳香 を 放 つ た -り す るの は、 何の 爲 め か 

とい ふ と. 結 局， そ れは 異性の 注意 を 引 き、 異 性 を. 自 身の 周圑に 引き付け ようとす る爲め に：^ 

ならない。 それ と 同様に， 人間が 種々 の藝術 的な 表現 を 取る の もつ ま トメ は、 異性に 對す る. あ 

る 感情、 あ る愁 求の 表現に 過ぎない と 云 ふので ある. 詩歌 も 音 樂も， さ う 云 ふ 本能から 發生 

した もの で、 云 は ば. 藝 術發 生の 根 原に、 戀愛 感情の 作用 を. 最 も 重要な も の、 否" そ の 全部と して 

認 める ので ある。 

實用 起原 說 ま た， 藝 術の 起原 は、 すべ て、 實用 的な 目的よ.^ 生じた も の で、 そ れが やがて 

人智の 發達 につれ 美的な ものと な . り 、實用 的な もの と、 藝術的 作品 と. の區 別が 明瞭に なった 
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と 云 ふ 考が ある ^へば， 槍 畫 の ご ときもの も. 他 の 人 に. 自 已 の 考を傳 へ る 通信の 用に 供し 

た り. 或 は、 獸 類な どの 襲擊 より 自 OJ を 保護す る爲め に、 全 身に 入れた 剌靑の やうな 實用的 目 

的から 發 達した と し. 音 樂の ごとき も 狩 獵に出 て. 鳥 を 近づけた り- 獸類を 追 ひ 出したり する 

や う な實 用 上の 意味で 生じた と 云 ふので ある, 此の 場 合、 前 に 述 ベ た 宗敎起 原 說 の ご と き 

も 此の 中に 含まれる ので あつ て， 原 始 人の 生活に とって は、 宗 敎 も、 實 用 的な 意味 を 持つ もの 

となる t も 同じ 考を 押し 廣 めて ゆく と、 遊 戯も戀 愛 も. 原 始 人に とって は 結局 實用 的な 意 

味 を 持つ ものに 過ぎない 事と な り. 廣 い 意味で は， す ベ ての 藝 術の 始 原 を .此 の 意味で 解釋す 

る 事 も 出来る ので ある 

反復 說 人間の 行爲 は、 すべ て-無意味な 動作の 習慣 的な 反復より 成る と 云 ふ說が ある 

それで. 藝術 的行爲 も 亦、 同 じ 理由に よって 解しょう とする ので ある。 生理的に 發 する 欠伸 

の や うな 音聲. 動作が-無意識的に 反復 せられる や うな 事から も 歌謠、 舞踊 の ご とき 藝 術が 發 

生す る。 少く とも、 手足の 習慣 的な 運動の 反復、 例 へ ば 歩行の ご と き が、 舞踊 や. リ. ズ ムを 主と 

す る 音 樂歌謠 の 起原で あると 考 へられ る。 此の 說 はま た、 遊戯 本能 說 とも 連關が あ る 

感情が 根 原 此の 他に も いろいろな 意見が ある が. 耍 する に， 藝 術の 發生 を. ある 一 個の 

原因で 說か うとす るので ある" 併し、 藝 術が、 さう いふ 軍 純な 動機で 生じた ものである.^ ど 


の 

支 


か は. 疑問で あると 思 ふ- さ 

う ち に-生起 し- 傳繼 して 今日 

時， そ の 根柢に 撗 たは る 共 通 

發 生の 根本 動機で あ つ て、 し 

那 の詩經 の毛傳 にある、 關帷 

詩 者 志メ之 所^ 也。 在つ；" 爲， 志、 

發 ヒー目 P0O 情 動，, 於 中， 而 形，， 於 

Hi  之 不 k 故 嗟 A 歎 之- 嗟- 1 

歎 之， 不， 足， 故 永-歌 之- 永 = 歌 之- 

不， 足 手 之 舞乏、 足 之 踏 P 之 


と 


う い ふ. さまざまの 原因が 重なり あつ 

に 至った もので あら う. - ただ、 これら 

の 事情が 存在す る やうに 思 はれ る 

か も、 極 めて 常識的 に、 古 くから 考 へら 

の 詩の 序に 

詩 は 志が 發 動した ものである。 心の中に 

言 葉と して 現 はれた 時 は 詩と なる ので あ 

を 言 葉に 表現した が、 言 葉 で 云 つ た だ け で 

息をつい た が、 そ れ で も 未だ 足 ら ず、 聲 を 永 

れ でも 足 -, つ ず、 遂 に、 手の 舞 ひ 足の 踊る のに 

に な る. かやう に し て、 感情が 聲 となつ て 

修辭の 施された もの を 音 樂と いふの で あ 


て、 悠久た る 人類の 歴史 

の 多くの 說を考 へ C 見 

さ う し て-こ れ こ そ は、 藝 

はて ゐた 事で も ある 


存在して ゐる時 は 志で あり. 

る。 感情が 心中に あ り、 そ れ 

は 未だ 足らず、 一. あ —」 と 溜 

く 引 張って 歌った が、 未だ そ 

も氣 がっかな いくら ゐ 1% 中 

現れ、 聲に さまぐ の 美しい 

る。 


名 序に は、 

心に 存し、 その美し い 表現 を 


也。 情 發，， 於聲； 聲成 k, 、謂-之 S  . 

いふ 有名な 言 葉が 見え-この 毛 詩の 文章 を 取..^ 用ゐ て、 古今 集の ヒ5 

V-U  ン， サ- -ー スル， 一 體、 和 歌と いふ もの は、 そ の 根. 原 は 人間の 

夫ヲ 和歌 者 一 託-其 根 於 心地 ーャ P 其 言語に よって 發 表した ものである" 人間が 此の世に 生きて ゐる以 -上 

花 於 詞林ー 者 也- メ 之す. 世不 は、 すべての 事物に 無關 心で ある わけに は 行かない のであって 人間の 

, 能， 一 無 爲； 思 慮 易， 遷、 哀 樂 相變。 ： 心 持 は 、變り やすい ものて あり、 悲しい 情 や！^ しい 情 は 互に 變化 しゃす 
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いので ある" さう し て、 そ の 感情 は、 人 間の 心中に 生 じ、 そ れ を うた ふ 歌 

が、 一一 目 語 に よつ て 表現 せられる ことになるの であ る。 

と 云って ゐ るな ビ も. 眞 理を 道破した 言 であると 思 は れ る が、 そ れは云 はば-感情 起原 說 とも 

稱 すべ き 意見で あ る- 

吾々 日本人 が、 物 に 威-やる 時 「あ- 1」 とい ふ 言 を發 し- 「はれ」 とい ふ 言 を發 する。 此の 

「あ ー 」 とい ふの は. 簡 單 な 言 葉で は 言 ひ 現 はせ ない もろもろの 感情 を 含んで ゐ るので あ 

つ て、 時 として はさうた いした 意味 もな く- 「あ ー」 とい ふこと も あ る L 「はれ」 とい ふ の も 

今日で は 「ャレ 」 とい ふのと 同樣の 言 葉で 此の ャ レ とい ふやうな - 一目 で も、 决 し て 

軍 純な 意味 を 持つ 語で はない。 疲勞 をした 時な どに. ャレ/ ^と 云へば、 ーャレ /\  く たび 

れた」 とい ふ 意で あ b 人の 死 を 聞いて ャレ //^ と 云へ ば-そ れは 「ャレ //^ 氣 の 毒な」 と 

あはれ む 意になる" 右の やう な， 後 雑な 內容 を 持ち いろいろな 意味に 解釋 せられる 「あ—」 

とい ふ 語と 「はれ」 とい ふ 語と が 二 つに なって 「あはれ」 とい ふ 語が 生じた。 此の 「あ 

はれ」 とい ふ！^ i も 亦 .决 して、 一 定の 意味 を 持つ もので はな く， 漠 然として、 人間の 感情 を 現す 

語で ある に 過ぎな い。 そ れ が 時 に は、 面 白く を かしい 意に も、 悲 しく 哀れなる 意に も 取られ 

る。 かく-さま-^、 な 感淸が 引き出される 「あはれ」 とい ふ 語 も-もとはと 云へば， た ゾ思ひ 


t 代 文學史 上卷 

ジ  二 マラ ハル  -ー 

感 生，， 於 志； 詠 形-於 言 t 


餘っ ての 詠歎の 語で あ 

用 ゐられ てゐる が、 歌謠 

あ ら う。 「あ は れ. 一 と か， 


るに 過ぎない。 その 後、 此 の 

の 根元 は、 恐 ら く は， か や う な 

「あな 」 とか， 「や」 とかい 


「あはれ」 とい 


純な； sis^ のぎ 

■ 確 實 な 意味に 

何 か 云 はすに 


表出、 併 し、 何 かしら 叫ばす に は ゐられ ない， 聲を 出し 

擊、 さ うい ふ もの が、 歌謠 とな つ て 現れ-こ れ が、 文學の 

感情 が、 いかにして、 呼び 起された かとい ふ點 になる 

るで あらう。 異性 吸引 說の說 くやう に、 異 性に 對す 

本能 說で 云へ ば、 自然に 對 する 驚異、 讃 歎の 感動から 

何 かしら 自已を 他に 示したい、 自已を 語 h 'たいとい 

然を 描いた 作品と か、 主觀 的な 筆致の 隨筆 とか， さう 

要求に もとづ いて 生じた もので あら う， 併 し、 そ れ 

に 觸 れ、 事 につけ て、 心 の 中 に、 湧 き 起さ れた 感情 を、 思 

あらゆる 人類に 共通の、 かつ 本能 的な 感情の 表出. そ 

藝 術の 起原 も 亦、 此 所に 求め 得べ きも の と 思 ふ。 

文學と 音 樂. 繪 畫 以上 は， 必す しも， 文學 だけに 關 した 事で ない： むし ろ、 檢 
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るので ある t 
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已 表現 說の云 

知れぬ。 戀の 

して それぞれ 

云 へ ば、 つ ま り. 

出した 表現に 

術の 根本に な 


中に 多く 

る もので 

い， 威 情の 

感動の 銜 

それらの 

數 へ ら れ 
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歌と か、 自 
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人間が、 物 

過ぎない 
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とか 音 樂 
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とかに 就い て、 言 及す る 事が 多かった" 併 し. 實 は. 此の 中に. 文學の 起原 も， 1^ ま 


であって、 文學の 最も 原始的な 狀態 にお いて 

接な 關 係が あるので ある. 感情の 興奮に つ 

律 を 伴つ て を り、 抑 揚を もつ て 歌 はれる わけ 

の 舞 ひ 足の 踏む 所 を 知らす とい ふ 有様で、 自 

を强 調す る 事に な る。 こ れ が、 卽 ち、 舞 踊で あ 

舞踊、 音樂、 詩歌の 區 別が 出来な いものと なつ 

の は， 文 學 としての 詩歌 を 伴って ゐる 音樂な 

と 云っても よ く、 純粹 の音樂 だけ を 意味して 

れる 歌が、 やがて は、 文 學の 起原と なる わけで 

繪畫 によ つ て 、自己の 感情 を 表現す る 場合 

しょうと 欲す る. 何ら かの 意味 を 持って ゐる 

たもので あって も、 そ れは 描く 人に よ つ て、 さ 

その上に 圓を 描いた 場 合， 線 は 地平線 を 意味 

か ら， 太陽の 出 離れ て來 た有樣 を、 極 めて 簡單 


は、 音樂 とも 繪畫 

れて. 口から 出る 


である 

分 の 身 

つ て、 感 

てし ま 

ので あ 

はゐな 

あ る. 

に も、 そ 

であら 

ま さ ま 
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SV す ,。 

言 葉 は 

よって- 

毛 詩に 

つ て、 右 

音樂と 

、ある 抑 

る槍畫 

な圓 や 

る。 横 

とすれ 

たもの 


の 


揚 


力 す 

I 層 威 

記して 

に 音樂 

解した 

を 


も 


は、 描 く 

占， P  .aK 

0 や あ 


„H,  一  J 

で あ 
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る 韻 

き 口  rrf" 

表出 

つ た 

，歌謠 

目 ハ S 

表示 

は れ 

引 き 

し そ 


れ だけで も、 十 分 に、 朝 になった とい ふ 意味 を 現 はさう とする、 描く 人の 意味 は 出て ゐる。 さ 

う L て-か う 云ふ繪 畫 からして、 「且」 と 云 ふ 文字が 出來る やうに もなる ので ある" 或 は、 同 

じく. 地平線の 意味 を 現す 撗 線の 上に、 點を 一 つ 打った とする。 これ は、 此の 橫 線の 下に 點を 

一 つ 打つ 場合と 對 照し て、 上 下の 方向 を 意味す る 事に 役立つ。 さう 云 ふ 所 か ら. 「上」 「下 」 

とい ふ 文字が 發 達して 來た とすれば、 さう 云ふ檢 の 集合 は、 旣 に， 文字で 書き 現 は された 詩歌 

と 同様の、 文學的 意味 を 持つ ものと 云 ふ 事が 出来る。 檢畫も 亦、 文 學の 起原と しての 役割の 

一 つ を 受け持って ゐる わけで ある _ 

と こ ろ で、 か やうに し て、 歌 は れ、 或 は、 檢畫に よって 表現 せられた 人間の 感情 は、 必す しも， 他 

人に 見せ 聞かせる とい ふ 事 を 目的と する もので はない" 自分の 感情の， はけ n を、 か うした 

所に 見出せば 满足 なので あつ て、 そ の 結果、 他人が これ を 見 て， 间 威 情 を 味 ひ， 同じ 様な 慰. め 

を 得る かどう かと 云 ふ 事 は、 必 すし も 問題で はな い 

叙情 文學と 叙事文 學 併し、 次第に、 此の 威 情の 表出に、 對者を 意識す る やうに な り、 そ の 

人が、 多くの 聽 衆で あ る 場 八 口 か、 或は、 た く 一人の 心の 友達で ある 場合 か、 などと いふ やうな 相 

違 は あつ て も-とに か く、 自 分の 威 情 を も 人に 聞い て賀 ひ、 相 手から も 同感 を？.：！： た ぃと考 へ る 

やうになる であらう さう して さう いふ 場合に は、 何 に .E 分 が-さ う た 感情 を 表現せ ざ 
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る を 得な か つた かとい ふ 事情に 就い て も、 語ら なければ なるまい。 對者を 意識し なかった 

なら、 何も、 さ うした 說明を 加 へ る 必要 はな いが-自己の 表現す る 感情、 卽ち 詩歌の、 觀照 者、 享受 

者、 卽 ち、 聽 衆 乃至 讀者 とい ふやうな もの を、 腦 中に お いて、 これ を 作.^ 出す やうになる と .自 然 

に、 さまざまの 物語が 必要と なって 来る， - 純粹に 感情の 表現 だけで は， 相手 を 理解せ しめる 

事が 困難で あ b  、從 つて、 相手に 満足 を與 へる 事 も出來 ないか ら、 自然、 さ うした 感情 を 表現す 

る に 至. つ た、 自分 の 經歷 な.^、 環境な り を 物語 る 事に よつ て、 相手の 同感 を. 一 層 強く 誘 はう と 

する ので ある かやう にして、 物語、 卽ち 叙事文 學が 生れる- 叙情 文學 は、 必す しも、 相手 を 意 

識 しないで も、 た だ 自分 さ へ 満足 すれば よいが， 叙事文 學 において は、 同 時 に、 相 手を滿 足させ 

る 事 も 意識せられ てゐ る。 此の 意味から 云へば、 叙情 文學が 先で、 叙事文 學が 後に 現れた 事 

になる。  - 

と こ ろ が、 わ が國の 上代 文學を 見る と. 古事記 の やう な 物語、 叙事文 學が 先づ 最初に 存 して、 

萬 葉 集の や うな 叙情 文學 が、 そ の 後に、 立派な 完成し；^ 姿 で 出現 して ゐる。 であるか ら、 さ う 

云 ふ、 表面的な 存在の 上 だけで は 二 寸見 ると 叙事文 學が 先に 現れ、 叙情 文學 がそれ よ.^ 後に、 

個人的 感情が 發 達し て， 出現した もの とも、 考 へられる で あらう。 併し、 そ れ は、 古事記 の やう 

な 物語 は. 種 々の 材料に よって、 纏め 上げられ たもので あり、 かつ、 非常に 長い間 語， 9 傳 へられ 


る 事に よつ て、 發達 して 來た 作品で あつ て、 決 し て、 文化の 發 達しない、 原始時代に 近い 頃の 原 

始文學 の 面影 を 完全に 傳 へ てゐる もので はない と 云 ふ 事 を考へ れ ば、 さ う 云 ふ 存在の 表面 

だけの 觀 察で は、 必 す し も、 斷 定 する わけに ゆかない ものであると いふ 事 も 明かで あらう。 

第二 節 日本 文學の 成長 

叙 愦文學 の發生 文化の 低級な 先住民族 を 押しの け て、 これ を 同化し， 服從せ し め た、 優 

秀な 大和民族が 持って ゐ た文學 は、 先 づ、 歌であった。 叙情 文學 であった。 さう して、 此の 人 

人の 歌 ひたいと いふ 感情 を 呼び さ ました 機綠 は、 第 一 に 異性の 優しい 情愛で あ . ^、第一 一 に 先 

住民 族 を服從 せしめる ための 勇ましい 鬪爭 であ .0、 第 三に 先祖の 神々 を 憶 ひ、 種 々なる 場 八：： 

に、 先 づ神祭 を 行 ふ 尊い 信仰の 念で あった。 此 所に、 可憐な 愛 歌 や、 勇壯な 軍歌 や、 嚴. 5^ な祌歌 

が 現れた ので ある， さう して、 その 威 情の 表現に は、 常に 聲を 以てした。 未だ 文字 を 知らす、 

筆紙の 發明を 見な い 時代に は、 直 接に 聲を もつ て、 相 手に 呼びかけ、 常に 、自己の 感情 を 高らか 

に 歌 ひ 上げた ので ある. 從っ て、 そ. の 歌は大 むね 卽興 的であった， 机の 上で じっと 考 へて 

語句 を 修正す るのと は 異な り、 表 現の 巧拙 を考 へたり する 餘裕 など はない。 場合に 觸 れ、 事 
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件に 接して、 y もに 涌き 起る 感情 を、 抑 揚を つけ、 韻律に 合せて 歌 ふので ある。 かやうな わけ 

であるから、 どうしても、 この 歌 は、 簡明、 素直な 特色 を 持つ てゐ る。 素朴な 表現に とどまる。 

さ う し て. 此 の 場 合、 必 然 的に 同じ 事 を 何度も 繰， 0 返して 云 ふやう になる。 複雜な 表現な ど 

は 出来な く て、 同 じ 言 葉 を 反復 的に 繰 b 返す ので ある。 それ か ら、 叉、 旣 に 記憶の 中に ある 語 

句 を、 委細 構 はやに 口に 出して 歌 ふので ある。 それ を 誰が 作った のか、 誰の 云 ひ 出した 名文 

句で あるか、 そんな 事を考 へ る 暇 もな く， 自 分の 威 情 を 託する の に 適當な 語句 を 見出し， こな 

ら， 何 でも 構 は す、 自 分の 歌の 中に 利用して， これ を 表現す るので ある。 さう いふ わけ で、 非 常 

に 反復 や、 類似 的な 語句に 富む 歌が 澤山 出来 あが る。 

叙情 文學の 確立 併し、 次第に、 歌の 形式が ととの つ て來 て、 さう い ふ銜 動的な、 野生 的な. 

卽興 的な 表現で はなく. もつ と 感情が 沈靜 して、 落ち着 いた 心 持で、 歌に 對 する 事が 出 來るゃ 

うになる と、 さ う いふ 風に、 無差別に、 他の 歌の 語句 を 使った り、 摸 倣 的な 歌であった りする 事 

に 満足が 出來 なぐなる。 つま り、 個 人的な 感情が 發 達し て、 も つ と， し つかりした 自分 を^ 現 

し た い、 自已 に卽 した 歌 を 作 b たいと 考へ る やうになる- そこで 歌の 技巧が 發達 するとと 

もに、 歌の 形式と いふ もの も 確立して 來て ここに 叙 文學 としての 獨立性 を 有し、 すぐれた 

作品 を 持つ やうになる の である。 


叙情 文學 の傳播 此の 歌 

たもので はない とする と、 そ れ 

世に 傳 へられる やうに なった 

を 聞い て、 そ れ によつ て、 非 常 な 

ゐて、 到底 消え去る もの ではな 

わ け て、 名歌 である 害であって. 

られる 事がない か ら， す ぐ に 忘 

世に へ られる 名歌 は， 文 字 に 

である. 口で うた はれる 歌 が- 

な  塌：^  的な  表現が  必要で  あら 

腦 中に、 鮮明な 印象 を 殘す事 も 

きな ども 必要で あ ら う" さ う 

な もの である 事が 必要で あら 

で 見る と、 除 りに？？^ 純で、、.：^ やし 

.^x、 へ 狩 張が あ る 爲 め に、 可 成 り 


は、 口で 歌 はれて 相手 

ら の 歌 は、 瞬時に し て 

かとい ふ と、 そ れには 

咸動を 受けた 時には. 

い。 それ ゆ ゑ 記憶に 

凡庸な， つ まらぬ 歌 は- 

れられ  て， 消え去 つ て 

記さ れた 場合の 名歌 

_ 相手に 感動 を與 へ る 

う。 问 一の 表現 を 何 

必 要 で あ ら う。 歌 ふ 

し て、 內容 は單純 明白 

う。 そ れ で、 さ うした 

も それほどの 妙味 を 


に傳 へられた もの で、 文字で 記錄 せら れ 

消え去る 箬 である。 それが， どうして， 後 

いろいろな 事情が あらう が、 結局、 人 の 歌 

その 歌 は 永い 間 相手の 記憶に 止まって 

よって 傳播 せられる， それらの 歌 は、 取り 

何ら 相手に よ つ て、 多くの 注意 を 喚起せ 

しま ふので ある。 尤も、 かやうな 事情で、 

とい ふ 意味と は、 そ の 趣 を 異にする やう 

爲め に は、 可成 b 、誇張せられ た、 强烈 濃厚 

度 も 反復して、 對 者の 注意 を 喚起し. その 

場合 の 韻律の 美し さ や、 音 調の 波打つ 動 

で 親しみ 深 く、 且 っ强く 印象づける やう 

歌の 中に は、 文 字で 書かれた もの を 讀 ん 

感 せしめな いやうな 歌で ある 場べ 口 も あ 


不自然 な， 或 は隨分 肉感的な 威 じ を與へ る 歌で ある 場 八 " も あ 


第一 編 第一章 日本 文 學の發 生  一九 


上代 文學 史上 卷  二 0 

る。 要するに-口 でうた はれる 歌 は、 文 字で 書かれる 歌と は. 異 なる 點に、 そのす ぐれた 妙味 を 

感 せしめる もの である。 

叙情 文學 から 叙事文 學へ 11 歌 物語 かやう にして、 對 者に 感動 を與 へ、 强く 記憶せ 

ら れた歌 は、 やがて， それから それ へ と、 語り 傳 へ 云ひ繼 がれて 傳播 する f 此の 場合、 その 歌が 

いかなる 事情の もとに 作られた か、 どうい ふ戀 愛の 事情が あつたの か、 或は、 ど うい ふ 事が 起 

つたの か-さう した 事 がら を 語り 添 へ る 事に よつ て、 歌 を 中心とした 物語が 生じる 事に な る- 

單に、 美し い 情緒の 歌 だけ で も、 人 々の 間に 云ひ傳 へられて ゆく だけの 價値を 持つ て ゐる事 

は 勿 論 で あ る が、 そ れ が、 更 に廣く 民族の 間に. 傳播 し、 人 々 に、 よ り 一 層の 面白 さを理 解せ しめ 

る爲 めに は、 その 歌の 作られた 前後の 事情 を說 明す る 必要が ある。 かやう にして、 叙情 文學 

から 叙事文 學の 方へ 發展 して ゆく 機綠が 生じる。 歌 物語 は、 叙事文 學の 一 つの 単位で ある _ 

此 の 歌 物語 は、 更に 幾 つも 幾つ も連續 して、 長 い 物語 を かたちづくる やうになる。 その 歌 物 

語の 主人 公 は、 そ れぞれ 違った 人で あっても、 いろいろな 方法 で、 統 一 をつ ける 事 も 出来る。 

どうかす ると、 全然 別個の 人 を 主人公と する 物語 を、 同 一 人物の 物語と して、 キ-人 公を變 へ て 

しま ふやうな 事 も ある。 或は、 そ れぞれ の 物語 を、 時代の 順序に 從 つて 、歴史的に 並べ てし ま 

ふとい ふやうな 方法 も あ る- かやう にし て、 箇 々別々 の 短い 歌 物語 の 集合した、 長 い 物語が 


作られて ゆく. 

上代 文學の 最初の ものである 古事記に して も、 平安朝の 物語 文學； ^最初の 作品で ある 卅 

勢 物 語 で も、 歌 物語が 成立し， 叙情 文學 から 叙事文 學 が發展 して ゆく 經路に は 、同様の 消息 が 

存在 して ゐ るので ある 

叙事文 學の發 生 以 上 は、 個人の 感情が 中心と なつ て、 段 々と 文學 が發展 して e  / 、有樣 

を 記した ので ある これ は 丁 度， 池の 中心 に、 石 を 投げた 時の やうに 一 點を 中心とし て、 そ こ 

から 波紋が 段々 と廣 がって ゆく 有樣 に似て ゐ る。. ある 人の 感動 が、 周 園の 人々 の 共 鳴 を 捲 

き 起し て、 そ の 文學 作品 は、 民族の 間 に 波紋 を 次第に 廣げて ゆく ので ある" ところ が、 時 と し 

て、 池 の 小波 は. 池の 上 を 吹き 過ぎて ゆく そよ風の 爲め にも 起る 事が ある。 風が 渡つ て 池の 

中に 波紋 を 波立た せる ので ある。 その やう に、 民族の 間 を 吹 き 捲く る 3 風が、 文學を 波立た せ 

る 事 も 決して 少く はない。 それ は、 可成り、 民族的 集團が 鞏固と な つ て、 文化 も稍發 達し、 民族 

的 自覺の 起って 来た 時代に 見られる 現象で ある。 民族の 團結を 鞏固に し、 國 家的統 一 を 企 

圖 する 爲 めに は、 そ こに、 國 家の 由來を 物語 b 、民族の 中心的 生命 を 明かに する 物語が 必耍で 

ある， 此の 物語 も、 最初 は、 極 めて 斷片 的な 部分的な 內容を 持つ ものに 過ぎなかった であら 

う f ある 一 地方、 あ る 一 族の、 少 部分の 物語であった. さ うして、 その 地方 を 統治した 人々 や、 
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或は、 その 民族の 始祖の 功勞を 忘れ 

最初 は、 そ の 統治者、 始祖の 人々 が 作 

とに か く、 さ うした 功勞 者、 祖 先 を 追 

自然 的に 美化して 考 へ る 事 は， 人類 

言 行 が、 最も 大きい 感動 を、 永 久に民 

うに して、 民族的、 國家 的功勞 者の 名 

れて ゆく. それ は 多 /、、 祌 として 祀 

國民 は、 神社と し て、 地名と し て、 何 か- 

る。  そこで 祌々 の 活動が； ま り 或 

人 交 通 の 物語が 語り 傳 へられる や 

多ぐな るので ある。 それ は いづれ 

けで まとまった 一 つの 矮小な 物語 

叙事文 學の發 達 ところが、 あ 

合せて、 大き い 物語 を 集成し ようと 

情趣で もない 外國 との 接觸 とか. 


ない が爲め に、 こ れ を 語 

つた 歌 を 中心としての 

慕 し、 さ うした 人々 の 英 

に 共通の 本能で ある" 

族の 記憶の 間に 殘 して 

と、 物 語と は-い つまで も 

ら れ、 或は、 各地の 地名の 

その 人々 の 記憶 を具體 

は 地名 起原 說話 とな つ 

うに もな り、 地名 ゃ錢な 

も、 最初 は 皆斷片 的に、 或 

と し て、 傳承 せられて 來 

る 時期が る と、 そ れ ら 

いふ 運動が 起る。 それ 

文化的 發展 とか 人智の 


6 傳 へ て 来たの であ 

歌 物語であった かも 

雄 的な 行爲 や， すぐれ 

こ れ も 結局 は、 そ の 民 

ゆぐ からに 他なら な 

忘れられる 事な く傳 

上 に、 そ の 足跡 を殘す 

的に 印して おきたい 

て、 物語 は、 次第に 發展 

どの 起原 を說 明す る 

は それぞれの 地方 や 

たものと 思 はれる 

の 短い、 きれぎれの 物 

は 最 早、 單 なる 一 個人 

覺醉 とか い ふやうな 


る 

知れ 

た 言 

族 的 

承唱 

の で 

と 望 

し て 

物語 

氏族 

語 を 

の 感 

事 力 


こ れ も 

な に 

動 を、 超 

英雄の 

その や 

甬 >^  . フ 

SB  "に 

あ る。 

んでゐ 

ゆ き、 神 

が 甚だ 

の屮だ 

つ な ぎ 

傷で も 


なつ て、 國民 的自覺 が目覺 め、 國家 

で、 は じ め て、 物語 の 統一が 出 來、 斷 

今まで は、 明 瞭に 反省せられ なか 

なる ので ある。 その 短い 物語 を 

は、 縱 に歷 史的に、 年代の 順序に 從 

とすると か、 或 ひ は、 あ る 氏族の 先 

代 を 追 はな い で， 横に、^ 種、 同 檨 の 

る。 此 所から して 古事記の やう 

のが 出來 上って ゆく。 

宗教と 文學 まう 一つ 物語の 

ある。 祌カを 信 じ、 超 自然 物に 憑 5 

し て、 古 代人に とって は， 宇 宙 の 萬 物 

思議なる 言葉 を 以て、 人間に 神秘な 

身の 語.^ 歌 ふ 言 葉 で さ へ も， 神 秘 な 

ある。 さう いふ 不思議な 力 を 持つ 
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的 な 嵐 が、 民 

片 的な 小 說 

國 家の 
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展の 軌跡が 、鮮明と 

方法が ある 一つ 

は、 ある 地域 を 中心 

か し て、 必ゃ し も、 年 

收 める 遣り方で あ 

風土記の やうな も 
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の は、 宗敎的 信念 で 

烈 であらう さ う 

る。 神靈は 常に、 不 

ふ 事が ある。 人間 自 

ゐる。 卽ち 言靈の 信仰で 

て、 表現せ られる 察が ある 


ゐ る 
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上代 文 上卷 

神 々 は、 人 間の 身體を かりて、 その 姿 を 顯し給 ふ。 さ う 

U 一-て ，，. ,\<  , 'ノ；  \ 

ぽ么 ^ ダ、, ^v.l ぉビ， や . 

,ケズ 。き. み ぶ .^..^.^^s  ジ おつ V  、ハ 4 

-^4^.^  :f- す、 v..*^,/-:^" も 二？ ^チ， ^^ソ ュ え 

勿 A ふお ネ お 走え， 4 却れ.^.^.. れ<: 


力 


二  3； 

して 、神の 宿 b 給うた 人間 は， 神の 器で 

あり その 口から 發 する 妙なる 

^  . 言葉 は • これ 神の 託宣で ある， 

本 かやう にして， 神秘な 言葉が に 

言 寺ば しば 世に 殘 されて ゐ る" そ 

- れは、 枕詞の やうな 修辭に 富み 

關ほ 漂 脚と して、 象徵 的な.！^ じの す 一 


集 


を 


來 について も、 有 力な 預 言 を 與へ給 ふので あ る。 それ 

人々 は. 自分で 勝手に 様々 な 解 釋を與 へ る 事が 出来る 


^ る 一一 目 辭 である 人間の 威 情 

ろ i 

長^ 直接に 現した 單純 明白な 歌に 

歌^ 較 ベ る と、 甚だしい 懸 隔が ある 

I 所 此の 神 言 は、 祌 自身の 意志 を 表 

C 明せられ ると ともに、 人間の 運 

命を喑 示し 給 ひ、 民 族、 國 家の 將 

は 象徴的な 言辭 であるが 爲め に、 聞く 

. 從っ て、 自已、 或は，， 民族、 國 家の 運命に 


關 して、 此の 神託 を 聞いて、 人々 がその 解釋 のま、 に、 これ を 敷衍し、 それぞれの 判 斷に從 つて、 

多くの 修飾 を 加 へ、 異なる 體裁 とし て、 國 民の 間に 廣 めて 行く 事 も 可能で ある-. 此の i 言 が. 

や が て、 語部 の ごとき 職業 家に よって 傳 承せられ る 時、 種 々の 事 がらが これに 附 加し て、 此所 

に も、 最 初の 象徵 的な、 叙情 的な 內容 が、 叙事 化し、 散文 化する 傾向が 馴致せられ るの である， 

祌は、 一方的に、 その 意志 を 表明せられ るば か. 9 でな く、 人 間 も、 祌 に その 意中 を 伺 ひ、 或 は 自 

已 の 意中 を、 神に 述 ベ 奉る 事 も 出来る。 神と 人との 問答 は、 人間の 異性の 間の 問答が 一 つ の 

戀物 語に 成長す る ご とく、 やがて、 神人 交通の、 さまざまの 神秘的な 物語に 成長す る の である- 

神と 人との 戀 物語 さ へ も、 此所か ら發 達して 來てゐ る。 更に、 重要なる は 、神の 託宣、 叉、 人間の 

祌 へ の訴、 祈願が、 一 個人の 運命、 或は、 氏族、 國家 全體の 運命に も かか つて ゐる やうな 重大な 場 

合に は、 その 內容 が、 次第に 長大と なり ポ なる 祈願の、 或は 神 言 としての 叙情 的 内容 以上に -發 

展 して， 氏族の 由來、 國 家の 歷史を 述べ 來 ， ^、語り 去 つ て、 著しく、 叙事 的 傾向 を帶 びる 事で ある 

かやう に して、 祌 の 託宣の 言辭 や、 神 への 祈願の 文句 は、 簡單な 内容から、 複雜な 長大な 内容 へ 

と發展 する ので ある" 

然る に、 時代が 進む に從 ひ、 人間の 智 脳の 發達 は、 祌 人の 間 を、 遙か に 懸隔 ある もの として. 八 上 

く 隔て 去って しまった。 神人の 交：^ も、 祌 人の 問答 も、 最早、 現實 の 姿と して は、 多く 見ら れ な 
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いものと なした。 さう し て、 神 の 託宣 は、 一 個の 物語 と し て、 客觀 的な 存 in とし て、 長く 傳承 せ 

られる 事に なった。 かくて、 語部に よ . ^、或 は 地方の 古老に よ り， 多 く の 說 話、 傳 承 が 誦習 せら 

れる 率になる。 元來 それ は、 祌 への 祈願の 言 葉であった り、 人 間が 神より 敎 へられた 祌 託の 

辭 章であった りした も の と も 思 は れ る。 さう した もの か ら、 次第に 發展 して 來 た 物語 も、 古 

代說 話の 中に は、 確か に 存在す る。 殊 に、 祝詞の ご と き 神事 文學 は、 そ の 最も 原始的な 姿 を そ 

なへ てゐる ものである。 

叙事文 學の 確立 かやう にし て、 源 は 一 つで は 無い けれど も、 さ まざ まな 根源 か ら. 多 ( 

の說話 群が 生じた。 さう して、 短小な 文句から 長大な 章句へ、 單 純な 内容から 複雜な 内容へ • 

叙情 的文學 から 叙事 的文學 へ、 歌から 物語 へ、 瞬間 的卽 組： 的 作品から、 1£久 的 永 精 的な 作品 へ 

歌唱 的な 文學 から、 口誦 的な 文學 へ、 さう して、 普遍的な 一 般に 共： する 辭句 、内容 を 持つ 作品 

か ら-漸 /、、個 人的 特色 を鲜 かに 表現す る 個性的な 作品 へ と發展 して 來 るの である。 ここに 

至って、 民族的 原始 文學 として その 存在 を 示 L てゐ たもの が、 漸ぐ藝 術 的な 文學 としての 意 

■ ま 我 を 有する やうになる の である" 

個人 意識の 文學 ト： 代 文學に 於け る 一 大變化 は、 文字の 輸入 と、 個 人 意識の 振起で あ る 

文字が 輸入せられ たの で 個性の 自覺を 促した の か、 文化の 發 達に 伴 ひ、 個人 意識の 目覺 めか 


かって ゐた 時に、 文字が 輸入せられ て、 一 層， 自我の 發 達に 拍車 を か けた ものである か、 恐ら く- 

その  いづれ  でもあった  らう  が、 と に か ぐ、 此 の 二つの 事 がら は、 互 ひに 聯關 ある ものであって- 

此 の 事が、 時 を 同じう して 起 り、 文學史 に、 一 大轉換 の 時期 を 形づくる 事と なった ので ある， 

尤 も、 そ れ までで も， 個 人 を 位 と し， 個 人 を主體 とし て、 文 學は 表現 せられて ゐ なかった わ 

けで はない が、 た 、、、、そ れ まで の 個人 は、 集團を 構成す る 所の 人な ので あつ て， 多數を 離れ て の 

個人で はない。 つま り、 客 觀的 存在と しての 個人 は 極めて 影の 薄い ものであった。 併 し、 今 

や、 そ の 個人 は、 自 已 を內省 し、 自 コ しを獨 立の 存在と して 感ゃる 事が 出来る やうに なった。 つ 

ま り、 自 我の 意識 が、 漸 く はっきりして 來 たので ある" さう いふ 意味 で、 個 性の 存 が 明瞭と 

な り、 個人の 意識が、 存在 の 表面に 浮び 上って 來た。 さう して、 はじめて 個性的な 文學を 有す 

る やうに なった と 云 ふ 事が 出來 る。  ■ 

文 學 は、 旣 に 口誦 文學の 時代 を 終って、 記載 文學の 時代に 人る 事と なった。 それと ともに. 

その 内容 上の 精神 も、 表 現 上の 様式 も、 著 し く， 從 前と 異なる 持 色 を 有する ものが 生じた。 以 

前 は、 萬 人に 共： せ，！ の 感情が 歌 はれ、 一 般 普遍の 情緒 を 理解し やすく 叙した やうな ものが 多 か 

つた。 感情のお- 點に は， 個性的な もの が あつたと して も、 口 から 耳へ 傳 へられて ゆく 間に、 ■ 

性的な もの は、 一 般の 人々 の 記憶から は脫 落して、 普遍的な 感情の みが 殘 される やうになる 
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ので ある。 まして、 さう いふ 感情 が、 文 化の 高い 人々 に 見られる ほ どぽ 練せられ たもので は 

な く， 程 度の 低い ものであるから に は 二 層 その 內容 は、 一 般 普遍的な 心情に 訴へ たやうな も 

のが 多い ので ある r 然るに、 今 や、 そ の內容 は， 頗 る 個性的な ものと なった。 それ だ け、 表 現 も 

纖細 となり、 咸 情の 內容 が、 緻 密な 動き を もって、 正確に 現 はされ る 事になる ので ある。 

個性的 叙情 文學の 確立 偶 性に 目覺 め、 稍 高い 文化の 段階に 到達した 國民 は、 ここで ま 

う 一度 歌 を 思った。 魂の 故鄕 である 歌 を 振 b 返って 見た。 さう して、 文學の 始原に， 今 一 度 

立ち 歸 つたので ある， 文學 は、 更 に 新しい 出發 をした。 口で 歌 はれ 語られる 文學 が、 叙 情 文 

學 から 叙事文 學 へと 進展し つ つ、 民族に 共 咸を與 へ る 感情 を 歌 ひ、 國家 的な 主題の 物語 を 叙 

して 农 たのに 對 し、 今 や、 筆 と 紙と を 持った 文化人 は、 そ の 個性的な 感情 を、 掘 り 下げられた 思 

索 を、 歌 に 託して、 文字に 書き 現 は し， こ れを 表現した ので ある" さう して、 從來 は、 作 品 が #  く 

の 人々 の 記 憶に し て、 傳 播 した爲 めに、 その 語 句、 辭 章 は 自然に 淘汰せられ て、 多 數の 口によ 

り、 一 般 人の 嗜好に 叶 ふやうな 方面へ と 改訂 せられて 行った。 その 爲 めに， それらの 歌 は、 絕 

え す 浮 動， 流 行して、 定着した 姿 を 持た す、 その 詞 句の 更改 は、 ひとへ に、 多數 の歌誦 者の 好き好 

みに 任さ れ たので あつたが、 ここに 至って は- 自 らの 作品 を、 作 者 自 身、 心 ゆく まで 推敲 訂正す 

るの 自. E を 得た。 個人 は 、一般 民衆の 拘束から 解放 せられて、 十分に、 自作 を 貴び 愛する 權利 


を摑 得した。 作品が、 個性 を 加 へ.. 得た 事 は、 當然 である 一 かやう に して、 個性的 叙情 文學 が、 新 

しく 發 生した ので ある。 此の 叙情 文學 が、 更に、 叙事 的 要素 を 加 へ て、 歌 物語と な b 、叙事文 學 

と し て， 物語 文學 の 方へ 發展 して ゆく 經路 は、 口誦 文學 時代に おける 展開と 同一 であらう 

さ う して、 上代 文學の 最後 は、 その 叙情 文學の 黄金時代に 續 いて、 叙事文 學へ ー轉 する 萠芽 を 

僅かに 示して ゐる 所で 終って ゐる。 個性的な 叙事文 學 として の、 最初の 段階の 歌 物語から- 

物語 文學 へと 發展 して ゆく 經路 は、 平安朝 時代の 文 學の範 園に 屬す るので ある。 

第二 章 上代 文學の 本質 

第 一 節 上代 文學と 風土  . 

瀨戸內 海 上代に 早く 文化が 開けた の は、 瀬 戶內海 を 中心とし て、 幾 內、. E 陽 道、 九 州の 方 

面であった _ 就中、 大和 は、 長く、 帝都の 置か れた 土地と して、 日本 文化の 中心地と なって ゐた. 

難 波 は、 海上 交通の 耍津で あ つ て、 大和に 對 し、. H 關 口の 位置に あった。 此の 難 波 を出發 して、 

山陽 道の 沿岸 を 通.^、 九州 太宰府に 至る 間が、 當 時の 交通の 幹線な の で あ る。 此 の 間、 海 は、 
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所謂 白砂青松の 地で あつ て、 石 質 は 花崗岩が 多く、 また、 松の 如き 常 盤 木が 

岸 は、 山地に 較 ベ て、 氣 候の 變化 が 少 く、 寒 暖 

しかも 海岸線に は 屈曲が 多くて、 良港に 富 

眺望 絕 佳、 風 景の 美に すぐれて ゐる。 かや 

れた 特色 を 持って ゐる 此の間の 港に は、 ど 

が 漂うて ゐ た。 

上代 文學 は、 かかる 地方 を 中心として 生 

こに、 明 朗、 快 活な 一 面 を 有する 事 は 當然で 

日本海 沿 岸 然るに、 瀬戶內 海の 文化 

化の 開發 せられて ゐた事 も 見の がす 事が 

出 雲國を 中心として、 や は ..^、舟 航 によ り， B 

北陸 方面から、 遠く、 奧羽 地方にまで 延 び、 遙 

方面と 呼應 して、 異國の 文化に も、 早 く應接 

る。 此の方 面 は、 海岸線に 屈曲が 少く、 風景に 變 化が 多くない。 一 服 陰欝 

る が、 饼 し、 さ う いふ 自然の 風土に 應 じて、 人々 の 性 1^ は、 極 め て、 質 實で實 際 


三 〇 

繁茂して ゐた。 海 

の 差が 多くな い" 

み、 島 喚點々 として 

う な、 交 ：础 上の すぐ 

こ でも 快 樂的氣 分 

れ たので ある。 そ 

あ る" 

に 先立 つ て， 出 雲 文 

出來 ない。 これ は、 

本 海 沿岸 に 沿う て- 

か 朝鲜、 満州、 沿海州 

して ゐた 地方で あ 

の氣を 漲らして ゐ 

的であった。 今日 


傳へ られ る 出 雲 系 の 神話 傳說、 歌謠 の ご と き は、 大和 朝廷に よって 傳統 せられ、 編纂 せられた 

ものであるから、 その 特色の 如 きも、 瀬 戶內海 方面で 發 達した もの と， 撰 ぶ 所がない が、 なほ 仔 

細に 見る と、 そ の 間に、 上述 の 如 き 氣分を へ た 所 が ある" た 

と へ ば、 ヮ ラ 鮫の 一 種) の傳說 の、 傳 へ られ るが 如き は、 一 抹凄慘 

の 氣を漂 はす ものが ある。 ヮ 二 の やうな 大魚 は、 到 底、 瀬 户 內 

海 方面で は 見る 事の 出来ない もの である。 浦 島 傳說の 原型 

も、 此 の 日本海 方面で 生じた もので あらう， これ も、 澎 湃 たる 

大洋に 向つ て 漕ぎ出し、 海上に 於いて 難破す る 事の 度々 であ 

つた 地方の 說話 であると 思 はれ、 大洋に 臨む 方面で、 此の やう 

な 話は傳 へ られる ベ きで あらう。 瀬 戶內海 を 中心とする 地 

域 で は， 到底 發 生し 得な ぃ說 話で ある • 

以上の やうに、 風土 は、 文 學 の 題 村に 、内容に、 情趣 に、 影 響す る 

所が 多大であった。 わが 上代 文學も 亦， か か る 影響から 到底 

まぬかれる 事が 出來 ない。 

關東 地方 此の 時代の 後期と なって、 關東 地方が 經 略せら れ， 東海道、 木 曾 街道 等の 道路 
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も 開け、 旅客の 往來 とみに 頻繁 を 加 へ 


一一 ニー 


壯の 色彩 を 添へ 


ご れ は， 從 來の關 西方 面の 溫 和なる 風景に 對 し、 豪 一 

此の方 面の 人心の 豪 健に して、 素朴なる は、 また、 風土と 脈絡 を 有す る も 

ので、 木 曾 方面 ゃ淺間 高原 等の 山地の 眺望， 東海道 筋の 富士山の 一 

壯 快なる 景色、 海 も 亦、 熊野灘 から、 太平洋 方面に 出で て壯大 なる 一 

景觀を 知る 事が 出來 た。 かかる 風景に 新たに 親しみ を 覺ぇ、 關ー 

東方 面の 豪快 素朴なる 人心に 興味 を 感じた 奈良朝 期の 文 學にー 

は、 更に， 快活に して 野性に 富んだ 一面 を 加へ た。  ^ 

上代 文學の 通性 併し、 こ れ を通觀 する に、 上代 文學 は、 後世 

の 文學に 比し て、 單懷 素朴 にして 誠心に 富 み、 優 惟よりも 寧 ろ 野 

性 に 富 み、 趣 味 性よ.^ も 寧ろ 實際 的で あ.^、 明朗 且つ 快 ..ts, 外 來 文 

化に 對 しても 頗る 同化 性に 富ん で、 同 情に 厚 く、 宗 敎の 信仰 も頗； 

る誠實 にして 敦厚なる は、 一般の： 逃 性で ある。  一 


第二 節 上代 文學の 精神と 鏡. 玉. 叙 


一 • 玉 • 鈕 

(品 m 發 m 古) 


古代人と 鏡. 玉. 劍 鏡と 玉と 劍は、 古代 民の 最も 愛用した もの であって、 古墳の 出土品の 

ご と き も， 頗 る、 此 の 三つに 富 んで をる しかし て、 そ れは叉 一 面に 於い て、 卜： R の 宗 敎心 にも 

關 係して をり- % 術 的 勢力 を も 持つ もの である。 

鏡 は自已 反省の 具で あ b  、こ れに 自己の 顏を寫 し て、 そ の 美醜 を 察 し、 化粧 をす る。 その 如 

ぐ、 自已を 省察す る は、 卽ち智 の 働きで ある。 玉 は、 溫和 に し て 圓満、 古代人 は、 こ れを 装飾に 愛 

用した。 その 美麗に して 人 

を 喜ばしめ る は 慈 なる もの  I  0  C 

である。 劎 は、 云 ふまで もな 

く 决斷を 示 し、 勇 武 なる 古代 

人の 最も 必要と する 所で あ 

つた。 實に、 鏡と 玉と 劎に は、 

智仁 勇の 德が備 は. o、 これ を 愛用した 古代人 は、 自 然に その 德を 具備して ゐ たの である。 

右 は， 後代の 神道 家な どもと な へる 、神道 哲學 的解釋 である。 此の 解釋 は、 上代 人の 一面 を 

確かに 道破して を ^、且 つ、 かかる 上代の 人心 を 反影せ る 上代 文學 の 本質 を も、 道破した 言 で 

あると 思 はれる。 さう して、 聰明 叙智 なる は、 な ほ、 後 代の 文學 にも 求め る 事が 出 來、 優 稚溫和 
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なる 文學も 亦、 後 代の 文學 に、 これ を 求める 事が 出来る。 拼 し、 i^^^ij, し て、 壯 快なる 文學 は、 上 

代 文學を もって 第一 に 居る。 これ 實に、 上代の 人心が 誠實 にして 素朴なる 美點 より 出て を 

り、 眞 心の 現れで あるから である。 さう して、 此の 男性的 な. 賀 茂眞 淵の 所謂 「ますら をぶ. 0 一 

の 文 學に加 ふるに、 歙 智と溫 和と が ある。 上代 文學の 特色 は、 單に 「ますら をぶ り」 の 一面 

の みならす、 實に、 此の 三位 ー體の 本質 を備 へた 所に ある。 男性的に して， か つ、 優雅， 聰明の 兩 

面 を も備へ た、 そ れらの 長所の 渾然たる 協同 和衷 である 點 にある。 上代 人の 愛用した 愈 (勇 

武) と 鏡 (叙 智) と 玉 (溫 和) と は、 實に その 象徴で あつ. fi^ 

外來 文化の 同化 一 面に おい て、 鏡 も 玉も劎 も-外 來の も の が 混在し て ゐ な そ の 製作 

に は、 固有 の ものの 他、 明 かに 外來 なる を 示す 製品 が、 旣 に 太古に あった： 鏡に 圓鏡， 鈴 鏡の 二： 

種が あ b 、鈴 鏡 と は、 鏡 の 周圍に 小さ い 鈴の 装飾の ある もの で、 そ の 鈴の 數 も、 五 鈴の も の、 六 鈴 

の もの、 七 鈴の も の 等、 種々 であった。 圓鏡 は、 漢時代の 餞が あり、 鈴 鏡 は 朝鮮より 學ん だもの 

かと 云 ふ。 いづれ にして も 、外来の 鏡 を 取って、 これ を 吾が 風習に 叶 ふやう に- 改 rt- したので 

ある-. 劎 も、 固 有の 頭椎の 太刀の 他、 高 麗劍も 盛んに 用ゐら れた。 こ れ ら は、 外 来の もの を 取 

.5 用ゐて も、 そ れを 同化 し、 自 r」 の 内容物に 消化して しま ふ、 吾 が國 人の 特色 を： 小して ゐる が、 

そ れ は 叉、 吾 が 文化の す ベ てに 云 ふ 事が 出来る もの で. (その 例 は、 なほ 下の 風俗のと ころで 


(藏館 物 博 室 帝 J  m 鈴  （藏館物搏'~^帝） 鏡 


も說 く)  • 文學に 於いても 亦、 此の 點の 特色 を r 小して ゐる。 全 

圓 然 わが 固有の 祌 話の ごとく 考 へられる ものの 中に も、 外 來 の 

思 想 が、 巧みに 按配 せられて をり、 歌謠に 就いて 見て も、 外國の 

音 樂、 歌 謠を 巧みに 消化した 跡が ある , ^おり， 钊% 字 を用ゐ 

て、 始めて、 可視 的な 炎 出 を 可能と した 所に も、 わが 國 人の 特色 

が 見え， 漢字 の 利用に 就いて も、.^ 邪の 六つ の 方法、 卽 ち、 象徴 (物 

の 形に 似せて 漢字 を 作る)、 指 r 小 (抽象的 な もの は、 そ の 意味 を 

示 し て 漢 字 を 作る )、 會 意 (一 一字 以上の 漢 字 を 合成して 漢字 を 

作 .0、 そ の 場 八： ：- 各 の 漢 字 の * ば-味 を 取. 0  W ゐ て、 あ る 意味 を 持つ 

漢字に 作り上げる もの)、 形 聲 (一 一字 以上の 漢字 を 八 II 成して 一 

つの 漢字 を 作る 場合、 一 の 漢字 は發 音 を 示 し， 他 の 漢字 は 意味 

を ：. 小す 用に S ゐられ る も の)， 轉注 (或 漢字 の 意. 味 をお 々と 額 

似の 意味に 轉 用して ゆく もの)、 假 借 (意 味に は關 係が な く、 た 

だ 發音を 示す だけに ある 漢字 を 借りて 用ゐ たもの) の 六^ を 

應 用 し、 特 に 轉注ゃ 假^ は、 わ が國に 於いて 大いに 發 達して、 遂 

本質  三 五 
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にわが 國獨特 の 使用法 を 生 み、 別 に 假名の 發明を 見る に 至った 消 化、 應 用 の 跡 を 見れば、 その 

克服の 努力 は、 粘着力に 富み、 か つ、 聰明なる わが 函人の 一 面 を 示す もの で、 此 の 點は、 上代 文學 

の 外形的 方面に おい て、 見逃す 事の 出来な い、 一 大事 實 であり、 その 特色と して、 數 へな け；； ば 

ならぬ 點 であ，^ 

鏡. 玉俞 と 上代 文學の 本質 攀玉. 劍を 崇拜す る觀念 は、 旣 に 原始時代より 存 する 吾が 國 

人の 信仰的 傳統 である。 天 照大祌 が、 鏡 を 以 て、 自 

已を 見る が 如くせ よと 仰せら れ、 神 社の 神體 に、 鏡 

が 用 ゐられ る の も、 鏡 に寫る 自己の 相貌 と 、同 時 に • 

靈 魂の そこに 宿る 事 を も 信じた が爲め であり、 こ 

こ に、 神 宿 . ^ますと いふ 信念が 生じた の である。 

玉も祌 祭に 用 ゐられ たもので、 玉に 祈 を か け、 玉の 

呪 力に よって、 海水の 干満 を 掌った 說話も ある。 

劍も亦 同様で ある。 な ほ、 此 の 他、 鈴 や 琴 や 带の類 も 神 祭に 用 ゐられ 、呪 力の 實 現に 行使 せら 

れ たが、 併し、 上古の 神 なる 器具と して は、 鏡. 玉. 劍が 最も 主要なる ものであった。 此の 宗教 

的 信仰 は、 又、 上代 文學に 反照して ゐる。 さう して、 神話 傳說 も、 歌謠 も、 發 達の 起原、 過程に お い 


て、 宗 敎的 性質 を 免 かれない からして、 一： 祝詞の 如き は、 殊 に その 顯 な る ものである)、 以上 

の やうな 祌 具の 性質 を考へ る こと は、 又、 上代 文學の 本質 を 諒解す る 一 つの 方法で ある。 

に 生活に 密接なる 關係を 有する 上から しても、 これら は、 食物に つ ぐ、 生 活 の 必 需 品 であり、 加 

ふ る に、 精神的 宗敎的 意味 を 持つ、 神聖な る 器具 でもあった。  - 

ここに、 此の 攀 玉. 劍 を象徵 的に 解釋 し、 聊 か、 上代 文學の 本質と 關連 せしめて 說く 所以 も、 神 

道 者 流の 附會說 と 同 一 視 せらる ベ き で はなく、 上代 文學、 文化の 木質が ピ ねと 精神的 交流 を 

持って ゐ るからで ある。 

第三 節 外來 思想と h 代文學 

外來 思想の 輸入 後代 長ぐ、 H 水の 精神 界 に、 種 々なる 影 響 を 與 へ て、 ％f は， そ の.^ 配 的 地 

位に も 立つ た 、儒教. 沸敎. 道教の 輸入 は、 旣に 此の 時に あ つ た。 儒教の 輸入 は、 應祌 天皇の 御 

で、 佛敎の 輸入 は、 欽明 天皇の 御代であった。 道教の 轍 入の 時代 は 明かで ない が、 これにと， 

後して ゐる であら う。 これら は、 宮 廷をは じ め 奉.^、 有識者 間に、 信仰 し、 硏 究 する 者 も 多 く、 直 

ちに、 そ の 影響 を 現 は し來 つた。 儒敎 は、 大學寮 の 教育 方針と して 採 m せら れ、 佛敎 は、 ことに 
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皇室に おいて 尊崇 せ られ た。 道敎 は、 さ うした 方面の 被 護を受 け る 事： $5 ^出来す、 寧ろ わ が 國 

，あ，  ： 

家の 性質に あはない ものと して 排撃せられ た 事 は 、儒教の 系統 を 引ぐ 金子の 思想と 同じ で 

當 時の 大學 寮に おいて 使用 せられた 教科書に は、 周易、 尙書、 周禮、 儀禮、 禮記、 毛 詩、 春秋 左 氏傳、 孝 

.  , 經、 論語 等 

it  A し 


考«? 者 河 I 考啫， z 之. 茶 行、 常 身 I ぉ賓尺 

. 化 夂.； 耒 考遺 矣上有 w.^ 到 夂化滂 

t き ズ， ^  其 一  も . ^ま 成 急 言 I も湊 


古 が 見出 さ 

^ れ るが、 孟 


I 子、 老子、 莊 

£ 子の 類 は、 

^ 吏 用 せら 

藏 

^ れ なかつ 

たので あ 


る。 併 し、 此 の 事 は、 却 つ て、 道 敎 思 想 に 若い 人々 の 興味 を 引 き、 そ の 書が 愛 讀 せ ら れ て、 靑 年 の 

新 思 想 に 影 響 を 與 へる 所 は、 相 當 大きい ものが あった やうで ある" さ うして、 儒 敎， 沸 典. そ の 

他の 書籍 は、 數ぉ ほく 輸入せられ、 佛敎 美術の 方面の ェ 匠、 畫 師の類 も 亦、 多く わが 國に 渡来し 

たので ある- 


K 委 >  1 -せ 

人 ^^S.,A 是怃 ^  、f  -  -y^ 令 ^  一 ® . 」 普 一 ® ぐ る 

5 お X  t-^^^^SJ^^a へ マ ほ 、 し 人 ネ： iJL  ^ チ 

ノ 1 姜敉： r ⑥ 飫乂  えき： 辞^ I いも^ f 

车 s^v^.^ 叙，：： ゆ；. ^ちま^て おやお 一ん- -タ f 言 か 


(りよ 光珠 ST お）. 琉 & 經 •     ii^ 物 御 


外來思 想 の 影響 こ れ ら が、 h 代 文學に お い て、 陰に陽に、 影響 を與 へた 事 は 、推察に かた 

くない _ 兄^^3 皇子 が 相 推 譲し 給うた 物， 語な ど に は 、儒教的 影響が 認 め ら れ、 浦 島傳說 など 

の、 仙鄕 淹留說 話な どに は、 道 敎 思 想 の 影 響 も あら う， 浦島傳 說 の 最も 原始 的、 且 つ 最 も 純 

な ものに は、 仙 鄕 思想 を缺 除して ゐ たか、 また は、 あ つても 極めて 稀薄な もの で、 其 のか はりに 

ト ー テ ミ ズ ムの 如き、 わが 固有の 思想 を 含む 說 話の 色彩が 强 かった と 思 はれ る。 

佛敎の 影響 沸敎 にしても、 美術 方面の 偉大な る 業績 を 見る 時、 こ れ が、 文學的 方面 、精神 

界 に も 、多大 の 影響 を齎 した 事 は 疑な い。 當 代の 古文書の 如 き、 殆 ど 寺院 生活に 關 する もの 

の み、 保 存 せられて ゐる r 併 し、 さ う 云 ふ 遺物の 割 含に、 實 際の 文學的 方面に は、 沸 敎 思 想 の 跳 

梁 を 認める こと は 出来 や、 僅 か に、 そ の 影 響の 萌芽 を 見る のみで ある。 思 ふに、 これ は、 此 の 當 

時の 沸敎 の 性質が、 然ら しめた もので あらう" 聖德 太子 は、 三 經の義 疏を著 はされ た が、 そ の 

佛 敎 思 想 は、 ®j 獎宗の 流 を？^ む ものと 云 はれて ゐ る， 推 古 天皇 時代の 沸敎的 活動の 花々 し 

ぃ業镜 は、 實に、 此 の siH 一  1- の 如 き、 實際 的な、 救 濟を主 とした 宗派の 影響 もあった 事で あらう。 

然る に、 奈良朝 時代と な つ て、 两都六 宗と云 は れ、 當 時の 佛敎界 を 支配した もの は 、華厳、 法相、 三 

論、 俱 舍、 成 實、 律 の 六 宗 で、 實 際よ.^ も 理論に 走 b 、救濟 よ.^ も 戒律に 篥 きを 置 く、 非 現實 的な 宗 

派であった。 沸敎の わが 文 學に對 する 影響が、 その 表面的 現象に 比 C て， 必中 しも 著しくな 
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いのは、 さう したわけ で、 未だ 必 すし も、 佛敎 思想が、 一 般の國 民 精神の 底に ま で、 侵 潤しな か つ 

た 事に よるので あらう。 薩 民の 思想 また 實際 生活に、 沸敎が 支配的 地位 を 占めたの は、 次代 

に 至 -0、 天 台、 眞 言 の ニ宗の 輸入 せられる 時を俟 たねば ならな かつ； is- 

外來 思想の 同化 拼 し、 外 来 の 思 想 は、 と にかぐ 文學の 表面 上、 或 は內面 的に、 その 陰影 を 

とどめて ゐる。 かつ、 天智 天皇 時代に は、 漢 詩が 隆盛と な .0、 漢 字 の 盛 行 は、 更 に遙か 以前に 遡 

る 事が 出來 る。 少 ぐと も、 漢 字 を 弄して 文章 を 綴る 事が 行 はれる と 同時に、 漢 籍、 漢 文 學 の 影 

響 は 免 かれる 事の 出來ぬ ものが あった。 それに も 係 はら や、 その 文學 として 表現せられ た 

も の は、 結 局、 最 も 明かな の は、 日 本 的 色彩で あ り、 固 有の 精神であった。 外来の 思想 は、 これ を 

研究す る 事に よつ て、 精神 生活 を 深 め、 かつ、 筏雜 とならし めて ゐ るので ある が、 し か し、 そ の 基 

調と なる もの は、 大和民族の 傳統的 精神 であった。 此の 點 におい て、 思想 生活の 進 步發達 の 

ために、 外來 思想 を 取り入れて ゐ ると は 云へ、 その 支配 下に 壓 倒せられ、 外來 精神に よ つ て克 

服せられ たので はな ぐ、 反 對に、 これ を 脚ドに ふまへ、 思想 生活の 底流と し て、 人 生 を 豐 富 な ら 

L め、 深 め る E め に、 役 だつ 所 は、 取 り 用 ゐてゐ るので ある が、 遂 に、 露 骨 な、 そ の 影響 を 現 はさな 

か つ た。 說 話， 歌 謠 ともに、 內 容、 表 現の 豐富 にし て、 # 化 あ b  、精 神の 豊かなる 一 面に は、 外 來 思 

想の 影響が 考 へられ. る が、 し か も、 そ の 露骨な 摸倣 は 認められ なぐ て >ノ  く は、 わ が 同 有の 說話. 


歌謠と 同化して しまって ゐる。 此 所に、 わが 民族の 驚く ベ き、 消 化 力、 同 化 的 精神の、 上 より 

發 揮せられ てゐる 事が 認められ るので ある。 要す る に-上代 文學の 持 つ 特色 は.. 飽くまで も. 

そ の 日本的、 本質的 色彩の 強烈 濃厚で、 か つ、 純 粹な點 にあった。 從 つて、 一見して は 、外来 精神 

の 影響 は 明瞭で はない が、 一 方 15- 純の 陰に 複雜が あり、 率直の 裏に 變 化が あ り、 明朗の う も に 

陰 影 が豐 かで， その 爲め に、 上 代文學 に、 多くの 興趣 を 添へ た 所が あるの は、 確 かに 、外来の 宗 敎 

的 精神、 文化的 事物 を 輸入 消化した 功績に よる ものと 思 はれる ので ある。  - 

第三 章 上代の 文化 

第一 節 上代の 社會 

母權 時代 神代の 昔、 天 照大 神が、 此 の ft を 支配 あそ ばされ て ゐ たが、 大祌は 女神で あら 

せられた。 さう して、 大神 は、 そ の 御子 を、 更 に 御： ナの i£  "とし て、 天 孫瑰々 杵尊を H 向國に 

臨せ しめ 給うた ので あ る。 ^,;*;^、，ゎ が 國は大 祌の御 支配の もとに あつたが、 これ は X、 太ト 2 の 

社 會 が、 ケ 性に よつ て、 支 配せられ て ゐた事 を 示す もの である。 さ う し て、 家 も國も が 中心 
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であつ て、 父 が 中心ではなかった。 それで、 自分の 鄕國の 事 を、 妣 國と 云った。 ^へ ば、 須 ^ 之 

男 命 は、 「僕 は 紕圍に 住らん と 欲 ひて 哭 く」 などと 云って をら れる。 今 H で も、 母 國と云 ふ 

のと 同じで、 これ は 母系 中心の 思想 を 示す ものである。 夫婦の 意 を 現 はす 語で もノ ヲ 卜と 

云 ひ、 ィ モセと 云 ふやう に、 女 を 先にし 男 を 後に して ゐる。 つま り、 女 性の 權 力が 强 く、 母 親 が、 

家、 國 の 中心で あつ % 

末子 相續 母系制 度と ともに、 末子 相續 制度の 存在したら しい 事 を、 注 意 す ベ きで あ る。 

年上の 方の 子供 は、 そ れ  <.、 獨立 能力 を 有する とともに 早く 獨 立した 生活 を營む が、 末 子 は. 

最後まで 母の 所に とどまる。 從っ て、 母 の 愛情 は、 最 も 末子に 向つ て 注が れ， 遂 に、 母 の 家督 を 

相續 する もの は、 末子 であると 云 ふ 事になる。 それ で、 末子が 家督 を相續 した 話 は、 多く 傳 へ 

ら れてゐ る"  • 

父權 時代 母權 時代 は、 やがて 父權 時代に 移動す る" 實 際の 生 活 機能 は、 母 よりも ダの 

方が 持って ゐ たか ら、 社 會が 進化す る と と も に、 家、 國 の 中心 は 父の 方に 移る。 わが 國の 歴史 

時代 は， 旣に、 父系 制度と なり， 長子 相續 時代が 確立した 後で あるが、 祌代 は、 むしろ、 母-系 時 代、 末 

子相續 時代で あった。 

氏と 部 家が 集まって 氏と なり、 氏が 集ま つて 國 となる r わが 國家 は、 家族制度で あ り. 


同時に 氏族制度 を 基本と して ゐた事 は、 一 つの 持 色で ある。 ある 家族が 次第に 發展 すると. 

その 家族から 分れて » つも 分家が 出来る r 此の 本家、 分家の 家族 を 一 團體 として、 一 つの 氏 

族が 出来 上る。 一 氏族 は、 大祗、 问 一 の 職業に 從 事して ゐる。 分家が わか れ、 分家の 分家と 云 

ふやう に、 枝葉が 多く 分れて 行って も、 そ の 生活の 基礎と な る 職業 は、 結局、 本家の それに 從ふ 

ので ある。 從 つて、 同 一 職業に 從 事す る團體 は、 又、 多 く 一  個の 氏族で あると 云 ふ 事になる" 

此の 同一 職業に 從ふ 團體を 部と 云 ふ。 神事に 從 つて ゐた 忌 部 (齋 部)、 軍事に 從 つて ゐた久 

もの のべ  や はぎ ベ 

米 部 (久米 は 組の 意 で、 軍團を 味す る ものと 思 はれ る) と 物 部， 或 は、鏡造部 玉造^!5、矢作剖 は IP 

部 な ど、 皆 さう である- 此の 他に、 必 f 'しも！！； 一  職業に 從 つて ゐ なくて も、！ 1： 一 氏族に； i する 

が 故に、 同 一 部 屬の名 を 持って ゐ たもの も ある、 作 伯 部、 百 濟部 など が、 そ れ である。 かやう に 

し て、 部 と 氏 と は. 大 方问 了の 圈內 にあった ものである。 それ ゆ ゑ、 此 の 部の 名 は、 直 もに、 氏の 

名 ともなった。 忌 部 氏、 久 米 氏、 服 部 氏、 山 部 氏な ど、 い づ れも、 さう で ある。 叉、 そ れ ん\ の 部 は. 

定まった 土地に 蟠 居して ゐた。 卽 ち、 あ る 氏族が、 一 地方に 定 着、 割 據 してんた わけで ある- 

そ れ で、 そ の 部、 氏 の 名 が、 そ の 土地の 名と なった 所 も 多い。 玉 造、 矢 作な ど 云 ふ 地名 は、 そ れ で 

あ る。 又、 各 氏族の 强大 なる もの に屬 して ゐた 人民 を、 家，， 人 部 と か、 家 部 と か、 民 部 と か、？！ t  ffl と 

か 云った r 蓋 し 、ャケ ビトは 家人の 義、 力 キ ベ は 垣 部で、 そ の 氏族に 雇 は わ、 こ れ が 藩籬と し て- 
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防ぎ 護る 意で あ .^^,ゥ ヂャッ コは氏 奴 で、 叉 力 キ ノ タ ミ とも 訓 んでゐ るの は、 力 キ ベ と 同じ 名 

稱 である。 雄 略 天皇 時代よ....、 さう い ふ 名稱が 見え， こ れら は、 さう いふ 一 種の 賤 奴が 古くよ 

りあった 事 を 示す もの で、 こ れが やがて、 一 種の 賤民 を 形作る 事になる。 

カバ ネ 右の ごとく、 農工 商の 職業に 從ふ 氏族の 他、 ある 土地 を 支配し、 長く 國 家の 政治 

を 行って ゆく 氏族が ある。 此の 行政に 携る 氏族 は、 k  、連、 伴 造、 國 造、 君、 別、 宿 禰、 縣 主、 村 屮； 稻 置、 首、 

直な どの 名稱を 持って ゐた。 此の 中、 臣、 連、 伴 造 及び 宿禰 は、 中央政府の 政治に 携る もので あ 

^、國 造 以下 は 地方 政治に 携るも の で、 云 はば 地方 官 である。 臣、 連 は、 總理 大臣 叉 は 左右 大臣 

の 如 く、 伴 造 は、 他 の 閣僚の ごとき 地位に あった。 さう して これらの 地位 も 亦、 あ る 氏族の 獨 

專 する 所で あり、 その 職業 は 襲せられ てゐ たので ある。 これらの 氏族 を、 そ れぞれ 支配す 

る 首長が あって. 一 家， 一 族に 號令を 下して ゐた。 臣の 首長 を 大臣と 云 ひ、 連 の 首長 を大 連と 

呼 び、 そ の 他、 大 山 守、 大， 久米 等の 名稱 も、 同 じ 意味で 生じて ゐる。 右の ごとき 名稱 を、 力 、パ ネ と 

云 ひ、 天 武紀に は 二 族 姓」 の 二字に 力 、パ ネの 訓を附 して ゐる ごと く、 あ る 氏族の 種 姓 を 現 は 

す ものである。 骨、 尸 と 云 ふやうな 字 も 宛てる。 力 、パ ネ に は、 自 然に、 その 地位に 應じ て、 ヒ K 

の 差が 出 來て來 た。 中央政府に 屬 する ものの 方が 貴 く、 地 方 官は低 く、 地 方宫の 中で も、 國 造 

の 如き 地方 長官 は 貴 く、 縣 主、 村 主の 如 き、 町 村の 長になる と. 次 第に 低くなる。 それで. 力 パネ 


は、 そ の 氏族の 上下の 階級 を 示す 語 ともなった。 後に は， 力， パネの 本義 は 忘 ら れ て、 み だ に 

これ を附 する もの も あ..^， 或 は、 功 績 によって 力、 パネ を 上 げ ら れ た .^1 非 によって 力 ：パ ネ を 下 

げられ た，^ した 事 も あ .^1 半に、 氏族の 等級 を 示す 語と して 使用 せら れ たので、 上位の 階級に 

屬 する 力 \ ネ を潜稱 する 者 も續出 し、 大 いに 力 、パネが 混亂 する 狀 態 となった" それで 天武 

まひと あそ tt すくね いみき みちの し  いなき 

天皇 十 • 三 年 に、 改 め て、 八 種の # 級に 分 た れ， 眞 人、 朝 臣、 宿 禰、 忌 寸、 道 師、 臣、 連， 稻 置と 次第せられ て 

各 氏族の 地位に 應 じ、 そ れぞれ の 力、 パネ を 賜った ので あ る。 

祭政一致 古 ぐ、 政 治 を マツリ ゴトと 云った が、 こ れ は、 神 を 祀 る 意味 も あつ て、 祌 を祀る 

事が、 同時に、 政治の 意味と もな つて ゐた。 これが 卽も 祭政一致と 云 はれる 所以で ある。 從 

つ て、 わが 國を 支配 あそば される 天 皇， 叉、 祌 代の 昔の 神々 は、 國 家の 主で あらせられ ると 问時 

に、 力 ミ と し て、 精 神、 物 質の 兩方を も 統御 あそばされ たので ある。 それ で、 政 治の 銜に當 る 人 

に 取って、 祌を祀 る 事 は、 重 大な 責務であった。 祌 祭の 職に 從 つて ゐた 中臣氏 が、 政 治 上の 

實 權を捤 るに 至った の も、 當然の 事で ある。 此の 大和民族の 支配 下にあって、 次第に 異 民族 

は吸收 同化 さ れ、 更 に、 外國 との 交通に よつ て、 渡 來歸 化する 外國 人が 多かった。 

經濟 的發達 國 家の 權 力が 增大 し、 政治 組織が 擴大 するとと もに、 財政の 確立 を 必要と 

- 〈はす S みつぎ  たたす ゑの みつぎ 

する やうになる。 此 所に 、徴税の 制度が 定ま り、 男 の弓弭 調、 女 の 手 末 調 が、 崇 祌 天皇の 時代に- 
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課せられる 事と な つ た， 弓弭調 は、 狩獵 によって 得た 物、 手 末 調 は 手藝品 で あ る が、 此 9 他に 

國家 經濟の 基礎 となる 米穀 を徵發 せら れた事 も， 古くよ ， ^あつたで あら う" 大體、 國 の k 

地 は、 皆 朝廷の 所有で あるが、 氏族 は、 それん、 の 地に 割據 L て をり ぼ 中、 國 造 .の 如 ？ は、 地方の 

豪族と して、 大和民族の 支配 以前の、 國 つ 神の 系統 を 引く もの も あつ た か ら、 こ れ ら は、 そ の 汴 

の 土地 を 所有して、 生活 を まかなって ゐ たと 見える。 農工 商の 職業に 從 つて ゐた 氏族 は、 朝 

廷 直轄の もの も あ り、 叉、 地 方の 豪族に 屬 して ゐ たもの もあった であ ら う。 これら は、 それ ぞ 

_れ の 產物を 朝廷、 主家に 獻じ， そ の 代.^ に、 米穀の 報償 も 得た 事で あ ら う" そ れ に、 S 人的な 賣 

買 も、 米穀 を 基本と し、 物物交換 の 方法に よって 行 はれて ゐた事 も、 勿論 である- とに か ぐ、 朝 

廷の 他、 各 豪族 も獨 立の 經濟を 行つ てゐ たの である， 

神社 經濟 此の 他 に、 神社 は、 朝 廷の 特別の 尊崇の もとに、 獨 立して ゐた。 神社に 附，： g す 

る 田を祌 田と 云 ひ 、神社に 附屬 する 家を祌 曰と 云 ふ • 神 田、 祌戶 は祌社 に 從 ひ、 獨 立の 經濟を 

行った ものである. ^ 佛 敎渡來 後の 寺院 も、 神社と 问樣の 取 計ら ひ を 受けた • 

氏族制度の 破壞 かか る獨 立の 經濟 も、 朝廷と、 各 氏族との 關 係が 圚満で あ b  、經濟 組織 

も翠 純で 圓 滑に 行 はれて ゐた間 はよ い が、 國家 社會の 發展に 伴 ひ、 そ の 間に 種々 の 事態 を 生 

じる やうに なった- 氏族の 中、 あ る  一 二の もの だけが 權カを 集め、 政權を 左右す る やうに も 


なる。 官有の 土地 は 次第に 少 

これで は、 國 家經濟 は、 や つて ゆ 


な .0、 私 有 地が 多くなる 徴税の 結果が 思 はしくなくなる 

ない。 どうして も、 思 ひ 切った 外科 的 療治 を 加へ て、 國家組 

織を强 化する 事 を 必要と する。 かやう にし て、 小 にして は- 

地方の 豪族 筑紫國 造の 磐 井を誅 すると か、 (その 墓 は、 立派 

な 古墳と して 現存して ゐ る/ 專 橫暴壓 なる 蘇 我 氏 を 打倒 

すると かの 英斷が 行 は れ、 (勿 論 そ れ は、 種 々なる 原因が 錯 

綜 して はゐ たが)、 遂に は大化 改新と か、 大寶津 令の 發 布と 

か 云 ふやうな 大 改革が 行 はれる 結果に もな り、 政治 ゃ社會 

の 制度 は複雜 化する とともに、 その 組織 は 一 層 確然た る 型 

態 を 取る やうになる f その 重要な 意 義 は、 從 來の 氏族制度 

の 破壊であった。 豪族の 專橫を 打破す るの が 目的で ある 

以上、 これ もやむ を 得ない 勢で ある" 適材適所 主義が 川ゐ 

られ、 人材 登用 主義が 取られる。 從來の やうに、 同 一 部 屈の 

中に あって 二 生 を 同 一 の： id 事に 釘 付され てゐる 必要 もな 

そ ぞれの 好みに 從 つて、 職業 を變 へ る 事 も 自^と なり， 志 を 他の 所で 行 ふ 事 も出來 る， 
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昇叙せられ る 冠位が 制定せ 

られ た。 それ に、 私有地 を 取 

り 上げて、 國.： ^地と し、 隨家經 

濟を活 撥に 行 ふ 事が 出来る 

素地 を 作.^、 各 氏族に 屬 して 

ゐた 私有 民 は 開放せられ、 更 

に、 國 家財 政の 基礎と なる 徴 

稅 制度 も 確定せられ たの で 

ある。 大寶 律令の 發 布に 至 

つて は、 ぁ那义 化の 輸 人に 作 

ひ、 唐 令 を 研究して 制定せ に 

れ た、 最 初の わが 國の法  < "で 

ある。 それ 以前， 1^- 德太： 十の 

, ^、と に か く、 大 寶 律 八" と は， そ 

もの は、 大寶 律令で あ つ た。 


その^め は、 天智 天皇の 時の 近 江へ" であ . ^、こ れ を 天 武天 皇が 改修せ むれ てん と な 、更 

に、 元 正 天皇の 養老 二 年に これが 修正せられ て 養老 令が 發 布せられ； r 今 = 大资 5i 八" と 云 

はれて ゐ るの は は 養老の それで ある が、 大喪 律 八リと 大差が ない の と、 そ の 精祌 は-大^ 作 介 

で 確定 せら わたので-こ れ. を 大喪^ 令と 呼ん でゐ るので ある。 近 江 令 も大體 類似した もの 

であらう が、 その 神に- r?- つ て は、 可成" 差異が あ つ たで あらう。 蓋し 、天 知：： 天皇 は. 外米 文化 

を 貴び 給うた 方で あらせられ たか に、 近^ 令 は、 0 令の 摸倣に 近かった であ ら う f これに 對 

し て 、天 武 天皇 は、 傳統を 一:5- んじ給 ふ 傾， Z が あらせられ たか ら>  成.^、 n 木の 國^ を參照 せら 

れて、 これに 訂 -ri- を 施された 事で あらう。 それにして も、 天 智 天皇の 進步 的な 御 態 .ぽ により， 

此の 制" 肱の 確 -V が？ j.- かれて ゐる ^ ^は 注 す ベ きで ある。 

大寶 令の 官制 ここ に、 宵 制が 定まって 、中央政府 は 二 官、 八 せから 成 b 立って ゐた。 二 

れ と は、 祌 0  と 太 政 (：： で、 か く  敎と 行政と を 政治の 最 高 主腦 部と して 並べ ： まかれた 所に 

も、 祭政 一 致の 精神の- せられて ゐる を a る。 太 政せ は 今 H の 内閣の 如き もの で、 太 政 

大 お、 左 大 お、 右 火 はが 政？ おに 常 b 、これに 直， 屬 する ものに、 大納 一："、 中 納 -百、 少 納 1 一一"、 大 小 外 ？ i  、左 右 

の 辨宫 (大中小の 三 等 あ.^) が あった。 乂、 八 劣と は、 中務 省、 式- 郤省、 治 部お、 民 部 省、 兵 部 省、 刑 部 省" 

ん M  5^  .2: おの 八 を -. ム ひその ド が、 職、^. H- の. S き 多くの 役所に 分れて、 各 政務 を ゆって ゐた. 

. ゆ 一 編 ゆ；：： 上代の 文化  W 九 


上代 文學史 上卷  五 0 

別に 彈正臺 があって これ は、 今日の 警視 廳の如 きもので ある I 地方の 行政で は • み國、 郡 の 役 

所の 他、 左右 京 職、 攝津 職、 太宰府が 獨 立して ゐた。 又、 軍部と して は、 中央 に、 衞門， 左右 衞士、 左右 

兵衞の 五衞府 (後 六衞府 とな つた) が あ.^、 地方に は 軍 圏が 置かれ、 戰 時の 非常に 際會 して は、 大 

軍が 組織 せられ て、 大將 軍が 置か れ たので ある" これら を 通じて、 力 ミ (長官 y ス ケ (次官)、 ジ 

ョ ゥ (判官 y サ クワン (書記官) の 四 種に 分れる のが 原則 で， こ れを四 部官と 云 ふ， 

財政 制度と 社會 事業 財政 制度の 確立に は、 租庸調の 三稅の 賦課が ある。 租は、 米穀 を 

徵收 する もので、 土地 は 殆ど 國 有であった か ら、 こ れを 人民に 貸し 與へ る 形と なって を ^、田 

地 を 借 b る 報償と して、 稅を收 める ので ある- それ は 多 く、 十 分の 一、 卽 も 一 割の 稅を收 める 

事に なって ゐた 庸と は、 靑 年壯 年の 男子に、 夫役 を 課せられて ゐた事 は、 今 日の 徴兵制度と 

似て ゐる が、 そ の 夫役に 出る 代り に、 物 品 を官へ 納める もの を 云 ふ。 調 は 田租 以外の 土地の 

物產を 納める もの で、 こ れも大 體、 そ の 品物に 應 じて 數 量が 定まって ゐ た。 此の 他 に、 地 方 に 

は 屯 倉が あって、 これ は 古くから 存 して ゐ たもので ある。 地方 民 をし て、 米 穀 を、 各 國に 置か 

れてゐ た 屯 倉に 入れし め、 これ を蓄 へて 置く ので ある。 これ は 非常の 際の 備へ であつ て、 凶 

年 飢饉の 窮乏の 際と か、 その他の 天變 地異の 時 に、 こ れを 開いて、 米穀 を 出す。 又、 軍事上の 準 

隨 でもあった。 後 に、 こ れ は、 富者が 多くの もの を 負擔し て、 貧民 を 賑恤す る爲 めの 義倉 とな 
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つた。 叉、 出 擧と云 ふ 事が 定められた。 官有の 財物、 稻粟 を、 

利息 を 取って 貸しつ ける 制度で、 元來、 これ は、 貧 民の 徵稅を 

果す 事が 出來 ない 者に 對 して、 税を 納める 事 を 延期した 

b に、 若干 の 利子 を こ 

れに 付した 事に； i= ま 

るので ある _ 地方 官 

は、 出 皋の政 を 行 ふ 爲 

め に、 每年春 その 國內 

の 郡 鄕を廻 つて 步く 

任務が あった _ 此の 

他 に、 光明 皇后 の悲田 

院， 施 藥院の 如 き 慈善 

事業 も 名高く、 布施 屋と云 ふ 無料 宿泊所 も あ.^、 一  種の 贫民 

救濟 的な 社 <s: 事業の 施設と して、 注意す ベ きもので ある" 

經濟 生活 h 古の 經濟 生活と して、； の 存在 は、 注意す 
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べきで あ る。 其 所に 商店が 設 け ら れ， 人 々は 其 所に 集まって、 物品 を 交易す るの みなら t 歌 

垣、 そ の 他の 行事が 行 はれて、 商業 機關 であると とも に、 娱 樂機關 でもあった。 それ は、 交 M の 

要路に 當 つ て、 綠 したたる 樹木の 立ち並ぶ 邊に 設置 せら れ、 衆人の 集ま.^ 來 るに 便利な 地で 

あ つ た。 大和の 高 市、 輕市、 海柘榴 市、 河 內の餌 香 市 

等 は、 そ の 名高 い 市場で あ る。 然る に パ小良 朝 時代 

となつ て、 大都市の 計畫 せられる に 至 b 、市 は、 帝 都 

の 中に 設置 せられる 事と なつ て、 東 市、 西 市が 置か 

れ たので ある。 從來、 帝都の 移動して ゐた 時代に 

は、 巿は 都の 外に、 固定した 場所が 選ばれた が、 此所 

におい て、 都 の 内に， 市が 設けられる 事と な り、 都 市 

の 面目が 備 はって、 一 層 その 胶娠 を增 加した， 市 

に は、 市の 司が 置かれ て、 こ れを 取.^ 締 つて ゐた。 

に が、 後、 外 國 と 交 m し て、 貨 幣が輸 人 せら れ、 こ れを使 

リ鑄錢 司が 置かれて 貨 が 鑄 造 せら れ、 こ れを行^§^ 


物品の 交易 は， 肋 め は 物物交換で あ つ 

用す る やうに な ，0、 ま た、 持 統 天皇の 頃よ 


する やうに なった か ら、 次第に. 貨幣制度が 發 達して、 銅錢、 銀錢、 遲 れて金 錢も鑄 造せられ た 
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な ほ、 貨 幣の 使用 は、 上古に は， 十 分 

主として 穀物 や 織物 その他の 農 

あ b  、貨 幣は 一 部の 人々 を 除いて、 

貨带鑄 造の 數も少 か つたの で、 多 

である. 尤 も、 货 IE を 私に 禱 造 す 

年に、 貨幣の 私 鑄 を 禁じられて ゐ 

ではな く、 物 珍 らし さの 咸ゃ、 詐取 

く、 貨 幣が 早く も 流通 を 見た 事 を 

賤民 賤民の 存在に ついても、 

五 種あって、 官 戶、 陵 戶、 家 人、 官 の 奴 

寶令 によって 定められた 所で あ 

私の 奴婢 は、 牛 馬な どと 11； 様 に、 そ 

は れ、 他 に 賣買、 讓 渡 せ られ たので 

やうな ものである r 家人 は、 奴婢 

てる 事が 出來る r つま.^、 奴婢 は 

第三 十 上代の 文化 


で な く、 經 濟 生活の 基礎 は稻 にあって， 

作 品 で- 必 耍 なる 物品 を 購入す る の で 

一 般 に は 餘 ，.^ 行 は れ な か つ た.. ま た， 

くの 流： 础を 見る に は 至らな か つたの 

る 者 も 早くよ. 0 あつ たらし く、 和 銅 - 一 

る の は、 便 利で あると いふ 1^ じば かり 

の 目的 もあった ので あらう が、 と に か 

示す ものである。 

述べて おかなければ ならぬ r 賤民に 

婢、 私 の 奴婢 かそれ である， これ は. 大 

る が、 由 來 は、 も つと 古いで あらう. 公 

の 所有 主の 財產の 一 部と して 取 b 扱 

ある- かう 云ふ點 では、 一 種の 奴隸の 

に 比すれ ば、 稍 上等の もので， 別 戶を立 

家 な くそ のキと 同 In- に 休. むので ある 
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五 四 

が、 家 人 は、 別 に 一家 を 持って ゐる ものである。 官戶 

は、 官 奴婢の 年 六十 六 以 上の 者， 或は 罪が あ つ て、 沒官 

せられた も S などで、 賤民の 中、 最 も 上位に ある もの. 

陵 戶 は、 諸 陵 司 に屬 して 山陵 警守 の 任に 當る 考こ れ 

叉、 賤民と 認められ たの は、 穢れ に携る 役目であった 

からで あら う。 こ れ も、 罪 を 犯し， た 者な どが 多 かつ 

た 事と 思 はれる。 これら 賤民が 生じた 原 M は、 以上 

の 如く、 罪人 も あり X、 貧民が 負債に よ つ てお 婢 とな 

つた 場合 も あ.^、 良民と 賤民が： 逃婚 した 場合 も 賤民 

とな. 0  、 捕 虜， 歸 化 人 も 賤民になる 事が あった。 その 

反對， に、 官 la の 年 七十 六 以上の 者 は 良民と せられ， 主 

人が 死沒 して 家の 斷絕 したやうな 場合に も、 家 人、 奴 

婢は 開放 せられて 良民と なった， かやうな 賤民 階 

級 は、 後 長 く、 吾 が國 に存續 して、 社會問 題 と なって ゐ 

るので あ り、 さ まざ まの 悲劇 の 原因の 一 つ は、 こ こ に 


存 して ゐた。 大寶 令の 賤民の 規定 は、 後 次第に 緩くな，^、 開放の 機運に 向った が、 別 の 賤民 階 

級が 存在した， き i 子の 徒が それで あ り、 叉、 土 師の如 き、 葬儀に 携 つ た 者 も、 死の 穢れ に觸れ 

る 事に よつ て、 賤民 視さ れ、 職業的 原因に よ つ て、 次第に 賤民 階級が 增 加した ので ある な ほ、 

雜戶と 云つ て、 鐡ェ、 銅ェ、 金 作、 甲 作、 弓 削、 矢 作、 样削、 鞍作 等の 如 き、 種 々の 器具の 製作な どの 商工 

の雜 業に 從 事した 家 も、 賤民で はない が、 良民よ b も 一 段 低い ものと 考 へられて を り、 特に 鳥 

養 部の 如き は、 賤民 同様に 視ら れてゐ た。 眞 正 の 良民 は、 政治に 携る 人々 及び 農民 だけ で、 特 

に 農民 はォホ ミ タ カラと 云 はれて、 國民 生活の 中心と なり， 尊ばれた ので ある" 

遊行 女婦 遊行 女 婦は又 「あそび」 とも 云 はれて、 t; 古よ.. >  、各地に あり、 男子の 相手 を 

して 酒宴の 興 を 添 へ ，又- いろいろの ロマンス も 生んで ゐる. 地方の 役人な ど は、 これによ 

つ て、 無寥 を 慰める 事 も 多かった。 

第二 節 上代の 風俗 

家屋 先住民族 は 穴居 生活 をして ゐた らしい が、 大和民族 は 木造 建築の 住宅に 伴- んでゐ 

た そ の 家屋 は， 前後 に 丸太 棒 を 立て • その 各に 二 本の 丸太 棒 を、 斜 に 变义 せしめて 立て， そ の 
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兩 方の 丸太 棒の 交叉した 所に、 他の 丸太 捧を 架して 楝 となし、 前後の 丸太 棒の 間に は、 藁 や 草 

葉で 屋根 を葺き 、棟の 上に は 横に 短い 丸太 を 置いて、 星 根が 風で 吹き 去られない 爲 めな どク 

保護と した： 此の 堀 立 小屋 式の 住宅 は、 普通 It^l 地 根元 造と 云 はれて 、出雲大社 などの、 所謂 大 

vf#f  社 造と 云 ふ 古い 神社 建築に 傳統 

せられ 

て ゐる。 


屹 立して ゐ るの が 、神社 建築で は 

と 云 はれ、 屋根の 保護の 爲， めに 置かれた 木材が， せ. * 木と な つたので ある r 勿論 釘 はな 

く. 木材 は繩で 結ばれた。 かやう に、 屋根の 兩 側に 垂れ F つて ゐる 間から 出 人す る やうに 出 

來てゐ る 家 を S 入， -と云 ふ。 此の 粗末な 小 a- に ま. 疊. 獸 皮の 類 を 布いて 起臥して ゐ たので 


ある。 下 は 元來土 問であった らう が、 後 丸木 を 並べ た り-板 を 置いたり して、 床が 作られた。 

此の 床 は 次第に 高くな つ て、 遂に 二階 造り ともなった. 

然るに、 四隅に 柱 を 立て、 中央に 大黑柱 を 立てて 、家屋の 建築が 堅固になる とともに、 厘 根 も 

地面にまで 深く 垂れ 下る 事な く、 屋根 の 下って ゐ る 方 か ら、 出 人す る やうに なった。 これ を 

平 入りと 云 ふ、 これの 神社 建築に 

傳統 せられた もの を、 祌明 造と 云 

ひ、 伊勢大神宮の 建築 は、 その 代表 

的な ものである， ■ 此の 他， 25- 根 の 

形 も、 以 上 の 如 き、 屋 根が 兩 方に 垂 

れ F つて ゐる だけ の、 素朴な、 所謂. 

切- 妻 造 (俗 に 八 口 掌 造) か ら發 達して- 

屋根が 四方に 垂れ 下って ゐる四 

注 造 (方 桁 造) や、 四 注 造の 上方に 切妻 を 造.^、 破風 を忖 けた， 入母屋 造の 如 きもの も 生じ、 二階 造 

りの 家 も 出来て、 所謂 高樓も 建築 せら れた。 

- 神社 建築の 他、 佛敎が 渡来して、 寺院 建築が 發 達し、 支那 風の 建築の 影響 を 受けて、 大いに 、そ 
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家の 根 屋妻切 
(藏所 审敎學 類 人 大帝 京 東 ) 


現存 最古の 建築 は法隆 寺で あ り、 その 夢 殿 は、 聖德 太子の 御 


上代 文 *- 史 上卷  五八 

の 檨式も 異なる ものが 生じ わ 

住宅で あつたと 云 ふ 

帝都 宮城の 建築 も、 極めて 簡易 素朴な ものであった， 

.—  それ ゆ ゑ、 腐 朽 も 

早 く、 御 一 代 ごと 

に、 新 た に 宫 殿 を 

建築す る の 必要 

が あ つ た。 又、 上 

代の 人 は、 死 の 穢 

れ を 忌 む を以っ 

て、 古 き 宮殿 を 棄 

て て、 新たな る 宫 

殿 を 起さ れ たもの と も考 へられて ゐる とに か く、 御 一 

代 ごとに. 或は 御 一 代の 中で も數 度、 そ の 宮城 を變 へ られ た。 

し、 & 治：^^ の複雜 になる とともに、 宫成も 昔時の やう な、 簡 素な もので は、 間 に. <ロ はなくな 


然る に、 そ の 後、 社會 組織が 發達 


メ ヌ' ■!!  & 

さ； C?"^0 


4)f 

ま 

卍 

せ 

界 

〇 

® 

丄 2§：1 


Il 


殊に、 外國と 交通が 開ける やうに なつ て、 莊嚴 美麗なる 都 城の 外装 を 必要と す るに 至った の 

で、 ま に、 唐 式の 都 城 を 摸倣し て、 廣大な る 帝都 を營 まれる 事に なった。 かく て、 天智 天皇 の 近 

江 京、 天武 天皇の 藤 原 京. と 次第に 發 達して、 元 明 天皇の 平城京 奠都と な..^、 今までに H 几ない. 規 

摸の 雄大なる 帝都が 建設せ ら れ、 高壯な 宮城が 建築 せら れ たので ある 

太古の 服装 人々 の 服飾 も大 なる 變化 


太古 は、 犢鼻揮 (猿股の 如き もの)、 及 


幅れ 像， 

帶 たう 

ん. -男帝 

結 子 室 

び 半 博. 

垂身物 一 


着へ 


( び 揮の 上に、 丈の 短い 上衣 を 着て ゐ るに とど 

l^^^^v  ま.^ - 男女と もに 甚だしい 服装の 差異 はな か 

ク た。 多く 左 妊 (左り 前) に 前 を 八 口せ てゐ るの と、 襟首が、 上 頸 (詰 襟 形) とな つて ゐる 事が 特色で 

あ る が、 後. 今日の 如く 垂 頸の 形状と な b- か つ、 合せ 方 も 今日 普通の 如く 右 前と な つた r 養老 

三年に、 右衽 せしめる 命令が 發 せられて ゐ る， 步 行の 便の 爲 めに、 揮の. 膝の 邊を脚 結で 結 ぶ 
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五 九 


て し髮 結に 良 豆 美 
子 男た け懸 4 "玉 頸 
(蔵 館 物 博 室 帝） 


二 

の 

玉 

ん」 


半 


ft 身 

玉 像 

の う 

首 相 

飾 n 

^ 之 

す 賀 

る 氏 

男 所 

子 蔵 

半 C 


の が 普 通 で、 時 に は、 こ れを玉 や 鈴な どで 装飾す 

る やうな 事 もあった. 女 は、 同 じ く、 上 衣 は 上 頸 

で、 襟 を 上下 二 筒 所 赤い 紐で 結び、 上衣の 上に 裳 

を 纏 ひ (時 として、 上衣の 下にす る)、 裳の 上から 帶 

を 締める- 叉、 男女と もに 襲と 云うて 頭の 上 か 

ら 被る 長い 着物が あり、 

後、 これ は 女の 專用 とな 

つ て， 白 絹 を 身に 纏 う た" 

後世の 被 衣、 打掛の ご と 

きもので ある。 叉， 男女 

ともに 手織 を 用 ゐた事 

或は 祭祀の 場合な どに、 

も、 着 物の 亂れ るの を 防ぐ 實 用から 出て ゐる。 

領巾も 婦人の 装飾 具と して、； f 耍な もので、 細長 

い 布 を 二 方の 肩 又は 兩 肩から 垂れ下げて ゐた， 


が あり、 供 膳の 場合と か 

これ を 使 川した- これ 


(り ょ葉^"&り_^；；：」 ；' お髻 物ね iJ 院倉 


こ れ で. -蟲 を拂ひ 除け た.^、 別 を 惜—」 む 時に、 これ を 振 

つたり したので ある。 そ の 他、 装飾品 と し て、 玉 や 鈴 

の 飾が 用ゐら れ、 頭 髮、 首、 耳 、平 など を 飾った。 さう し 

て、 装飾の 玉 飾 は， その 

装 飾 する 部分に よ つ 

て 首 玉、 手 玉、 足 玉 等の 

名 稱 で 呼 ばれた， 手 

に卷く 飾， り に、 環、 叉釧 

  たまく しろ たた 

力- 、ぃノ  { は Hrl  ^5^. ザ 

鈴 等の 名 稱がぁ つ た。 

手 鈴 は、 鈴の 飾の ある 

釧 であらう 皮衣 も 

太古よ b あつ た。 

頭 髮と履 頭髮 は、 男子 は 中央から 分け て. 左右 

に 垂れ、 耳の 邊で 結んだ. これ を 髻と云 ふ" 女子 は 

i^u 編 第三 章 上代の 文化 - 


女る すに 頭な- 栖 
賀之川 相） 像 子 
(藏所 氏 


豆类リ ぶか 4> 幅 
帝京 束） 子 男た し 露 
(藏所 室敎學 類人大 


男の 帶 S おこ 衣 革 
抨大） 像 身 半 子 
(藏 所氏義 正 
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大抵 、垂髪で あるが、 時として は， 結髪 もした- 島田《風ゃiか•.•l^し風の^^^3がぁ.o、男女ともに蹄 

を 挿して、 櫛 は 装飾的」 齒の 頗る 長い 事が 特色で ある- 叉、 玉 を 緒で 貫いた 環， 又は 草木 n*- 

„  _  葉な ど を 頭髪に 纏うた の を 鬉と云 ひ、 花木の 枝葉 を 


, 1.,..  :., i の もの を 穿いて ゐ た- 下駄 も旣に 存在して ゐ た- 

服飾の 發達 外國と 交： 通の 開けて 後に は、 その 影響 を 受けて、 服飾に 大 いなる 變七. か あ 


缺 残像 子 男ろ 被 44 冒 
(蔵 館 物 博- 审帝） 


つ こ。 材科 も、 古く は、 楮ゃ， や 麻の よ b 製し、 木綿 もほゐ ら れ て、 そ の 粗なる を 荒 栲と云 ひ. 

精なる をき と 云 ひ、 模 樣 も、 花 や 葉の 汁 を 摺.. ^つけた . ^、色 の ある 粘 上 を用ゐ て、 施 すのに 過 

ぎなかった が、 外國 から 蠶が 輸入 せられて、 銷 布が 貴ばれ、 又、 職工が 入って 來て、 種々 の 精巧な 

模様 も 織. 0 出す 事が 出來る やうに なった- 

寳 令の 服飾 衣服に は、 禮 服と、 常 服との 差異が 顯著 とな b  、大寶 令で 規定 せら れ る 

所に よる と、 禮 服、 朝 服、 制 服の 區 別が めつ 

に。 又、 文 官と 武官との 服 制に も 相違が 

あった， 男子の 着物 は， 上衣 ー袍) 、半臂 、内 衣 

袴、 ド 祷 等が あ b  、上 衣 は 上 頸 で、 長 さ も 長 

く な ，. ^、叉い も 長く て、 手 首が 隠れる くら 

ゐ に、 手 先に 餘 つて ゐ たと S はれる： 上 

衣の 上から 腰帶を 締める。 足に は、 襪 を 穿 き、 沓 を 穿 ぐ 手に 笏 を 持 も， 頭 に は 頭 巾 (.：^) を か ぶ 

る。 武官の 場合に は、 此の上 衣の 兩 脇が 切れて ゐた。 卽ち、 縫 腋袍と 缺腋袍 との 二種が 旣に 

存在して ゐ たので ある。 又、 儀式の 際に は妝刀 を 帶 び、 位階の 相違 によつ て、 冠、 衣 服 等の 地に 

も そ ^  C 

も、 色 に も、 さま ざ まの 相違が 規定 せられて ゐ た- 女官 も、 男子 同 樣の區 Is- 力 あ 上衣、 裾 ：$sl 带 
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上代 文 史 上 ^5^=1 

襪、 舄を 用ゐ、 上衣の 上に、 脊 

男女の 服装 を 通じて、 著しく 

日本的な 優雅な 趣を存 して 

守 的で あ つたら しい。 


女子 も、 奈良朝 時代 に は結髮 

の 結 ひ 方 も、 前髮を ふぐら，， 

に 二つの 輪 を 作 結ぶ もの 

垂髮 とな つた やうで あ る。 


六 §: 

も  L びら 

を 着けた . ^、据 の 下 に、 褶 と 云 ふ 下裙を 着けたり しな と 

支那 式と な.^、 唐 服 摸倣の 跡が 見られる のが 特色で ある 

を .^,殊 に 民 間 の 服装 に 至 つ て は、太 古 と ぁ ま り 變 ら な い 

結 髮の變 化 男 I 

0 子の 髮は、 冠 を 着用す  I  , 

冠 る やうに なつてから  ■ 

- 1 著しぐ 變化 し、 舊 の 風 一 一敏 

I が やんで、 頭の 頂に 髮 き. 

麵を結 び、 そ れを 冠の 中  j 

に收 める 風に なった- 麵 

の 風が 獎勵 せら れ、 その 髮 

て 結び、 殘 りの 髮を 後へ 垂れる も の、 或は、 髮 を 左右 

や、 種々 あったら しい が、 結局、 女 子の 結髮は 多 ( 行 

禮 装の 場合に は、 頭 に 寶響 と 云ふ髮 飾. 0 を 付 けズ 


{ 力 く 

が、 な ほ _ 

ま どお 


正 

倉 


ま 


-義ー 


や 


と 


御お 

物 珠 

金 * 


刀 

て、 頭上 

-ゃ は り 

云 う て、 


添 へ 髮 (髮を 付け る やうな 事 もあった。 櫛、 釵 の 類 も 用 ゐられ た。 な ほ、 菅笠、 蓑の 如 き 雨具が 

さぬ がさ 

川の 具で ある 

甲胄 次に、 甲冑 武器の 類に ついて 云 

ふと、 甲 は 古く 「かわら」 と 云 ひ、 革 製 や 

布 製の もの もあった らしい が、 鐡 製の も 

のが 多く 見出 さ れ、 も と は 胸 部. 脊部を 包 

む展 金の 鐵 板から 出 农てゐ たが、 後、 小 

さい 鐡片を 綴りん 口せ る 小 札 式の 甲に 發 

達した。 奈良 朝に は、 短 甲， 綿 甲、 挂 甲の 三 

種が あ . ^、短 甲 は、 窗 と 胴に 籠手の 附屬し 

てゐる もの、 綿 甲 は、 綿 入 の 甲 冑 を 云 ひ; 桂 ：5^- 

甲 は冑も 籠手 もつ いて ゐ ない が、 草 招が 

:.  あって、 儀式の 時な どに 着用した 美々 し 

いものであった らしい。 

武器と 馬具 武器に は、 柄頭が 甚だ 太くな つて ゐる 頭椎の 太刀が ぁり、普通、諸13^！ に な つ 
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あ.^、 盖は、 貴人の 外出の 、こ れ にさし かけ る i 肚嚴 
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て ゐる劎 が 多い が、 時 と し 

斂は、 柄頭に 大き い 輪が つ 

S" に も、 戰 鬪用 にも 用ゐら 


て片 PJ^ の 小刀で ある 刀 も 用ゐら 

いて ゐ て、 透 し肜の 模様な どの あ 

れ、 矢 を 入れて 脊に 負ふ靭 及び 胡 


短 

着 

子 


丄ハ六 

れ た- 朝鲜 から 入つ て 來た高 魔 

るの が特徵 である。 「り 矢 は狩獵 

0 が あ.^、 弓で 矢 を 5； る 叶， そ の 弦 

で 腕 を 傷つ けない 爲 め、 友 腕の 關節部 に 結びつけ 

又、 矢. を 防 ， 

胄 


る 箱が あつ 


^ ぐ楣 や、 長 い 柄の ついて ゐ 

彈 かせる 


氏 


4 細 る 槍 も あり ho を 

像 、 "弩と 云 ふ 特殊の 武器 も あ 


朝に は 最も 愛好 せられて 

化粧と 斷髮 一般の 

の熱帶 系の 習俗で あると 


甲 g つた。 馬具に は 

«  ^ が 旣に用 ゐられ 

^  ^ 匪から 渡って 來 

像ぽ 使用 せられた。 


ゐ た。 又、 漁 撈 に は、 網、 釣 の 他、 河 で 

風習と して 著しい の は、 涅 齒の習 

云 はれて ゐる. 又 刺青の 風 も あ 


帝 

博 


，鞍、 #銜 等 一 

て を り、 外 

た 唐 鞍 も  ~ 

なほ、 狩獵に は1^?狩の方法も、奈良 

は 鵜 や 網 代 等 も 賞 用せられ た。 

慣 である。 これ はお 洋、 印度 方 面 

つた. 男女と もに 赤色の 化粮を 


頭 柄 式 頭 環 il 發境古 
ぐ藏 trrawr 者 帝） 


刀 太 椎頭掘 發墳古 
(蔵 館 物 博? g 帝） 


したやう である が、 白粉の 使用 は、 時代が 稍遲 れ てからで ある。 男子が 化粧した の は、 t と し 

て i き あの 徒で、 隼 人の ごとき は、 俳優の 技に も從っ たから 化粧 をし、 又、 犬 人と 云 つ て、 犬の ごと 

ぐ 吠 え-犬 に 似た 一種の 表情 を も 表現した。 これ は、 隼 A が、 門 番 となって、 宫門を 守護す る 役 

.  ^  を 勤めた から で、 卽 ち、 

當時、 犬 を 飼つ て、 護衞 

用， 其 他に 用 ゐた事 を 

示す ものである。 女 

子が 夫に 死別して 斷 

髮 した 風習 も 古く か 

ら あったら しい。 . 叉. 

佛敎の 輸入に 伴 ひ、 男 

女と も に、 斷髮、 剃髮の 

風 も 生じた。 女子が 赤 兒を脊 負 ふ 習慣 も 上古よ b の ものであった。 

食物 農業 國 たる わが 國は、 太古より、 米、 麥、 粟、 稗、 大豆、 小豆 等の 穀物が あ つ て、 常食と して ゐ 

た。 叉、 漁捋、 狩 獵に從 つて、 魚肉、 鳥肉、 獸肉を 食した ので ある。 但、 牛馬 は 農耕に 使役して 殺さ 
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馬 飾 たれ 《  4" 葉 杏 鈴 
(蔵 館 物 博 室 帝） 


八 


魔 た お、 iw に 湾 

(蔵 所 氏 ^5： 之 川 相） 
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す， 猪 や 鹿 を 食 つ た， 後、 沸 敎渡來 し て、 禽獸の -S を 食 ふ 事 を 

忌 み、 殺 生 禁 斷の令 も 出た が、 實 際に は 多く 行 はれなかった 

やうで ある。 

米 は、 其 のま ま 火 

で燒く か、 又は、 甑で 

蒸 してた ベた。 糠 

は 主に 旅行 用に 用 

ゐられ た， 後、 米 に 

水 を 人れ てた く 事 

も 行 はれ、 これ を 粥 

と稱 し、 病人な ど が 

食した ので ある。 

食鹽の 使用 は 4.:!  く 

ひし ほ 

よりあった， 後、 醬 (味 に 近 いも • の)、 酢 等が 用ゐら れ、 サ味を 

つける 爲 めに は 甘 葛が 使用せられ た， 齡も 喜ばれた が、 こ 


像 子 k ふ ね A'  ^.i  m 
(蔵 1? &物 博' "^： や i7) 


れは魚 fMP につけて 貯 へて 置いた もので？ ま、 その他の 蟹. 或は 蔬荣 類. 果裏も 

食され た。 飴 も 古くよ. 0 あった。 料理法 も、 奈良朝 時代に は な ^,,1  寺が 行 はれて ゐた。 

f ^ 飲料と して は 、太古より 酒が あつたが、 これ は、 米 や 果赏を 口で かんで は 吐き出して 

貯 へ 自然に 醱酵 する の を 待つ、 原始的な ものである。 酒に si. き、 S. きの 種類が あ り、 やし， 


ざ 酒 は、. 酒精 分の 濃厚なる もの を 云 ふ。 いづれ も？？ つ-て 、淸. f 未だなかった。 叉、 ま 

酒 も 用 ゐられ た。 仁德天皇の頃ょり、氷を貯へ て夏に使用する事が行はれ、孝德天皇の^ょ 

り 牛 軋 力 飲用に 供され、 茶 も 奈良朝 時代に 唐より 輸 人せられ て、 一 時 貴族 間に 愛用 せら，；」。 

貪 器具 炊事の具には、嵐、釜、貌がぁ.0ま：£、礮.：^1の别もぁった。 碓 0 は 外，， ..i で、 路ョの 
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事 を 云 ひ、 明 かに！^ 白に 比し て、 力 を ゐる 上に 便利 な、 發 達した 具で あるか ら、 外 國の 品の 長 

所 を も 取り入れ たもの である ( 飲食物 を 盛る の に は、 古 ぐ 葉で 作つ 

た、 底の 淺 い 平手 (皿) と、 底の 深い 窗手 (椀) の 二種が あ り、 酒 を 入れ る の に 

は、 注 口の あった 秀罇 を用ゐ た. 0 し た。 

器 も 亦お ぐよ.^ 使用せられ、 陶器 製法 

も 外國ょ 6 學んで ^物 と 呼ばれた。 そ 

の 中、 食 器に 用ゐ られる もの を 笥 と 云 ひ、 

酒 を 入れる もの を 酒杯と 云 ひ、 な ほ 大小 

の 嚮， 壺 の 類が あった。 後、 砲 子 を 吹 き 作 

る 方法 も學ん だ。 これら 食器 を 机の 上 

に 置き 並 ベ て 食事 をす るので ある。 食 

事に、 箸 を 用 ゐる事 も、 古 代よりの 習慣で ある。 

發火法 飲食物 を 煮沸し、 燈火を つける 爲め に、 火 を發す る 方法 は， 

古く 潜 火の 方法が 川 ゐられ た， これ は、 火鑽 臼の 中に 火 鑽杵を 入れ、 手で 火 瓒杵を 象 揉に して、 

摩擦に より、 自然に 發火 せしめる 方法で ある f 後に は、 こ れに 改良が 加 へられ、 弓弦 式の 彈カ 


を 利用して、 自動的に 火 潜杵を 同轉せ L める 方法な ども 取られた。 併し、 澄 火 の 方法 は， 發火 

ま で、 ど うしても 時間が かかる の で， 後 に、 打 火の 方 法、 卽 も、 火 打 石で、 火 打 金 を 打 も、 發 火した も 

の を 火口に 移す 方法が 用 ゐられ た f かの 日本 武 尊が、 燒津の 原 で、 こ れを 使用し 給うた 話 は、 

有名 である が、 當時 は、 未 だ 一般に は 普及 せられて ゐ なかった 


一 ので あ る。 

農具と ェ 具 フ 農作 の 具に は、 鑊、 鋤、 嫌 が あ つ て、 農 本 國の わが 國で は、 4a  くよ.^、 これが 發達 

して ゐた。 又、 後 に tfpT が あ つ たが、 此 の 名稱 は、 外國ょ . ^渡った 農具で ある 事 を 示す もので、 

卽 ち， 外 國 より 優良なる 農具 を 取，^ 入れて は、 その 改良 を 計った ので. ある • 
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ろ すに w ズぉ 
(蔵 氏？ 川 相） 
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紡 镜は祌 よりあった。 從 つて 機 織の 具 も亦存 して ゐ たので ある。 

大工 道具に は、 斧， 新、 鑿 、彩 等が あ つ た- 古く、 木と 木 を 接續す る の は、 葛の 類で 結び 计け た の 

で あるが、 こ れも 後に は、 木製、 また 鐵 製の 釘が 出来た。 從 つ て、 釘 を 打 つ 金槌の 類、 ャ ッ トコの 

^きもの も 存在した であらう" 堡繩の 使用 も 古い。 又、 大工で は、 山林 地の 飛 驊 の 匠が 名高 

く、 名匠が 出た。 これ は、 大きい 木 付 を 多ぐ 


m 手がけ て、 さ うい ふ 工事に 馴れて ゐ 

でも あら う， 

船舶 吾が 國は、 四方が 海洋で あ 

も 多い 事で あるか ら， 古 代の 交通 用 

男 上の 馬 と 並 ん で、 舟航 の 便が 最も 多 


ー爲 め 

： は、 陸 

-用ゐ 


られ た。 古代の 舟に は 大木 を 刳 bra めて 

作った 獨木 舟が あ 、木 を 編ん で 作った 接の 如き もの もあった。 その 材料に よ り }^:磐機，|| 

船の 稱がぁ り、 そ の 速き 事 を 形容して 天 鳥 船と 云 ふ。 天 諸手 i は 古く 互大 なる 船のお 在し 

た 事 を 示し、 後 に は、 筑紫 船. 熊 野 船の ごとぐ、 舟航 に 名高い 土地の 名 を 冠して 呼ばれた もの も 

ある。 朱の 曾^ 船 は、 朱 塗 の 船 で、 官 船 を 云 ひ、 朱 塗の 舟が 魔 除と して 喜ばれた 率 は、 祌 功 皇后 


の 三韓 征伐に、 これが 用ゐら れた 事に よっても 明かで ある。 同じ 意味で、 神社 建築で も、 朱が 

用ゐら れ、 春 H 造の 如き は、 殊に 未 を 用ゐる 事が 特色 で、 未 塗の 鳥居 も 亦 生じた ので ある. こ 

れは 叉， 唐 風の 摸倣で、 支那の 建築が 

丹青の 色彩 を 多く 用ゐ る 事の 影響 

を 受 け、 莊 嚴の 装飾 用に 用 ゐられ た 

ものと 思 はれる- 

陵墓 古代、 殉死の 風が あ.^、 後、 こ 

れが 禁じられ て、 植輪を も つて 代へ 

る 事に なった が、 こ れ も、 支 那の 習俗 

の 摸倣で あると 云 ふ說も ある。 埋 

葬 は 土葬で あつたが、 佛敎の 渡来 後 I 

火葬の 風が 行 はれた。 蓋し、 印度の 

如き 熱帶 地で は、 死骸が 早く 腐耿す 

るので、 火葬の 必要が あつ たが、 吾が 國で は、 そ の 必要が ないか ら， 土葬の 風 も、 後代まで 行 はれ 

てゐ る。 天皇の 御 埋葬地 を、 陵と 云 ひ、 御陵 も 貴族の 墓 も、 廣大 なる 丘 ■ 陵 をな した- その 様式 

第一 編 第三 章 上代の 文化  七 111 


帝 

博 


蔵 


>#V-<  二 

- ？，、 

■'^^ な. み'' 
隱化 

5^- 

1. , 

た 

"き 

大 


岩 

古 


上代 文學史 上卷 

に も、 4a  ( 前 方 後圓式 (丘陵が 二部と な 

杉墳 とも、 車 塚と も 云 ふ) で あった が、 こ 


用の 器具 を 納め、 埴輪 を 用 ゐる習 慣 が 行 は 

てられた • 叉、 石 人、 石 馬 を 用ゐた 墳墓が 九州の 


七 四 

、前の 方が 方形で、 後の 石槨の ある 方が 圚 形の もの、 瓢 

は 敏達天 皇頃ま で 行 はれ て、 そ の 後 は圓型 又は 方 型 

の墳 となった 稀に は、 上 圓 下方と なって ゐる 

もの、 卽ち 方形の 墳の 

上に 小圓 形の 墳を置 

いたやうな 形式の 墳 

も ある ■ 此の上 古の 

慕 の 殘れる もの を 古 

墳と云 ふ- 亡骸 を 人 

れる棺 に は 石、 木、 陶 製 

の ものが あ..^、 これ を 

納める 所に は-石槨 を 

築 き、 そ の h に 土 を 盛る， 棺と とも に、 種 々の 日 

て 後 は、 土 偶、 圚 筒 が、 墳 丘の 周 園に 並べ て 埋め 立 

部に ある の は、 明 かに， 支那 風の 摸倣で ある。 


總 じて、 九州の 文化 は、 夙 く 支那と 交通し て、 そ の 影 響 を 受 け、 中 央 文化と は 異なる ものが あつ 

こ- 10 樹は橫 穴と なって ゐて、 これに、 棺を 納める 廣ぃ室 と、 そ の棺 室に 至る 迄 の 道 が f, 入 

口、 卽ち 門が： t= いて ゐ る- 此の 門 は、 互大 なる 一枚 石で、 塞いだ ものと 思 はれ る。 伊鲜諾 尊が 

黄泉の 國の 伊 转册尊 に 遇 ひに おいでになる 時 の樣 は、 此 の 石槨の 内部 を 意味した ものと 解 

さ れ、 棺 室まで の 道の 長かった 事 を 示して ゐる。 又、 別 に竪穴 式の 石槨 も ある 棺室の 中央 

に棺が 安置せられ た。 石槨 を 築く 石 は、 遠 方よ..^ 運んだ もの で、 多勢 の 人夫が、 「手：^ しに」 

も し、 丸 太に 載せて 轉が しもして、 運搬した ので ある。 • 

第三 節 古代の 美術  . 

嗜築 古墙 及び その 出土品に E ル 出される 檢 畫、 肜 刻の 類 はしば らくお く (そ れら は餘 b に 

原始的で あ る から 一" 我が 美術の 隆盛 時代 は、 佛敎 の渡來 によつ て、 實 現した。 推 古 朝の 美術 

は、 噃 代 に も、 そ の 比を昆 ざる ほどの 惯値を 持つ ものである。 建築 に， 法隆 寺が あ ^、そ の屮 門、 

金 堂、 及 び 五重の塔 は、 今 曰に 至る ま で、 昔 時の ままに 殘 つて ゐて、 一 點の隙 もない 嚴 肅， 且 つ 優 

美な 姿體を もつ て、 見 る 者 を そ の か み の 夢に さそ ふ。 法隆 寺の 附近に ある 法 輪 寺、 及 び 法 起 
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寺の 三重の 塔 も、 同 時代の も G である _ 

，13 


七 ふや 


稍 下 つて、 藥師 寺の 東 塔が あ. o、 天平 時代 

寺の 金堂が あ 


は、 唐招提 

、い づ れも、 

平行の 取れた 圓滿 なる 姿 

體は、 千古 に ネ 越して、 秀美 

を 極めて ゐる。 

繪晝と 彫刻 法隆寺 

金堂れ 壁畫 は、 わが 國の誇 

る 一 大偉觀 で、 印度 の ァ ヂ 

ァ ンタ I の 壁 畫と共 に、 並 

び稱 せられる。 天平 時代 

となって は、 鳥 毛 立 女 の 屛 

風檢 (正き 院 御物)、 吉祥天 女 

像 (藥師 寺 蔵) 等が あ 、當代 

美女の 容貌 を 見る 事が 出る， 肜 刻で は、 御 物の 觀世 音像に は， 崇峻 天皇 四 年の 銘が あ. o、 製 乍 

年 時の 確證 ある 最古の 佛像 である。 法隆 寺に 藏 せられる 釋迦三 へき 佛像 は、 背銘に よ る と、 推 


古 天皇 三十 一 年に、 司 馬 鞍作止利 佛師の 作った もの で、 止 利沸師 は、 此の 期の 名肜刻 家と して 

名の 明かな 人の 一 人で ある f 飛鳥 藤 原 時代と な つ て は、 法隆 寺に 四 天 王 像、 阿彌陀 三 尊像、 藥 


殿の 秘佛 として 名高い 如意 輪觀 音像が あ b, これらの 佛 像の 相好め 圚滿な る、 姿 體 の 優美で 
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均整の 取れて ゐる 所、 t 臘肜 刻に も 匹敵す 

る 傑作 のみで ある- 天平 時^と なって は- 

その 遺品 が、 な ほ 一 層 多ぐな つて ゐる。 


型 を 示す もの で、 こ れに 描かれて ゐ る漆繪 は、 當代を 代表す る 作品で ある 又 光明 皇后 御 母 


尊三迦 釋寺隆 法 


銘 背後 尊 三迦擇 


の禱 夫人の 厨子に も、 精 妙 な る 密陀檢 が あ り、 中 に 念 持 沸が 安置せられ てゐ る。 推 古. 時 t の 

機 織の 技術 を 最高 度に 現して ゐ るの は、 天 壽國 曼陀羅 繡帳 である. 此の 他， 天 平時 代の 識物 

は、 正 倉院の 御物に も、 數 多く 現存して ゐ る。 

美術家 聖德 太子 は、 諸國に 檢師を 置か れ て、 黄 文 繪師、 山背 檢師、 河 內檢師 等が あ り、 又、 佛師 

も 多く 諸國に 配置 せられて、 佛敎 美術 は 空前絶後と 云っても よい ほどの 隆盛 を 見せた- こ 

れらの 畫家、 肜刻 家、 建築家 に は、 外國 人が 多く、 わが 國 人の これに 學んだ 者 も 亦あった。 美听 


第一 編 
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七 九 一 


界に 於い 

厚に、 か つ 

以上 ま _ 

について 

したので 

が、 當 代の 

は 力、 る 

を背旦 of と 

表現 せら 

玉 もので あ 

A 學の 理解 

厨 これら-の 

子 ある。 r 

終 

に 於いて 

, 多い ので 


て は， 外来の 文化 吸收の 跡が、 最も 濃 

明瞭 顯 著に 認められ るので ある" 

上 代の 社 き、 風 f の 他の 文化 一般 


あ る 

文學 

文化 

し て 

I こ 

ォ / 

り、 文 


、ゥ餐 


ク ぶ 3 ゆ-く  V 


、- X リ i 


文化 現象の 理解 を 必要 と する ので 

の 各 章に あげた 文 章 や 跌 謠 の 內 お 

も、 これらの 點に關 係の ある ものが 

あ る f 


第 四 章 文字と 國 語 

第一 節 漢字の 渡来 

上古に 文字な し 我が 國 は、 上 古に は 文字 を 持たなかった。 古 語 拾遺 に， 「ヒ. ^ の ft 来 

だ 文字 有らす」 と 云って ゐる 通りで ある。 從 つて、 人々 がその 想 を 交通 し、 叉、 歌 謠 とか 說 

話と か 云 ふやうな 感情 を 表出す る 手段と して は、 た だ 口で 歌 ひ 語り、 他の 人々 が、 そ れを 聞き 

且つ 表情 を 見る 事に よって 、興趣 を 威す る 事が 出來 たわけで ある f 

併 し、 そ れ では、 い つまで も、 幼 稚な境 を 免 かれない の で、 自 然、 文 字の 必要 を 威 じて 來る であ 

ら う が、 吾 が國人 は、. 目 ら これ を發明 する 以前に、 外國 との 交際に よつ て、 外 國 から、 これ を. 習 つ 

たので ある。 

文字の 輸入 我が 國に 义 字の 輸 人せ ら れ たの は、 應祌 天皇 十六 年であって、 その 二月に、 阿 

直岐の 推薦した 百 濟の學 者 王 仁が 來朝 し、 論語 十卷、 千 字 文 一 卷を獻 じた。 さう し て、 皇太子 

鬼 道 稚郞子 は、 これ を師 として、 諸 典籍 を 習 ひ 給う た。 わ が國 に、 文字、 書籍、 學 術の 傳來 したの 
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,  八 二 

はこれ を 最初と する。 f  、それ はまの 記載が 、それ 以前に 無い と 云 ふだけ の 事で，， f 

ュま は、 遙 かに 以前よ.， 行 はれて t 、旣 に、 I 天皇 九 年に おける 神 功 i の 一一 ー韓 1 伐の 

際， -も 新羅 王 は、 皇后に 對し 奉り 、固 中の 電寳の 府庫 を 封 じ、 圖  鼓し 

1  (■  ■ 』  ー .^^ 一  ム 一 」 ォ 力 

二  ，  JB^F 日本 國 

^1  真 嗣.！ J 省 - の もの 

11  -  ,  たる 事 

文 光た ので 

,  斷 

3 あるが、 

. これ 以 

.  1^ <  . 後、 三韓 

より 度々 我が 國に 朝貢し、 遂に 應神 天む X 十五 年に， 百 濟の學 者 W 直 岐が來 朝 t て、 鬼 道 稚郞子 

はこれ を師 として 經書を 讀む事 を 習 ひ 給 ひ、 更に、 その 翌年の 王 仁の 來朝 となった ので ある。 

此の間に、 文字、 或は 書籍 さへ も、 部分的に は、 吾が 國に傳 へられる 可能性が 十分に ある。 

九 M と漢 との 交通 更に 支那の 史籍 を 見る と、 漢書の 地理 志に、 「樂浪 海中に 倭人 有り。 


分って 百餘 國と爲 し、 歲時を 以て 來り獻 見す 一。 次い で、 後 漢書の 東 爽傳に は、 光武帝の 中元 二 

年に、 「倭 奴 圍奉貢 朝賀し、 人 自ら 大 夫と 稱し、 光武 賜 ふ に 印 絞 を 以て」 した 事 を.？ i し、 安い $ 

の 永 初 二 年に も、 「倭 國王帥 升 等、 生 口 百 六十 人を獻 じ、 請 見 を 願」 つ たと 見える。 中元 二 年 

つ と 云へば、 わが 垂仁 天皇 八十 六 年に 


奈 

良. 

の 

落 


當 り、 永 初 二 年 は、 わが 景 行 天 皇 三 十 

§ 葉 八 年に 當る 天明 四 年に、 筑 前那珂 

^  ^ 郡 志 加 島の 田の 中で 掘.^ 出された 


金印 


5ii. ヌ 


蔵 


葉 


0  J 


は 「漢 委奴國 王」 と 記して 

に 見える 倭 奴 

その 時に 光武帝から 賜 

つ た 印 絞で あらう と 云 ふ。 卽.^  、こ 


お あり、 委奴國 は後漢 

售 ^ 國ニ司 じ 

いに ft  . 


C れは 古く 九州 方面で は、 祌 功 皇后の 

三韓 征伐よ. 0 も 遙か以 前、 漢 時代から 支那と 交 のあった 事 を 示す もので， しかも、 此の 金印 

に 漢字が 肜られ てゐる 事に よ り、 支那と 交： す る に 當り、 旣に 漢字 を も 使 川し てゐた 事が 察 

せられる。 右の 金印の 文字の 解釋 について は、 種々 なる 說が あり、 九州 地方の 豪族が 、中央 の 
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卬王國 奴委漢 
蔵所爵 侯田黑 （寶國 ） 


上 代文學 史上 卷  八 四 

文化の 及ばざる に乘 じ、 國 王と 潜稱 して、 漢と 交通 し、 漢 において は、 そ の漢 に隸屬 した 國 であ 

る こと を 認めて、 漢の 委奴國 王と 云った もので、 委奴 は. 此の 二字で ャ マ トと訓 むべ きもので 

あると 解釋 せられて ゐる。 上田 秋 成 は、 r 委 奴」 をヰド と訓 じ， 筑前國 の怡土 郡.. 宗像 郡の 抬 

土 里、 仲哀 天皇 西 征の御 時に. 筑紫 伊観縣 主の 祖、 五十 4! 主が， 天 皇 

を迎へ 奉って 方 物を献 じたと 云ふ恰 土、 伊 観， 五 十迹と II： じぐ， 九 

州筑前 地方の 稱 であると 解して ゐる ■ いづれ にして も、 筑前地 

方の 豪族が、 私に ャ マ トの國 王と 稱 し、 漢 と 交通して ゐた ものら 

し く、 そ の 時に 使用 せられた 金印で あらう. かやう に， 九州 方面 

で は、 早く 外國と 交通が 開け て、 金印 を 貰 ひ、 こ れを 使用して ゐた 

事で あらう か ら、 從 つて、 文字の 使用 もあった かと 考 へられる の 

である。 然 らば、 公に 朝鮮から 漢字 を 輸入す る以へ § に、 地方 的に 

は、 直 接 支那から 漢字 を 學んで ゐた事 もあった ひ あらう f 


第二 節 漢字の 使用 


音讀 と訓讀 漢字が 輸入せ.， つれて、 これ を 使用す る 事になる と、 ど う い ふ 風な 用ゐ ざま 

をした かと 云 ふ 事が 問題と なる- 蔸 道稚郞 子が 阿^岐 や 王 仁に 典籍 を學ば れた 時、 どう い 

ふ 風に 漢字 を讀 まれた か. 第一 に 漢字 を音讀 せ"， つれた か、 闩本 語で 訓讀 せられた か 第二 

に 漢字 を 川ゐる 時に H 本 語 をす ベ て 漢文に 譯 して 書かれた か、 叉 は， そ の發音 だけ を か.^ て、 

假名と して、 こ れを li- 用せられ たか。 そ の 解决 は ^^可能 で、 推測の 範阐に とどまる が、 後&、 歐 

ニー 

洲の 文. 學の 輸入 せられた 時の 狀態 を考へ て 見る と、 これ を 外 國の發 音 で、 音 讀 するとと もに. 

その 意味 を考 へて 訓讀 する 事 も 同時に 行 はれた ので はない かと 思 はれる。 次に、 その 漢字 

を 使用す るに 當 つて も、 思 想 を 表現す るのに、 國語を 漢文に 飜譯 して 記す とともに、 羅馬字 式 

に、 假名と して 用 ゐる事 も、 同 時に 行 はれた 事で あら う 勿 論、 H 本 語に 譯 する 事の 出来ない 

漢字 も あ .0、 漢 文に 譯 する 事の 出來 ない 國語も あるか ら、 そ れ ら は， 最初 か ら、 音 讀 も し、 又、 假 名 

書風の 使用 もあった ものと 思 はれる。 ""g にあげた 漢 委奴國 王の 金印に して も、 吾 が國 では • 

これ を どう 讀ん でゐ たで あらう か。 委奴國 を、 添 の 奴の 國の 意と すれ ば、 こ れ を、 ヮ (或は ャ マ 

ト) ノヤ ッ コ ノク 二 と 云 ふ 風に 訓讀 したの か、 ヮド コ ク X はヮ ヌ コ クと云 ふ 風に 音讀 したの 

か、 或は、 上田 秋 成の 說の 如く、 委奴を ヰドと 讀 むか、 近時 認められて ゐる 如く、 これ をャ マ 卜と 

讀ん だと すれば、 これ は 假名と して 認められた ものである f かやう にして、 後代に 於け る漢 
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字 使用の 諸條件 は、 旣 に、 漢字 渡来の 最初 か ら、 こ れ があった ものと 思 はれる。 勿論、 後に な る 

ほ ど， 漢字 の 使用の 方法 も 自由と な り、 奔放と なった が、 拼 し、 結局、 漢字 使用の 根本 原則 は、 漢字 

を音讀 又は 訓讀 して、 これ を國 語の意味に 宛て はめて 使用す る か、 或 は、 漢 字 を 音 讀 して、 その 

意味に 係 はら す、 假 名と して 使用す るかと い ふ、 此 の 二つの 範圍を 出ない の であり、 これより 

種々 の 使用法が 發展 して 行った もの である。 後、 假 名文 字が 發明 せられる に 至って、 漢字の 

假名 書の 方法 は 甚だ 衰へ て、 僅 か に、 地名の 如き 固有名詞 など を 書き 現 はす 時 に、 多く  ゐら 

れ るに とどまる。 漢文の 讀み方 も、 後 に は、 棒 讀 式に 音讀 する 方法が 棄 たれて、 訓讀 式に 返り 

讀む 方法 だけが 行 はれた ので ある。 

漢字 使用の 不自由 かう い ふ 漢字の 使用が、 此 の 時代の 交學を 書き 現 はして ゐ るので 

あ つ て、 未だ 片 假名、 平 假名の 使用 はなく (尤も、 此 の 時代の 末に は、 その 萠芽が あ つた)、 劃 數の多 

い 漢字に よって、 文學は 成り立って ゐた。 その 事 が、 此 の 時代の 文 學の丧 現に^ 界を與 へて 

ゐて、 不自由な 一 面が あった。 漢文と しての 使用に も 假名と しての 使用に も、 徹 底す る 率の 

出來な い、 中途半端な 惱み があった わけで ある。 拼 し、 そ のために、 一 面、 漢字の 使用の 研究と" 

威 情 思想の 表現の 方法に つ いて、 十分な る 經驗が 積ま れ 、研鑽 を 重ねて、 遂に こ れを 克服し、 文 

學の 黄金時代 を來す 素地が 築かれた ので ある r 實に 此の 時代 は、 日本の 文學を 生む 苦惱の 


時代で あ ^、試練の 時代 で あ b  、學者 文人 は、 先 づ、 そ の 表現の 手段と して、 いかなる 漢字の 使^ 

法に よる かとい ふ 事に 惱んだ 事 は、 丁 度、 明治時代の 學者 文人 達が、 い かなる 文章、 文體 に據ら 

うかと いふ 事に 苦しんで、 遂に 幾多の 試練の 後、 今日の 普： 通 文體の 如き 言 文 一 致に 到達す る 

事が 出來 たのと M 樣 である。 ここ に、 漢字 を： 通して、 此 の 時代の、 進取 的、 發展的 態度が 見られ. 

吾が 國 人の 僥ます 倦まざる 努力の 跡が 窺 はれる ので ある- 

第三 節 神代文字 

神代文字 肯定 說 然るに、 わが 國 が、 外 國 より 文字 を學ん だとい ふ 事 を •  不見識と し、 又、 他 

よ. 0 學ば すと も、 自 已表 現の 手段と して、 さまざまの 記號 を用ゐ たりして、 原始的な 文字の 發 

明 は 自然に ある ベ き 事で あると いふ 考か ら、 漢 字渡來 以前に、 吾が 國に も、 上 古より 文字が 存 

在して ゐ たと 云 ふ 事 を 主張す る 一派の 學 者が ある。 夙く 新 井 白 石 も 「同文 ：1 考」 で 此の 

說に 傾いて をり、 平 田 篤 胤の 「神 字 日 文傳」 は、 その 代表的な 意見で、 鶴 * 戊 申の r 祌代 文字 

考」 も 此 の 說で あ り、 落 合 直 澄 の 「日本 古代 文字 考」 は、 此 の說 の總收 とも 云 ふ ベ き 書で ある 

此の 說の 根據 として は、 日本書紀 欽明 天皇 卷に、 「帝王 本紀に 多く 古字 言り」 云々 と 見え. 
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上代 文 學 史上 卷  八 八 

.  さか ひ ベの むら じい はつみ  はじ 

同天武 天皇 卷十 一 年 三月 條に 「境 部 連 石 積に 命じて、 更に 肇め て 新字 一 部 四十 四卷を 造ら 

しむ」 と あるのに 對 して、 此の 古字と 云 ふの を、 わ が 圏 固有の 古代 文字と 解す る 意見で ある， 

饼 し、 右 の 古字と は、 古 體の 漢字 で、 漢 字の 書き方 や 字 劃が 變體 である もの を 云 ふので あらう 

新字 は、 日本 紀 私記に 「師說 、此の 書 今圖書 寮に 在り： 但、 其の 字體 頗る 梵字に 似る • 未だ 其 

の 字義の 淮據 する 所を詳 

かにせ や」 と 云 つ てゐる 

が、 こ れ による と、 漢字 以 外 

に、 印度の 梵字な ど に よ つ 

て-新 しく 文字の 作られた 

ものが あるか も 知れぬ が 

いづれ にして も、所謂神^^ 

文字の 存在 を货定 する 根據に はならない 新 井 白 石 は、 「同文 通考」 に、 こ れ を國 字、 和字 の 

類で あらう と 云って ゐる。 その他、 日本 紀 私記に 「肥 人の 字」 の 事 を 云 ひ， 本朝 書籍 目錄に 

は、 「薩人 書」 「肥 人 書」 等の 書名が あるに よつ て、 こ れを 九州の 土地に 存在した 漢字 以外の 

古字と 解しょう とする の であるが-い づ れも 牽强附 會の說 である. 


AO  nu  I  I 

 ,f  11 -  p  IT  一  J! ネ I ； .ン  *.  I ll ル _ I ュ   4  _ II 

rjrjrj  I -  AT 1 ] I  o 匸 

1 1 ヌ ll I  >  Ik I  7  Li タ Li  _ I ク Jl  メ  IT 力 _ I  d  L 

I "ん o  LL へ。 卩口 「 -。 o 


1 1 


A  J 

_ 1 1  _ I 


LL  L  nu 


1 1 ス IT ァ. Jl 


〇 

II ェ 

I 

Jl ヱ 

Q 


e 比 


七 

言 

^！字 c 


1 


神代文字 は 朝鮮 文字 今、 篤 胤 が 肥 人 書と して 掲げて ゐる もの を 見る と、 そ れ は、 朝 鮮 文 

字よ.^ 出た もの で、 恐 ら く， 朝 鲜 文字 を土臺 とし て、 僞作 し 、神代文字 と稱 した もので あらう 

此の 事 は、 伴 信 友 も、 「假字 本末」 

で立證 した 所で ある が、 反 對 に 

朝鮮 文字 は、 わ が 神代文字より 

學ん だもの であると 云 ふ說も 

ある。 併し、 これ は 全く 何の 根 

據 もない 事で ある。 「日本 古 ir- 

文字 考」 に、 これ を 阿比留 字と 

名： Iz: けて ゐる の は、 これ は天兒 

命の 眞 博で、 對馬國 の 卜 部 阿 

比留 氏に 傳 へ ら れた 神代文字 

であると 云 ふか ら， さ やうに 稱 

した ものである。 叉， こ れの 行體の ものが あ-^、 信 友 は、 こ れ また 朝鮮の 諺文の 草體 より 出た 

ものであると 云って ゐる。 「日本 古代 文字 考」 に、 この種の 字の 一 體を出 雲 字と 稱 して ゐる 
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ヒ代 文學史 上卷 

の は、 出雲大社に 傳 へる 所と 云 ふから で、 又、 天 思 兼 命の 御作と も 云 ふ。 (但 

考」 に は、 阿比留 字の 草體 と、 出 雲 字と を、 別個の ものと して 揭 記して ゐる 

ば、 同 一 種の 字で ある 事 は 明かで ある)。 この 祌代 文字の 順序 は大體 きま 

ヒ フミヨ ィムナ ヤコ トモ チ 口-フネ シ キル ュヰッ ヮス ソヲタ ハク メカ 


丄 


タぇ 7  7 1^ 


丄 

C 


ノ マス ァセ H ホ 

とい ふ 四十 七 字よ 

ヒ 字の いろは 歌の 

事 は 明かで、 上代に 

より 後雜 で、 發 音 も 

いもの も 存在 し て 

單純 とな り、 古 く は 

、ヤ行の ェ は 亡んだ 

る。 それ は、 平安朝 


など 區^ せられて ゐた が、 後 に は、 此 の區別 もな くな. 0 

十 音あった ものが、 いろは 歌で は 四十 七 音に なって ゐ 

ら う と 思 はれ る。 從 つ て、 四 十ヒ音 L かない 神^文字 が， 後 世の 偽作なる 

明かな 所で ある。 此の 神代文字と 稱 する もの が、 古 い 由來を 付けて、 神社 


九 〇 

し、 「日本 古代 文字 

が、 兩者を 比較 すれ 

つて ゐて、 

ニサ リへテ 


ゥォェ 

レ ケ 

り 成る 

出來た 

は 音 韻 

後^に 

ゐ た。 

-ァ 行 の 

. そ れ 

中頃 以 

事 は、 之 

を はじ 


. 之 は、 四 十 

後の 作なる 

組織が 後 ft 

は 亡びて 無 

それが 段々 

ェ、 ャ 行の ェ 

で、 も と は 五 

後の 事で あ 

によっても 

篛 所に 傳 


きャ 

71 マ 

rU ク 

く' 

， 

JV; ズ 

t 

て 

や 

\ — r 

A 

で 

リぉ 

^〔サ 叫 

カフ 

—ゲ 

ド ^ 

>5>^ 

，や * 

ね 

a: 

へ ら れ、 偽書 の 舊 事本紀 大成 經 など に も、 神 ft の 文字と し て 掲げて ゐる 所で ある が、 い つれ も 

大同小異 で 、神官 社僧な どの 偽作した もの であらう。 或は、 中世 

の 卜 部 氏な どの 所爲か とも 思 は れ る。 又 は 、朝鮮 交 字の 書か れ 

r  f  ゥ  A  ォ  *  キ  ク  ゲ  コ， 

守.  、 .  波 

恒 ^u^^ タ t  。1 ^  -2 ^多. 字 

マ  ミ， ム  ^  ^  ャ  It*  ふ  3 

！ 

たの を 見て、 これ を 解す る 事が 出來 ない の で、 神代文字と". ^、解し- 

^間に これ を 云ひ廣 めた とい ふやうな 原 困 も ある 事で あら う- 

神代文字の 種類- 神代文字と 稱 せら" る ものの 代丧 的な もの ば、 W 卜： の兩 種で あ る . だ 
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九 二 

此の 他に、 篤 胤が、 「神 字 日 文傳」 の附 

錄の 疑字 篇に收 めた 諸 字が あ h^、 「日 

對 本 古代 文字 考」 に は、 これらに、 六 行成 

字 (呵 奈 伊知 字)、 種子 字、 守 恒 字、 阿 波 字、 惟 

足 字、 伊 豫 字、 筑 紫 字、 對 島 字、 齋 部 字、 爽 奴 

.P 字、 豐 國字 等の 名稱を 付して 揭 げてゐ 

るので ある。 その 中には、 天 種子 命の 

御作と 云 ふ ものが 若干 ある さ う し 

て、 「日本 古代 文字 考」 では、 わが 假名 

. 文字の 字源 さ へ も、 これらの 祌代 文字 

齋 に 求めよう として、 種々 の說を 立てて 

部ゐ る。 

神代文字の 字源 以上の 如く 上 

字 

古に わが 國 人の 發 明した 文字の 存在 

を 主張す る說 もあった が、 今 日て は 全 


z クシ そ、 > 


く 一顧の^ もない ものと 考 へられて ゐる. これ は， 神道 者 流の 偽作 か、 好事家の 物 數奇な 偽 

作と しか 解され ない. 叉、 中 に は、 朝 鲜 などの 外國 から 傳來し た、 古 土 器、 古 器物に 記して ある 

文字 を 見 誤 り、 讀 み ひがめて、 わが 國の ものと 思 ひ 誤 ， ^、神 代 文字と 誤解した やうな 事 も あつ 

たらしい。 古 印章に 肜られ てゐる 「印.」 の 字の 篆體を 見誤って、 神代文字と 解して ゐる や 

.  うな 例 さへ あるので ある. 

此の 文字の 順序が、 多く、 ヒ フ 

ミ ョ云々 となって ゐ るの は 

神道 家の 稱 へ る咒 文より 山 

たものと 思 は れ、 そ の 字源に 

^ ついては、 朝鮮 文字よ.^ 出た 

ものの 他、 龜 卜の 術 を 行 ふ 際 

に 記す Jl.- の符を 基と して 

てゐる 種々 の 線條ゃ 紋様 を、 文 


—― 

― 

字 


.2- 


1 ノ ク— つ そ.：. 


ムザ レモ ジ 


ij 


作った もの も あ .0、 叉、 古 境から 發 堀 せられた 出土品に 記さ 

字と 思 ひ 「み、 つた もの も あるら しい 二  古 K 交字考 I 一  で は、 幾何 模様 的な 諸種の 11 を 描き 

これ を 基と して、 その 或る 線 を 取 つ て 組 み 八 "せる 事に より、 さまざまの 祌代 文字が 生じた と. 
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その 字源 を考證 して ゐる。 神^文字 は 偽作で あると して も、 偽 作の 根 據は或 

にある のか も 知れぬ。 「日本 古代 文字 考」 に 七 字源と して 掲げて 


ゐる もの 


ま 


I 力 

七 種 
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0 訓讀の 困難 上代 文 學 で、 最 も 困る 事 は、 そ の 文 章、 歌 謠の訓 の 不明なる 

ふ 事で ある。 全部 一 音 一 字の 假名 書で 書かれて ゐ るなら ば、 さ う 云 ふ 事 は 

だ 面倒 な の と、 漢字 の 使用が 自由 奔放と なる に從っ て、 使用者の 趣味 性な ど 

まの 使用法が して あるの で、 今 日 か ら は、 ど うしても 訓讀の 分らぬ ものが 出 

たと へ、 一 音 一 字の 假名 書で 書いて ある もので も、 曰 本書 紀の齊 明 天皇 卷の董 

く 意味の 分らぬ —— - 卽 訓 の 分らぬ ものな どもあって、 上代 文學に お いて は 

ふ 事が、 一 大難 關 となって ゐる。 平安朝 以後、 假名の 發 明せられ た 後の 文學に 

難 は 甚だ 緩和 せられて ゐ るので ある。 

漢字 の 訓讀 が 疑 ひない 場合で も、 や は.^ 時代の 變 遷に從 ひ、 言語 が變遷 する 

確實な 訓讀の 下されない 場合が ある。 例へば、 ri 條」 はシヌ 、「黄金」 はクガ 


の が 

、 ，、> 

i 力 

手 傳 

來 て 

謠な 

，此の 

ま、 此 


う 云 ふ 所 

あ る。 


多い と 云 

、それ は甚 

ひさ まさ 

ゐ る。 又- 

ど に は、 全 

訓讀と 云 

や SI  ^ 掘. 


か ら、 必 やし も 

ネ、 「野」 は ヌ 


と， 前す ると して も、 旣 に 奈良朝 時代に、 これらの ゥ列音 はォ列 音に 變 化しつ つ あ つて 兩音が 

行 はれた か ら、 場合 によって は、 R 條， 一 は シノ、 「黄金」 はコ、 ガネ. 一野」 はノ であるか も 知れ 

す， こ れが 假名 *: で 記されて ゐ ない 限り は 明瞭で ない と 云 ふ 事になる- 一夢」 をィメ と訓む 

力 ュメと 訓むカ 一魚」 をィヲ と訓む か、 ゥ ヲと訓 むかと 云 ふやうな 事 も 同じで ある. 更に 

進んで、 「食 一 の 字 を、 ケ と訓 むか ノ ス と訓 むか ヲ ス と訓 むか ノ ム と訓 むか、 「數」 の 字 は， 力 

ス と： も 力 ズ ゾ フ と， まも 力 ョ ム と 訓むカ 或 ひ は、 シ バ とか ■ シ ク とか (何れも 頻の 意)、 ナ メ  (：^ の 

意に 用ゐ て) とか. マ ネク とか、 その 時に 應 じて、 さま ん、 に 訓 讀 せられる ので ある I かう いふ 

場 合、 决 定 的の 訓の附 せられない 事 が、 屢 ある。 次に-. 文字の 使用法 も、 書 籍 によって 樣々 であ 

り、 古 い 時代の ものに は、 假名 書であって も、 後 世に は 普通 使用し な い 文字 を 用ゐた り、 後 *1 と 

は 違うた 發音を 現 はすた めに 用 ゐられ たもの も ある 殊に、 大矢透 博士の 「假名 源流 考」 

による と、 最 も 古い 金石文に 見える 文字に は、 「{ 且」 「奇」 を、 ガ、 力の 假名に 使用し、 「居 一 「擧」 

をケの 假名に 使用し、 「巷」 をソの 假名に 使用し、 「俾」 をへの 假名に 使用し、 「明」 を マ の 

假名に 使用し、 「移」 をャの 假名に 使用し、 「里」 を 口 の 假名に 使用す ると 云 ふやう な、 變 つ 

たもの が あつ て、 記 紀萬 葉の 假名と は 甚だ 逢って ゐ る- これより 進ん で、 複 音の 假名になる 

と 一 層複雜 で、 解釋に 先立つ て、 先づ その 讀み 方の 研究 をし なけ れ ばなら ぬ • 否-正しい 讀み 
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方が 與 へられたならば-それ は， 大方 正しい 解 釋が與 へら 

此の 點が、 他の 時代の 文學 と， 上代 文 學 と、 硏 究の 方法の 甚 

0 發 音の 變化 又、 その 文字の 發音に は， 後代と 異なつ 

ハヒフ へホの h 音 は、 上 古 は P 音で あつ て. パ ビ プ ぺ ポ と 

今日で は 更に W 音、 叉 は 子 音 

知られて ゐる 如くで ある 

て、 後代の やうに、 國語 式の 發 

ホの 假名と して 用 ゐられ て 

事 も、 明 かに せられて ゐ る- 

S "の 三種 類が あつな 然る 

てし まった。 併 し、 上 古で は- 

カム ナ ビ ナゲ カム 

る.. 甘 嘗備、 歎敢の 如き 使用 

川 は、 一 干」 「君」 が ，A 鼻音で 

字であった 事 を 示す もので 

後世、 こ れらの 漢字の 音 讀は 


を脫 落して 母音 だけの 音 に 

又， 漢 字の 發 音 も、 上 4n では、 可 

音 と、 化 してし まふ. S き 事 は 

ゐ る 漢 字 も、 支 邪 で は，.！：：  く パ 

こ れと 同様に，. 邪の 漢字が 

に、 此の 三種の 鼻 音 が 、後 世 に 

明か に、 此の 三種の 鼻音 を區 

は. 「甘」 「敢」 が m 鼻音 で あ 

ある 率 を 示 し、 鐘 禮、 香 山の. S 

ある 然るに .ゼ 音 は. 我が 國 

カウと か シ ャゥ とか 云 ふや 


たもの 

異 な る 

ゐるも 

つ た 

化 し 


の 

密 


か つ 

。フ ぺ 

人 せ 

昆同 

し て 

事 を 

は 實 

な 事 


と 云っても よい 程で ある 

點 である  一 

の が あ る 例へば . 今 H の 

が f 音 と なり ズ 音 と な り.！ 

つ あると 云 ふ事實 は、 世 に 

に-そ の もとの 發音 に從 つ 

從 つ て、 前 述 の ハ ヒ フ へ 

と發 一昔 せら れた 文字なる， 

れ た 時、 そ の 鼻音 に は、 n  m  _ 

て， 殆ど n 一， 種の 如くな つ 一 

字 を 使用して ゐ たので あ 一 

ュ f ラカニ ァラ+ 'ク 二 

し、 湯 鞍 干、 不有君 の， S き isi 

「鐘」 「香」 が ^ 鼻音の 文 

に は 現 はれなかった ので. 

なって しまった。 今日で 一 


も、 支 那の 地名 に、 例 へば 上海と 書いて Shanghai と 讀 んでゐ る やうな の も、 支 那 で は、 や は b- 

, 「上」 はシャ ゥ で はなぐ、 s> 鼻音 の 文字であった からで ある わが 國の 地名の、 相模、 愛宕 等 

も 同様で. 「相」 は sang と發 音 し、 「宕 J は tang と發音 L たから、 これに 母音 を 付.，. て. サガ、 タ 

ギ と 讀 む やうに なった わけで ある r 決し て、 本 來サゥ とか タウと かいふ 發 音であった わけ 

ではない. なほ 上例の、 上海の 場合の 如 く、 海 は hai とよむ ベ き 字で ある が、 こ れが 我が 國の 

上古に は、 h 音が なく、 前述の 如く、  h 音の 所 は P 音 であった。 從っ て、 支那の h 音 の 文字 を、 我 

が國 では k 音に 讀 んでゐ た • それ は、 h 音 も k 音 も 咽喉の 奥から 出る 音 で、 類似した 所の あ 

る 音で あるから である 支那の 地名の 漢 口の 「漢」 を 支那で はハ ン わが 國 では カンと 云 

つて ゐ るが 如き も 同 例で あ る かやう にして、 現今の 、ノ ヒフ へ ホは、 上古で は パ ピ プ ぺ ポ で 

あ り、 漢 字 のハ ヒスへ ホの 音 は、 我 が 画で は 力 キク ケ コの 音に なって ゐる ものが 多い， かや 

うな わけ で、 漢 字 の 發 音 に は、 わ が國 にない 發 音が あつたり し て、 さ う 云 ふ 場合に は、 な る ベ く、 

類 似 の 發 音に 近づけて W ゐた り、 漢 字の 使用に は 大いに 苦心した ので ある， それ に、 そ の 發 

音が 常に 變 化して e  くの に、 文字 は變 化し ない もので あるか ら、 後世の 變 化した 發音 で 上古 

の 言語 を 推理す る と、 間違 ふ 率が あ る： 上古の 音韻 は、 後世と は大 い に 違 つた 所が あつ た t 

そ の 上、 漢 字 の 古 音 も、 後 ゆと は 違 つ て、 變 化して ゐ たから、 一 層 その 現象の 瞭 でない ものが 
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多/、、 誤られ 易い の である f 故に、 上代 文學の 研究に 當っ て は-此の 點の 注意が-大いに 必要で 

ある， 前に も述 ベ たやう に、 使用の 文字に 對 して、 正確な 訓み方 をつ ける 事が、 上代 文 學の研 

究 では 重要な 第一 義 的の 任務と なって ゐ るので あるか ら、 漢字と 國 語との 關 係に ついては、 

特 に、 留 意せられ なければ ならぬ r 

0. 特朱 假名 遣 卜-代 は 後 ぼと 音韻が 違って ゐ たとい ふこと に關 して、 近時， 上代の 特殊 假 

名 逢と 云 ふ 事が 問題と なって ゐる， これ は、 本居宣 長の 「古事記 傳」 に、. 古事記の 假名の 使 

用法 を 研究し. コ の 假名に は、 許、 古の 二字 を 用 ゐてゐ る 中で、 「子」 の 意 を 現 はす 場合に は， 古 

の 字の み を 書いて 許 を用ゐ なかつ た、 或は ノ の 假名に は、 米、 賣の 二字 を 用ゐた 中で、 「女」 の 

ま を？ P=J はす 場合に は、 賣の み を 用 ゐ て、 米 は用ゐ なかつ た、 と 云 ふやうな 例 を 多く 掲げて、 ある 

，を はす の に、 定ま つた 假名 を 使用して ゐる こと を 述べ た 研究よ，^ 發展し て、 石 塚 龍 麿が- 

「假名 逢 奥 山路」 で 精細に 調査した 所で ある- さ う し て、 記紀 萬 葉 の 上代 文學の 假名 寄 を 

折究 した 結果、 ェキ (淸 濁) ケ (淸) コ (淸 濯) ソ上淸 濁) ヌ ヒ (淸 濁) へ (淸 濁) ミ メ ョ 口 の 十三の 假名 書 は 記 

.9- 萬 葉の いづれ も、 二種に 區 別し て、 文字 を 使用 して を.^、 チ モの 二つ は、 古事記 だけ は 二種に 

分けて 文字 を 使用して ゐ るが、 日本書紀と 萬 葉 集で は 混用して ゐる. その他に は、 右の やう 

な區 別が 認められない、 と いふ 事が わかつな 此の 龍 麿の 研究 を、 更に、 橋 本 進 吉降士 が 敷衍 


して、 ケも 淸濁兩 方と もに 二種の 區 別が ある 事 を 明かに し、 叉、 龍 麿の 研究の 信憑す ベ きもの 

である 事 を、 一層 明瞭に 裏書せられ たので ある- 勿 ； T そ の 間に 例外 も あつ て、 卽 ち、 假 名 遣 の 

混同 をも來 した ものが 間々 存 する がと にか く、 此 の 法則 は、 大 體 上代 文 學に 於いて は 守られ 

てゐる 此の 特殊 假名 逢が 守られて ゐる か， 混 同せられ てゐ るかに よつ て. その 作品が ヒ 

文 學に屬 する か、 後代の 偽作 かも 大體 判斷 出来る し、 叉、 文法 や 語原 等の 研究に も 役立つ が 

多い ので ある. 例へ ば、 籠 麿の 研究に よ れ ば， ョ の 假名 に 一 一種 類 ある う も、 余餘與 * 等 は 一 類 

に屬 し、 用 欲 容等は 他の 一類に 屬 する" さう して、 「夜」 の 場合に は、 後者 を用ゐ 、「ゆ 二 代」 

の 場合に は、 前者 を 用ゐる これによ つて， 一夜」 と. 「ftj と は、 全く 別種の 語原で ある 事が 

わ か .0、 叉- 此 の 假名 書の いづれ を 用 ゐてゐ るか を 見る 事に よって、 いづれ の 意味で あるか も 

判 斷出來 る わけで ある。 

ウラル アルタイ 語族 かやうな 假名 遣の 區 別が 上古に 存在 した 事實 は、 發音 の 相違に 

よる 事 は 明かで ある が、 併 し， そ の發 音の 相違 は、 い かなる點にぁったかと云ふ^！になる と.^ 

瞭 ではない ある 說 明で は， ゥ ラル アルタイ 語族に は、 母 音 に、 普 通の 母音と 別種の 音と 二 

種 ある もの が、 認め られる が-わ が 上代の 特殊 假名 遣 も、 や は り-さ う 云 ふ 母音の W 違に よ る ら 

ので-この 現象 は-わ が國 語が ゥフ ルァ ル タイ 語族に 屬 するとい ふ 一 證 になる もの C あると 
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も說 かれて ゐる その 性質 は、 来 だはつ きり 分 ら ない が、 恐 ら く は、. 母 音の 相 逢に も と づ くも 

ので あら う. さ う して、 元來 は、 す ベ て の 音 が、 兩 種の 母音 を 用ゐる 事に よ..^、 二種の 發 音に 分 

れてゐ たと 思 はれる が、 後 次第に 兩 種の 音が 同化して、 ある 子音 を 持つ もの は、 母 音 を區 別せ 

す、 一 種の 音と 化して しま ひ、 古事記 で. は、 まだ チ モのニ 音も兩 種に 分けて ゐ たの に、 日本書紀. 

萬 葉 集になる と、 まう 此の 二つ の 音 における 兩 種の 區別も 失 はれて ゐ ると 云 ふ 風 で、 遂 に 全 

く、 奈良朝 末 か、 平安朝 初に、 母音 の 二種の 區别 は、 亡んで しまった ものと 思 はれる. 

, ウフル アルタイ 語族と 云 ふの は、 印歐 語族、 ハム セム 語族 等 に對 する 名稱 で 、朝鮮 、満洲、 蒙古、 

\.耳 古 等の ァ レ/ タイ 系の 語 族 も、 そ の 一で あ り、 日 本 を も、 そ の 中に 人れ て， 世界 地圖 上に、 一 大 

弧線 を 描く 語族 をな して ゐ るので ある- その 著しい 持 色 は、 テ 二 ヲ ハ の 使用 や 活用の ある 

語に は 語尾の 存在す る 事 等で ある. かう 云 ふ 性質の 語 を 膠着語と 云 ひ、 印歐 語族 や ハ ム セ 

ム 語族の 言 語 を 屈折 語 と 稱 し、 支 那 語の 如き を 孤立 語、 ァ ィ ス 語 の 如き を 抱 合 語と 稱す るの 

に對 する 名稱 である- わが 日本語 は、 いろくの 說も ある が、 大體、 膠着語で あり、 クラル アル 

タイ 語族に 屬 する ものと 昆て よい やうで ある- 此の 事 はおの づ から 人種問題 にも 關 連し 

て來 る. 

國字. 和 字 漢字の 使用に 當 ^、我 が國の 事物で、 支那に 無い もの は、 漢字 としても 存在し 


よ 、害で ちる から-こ れら は、 假名 書で 書き 現 はす か， 叉 は、 漢字 に眞 似て、 別に 新しく 漢字ら し 

、 0 の を 作つ ：」 叉、 漢字に 宛て はめる のに 適切な 文字が. 見付からな いやうな 場合 も 同様 

こ ^^hs 計らつ て 造 字した これ を 和字 叉は國 字と 云 つて ゐる 榊、 t. 、軻、 鏠、 梓な どの 文字が 

それで-こ I は、 奈良朝 期に お い て も、 旣に存 する ことで ある さう して、 かかる 漢字の ハぉ： 

努ゥの 他面、 漢字 を 簡略に 使用しょう とする 努力が、 遂に 支那に 全く 見ない 和字、 國字を 生む 

に 至った 平 假名、 片 假名の 文字が 卽 ちそれ であ る- 此 の 漢字 の 克服が、 同時に、 上 代 文學の 

結末 を 告げる もので あり、 假名 文字の 發 明が、 次期の 文學の 黎明期 を 形造る 事と なった の で 

あ る  - 
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第二 編說 話文學 

上古に おいて は， 未だ 文學 とい ふやうな 藝術 意識 は發 達せ す、 た だ 人の 自然に 發 した 詠嘆 

が歌謠 となった が、 巧 み な 構想 を 必要と する 小說の ご とき 創作 は、 未だ 生す る に 至らな か つ 

た， 併し "自己の 經歷 體驗に 就いて 語 b  、或 ひ は， 自家の 傳來 歴史に 就いて 述 ベ ると いふ やう 

な 事 は、 文字 の 無い 上古 か ら 存 し、 そ れは 一 種の 宗敎 的せ 信仰 を 以て 語られる とと も にズ. そ 

の 語 る 調子 は、 甚だ 韻律 的で あ つ て 、要す る に、 此の 時に 當 つ て は、 歌 謠と說 話， 物語と 歴史との 

明瞭な 區别、 相違が 認識せ られ なかった 然るに、 文字で こ れ を記錄 する 時代が 來て、 漸く、 歌 

謠と說 話との 區 別が 明瞭に なり、 說 話と 歴史との 相 逢 も 亦 明かに なつ C 来た. それと 同時 

に- 自 re の 歷史. 一 家の 歷史， 一 鄉 の歷史 は、 更 に擴充 せられて 二 國の 歴史にまで 發展 し、 こ れ ら 

を 取りす ベ て- 說 話と 歷史と の 限界 は 明かで ある が、 歷史 以前 の 所溥 に關 して は "全く 說話ロ 

碑 以ルに は-よ る ベ きも のがない ので ある か くて、 說話 口碑と 史實 とに よって. 上^の^ 典 

が 出来 上つ C ゐる 純粹 の歷史 は-文 學 以外の もので あらう 併し、 口 碑說話 は ■ 文學の 始原 


と して、 巧 まざる 文， として-口誦 文學 として どれ を 文學の 中に 取り扱 ふ 事が 可能で ある 

そ の 他 に.純粹 の 歷 史 と し て 1^: か れ た 部 分 か ら も、 吾 々は 文學的 表現 を 見出す 事が 出来る で 

あ ら う 少 く と も、 次 ^  へ 文 學的遺 產を殘 して ゐる とい ふ點 からだけ で も、 五 I： 々 は、 か \ 

る 歴史地理の 書籍 を も 看過す る 事 は出來 ない 

要するに、 此の 編に 於いて は， 說 話文學 とと も に、 說 話文學 に附隨 して-こ れと 入り 交って ゐ 

る歷史 その他の 性質の もの を も 取り扱 はう と 思 ふので ある. さう して， これ が、 歌 謠と とも 

に、 上 代 文學を 折半して 頗る 重要な 位置 を 占めて ゐる ものな ので ある ま L て、 後 の あら 

ゆる 文犖の 始原 を此 所まで 溯 り、 わ が國 家の 文化の 始 祖. 乃 至 は國家 精神の 淵源 を- 此 所に 求 

め、 此 所以 外に は、 全 く 求める 事の 出来ない とい ふ 理由に よって、 その 重要性 は 大いに 增大す 

るので ある かやうな わけで、 此の 說話 文學ょ b 先づ說 いて 行かう と 思 ふ 

此の 編に 於い て、 主 として 說か うとす るの は、 古事記、 闩 本書 紀、 風土記、 氏 文. 4,11 語拾遗 の 五 ポ： 

である 此の 中、 純 粹の歌 謠文學 に屬 する ものに 就いて は、 全く 觸れ な い 事と し， 又. 古事記 の 

序文の 如き は、 漢文 學に つ いて 說く 所で 叙述す る 事と して、 說話傳 說文學 、及び、 それ に 附隨し 

て、 歷 史的な 記述に 就いて も、 說明 する。 古語 拾遺 だけ は 平安朝 期の 撰で ある が. そ の 內.}^： は 

確かに、 上古の 說 話を傳 へ て 文章と して 書かれた の は、 平安朝 期で あ つ. て も n 碑 的な 成立の 
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時期 は. 此の 期に あつたと 考へ るか ら-此 所に 入 れ る 

容は 此の 期の ものが 多い が、 その 文章が 書か れ、 說話 

も-平安朝 期の 話が 相當 見える か ら， 取 

同様で ある. 但、 そ れらの 書に 就いて 

らう その 際に-その 書の 解說を も、 併 


り、 か つ、 內容に 

類に 就いても 

會が あるで あ 


第一章 古 事 記 


第一 節. 成 立 


修史の 事業 


國史の 設置 古事記 及び 日本書紀が. 

おける、 修 4- の 事業の 由來を 知らなければ 

文化の 發 達に 伴 ひ、 外國 から 漢字の 渡来 


、- »  二  ノ 

レカ にし 

ならぬ。 

するとと 


ととした. 日本 靈 異 記 の ご と き も、 內 

しての 完成 を 見た の は、 平 安 朝 期で あ 


扱 はない 事と した 一 

■ 歌謠の 方面に お い 

て簡 單に記 す つ も. „ 


熱 田 大祌緣 起の 

て、 更 に說き 及ぶ 機 

•o である 


て 成立し たかを 知る 

も に、 從 來、 口 から 口へ 


に は、 ま づ 吾 が國に 

と 語..^ 傳 へ られて 


ゐた 上古の 史傳を 書き留めて おきたい、 記錄 として 殘 してお きたいと いふ 希望が 二 般の敎 

養 ある 人々 の 間 に 生じ、 そ の 必要が 痛感せ られる やうになる。 日 本書 紀履中 天皇 の卷 に、 

四 年 秋 八月の 辛 卯 の朔の 戊戌 (八 日)、. 始めて 諸國に 國史を 置き、 言 事 を 記 して 四方の 志 を 

い た 

達 す 

と 見えて ゐ て、 履 中 天皇 四 年 ( 一 〇 六 三 年) の 八月 八日 に， 始 め て， 諸國に 國史が 置か れた， 此の 

史 とい ふの は、 今日の 歴史と い ふ 意味と は 違つ て、 ただ 文章 を 書く 人、 卽 ち、 書 記 官の事 を 云 ひ、 

此 の 時 に、 諸國 に、 書記官が 配置 せられた ので ある。 これ は、 必す しも 、歴史 を 書き記す ので は 

な く、 寧ろ-地方で 起った 種々 の 事 がら や、 檨 々 の 意見 を 中央政府に 報告し.. 通達 せしめる 爲め 

に、 それら を 書 き 記す 役目で あ り、 又 國と國 との 間で も、 文 書 を 往復す る 必要の ある 時 に、 そ の 

文書 を 認める 官吏で あると 思 はれ るが、 飯 田武鄕 の、 日本書紀 通釋に は、 此 所の 文章 を 解釋し 

て， 

此の 時の 記 は、 國々 の 風土 を 記さし め 給 ふ が、 專 ら 本旨に ぞ あ.^ けらし。 故 平 田 翁 も此文 

を 引かれて 化 は 風土記と 言 は ざれ ど も、 諸 國 の 言 と 事と を 記す と 有る もて， 其の 記せる 誌 

の 風土記の 體な りけん 事 知る ベ し、 と 云 はれた.^。 

と 記して ゐる。 とにかく， 此の 役目の 人が 置かれて よ. o、 此 所に 始めて、 公の 記錄 を ポ：： き殘す 
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事と なった ので ある 此の 人々 が、 更 に- 

で  ない  が、 少 く と も、 官 の 記 錄 の 他 に， 文 學 

を ふるって、 地方に 文學 趣味 を、 多 少 な り 

推 古 天皇 時代の 史書 かやう にし 


に從っ て、 文 學的 方面に 於いて も、 種 々 の 

文化の 方面に 於いて、 多くの 業績 を殘し 

經義疏 の 御 著作 (勝 鬉經、 維摩 經、 法 華經の 

た 事 は、 R 木 書 紀推古 天皇 卷ー •： 十八 年 ( 一 


一 〇 六 

地方の 史 傳、 說 話の 類 を 書き留め たか どうか は 明か 

的 方面に も 趣味 を 持って ゐた 人が あ 、屮 に は、 文筆 

とも 注入 鼓吹し 得た やうな 事 はあった かも 知れぬ， 

て、 記 錄、 文書 の 類 が、 次第に 書き 殘 されて 农 たが、 更に. 

さ う 云 ふ斷片 的な も 

のよ んで 、ま と ま 

つ た 書籍の 形 をと つ 

て-著作 される やうな 

機運 も：^ つ た 

推 古 天皇の 時代 は. 

かやうな 文化の 進展 

著述の 勃興した 時代で ある h 聖德 太子 は、 此の 精祌 

て を ら れ、 推 古 天皇 十ヒ 年よ. 9  二十 二 年に わたる 三 

三經の 注釋) に つ いで、 更に， 史書の 編纂に 着手せられ 

一 一八 〇 年) の條に 


-  >  ,  -- まのお と，. -  す もらみ ことの ふみ  くにつ ふみおみ む，：' じ. ち. -パャ つ こくに いみ やっこち あ り や-て ふ.，， たら， ひに.； わ はみ たか，：'.；. ち. rt つん.： 

曰|5 歳、 皇 太 子、 島 大臣 共に 議 りて、 天皇 記、 及 び、 國 記、 臣 連 伴 造 國造百 八十 部 並 公民 等の 本 記 を 

錄す， 

と えて ゐる。 これ が、 正 史に現 はれて ゐる 修史の 業の 初見で ある 此所 に， 三 種 の せ C の 名 

が 見える- 天皇 記 は、 御歷 代の 御 事 を 記し 奉った もの， 國記 は、 天地開闢 以來 の、 我が 國の歷 

史ゃ 、神話 傳說類 を 記した もの。 臣連伴 造 國造百 八十 部 並 公民 等 本 記 は、 臣下の ，.^:氏族 の系 

統等 について 記した ものと 忍 はれる" 此の 害 は 今日 傳 はらない。 現存せ る 舊事本 紀を聖 

德 太子の 御 撰と 記して、 此の 時に 出 來た番 で あると 古く 稱 して ゐ るが、 こ れは 偽書で ある か 

ら、 信 じられ ない。 その 翌年に， 聖德 太子 は 薨 去し 給 ひ、 此の 時の 稿 本 は、 恐 ら く、 聖 德 太子の 斑 

鳩 宮に藏 せられて ゐ たので あらう が、 い つ か、 蘇 我 氏の 藏 する 所と なって ゐ たと 思 はれる" 

さ う L て、 皇極 天皇の 四 年 ( 一 三 〇 五 年) に、 蘇 我 蝦夷 等が 誅に 伏さう とする に 臨み ■  . 

こ i  く 天皇 記、 國記、 珍重 を燒 く。 船史惠 尺、 卽ち疾 く燒か る る國記 を 取.^ て、 中 大兄に 奉献る。 

(日本. 紀ー 

と ある 此の 時、 t 恵 尺の 功に よ つ て、 國記は 燒失を 免れ たやう で あるが、 新撰 姓氏 錄の 序に- 

此の 事 を 記して ゐ るのに は、 「國 記、 皆燔 く」 と あつ て、 す ベて 燒 失して しまった ものの 如く 

思 はれる. 併し、 同書に は、 その r に. 「天智 天皇 儲宫 也。 船 史惠尺 燼誉を 奉 進す」 と 記して 
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ゐ るので、 や は り、 書 紀と 同じ 趣の 事 を 記した ものの やうで ある。 いづれ にして も、 聖 德 太子 

御 撰の 史書 は、 早 く 湮滅して、 後 ^ には傳 へられな か つた， 

天武 天皇 時代の 史書 聖德 太子の 御 撰に つ い で， 日本書紀 天武 天皇 卷の、 天武： 火 皇十年 

二三 四 二 年) の條に は、 

やよ かのえのう まつ 1 ..- 一ち  クの弋 のい ぬ  すめら みこと  まし ま 

一二 月の 庚 午の 朔 ：： ば4^-(十七日)、天皇大極殿 に 御し、川島皇子、忍壁皇子、廣瀬王、竹田王、桑田 

王、 三 野 王、 大錦下 上 毛 野 君 三 千、 小 錦 中、 忍 部 連 首、 小 錦 下 阿曇 連稻 敷、 難 波， 連 大形、 大山 上 中 si 

みことのり  すめら みか r の ふみ  かみつよの こ と  •  • ぃヌだ J 

大島、 大山 下 平 群臣 子 首に 詔して、 帝紀、 及び、 上古 諸事 を 記し 定 めしめ 大島子 首 親ら 筆 を 執 

りて 以て 錄す。 

と あ り、 此 の 度 は、 か く-多 く の 人 が 編 纂 に 携 つて、 天皇 自ら 大極殿に 御 し、 皇 子諸臣 に、 撰 定の事 

を 詔せられ たので あるか ら、 公 式の 御 撰であった。 かやう に、 年 を經 て、 いよいよます ま す、 修 

史の業 は 盛大に 行 はれる 事と なった が、 此 の 時の、 その 事業. が 果して 1^ 功した かどう か 疑問 

で あ る" 併 し. 日本書紀の 原 撰 は、 此 の 時に 形 を 整へ たもので あらう と 思 はれる。 此の 書 も， 

帝 紀>- び， 上古 諸事の 二つの 性質が きまれて ゐた。 帝紀 は、 推. ^ 天皇 二十 八 年の 修史の 時の 

天皇 記に 當.^  、上古 諸事 は、 そ の國 記に 當る もの で、 此の度 は、 臣下の 記錄は 省か れ た。 卽ち， 公 

式の 御 撰と して は、 天皇 を 中心とし 奉 り、 事、 國 家に 關 する 說 話歷史 を集錄 した もので、 臣 下、 及 


び、 地方に 關 する も の は、 こ れを 別個の 記錄に 委ねる 事と したので ある。 ここにお い て、 皇室 

及び 國家 中心の 說話、 歷史、 及び、 臣下の 家系 を 記した 氏 文、 地方の 說話等 を 採集した 風土記の 

類が、 分れて ゆく 率になる。 

以上の ご と き、 修史の 業が 累積し て、 遂 に. 現存す る 最古 の 國史、 古事記が 撰定 せら れる 運び 

となった。  Z 

(一一 古事記の 撰定 

古事記 撰定の 由來と 目的 古事記の 成立に 就いては、 太 安麻 呂が 記した、 その 序 文 (上 表 

文) に 就 いて 見る と 明かで ある， 此の 文章に おい て， 太 安麻 呂は、 建國 の. E 米を述 ベ、 天武： 火 皇 

の 大御代までの 治^ を 叙し 来って 曰く、 

こ こ に 天皇 詔 し たま はく 朕 聞く、 諸家の 燮た る 所 の 帝紀、 及 び、 本辭， 旣 に 正 實に違 ひ、 多く 虛 

偽 を 加 ふ と。 今 の 時に 當り て、 其 の 失 を 改めす ば， 来 だ 幾ば くの 年を經 すし て、 其 の & 滅 び 

なんとす， 斯 すな は，.^ 邦家の 經韓、 王 化の 鴻 基な り" 故 惟る に、 帝 紀 を 撰錄 し、 葡辭を 討 鼓 

し、 僞を 削.^ 實を 定めて、 後葉に 流 へんと すとの たま ふ。 時に 舍人. あり。 姓 は 稗 田， 名 は s: 
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わた  よ  ふ  しる 

禮、 年 は 是れ廿 八。 人となり 聰明に して、 目に 度れば 口に 誦 み、 耳 に拂 るれば. もに 勒す 

ち、 阿禮 に Bli し て， 白 iS 日 繼、 及 び、 先代 舊辭を 誦み習 はしめ 給 ひぬ。 然れ ども， 運 移. 9 世異 

.  .  りて、 未だ 其の 事 を 行 はす。 (中 


^ 拔 デ 4.^, 人 <タ え A ふ ザ 

s\  え S  ^  .门 之 岸氣神 ts- ザ， き 戴 又 

^  ^  s.^  S あ. t,. ま歲， 上 ぢ： ^  S 
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己 
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序 


淸 

氏 

蔵 


略) こ 


あやま 


f 舊辭 の， it;^ 忤 へる を 

あやま して- 1,-* じ 

惜 し み、 先 紀 の、， 錯れる を 正 

さむと し て、 和 銅 四 年 九月 十八 

:H を 以て、 臣安 萬^に 詔 し、 俾 山 

の 阿禮 が 誦 む 所 の 棘 ：^^i の ^辭 

を撰錄 して、 以て 献上せ よとの 

たまへ り。 

右の 文章の 中に、 帝 紀、 帝 皇 HI 繼、 

先紀と あるの は， 前 に 見 え てゐた 


- . 天皇 記、 また、 帝紀と 同様の 內 の 

も の、 本辭. 書辭、 先代 葡辭と いふの は、 前に 記した 國記、 また、 上古 諸事と 同じ 性 の も のと 忍 は 

れる。 卽 ち、 聖 德 太子の 修史の 時以 來、 天 皇に關 する 御 系 譜、 そ の 他の 御 記 錄、 及 びそれ と 二 般 


國 家の歷 史、 傳 ^ 語 が.. な が く、 上 4n の^.^" の 巾 心と なって ゐ た， さう して その 間 に、 民 間 で 

は， そ れ ら の帝紀 ゃ舊辭 はま ノ謬 に 滿 もた 寄籍 が、 種々 傳來 撰修 せら れてゐ たので ある^ これ 

はまこと に、 國 家の 重大 事で あ る， そ こ で、 天 武 天 皇 は、 壬 申の 亂の平 定後、 意 を 文治の 方面に 

用ゐ給 ひ、 卽ち、 天武 天皇 十 年に. 官撰 の史. _t を 編纂せ しめよ うと 遊ば された。 それと とも に- 

舍 人の 稗 田 阿禮に 命じて. 帝皇 H 繼、. ^ び， 先 代舊事 を誦み P 曰 はしめ られ たので ある. -火武 天 

皇十 年に 撰ば しめられた 帝紀 及び 上古 諸事と. 稗 田 阿 禮に誦 み 習 は しめられた 帝 皇日繼 及 

び 先代 舊 事と は、 い かなる 關係 が あるの か 明かで ない が、 こ れが 全く  M 一  の もので ない 寧 だ 

け ま確實 である" 彼は官 撰の 歷史 として、 多-勢の 人々 が 共同して 大規模な 組 縛の もとに ..." 

劃せられ た 修史の 事業で あるが、 これ は、 天武 天皇が、 親しく 稗 田 阿禮に 語られた 所 を、 誦 み 習 

はしめ、 記憶せ しめられ たもので、 よ ほ ど、 私 的な 性質が 多い ので ある。 此の間の 差 は， 丁  m.n 

本書 紀と 古事記 そのものの 示して ゐる 差に 等しい.， 

古事記 撰定の 態度 そ も/,^、 修史の 業の 企圖 せられた 所以 はニ般 民間の 所傳 のま、 謬 

に 菊ち てゐ て， 正 赏を失 ふ ものが 多い のによ る- かかる 誤傳 は、 說話 の 內容を 興味深く しょ 

うとして、 様々 の 誇張 ゃ變 化が 加 へられた のに もより、 或は、 民間 諸氏 族が、 その 勢威 を" 服らん 

が 爲 め に-自家の 歷史を 尊く しょう と し て、 S 々の改竄を敢へてした>vぃふゃぅな^i!-にもょ 
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るので あら う. そ の 他. 多 くの 理由が 考 へられる が、 就 中. そ の 史實の 不正確な 點に加 ふるに • 

祌聖 なる 語 部 (語 部の 事 は 下に 說明 する) の稱 へる 語..^ 言 葉に 訛 誤 を 交へ る やうな^ は、 古傳 

說、 古說 話の 傳來に 汚濁 を 加 へる もの として 甚だ 遺憾な 現象と 考 へられる ので ある。 祌話 

傳！ ^は、 こ れを語 る 言葉 そ の ものに も、 尊 い 靈が宿 つて ゐ る そ れ が ち 一-言 靈 であって、 これ 

は、 みだ. 9 に^す 事の 出来な いもので ある こ と、 丁 度， 自 らの 身體に 宿る 靈魂を 淸淨に 保た う 

と 欲する のと 同じで ある。 此の 言 葉 の 靈 妙 を 信 じ、 そ の 尊 贵をこ ひねが ふ 立場 か ら. 言 語 を. 

文字 でもって 書 き 現す 場合 に も、 大 K な 言葉 は、 出來 る だ け-こ れ を 文字 の 而で訓 ま れ. る や う 

にしたい とい ふ 希望 も 起る わけで あるが、 いまだ 假名の 用法の 發 達しない 際にお い て、 漢字 

だけ を^り て、 國 語 を 表現し よ う と す る 爲 め に は、 並 々 な ら ぬ 苦 心 を 耍 しな それ を、 古 事 記 

の 序文で は. 更 に 前 の 文章に 續 け て、 か う 記して ゐる， 

すで 

然 れ ども 上古の 時、 言 意 並に 朴 にして， 文 を 敷き 句 を 構 ふる こと 字に 於て は ST ち 難し。 p_ 

に訓に 因りて 述 ぶれ ば、 詞 心に 逮ば す、 全 /、 昔 を 以て 連 ぬれ ば、 事 の 趣 更に 長し 是を 以て 

今 或は 一 句の 中に、 音訓 を 交 へ 用ゐ、 或は 一 事の 内， 全く 訓を 以て 錄せケ ~ 卽ち， 辭理 見え 15! 

一. , 

き は 注 を 以て 明 し、 意 ま の 解..^ 易き は 更に 注せ や， 亦 姓の 日 下に 砍沙訶 と 謂 ひ、 名 の帶の 

字 に 多羅 斬 と 謂 ふ、 此の 如きの 類 は、 本 に隨 ひて 改めす。 


卽 も. 上 古 の 言 語 も 意味 も、 素 朴 簡単なる が 故 に、 こ れを 漢文で 書き 現 はす 事 は、 却って 困難で 

ある， 何と なれば、 漢文に 於いて は， 辭 句に 對 句の 修 辭ゃ駢 儷の 文體が あり. わが 上古の 簡素 

なる 言辭ゃ 内容 を 持つ 神話 傳說 を、 さ う 云 ふ 文章に 改めて しま ふ とい ふの は、 原 說話を 損 ふ 

危險の ある 事 は 云 ふま でもな く、 漢文に 飜譯す ると いふ 事 も 甚だ 困難で あ b  、多くの 障害が 

伴 ふので ある.. それで は、 さやう に、 漢文に 書き改めす に、 漢字の 持つ 意味に 賴 つて、 訓讀 せし 

める 方法 を 取れば どうで あるかと 云 ふのに， それで も、 說 話の 意味 だけ は、 純 漢文に 書き改め 

る 場合よ b も.. 原 說 話の 內 容に卽 して 表現せられ るで あらう が、 や は b  、言 葉 そのもの は 十分 

に 現 はさ れな い そ こで、 漢字の 音 だけ を 借りて、 これ を假 字と して 用 ゐれば どうかと 云 ふ 

と、 こ の 場合に は. 言葉 そ の もの は 満足に 表現 出來 る こ と， 今 日の 羅馬 字と 同檨 である が、 併 し. 

一 音 を 一 字で 表現す るので あるか ら、 全體 の 分量が 甚だ 長くな り， 劃 の 多 い 漢字 を用ゐ て、 こ 

れを 記す とい ふ 事 は、 記 者に とっても 讀 者に とって も、 ま ことに 煩雜で ある そこ で、 古事 Pi 

の 記者 は、 上記の 三種の 方法の 中、 第 一 種の 漢文に 譯 する 方法 は 避けて、 第二 種と 第三 種の 方 

法 を 採用 し， 昔 訓 を 交へ 用ゐ たので ある ~ 尤 も、 さ うは 云って も、 當 時の 文筆に 親しんで ゐた 

人 々 は、 多く 漢文 の 記法よ.^ 他に は 知らなかった ので あるか ら、 自然、 そ の 記す 文章 に は、 漢文 

的な 部分の 著しい 事 を a- かれなかった が、 記者の 苦心 は、 寧 ろ、 さう した 漢文 的 記法の 型 か ら 
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脫出 する 事に あつたと 思 はれる。 それ は、 明治 以後に 於 い て、 漢文 直譯體 の 堅苦しい 文章 か 

ら 平明な 言 文 一 致體の 文章に 脫 する ことが 却って 困難で 二 時 その 苦悶の 時代 を經過 して 

ゐ るのと 同じで ある， 太 安麻 呂 として は、 漢 文 的 表現 を破壞 する ことに 苦勞 したので ある。 

古事記の 表記法 右の やうな わけで あるから、 古事記の 中に、 な は、 漢文 的 表現が 多分に 

殘 されて ゐる として も、 そ れは 不思議 はない 事で ある： か つ、 純粹に 漢文で 書か れてゐ て も. 

日本語で 讀 むのに、 何らの 差 支へ のない やうな もの は、 書 き 馴れた 容易な 記述 法の、 漢文 的 表 

現 をと つたので ある。 本當の 漢文の 文章と いふの は、 獨特 のむ つか L い 修飾 的 文 辭を持 も. 

故事 出典の 多い 難解な 修辭を 重ねる のであって、 かくの 如き 漢文 的 修飾が あって は、 到底、 R 

本 語と して 讀む事 は出來 ない 古事記の 漢文と いふの は、 さう いふ 漢文 獨特の 煩縟な 修飾 

的 表現 を 持つ もので はない から、 たと へ， 日本語 的な 表現と は 違って、 その 語句の 位置が 顕倒 

し て 置かれた-.^、 漢文 獨特 の 助辭が 使用 せられた b して ゐた としても、 こ れを國 語で 讀 むの 

に は、 少しも 差 支 一へ がなかった ので ある。 古事記の 始の 方の 文章で、 

天地 初發之 時、 於，， 高天原， 成祌 名：： 

と あるの は、 漢文 的 表現で あるが、 これ を、 文飾 釆 藻の 豊富な 當代 の純粹 の 漢文の 文章に 比 ベ 

ると 雲泥の差が ある ほどに 平明 素朴で あり. 日本語で 訓み方 をつ けて も、 殆 ど讀み 誤る 事が 


な 、_  i どに 容易な 文章で ある 

並獨祌 成坐而 身 & 

こ 1 二なる と 一成 坐」 とい ふ 字 は、 日本語 的 表現であって、 漢文と して は、 讀む 事の 出来ない 

字面で ある、 更に. 

國 稚 如，， 浮 脂， 而 久 灘， 下 那洲多 陀用幣 琉之時 

に 至る と- 「久羅 下 那.^ 多陀用 幣 琉」 の 十字 は、 全く、 假字 として， 日本語の 丧 現に 用 ゐられ た 

も の、 卽ち 所謂 萬葉假 字で ある、 かやう に、 三種の 方法 を縱橫 に紐馳 して、 國 語で 讀 解す る 事 

こ 量感 ：-ふ きを 期した， さう して、 此の 爲 めに 註 を 頻繁に 加へ てゐる 

( *  ；ンテ ノ/ ヲフ 

天地 初發之 時. 於，， 高 天 原-成 神 名、 天 之 御中 主祌 一一。  . 

と 云 ふごと き、 訓讀の 注意 や  ， 

次國稚 如，， 浮 脂， 而久羅 下 那洲多 陀用幣 琉之時 十 气以 

と 云 ふ、 叚字 として 音 だけ を 借り 用 ゐた事 を 示して ゐる 注意 が、 甚 だ 多い ので ある。 

伊都 ."ゃ/ー男建ク1ま 一 蹈建而 

の 如き は、 此の 兩 者の 注意が 一 つに 示されて ゐる もので 「男 建 蹈建」 の 如き 表現 は. どうし 

て も 漢文と して は 解す る 事が 出来ない かくて、 古事記の 漢字の 使用法に は 
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一、 漢字の 持つ 意義と 訓 とが 一 致す る 場合。 

二、 漢字の 持つ 意義と 訓 とが 必 すし も 一 致せ す、 あ る 漢字 に、 便 宜 上， あ る國 語の 訓を附 する 

約束で 使用した 場合^ 

三、 漢字の 持 つ 意義と 音と が 一 致せす、 そ の 音 だけ を 借. 9 て、 國語 の 發音を 現 はす ものと し 

て 使用した 場合。 

の 三種が ある わけで ある" つまり 漢字の 意義 と、 國 語の 意義と が 完全に 一 致して ゐる 場合 

と" そ れ ほど 密接な 關係 にない 場合と、 全く 一  致しない 場合と、 そ の兩 者の 距離の 相 逢に よつ 

て 三種に 分つ ので あるが、 これ を、 萬 葉 文字の 分類 研究の 上で は 二 に 正訓、 二に 義訓 及び 借 訓 

三に 正音と 云 ふやうな 名 稱を附 した ものが ある 

古事記で は、 主として 祌 名に、 その他 極く 少数の 神 名 以外の 所に • 一  上」 と 記し 二箇所た け 

一 去」 と 註した ものが 見える 例へば.  - 

次成祌 名、 宇 比 地邇上 神、 次 妹、 須 比智 邇去祌 

阿 那適夜 志 愛 上 袁登古 袁：： 阿 那適夜 志 愛 上 袁 登賣袁 

此の 「上」 「去」 は、 支那 語の 平丄. 去. 入の 四聲 から 出た ものである 事 は 云 ふまで もない が。 

併 し、 四 聲の如 く、 發 音の 方法、 ァクセ ン トの强 弱に 關係 する もので はな く 音 の 高低 を 意味す 


る ものと 思 はれる。 卽ち、 「上 一 と あるの は、 音 を 高く 上 げ、 「去 一 は 音 を 下 げ るので あって- 

吾が 國の アクセント レー 云 ふ の は、 殆 どす ベて これで あ る。 然 らば 4a 事 記 の 中で、 何 ゆ ゑ、 少 數 の 

部分 に の み、 か 、 る 註記 を 入れる 必要が あつたの かとい ふ i, そ の 理由 は 来 だ 明かで ない が、 一 

とに か く、 こ れらの 箇所が、 ァ ク セ ン ト の fju 、現 を 重要視す ベ き 重大な 意義 を 持つ て ゐる 所で 

あるから で、 祌名 に、 こ れを附 した ものが 多い の も、 そ の 理由に よる 從っ て、 こ れ は 又、 語部の 

語りぶ. 0 にも 大いに 關係を 持 つので あつ て、 か や うな 崮所 は、 一 語 の 音聲 といへ ど も、 ゆ る が _ 

せに は出來 なかった。 それ はべ 「日 の淨 瑠璃の 如き もので も同樣 で、 十分 に、 傳統 的に 傳 へ ら _ 

れて ゐる發 音、 ァ ク セ ントを 守る 必要が ある 上古の 語部に 於い て は、 な ほ 更に そ の 必 耍 が . 

あつたで あらう その 面 影 を、 古 事 記 はと どめて ゐ るので ある 此の 意味から 云へば-これ 一 

らは、 一 種の 樂譜 的記號 であると いふ 事 も 出来る 祌武 天皇の 條の、 御 歌の 中に、  一 

宇 上 加 比 賀登母 

と あるが 如き も、 「鶴 飼」 の r ゥ.」 にァク セ ントの ある 事 を 示した もので、 一力 ヒ 一 にァ クー 

セ ン ト の ぁ る が 如 く 語 つ た ，.^ す る の に 對 し て、注 意 を 與 へ た も の で ぁ ら う か 此の 語 は、 今 

日で も 「ゥ」 の 所に アクセントが ある" な ほ T 去」 と 一 霞 所 だけ 記して ゐ るの は、 上 に 「， 宇 

比地邇 上」 と あるから i 須比 智邇」 の 方 も、 同 樣に發 音せられ て は、 正しくな いので、 同様の； 
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御名であって も、 この 方 は、 ァ ク セ ントが 違 ふと 云 ふやうな ム ：- 味で、 持に 此所 だけ r 須比智 通 

去」 と 記された ものと 思 はれる 

古事記の 奏上 とに か く、 以上の やうな， こまかい 所にまで 注意 を 加へ て、 苦心の 結果、 太 

安麻 呂は 此の 書 を 成し遂げ たので ある、 元 明 天皇が、 和 銅 四 年 九月 十八 日に， 天武 天皇と W 

じぐ、 史傳に 誤謬 錯亂の 多い 事 を 歎 かせられて、 かねがね 天武 天， 皇が稗 田 阿禮に 正しく 撰ば 

れた 國史の 本文 を 誦せ しめてお かれた とい ふ 事 を、 聞し 召 1- て をら れ たので、 これ を 記錄撰 

定 すべきよ しの 詔 命 を 太 安麻 呂に 下し 給うて よ り、 四 簡 月、 そ の 間，^1す 心、 此 の 業に 當 つたで あ 

らう 安麻 呂は、 一， 謹みて 詔 旨に 隨ひ、 子細に 採撫」 して、 遂に 翌和銅 五 年の 正月に、 古事記 三卷 

を 完成し、 献上 申し上げ たので ある。 これに 和 銅 五 年 正月 二十 八日の R 附 で、 太 安麻 呂は上 

表 文 を 記し 添 へ て-奉つ てるる， 

稗 田 阿禮の 誦習の 意味 右 の、 元 明 天皇の 詔 命 に、 「勅 語 の舊辭 i と あるの は、 卽 ち天武 

天皇が 御 自ら、 4n 來 の 系譜 (帝紀 r 神話 傳說 (本 辭) を 整理 遊ばさ れ て、 御 自分 の 御意 見の もとに 

統一せられ た、 史典 の 定木 とも 云 ふ ベ きも の、 但、 こ れ は、 天武 天皇が 御 自ら ロ傳 へに、 かつ その 

お 言 葉 通 ，0 に、 事の 趣 を、 稗 田 阿禮に 晤 誦せし め 給うた ので あ る" 故 に、 「勅 語 の 舊 辭」 と 稱 

し-又、 稗 田 阿禮が 一 誦する」 とも 記して ゐ るので ある。 併し、 これに は、 異論 も ある。 例へば. 


4n 昔の 史典 は、 本 文 や 文 字 の 改 ® 甚だし く、 時 の 隔たる に 伴って、 原 撰の 文章 を 損 ふとと もに、 

內容 にも 非常に 錯誤が 生じて 來てゐ たやう である。 欽明 天皇 二 年 二  二 〇 一 年) の條 に、 一 書 

を 引いた 後に、 注して 云 ふ。 

帝王 本紀 多く 古字 あ 撰 集の 人、 晨遷易 を經、 後人 習ひ讀 むに、 意を以 て刊改 す。 傳寫旣 

に 多し。 遂に 舛雜を 致し、 前後 次 を 失 ひ、 兄弟 參 差す。 今 則ち 古今 を考穀 し、 其の 眞 正に 歸 

す。 一 往識 b 難き 者 は、 且つ 一 に 依りて 撰して、 詳しく 其の 異を 注す， 他皆此 に效， 

こ れは、 日本書紀の 撰者の 態度 を 明か にした 文章で あつ て、 本文に、 欽明 天皇の 皇子 皇女 達 

の 御名 を あげ， 一 書に よって、 そ の 御兄弟 達の 順序 や、 御名の 違 つて ゐる 次第 を揭 げた 後、 そ の 

次に、 此の 文章が ある" 云 ふ 所の 意 は、 「帝王 本紀 とい ふ 書に は、 多くの 古字が 用ゐて あ つて， 

そ の 編纂 者 は、 晨 遷り變 り、 內容 に統 一 を缺 くの で、 後世 の 人が、 此の 書 を讀む 場合に は、 不 叫 

の 箇所が 多 く、 私 意 を 以て、 それらの 部分 を 擅 ままに 改めた ので ある， かやう にして、 長い間 

多くの 人々 に 寫し傳 へられて 来たの で、 遂に 內容が 混雑し て 、前後の 順序が 亂れ、 御兄弟の 順 

序 さ へ も、 諸 本に よ つ て、 人り 交 つ て を り、 ど の 方が 兄 君 か 弟 君 かさ へ 分らない.. それで、 今此 

の 書紀を 編纂す るに 當 つて は、 古 今 の 證例を 種 々 考 へ 、そ の 眞 正なる 姿に 歸 した が、 な ほ そ の 

正 不正 を 識別す る 事が 出來 ない もの は、 或は，  一 ，M- によって、 これ を 本文 に 揭げ、 他 の 諸 本に よ 
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つ て、 詳 しく 其の 相異を 注す る 事と したので 

である， これによ つて 古く 「帝王 本紀 J の 

讀む 事が 出来なかった ので、 後人が 文字 を改 

阿禮 をして 「誦み 習 はしめ」 られ たの は、 古 

く、. k!  くから- 「帝王 木紀」 の 如き 、霞 解し 難き 

む 阿禮に 「誦み 習 はしめ 一 られ たと 解す る 

字 の難讀 のみなら す、 その 內容 にも 混雜 して 

は 寧ろ、 同 一 の 撰者が、 終始 統 一 ある 態度で 撰 

て、 修 史の 態度 方針が 常に 動瑤 して ゐた 事に 

に關 する 所が 多く、 天武天 皇 が、 御 一人で もつ 

思 召し 立 たれた の も、 か う 云 ふ 所に 原因が あ 

禮の 誦習 で、 訂 さ る ベ き もので はない。 初 か 

である。 當 時の 文字が 讀 解し 難 い か ら、 阿禮 

天武 天皇の 統一 的な 修史の 御 事業に 理解の 

文の 趣に よる と、 天皇が 舊 記の 虚僞錯 亂を刪 


ある- 他の 箇所 も 皆、 此の 例に 從ふ」 と 云 ふの 

如き 書が あ ..^、そ れ は、 古 字が 用ゐ てあつて. よく 

めた と 記して あるので あるが、 天武 天皇が 稗 田 

事 記 全文 を 暗誦せ しめ 給うた とい ふの で はな 

ものが 傳 はって ゐた。 その 訓讀 を、 記 憶 力に 富 

ので ある。 併 し、 へ g の 日本書紀の 註 を 見る に、 文 

ゐる點 が ある 事を說 いて ゐ るので あつ て、 そ れ 

したので はなく、 長い間に、 編纂 者が 替 つた.^ し 

原因す る 所が 多い と 思 はれる。 かやう に、 內容 

て、 御自 ら、 統 一 ある 史 #： の 撰定を 完成し ようと 

るので あらう が、 か 、 る內容 上の 紛亂 は、 到 底、 阿 

ら全 くや， 0 か へ てし ま はなければ ならない の 

に、 そ の 訓讀を 暗誦せ しめられ たと 解す る の は、 

ない 考 であると 思 ふ" もし 然ら ば、 古 事 記の-:： t 

訂 遊ばさ れて 編纂 せられた 古事記の 原典と な 


るべき 書が 他に 存在し なければ ならす、 且 つ また、 そ の 書が 難解 難讀の ものと いふ 意に な る 

ので ある。 いづれ にして も、 傳存し て ゐた記 錄史傳 の 類が、 難解な の で、 そ の 文章の 訓讀 を、 稗 

田 阿 禮に誦 み 習 はしめ られ たとい ふ解釋 は、 後代 の 文明に 照しての 意見で あつ て、 當 時の 實 

際の 事情と は 違って ゐ ると 思 はれる 

現代の アイヌ 人が 傳 へて ゐるュ —力 ラ (歌) に は、 長篇の 叙事 歌が あって、 一 晝夜 連續し VL 歌 

つても 綿々 として 絕 えない ものが あ り、 そ の 全篇の 長さ は、 十分 に、 4n 事 記 に 匹敵す る 分量 を 

有する もの もあって、 種々 の 面白い 物語に 富んで ゐ るので ある。 その 記憶力に は 驚く ベ き 

ものが ある が。 同 時 に、 そ れがニ 種の 律語 的な 歌謠 である 所 に、 記 憶に： si!^ な 性質 を 有して ゐ 

る。 語部の 物語と いふの も、 これと 同様の 性質の ものであった。 稗 田 阿禮が 暗誦した 古事 

記 の 物語 も 亦、 此 の 語部の 物語から 導か れてゐ て、 可成り 律語 的な もの であったら う。 W 禮 

が、 これ を 語った 時には、 一 種の 節 付 を 以て 語り 述 ベた もの で あら う。 天武 天皇の 思 召 に は、 

內容の 紛 i を 訂 された 他 に、 正 し い 國語、 語 部の 傳 へる 古物 語の 雅 正の 言 語 を、 其 のま まに 殘 

してお きたいと いふ 御 希望 を 多分 に 持って をら れた と 思 ふ。 此 の 事が、 古事記 を價値 づけ 

る、 有力な る 理由の 一 とな つ て ゐ る が、 其 の 爲 め に は、 國語 の 表記法の 發 達して ゐ ない 當 時に 

あって、 最も 便利な 方法 は、 これ を 全 部 あ る 人々 に喑 誦せし め る 事で あ . る。 4rt 事；？ i 編 述 の 際 
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に は、 稗 田阿禮 だけ が 生き 殘 つて ゐた が、 天武 天皇が、 喑誦 せしめ 給うた の は、 阿禮 一 人で はな 

く、 他 にも あつたの で は あるまい か。 阿禮 一人 で は、 忘 失する 憂 も あるの で あるか ら、 他 に も， 

喑 誦 せ し め 給うた 人が あった とも考 へ ら れ る で あ ら う。 そ れ と も、 多 くの 人々 に喑 誦せし 

め ら れ る と、 そ れ ら の 人々 が、 一 部分 を 忘失した や うな 時に、 記憶の 錯誤 が 生じ て、 爲 め に、 暗誦 

せしめられた 人々 の 間 に、 後 に は、 諸 本 の 錯亂と 同様の 混雜が 起る であらう 事 を 慮られ て、 最 

初から 阿禮の 人物 を見拔 かれ、 阿禮の 記憶力に 信賴 して、 阿禮 一 人に、 此の 重大なる 任務 を 負 

はしめ られ たので あ に う か-い づ れ にして も， 阿 禮 は、 よ くその 任務 に^へ 、太 安麻 呂の 苦 心 と 

相俟っ て、 遂に 天武 天皇 崩御の 後、 一 一十 五 年に して、 その 重大なる 責務 を果 したので ある。 

古事記の 資料 古事記の 成立の 直接の 事情 は 右の 如くで あるが、 古事記の 中の 物語、 說 

話が 傳 へられて 來 たのに は、 種 々なる 要素が あつ て、 決 し て 單 純な もので はな い. それらに 

就いて、 次々 に 述べて ゆく。  . 

辠 

三 語 部 

語部の 由來 その 一 は、 語部 で あ る。 語部 の 物語 は、 古事記 成立 の 重要な 要素と なって 


ゐ る。 「部」 とい ふの は、 そ れん \ の 職業に 從事 する 人々 の 集 團を云 ふので ある。 「玉 造 1.^」 

あ ま ベ 

と 云 ふの は、 玉 を 造る 工人の 群で あり、 「鏡 作 部」 は 、同様に 鏡 を 作 る 人々 の 群 を 云 ふ。 「海 部」 

は 魚 業 に從ふ 人々 であ..^、 「久米 部， 一 は、 組 部、 卽ち、 各 組 を 作 る 軍團 の 事 で、 軍部 を稱 する ので 

あ る。 同様に、 「語部」 は、 語る 事 を 職業と す る 人々 の 事で あり、 か つ、 各 の 部に 屬 する 人々 は、 

,ハ やっこ か W ね  かたりの みやつ こ 

それ を 世襲 的に 傳 へて 来た。 此の 語郃 は、 造の 姓で あつたの で、 語 造と 云って ゐ た が、 天 武 天 

むら じ か ね  かたりの むら じ 

皇 十二 年 六月に、 他の 諸氏と とも に、 連の 姓 を 賜 ひ、 語 連と な つた。 また、 新撰 姓氏 錄の 右京 神 

別に は..、 fifir^ とい ふの が 見え、 續 日本 紀の 養老 三年 十 一 月の 條に は、 朝 妻子 午人 龍麻呂 とい 

ふ ん - 、ぎ 語 連" と いふ 姓 を 賜うて ゐる。 天 語 連と 海 語 連と は 同一 か 否か 明らかで ない が、 い 

づれに しても、 語部の 中に も 種類が あった 事 を 示す もので、 字に よって 察すれ ば、 天 語と は、 語 

部の 中で も、 天上の 神話 を 主として 語った 人々 の 名よ b 出で、 海 語と は、 海 に關 する 說話を 語 

あ-一 * ベ  ： も 

る 事 をキ- とした 人々 の 名より 出た もので あら ラ。 これ は、 或は、 海 部の 中の 語 b こと を聰業 

として ゐた部 屬に屬 した 人々 で、 海 部に 屬 する もの かも 知れない。 此の 他に も 語部のお.^ 

かたりべの きみかたり 

はいろ く 見えて ゐる。 諸國に も、 こ れ が ゐた事 は、 正倉院 文書 による と、 出 雲國に 語^ 君， 語 

i お |J など が あ つ て、 語部 氏 の 姓に も、 君 や 首であった ものが ゐた。 その他 諸國に 散在して を 

b 、平安 朝^^に も、 語部 は 殘存し てゐ たので あ る。 貞觀 儀式 卷ニ、 踐 称大嘗 祭儀の 條 に、 「又 
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て-ひ  たてまつ 

4^ 右 の衞門 苻、. In9 に 申 し、 諸國 をして 程 を 量り、 物 部、 門 部、 語部 等 を 進ら しむ 一 と あ り、 そ の 註 の 

..^ 一！： 部？ ま 1 「つ，； ヽ， や 啊巧 £5-  c> 一ん . 

中に 「丹 後國に 二人. 坦 馬 &に七 人、 因幡 國に 三人、 出 雲 國に四 人、 淡 路國に 二人 一 と 見える 

かやう に、 諸國の 語 部 を、 大 嘗 祭の 時に は、 特 に 召された ので ある。 その 儀式に 奉： H する 役目 

に 就いて は、 同書 卷 三 に， 初の to の 次第 を 記した 中に、 「伴、 佐 伯の 宿禰各 一 人、 大嘗宫 の 南門 を 

なら  ふえふき  ふ  fe  -  « 

開 き、 衞門府 朝 堂院の 南門 を 開き、 宫 內の官 人、 吉 野の 國栖 十一 一 人 、撥の 笛ェ 十一 一人 を 率て ； g 拙 

。衫 朝堂院の南の左掖門自.^、位に就き、古1^を麦す， 悠紀の 國の司 は 歌人 を 率て 同門 

自. 0 入り、 位に 就きて 國風を 麦す。 伴、 佐 伯の 宿爾各 一 人、 語部 十五 人 を 率て 卡 。衫 亦 入り 

て 位に 就き、 古詞を 1^ す 餅 s;s.« 似！ iu5、 る， ：： 國栖 古風 を 奢す る こと 五 度 成し、 次に 悠紀の 

國、國風を11|^$する こと 四た び 成し、 次に 語部 古詞を 奏す」 (以上、 原 漢文)。 此の 風 は、 平安朝 後期 

まで 行 はれて ゐて、 北山 抄か ら， 江 次第 等の、 當 代の 宮廷の 儀式 を 記した 書に は、 すべ て、 大嘗會 

の 中に 此の 事 を 掲げて ゐる" かつ、 その 語部の 語る 古詞の 調子に 就いて は、 北 山抄卷 上の 大 

嘗會 事の 條に 見えて ゐる。 卽ち， 「語 部 泰ー古 詞」 とあって、 その 註に， 「其 の 音、 祝 に 似、 又 歌 聲 

に涉 る。 出 雲. 美 濃. 但 馬の 語部 各 之 を 麦す」 と 記し、 また、 丹 鶴 叢書 本の 頭書に は、 「古 次第に 

云 ふ、 語部、 古詞 を 麦す、 其 の聲 祝詞の 如 く、 松明 を 賜 ひ て 之 を讀 む」 (以 上、 原 漢文) とも 註 して あ 

る。 語部 を 出す 國は、 貞觀 儀式に 比して、 甚だ 少 くな つて ゐる が、 矢張り、 數 だけ は 貞觀 儀式と 


同じく、 伴. 佐 伯 ズ：： 十五 人 づ つ を 出した やうで あ る 勿論、 此 の 時代に は、 語部 は 甚だ 衰 へ C ゐ 

て、 ただ 鏟 式の 爲 めに 残存した ので あるか らパ 人口 國 にも 十分に、 その 人 數を滿 たす 人が ゐ なか 

つた やう で、 或 は、 そ の 人數の ごと き、 臨 時 に、 補 充 せられた もの かと 思 はれる。 此の間の 消 总 

は， 恰も、 江戶 幕府が 越 前 國の幸 若 舞 を 招 い て、 時を定 め て 儀式 的に、 こ れを行 はし 5 たの で、 僅 

に 越 前の 片田舍 に 、幕末まで 幸 若 舞が 傳存 して 来たのと 似て ゐる。 併 し、 そ の 語部のと もが 

ら も-平 安 朝 末 以後に は 全く 影 を 消して しまった、 恐らく 職業と しての 語部 は、 も つと 早 /、. 

その 業 を 失って ゐた であらう。 語部が 古詞を 奏する の は、 元 來 は 、暗誦 で 語 る箬 である が、 北 

山抄の 頭書に は、 古 次第 を 引い て、 「松明 を 賜 ひ て 之 を讀 む」 と ある ので、 旣に そ の詞を 忘れ. 

僅 か に、 こ れを 記載した 紙に よつ て、 讀 み 上げる ものと なって ゐた 事が 分る。 ま た、 日本 番紀 

の 古訓に も、 貞 觀 儀式に も、 語 部 を 、「カタ- フヒ ベ」 と訓 じて ゐる。 平安朝で は、 か く稱 した も 

のと 思 はれる が， 「カタ リベ」 と 云 ふ 方が 古く かつ 正しから う。 

語部の 職務 語部の 職務が、 神話. 古 傳說を 語.^ 傳 へる 事に あった こと は、 疑がない。 そ 

の 內容は 長短 さまん \ であった らうが、 一 種の 律語 的な 獨特の 表現 法 を 持って ゐ たやう で 

ある。 さう して、 それ を 一種の 曲節 を もって 誦した ものである 事 は、 北 山抄の 註に 「其 の 音、 

祝に 似、 歌 聲に涉 る」 と あるので 明かで ある.. 併し、 か、 る 獨特の 儀式 的な 表現 法の 外 に、 普 
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通の 口語に 等しい 語 b 方 もあった と 思 はれる。 義 式の 際の、 語部の 特殊な 丧現 法と 思 は れ 

る ものに 就いて は、 下 に 說 くごと く、 古事記 の 文章の 中に も、 ま た 風土記の 文章に ついても、 こ 

れを 指摘す る 事が 出 來る， か、 る 表現 を 除い て、 語部の 普通の 語.^ 方 は、 卽も、 古事記に 表現 

せられて ゐる 種々 の 物語の 體 が、 そ れ であった らう， ま た、 語 部 の 語 る內容 が、 相 當 長かった 

事 は、 平安朝 時代に 至って も、 大嘗會 の 際に、 國栖歌 は 五 回、 悠紀 風俗 は 四 回 を 麦す る の に、 語 J ぼ 

の古詞 は、 か やうに 反覆して ゐ ない 事に よっても 明かで ある。 (但、 北山 抄に よ る と、 出雩美 濃. 

但 馬の 園の 語部 が、 各 別々 に 古詞を 奏した やうで あるが， さう すれば 三回 繰り返した 事に な 

る。 それで は、 平安朝の 初に、 多く 國々 から 語部 を 招集した 際に は、 非 常に 多くの 回數を 麦せ 

なければ ならなくなる か ら、 寧 ろ、 語 部 は、 同 一の 古詞 を、 各 國々 の 語部 が、 と もに 聲を 合せて 誦 

した ものと 考 へたい。 後に は、 語部の 衰 へ ると とも に、 そ の詞も 短くな り.. 人 數も少 くな つ た 

ので， 各國 で、 別個に 語った もので あら う。) 

語部が、 平安朝 時代に、 大嘗會 の ごとき 神聖なる 大儀に 於い て、 古詞を 奏した と い ふ 事 は、 文 

化が 進步 して も、 古 風の もの は、 さう した 傳統 的の 儀式の 際に は 多く 殘る もので あるか ら、 漸 

く、 此の 儀式に すがつ て、 語部の 古詞 が殘存 したと いふば か，^ ではない。 語部の 本質に は、 古 

くから、 さう した 儀式 的な 所があった ものと 思 はれる， 卽ち、 古代の 神話 を傳 へ わが 國 家の 


由来 を 語る 語部 は、 最も 重要 か つ 神聖な 職業で あつたに 相違ない いかに も、 祝詞に 音調 を 

同じう して ゐ ると 云 はれる 如く、 ひとり 音調ば かりで はな く， 語 部の 役目 も 亦、 祌 に 奉仕 し、 神 

託に よって、 古代の 神話 を 語. <^ 明かし、 以て 民衆 に、 わが 固 家の 歷史 や、 國體 の 本質 を 語 つ C. 國 

民に 必要な さまん \ の敎養 智識 を與 へる 所に あった 事で あらう， 祝詞の 中に、： 洁部 によ つ 

て 語られる 古代の 神話と、 同様の 事 がらが、 より 一 層 律語 的な 調子で、 讀み 入れられ たもの を 

見出す の は、 たま/^、 語部の 古詞 と-祝詞との 交涉を 示す も ので あ . ^、語部と との 關係を も 

考 へしめ るので ある 

平安朝 時代に 語部の 語る 古詞と は、 いかなる 内容の もので あつたか 分らない が、 上古の 語 

部 は 、歴史が 記 錄せら れる 以前にお いて は、 その 歷史を 誦習して、 こ れを傳 へる 事が 重大な 任 

務 であったら う， かくて、 わ が 神話が 簿 へ ら れ- 皇室 の 御 系譜が 傳 へら れ、 皇位 繼 承の 御 次第 

に 就、， て も、 語 ^  0 へ られ たので ある。 此の 語部 は. 各 氏族に 屬 する 者 も あ.^, 各地 方に 住す 

る 者 もあった。 氏族に 屬 する もの は、 そ の 部 屬の來 由に つ い て、 こ れを 語，^ 傳 へ、 各地 方に 

住する 者 は、 そ の國々 の來 由に 關 する さまん、 の 話を覺 えて ゐた 風土記に、 古老 云 ふとて • 

種々 の說 話の 錄 して ある ものの 中には、 必す や、 此 の 語部の 語った 話 を 記した もの も 多 かつ 

た 事で あらう 古老と いふの は、 語 部 氏に 屬 する 人々 ではな か つたら うか C 文字で 記載す 
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る 方法が 進歩して から は、 此の 語部の 必要 は 甚だ 減少し、 人間の 記憶力 も 次第に 返 化し て、 遂 

に その 職業 を も 失 ふに 至った が、 上古 において は、 此 の 人々 の 頭腦 が、 そ の まま、 生 きた 人間の 

歷 史書と なって を .0、 ま た、 文 學 書の 役目 を もっとめ てゐ たわけで ある。 併 し、 そ の眞の 性質 

は、 歷史ゃ 文學と い ふ 以上に、 國家 の 成立 、来由 を、 神聖に 考へ、 これ を 以て 、倫理 道德 とし、 神の 審 

判の 標準 をも此 所に もとめた、 宗敎的 意義が 甚だ 多 か つた 事と 思 はれる。 古事記 は、 か か る 

ふること 

語部の 古詞の 姿を傳 へ る 所が 甚だ 多い の で ある。 語部 は、 最も 重要なる： 古事記の 直接の 材 

料の 供給者で あった。 

四樂 府 

樂府と 大歌 語部 以外に、 今一 つ 、重要な の は、 樂府 である。 此の 文字 は、 日本書紀の 神武 

天皇 卷に 見えて ゐて. 「ウタ マ ヒノッ 力 サ」 と訓 する 此の 訓は、 大寶 令で 定められた 後代 

の 「雅樂 寮」 に對 しても、 同じ 訓を附 して ゐる。 此の 樂府で 歌 はれた 大歌 は、 語部の 麦す る 

ものと は、 別 箇の 種類に 屬 する ものであるが、 これが 多く 古事記の 中に もとり 入れられて ゐ 

る 古事記の 成立に 當 つて は、 語 部の 物語と ともに、 樂府の 大歌 を も 多く 取. 9 入れた ので あ 


る。 かつ 叉、 樂府に おいて はポ に 歌唱ば かりで はな ぐ、 演劇 類似の 事 をも傳 へて ゐた らしい。 

歌を掛 合で 歌 ひ、 かっこれ に 若干の 身 振動 作 を も 伴 ふので ある" 從 つて、 その 中に は、 簡 ？ な 

筋 も あ b 二 種の 歌劇の 原始的な 面影 さ へ備 へて ゐる。 さう して、 その 内容に は、 多 く祌 代の 

說 話が 取り扱 はれ， 神々 が 現 はれる， かう 云 ふ も の は、 や は り、 神話 を傳 へて ゐ るので あるか 

ら、 古 事 記 や 日本書紀の ごと き、 或 ひ は、 今ョ傳 はらぬ それ 以" B の、. a- 冉 を 編む 際の 忖料 として 

逢考 せられた 事 は 疑ない。 古事記の 祌代卷 にあ る、 名高 い、 八 千 矛 祌と須 世 理田比 賨. 沼 河比寳 

と の 三 神の 歌 の對 話に よ る 物語 の 一 條は、 そ の 動作 の描寫 に 至る まで、 確かに か 、 る 歌劇 的 

な ものから 取り入れた 部分に 違 ひない。 な ほ、 こ れ らに關 して は、 記紀 歌謠の 項 でお 說 する" 

五史 書 

史書. 記錄の 影響 次 に は、 文字が 輸 人せ ら れ、 史官に よ つて 、盛んに？ i 錄が 書き 殘 され る 

やうに な り、 か つ 聖德 太子の 御 撰に よ つ て、： g め て 統 だ つ た 隶：： を 有 す る に 至 つ た が、こ れ 

む の ^ 寄. 記 錄の類 も 亦、 古 事 記 撰述の 參考に 供せられ た 寧 は 疑ない。 決して W 一に 、^!i 部 の 

物語に のみ 侬存 して ゐ たわけで はない ノ 古事記 中 卷の崇 神 天皇 條以. 下に は、 火皇 崩御の 十 
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支 年月 を 記して ゐる。 例へ ば、 仲哀 天皇の 條に、 

ノ  みづ のとの いぬ  みなづき と を か 

たしした Q 一一  ひ に S すめら みこと み ふ-し いそ おあま * り ふたつ Uj ちり Ui -」 ヽ r?r-  D  J1 みは か  <ム パ. -- 

凡 て この 帶中津 日子 天皇の 御 年、 伍 拾贰歲 あ ナ 月の 十 御陵 は 河內の 惠賀の 長江に あ 

きさき  み とし も、 と t-  かむ さ  曰 1^ リま しさ 

, 白 后の 御 年 一 百 歳に して 崩リ まし さ。 

Ir. さ き  たこ つら みは か はふ 

狭 城の 裙 列の 陵に 葬リま つりき。 

と ある、 此の 分 註 を、 古事記 傳、 及び 古訓 古事記 では 除いて ゐる。 卽ち、 こ れら は、 稗 田 阿 禮が誦 

み傳へ た 勅語の 舊辭の 中の もので はな く、 後 人の 加へ たものと 爲 して ゐ るので ある が、 さ う 

いふ 明證 はな く、 古事記 の 諸 本に は、 す ベて これが ある。 古い 時代に は、 か か る 分 註が なく、 崇 

神 天皇 以後に これが あるの は、 記 錄が備 は つて 來 たか ら、 天皇， 皇后 の御齡 など を、 明かに 記し 

奉 つ た 記錄. 史書が 存 した の で、 そ れ によって、 かかる 註 を も 書き 加 へた ものと 見る ベく、 これ 

はや は.^、 太 安麻 呂の所 爲と考 へられる か ら、 古事記 の 序文に、 r 姓 の 日 下に 玖 沙訶と 謂 ひ、 名 

の帶の 字に 多羅 斯と謂 ふ、 此の 如きの 類 は、 本に 隨 ひて 改めす」 と ある 一本に 隨 ふ」 とい ふ 

の も、 か かる 史 寄. 記 錄 類の 書き方の 習慣に 從 ふとい ふ^ 味で あらう、 かやう にして、 内容に 

も 亦、 さ う 云ふ史 書. 記 錄の 類に よって 補 ひ ai- した 所 も ある 事と 思 はれる。 右の 分 註の ごと 

き も、 古 事 記の 諸 本で は、 分 註で はな く、 本 文の 中に 入れて ゐる もの も あるので ある。 拼し、 か 

か る 史書. 記錄の 類は必 すし も 多く は 採用せられ なかった であらう。 さう いふ 史書. 記錄類 

を 記した もの は、 歸 化 人が 多 く、 文 筆の 技 を 以て 仕へ てゐ たわけで あるが、 それだけに、 さう い 


ふ 人々 の 記載に は、 外國 趣味、 支那 思想の 影響、 雰？ i 氣が 多かった。 日本 杏紀 に、 此の方 面の 著 

しい 反影 を 見出す ので ある が、 古事記 は、 言語. 內容 にわた つ て、 吾が 國 の純粹 なる も の を、 取 b 

綜 ベる 事が 主なる 目的で あつたか ら、 勿論. さ う 云 ふ 方面の 影響から は 極力 脫 しょうと した 

ので ある。 しか も、 支 那 文化の 傳 来、 旣 に 久しくし て、 古 事 記の 中に も、 な ほ 多少の さう した 句 

を感 せしめる ものが 無いで はない。 

支那 思想の 影響 ^ へ ば， 神代 卷に、 伊 究那岐 命が、 黄泉の s_ 弊那美 命の お 姿 を 見て 逃げ 

歸られ るの を、 黄泉 醜女が 追 ひかけ て 來る所 に、 桃 の實 の靈驗 によって 醜女 を 擊ち返 けられ 

る 事が 記して あ i その 原文 は 下 に 出 だす)、 大 い に、 こ れを 感謝せられ る 事が 書いて あるの は、 

桃 を 仙藥と 見る、 支那の 古代 思想の 匂が ある。 此の 同じ 事が、 日本書紀の 第 九 一 書に も 出で 

て を .0、 そ れ に は、 古 事 記に 見える 菊萄ゃ 等の 事 はな く、 た だ 桃の 事 だけ を、 

いかづち ども  た  く  ベ  かれ 

是の 時に 雷 等 皆 起ちて 追ひ來 る。 時に 道の 邊に 大きなる 桃の 樹 有.^。 故 伊 諾尊 其の 

もと  よ  なげう  いかづち ども  に  かへ 

樹の 下に 隱れ まし て、 因 て 其の 實を 採..^ て、 以て 雷に 擲ち たま へ ば、 雷 等 皆 返げ て 走，.^ き。 

も  あしきち の さ  こと のちと 

此れ 桃 を 用て 鬼 を 避く る緣 な.^。 

と 記して ゐて、 これにな ると 一層 支那 思想の 匂が する。 然る に、 書紀 の 第 六 一書で は、 古事記 

と 同じ 事 を 記して、 葡萄 や t 旬の 事 も その 通りの 順序に 出で、 前後の 叙述. が、 最 も 古事記に 類似 
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して ゐ るので あるが、 これに は 第三 番目の 危難 を 免れ 給 ふ 桃の 事 はな く.. た だ、 葡 萄と箏 の 後- 

J もつ ひら さか 

泉津平 坂の 所に、 一 書 を 引いて 

一 云く、 伊 鲜諾尊 乃ち 大樹に 向 ひて 放展 した まふ。 此れ 卽ち 互き 川に 化成り ぬ- 泉津日 

さ y  か は  すでよ もつ ひら さか 

狹女 其の 水 を 渡らん とする 間に、 伊 群 諾尊已 に 泉津平 坂に 至- 0 ましき。 

と あ り、 桃 の 代. 9 に、 川 の 事 を 出して ゐる。 恐ら く、 此 の 桃の 事 は、 支 那 思 想 の 分 子 が、 後 になつ 

て 入って 來 たもの で、 元來 は、 こ れ を缺く か、 或は、 か やうな 川の 事な どが あった もので あら， ス 

桃が 惡鬼 を拂 ふとい ふ 事 は、 支 那 思 想 で、 例へ ば、 莊 子 に- 

揷，， 桃 枝 於 戶， 連 k 其 下； 童 子入而 不& 而 鬼 畏乏。 是 鬼 智 k4 右，， 童 子； (「藝 文 類聚」 杲 部所 

引 「莊 子」 逸文) 

と 毘 え、 風 俗； に 引いて ゐる 「黃 帝 書，」 の 記事 は 更に 委しい もので、 、 

上古 之 時、 有，， 神 茶 .欝 ©1 昆弟ニ 人； 性 能 執， 鬼 一 度 索 山上 桃樹下 簡，， ^ノ 百 鬼； ii^- 禍害 则縛 以，， 葦 

ヲ マル- 1 テス  ヲ  テ 二  二 テク  -フリ  ヲレ  ！ h ク" ブ  一  シ  二  n ヒ*ガフナリーフ マ モラ ニコ * 

索， 執 以，， 食 虎， 於， 是 縣 官 常 以，， 臘 除 タ， 飾，， 桃 人； 垂，， 葦 茭； 畫，， 虎 於 門； 皆 追，， 效 前 事， 冀， 以 衞，， 凶 也 

と ある。 同 樣の事 は、 「太平 御覽」 所 引 「山海 經」 の 逸文 等に も E 几え てゐ るが、 これが 「荆 

楚歲時 記」 の 云 ふ 如 く、 正 月 一 日に 桃 を 戶に揷 して、 百 鬼 を 畏れし める 行事の もとと なった 

ので ある。 支那に おける 桃の 靈 効に 就いては、 その 他、 桃 花 源の 話 や、 桃 の 實を盜 む 東方 朔の 


話 や、 これに 類した 事 は、 支 那の 書籍に 多く 出て ゐて、 淵鑑類 rl 卷 三百 九十 九の 桃の 條、 叉， 古 今 

圖書 集成の 博物 彙編 草木 典 第二 百 十九 卷の桃 部に 引かれて ゐる 多くの 書籍 を 見れば 明か 

である かやう な、 支那 の 靈桃 思想が、 夙く、 わ が 語部に 影響 し て、 か の 黄泉 平 坂の 桃の 條が出 

來 たもの かも 知れない， いづれ にして も、 外來 の 說 話の 影響 は、 案外 早く 3^ へ ら れる もので 

後世に も， 室 町 時代に、 ホ I マ— のォ、 デッ セ— の 話が 渡来して 百合 若 傳說が 生じた と 云 はれ 

て 居 り、 或 ひ は イソ ップの 協同 共力の 必要 を說 いた 矢の 譬 談が、 早く 影響して、 毛 利 元 就が 

三 子を誡 めた 物語と な つ てゐ るの と 同じ 事で、 い づ れ にして も- 史 官に歸 化 人が 多 く、 さ う で 

なくと も、 文 學に携 はる 者 は、 多少と も 支那の 典籍に： fl じて ゐ たに 違 ひない 事 を考へ ればゎ 

が 古代の 說 話に、 漢文 學 の 影響の ある 事 も、 當然 であらう と 思 はれる。 尤 も、 中に は、 人手が お 

りなかった 爲 めに、 學問の 普及し ない 上古に あって は、 可成 b  、あ やしげ な學 力の 人 を も" 史 官 

として 採用した らしい が、 さ う 云 ふ 人 は， 論 外で ある， た だ、 古 記の 載 錄に當 6、 史 官の ある 者 

が、 これに 何ら かの 影響を及ぼした であらう と考 へ るの である， 

な ほ、 古 事 記の 序文が、 唐の 長 孫 無 忌の 五經 正義の 上表 文 を 摸して 書かれた ものである 事 

は 明か で、 言 々句々 類似の 點が 指摘 出来る、 これら も、 古事 記の 内容に 關 する もので はない 

が、 漢籍 漢文の 影響 を 明か に 示す もの で、 多少 文學の 智識が あ つ た 人に は、 さ う し ふ 事 も 多 か 
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つたで あらう。 古代の 說 話の 內容 にも、 知らす く の 間に、 さう した 影響が 及んで ゐ なかつ 

たと は 云 はれな い。 

cy、 撰 者 

天武 天皇 古事記 は、 天武 天皇が 原形 を 作.^ 給 ひ、 稗 田阿禮 に、 こ れを 記憶せ しめら れ、 さ 

う し て、 太 安麻 呂が、 こ れ を筆錄 したので ある， 從 つて、 此の方々 の、 いづ れ もが、 古事記の 撰 に 

携 はって ゐる わけで あるが、 就中、 天武 天皇の、 わが 國. 史を傳 へられた 御 功績に 就いて は、 國民 

は 大いに 欣慕 感謝し 奉らなければ ならぬ。 これ は 全 く、 天 皇の、 國 家の 傳統を 尊重 せられる 

御 信念に 出で てゐる もので、 古事記 は、 天 皇の親 撰と 申し上げて もよ いほ ど に、 そ の 御意 見が 

多分に 含まれて ゐ ると 考へ られ るので ある。 

稗 田阿禮 稗 田阿禮 は、 圖書 の 代用と し ての 役目の みで はな く、 そ の 驚く ベ き 記憶力 は、 

よく、 國 語の 保存に 堪 へ て、 天皇の 御 信任 を 裏切らな か つた。 此の 稗 田阿禮 が、 男子で あるか 

婦人で あるかと いふ 事が 問題と なって ゐる が、 こ れは輕 々に斷 じられ ない。 古事記の 序文 

によれ ば、 阿 禮は舍 人の 役目 をして ゐた 人で あり、 天武 天皇から 勅語の 藉辭を 受けた 時 は 年 


さる め 

二十 八であった。 弘仁 私記 序 その他に よる と、 稗 田 氏 は 天鈿女 命の 後裔で、 猿 女 君の 一族で 

ある。 猿 女 氏 は、 先祖の 天鈿女 命が、 天 岩戶の 前で 祌樂を 踊った 如くに、 神 紙に 奉仕す る 巫女 

を 職業と して ゐた。 饼 し、 日 本書 紀 神代 卷に は、 氇々 杵 尊 か ら、 天 鈿女 命が 猿 女 君と 姓氏 を 賜 

はった 事 を 記して、 「故 猿 女 の 君 等、 男女 皆 呼 びて 君と 爲す は、 此其 の緣 也」 と あるの は、 男女 

ともに 猿 女 君と 云うた 證據 で、 その 女子 は、 平安朝に は、 縫 殿 寮に 仕へ て、 大 嘗 會、 鎭 魂 祭 等の 時 

に は 女子の 御巫と ともに 巫女と しての 役目 を も 務めた ので ある。 卽ち、 御巫 舞と ともに、 猿 

女 舞 を も 奉仕した 事 は、 天岩戶 前の 天鈿女 命と 同様であった。 併し、 猿 女 氏の 男子 は、. 泌女以 

外の 職務に 從 事した で あらう。 稗 田 阿 禮は舍 人 をして ゐ たので ある。 これ は 阿禮が 男子 

であった 事 を 示す もので、 古事記 序文の 書き方 も。 阿 禮を 男子ら しく 記して ゐる。 女子な も 

ば、 ま う 少し 形容 を 優し く、 か つ、 女子で あると いふ 點を 明かに した 事で あらう。 併 し、 記 憶 力 

に 富み、 長篇 の 物語の 誦習に 堪へ たもの は、 必す しも 男子 であるば かりで はな く、 む しろ 女子 

の 方 が、 さ うい ふ 目的に は 適して ゐる。 從 つて、 此の 點は 男子で あっても 女子で あっても 差 

支ない がお *、 稗 田 阿 禮に關 する 限 り、 こ れを 女子で あると 決定す る 證據は 無い ので ある。 

太 安麻 呂 太 安麻 呂は、 壬 申の 亂に 於い て、 最初 から 天武 天皇の 御爲 めに-. W 躍して 大功 

をた てた 多 朝臣 品 治の 子で ある。 慶雲 元年に 從五 位下、 和 銅 四 年 • に 正 五位 上、 靈龜 元年に 從 
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四 位下、 同一 一年に は 氏 長者と なり， 養老 七 年に 歿した。 時に、 民 部 卿の 職に あった。 古事記の 

筆錄 とともに、 日本 嘗紀の 撰に も携は つたと 云 は れる， 

修史の 態度 稗 田阿禮 が、 か.^ に 和 銅 四 年に 六十の 老人であった とすれば、 その 廿八歳 

の 時 は. 天 武 天 皇 八 年の 頃で ある： 天武 天皇 十 年に は、 天 皇御 親裁の もとに、 大 if 掛な 修史の 

事業が、 計 劃せ られ たので ある。 此の 兩者 

の 前後 は 明瞭で な い が、 い づれ にして も、 天 

武 天 皇 の 御 意 と し て は、歷 を 編 む 上 に. 

別個の 二つの 意見 を 持って お いでに なつ 

た、 一 つ は、 國語 的、 且 つ 統一的な 一貫した 

物語 風の もの、 一 つ は、 漢文の 史書で、 說話列 

擧 風の 記 錄體の ものである。 前者 は、 どち 

ら かと 云 へ ば、 一 般國 民の 必讀 書と して 興 

味 深く 書か れ、 大衆 的な 使命 を帶 びて をり、 後者 は、 むしろ 學術的 、研究 的、 從 つ て 稍 煩 環な" 讀ん 

では 面白から ぬ ものであった。 史書に は， 此 の 二方 面 が あ る， 其 の いづれ を も. 天 武 天 皇 は 

企圖 あそばされ たので あ る， さう して その 御 計 劃 は、 一 は 古事記と して、 他の 一 つ は、 古 事 記 


に遲れ て、 日本 紀 として 完成せ しめられ たので あ.^ 

此の 撰者に 名 を 列ね る 方々 が、 古事記 を 撰述す る に當っ て は， その 原資 

れ た 語部 の 物語 や、 そ の 他 の、 樂府 の 演劇 等 の 内容に 可成り 忠實 に、 こ れ が 

ゐ ると いふ 事 は 注意し なければ ならぬ 點 である。 故 に、 同 一 の祌 であ る 

て、 他の 說 話、 他 の 叙述の 中に あって は、 異なった 御名で 現 はれる とい ふや 

た、 此 の 他に も问 一 の 方が、 場所の 異なる に從っ て、 異な つたお 稱で 呼ばれ 

も ある。 それ は、 そ の 原 資料の 記 載、 叉 は 語り 傳 へた 場所の 異なる に從っ 

はされ てゐ たの を、 そ のま まに、 これ を 取 b 入れた から 二 見さう 云 ふ不統 

てゐる やうに なった ので ある。 併 し、 全 體の體 系と して は、 何 らの 矛盾 も 

して まと め ら れてを り、 か つ 又、 撰 者の 意見の 中に、 それが 十分に 消化 せら 

一方に おいて は、 そ れ ん\ の 資 料 の 本 文 に 可 成 忠 赏 で ぁ つ て，語 部 の 語 

を變更 してし まふと いふ やうな 事がなかった の ；！ r 日 本書 紀のニ 定の記 

てし まふ やうな 態度に 比して、 古事記の、 あくまでも 古傳を 墨守し ようと 

しめた も の で あ り、 此 の 點に關 して、 叙述が 一 貫統 一 しない 憾が あると い 

ので ある。  > 

第二 編 第一章 古事記 


料と して 參考 せら 

取捨 選懌 せら れ て 

大國 主命が、 時と し 

うな 事 も 5^ る. ま 

ると いふ やうな 事 

て、 異なる 名 稱で現 

一 の 外 觀をも 早： し 

なく， 終始 一 贯、 統 一 

れてゐ ると とも に- 

る  & や. そ の 内容 等 

法に 全 然 1ft き 改 め 

す る 態 ：^,.^ を微 底せ 

ふ 非難 は 常ら な い 
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書名 な ほ、 古事記と い ふ 題 號の讀 み 方に 就いても、 一 ー說が あり、 フル コト ブ ミ と 訓讀す ぺ 

きか、 コ ジキと 音 讀 すべき か 明かで ない が、 本 文 を 全部 訓 讀 する 例に なら へ ば、 書 名 も 亦訓讀 

すべきで ある。 これ 以前の、 帝紀. 本 辭の類 も 亦、 多く 訓讀 せられて ゐる。 訓讀 すると、 舊事 js^ 

の 書名と 紛れる とい ふ 意見が あるが、 紛れても 差 支 へ なく、 殊に 舊事 は、 僞 撰と 云 はれる 書 

であるか ら， さ う 云 ふ 事に は關 はら す、 古事記 の 書名 を、 訓讀 した も のと 考 へても 差 支へ ない。 

併 し、 今 日で は 普通 音 讀 せられて ゐる。 

第二 節 內 容 

I 上卷 の梗槪 

天地創造 古事記 は、 次. の 如き 壯 重な 文章で、 始まって ゐ る。 

天地の じ fl の 時、 i 1 ^跪に 成り ませる 神の 宇宙の 最初の 時に 當り、 高天原に 現 はれ 給うた 神 樣の御 

は、 ^  I：  ^"お ま、 次 に ^11;  A き „s "，、次 に 名 は、 先づ 第一に 天 御中 主神、 次に は 高御產 m 日 神、 次に は 

素き き ま、 此 の 一？ 一は きらの 神 はま ひ ilS 成り ま 神 產巢日 神と 申し上げ、 此の 三 所の 神樣 は、 皆 ® 立の 神漾 


ft み  わ * ラ き あぶら 

し て、 身 を隱 した まひき。 次に 國稚く 浮 is 

あし 

の 如くし て、 く らげ なすた、 乂ょ へる 時 に、 輩 

かび ごと も ぁぺ. よ 

牙 の 如、 萠 ぇ騰る 物に 因りて 成り ませる 神 

みな  う ま しあし か び ひ こ A つ S かみ  あめの こ 

の 名 は、 宇 麻 志 阿 斯訶備 比古遲 神、 次に IK  〈.^ 

たちのかみ  ふた はしら  ひとりが み  みみ 

立 神、 此の 二 柱の 神 も獨祌 成りまして 身 を 

隱し たま ひき 

かみ  く ど り いつはしら  こと あまつかみ 

上の 件 五 柱の 祌は刖 天神 

簡朴な fii- 現で 

を もって 描き出 

のであった らう 

また 活動的な 情 

神 世 七 代 

に、 宇 比 地 適 神と 

f 乃 辨祌、 雅母陀 

れ 給うた (化の 五 柱. の 神 は、 二 柱の 神 を 合せ 
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として 現 はれ 給 ひ、 自 然と その 御.：^ 體 をお 隱 しにな つた- 

次に、 國土は 未だ 固まらず 柔か ..<  水の 上に 浮いて ゐる脂 

の やう で あ り、 海 月の やうに 漂うて ゐる 時、 そ の 中 か ら、 

の 芽が 萠ぇ 上る やう に、 勢 ひよく 生え 出で る 一 つ の物體 

によつ て 現れ 給うた 神樣の 御名 は、 宇 麻 志 阿 斯訶備 比 古 

遲 神、 次 に は、 天 之 常 立 神と 申し上げる。 此の 二 所の 神樣 

も、 獨 立の 神樣 として 現 はれ 給 ひ、 自然 とその 御身 をお 隱 

しにな つたの で あ る。 

お 上の 五所の 神樣 は、 別 天神と 申 上げる。 

ざ る 自然の 譬瑜 

な關係 の ある も 

る 表現 を もつ て- 


、天地 初發 の祌々 の 名 を 誦し、 か つ、 國 土の 原始の 狀態 を、 巧 ま 

した。 浮 脂. 海月； 葦 牙 等 は、 す ベ て 原始 日本人の 生活に 密接 

。 かく 天地創造の 段. は、 莊 重で は あるが、 親し さ を 感じさせ 

景を もって、 描かれて ゐる。 

くに S と こたち のかみ とよく もぬ のかみ  ひとり パ. み 

かくて、 此の 祌々 の 次に、 國之常 立 神、 豐雲野 神 (此の 二 柱の 神 も獨祌 である) 次 

そ の 御 妹 須比智 、邇 神、 角 代 神と そ の 御 妹： が-代 神、 意富 斗 能地祌 とそ の 御妹大 

琉祌 とその 御 妹 阿夜訶 志. fn 泥 神、 伊邪那岐 S とそ の 御 妹 伊邪那美 神が 現 は 

代と する/ 以上の 七 代の 神々 を 神 世 七 代と 
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申す ので ある。 

こ  >  もろ，， \ みこと  A  二と 

是 に、 天 っ祌 諸の 命 もちて、 伊邪那岐 命 伊 邪 

那美命 二 柱の 神に、 是 のた、. - よ へ る 國を修 

りかた  の  あまの ぬ iJi こ 

理 固めな せと 詔り ごち て、 天 沼 矛 を 賜 ひて、 

こと よ  かれ ふだ はしら  あまの うきはし 

言 依 さした まひき。 故 二 柱の 神 天 浮 に 


四 〇 


立た し て、 其 の 沼 矛 を 指 下し て、 畫 きた まへ 

ば、 鹽 こ をろ こ をろ に畫 きな して 引き上げ 

たま ふ 時、 其 の 矛の 末より 垂 落る 鹽、 積 り て 

これ をの ころ しま  あ 

嶋と成 る、 是 淤能 基呂嶋 なり。 其の 嶋に天 

も  あめ  みはしら  やひろ 

降り まし て、 天 の 御 柱 を 見立て、 八 尋殿を 見 

立てた まひ き。 

<  • に .9 み 

此 所で、 二 所の 神 は、 國 土 生 をな される 爲 

天の 御 柱 を 左よ.^ 廻 b  、女 神 は 右よ. 0 廻 b 

あなに や し、 え 男 を。 

と 仰せに， な b  、次に 伊邪那岐 命が， 同様に、 


さ て、 天 神 は 種々 の 命 令 を お 下 し に な つて、 伊邪那岐 命、 伊 

邪那美 命の 二 所の 神に、 此の 漂うて ゐる國 を 修理して 固 

くせよ と 仰に な り、 天 沼 矛 を 賜う て、 右 の ごとき 任務 を 委 

住 あそばされた。 そ こ： て、 一 一所の 神 は 天 浮 橋の 上に お 立 

になつ て、 その 沼 矛 を さし 下 し、 搔 き 廻し に な る と、 S を >  J 

ろ ころと 搔き まぜて お引き上げ あそばされる 時、 そ の 矛 

の 先から したたり 落ちる 鹽 が、 積 つ て 島と なつ た。 是 が 

游 能碁呂 島で ある。 その 島に 高天原から お下りに なつ 

て、 中 心と なる 天の 御 柱 (大 黑 柱) を お立てに な り、 鹿 大 な る 

御殿 を 建設 あそばされ た， 

めに、 結婚の 式 をお あげになる 率に なって、 男祌は 

給うて、 まづ 伊邪那美 命が 初に 

あ、 美し い、 吉 い 男子よ- 


あなに や し、 え をと め を。  一 あ、 美し い、 吉 い 少女よ。  - 

と 仰せに なった。 然るに、 ニ祌の 間に 生れ 給うた の は、 水 蛭 子 であった ので、 此の 子 は _ ^船に 

入れて 流し 捨て 給うた 次に 粟島 をお 生みに なった が ど れ 

も 御子の 數に 入らない。 かやう に 御子の 出來 がよくな いの 

で、 ニ祌が 天神に その わけ をお 尋ねになる と、 そ れは 結婚の 際. 

女の 方が 先に 物 を 言 うたのが よくなかった ので あるか ら、 や 

り 直し をせ よとの 仰で ある。 そこで 再 び、 前 の 如く 天の 御 柱 

を 廻つ て、 伊邪那岐 命の 方が 先に、 

あなに や し、、 ん を と め を 

と 仰って、 結婚 を あそばさ れ、 御 子 を お生みになる と、 此 度 は， 立 

派な 國 土が 出 來た。 卽ち 淡路の 穗の狹 別の 島 (淡路島)、 伊豫の 

二 名の 島 (四國 「隱 岐の三 子の 島 (隱岐 島)、 筑紫 の 島 (九州)、， 岐の島 

つ し ま  .W はや と LJ よ あ さ つ しま 

(壹 岐)、 津島 (對 き、 佐 渡 の 島、 大倭璺 秋津島 (本州) の 八 島が それ で、 此 

の 故に， わが 國を， r< 八 島國と 謂 ふので ある。 その後に、 吉 備の兒 島 (今 の 岡 山 縣の兒 島 半島)、 小 

豆 島 (瀬 la, 內 海の 小. 豆 島)、 大島 (山 ロ縣に あ A 、女 島 (大分 縣に あ b) 、知訶 島 K 「の 五島 列島 及び 平戶 
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島 等)、 兩兒 の 島 (不明) の 六 島 をお 生みに な. -、 これで 國 土の 方 は 揃った から、 次に 諸々 の 祌達を 

お生みに なった。 卽ち、 風の 神. 木の 神. 山の 神. 野の 神 等、 多くの 神々 を 生み 給 う て、 最後に、 火 の 

神 をお 生みになる 時、 火傷して， 伊邪那美 命 は 遂に なくなられ たの である。 以上で、 二 所の 神 

の、 .R- にお 生みに なつ た 島 は、 合計 十四 島、 神 々は 都合 三十 五祌 であった。 

人口 增殖 伊邪那美 命 の 御 葬が 了った 後に も、 伊 邪 那諾命 は、 どうかして 女神に 逢 ひた 

くお 思 ひに な り、 黄泉 國 (死者の ゆく 國) に 伊 弊 那美命 の あと を 追って 行かれた。 そこで 女神 

は 男 神に 向 ひ、 「あなたのお 迎 へが 遲 いた め、 黄泉の 國の 食物 をた ベました から、 とても 歸る 

事 は 出来ない でせ うが、 ー應 黄泉 祌に 聞いて 見 ませう。 その 間， 私 を御覽 になって はいけ ま 

せん」 と 云って、 戶の內 に 入られた。 それ を 男 神が、 火 をと もして そっと 御覽 になる と、 女祌 

の 御身 體に は蛆が 涌き、 八 種の 雷神が 現れて、 二目と は 見られぬ 恐し い 有様であった ので、 男 

神 は 驚いて 逃げ出された。 

I  ^-  ^  ^ みのみ こ i あれ • はお 

そのも^ 牙, tf- 美 命、 吾 に 辱 見せた まひつ と その 時、 女神の 伊邪那美 命 は、 「私に 恥 をお か.：' せこ， よつ 

Y を  よもつ しこ め 

言した まひて、 S ち、 黄泉 醜女 を 遣して 追 は た」 と 仰って、 すぐに がし 軋 如と いふ 鬼 ども を やって 、せ 

I  ^  ^  M  * きのみ ことくろ み かづら 

しめき 爾俘邪 那岐命 黑御鬉 を 取りて、 投 ひかけ させられた。 そこで、 伊邪那岐 命 は、 黑ぃ髮 "sST を 取 

げ棄 てた まひし かば、 乃ち 蒲 の 子 生りき。 つて、 投げ出され ると、 それが 葡萄の 實 となつな 醜女" 


-  ひろ  は  い 

是を摭 ひ 食 む 問 に 逃げ 行で ます を、 猶 追 ひ 

A.io み. みづ ら  ゆ つつま 

し か ば、 亦 其の 右の 御髻に 刺させる 湯 律 爪 

櫛 を 引 き 闕 きて 投げ 焚て た ま へ ば、 乃 ち 

生りき。 是 を拔き 食む M に 逃 げ 行で まし 

また のち  やくさの いかづち-かみ ちい ほ  よもつ 

き。 且 後に は、 其 の 八 雷神に 千 五 百の 黄泉 

いくさ そ  かれみ は  と 

軍 を 副 へ て 追 はしめ き- 爾御 佩かせる 十 

つかの つるぎ  しりへ で  ふ 

拳 叙を拔 きて 後手に 振き つ つ 逃げ 來 ませ 

よちつ ひ ら さか 

る を、 猶 追 ひて 黄泉 比 良 坂の 坂 本に 到る 時 

に、 其 の 坂 本なる 桃の 子 を三箇 取りて 待ち 

擊 ちた まひし か ば、 悉 に 逃げ 返り き。 に 

の  も -  いまし あ 

伊邪那岐 命、 桃 子に 吿り たま は く、 汝 吾 を 助 

あ I- はらの なかつ くに  -7 つ 

けしが ご と、 葦 原 中國に 有らゆる 現しき 靑 

うきせ  く る 

人 草の 苦瀨に 落ちて 患惚 しまん 時に 助け 

^  お ほかむ つ みのみ こと い 

てよ と吿 りた まひ て、 意 富 加 牟豆美 命と 號 

.  いや はて  いも 

ふ 名 を 賜 ひき。 最後に 其の 妹 伊邪那美 命 

^ みづか  -  すな は  ち ひき いは 

身 自ら 追ひ來 ましき， 雨ち 千 引. ij^ を 其の 

不 
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こ れ を 拾 つ て 貧 ベ て ゐる間 に、 逃 げ て 行 か れ た が、 な ほ も 

追 ひかけ て來 たか ら、 今 度 は 右の 髻に さして をら れた齋 

つ つまぐし  たナ のこ 

津爪 櫛の 齒を 引き 折つ て 投げ出される と、 そ れ が^と な 

つた。 これ を 引き 祓いて 食べて ゐる 間に 逃げ て 行 か れ 

た。 それから 又 後に は、 か の 八 種の 雷神 に、 多 勢の 黄泉 國 

の 軍勢 を 添へ て、 追 ひかけ させられた。 それ で、 伊 邪那岐 

*  LJ つかの つる ざ 

命 は、 帶 びて 居られた 長い 十 拳 劍を拔 い て、 後 の 方に 振り 

廻し つ つ 逃げて 来られた の を、 な ほ も 追 ひかけ て、 黄 泉 の 

比 A 坂の下に 來 た 時 に、 そ の 坂 下にあった 桃の 實を 三箇 

取って 待ちう けて 擊 ちかけ 給うた の て、 全 部 逃げ去つ て 

しまった。 そこ.. て 伊邪那岐 命が 桃の 實に 仰る やう は、 

「お 前 は、 私 を 助けた やうに、 此の 曰本國 中の すべての 生 

きとし 生ける 人民 達が つらい 瀨戶 際に 陷っ て 苦しんで 

ゐる 時に 助けて くれよ」 と 仰って、 桃に 大加牟 美 命と 

いふ 名 をお つけに なった。 しま ひに は 女神の 伊邪那美 

命 御自身で 追って 来られた。 そ こで 大 磐石 を 此の 國土 

と 黄泉の 堺 なる 比 良 坂に 盖 として 塞い で、 そ の 岩 を 間に 

1 四 三 


黄泉 比 t 


さ 

白 
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引き 塞へ て、 其 の 石 を 中に 置 

あ P  ^  こと y  わた 

きて^^^針き立たし て、 事 戶を 度す 時 に、 伊 邪 

r\  まも  5 つく  あ  な iJ みこと か 

那美命 言 した ま は く、 愛 しき 我が 夫の 命、 如 

くし  いまし  ひと ひち ベ-しらく， ひ 

此爲 たま はば、 汝の國 の 人 草、 一 日に 千 頭 絞 

り 殺さむ とま をした まひき- 雨に 伊邪那 

, , , ., の  うつく  あ なにも み- li みまし し 

岐命 詔り たま は く、 愛 しき 我が 妹の 命、 汝 然 

し  あれ ひと ひち いほ 5 ぶ や 

カ爲 たま はば 吾 は 一 日に 千 五 百產屋 立て 

てむ とのり たま ひき， 是を 以て 一 日に 必 

ず 千 人死に 一 日に 必ず 千 五 百 人な も 生ま 


一 四 四 

隔て て、 男 神 女神が 相 向 ひ 立ち、 離緣 の 言葉 

る 時、 ま づ 伊邪那美 命が 仰せられる やう は- 

が  夫の君  よ、 あ な た が、 此 の やうな 事 をな さ 

は、 あ なた の國の 人民 を 一 日に 千 人 絞り 殺 

仰った。 そこで 伊邪那岐 命が 仰せられる 

しの わが 妻の 君 よ、 お 前が その やうな 事 を 

あるならば、 私 は 一 日に 千 五 百の 雀 室 を 建 

らう」 と 仰った。 此の やうな わけ で、 一 日 

人が 死に、 また 一 日に 必ず 千 五 百 人の 人が 


增加 する のて ある。 


る る 

此の 黄泉 比 良 坂 は 今の 出 雲の 伊 賦夜坂 (現， 今の 出 雲 國八束 郡楫： IH^- 村) であると 

條 はこれ だけで 獨 立した 興味の 深い 說話 である。 女神が、 自分 の 姿 を 見て は 

せられた ので、 a? の祌は ー醫 その 好奇心 を そ、 られ 給うた の は、 人 間 に 共 M の 

う し て-そ の 忍び 見られた 女祌 は、 恐 ろしい お 姿であった ので 逃げ出され たの 

けて 來る 此の 邊は漸 層 法的に、 追 ひかけ の 危難 と、 そ れを危 く脫出 遊ばされ 

く 描き出されて ゐる なぐ なられた 女 祌を戀 ひ 慕 はれる 祌の 人間的 感淸 


を 云 ひ 渡され 

- 「いとしの わ 

れ るなら ば 私 

しませう」 と 

やう は、 「いと 

なされる ので 

てて 赤子 を 作 

に 必ず 千 人の 

生 れ て、 人 口 が 

、ず esi ^さ" 

いふ。 右の 

いけない と 

感情 である。 

を .2^ が 追 ひ 

る 話と が、 面 

が もと で、 そ 


れから それ へと 話 は發展 して、 死體の 有樣を 幻想 的に 描いたり、 鬼の 貪食 を 利用したり， さま 

ざまな 事が あつ て、 遂 に、 兩 神の 問答に よ つ て 人口 增殖の 理を說 明す る 所に 至る ま で、 息 も つ 

かせない 緊張と 間然す る 所の ない 手法 を もつ て、 用意周到に 物語が 進 め "，： れてゐ る。 

天照大神と 須佐之 男 命 さ て、 伊邪那岐 命 は 黄泉で 御身が 穢れ たと いふので、 九州の 日 

向の 橘の 小 門なる 阿波 岐原 (現今の 宮崎縣 の宮崎 村字靑 木の 地と 云 ふ) と い ふ 海岸で 顿藏の 

式 を 遊ばされた。 その 際樣々 の 神々 が 現 は れ 給うた が、 最後に、 左の 御 目 を 洗 ひ 給うた 時に、 

あま てらす お ほみ かみ  つき よみの みこ LJ 

現れ 出で 給うた のが 天 照 大神、 右 の 御 目 を 洗 ひ 給うた 時に， 現れ 給うた の は月讀 命、 御 鼻 を 洗 

たけ はや す さの をのみ こと  み はしら 5 づ みこ 

ひ 給うた 時に 現れ 給うた の は 建 速 須佐之 男 命で ある。 此の 時に、 伊邪那岐 命 は 三 柱の 貴 子 

たかまの はら  よ  をす くに 

を 得た とて 甚だお ij:: びに なり 天照大神に は 高天原 を 治めよ と 仰ら れ、 月讀命 に は 夜の 食國 

を 治めよ と 委任 せら れ、 建 速 須佐之 男 命 に は 海原 を 治めよ と 命せられ た。 然る に、 須佐之 男 

命 は委， 任せられ 給うた 國を お治め になら す、 い つまで も 泣き喚いて 暴れて をら れ るの で、 多 

くの 惡祌達 も 共に 叫び、 天下 騒然と した。 それで、 伊邪那岐 神 はお 怒. 5 にな .< ^、須 佐 男 之 命 を 

此の 國には 置かない と 仰せられて、 追放 あそばされた。 

そこで 速 須佐男 命が 仰せられ るに は、 「それで は 夭 0 大 

御 神に おいと ま を 申し上げて 參り ませう」 と 仰つ て、 髙 


故 是に速 須佐之 男 命の 言 した ま は く、 然 ら 

あま てらす おは み かみ  ま を 

ば 天 照 大御祌 に 請して 罷りな むと 中した 
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あめ まゐ のぼ  ：  , に と- 弋 

ま ひ て、 乃 ち 天に 參 上ります 時に、 山" 悉に 

とよ  ゆ 

動み、 國土皆 震り き。 雨に 天 照 大御剥 聞き 

驚かして、 我が 夫の 命の 上り 來 ます. E は、 必 

,っろ^<  おも ほ 

ず 善しき 心なら じ。 我が 國を奪 はむ と 欲 

すに こそと 詔り たま ひ て、 卽 ち 御髮を 解き" 

^ みづら  ま  ひどりみ ざり み みづら  み かづら 

御 髻に纏 かし て、 左 右の 御 ■ にも 御 鬉 にも 

^,だりなざり  みな や さかの まがたま  いほつ  み 

左右の 御手に も、 各 八 尺 勾敏の K:! 百 津の御 

すまる  ま  そ， ひら  ちのり  ゆぎ 

銃の 珠を 纏き 持た し て 、背 に は 千 入の 輕を 

いほの り  いづ  たかとも， 

負 ひ、 五 百 人の 靱を附 け、 亦 稜 威の 竹 辆を取 

お  & よら  かたに ±  も. * む. S 

り 佩ば して、 弓 腹 振り立てて、 堅 庭 は 向 股に 

踏みな づ み、 沫 雪 如す 蹶 ゑ^ら A かし て、 稜 

づ ^ たけ， ひ  たけ  ，，5* 

威の 男 建蹈み 建び て 待ち 問 ひた ま はく 何 

ど 上り 來 ませる と 問 ひた まひき。 爾に速 

ま を  あ  きたな 

須佐男 命の 答 白した ま は く、 僕 は 邪き 心 無 

た乂 お ほ み かみ  みこと  あ  な 

し。 唯 大御祌 の 命以ち て、 僕 が哭 きい さち 

ミを  あは. - 

る 事 を 問 ひ 賜 ひし 故に， ni しつら く、 僕 は 妣 


一 四 六 

天 原に 上って 来られる 時に、 山 や 川ゃ國 土が 全部 震動し 

た。 それて 天 照 大御神 は それ を 聞いて お驚きに なり、 

「わが 弟 君の 上って 来られる 理由 は、 決して 善い 心から 

では ある ま い。 私の 國を奪 ひ 取らう とお 思 ひになる の 

であらう」 と 仰せられて、 すぐに 御髮を 解き ほど き、 髮 の 

毛 を男醫 にお 結 ひに なつ て、 左 右の 髻 にも 髮 飾りに も、 左 

右の 御手に も、 皆、 立 派な曲玉を澤山紐に結び通した玉^§ 

り をお 卷き附 けにな つて、 脊には 千 本 入の &を脊 負 ひ 給 

ひ、 前 に は 五 百 本 入 の^を もお 附 けにな り、 亦 腕に は！ ま 

しい 竹製の 辆を お取り 附 けにな つ て、 弓の 眞 中を取 り、 弓 

を 振り立て て、 大 地 をば 雨 股 で 踏み 附 け、 土 を 沫 雪の や う 

に蹶 散らして、 元氣な 男らしい 叫び 聲を 大地 を 踏ん で は 

お叫びに な り、 速 須佐男 命の 来られる の を 待ち受け てお 

訊ねに なるやう は、 「どうして 此 所に 上つ て來 たの か」 

とお 訊ねに なった。 そこて 速 須佐之 男 命のお 答へ 申さ 

れる やう は、 「私 は 悪い 心 はあり ませ ん、 た ビ 伊邪那岐 神 

の 御 言葉 と し て、 私 の 泣いて 駄々 を こ ねる わけ を 御 詰 間 

になり ましたの で、 私 が 申し上げます やう は、 私 は 亡き母 

上の： m まれる 國に往 きたいと 思って 泣く ので ございま 


の阔 に往ら むと 欲 ひて 哭 くと 申しし かば- 

大 御 神、 汝 は 此の 國に はな 在み そと 詔り た 

^v&^ まひて、 神 J^$$ 賜 ふ 故に、 罷往 りなむ と 

さま i を  お 5  まん のぼ ) 二 

する 狀を請 さむと 以 ひて こそ 參上 りつれ 

異 しき 心無し と 巾した ま へ ば、 天 0 大 御 神- 

ハ まし  あか  い 力 

然 らば 汝の 心の 淸明 きこと は 何に して 知 

らまし と 詔り たま ひ き、 是 に 速 須佐之 男 命 

おの もく うけ  スこ  ま を 

各 誓 ひて 子 生まな と 答 白した ふ 


すと 申し あげました 所、 伊 邪 那岐神 は、 そ わ -て はお 前は此 

の國に 住むな と 仰せられ て、 私 を 追放 あ そ ば さ れ ました 

の て、 私 が 黄泉の 國へ參 らうと する 樣子 を お知らせ 申し 

上げようと 思つ て參上 致した 次第 で す。 他に 惡 い 心な 

どはありません」 と 仰せられ たの で、 天 照 大神 は、 「そ れ 

ではお 前の 心が 淸く 明らか で あると いふ 事 が、 ど うした 

ら 分り ませう か」 と 仰し やった。 そこ で、 速 須佐 之男侖 

は、 「で は 二人で 各々 神に 誓 ひ を 立てて、 子供 を 生ん で 見 

ませう」 とお 答へ になった。 


かくて、 天照大神 が、 須 佐 之 男 命の 佩びて 居られた 十 拳劍を 借りて、 それ を 齧 み、 息 を お 吹 ■ き 

になる と、 三 所の 女子が 現れ 給 ひ、 同じ く、 須 佐 之 男 命が 天照大神の 八 咫勾珠 の 五 百 津御統 の 

珠を借 b て. そ れを蓄 み、 お吹きに なった ま 吹の 中から は、 五所の 男子が 現れ 給うた。 それで 

須 佐 之 男 命 は、 自 分 が 綺麗な 心 を 持って ゐる爲 め に、 自 分の 佩びて ゐた劍 から 女子 を 得た の 

であると 仰せられて、 勝ち誇. 0 給うた あま 、種 々な亂 暴 狼藉 を 働かれた ので、 天 照 大神 は 畏 

れ て、 天 岩 星の 戶を 閉め て、 そ の 中に お隠れに なった か ら、 高 天 原 も、 葦 原の 中つ 國も 全部 闇黑 

とな b、 多くの 災が 起つ た。 多勢の 神々 は 驚いて、 天の 安の 河原に 集.^、 相談 せられた 結果、 天 
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とこ よ  な-か なき どり  かぐ やま 

の 岩 星の 前で、 常世の 長 嗚鳥卽 ち鷄を 鳴かし め、 天の 香 山で 根 こそぎ 掘. 9 出した 榊の 上の 枝 

しろに-きて あ. * にぎて  ふと だま 

に 玉 を、 中 の 枝 に 鏡 を， 下 の 枝に 白 和 幣靑和 幣を取 b 附け たもの を 御 1^ として、 太 玉の 命が 持 

あめの こやね  のりと  た ぢ から を  う 41- め 

ち， 天兒 星の 命が 祝詞 をと な へられ、 天の 手 力 男の 神が 岩 星の 戶の 傍に 隱れ、 天の 宇 受賣の 命 

が、 k 懸 とな つ て 桶 を 伏せた 上で、 こ れを 踏み 轟かしつつ 踊られる 様 を 見て、 多勢の 神が 大聲 

を あげてお 笑 ひに なった か ら、 天 照大 神は不 思議 に 思 つ て、 戶 を 細目に おあけに なった 所 を 

天の 兒 星の 命と 太 玉の 命 が、 か の 鏡 を さし 出して 天照大神に お見せ 申 上 げ、 手 力 男の 祌 が、 御 

手 を 取って 引き出し 奉った ので ある。 その あと で 早速、 太 玉の 命 は、 尻 久米繩 、卽ち 七 五 三 繩 

を 大神 の 後の方に 張つ て、 此 から 內へ はお 入.^ にならない やうに 申し 上 げ、 須 佐 之 男 命 は、 鬚 

と 手足の 爪 を 科料に 切り取られて 追放せられ 給うた。 以上の 所 は、 語部の 語，^ ぶ. 0 の 特色 

の はっきり 出て ゐ る 名文で、 特 に、 須佐之 男 命 昇天 の 所と 天照大神の 男装 遊ば される 邊の勇 

肚な 文章 は、 こ れ を 語 る 語部の 表情 聲音さ へ も 勢髴 とさ せ る。 語部の 本辭の 中で も、 表現の 

雄勁な 有數の 部分で あらう。 天 照大 神と 須佐之 男 命 の、 御子 をお 生みになる 筒 所に 就いて 

は、 下 に 更に 詳しく その 文章 を 解剖し て 見る 事と した。 

. ^岐 大蛇 退治 かくて 須佐之 男 命 は 追放せられ 給う て、 出 雲國の 肥の 河 上 (肥 河 は 今 の 

斐 伊川) の鳥髮 (今の 船 通 山 卽ち鳥 上 山の 麓) の 地に 降つ て 來られ た。 此の 時 箸が 河に 流れて 


來 たの で、 そ の 川の 上流に 人が 住んで ゐ ると 思 ひ、 川 上に 上って 行かれる と、 老 人と 老女の 二 

人 が、 少 女 を 中に 置いて 泣いて ゐる： それで、 

「お前 達 は 誰 だ」 とお 尋ねに なると、 「私 は 國 

っ祌 大山 津 見神の 子で、 私の 名 は 足 名 椎、 妻 の 名 

は 手 名 椎、 娘 の 名 は 櫛 名 田 比賣と 申します j と 

答へ た-. 亦 「お前の 泣く の は 何故か」 とお 尋 

ねになる と、 「私 の 娘 は 八 人 居りました が、 高 志 

(今 の 出 雲の 古 志 村、 或 は 越の 園で 北陸地方 かと 

や また を ろ ち 

も 思 はれる) の 八 俣 大蛇が 每 年来て 食って しま 

ひました。 今年 も、 そ れが來 る 時と なりました 

か ら、 泣 いて ゐ るので す」 と 申し上げた。 「その 

大蛇 は どんな 樣子 をして ゐる か jr そ の 目 は 赤 

酸醬の 如く、 身體は 一 つで 頭 も 尾 も 八つ あり、 長 

さは 雞バ 谷、 峽 八 尾 を 越え， 腹 から は い つも 血が 流れて をり ま す」。 「此 所に ゐ るの は、 お 前の 娘 

だ ね、 私 にくれ ない か J「 で も あなた 様のお 名前 を 存じ 上げない ので ございま すが ji , わし か、 
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わし は 天 照 大御神 の 弟 で、 今 天から 下って 來た ところで あ る jT そ れは おそれ 多い 方で ご -. さ 

う」 と 答へ たの で、 此 所に、 須佐之 男 命の 御 指 圖に從 つ て， 强 

垣に 八つ の 門 を 作り、 門 の 中には 八つの 棧敷を 作り、 棧敷 の 

かくて 用意が 出來 上り 待って ゐる と、 案 の 如く、 大蛇が 來て 

そこで、 須佐之 男 命 は 大蛇 を 切. 0 殺し 給 ふ と、 肥 河に は， y の 

現 はれた の で、 こ れを天 照大御 神に 献上 遊ばさ れた" これ 


います では 娘 を さし 上げ ませ 

い 純 酒 を 醸造し、 垣 を 結 ひ 廻ら し 

上に 酒糟 を 置いて 酒 を 入れた。 

酒 を 飲み、 醉 つて 寢 てし まつ た" 

川 が 流 れ、 眞 中の 尾から は 大刀が 

が卽ち 草薙の 大刀で ある。 

此の所に 至， 9、 一  轉 して、 高天原 

が ある。 この 大蛇 や 龍 を 返 治す 


より 出 雲國に 移る- さう して、 名高い 八岐 大蛇 返 治 一  段 

ると いふ 話 は、 どの 國の 古代 說 話に も必す 存在す る、 英雄 譚 

に は 必要な 一節で ある.. それが 須佐之 男 命の 場合に は， 美女と 智謀と 醇 酒と、 さ うい ふ 豐醉 

な雰圍 氣-の 中に、 物語 は 展開 せら れてゐ て、 興味 津 々たる ものが あ る。 

八 雲 立 つの 神 詠 須佐之 男 命 は、 出 雲の 須賀の 地に 御 夫婦の 住まれる 宮殿 を 作. 0 給 ひ- 


八 雪 立 つ、 出 雲 八 重 垣、^ ご み に、 八 重 垣 造 

る、 そ の 八重垣 を 


多 く の 雲 が 立ちの ぼ り、 其 の のぼる 雲が 八重に 重なつ て 

垣根 をな し、 可愛い 妻 を 籠め ようとし て 八 重 垣 を 造って 

くれる。 あ i その 八 重 垣 よ。 


と 云 ふ 歌 を 作られ た. こ れ を， 和 歌の 最初と 

出來 にな b 、須佐 之 男 命 を 第 一 代と して、 その 

は 、大 穴 牟 遲 神、 葦 原色 許 男 神、 八 千 矛 神、 宇 都 志 

稻 羽の 白 索 此 所に 物語 の^人 公 は、 大 

おがあった。 此の 御兄弟 達 は、 いづ れも稻 羽 

ようとせられ 、一緒に 稻 羽に 行かれた 際、 大穴 

I こ。 

ホ f 

ここに  さき  あ. 》 はだ A  うさ ざ 

於是氣 多の 前に 到りけ る 時 に、 裸 なる 蒐伏 

やそ み  いまし せ 

せり。 八十 神 其の 宽に云 ひけら く、 汝 爲 む 

は、 此 の 海 鹽 を 浴 み、 風 の 吹く に 常り て、 髙 山 

の 尾の 上に 伏してよ とい ふ。 故 其の 蒐、 八 

して ^しき。 雨に 其の 


十 祌の敎 ふる 從 

j4 一  r ま 

鹽 の；^  く 1 


ま  ■ ことん \  さ.^ 

？ に， 其 の 身の.' 悉に 風に 吹き ^^ぇ 

し 故 に、 痛 苦み て 泣き伏せれ ば、 最 後に 來ま 

せる 大穴 牟遲祌 其 の 蒐を見 て、 何 由 も汝泣 
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して ゐる. かくて、 御 夫婦の 間に は、 御子 様が お 

第 七 代 目の 御 孫が 大國 主命で ある 此の 神に 

國玉神 等 の 別名が あ る， 

國 主命と なる。 此の 大國 中： 祌に は、 多勢の 御 兄 

の 八 上比賣 因幡 國の八 上 郡の 美女) を 妻に 迎 へ 

牟遲 神に は 袋 を 負 は せ、 從者 として 連れ て 行か 

そ こ で、 氣 多の 崎 ま で 行かれた 時 に、 赤 裸と なって ゐる鬼 

が 倒れて ゐた。 神々 達が その 鬼に 仰る やう は、 「お前の 

手 當 は、 此 の 海水で 身 體を洗 ひ、 風に 吹かれ て、 高 い 山の頂 

で 寢てゐ たらよ からう」 と 云 はれ た。 そ れ で その 兎 は、 

神々 達の 敎の とほり にして 寢てゐ た。 所が、 その 海水の 

乾く に從 ひ、 身體の 肉が 皆 風に 當っ て 割れて しまったの 

..<0  くて 泣き 倒れて ゐ る と、 神 々の 最後に 通り か、 られ 

お- むちの か； ひ  — 

た大汝 神が 此の 兎 を 見 て、 「ど うして お 前 は 泣き 倒れて 

ゐる のか」 とお 尋 になった 所、 兎 がお 答へ す る や う は、 

1 五 1 
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と  ま を  あれお 

き 伏せる と 言 ひた まふ に、 蓬 答 言 さ く、 僕，.^ 

きのし ま  くに  わた  ほり 

岐嶋に 在り て、 此 の 地に 度ら まく 欲 つれ ど 

も 4g らむ因 無 かりし 故 に、 海 の 和邇を 欺き 

あれ いまし とも. から  すくな  くら 

て 言 ひけら く、 吾 と汝と 族の 多き 小き を 競 

か. いまし  と ち， から あり こと  <>. -ゐ 

ベて む。 故汝は 其の 族の 在の 悉 率て 来て、 

よ  さき まで みな な  わた あれ 

此の 嶋自 り氣 多の 前 至 皆 列み 伏し 度 れ、 吾 

よ わた  こ  >- に 

其の上 を 踏みて 走りつ ム讀み 度ら む、 於 是 

あ とも •  から い. か 

吾が 族と 敦れ 多き とい ふこと. らむ。 如 

此 言 ひし か ば、 欺 か え て、 列 み 伏せり し 時に、 

あれ  わた  つちお 

吾 其の上 を 踏みて 讀み 度り 来て、 今 地に 下 

あれい まし  あれ 

りむと する 時 に、 吾、 汝 は 我に 欺かえ つと 言 

を は  いや はて  あ 

ひ竟れ ば、 卽ち最 端に 伏せる 和 邇、 我 を 0 へ 

-J とん \ あき もの  これ 

て、 悉に 我が 衣服 を剝 ぎき。 此に 因りて 泣 

さき  いで ま  や そ V. み みこと 

き 息 ひし か ば、 先 だち て 行せ る 八十 神の 命 

以 ち て、 海 鹽を 浴み て 風に 當り 伏せれ と誨 

吿 へた まひき。 故敎 への 如爲 しか ば、 我 が 


一 五 二 

「私 は 隱岐嶋 に 居りまして、 此の 本土に 渡りたい と 思 ひ 

ました が、 海 を 渡る 方法が ありま せんの で、 海 の 鮫 を だま 

し て、 か やうに 中し ました。 『私と お前と 仲間の 多い 少ぃ 

を競爭 しょ う、 そ れ で、 お 前 は その 仲間 を ありったけ 述れ 

て 來 て、 此 の嶋 から 氣 多の 崎まで 皆 海の 上に 列んで 勢 揃 

へ をして ゐて くれ、 私 は その上 を 一 々踏んで 向 ふに 走り 

行 き な が ら、 お 前 達の 數を數 へて 渡って 行か う。 さう す 

れ ば、 私 の 仲間と どちらが 數が 多い かとい ふ 事が 分る だ 

らう』 かやう に 申しました 所、 鮫 が だまされて 海上に 列 

び 浮かん で ゐ る 時 に、 私 は その上 を 一 々踏ん で、 數 を 數 へ 

つ つ 渡つ て參り まし て、 ま うすぐ 地上に 下りよう とした 

時、 私 は 鮫に 『お前 ら は 私に だまされ たの だ』 と 云って 

しま ひました。 とたんに、 一番 端つ こに 並んで ゐた鲛 が、 

私 を 引つ つかまへ て 、私の 皮 を皆剝 いでし まった のです。 

それて 私 は 泣き 苦しん て を ります と、 あ な た樣の 前にお 

いてに なりました 神樣 達の 仰に は、 私に 『海水 を あびて 

風に 吹かれて 寢 ころんで 居れ』 とお 敎へ になり ました。 


ことぐ そこな  ： - にお ほな む ぢサ 

身 悉に 傷 はえつ とま をす。 於是 大穴 牟遲 

i 其の 菟に 敎吿 へた ま は く、 今 く 此の 水 

門に 往き て、 水 以 ちて 汝が身 を 洗 ひ て、 卽 ち 

其の 水門の 蒲 の. 1; を 取りて 敷き 散らして" 

こい まろ  .4- ぐ、. -ノ  な  もと  は ど  ごと 

其の上に 辗轉 びて ば、 汝 が 身 本の 膚の 如必 

い  かれ 

ず 差え なん もの ぞ とま をした まひ き. 故 

敎 へ の如爲 しかば、 其の 身 本の 如くに なり 

これ  しろう さぎ 

き。 此稻 羽の 素菟 とい ふ 者な り。 今に 菟 

かれ  お ほ な むお のかみ ま を 

祌 とな もい ふ。 故 其の 菟 大穴 牟遲 神に 白 

さく、 此の 八. 祌は 必ずや 八 上 比賣を 得た 

ふくろ  な みこと え 

ま はじ" ^を 負 ひた まへ ど も、 汝 が 命 ぞ 獲 

たま はんと ま をし き。 


そ れ て、 お 敎の とほり にします とい ふ と、 私 の 身體の 肉が 

昝此ん なに 裂けて しまったの で す」 と 申し上げた。 そ 

お ほな む 《 のかみ 

れ， て大汝 神が その 鬼に ぉ敎 へ にな る や う は、 「今 直ぐ 此 

i みづ 

の 川口に 行って、 眞 水で お前の 體 を 洗 ひ、 そ れ から その 

川口に ある 蒲の 花 を 取つ て 地上に 敷 並べ て、 そ の 上を轉 

げ 廻った な ら、 お 前の 身體 はもとの 皮膚の やうに なつ て、 

きっと 癒る はず だ」 と 仰った。 それで、 ぉ敎の 通りに し 

た 所、 鬼 の身體 は、 も とのごと くによく なった。 これ は 因 

幡の白 兎と いふ 者 で、 今 に神樣 に祀ら れてゐ る。 それ で、 

お ま .M むぢの か み 

その 兎 は大汝 神に 申 上げる やう は、 「此の 神々 達 はきつ 

と 八 上姬を 妻と する 事 は 出来ない， てせ う あなた は 袋 

を脊 負つ てお 伴 をして いらっしゃいます が、 あ なた 樣が 

きっとお 貰 ひになる でせ う」 と 申し上げた。 


案の定、 八 上比寶 は、 大穴 牟遲祌 に 嫁ぎたい と 仰った ので、 祌々 はお 怒.^ にな . ^、大穴 牟遲祌 

を 殺さう と 謀つ て、 山 の 中の 赤 猪 を 追 ひ 下す か ら、 そ れを摑 へろ と お 言付け になり、 狱に 似た 

大石を 赤く 燒 いて 轉 がし 落した， それ で、 大穴 牟遲神 は それ を摑へ る と、 燒 石に 當 つてお な 

くな.^ になつ たが、 御 祖の命 や 神 產巢日 命の お 取 計 ひで 蘇生 遊ばされた， かく、 種々 の 危難 
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ス おや  みこと  かた す くに 

に 遭 はれた の で、 御 祖の 命が 御 心配に なり、 r 須佐之 男 命の まします 根の 堅 洲國に 行 け、 き つ 

とお 前の 爲め によぐ 取 b 計らって 下さる だら う」 と 仰せられ て、 大穴 牟遲命 を 逃が し 給う 

こ。 

大穴 牟遲 命と 須勢 理比賣 かくて 大穴 牟遲命 は、 須 佐 之 男 命の 御所に 參.^ 、そこの 須勢 

理比賣 とあって、 夫婦の 約束 をな された。 さ うして 比賣 が、 御 父上に、 「立派な 神様が 參られ 

ました」 とお 知らせに なると、 「それ は 葦原 色 許 男 命 だら う」 と 仰って、 招き 入れ、 蛇の 室に 

ぉ寢 かせに なった それで 比賣は 心配して、 大穴 牟遲神 に そっと 蛇よ けの 頜卟 をお 渡しに 

なり、 「もし 蛇が ゆ ひっか う とした ら、 これ を 三度 振って ぉ拂ひ 遊ば せ」 と 御注意した" そ 

れ で， そ の 通， 0 にす る と、 蛇 は 何の 危害 も 加へ なかった。 奪-日 は蜈： ^一と 蜂の ゐる 室に 入れら 

れ た が、 こ れも 同じ 方法で 無事であった。 亦 矢 を 野原に 射 入れ て、 そ れを 取って 來 いと 命せ 

ら れ、 大穴 牟遲神 が 野の 中に 入る と、 周圑 から 火 を つけて 野を燒 かれた。 その 時 野鼠が 出て 

來 て， 「內は ほら/^ 外 はす ぶ/^」 と 云った の で、 試 みに そこ をお 踏みになる と、 そ こ は 深 

い 穴と なって ゐて、 穴の 中に 落ち込んだ 間に 野火 は 上 を 通り過ぎて しま ひ、 矢 は 無事 に， 鼠 が 

大穴 牟遲神 に 奉った。 それ で、 大穴 牟遲神 が、 そ の 矢 を 須佐之 男 命に 差し上げる と、 今度 は、 大 

穴 牟遲神 に 頭の 虱 をお 取らせに なった。 その 御 頭 をよ く 見る と、 蝶：^ が 多 か つたの で、 須誉 


理比賣 が 傍から 掠の 實と 赤土と を そっと 大穴 牟遲 神に お渡しに なつ て， 大穴 牟遲神 は、 惊を 

ばちつ と嚼ん では 赤土 を 口 に 含んで、 側に ぱ つと 吐き出さ れ るの で、 須佐之 男 命 は、 それ を蚬 

蚊 を嚼み 殺して をら れる 事と 思つ て、 大穴 牟 遲神 を 可愛く お ひに なりながら 寢 入つ てし 

みこと  へや  たる みこと 

ま はれた。 その 間に、 命の 髮の毛 を 室の 垂木に 結び付けて、 姬と 二人で 逃げ出され たが、 命 は 

眼が 覺 めて 起き 上る 拍子に 家 を 倒して しま はれた。 それで、 須佐之 男 命が 垂木に 結び付け 

られて ある 髮の毛 をお 解きに なる^に、 二人 は 遠くに 逃げ のびられた。 命は漸 く、 黄 泉 比， U 

坂まで 追 ひかけ て 來て、 遙か に 二人の 姿 を御覽 にな り、 大穴 牟遲神 をお 呼びに なって 仰せら 

れる やう は、 「お前が 持って ゐる生 太刀と 生 弓矢で お 前の 兄弟 達 を 平げ、 大國 主の 神と して 

天下の 主君と な b 、須勢 理比賣 と 夫婦に なって、 宇 #」 の 山の 麓に 宮を 造って 住んで をれ」 と 

意外に 親切な お 言葉が あつたの で、 大穴 牟遲神 は その 太刀 や 弓矢で、 不親切であった 多くの 

神々 を 追討して、 國土 を經營 せられる 事に なった。 また、 八 上比賣 とも、 以前の 約 来の 如くに、 

契 を 結ば れた。 

大國 主命 は、 此 所では 大穴 牟遲祌 とし て、 活躍 せら れる。 これ を 語 つ た 語部 (多分 は 出 雲 系 

の 語部) で は、 こ れ を 大汝祌 (大名 持 神) と 申 上げた の である。 有名な 白 兎の 話 も あり、 大穴 牟遲 

神が 須佐之 男 命から 試練せられ て、 種 々の 危難に あはれ る 話が 流暢な 翳 子で 述べられて ゐ 
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る。 以上の 一段 は、 これ だけで まとまった 說話 で、 興 味 ある 內容を 持って ゐる. これ は 語 部 

の 舊辭の 中で もす ぐれた 部分で、 どの 箇所 を 取っても 面白い が、 持 に 白 鬼の 條の 文 を揭げ 

ておいた 須佐之 男 命 は、 荒 々しい 英雄 神 の 性質 を備 へて をら れ るが、 大穴 牟遲神 は. ども ら 

かと 云へば 女性的で お 優しい 祌 である。 故に、 常に 女性との 交涉が 生じ、 ま た、 多 くの 方々 か 

ら 愛されて ゐる。 白 兎 を 救 はれた 此の 祌の 仁慈の 性格が、 物語 發展の 伏線と なり、 起因と な 

つ て、 遂に そ の 成功 を 見る に 至った わけで あるが、 此 の 教訓的 要素 は、 說話 文學に 必須の 條件 

である： また、 八 上 姬の妻 まぎの 事が 物語の 發 端に あるが、 中間に 須勢理 姬に關 する 長い 話 

が 入って ゐて も、 終 に は 八上姬 との 結婚との 事 も 忘れす に 附け加 へて ゐる 所な ど、 よ く 首尾 

整へ る 物語で ある、 說 話の 內容 は、 今まで の 話 の 中で は、 も つ とも 超自然的で、 荒唐無稽に 近 

いが、 語る 者が、 全く 此の 話 を 自分の ものと して、 少しの 誇張 も 虚偽 もな く、 淡 々とかつ 眞 赏 を 

もって 語..^ 出 だすうち に， 聽者 も、 完全に そ の 童話 的な 物語 に 魅せられて しま ふので ある。 

八 千 矛 神と 沼 河比賣 此の 八 千矛祌 は、 高 志 (越) の 國の沼 河 比 賣と關 係 を 結ばれた ので、 

妻の 須勢理 比賣が 嫉妬 せられた。 それ を 避けて、 八 千 矛 神 は 出 雲から 倭の 國へ 行かう とせ 

られた が、 そ の 時、 須 勢 理比賣 が わびられ たの で、 そ の 後 今に 至る まで、 ニ祌は 仲よ く 出 雲に 鎮 

座せられ てゐ るので ある- 此の所 は、 歌謠 をキ： とす る 歌 物語と なって ゐ るの で、 歌 謠の條 で 


述べる 事 


する。 もとは 樂 府で演 せられた 演劇 の 如き ものよ.. ^材料 を 取つ て、 此 所に 此 の 

一條 を揷 入した もので あらう。 故に、. H.: 人 公の 大國 主命の 御 

<c も、 此 所では 八 千 矛 神と なつ て、 名 が變 つて ゐる。 原資 料の 

ままの 御名 を用ゐ たものと 思 はれ る" 

大國 主命と 少名毗 古名 命 さて、 大國 主神が 出 雲の 美 保 

の 崎に 居られる と、 沖 の 方から 甚だ 小さい 神が 羅 摩 (草 の 名) の 

船に 乘 つて 来られた。 これ は 神 產巢日 神の 御子、 少名 毗古那 

神で ある。 祌產巢 日 神から も、 「これ は 自分の 子で， 手の指の 

あしはら し こ をのみ こと 

間から くビり 落ちた 子で ある。 どうか、 葦原 色 許 男 命と 兄弟 

になって、 此の 國を 立派に 作る やうに」 とい ふ 仰が あつたの 

で、 二 神 共力して 日本 國を 經詧 遊ばさ れた 後、 少名毗 古 那祌は 

とこ よの くに 

常世 國へ 去って しま はれた。 それで、 大國 主神が、 大變 落膽し 

て をら れ ると、 海上 光り輝く 中に、 祌樣が 近寄って 来て、 「私 を 

倭の 東の 山の 上に 祀 つて 下さい、 さう すれば 日本の 國は 立派に 出来 上る でせ う，， 一 と 云 はれ 

おは み わ 

るので、 此の 祌を三 諸の 山の頂に 祀 つた。 これが 卽ち 三輪 山の 大神祌 社で ある 
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雲 系 の 話 は 終 b  、此 所 に、 高 天 原と 出 雲との 交渉が 生じて、 此の 兩 者に またがる 話と なる。 

あま てらす おは み かみ  とよ あし はら の ち あき の た-,.. い ほ あき の みづ ほの くに 

天 若 日子 天 照 大御祌 は、 「璺 葦原 之 干 秋 之 長 五 百 秋 之 水 穗圈卽 ち 日本 國) は、 自分の 子- 

あめのお し ほ みみの みこと 

天 忍 穂 耳 命の 支配す ベ き國 である」 と 仰せ ら れ て、 天 忍 穗耳命 を 高天原 から 下界へ 下され 

たが、 豐 葦原 の 水 穂の 國は惡 い 神々 が 荒れて ゐ るから とい ふので、 再び 高天原に 上って 其の 

あまの やすの か はら  あめの ほ 

事 を 天 照 大御神 に 報せられ た。 そこで 天 安河 原に 多くの 神 を 集め て、 御 相談 遊ばさ れ、 天菩 

ひの かみ 

比 神 を 遣して、 平定 せしめられる 事に なった が、 此 の祌 は大國 主神に 附き從 つ て、 三年 間 何の 

あめ わ ^1 ひ こ  あめの ま； 1 ご りみ  あめの か ぐ や 

音沙汰 もない。 それで、 次に は 天 若 日子が 遣 はされ る 事に な b  、天 眞鹿兒 弓と 天 鹿 兒矢を 賜 

つて 遣 はさ れ たが、 こ れ 叉、 大國 主神の 御 娘 下 照 比賣と 結婚して、 八 年間 御 報 吿をも 申し上げ 

ない の で、 樣子を 見せ に、 鳴 女と いふ 維 をお 遣し になる と、 天 若 日へ 十 は、 か の 天 照大御 神から 頂 

あめの はじ， み  あめの かぐや 

いた 天 之波士 弓に 天 之 鹿兒矢 をつ がへ て难を 射殺した 所が、 その 矢が 維の 胸 を 貫いて 天 安 

河原にまで 屆 いた。 こ れを 高木 神 (高 御 產巢日 神) が 御覽 になり、 「もし 此の 矢が、 天 若 日子が 

惡神を 射た 矢で あるな ら、 天 若 日子に 中る やうな 事 は 無いで あらう が、 も し 天 若 日子に 邪心 

があった な ら、 命 中す る だら う」 と 仰せられて、 下界に 投げ返され ると、 これ が 天 若 日子に 中 

ひたつ かひ 

つたので、 遂に 死んで しまった。 また 維 は 殺されて 歸ら なかった の で、 諺 に 「雉の 頓使」 (維 

が眞 直ぐに 飛んで 行って あとに 返らぬ 如 く、 行 つた ままで 返事の ない 使 を 云 ふ) と 云 ふので 


あ る。 さ て、 天 若 日子の 妻の 下 照比賣 は、 大層 嘆き 悲 し ん で、 葬儀 を 行 は れ た が、 そ の 際、 お 弔 ひ 

に 見えた 阿遲志 貴 高 日子 根 神が、 天 若 S 子 に そつく  b なの で、 悲 し み 惑 う て ゐる天 若 日子の 

父 や 妻 達 は、 r あなた は 死なす に 生きて 居られた のか」 と 云 

つてお. 0 すがった か らザ つか， 0 阿遲志 貴 高 日子 根 神 を 怒ら 

せて しまった やうな 事が あった。 

建 御 雷神と 大國 主命 次に 下界に 遣 はされ たの は 建 御 

かづち のかみ  い な さ  を 

雷神で ある。 此の 神 は 出 雲國の 伊那 佐の 小濱に 下り、 大國 主 

神に、 「わたし は、 天 照大御 神、 高木 家の 御 命令で 來 たが、 あなた 

あし はらの なかつ くに 

の 治めて ゐ る 葦原 中國 は、 天 照 大御祌 の 御子の 治 め ら れ るべ 

き國 であると 仰って ゐる" あなたの 意中 はどう か」 と 尋ね 

や へ こと しろ ぬしの かみ 

ら れ た の で、ま づ 大國主祌 の 御子八重事代主神 に 相^^欣 せ ら れ 

た 所、 一. それ は 勿論 此の 國を さし 上げる ベ きで ある」 と 申し 

上げた。 次に、 また、 大國 主神の 御子 建 御名 方祌に 此の 事 を 話 

される と、 建 御名 方 神 は 怒って、 よし 力 較べ して 追 ひ 返さう と 

云 ふ の で、 まづ、 建 御名 方 神が 建 御 雷神の 手 を 握つ た 所、 建 御 雷神の 御手 は 氷柱 ゃ劍の 如く 2^ 
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六 〇： 


訪 


固であった。 次に 建 御 雷神 は 建 御名 方祌の 御手 を 握る 時には、 軟 かい 葦の やうに 捤 りつぶ 

して 投げ飛ばし 給うた ので、 建 御名 方祌は 恐れて 逃げ出され たが、 遂に 信 濃の 娵訪 湖の 邊で、 

建 御 雷神に 追 ひっか れ、 殺 され さうな ので、 「私 は 此の 地に と 

どまって、 父大國 主神の 云 ふ 通りに 致し ま す、 此 の國 もさし 上 

げま すか ら、 命 は お 

助け 下さい」 と 歎 

願せられ た。 (卽 ち 

神 建 御名 方 神 は訊訪 

社 神社に 祀られ て ゐ 

J る)。 そこで 大國主 

tt 神 も、 ニー 神の 子が 

從 ひますな ら， 此 の 

國をさ し 上げ ま す が， そ 

を そこに 住ま はせ てド さい J と 願 はれた の で、 こ れを諒 と 

て、 比 所に 出雲大社が 建てられた。 此の 御社に 御 膳部 を 御供す る 役 は、 櫛 八 玉 神が.^ り 給 


殿 を 作つ て、 私 


た が、 祌 饌 を 設 ける 爲 めに 火 を 潜り 出した 時、 祈 られる 祝の 詞に は、 


是 

一 J 

底 

あ 

わ 


の 我が 燧れ 

かみむ す， ひ 

は 神產祖 R 

あま  に ひ す 

る 天の 新 


たか まの はら 

る 火 は、 高天原 

み や ス こと 

御 祖 S 命 -S  、と 

す V やっか 

の凝烟 の、 八 拳 

つち  した 

擧げ、 地の 下 は 

こら  たくな は 

き 凝し て、 栲 繩 

延 へ 、釣 ら せる 

をに たす，.' き 

尾翼 鱸 さわ さ 


るまで 燒き 

つ 石 根に 燒 

千尋 繩打 ち 

ま  .W ほ くち 

人が 口 犬の 

に控き 依せ 痛げ て、 折 竹 の 


と を を と を を 

たてま つ 

|| ら む 


あめ  S なぐ ひ 

に 天の 眞 魚 昨 


と 中 h げ た。 此の 祝詞 の 文 草 

る 特徴 ある 古 i:! の 美文と して- 

はしい 修飾が 施されて ゐ るの 

あ る。 
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今 私の 燧り 出しました 火 は、 高 天 原 ノ  、 は、 

神 產壤日 命 の、 富 み 足りた 立派な 御殿の 

炊 煙の 煤の ごとくに 長く 垂れ 下 る ま で 

盛んに 火 を 焚き 上 げ、 地 下 で は、 地 の 底の 

岩 の ご と く に、 煤 が 1^: い 岩と なる ま て 火 

を 焚き 固め て、 長 い 拷繩を 長く 延ばして、 

漁 をす る 漁 肺 達が 口の 大きい 尾の 廣ぃ 

立派な 鱸 を r わ /、 と， 岸 に 引き寄せ 上 

げ て、 割 竹の 簀を はった 臺 がた わむ 程， に 

山 調理し ました 魚の 料理 を お供へ 屮 

し ま せ う。 


は、 原始的な 祝詞と して、 また、 語部の 語り口 を もよ く 現して ゐ 

• 味 ひの ある もので あ る 普通 の 說話 と 違 つ て、 修辭 に 富 み、 M 

で、 誦す るのに 頗 る 口調の 工合が よい が、 譯 解す る 事 は 困難で 
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あしはらの なかつ くに 

天孫 降臨 かくて、 建 御 雷神 は、 葦原 中國が 平定した 事 を 御 報吿申 上げた の 

神と 高木 神 (高 御 產巢日 神) は、 太子 の 天 忍穗耳 命に、 下界へ 下る やうに 仰せられた 

あん に .&  i  くに -」 ぎ ，リ あまつ ひ た 3! ひ こ ほ の に に ぎの みこと 

命 は、 「私 は、 天 邇岐志 國通岐 志 天津 日 高 日子 番能 邇運藝 命と いふ 子が 生れ まし 


代，^ に、 此の 子 を 遣 L て 下さい」 と 願 はれぶ 

さろ V,- . こ S かみ  あめの こやね のみこと ふ と- 

御先 導に は 遠田毗 古神が 仕 へ、 天兒星 命、 布 刀 

が、 お 供 をした。 

こ-' にか  を  千 さかのま^ たま  また くさ な 

於 是 其の 招 ぎ し 八 尺 勾 瑜、 鏡、 及 草 那 

とこ よのお も ひかね S かみた g から をの かみ あまの いは と わけの かみ 

^世 思 金 祌、 手 力 男 神、 天 石 門 g 神 を 

ま ひ て、 詔 りた まへ らく は、 此 の 鏡 は 

みたまし  あ  いつ  ごと 

御 魂と 爲 て、 吾 がみ 前 を拜く が 如、 い 

おち ひかね のか み 

れ、. に、 思 金 神 は、 み 前の 事 を 取り持 

した まへ とのり たま ひ き" 

かれ こ  >- あまつ ひこ ほのに に ざの みこと 

故爾に fK 津 日子 番能 邇邇藝 命、 天の 

あめ  やへ たなぐ ち  い 

離れ、 天の 八重 棚 -せ A を 押し分けて、 稜 


. そ れ で、、 邇通藝 命が 降臨 遊ば さ れ 

どまの みこと あめの-つ づ めの みこと .. しこ り ど めの みことた ま ( 

玉 命、 天 宇 受 賣 命、 伊 斯 許 理 度 賣 命、 玉 


藝劎、 亦 

そ 

一口 田 ハ た 

っ專 我 が 

まつ 

つき 奉 

ま を 

ちて 政 


刖き 道^き て、 天 の 浮 橋に 浮 き じ ま 


石 位 を 

づ  ち 

威の 道 

り そり 


で、 天 照大御 

が、 天 忍德耳 

た か ら、 私 の 

る 事と な h^" 

一お やの みこ 4 

祖 命の 五 方 


そ こ で、 か の 天の岩戸から 天 照 大御神 をお さそ ひ 出し 申 

した 八 尺瓚の 勾玉と 鏡と 及び 草 雍劎、 それに 智惠の 深い 

思 金の 神 と、 力 の 强ぃ手 力 男の 神と、 御門 を 守る 天の 石 門 

別の 神と をお 附き添 はせ になつ て、 仰 せ ら れる やう は、 

- 此の 鏡 は、 專 ら 自分の 魂と して、 自分の 前で 自分 を拜す 

るが 如くに、 大切に ぉ祀 りせ よ。 次に 思 金の 神 は、 此の 御 

鏡の 御前の 祭 を 行って、 政務 を 取り計らへ」 と 仰った" 

か く て、 天 つ 曰 子 火 Q 邇遞藝 の 命 は、 天上の 御座所 を 離れ、 

{1^ 中の 群雲 を搔き 分け て、 威 風 堂々 と 通路 を 作りつ つ、 天 

の 浮 橋に 浮洲が あつ て その上に お立ちに な り、 そ れ から 


立た し て、 筑 紫の H 向の 髙千 機の 奇 ふる 岳 

あ *r  * れ こ-  あめ  おし ひ  みこと あま 

に H< 降り ましき。 故爾に 天の 忍 日の 命、 天 

く め  スこ， V ふたり  いは ぎ  く： ふつち 

っ久米 S 命 二人、 天の 石輕を 取り 負 ひ 、頸椎 

の 大刀 を 取り 佩 き 、天 の 植弓を 取り持 ち、 天 

ま かご や  たば さ  み さき 

の 眞鹿兒 矢 を 手 挾み、 御前に 立た して 仕へ 

まつ  かれ  あめ  おし ひ  みこ LJ こ  .： つ ほ とも 

奉りき。 故 其の 天の 忍 n の 命、 此は大 伴の 

むら じら  おや あま P  こくめ  あたへ 

述等 S 祖 、天， ®- 久 米の 命、 此は久 米の 直 等が 

おや  こ、  の  こ-から くに 

祖 也。 是に 詔り たま は く、 此 地 は 韓國に 向 

ひ、 笠沙の 御前に 眞來 通りて、 朝 曰の 直 刺す 

國、 夕 R の 日照る 國 なり。 故 此地ぞ 甚吉き 

ところの  いはね  ふと 

地と 詔り たま ひ て、 底 つ 石 根に 宮柱 太し り、 

たかま  ひ ざ たか  まし ま 

高 天の原に 氷椽髙 しりて 坐し き，. 

此の 條は、 わが 國 家の 本源で ある 天孫 降臨 

である 謹厳なる 態度 を もって 語 b 出 ださ 

る。 普通の 語部の ご とき 淡 々 無礙な る 語. 9 
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九州 日向の 高 千 穗の靈 山に お下りに なった。 その 時、 天 

の 忍 日の 命と 天つ 久 米の 命のお 二人 は、 脊 に 矢の 入って 

くぶ つち 

ゐる 天の 石&を 背負 ひ、 腰に は 頭 推の 太刀 を 下げ、 天の 攄 

弓 を 手に 取つ て、 天 の 眞鹿兒 矢 を 手に 挾み 持ち、 天孫の 御 

前に 立つ て、 お 仕へ 申し上げた。 さて その 天の 忍 日の 命 

と 申す のは大 伴の 連 等の 祖先 で、 天 っ久 米の 命と 中す の 

は久 米の 直 等の 祖先， である。 そこで 天孫の 仰せられる 

やう は、 「此の 土地 は 韓國の 方に 向って をり、 笠沙の 岬に 

直ちに 通って 来る と、 朝 曰が 直射 し、 夕 曰が 光り輝く 魔 は 

しい 國 である。 であるから 此の 土地 こそ 住む のによ い 

所て ある」 と 仰せられて、 此 所に、 地下の 堅い 岩石の 上に 

太い 宮殿の 柱 を 建 て、 高 天 原に 屆く ほど 高く 千木の 聳え 

立つ 宫殿を 造られ て、 そ こに お 住 ひに なった。 

の 一段で あるか ら、 文 辭莊重 を 極めて、 甚だ El 肅 

れ、 また 聽衆 を壓 する が 如き 威光 を も備へ てゐ 

ぶ b と は 異なって、 修飾に 富んだ 美文と なって 
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を .0、 終 の 一節の 如き は、 華 魔な 印象 を與へ る が. 決 して 淺膚な 所 は 微塵 もない。 

木 花 嘆耶姬 さ て， 邇通藝 能 命 は、 笠沙の 岬で 大山 津 見神の 娘の 木 1¥ ^耶姬 に 逢 はれ、 父 

の 大山 津 見神に， そ の 娘と 結婚した いと 仰せられる と、 喜 ん で、 姉 娘の 石 長 比賣と 妹の 木 花咲 

耶姬と 二人 を 差し上げ たが、 姉の 方 は 姿が 美しくなかった ので、 お返しに なった。 その 中， 木 

花咲 耶姬は 娘娠， せられた ので、 その 事 をお 告げになる と、 一 それ は 自分の 子で は あるまい」 

とお 疑 ひに なった ので， 木 花、 咲耶姬 は、 身 の 潔白 を證 する た め、 產 殿に 火 をつ け て、 そ の 中で お 

ほ でり  みこ i ほ す で り 

生みに なった とこ ろ、 燃え盛 る 火 の 中で、 無事に お生れに なった の が、 火照. の 命、 火 須勢理 の 命、 

ほ をり  あま つ ひた かひ こ ほ ほで み  みこ と 

火 遠理の 命 (亦 の 名 は 天津 日 高 日子 穗穗手 見の 命) の 御 三方で ある， 

海 幸 山 幸 兄 君の 火照の 命 は、 海 幸 彥 (海 の 漁に 天分の ある 人) と して 海の 魚 をお 取 りに 

な り、 弟 君の 火 這理の 命 は、 山幸彥 として、 山 の獸 をお 取りに なって ゐた が、 あ る 時， 兄 君と 道具 

を 取り かへ て、 魚 をお 釣. 0 になった 所、 一 匹 も 取れない のみ か、 鉤 まで も： 1S<  くして しま はれた 

の で、 そ の 事 を 兄 君に 仰し やる と、 兄 君 は ひどく お怒りに なつ て、 ど うしても、 「も と の 鉤を持 

つて 來ぃ」 と 云って、 お許しに ならない- それで 海邊で 泣いて 居られる と、 鹽椎 の祌 がそれ 

を 見て、 よい 方法 を敎 へられた ので、 その 敎 へに 從 ひ、 無 間 勝 間 (目 のない やうに 堅く 編んだ 籠 一 

»  ■,-  わた つ みの かみ  さよ たま ひ 

の 小船に 乘 つて 綿津見 神の 宫に參 り-その 娘豐玉 比賣と 結婚 遊ばされた" そこで、 初からの 


事情 を 語 り、 鈎 の 行方 を 調 ベ る と， 赤海鲡 魚が 喉に 引っかけて ゐ たの で、 そ れを 取つ て、 綿津見 

神から、 鹽盈珠 と 鹽乾珠 と を 貸 ひ、 § 通 に 送られて、 陸上に 歸られ た。 さう して、 鈎 をお 返しに 

なった が、 そ の鉤に は詛ひ 言 がか かって ゐ たの で， 兄 君の 方 は 段々 貧しく なられ、 r 層亂 を 

働かれた が、 兄 君が 攻め寄せて 来られる 時に は、 鹽 盈珠を 出して 溺ら せ、 救 ひ を 求められ ると， 

鹽乾珠 を 出して 救 はれた ので、 遂に 兄 君 は、 弟 君の 宫 門の 守護 人と な ， ^、か の 水に 溺れる 時の 

態 をして お 仕へ する 事と なった。 これが 隼 人 族の 宮城の 門 衞の役 をつ と め、 叉、 物 眞 似の 劇 

を演 する 事 を 世襲と する やうに なった 所謂で ある。 此の 山 幸 海 幸の 物語 は、 これ も 敎訓董 

話 的な 性！^ を 含む、 語部の 舊辭 中の、 興味深 い 一段で ある， 話術 も 內容も 頗る 面， 曰い もので、 

鈎が 紛失して、 こ れを 責め苛まれ る 兄 君の 橫 暴な 態度が、 却 つ て 溫順な^^君 の 爲 め に 改忮さ 

せられる 事に なって、 首尾よく 照應 し、 最 初の 夠 の 事 か ら、 海 水の 満干まで、 話 は 海邊に 終始し 

て， 破 淀がない" 文章 は 例の 語部 一 流の 流暢 輕 快な 調子で、 甚だ 快適で ある。 すぐれた 說話 

として 完成した 内容 を 持つ 物語と いふ 事が 出来る。 終 は ピれも 古代 說 話に 普； 逝の、 起原 說 

明說 話と な つて ゐる。 

鵜 草 葺不合 命 その 後、 か の 畳 玉 比 賣命も 陸 上に 出て 来られて、 海邊に 鵜の 羽 を 屋根に 

葺 いて 產殿を 造り、 それが 出来 上らない 中に 產 期が 近づ いて 產 殿に 人ら れた が、 夫 の 命に は、 
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「私 の 姿 を 見ない やうに」 と 云 はれた， それで 命は不 思 議に 思って、 のぞいて 御覽 になる 

千 ひろ 

と、 豐 玉比賣 命の 御 姿 は 八 尋和邇 となって ゐ たので、 驚いて 逃げ出された。 豐玉比 賣命 は、 自 

分の 姿 を 見られた 事 を 恥し く 思って、 海の 中に 歸 つて 行かれた。 此のお 生れに なった 御子 

の 御名 は、 天津 日 高 日子 波浪 建 鵜 草 葺不合 命と 申 上げ る。 その 後、 豐 玉比賣 命の 御 恨 も 解け 

て、 夫の 命と 歌 を 取 りか はされ た. 0 した 

つ ノゃ ふき あ へ すの みこと  ，. つ せの みこ ふ  かむ やま ふ ：• にれ ひこ のみこと 

鵜 草 葺不合 命の 御子が 四 所 あ， o、 一  番 上の 兄 君の 五瀬 命と 末の 神 倭 伊波 禮比古 命 だけが 

成長 あそばされた。  ， 

二 上卷 の解釋 

自然 祌話 的解釋 以上が 上卷 の內容 で、 吾が 國の建 園の 由 农と、 建國の 精神と が、 此の 中 

に 籠 めら れてゐ る。 國民は 此の 中 か ら、 無 限の 咸懷を 汲み取る 事が 出 來、 樣 々の 解釋を 引き 

出す 事が 出来る。  , 

今 その  一二の 解釋を 示す と、 本 居 宣長は 「古事記 博」 で、 璺雲野 神 以下 游母 陀琉祌 及び 阿 

夜 訶志古 泥 神に 至る 九 柱の 祌は、 陸 地の 形成して ゆ く有樣 を、 神 の 御名に あてた ものと 解し 


てゐ るので ある 卽 ち、 豐 雲 野祌と は、 一， 豐」 は ほめた、 へ る 意、 「雲」 は 組 で-物 の 凝..^ 固ま 

る 意- 「野 一 は 沼 で、 潮 に 泥 の 交 つ て、 沼 の 如 き狀態 で あ る 意、 つ まり 此の 神の 御名 は、 此 の國土 

が、 最初 は iFM の や う な狀 態で 浮び 漂う C ゐ たの に-次第 に 凝結して 來て、 泥沼の やう になつ 

た 時 を 意味して ゐる. 次に {11^ 比地邇 神と 須比 智邇祌 の兩神 は. 「宇」 は 泥の 意， 「須」 は沙 

の 意 ノー-かき」 は 土、 「適」 は 沼と 同 言- 或は. 「宇」 は 浮の 意， 「須」 は 沈の 意で、 「比 地、 邇」 

を it の 意に 解し、 此の 兩祌 は、 大分 凝固して 來た國 土が、 更に 一層 固まつ て、 泥土が 漸く は つ 

きりと 見え 出した 狀態を 云 ふので ある 次に， 角 代 神と 活代 神の 御名 は、 一角 代」 は 角ぐ む 

の 意 で、 「活^」 も 亦 同じく、 こ れ は. そ の 泥土が 固まって 來た國 土に、 いろ/,、 な 物が 角ぐ み ■ 

芽 出し 始めて、 その 木が 次第に 活 きて 働き 始めた 狀態を 云 ふので あり 、要するに、 此處に 至つ 

て、 最早 この 大地 は 完全な 陸地と して 活動 を 始めた 事 を 意味す るので ある 次 に、 意 富 能 

•  •i?;^Tt!^^u、  r 大」 は ほめた、 へ る 意、 「斗」 は處、 「地」 は 男性 を 意味す る 語、 「辨」 

は 女性 を 意味す る 語で ある， つま.^、 此の 兩祌の 御名 は， 此 の國 土が 殆ど (元 成し て、 立 派な 處 

お も ち るの か 7*  .1 ハちだ 

となった とい ふ 寧 を ほめた、 へた 意で ある.. 次 に、 游母 陀琉祌 は、 面 足 るの 祌 で、 遂 に 此の 岗 

が 立派に 出來 卜； り、 足りと とのった 事 を 意味す る 御名で、 阿 夜 可 志 古 泥祌は ： 阿」 忟」 は あ、 

とい ふ 威 動詞 訶志 古」 は畏 で- 「泥 一 は、 親愛の 情 を 現して つける 語、 卽ち、 此の 女神の 御名 
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は、 男 神の 御名が、 國 土の 完成 を 意味す るに 對し、 「あ、 畏ぃ事 だ」 と 感歎す る 意 を、 其 のま ま 

女神の 御名と して 表現した ものである か くて ど れら の祌々 の 御名 は、 國 土の 生成して ゆ 

く 狀態を 負うて ゐ るので あ ，0、 か やうに して 出來 上った 國 土の 主として、 最後に 臨み 給うた 

の は、 伊邪那岐 神， 伊邪那美 神の 兩神 である。 此の 兩祌 によって、 本州 以下、 わが 日本の 大小の 

島 が、 生 み 出 だされた とい ふ 事 は、 此 の 兩祌の 思 召に よつ て、 以 上の 諸祌の 名の 現す 如くに し 

て 成立した 此の 國土 が、 そ れぞれ の 土， 地に 分離 せら れ、 各 島の 名 も 明かと な り， 又、 島 の數ゃ 其 

の 分布な ども、 明瞭に せられ て、 つ まり， わが 國の 全土の 形勢 や、 そ の 統治の ^ 態が、 漸 く 緒に つ 

くに 至った 事 を 示して ゐ るので ある 「 か くて、 天 の 常 立の 祌が、 天 にか 、 る 御名で、 つま ケ天 

界を、 宇宙 を 全部 支配し 給 ふとい ふ 意が ある に對 し、 國の常 立 の 神 の 方 は、 此 の 日本 國 土の 全 

部 を 支配し 給 ひ、 そ の 中： たる ベ き祌 たる 事 を 意味して ゐ るので あつ て、 そ の 次 に、 種 々なる 祌 

神が 現れ 給うた が、 そ れは 、要するに、 國 土の 生成の 進行して ゆく 各 時期 を 神格化し たもので. 

最後に 現れ 給うた. 伊邪那岐 祌と 伊邪那美 神と が、 此の 國土 を產 出生 育し 給 ひ、 卽も、 わが 國を 

支配 統治し 給うた ので ある. 然 らば、 祌^ 七 代の 中、 最初 の 國の常 立の 祌も， 最後の^ 邪那岐 

神、 伊邪那美 祌も、 同 一 神の 異る 現れと なる のであって、 伊邪那岐 神と 伊邪那美 祌と は， その 具 

象 的、 生產的 方面 を 現す 御 神で あ b  、國の 常 立の 神 は、 その 抽象的、 內面 的、 思想 的 方面 を 現し 給 


ふ であると 申すべき である， 故 に、 祌世 七 代 は、 結局、 同 一 神に 歸 すると 申 上げても よろ 

しからう.. かくて、 わが 國 は、 國 土 生成の 最初より して、 これらの 祌々 が、 造 化し 給 ひ、 支 配し 給 

うたのであって、 それ 以 农ぉ 久 たる 年月 を經 て、 その 御 血筋 を 引かれる 天 皇 が、 吾 が 國を統 治 

し 給 ふ 事 は、 天 地 初 發の曰 1^ 初 か ら、 宇 宙 の 意 志 と して 決定 せられて ゐ たので ある 

伊邪那岐 祌 が身體 を^、 め 給 うた 時 に、 左 の 御 目 か ら は 天 照 大祌、 右 の 御 目から は 月讀 命、 御 

鼻から は 須佐之 男 命が 現れ 給うた。 これ は 太陽神と しての 天 照大御 祌、 月 の 神と しての 月 

讀 命、 暴 風祌 としての 須佐之 男 命 を 意味して ゐ るので あって、 此 所 に， め て、 五 U が國の 地上 を 

照 らす 太陽と 月、 及 び-五 n が國 土に 古來 より 絕 えす 猛威 を 振うて， 國民 生活に 多大の 關係を 持 

つ 所の 暴風が 神格化して 現れ 給うた ので ある， しかし て、 太陽が 空 にあつ て、 常 に 下界に 慈 

の 光 を 投げて ゐる ごと ぐ： 大 照 大御祌 は 高天原に 居 た ま う て、 常 に 吾 が國 をみ そな は し、 知 ろ 

しめして をら れ るので ある、 月 讀命は 月の 神格で あるか ら、 夜 を 支配 せられる やうに 命せ 

ら れ 給 う た が、 此 の 神 は 天 Ei  、- 大 御 神の 分身と も考へ ら れ るの 一 じあつ て、 耍 する に、 天 照大御 ％ 

に 附 き從 つ て、 吾が 國を光 被し 給 ふ祌 である 此の 日月の 御 神が、 伊邪那岐 祌 の兩 方の 御 眼 

を淸 めら れる 時に 現れ 給うた とい ふの は、 人 間にあって は、 兩 眼 が、 n 月の ごとく 最も 輝く も 

ので あ b  、人 間の 全人格 を 表現して ゐ ると 云っても よい ものである 力 .ら その ごとく^ 邪那 
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岐 祌の兩 眼の 御 揮き が、 凝 つ て は、 吾 が國を 常に 見 そな はして をる cc 月の 祌、 卽. ち 天 照 大御祌 


となって 現れ 給うた ものと 解せられ る。 

吸す る 時の 息が 卽 +r  である こと を考 へ 

風神の 性格 を 具へ 給 ふ 事 は 自然で ある。 

振 ふ もので あるか ら、 自 然、 須 佐 之 男 命 は 海 

須佐之 男 命の 粗暴なる 御 性格 も、 此 の 點 か 

御樣子 を描寫 し て. 

速 須佐之 男 命、 命 ざした ま へ る 國を知 ら さ 

す し て、 八 举 須 心 前 に 至 る ま で 啼き いさ ち 

き， ■ 其 の 泣 きた まふ 狀 は、 靑 山を枯 山な す 


須佐之 男 命 は、 鼻 を 洗 ひ 給 ふ 時に 現れ 給うた が、 呼 

る と、 此 の 鼻 の 息より 現れ 給うた 須佐之 男 命が、 暴 

さ うして， 暴風 は 多く 海上に 發生 し、 海 上に 猛威 を 

を 支配す る やうに 命せられ 給うた わけで ある 

ら解釋 出来る。 さ うして、 古事 『；^ に、 須佐之 男 命の 


速 須佐之 男 命 は 命ぜられた 海原 を 御 支配に ならないで、 

長い 鬚が 胸の 前に 垂れ 下る ま で 泣き あばれ て を ら れ た： 

その 泣き 騷 がれ る有樣 は、 草木の 繁っ て ゐる山 を も枯山 

としてし まふ 程に 泣いて 枯らして しま ひ、 海 も 河 も 皆 水 

が 乾て しま ふ 程で ある，.. 

と あるの も、 や はり 一 部に は 暴風の 描寫が 八，： まれて ゐる やうで ある。 かく て、 此 の 須佐之 

命が 天 照大御 神の 御 もと を 訪ねられ て、 亂暴を 働か れ たので、 天 照大御 神が 驚き 恐れて 天 岩 

戶 に隱れ 給うた の は、 暴風の 爲 めに 種々 の 大破 壤大 損害 を與 へられ、 また 天地 晦冥と なつ て、 

黑 雲が 空 を蔽 うて 天日 を隱 すと 云 ふやうな 自然現象 を も， 一面に は 意味して ゐる ものと 解 


せられる， 併 し、 遂 に、 い つまで も、 さ う 云 ふ 暴風 が， 吾 が國を 荒らして ゐる事 は出來 す、 -冉 び 暖 

い 天日が 出で、 祌 々 が皆歡 呼して 迎へ 奉った の は， 自然の 猛威に 屈しない で、 幾度の 自然の 障 

害に も 辟易せ す、 界 び 男々 しく 立ち上って は、 復 興の 歡 喜の 叫 を發 する， わが 國 民の 不撓不屈 

の 精神 を 象徴して ゐ るので ある， 然 らば 須佐之 男 命 は、 徹 頭徹 尾惡祌 であらせられ るかと 

いふと， 決して さう ではない， 伊邪那岐 神の 御子で あり、 天 照大御 神の 御 姉弟で あらせられ 

る 此 の御祌 は、 た --、 性質が 粗暴で あらせられ たとい ふの み で， そ の 風， 及 び 風に 伴 ふ 雨 は、 一 方 

に 於て、 こ れ が 適度な る 時 は、 農耕の 上 に、 最も 大き い 慈 を與 へる ので あ る" 卽 ち、 太陽の 暖 い 

光と ともに、 五 H の 風 十 H の 雨の 調和 を 得て、 農業 國 である 吾が 國 は、 最 も豐饒 なる 國富を 得 

るので ある... 旱魃の 害 を 防ぐ ために、 此の 事 は、 最 も 必要で ある。 故に、 暴風 神で あらせられ 

た須佐 之 男 命 は、 高 天 原 か ら、 吾 が國土 へ 下られる と、 吾 が國 民に とって は 最も 有難い 農耕の 

祌 となら れ、 農 本の 國の わ が國 民に、 此 の 重要なる 產業 を與へ 給うた ので あ る. 卽ち、 須佐之 

男 命 は、 櫛 名 田 比賣と 結婚して、 八 嶋士奴 美祌と いふ 祌を お生みに なつ たが、 此の 祌は 此の 大 

八洲 を 知ろ しめす 主の 神と い ふ 意で、 卽 ち、 此 の 下界の 國の 主たる 意味で ある が、 次 に、 大 山 津 

見神の 娘の 大市 比賣を 娶られ て、 大年 神、 宇迦 之 御 魂祌を お生みに なった。 此の 兩祌の 御名 

の 意味 を解釋 する と、 大 年と は、 大 は美稱 で、 年 は、 稻 の 實を云 ふ 語で あ る- そ れ で、 穀物の 收稽 
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ひと とし 

の 期間 を もって、 一 年と いふ やうに もな つた- 

の  であって、 穀  物， 農業 の 事に 功の あった 神で 

意味し、 わが 國 民の 主食た る稻の 事で あ る-: 

から 、要す る に、 此の 兩神 は、 い づ れも 農耕 を 支 

ある 祌 である， 故 に、 大年祌 は 諸國に 大歲祌 

る 民間. 說話 として 廣ぐ傳 へられて ゐる。 か 

になった とい ふ 事 は、 須 佐 之 男 命が 農耕の 產 

へ、 傳播 せしめられた 事 を 意味す るので あつ 

勞 による 所が 甚大で あ る。 これによ つて、 須 

國 民に とって は、 大 いなる 恩 惠 を 垂れ 給うた 

文化 現象 的解釋 以上の ごとく、 古事記 

て 解せられ る 所が あるが、 また 一 方に 於いて、 

解 釋出來 る 所が ある。 たと へ ば， 天 照 大御神 

において 女性が 支配 權を 持って ゐた 時代の 

せられた 大國 主神が、 此の 國の 支配者と なら， 


一 七 二 

, かやう に 大年神 は、 稻 の 豐 熟 を 意味して ゐる 

あ る： 又、 宇 迦 之 御 魂 神 は、 宇 迦 と は、 食 物の 事 を 

その 稻の靈 を 受け もたれる 神 が、 此 0 神で ある 

配 あそばさ れ、 吾 が國民 生活に 重大なる 關 係の 

社と して 祀ら れ、 宇 迦之御 魂 神 も、 同 じく 種々 な 

やうに、 農耕に 大功 ある 兩神を 子と してお 生み 

業 を獎勵 し、 此の 兩祌 をして、 廣 くその 方法 を敎 

て、 わが 國に 農耕の 道の 存 した 事 は、 此 の 神の 功 

佐 之 男 命が 單 なる 荒ぶ る祌 として でな く、 吾 が 

祖祌で あらせられた 事が 明かで ある， 

の 祌代卷 に は、 一 面に 於いて は 自然現象 によつ 

.當 時の 社會 組織 を 表現す る 文化 現象と しても 

が 女性で あらせられ ると いふ 事 は、 太 古の 社會 

あった 事 を 示して を り、 叉、 八十 神の 末弟で あら 

れ、 日 子 穗穗手 見 命が、 天孫 邇通藝 命の 三人の 御 


め れ 

に が' 

-つ あ 

素 つ 

憑:： た 


子の 末子で あらせられ たこ と、 神 倭 伊波 禮比古 命、 卽ら， 神武 天皇 も 亦、 四 人の 御兄弟の 中の 末 

弟で ぁ ら せ ら れ た^^など を考 へ る と、 こ れも 太古に おい て、 末子が 家督 を相續 した 社 會狀態 

を 現して ゐる ものと 思 はれる， たも， これ は、 一 方に おいて、 最 幼子 成功 說 話と 稱 する 傳說分 

類 上の 一 類型に 屬 する 性質 を 有する ものである。 此の^界に 廣布 する 最 幼子 成功 說 話に 

は， 幼 稚 なる 者 を 愛する とい ふ， 人間 本来の 感情より 發し來 つた 所 も 多 く、 こ れは 時代 を 超越 

して 存在す る 人間性の 本然に 基づく ものである， 

宗敎的 思想 的解釋 次に、 せ 代人の 宗教 思想よ . ^考 へ る ベ き點が ある。 古代人の 宗敎 

思 想と して は、 北 方 系の シャ— マ 二 ズムの 宗 敎 と、 南 方 系の タブ— の 思 想 とが あつ て、 吾 が 國 

の 古代 說 話に は、 此 の兩 要素が a られ る， 北方 系の は、 巫女に 神 靈の乘 り 移る こと を 云 ふ 宗 

敎的 信念で、 これ は# が 國の各 時代 を 通じて 、根強く 行 はれて ゐた 信仰で ある が、 上 古 に も、 こ 

たと へば、 天 岩戶の 前で、 天岩戶 に隱れ 給うた 天 照 大御祌 を 招ぎ 出 だし 奉る 爲 

あめの う 4r めの みこと  シャ I マン 

り」 した、 天 宇受寳 命と い ふ 女神の 如き は、 巫女の 一種と もい ふべき であった。 

さう して、 此の 巫女が 天孫 通邇藝 命の 御先 導 を 申して、 降臨 あそばされ たので ある が、 巫女 は 

神 託 を 掌 り， よ ぐ祌 命を傳 導す る が 故 に、 新 しい 國 上の 開 發に當 り， 重 要な 役目 を 以て、 先 導 せ 

しめられ たものと 思 はれる 此 所に シャ ー マ 二 ズ ムの 存在 を 見る. . 南方 系 の タ ブ — と は. 
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あ る 物體、 地域 等を聖 所と し、 神の 宿 る 場所と し て、 そ れを 絕對に 犯さない やうに する ほ 仰で. 

も し、 此 の禁を 破れば その 人 は 非常な 不幸に 陷 るので ある。 天 照大御 神が、 天岩戶 からお 出 

になつ た 時、 布 刀 玉 命が、 そ の 後方に 尻 久米繩 を 引き渡し たとい ふの は、 そ れ から 內 部の 方 を 

タブ— し て、 再び、 そ こに 入り 給 はぬ 事 を 願った ので あ b  、こ れ よ.^ し て、 七 五三 繩を 張る 習慣 


产 


が、 今 日まで も傳 へられて ゐ るの は， す ベ て， \ 

繩の 張られて ある 箇所 を タブ I し て、 そ こ を 

，M  ""繩 聖所 とし て、 何 人 も 汚さ ざら ん， 事 を 示す もの 

\，  、4K ん」 ^ 

. <  ^ である、 な ほ、 此 の タブ， I の 信仰の 現れの 一 

Kr  LP つと 見るべき もの を 云 ふ と、 伊 邪那 命 が、 伊 

ろ 邪那岐 命に 視き 見て はいけ ぬと 禁止せられ 

た 女神の 室 を、 伊邪那岐 命が、 その 禁を 破つ て 

御覽 になった の は、 卽 ち、 タブ I を 犯された も 

ので あるか ら， 遂 に 永 這に 伊邪那美 命 は 此の &に歸 られる 事な く、 剩 へ、 一 日に 干 人の 人 を 殺 

すと いふ 禍の 誓 を 仰せられ て、 人 間に 禍が 及ぶ 事 ともなつ たので ある。 次 に、 や はり 南方 系 

の ト，. 'テ ミ ズ ム、 卽ち 動物 崇拜の 思想 は 、龍神が 現れ た. 0. 白 鬼 を 鬼神と して 祀 つた. 0 する 所 


木 


に 現れて ゐる が、 更 に、 蛇が 人間と なって 女の 所に 忍び 通って 來 たと 云 ふやうな 傳說に も、 そ 

の 根 跡が 認めら わる 卽 ち-これ は、 自 己の 先祖が 動物から 出て ゐる とい ふこと を 信仰す る 

動物 崇拜の 現れで ある す ベ て、 か や うな 獸 類と 婚姻す る 物語に は、 動物 崇拜の 思想が 認 め 

られる 义 人身御供と いふ、 犧牲の 信仰が あった 所に も、 動物 崇拜の 根 跡が あ る-. 次に、 邇通 

藝能 命が、 石 長 比賣を 返して、 木 之 花咲 耶比賣 だけ をと ど め ら れ たの で、 石の 如 き 永き 命 を 失 

つ て； 木 の 花の. S き 脆き 命 を 得られる やうに なった とい ふ說 話に は、 古 代 日本の 純粹 の宗敎 

思 想と も 云 ふ ベ き、 言 靈の 信仰が 現れて ゐる やうに 思 はれる 言 靈 と 云 ふの は-人間の 發す 

る 言 葉 に は、 奇 しき 靈が 指つ てゐ て、 吉凶の 運命 を 支配 するとい ふ 信仰 で、 故 に輕々 に 言 擧 L 

ない とい ふの が， 古 代 曰 本の 信念であった。 此の 事 は、 萬 葉 集の 歌の 中 に、 多 く 歌 はれて ゐる 

ので ある 

歷 史的 解釋と 人文 的解釋 次に、 これらの 說話を 歴史的に 見る 考へ 方が あり、 或 ひ は、 人 

文 的に 考 へ る 意見 も ある 

これ を歷 史的に 考へ ると， 例へ ば、 須佐之 男 命が、 八岐の 大蛇 を 返 治し 給ふ說 話で あっても 

八岐の 大蛇 は、 出 雲 一： 义 は 越) に 住んで ゐた 惡 なる 賊 であって、 須佐之 男 命 は、 か 、 る 凶賊 を 返 

； S して、 出 雪 を 平和な 國 となし 給 ふと 解釋 する ので ある" 饼し、 一 方、 これ を 人文 的に 考 へる 
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と、 こ れ は、 所謂 人身御供と い ふ、 怪物 ゃ異靈 に對し て、 處女 を犧牲 に 供した 習慣の 古ぐ あった 

事 を 示して ゐ るので あつ て、 須 佐 之 男 命の 御代と なって、 此. の 風習 は 禁止せられ るに- rf.- つた 

の で あ ら う 

天 照大御 神の 天岩戶 隠れの 條 も、 歷 史的な 解 釋に從 へ ば， 上代に 強烈な 暴風雨が 我が 國を 

襲 ひ、 宇宙 を喑黑 として 甚大な 被害 を與へ た 事が あり、 人民 は、 こ れに 恐れ をのの い て、 祈禱を 

した さう いふ 史上の 事實を 語って ゐ ると なすので ある 叉-これ を 人文 的に 觀る と-天 岩 

戶隱れ は、 天 照大御 神のお 隱れ になった 事 を 示して ゐ るので あつ て、 岩戶前 の， 神樂 は、 萬 民が 

悲痛に /、 れ て、 葬儀 を. 行 ふ-その 狀を 描いて ゐる ものと も解釋 せられる， 伊邪那岐 神が、 黄泉 

の國 で、 伊邪那美 祌の お 姿 を 窺 ひ 給 ふと、 伊邪那美 神の ぉ身體 には蛆 がわいて ゐ たとい ふの 

は， 明 かに、 御 遺骸の 腐爛 を 意味して ゐ るので あつ て、 黄 泉の 國へ續 く、 長 い 喑 い 坑 道 は，. 5 代 の 

陵 墓、 卽 ち 古墳の 墓， 穴 であらう。 

此の 點を 押し進めて 行く と、 高 天 原 は どこに ある. のか、 卽 ち、 日 本 民族 は-どこより 來 た も の 

であるかと いふ 重大な 問題に 面する さう して、 此の 點に 就いては-さ ま ん、 な 解 釋が行 は 

れて をる 拼し， いづれ にして も、 古 代祌 話に 說 く、 高 天 原 は 高 い 所に あつ て： 大 の 浮 橋 を も つ 

て， 此 の 地と 連續 して ゐた 又、 地下 に は 根の 國ー根 の 堅洲國 とも 云 ，i 夜 の 國がぁ 、こ れ卽 t- 


黄泉の 國 であって、 上部の 高天原と 相對 して ゐる 高天原 は祌々 の 國、 此 の 土地 は 人間の 國 

黄泉の 國は、 死者の 行く 國と考 へ、 此の 大地の 上の 世界が、 人類の 住む 國 なので ある かやう 

に、 宇宙 を立體 的に 考 へ、 また 現實の 生活 を も つ て、 高天原の 生活、 黄泉の 國の 生活 をも考 へ る 

と い ふ 宗敎 思想が、 古代 民の 信仰で あった かかる 純朴なる 信仰で 語られ た 物語 は、 其 の ま 

ま、 古代 民の 信仰に 卽 して ゐ るので あつ て、 古事記が 日本書紀と 並ん で 、神道 の 聖典と して 尊 

重 せら れ、 國 民精祌 の 礎 地を此 所に 求められる 所以が 存す るので ある 

古事記 上 卷全體 を 、歴史的に 解釋 する 立場から は. こ れを 天孫 民族、 及び 出 雲 民族の 爭鬪を 

書いた もの と す る ； ^は が あ る 饼 に 出 雲 民族が、 先住民族 として、 天孫 民族に 關係 なきもの か 

ど う か は、 疑 は t いので あつ て、 旣に、 出 雲 民族 の 御 祖先な る 须佐之 男 命 は、 天 照 大御祌 の 御お 

となって ゐる t> 天孫 降臨に 先立つ て、 須佐之 男 命 は 高天原よ り 吾が 國の出 雲 に 來てを 

ら れ、 その 御子 孫の 大國 主命が 支配して をら れ たの を、 後 に、 天 照大御 神の 御 孫、 瓊 々 杵尊 に、 讓 

,リ 給う た の で あ る その 國太 献上の 際に、 若干の 倏件 があった けれ ども、 結局， 大 國キ： 命 は， 全 

くの 異 民族で はない これ を、 征服者が 被 征服者の 有して ゐた說 話 を 吸收し て， 古 傅 におけ 

る 別個の 民族の 神話 傳說が 混 八 ロ附會 した ものと 說 くやうな 說に 至って は、 輕 々に；：：^ する 事 

が 出來な い。) 旣 に、 大和 の 方面に は、 高 天 原より 饒速日 命の 天降って を. られた 事 を も. 説いて 
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ト-代 文 史と卷  一七， へ 

ゐ るので あろ 叉、 大 國 主命と とも に、 此 の國 を經營 せられ た、 少 彥名祌 も、 神產巢 曰 神の 御子 

となって を り、 や は，^ 高天原よ. 0 降 b,^ に乘 つて 出 雲の 國に 到着 せられた 祌 である かぐ 

の 如くして、 出 雲 民族 も、 天孫 民族の 一 支流に 過ぎない. 古事記の 中に、 國っ祌 と 記されて ゐ 

る もの こ そ、 先住民族の 事を稱 した 語 であらう 又、 土 蛛蜘の 如 き は、 或は アイヌ 民族に 屬す 

る もの か と 思 はれる。 日向と 出 雲 と、 及 び 高天原と が、 早 くよ b 密接な 關係 のあった 事 は、 伊 

弊諾 尊が、 黃泉國 よ り歸ら れた所 は 出 雲 で あ b  、そ の 身 體を淸 めら れ て、 三 貴 子 をお 生みに な 

つ た 所， が H 向 で あ り、 而 して、 天 照 大祌が 高天原 を 支配せ ら れ て 後、 改 めて 違々 杵尊を 日向 へ 

降臨せ しめて をら れ ると 云 ふやうな 說 話の 關 係に も 伺 はれる ので あつ て. こ れらの ヒ地は 

異 民族の 支配 權を 握って ゐた 土地で はない 早くより 我が 大和民族の 治下に あつたので 

あ る。 

鲁 

三 中卷 の梗槪 

中卷は 人皇 第 一 代祌武 天皇の 御代より 始まる。 

神武 天皇 神 倭 伊波 禮毘古 命 は、 御 兄の 五瀬 命と 相談 あそばさ れて、 日向 を出發 し、 東方 


にお 向 ひになる 事に なった" 途中 豐"" g の 宇佐に お立ち 寄.^ にな . ^、筑 前 の 岡 田，：； a に 一 年 御 

た け りの みや 

滞留、 安藝 の 多 祁理宮 に 七 年、 備前 の 高 島 宮に八 年と いふ やう に 、歳月 を 費して、 浪速の 海 を 渡 

しら：" た  ひらかた  と み  たが すね ひこ 

り、 白 肩 (今 の 枚 方) の津に 碇泊 せられた 時、 鳥 見の 長 髓彥が 待ち受けて ゐて 兵 を擧 げたので. そ 

の戰に 五瀬 命 は 負傷 あそばされた， その 時、 

吾 は n の 神の 御子と し て， rr に，： i ひて 戰ふ 自分 は、 曰 の 神の 子で あ る の に、 R の 方に 向つ て ふとい 

こと はしからず。 ill/ 奴が" き? h をな も ふこと は 良くない。 それ だから、 敵の 奴から 負 a- させら 

負 ひつる。 今より はも、 行き id りて、 H を— 匕" れ たの だ。 今から 反對の 方向に 迁 廻して、 曰 を 背に して、 

敵 を擊ち 平げ て やら う。 

負 ひて こそ 撃ちて め 

と 仰せに なつ て、 南方 紀伊 の 方へ 下って 行か れ たが、 遂 に、 男 之 水門で おなくなりに なった。 

御 陵 は、 紀 伊の 竈 山に ある 祌倭 伊波 禮毘古 命 は、 更に 進ん で、 熊 野 で は、 建 御 雷祌が ^ ル ：シ の 巾 

たか ぎの a" み  さと  や た がら 

で與へ 給うた 刀 を 得 給 ひ、 叉、 高木 祌 の ぉ覺 しによ り、 八 咫烏を 道案内と し て、 そ の 後に 從 つて 

行かれた。 吉野 では、 國巢が 降服し、 宇陀で は， 兄 宇迦 胖を返 治 あそばさ れ、 弟 宇迦 靳を從 へ さ 

せられた。 又、 忍 坂で は， 八十 建 を 謀計に よって 誅戮 あそばされ、 その 後に、 長 髓彥、 兄師 木、 め师 

木のと もがら も、 皆 撃ち 平げ ら れな そこ に、 こ れ も 高 天 原 か ら， 天 孫の あと を 慕って 下られ 

た 通 藝速日 命 も 來り仕 へ、 大和 國は 全部 平定した の で、 畝 傍 の 白檮宫 で. 天下 をお 治め あそば 
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さ 


上代 文學 史上き  - 

る 事に な つ た。 卽 も祌武 天皇と して 立た せ 給うた の で ある， 


そ 


一 八 〇 

で， 此の 國の 美人 


聞 え 高 い 伊須 氣餘理 


ひ 

4,3: 


内容 丧現 ともに 人間的 傾向が 強くな つ 


を 皇 后 と し 給 ひ、 三 人の 皇子が お生れに なった。 しかして、 末 の 

建 沼 河 耳 命が、 第二 

の 天皇の 位に き 給 

うたので ある 殺靖 

天 皇 と l^i し る 

祌武， 天皇の 御 £^ に 

な つ て、 從來の 祌話的 

色彩が うすれ、 著 しく 

歷 史的 傾向が 增 加す 

る それと #、 に 欲 謠 

の 挿入が 多 く な つ て 

ゐる。 祌の 御代から 

；人 皇の 御代 と な つ て 

此の 光輝 ある 建 國史の 重要なる 物語 


檯 

神 


は、 文學的 色彩に は 乏しい 


併し、 歌謠の 方で は、 多くの すぐれた 作品が 出て ゐる • ， 故に、 歌謠 

及び 日本書紀の 項で、 これ を 


武 

陵 


再說 する 事に する， 


崇 神 天皇 


第 十^ 御 眞 


崇 

陵 


木 入日 子^ 惠 命 一せ 小 #  . 人 皇) の 

御 時、 疫病が 大ぃ に 流行した 

の で、 天 皇は御 心を惱 まし 給 

うたが、 大物 主の 大祌の  < タの 

御吿 によ つ て、 大物 主 の 大： t 

と活玉 依昆賣 との ii に出來 

た 御子より 四 代 目の 御 孫で 

あ る 意富 多多 泥 古 命 を 神 K 

として 徇 諸 山に 大 三輪の 大祌 を祀. o、 その他 諸种 にもお 祈に なった 所、 さすがの 疫病 もやん 

. 、一 J 

三 輪 山傳說 
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h 
代 
文 

學 
史 

上 
卷 


(載 所 卷緣鬮 所 名 和大） m 社 神 輪 三 


m へ 


ぬ。 爾に 父母 其の 姙 身 る 事 を：^ し み 

オノす *  し おの づか  を  .V 

の 女 に汝 は 自ら 姙 めり" 夫 辆 き に M 


V き 

いひ 


大 


、其 


大 


前 に 云 う た活 玉依姬 は、 容姿が 端正 て あ つ た。 此听に 一 

人の 不思 議 な 靑 年が あ り、 そ の 容姿 態 度 は、 世 に 似る もの 

な い 程 で あ つ 

が、 あ る 時、 夜中 

突然 活玉 依姬 

所に やって来 

。 そこで、 互 ひ 

愛し あつ て、 結 

をした が、 ま だ 

ぅ日數 もた た 

い の に、 間 も な 

此の 女 は娘娠 

た。 そ れ で、 父 

が 娘の 娘娠し 

事 を }f 思議に 

つ て、 娘に、 「お 

は、 ひ と り で に 

二、 ど う し て そ 

答へ る や う は、 


社 


の 

さ 

な 


お腹が 大き く な つた や う だ が、 夫 もない の 

の やうに 姙娠 したの か. 一 と 尋ねる と、 娘が 


上に 云 

こ X  かみ 

是に神 

き が、 夜 

半 I に • 


來っ。 

かれ あ ひ め 

故相感 

で て 住 

める 間 

に、 幾 時 

も あら 

ね ば、 其 

の 美ん 

姙 身み 


い Hi;  -is 


して か 

0 し き 

到来て 

是 を 以 

て、 女 に 

へ そ 

閉蘇紡 

ん」 し 

と 蕭 ふ 

著け た 

出 で、 唯 

か ざ あな 

に 鈎 穴 

ね 行き 

まりに 

故 其の 


も姙 身め ると 問 へ 

壯^;<の、其の姓名も 

住める 間 に、 自 然 懷 

て、 其 の 父 母、 其 の 人 

誨へ つらく は、 赤 土 

』 麻 を 針に 霣き て、 其 

, 故敎 へし 如して 

ん-  かざ あな 

りし 麻 は、 戶 S 鈎 穴 

遣れる 麻 は、 三 ^ の 

さま 

より 出で し I を. JR 

しかば、 美种 山に 至 

き。 故 其の 神の 子 

まの 三 勾 遺れ るに 


ば、 答 へ 

知 ら ぬ 

姙 みぬ 

を 知ら 

とこ のべ 

を 床 前 

の 衣の 

あした 

-旦 時に 

より 控 

み な り 

り て、 糸 

りて 神 

な り と 

S, りて 


け ら く、 麗 

が、 お 夕 に 

まく 欲り 

に 散らし、 

すそ  さ 

欄に 刺せ 

！ I： 儿 れ ば、 針 

き ；汕 り て 

き 服 

i に ま 

の 從 に 尊 

の 社に 留 

は 知 り ぬ。 

そ ： 

な も、 其 ：g- 


-姓名 も 知らた い 美し ぃ靑 年が 、毎晩 私の 听に 遊び に參 

ります うちに、 いつ の 間にん 娘娠 したの.. てす- と 云 ふ。 

これ を閬 いて、 娘の 父母 は、 そ の靑 年が 何者ん 知りた く 思 

つ て、 娘 に 敎 へ る や 、「 は、 「赤 土 を 床の 前に 撒き散ら し、 卷 

子に 卷 いた 紡績の 麻糸 を 針の 穴に 通し て、 そ の 針 を、 to? の 

着物の 裾に 刺せ」 と敎へ た。 そ れ で、 そ の敎 への 通りに 

し て、 翌 朝 にな つて 見 る と、 針 に 通して おいた 麻糸 は、 戶 の 

鈎 穴 を 通つ て、 外 に 引っ張られて 出て を り、 造 つ て ゐる麻 

糸 は三卷 ばか り であった。 これによ つ て、 此 の 人が 鈎 穴 

を 通つ て 出 て 行 つたと いふ 事 を 知 り 、糸 を た ぐつ て 尋ね 

て 行 く と、 三 輪 山に 到 り、 お 宮 で 糸が 留まつ てゐ た そ れ 

V  、娘 んだ子 は、 そ の 神の 子 て あると いふ を 知った。 • か 

く て、 そ の 麻糸が 三卷殘 つたのに よつ て、 其 の.. H 地の 名 を 

三 輪と いふ. の で あ る。 


み わ 

-ま 禾 


と は 謂 ひける。 


これ も 語部 の舊辭 が、 此所 に 1W; 人せられ てゐる もので-これ だけで、 一 個の 說-栝 をな し、 所謂 

三輪 山傳說 として、 古來名 ー^1 い 物 である が、 こ れは 地名 起原 說話 となって ゐる. 小卷 以ド 
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ヒ代 文學史 上卷 

に は、 天皇の 御 系 譜， 卽 ち 帝 紀， 天 皇 

る 事に よ b  、古 傳卽ち 奮 辭を傳 > 


i  . 暴 一 


ま /- 


f グー 

一 つに 」-J 


_ 1 JtJ  .ー\  一-  i 

+ ま- 

！ きま 

Mi. や 


緣 

卷 


載 


なつな ST ち、 課说の 最初で あ 

垂仁 天皇 垂仁 天皇の 御 


る 


1 八 四 

紀 がた となって， 時として， その 間に、 かやうな 說 話を揷 入す 

■ 内容の 變化を はかった ので ある" 此の 御代 に、 大 昆 おが を 

高 志の 道 (北陸地方) に 派遣せ 

ら れ、 その 御子 建 沼 河 別命 を 

東の 十一 一道 (東海道 、奥 羽 地方) 

ひ 二 います  スニ  たに 

に 遣 はさ れ、 日 子 坐の 王 を 丹 

波の 國に 派遣せられ たの で 

此の 人々 は それらの 地方 を 

平 治して 覆 麦した。 故に、 天 

下 平 ぎ、 人 民 富み 榮 えて、 男 は 

弓 端の 調 一 弓 矢で 取った 獲物 

を献 る-、 女 は 手 末の 調 (手技で 

作った 製品 を献 る) を 本る 事 


一、 皇后 沙本毘 賣の御 兄 沙本昆 古の 王が、 謀叛 を 謀.^、 皇后 を 


して、 天皇 を 刺し 奉らし め よ う と せられた が、 そ れを 天皇が ぉ覺 りに なった の で、 沙 本 田 比 0 は 

事の 次第 を 天皇に 白狀 あそばされた。 それで、 直 もに 沙本 

田 比 古 王 を擊た しめられ たが、 王の 方で も 防繁に つ とめ、 叉、 沙 

木毘賣 も、 兄 君 と、 天 皇 との 板 挾み とな ら れ た の で、 遂 に 兄 君 

の 陣中に 身を投じ 給うた。 さう して， 她娠 して をら れた 沙 

本 毘賣は 陣中で 皇子 をお 生みに なった， そ の 皇子 を 抱 い 

て沙本 田 比 賣 が 陣中より 出ら れ、 天 皇の 方に 皇子 をお 渡し せ 

うと あそばされた 時， 天 皇は沙 本毘寶 をお 愛 I にな つ て を 

られ たの で， 兵 士の 者に、 沙本田 比 賣をも 共に 連れて 來る やう 

に 申さ れ たが、 そ の 計 劃 を 察せられ た沙本 E 比賣 は、 豫 め そ の 

用意 をして 置かれた の で、 兵士が、 沙本 毘賣の 衣服 を 引 張 る 

と、 衣服 はたやす く 裂けて しま ひ、 腕に 纏いて をら れた玉 を 

とら へ ると-これ も 切れて しまったの で、 沙 本 S 比賣 はすり ぬ 

. それで 天皇 は、 玉 を 作った 人の 土地 を 召し上げられ たの 

で、 諺 に、 rii: ぬ fpTIT 一  とい ふので ある. その 後、 沙本比 古 王 を誅し 給うた 時 に、 沙 本比賣 も 
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けて、 もとの 陣中に 逃げ 歸られ 

たまつ 
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これに^ じられ たつ 叉、 此 の 、多 蓮 摩 \t 理を 常^の 國に 逢つ て， 非 時の 香の 菓を 取つ て 来さ 

しめ 給うた。 所が， 多遲摩 毛理が 常^の 固から 歸 つて 农た 時に は、 旣 に、 天皇 崩御の 後な の で. 

取って 來た菓 の 半 を 皇后に 奉 り、 殘 り 半分 を 天皇の 御陵の a- に 捧げて、 泣き 倒れながら、 「常 

世の 國から 、ぎ 時の 香の 菓を 取って参 h0 た」 と 叫び、 遂に 死んで しまった。 此の 菓は卽 も 

ぺゾ- , ノ  二，.  -  ノ：  .：，  橘の 事で あるり 


\ 


一 1 ノ 


弟 倭 建 命 ： お 行 天皇の 皇子 小碓命 は、 年 

M 少な がら 豪勇の 方で ある 0 方の 熊せ 

建 を 討伐に お 遺り にな る と， 御 姨の倭 比 

賣の 着物 を拜^ して、 そ れ で 女装し、 熊 

一 減 建に 近づいて 刺し殺し 給うた" 死に 臨 

® み、 熊 曾 建 は、 命の 膽勇を 賞して、 倭 建の ハ祸 

子 と 名 を 奉 つた これ か ら， 此 の 皇 子 を 

一- ふ  こだち 

"と 申し 上げ る。 命 は 出 雲國に 入られ、 出 雲 建 を 欺い て、 そ の 刀 を 木刀に 1 り 力 へ、 遂 に. 

こ を も 殺して しま はれた- つい で 叉、 天 皇の 命で、 東方 十二 道 を 平定せ L め れる ^1 にな 

くさ た-さ  つろ ズ ふくろ 

つ .こ。 そ） 'で 命， H-$, 勢 大神宮 に 參拜せ ら れ、 御姨 倭比賣 から 草薙 の 4?〕 と秦を m (いた 


(碑 ； ffr  m 橘 ej&) 水 お 模 相 


な 0 


0 に、 相 武の阈 

*. に 


ませる S に、 其の 國 


ib- さ く、 此 の 野の.^ に大沼 あり。 

是の 沼の 巾に 住める 祌、 甚 く 道 速 i る 神な 

0 と ま をす- 是に 其の 祌を看 そな はしに 

其の 野に 人り 坐し 

つ れ ば、 其 の國の 造、 

其の 野に 火 をな も 

つ  ,.れ 

着けたり ける • 故 

欺 か え ぬと 知ろ し 

み をば やまみ-ひ 

め し て、 其 の 姨倭比 

賣の 命の 給へ る囊 

の 口 を 解き 開けて 

たまへ ば、 其 の 裏に 火打ぞ おりけ る。 是 

に 先 づ 其 の 御 刀 以 て、 草 を ^  o^^^^ の 火 

打を以 ちて 火 を 打ち出 で， 向 火 を 著け て燒 

き 返 け て 還 り 出 で ま し て、 其 の 國の造 等 を 
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さ て、 命 が 相模國 においで になった 時、 そ の國の 造が 偽 を 

申 上げて、 「此の 野原の 中に 大 さい 沼が あります。 その 

沼の 中に 住ん て ゐる神 は、^*1 だ亂 暴な 神 で す. と 一； ムっ た 

の て、 命 は その 神 を 視察し に、 そ の 野原に お 入になる と、 g 


の 造が、 野原に 火 をつ け た 


比 


そ こ 一 


そ れ -て、 だ ま された とお 覺り 

みこ と 

な つ て、 命 は、 か の御姨 4? の 倭 

賣の命 か ら 頂いた 籠の 口 を 

； い て、 中 を あ けて 御覽 になる 

、そ の 中に 火 打が 入つ てゐ た。 

V  、ま づ 草 確の 劍 で 草 を 刈 

拂 ひ、 そ の 火 打 で 火 を 打ち出 

向 ひ 火 をつ け て、 火 勢 を反對 

方向に， M はし め、 野 から 無事 

ぉ歸り にな つ て、 ® の 造 等 を 

てし ま は れ た r そ れ で そ の 

此の 十； 地から 進ん で、 走 水 の 

す 時に、 その 峡の 神が 荒波 

の で、 舟 が 同じ 所 を 廻る だけ で、 海 を 渡 る が お 

ら なかつ た。 そ , ^ で、 后 の 御 名 は 橘 姬 命 と 巾 

一 八 七 


の 


皆 切り殺 し、 火 を つけて 燒ぃ 

土 地 を、 今 でも 燒渾と 云 ふ。 

海 (浦 §3： の 海 峽) を 渡海 あそば 

を 立 \ 

出来- 


される 方 が 

海の 中に 身 

よ り 命 ぜ ら 

う にして 下 

れ た 時、 波 の 

： 重 敷き 重ね 

あ る。 そ れ 

力. ±1 來 J . 

よ、 

(さね さし 

つ て も、 私 

あとに 殘 

さ て、 七 日 後 

に 打ち 寄 せ 

中に お 埋.^ 


仰 せ ら れ る や う は、 「私 

を 投 げ、 犧 牲 になり ませ 

れ 給うた 御 住 務を果 し 

さ い： 一 と 申 上げ て、 海中 

上 に 、菅 の疊を 八重、 皮の 

て、 そ の 上に お下りに な 

V 此の 荒波が 自然と 風 

そ の 海に 入 ら れ る 時、 后 

は 枕詞) 相 摸の 野 の、 燃え 

の 安否 V.- 氣遣 つ て ぉ尋 

して 私 は 死に ま す 

になつ て、 そ の 后の さし 

ら れ た の ズそ の 櫛 を 取 

しため で も , 


A  A 

が あ なた 樣に 代つ て 

う。 あ な た 樣 は、 天 a? 

て、 無事. 復お 遊ばす や 

に 飛び込ま うとせ ら 

疊を 八重、 絹の 趣 を 八 

つ て 沈み 給うた の で 

いて、 船 は 進行す る 事 

お詠みに なった 歌 


る 火の 炎の 中に 立 

になつ た、 夫 の を 


を ら れた 櫛が 海 ？i 

て 御 墓 を 作 り、 そ の 


. たりき。 乃ち 其の 櫛 を 取りて 御陵 を 作りて 治め 置 

I となって ゐる. 姨 君の 贈られた 贈物の 火 打の 
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哲 切り 滅 し， 卽 ち 火 を 著け て燒 きた まひき。 

故 今 に 燒づ遣 と ぞ 謂 ふ。 それ 自り入 幸 し て、 

はしりみ づ  わたり 

走 水の 海 を 渡ります 時 に、 其 の 渡の 神、 波 を 

た  みふねた ゆた  え  こ - 

興 て て、 船 廻 ひて 得 進み 渡り まさ ず， 0 

きさきみ な  おと たちばな ひ め  みこと ま を 

其の 后 名 は 弟 橘 比 寶の命 白した ま 

み こ  ,,- i  .  . ハ，， p*^ 

御 子に 易り て 海中に 入りな む。 御 子 ば 

か へり ごと 

遂げて 覆奏 まもした ま ふ ベ し と 圭 を し て、 

海に 入り ま さ ん と す る 時 に， 菅 疊 八重、 皮 疊 

きぬた、 み 

八 重、 拖 疊 八重 を 波の 上に 敷 き て、 其 の 上 に 

お  ま  こ-  あらなみ おの づか な  み 

下り 坐し き。 f に 其 の 暴、 自ら 伏 ざて 御 

ふ ね え  か ^.  き さ き  ニノ 

船 得 進みき- ^其の 后の 歌 はせ るみ 歌、 

さ ね さ し 相 摸の 小 is に 燃 ゆる 火の 火中 

に 立ちて 問 ひし 君 は も 

かれ たぬ か  き さ  う み ベ 

故 七 ほ ありて 後に、 其の t« の 御 櫛 海 邊 に 依 ，" 

き き.  - 

此の 名 高 い 一 段 は、 船 後よ く 照 應 した 物， ^ 


.'4  V 
#攀, 
《ぎ ， - 


お 
0 


道具 は、 燒津の 御 危難の ゆに 役- V； も. そ の^のこ と を、 後 に 妃^^橘姬が海 に 入ら れ る 際、 回顧 し 

て 歌って をら れる 燒津の 難 を 中心と L て 物語 は轉问 し、 更 に、 妃 の 入水と なって 火難より 

水難に 移る その^の 事 を 命が 追憶 あそばされて" 「吾妻 は 

や」 と 仰せに な る。 此の 二つの 危難 をめ ぐ つ て、 物： ほ g は 巧 み 

—に 進 み、 加 ふ る に、 御央婦 の 愛情の こま や か さ が、 描 されて 

.C 危 機と： W 愛 と を 交錯せ しめ た、 す ぐれた プ " ッ ト を 持つ もの 

ぉサ となつ て ゐ る の で あ る な ほ、 此 の 物 ；^^i に は. 地名 起 說 話 的 

能 分 子 も 多 い 

M かくて、 命 は、 服從 しな い 蝦夷 ども を も 皆 平定 せら わ C  、歸っ 

5 て來ら わる 時、 足 柄の 坂の 上で 「吾妻 はや」 一 わが-バスよ 一と 云つ 

陵て 歎 かれた， これから 此の 地方 を 「東」 と 云 ふ やうに な つ 

た f それよ り. 甲 S 濃 を 經 て お 張に 歸 ら れ. m 1^ ^ 造の 皿な 

る 美 夜 i{ 比 賣と契 を：^, g ば れて、 草 薙の劍 を 預けて お き、^ 吹 山 

の 惡神を 返 治に 出かけられ た. さ う して、 美 濃 か ら^ 勢へ 猶 ら れ、 遂に 能 煩 野まで 农られ た 

時、 病 篤くな つ て、 此 所で 薨じ給 うたので あ る それで 大和に を ら れ た. n や 皇子 達が 来ら れ 

^^ニ編 笫 一 章 古事記  一 八 九 


.1 


て  一 了 

1 ,ィ 


カオ. 


所、 そ 
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て 御陵 を 築かれる と， 命の 魂 は 八 尋白智 鳥と な つて 飛んで 行かれる ので， 人々 も 後 を 追 ひか 

鳥 は 河 內國の 志紀で 留まった の で、 そ こに 御陵 を 築き ビれを 白鳥の 御 

陵と 申し上げた. 拼 し、 叉 その 御陵から も 飛び出して 天 

空遙 かに 飛んで ゆかれた， 此の 邊、 歷 史的 事實 としての 

俊 建 命の 東國 平定の 物語の 中に、 樂府 あたりで 傳 へられ 

た 大歌の 歌 物語が 揷 人せられ たもの の やうで ある 

仲哀 天皇と 神 功 皇后 仲哀 天皇 は、 筑紫 の 香 椎宫で 

おき たらし ひ め 

熊會を 討た う と せられた。 その 時、 皇后 息 長帶比 賣祌功 

皇 后) は 神懸 して、 「これより 西方に 寶 物の 多い 國が ある， 

その 國 を、 此 の 日本に 服屬 せしめよう」 と 仰せられた 

が、 天皇 は、 「これから 西の方 を 見て も、 國は 見えす、 ただ 海 

ばか. M じある 一 と 仰せられて、 その 言 葉に 從 は；； なかつ 

た の で， 遂 に 祌の怒 を 受 けて、 崩せ ら れ た、、 そ れ で、 皇 后 が 

軍隊 を 整へ、 船に 乘 つて、 新羅に 上陸し 給 ひ、 新羅、 ぼ 濟を降 

そ の 中、 皇 后の 御腹に 宿って 居られた 御子が お生れに な， 9 さう になった 


统 


香 


宮 


服せ しめられ 


(ろ 祀;^ 子郎紀 和） 社 神 上 治 宇城 山 


の で， 腰 に 

神 天皇で 


石を帶 び、 御腹 を 齋ひ鎭 め て、 御 歸國の 後、 筑 紫で， 皇子 を 御 生み になった。 こ れが應 

ある ■ 石は筑 紫の 伊 斗 村に おいて ある、 武內宿 禰命は 皇子に お 附き添 ひ 中して， 

歡瘦を 行 ひ， 都に 歸 つて 农られ た 時、 神 功 皇后が 待ち受けて 宿 

禰 とともに 祝盃を あげられ、 酒 樂の歌 を 贈答 あそばされな 

應神 天皇と 宇 治 稚郎子 かく て、 應神 天皇 が 位に 即き給 

うた。 天皇 は 其 の 皇 子 宇 遲 和 紀 郞 子 に ：^;^ を ー贗 り 給 ふ 御 心 が 

あ . ^、兄 君の 大雀命 も それに： E*::- あそばされて ゐた それで 

灭 皇 の 崩 後、 大 雀 命 は 、天 皇の思 召に 從ひ、 御 位 を 宇 遲 和紀郞 子 

にお 讓り になった。 然るに、 兄 君の 大山 守 命 は： 天 皇 の 御 ^ に 

反 し、 御 位 を 奪 ひ 取 ら うと あそばされた の で、 遂 に 兵 士 らの爲 

めに 誅戮 あそばされ るの やむな きに 至った 其の後で、 大雀 

ベ 叩と 宇遲和 紀郞子 と は、 互 ひに 御 位を讓 b あって. 御 位に 卽か 

れ なかつ たが その 中、 宇遲和 紀郞子 は、 若く して なくなられた 

の で 、蜜 に大雀 命が 位 あ そ ばされ た も仁德 天 皇 である 此の 物 i は 、支 邪 風の 仁 義 禮 

讓に厚 い 話と して、 早く 支那の 儒敎 思想の 影響 を が す 例に 擧げ られ るノも 高い 史實 であ る 
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天日 矛 な ほ. 應祌 天皇 の 御 時に は、 新羅の 雕？ ^ の 子の あ H^\^  K とい ふ 人 が、 來 朝，. た。 それ 

I ヽ  ヽ  あくぬ ま 

に は 次の やうな 話が ある 新羅 に 阿具 沼と い ふ 沼が あり-その 邊で賤 しい 女が 寢てゐ た 所- 

日の 光力 虹の やう に-そ の 女に さした かと 思 ふ と、 そ の 女 は 娘ん で、 赤 い 玉 を 生んだ の で、 こ の 

事 を 見て ゐた賤 の 男が、 その 玉 を 貰って、 身に つけて ゐぉ。 その後、 天 曰 矛 が、 此 の賤の 男に あ 

ひ、 玉 を 得て 床の 邊に 置い た 所、 玉 は 化して 美しい 女と なり： 大日 矛と 結婚して 夫に 化 へ な 

然 る に、 天 曰 矛 は、 或 曰， 妻 の 優しい 心 遣 ひ に， 心 奢って、 妻 を 詈 つたの で、 妻 は、 自 分の 祖の 國に歸 

ると 云って、 難 波に 逃げ 歸 つた こ れ は 卽 ち、難波 の |-賣%^^ の 社 に ま し ま す 阿 加流 比 1贷 と 

いふ 神で ある， それ で、 そ の あと を 慕って、 天日 矛が 日本に 农 たので ある が、 涂) + 海の 神 にさ 4! 

られ て、 難 波 につ r.- る 事 を 得 す、 但 馬國に 上陸 し、 此 所に 住みつ いた。 

秋 山の 下氷壯 夫と 春 山の 霞壯夫 叉、 次の やうな 話が あった。 

. ^れ ，こ  むすめ  いづし をと めの かみ ま 

故 玆 の 制の 女、 名 は 伊 豆 志袁 登賫神 坐せ" 


故 八十 神是の 伊豆 志袁登 賣 を 得ん と す れ 

ども、 皆 得婚ず 是に 二の 神 有り。 兄 を 秋 

やま の した ひ をと こ  い  おと  はる やま かすみ *Ji とこ 

山 之 下氷壯 夫と 號ひ、 弟 を 春 山の 霞壯 夫と 

, い  かれ  おとい 

；て名 ひける。 故 其の 兄 其の 弟に 謂 ひけ ら 


さ て、 但 馬の 出 石の 神の 娘に、 名 は 出 石 娘 子と いふ 神が を 

られ た。 それで 多くの 神が 此の 出 石 娘 子 を 妻に しょう 

と な された が、 皆 結婚 する 事が 出来なかった， 所が 此所 

に 二人の 神が 居られ、 兄 は 秋 山の 下氷壯 夫と 云 ひ、 弟 は 春 

山の 霞壯 夫と 云った" そ れ て 兄 が に 云 ふ や う は、 「私 

は、 出 石 娘 子 を 妻に 貰 はう と 思つ た が. 結婚す る 事が 出來 


く は、 吾 伊 豆 志 袁 登 賣を 乞へ ども 得婚 ず。 

いまし  をと め 

汝 此の 孃子を 得 てん やとい へ ば、 易 く 得て 

こゝ  いまし 

んと曰 ふ。 爾に 其の 兄の n  く、  t お し汝 此の 

をと め  かみ しも も S  さ 

孃子を 得て 有らば、 上下の 衣服 を 避り、 身の 

高 を 量りて 甕に 酒な 酸 み、 亦 山河の 物を悉 

に備へ 設けて、 うれ づ く を こそ 爲 めと 云 ふ。 

こ ゝ  おと  ごとつ ぶ さ  ま を 

雨に 其の 弟、 兄 の 云へ る 如、 具 に 其の 母 に-白 

ふぢ かづら  ひと よ  ほど 

せ ば、 卽 ち 其 の 母、 藤 葛 を 取りて、 一 夜の 間に 

ぬ はかまし たぐつ くつ  ■ 

衣、 襌、 襪、 沓 まで 織り 縫 ひ、 亦 弓矢 を 作り て、 其 

の 衣 揮 等 を 服せ、 其の 弓 矢 を 取らせ て、 其 の 

孃 子の 家に 遣りし かば、 其の 衣 服、 弓 矢 も 悉 

に 藤の 花と ぞ 成れり ける。 是に 其の 卷山 

の かす,^を とこ  をと め  か はや  か 

之霞壯 夫、 其の 弓矢 を孃 子の 厠に 繫 けたる 

いづし をと め  あや  も 

を、 使 豆 志 袁 登 寶 其の 花 を 異 しと 思 ひ て、 將 

ち來る 時に、 其の 孃 子の 後に 立ちて、 其の 屋 

まぐ は ひ  かれ こ ひ とり 

に 人り て， 卽ち婚 しつ。 故 一子 生みたり き。 
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なかった。 お前 は 此の 少女 を 貰 ふ 事が 出来る か」 と 云 

ふ と、 弟 は 「たやすく 貰って お 目に かけ ませう」 と 云 ふ。 

そ れ で 兄が 云 ふやう は、 「も しお 前が 此の 少女 を 貰 ふ 事 

が 出来た ら、 私 の 上下の 着物 を脫 ぎ、 亦 身の 丈 を 量つ て、 そ 

の 高さ だけ 建に 酒 を釀造 り、 亦 山 や 河で とれる 物 を 全 部 

ととの へ 用意し て、 そ れを 賭けよう」 と 云 ふ。 そ れ で、； sij^ 

は、 兄の 云った 通り を 詳しく 母に 話す と、 母 は 直ぐに、 藤の 

蔓で 一 晚 のうちに 着 物、 拷、 襪、 沓 まで を 織ったり 縫ったり 

してく れ、 亦 弓と 矢と を 作つ て くれて、 その 着物 や 榜を着 

せ、 弓と 矢 を 持たせ て， 少 女の 家に やる と、 其 の 着物 も 弓矢 

も 皆 藤の 花と なって しまった。 それ で、 そ の 春 山の 霞壯 

夫 は 藤の 花と なった 弓矢 を 少女の 入る 厠の 中に かけて 

おいた の を、 出 石 娘 子が 見て、 その 花 を If 思議に 思つ て、 持 

つ て 来た 時、 春 山の 霞壯夫 は、 その 少女の 後に つ い て、 家 の 

中に 入 り、 そ こで 結婚した。 さう して、 一人の 子が 生れ た。 

そ れ で、 弟 は 兄に 云 ふやう、 「私 は 出 石 娘 子 を 貰 ひました」 

と 告げた。 然る に、 兄 は、 弟が 出 石 娘 子と 結婚した 事 を 憤 

慨 し て、 か の瞎 けた 品物 を 與. へ な い。 そ れ で、 m は 母に 其 

の 事を訴 へて 云 ふ と、 母 が 答 へ る やう は、 「わたし 達の 世 

1 九 三 


ヒ代 4?- 

雨 に 其の 兄に 

と 臼 ふ。 是 に 

懷锿 みて、 其 

ま を 

ひ 白す 時 

くこ そ 神 

北ハ の 物 償 


み て、 乃 ち 


り て 

に 合 

ナ ら 

の鹽 

沈む 

か し 

0 み 

の 身 


-八 目 

へ て 

く、 此 

の 盈 

が 如 _ 

め き 

病み 

ち ふ 

本の 


學史 i  # 

，吾 は 伊豆 志 袁 登 賣 を 得たり 

其， の 兄 い、 の 船つ る こと を 

- っ^, つ ？ 0  かれ 

. 物 を 償 はず， 爾 其の 母に 愁 

おやい へ  わ  みよ  ， . 

祖 の 答 ら く、 我 が 御世の 事 能 

め、 又 うつしき 靑人草 習へ や 

と 曰 ひ て、 其 の 兄なる 子 を 恨 

伊 豆 志 河の 河 嶋の節 竹 を 取 

を 作 り、 其 の 河の 石 を 取 り、 鹽 
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の 中の 

と も、 あ 

て、 約束 

そ の 子 

あろ 竹 

て、 そ の 

の靑く 

くな り 

す る や 

の 沈む 

竈の 上 

分が な 

そ れ で 

を 解い 


事 はすべ て 神樣の 仕業に 習 ふ 

の 兄 は、 現在の 多くの 人 がす 

を 守ら ず、 そ の 品物 を支狒 はな 

を怨ん て、 そこ の 出 石 河の 河嶋 

を 取って来 て、 そ の 河の 石 を 取 

のろ ご i 

竹の 葉に 包 み、 詛 ひ 言 をい ふや 

な る やうに、 此の 竹の 葉の 萎む 

妻んで しまへ。 また 此の 海 潮 

、つに、 あの 男も滿 ちたり 干たり 

や う に、 あ の 男 も 病に 倒れ伏せ 

にお 置きに なった， 此の 爲め 

くな つて 瘦せ衰 へ、 病氣 にな つ 

は 悲しみ 泣い て、 母親に 願 つ 

しまった。 そ れ で 兄の 身體は 以前の やうに 無 

た， (こ， が 「神 かけ て」 と いふ 語の 原 で ある， 


ベ き て ある。 それ 

る 仕業 の眞似 をし 

い の か」 と 云 つ て. 

に 生えて ゐる 節の 

り 、整 を まぜ 合 はせ 

う は、 「此 の 竹の 菜 

や う に、 あ の 男も靑 

の滿 ちたり 干たり 

せよ。 また 此の 石 

- かやう に詛 つて、 

に、 兄 は 八 年の 間 水 

て 病床に 伏し た- 

た  の で、 そ の詛ひ 言 


竹の 葉に 一 设み詛 ひ  一一 一一 5,« し め 

たか M  .  -  -  二： えき、 4 

竹 葉の 靑 むが 如、 靑 み 萎 め、 又 此 

乾る が 如、 盈 ち 乾よ、 义 此の 石の 

こや  か く とこ  かまど 

み 臥せ、 如此詛 ひて 烟の 上に 置 

是を 以て 其の 兄 八 年の 間 干き 

かれ  うれ  み おや  と-】 ひお  こ- ハ  , 

し き， 故 其 の 兄 息 ひ 泣きて 其の 御祖に 請 へ ば、 卽 ち 其の 詛戶を 返さし め き 是 に 其 

た ひら 

くに 安平 ぎ き" 


此は祌 、つれ づ 

い ふ 言 の 本な 


これ も 語部の 舊辭 として 語られた 獨 立して ゐる 一 個の 說話 を、 此 所に 挿入した もの で あ 


る- 此の 話 は、 神話 的 內容を 有して、 超現實 的な 物語で あるから、 此の 時 比の 他の 話の 色彩と 

は 全く 異なって ゐる. その 母親の 組 ひの 言葉に は、 祝詞 的な 修飾の 辭 章に 富み、 頗 る 古風な 

感じが する さう して、 こ れ も、 結局 は、 俚讓 の 說明說 話と なって ゐる が、 こ れ らの說 話の 傳存 

せられた の は、 多 く かやうな 說明說 話と して 保存 せら れ、 記 憶せられ たが I ぼめ であらう，， い 

づれ にして も、 特色 あ る說 話と して、 注意す べき 內容を 有する。 以上で 屮卷が 終る。 

四中卷 の解釋 

文化的 發展 神武 天皇の 中央部 平 定、 ま た IB 建 命の 九 州、 山 陰、 東 國な 面の 平 定， 其 の 他所 

謂 四道將 軍の 派遣 等 もあって、 B 本の 各部が 鎮静して 來 ると とも に、 次第 に 文化 も？ i け、 產業 

も開發 し、 大和 朝廷の 威令が 行 はれて、 政治 形態が 整 ひ、 政治 機能 を發 揮す る 事が 出农る やう 

になった。 さう して、 神 功 皇后に よ . ^、國 威 は 海 を 超えて、 大陸 半島の 方面に & び、 國 力 は駭々 

として 發展 する。 課税の 徵收 とか、 多遲 摩毛理 の 話 の 如く、 外國と 交通の 開けた ことな どが 

それ を證 する" その 間にあって、 皇位 は、 幼 き 皇子へ と傳 へられる ことが 少 くない" それに 

不平 を 抱かれる 皇子の 方々 達 は、 叛 亂を作 さう とされる， それ は 欺に 終って、 何ら 變 更 せ 
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られる ことなく、 受け 繼 がれて ゆぐ。 ^し、 かかる 策謀の 起る 所 

する 時代よ. o、 長子が 家督 を相續 し、 家族制度の 確立 せられて ゆ 

を 示す ものと もい ふべき である， しか も、 秋 山の 下 氷肚 夫と、 春 

领 s ム $ 刊之歌 

斧 本お かお 1^% お ^{0. も 東 

其の 好み を爭 ふ、 春秋の 爭の 最古の 話で も ある。 かやう に、 種々 

興味深い 說話 である。 ^秋の 爭に 就いて は、 萬 葉集卷 了の 額 田 

安 朝 時代の 和歌に は、 拾遺 集 その他に も 多 く、 こ れに關 する 歌が 


一 九 六 

以は、 旣に， 末子が 家督 を相續 

く 途上の 過渡的 時代た る 事 

山の 霞肚 夫との 名高い 說話 

は、 や は り、 弟 が 勝利に 

ーフ 

鶴 終る 所 を 見る と、 古 風 

- ^  ) の 末子 成功 說 話の 型 

■ 葉 古 

. g 河 を 示す もので あ b 、同 

^  ^ 時に、 此の 話 は， 妻爭ひ 

田 I 

王 所 說 話の 古い 存在の 一 

の 藏 

. 动 C 例と もな り、 殊 にこれ 

/ン 

« よ. 0 後に 多い， 春と 秋 

C 

と いづれ がよ い か、 と 

なる 要素 を 含んで ゐる點 で 

王の 御 歌に も 現れて を . ^、平 

あ b  、源 氏 物語 薄 雲 の 卷、 更 級 


日記な どに も 見えて ゐる 所で ある が、 た だ、 萬 葉 集 以後で は、 多 く は 秋の 方に 心 を 寄せて ゐる 

の に、 此の 古事記の 說話 で は、 春の 方が 勝って ゐ る. 卽ち、 後世で は、 閑 靜で寂 しみの ある 秋の 

方が 好まれ-古代で はむしろ 陽氣で 明朗な 春の 方が 好まれた ので ある。 これ は、 上古の 人々 

の 快活で 發展 的な 積極的 氣象を 物語る もので あ り、 後世に なって は、 む しろ 閑寂な 落： きを 

愛する 傾向に 變 化して 来た 率 を 示す ものと 云 ふ ベ きで あらう な ほ， 此 の 當 時まで も、 母 權 

時代の 根 跡が 存 して ゐた事 を 示す ものと して は、 崇神 天皇の 倏 に、 「す ベ て 子の 名 は、 必す母 

な も つ /、 る を、 こ の 御子の 御名 を ば、 何 とかい はむ と 詔り たま ひき」 と 記されて ゐる やうな 

習 慣 に も-そ の 事が 窺 はれる ので ある 

中 卷に至 つて、 帝紀 と 本辭、 舊辭， 國記 等の 區 別が 明瞭と な つ た。 卽ち， 各 天皇の 治 しめされ 

た 都の 所在地、 そ の 皇后. 妃 の 方々 の 御名 を あげて、 お生れに なつ た 皇子 の 御名 を 示 し、 崩御の 

御 年、 御 陵の 所在地 を 示す とい ふ、 天皇の 御 略傳を 記し 奉った 部分 は、 帝紀 であり. その他： 大皇 

に關 する 說話 は、 多 く 帝 紀に屬 する もので あらう が-その 中に は、 歌 謠を 中と した 劇的な 大歌 

などから 材料 を 取り入れて 按配した と 思 はれる もの も ある その他の 物語 は、 多 ( 舊 辭、 本 

辭に屬 する もの で、 M へ ば. 三輪 山傳說 や. 秋 山 春 山の 說話 などが その 明白なる 辭章 である 

日本 婦人の 美德 此の 中卷に は 、日 本 婦人の 種々 相 を 示す 、様 々 な 物語 が 語られて ゐる 
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兄 君と 夫君との 板 挾みに 惱 まれ た沙 本毘賣 が、 遂 に 胎內に 宿って をら れた 皇子 だけ をお 助 

け し て、 そ の 身 は 兄 君に せられ た、 思慮 深く 聰明で 且 つ 純 眞な御 態度 、又：？？^ 橘比賨 が、 夫君の 

爲 めに 身 を犧牲 にせられた 雄々 しく 且つ 可憐な 御 精神 は 云 ふまで もな く. 更 に-心 優 しく 天 

日 矛に 仕へ、 一 度 は その 侮辱に 堪へ かねて 日本に 逃げ出し たが、 遂に、 此の 異國人 をして、 (おも 

平 田 篤 胤 は、 天 日 矛 を 日本人の 裔 として ゐ る。) 愛着の 念に 堪 へ や、 日 本まで 後を慕って 追ひ农 

たらしめ た 女らし い 阿加 流 比賣の 話な ど、 と，^ ぐ に n 本 婦人の 長所 美點 を-小す 物語で あ 

る ■ 男子の 方で も、 忠 誠な 多遲 摩毛理 や、 禮 譲に 富まれて 、仁 德 の 高 く あ ら せられた 宇 治 稚郞 

子 な ど. い づ れ も、 國 民と して 龜鑑と 仰ぐ ベ き 方々 であつ て、 上 古の これらの 人々 の 言 行 は. 古 

事 記の 簡素 純朴な 飾.^ 氣の な：， 筆致の なか に、 感動 深く 描き出さ れてゐ るので ある. 

神話 傳說 最早、 神話 時代 を 離れ、 祌代を 下 つ て， 歴史の 時代、 人皇の 時代と なつ にが、 なほ 

興味深 ぃ說 話が 所々 に 挿入せられ てゐ る. 就中、 三輪 山 傳說の 如き は、 後^に -; i! 傅せ ら れ て 

最 も 名高き もの、 小 說に劇 に. さ ま ん、 な 方面に 影響 を與 へ てゐる が、 そ の 最も 原始的な 說話 

が此 所に 見られる 祌 人の 結婚の 物語で あつ て. 此の 祌は、 や がて、 さまざまの 異類 異物と な 

つて 現れる 日本書紀の 崇神 天皇 卷に も、 此の 話 を 掲げ て • そ れ で は、 三輪の 大物 キ： の 祌が小 

をろ ち 

蛇と 化して ゐ るので ある 日本 香紀 の上卷 による と、 旣 に 此の 三輪の 祌の 御子 に、 神武 天皇 


の 皇后と なられた， 姬蹈轆 五十鈴 姬 命が 居られ， また 一 

し て 姬の 所に 通 ひ、 生れ 出られた の が、 此 の 姬蹈糖 

^^H^ ャ\ぇ0-.^"^^く益續 

长 K ユエ (ヶ ゆ， 一ん へす 一； か.,^ 卞へ^  A 

あ ふ I 一  尸、 一 vis 一ん へす， ま Y- メ" 汀 す ゅゾも 

バ^チ 豸ふ 身り 傾 ほ んパ太 

自已の 家系 を祌^ な もの へ 近づけよ うとす るので あ 

が傳 へた 物語で あると 思 はれる。 それと 同時 に、 此 の 
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說を あげ て、 事 代 主神が、 八尋熊 鱒と 化 

五十鈴 姬命 であると 云 ふの によると、 

三輪の 祌と 八尋熊 IT にも 一 

I 脈の 脈絡が あ b 、玉 櫛 姬と玉 

本 侬姬 にも 連關が ある やうに 

寺.：^ 考へ られ て. これらの 傳說 は. 

萬 柏 三輪 山 傳說の 一 部 をな す も 

集 M の、 或 は それより 派生した も 

五 _w ので ある。 さ う し て、 此 の 原 

懐, 始說 話に 於いて は、 祌の 血筋 

の  を 引く とい ふ、 自 ら の 誇 と、 神 

I 秘 的な も の への あこがれの 

氣 持が か 、 る 物語 を 生ん で、 

る。 それ は卽 ち、 ト I テ 三 ズムの 思 想 

說話 は、 地名 起 1^ 說 話の 要素 を も 含 ん 

1 九九 
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で を . ^、ま た、 古 代に おける 祌 へ處女 を犧牲 に^ 

も 解せられ る。 或 ひ は、 祌功 皇后の 鎭懷 石の 信 


C  >  すめら, と  よも  め 

是に 天皇 髙 山に 登り まし て、 四 方の 國を見 あ 


二 〇〇 

した 風習 を、 か かる 說话 として へ たもの レー 

仰 は、 靈 石 信仰の 現れで あ る と 時 に、 石 の 神 

り、 石 が 生長す る 力 を 有して ゐる とい ふ 信仰 

說 話が 生じて 來た が、 その 原始的な 形 態 の 一 

此の 鎭懷 石の 事 は 萬 葉集卷 五に も 見えて ゐ 

起原 を說 明す る說 話 も、 上 卷と问 様に、 此の 卷 

ゐる。 此の 說明說 話 は、 地名 起原 說 話に 類す 


五 下卷の 梗概 

F 卷に 移る。 

御 時に は、 茨 田 の 堤、 茨 田の 倉 庫、 九 速 の 池 、依 網 

一 の 江 を 掘 江 の津が 定められた。 

る 時、 天 皇が 高い 山に お登りに なつ て、 四 方の 國々 の樣 


した まひ て、： 


の 


たま ひつ 

よ り 


た ず、 阈 皆 貧し， 故 今 

ことん \ おはみ たから みつ ざえ だち J? る 

は、 悉に 人民の 課役 を 除せ と 

是を 以て、 大殿 破れ 壊れて、 悉 

都て 修理 ひた ま はず， 械を 

る 雨 を 受け て、 漏 らざ る處に 

き。 後に 國中を 見した 

かれお はみ たから 4 

たりき。 故人 民 富め 

み つぎえ だち おは 

と 課役 科せた まひき。 

て 役 使に 苦しま ざ り き- 

ひじり  みよ  ま を 

へ て、 聖 帝の 世と 謂す。 


年 


ベ 

是 を 

かれ 

. 故 


.國 中に 焖 

と 至 ふ ま 

雨 漏れ ど 

ちて 其の 

り 避け ま 


發 

さ。 


し 

りと おも ほし て、 人 「 は 


て 百姓 榮 


以 

其の 御世な 


え 

た > 

稱 


子 を御覽 にな り、 仰 せ ら れ る やう は、 「 

ち 昇らない で、 國 民 は 皆 © 乏 をして ゐ 

より 三年 間、 人民の 課税 や 力役 を 免除 

た。 それで 御所 は 破 壞 し、 ど こも かし 

が、 少 しも 修！^ を あ そ ば さない" 0 て 

て 流 し、 雨 の 漏らない 所に ぉ遷 りに な 

た。 其 の 後、 國 中の 樣子 を御覽 になる 

ち /、 て ゐ た。 そ れ て 人民 は 富んだ 

うよから、 つと て 課税 力役 を 科せられ 

民 達 は 富み 榮 え て、 課 役に も 苦しむ や 

それで 此の 天皇の 時世 を 赏 めた たへ 

る。 


國 中には 炊堙 が 立 

る。 であるか ら、 今 

せよ」 と 仰せられ 

こも 雨漏りが する 

その 漏 る 雨 を 受 け 

つ て 避け て を ら れ 

と、 國 に は 炊 煙が 滿 

とお 思 ひに な り、 ま 

た。 そのお で 人 

う な 事 はな か つ た。 

て、 聖 代と 中し 上げ 


仁德 天皇と 磐姬 皇后 此の 國 見の 條 は、 天 皇の 御仁 慈 を 示す 名高い 話. である が、 问 0 に、 

宫殿內 の荒廢 した 様 や， その 御喜の 檨が、 素朴な 筆致で 印象的に 簡明に 描寫 せられて ゐる。 

此の 仁德 天皇の 皇后 石 曰 賣命は 嫉妬深い 方で あらせられた。 天皇 は 吉備の 黑日賣 と 云 ふ 

女 を 寵愛せられ たが、 黑日賣 は、 皇 后の 御 嫉妬 を 恐れて、 自分の 國に 逃げ 歸 つたので、 天皇 は黑 
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日 賣を戀 しぐ お ぼされ て、 わ ざ /\ 吉 備の國 にもの せら れ、 黑 日賣 にあって、 歌 を 贈答し 給う 

た。 その 後、 また-皇后が 御 綱 柏 (酒宴 の 際， 食器と し て-も の を 盛 るに 使 ふ 木の葉) を 取. 0 に紀の 

國 においで 遊ばされた 留守中に、 八 田の 若郞女 をお 愛しに なった が、 此 の 事を皇 PC にお 吿げ 

. した 人が. あつたの で、 皇后 

M^^r^^^^^  ^  V  は ひどぐ お 怒 り に な -、 折 

「一 t 了  . 新 g 角 取って おいでになった 

L  Ly^  7^  t>  く ん し W ズ ？ノハ 々〔 》 柏 御 綱 柏 を も 皆 海中に 捨て 

お I /グ 1/  ノ」 ^Tl4^^t 園 て、 卸 所： i  :3 歸 りこ，、 よら 

-^t^t^^T  歌お や、 山城の 方へ 河 を 遡って 

IMMH^^ L.  0 1 7]^.^c J ] 集 c ゆかれ、 更に 杂 良に 廻られ、 

^-.'y?i^JJJ レ yt  筒 木の 韓人、 奴理能 美の 家 

\  に 留ま.^ 給うた， そこで、 

天皇 は 大層 心配 あそばされて、 口 子 臣を迎 へ の 使に 遣 はされ た が、 皇 后 はどうして もお 贫ひ 

にならない。 それで、 口 子臣、 その 妹の 口 比賣、 また 奴 理能美 の 三人が 相談して、 天皇に 申し 上 

げ る や うは、 「皇后 樣が こちらへ おいで 遊ばした わけ は、 奴理能 美の 養つ て を.^ ます 蟲に、 一 


度 は 匐ふ蟲 となり、 一 度 は 繭と なり、 一 度 は 飛ぶ 鳥と なつ て、 三 種に 變 化する 不思議な 蟲がぁ 

ります の で、 そ れ を御覽 になり にお 出で 遊ばした のでせ う」 と 申し上げ たので 天皇 は、 「で 

は、 朕 も 見に 行かう」 と 仰せられて、 奴理能 美の 家に おいでにな り、 皇 后 をお 迎へ になった。 

はやぶさ わけの お ほきみ  め のおに み 

その 際、 奴 理能美 は、 蠶を 皇后に 獻 上した" また、 御 弟の 速 總別王 を 仲介と して、 女 鳥 王 を 召さ 

うと あそばされた が、 女 鳥 王 は、 速總別 王と ひそか に 御 結婚 あそ ばされ た の で、 天皇 は、 速總別 

王 を、 宇陀の 蘇 、通と 云 ふ 所で 誅せ させ 給うた。 なほ 此の 仁德 天皇の 條に は， 歌 物語 形式の 部 

分が 多い _ 

履 中 天皇 履 中 天皇が 位に 御卽 きになる" に、 御 弟の 墨 中 王が 謀叛 を 起し、 御所に 火 

をつ けた。 それで 天皇 は 倭の 方に 難 を 御 避けに な り、 墨 江 中 王の 近臣なる 隼 人の 曾 婆 加里 

にむ かって 、「王 を 殺したならば、 後に お前 を 大臣に してやらう 一 と 仰せられ たので、 婆 加 

里 は 喜んで、 墨 江 中 王 を 矛で 刺し殺し 奉った。 しかし て、 天 皇は 御考へ になって 見る と、 な る 

ほど 曾 婆 加里 は 自分の 爲 めに は 大功が あ はする が、 主 君を弑 したの は 不義で ある。 饼し 

約束 を 違へ る わけに は ゆかない か ら， 彼 の 功 を 賞す ると 共 に、 其 の 身に は 誅罰を 加 へ て やら 

うとお 思 ひに な b 、一  旦は大 ほに 任じて、 百官 をして 禮拜 せし め、 喜 んでゐ る 時 に、 遂 にこれ を 

殺 し 給 う た，  . 
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. 木梨輕 太子 允恭 天皇の 皇太子 木梨輕 太子 は、 父 帝の 崩 後、 御卽 位になる 事に きまって 

かろい..； め はいらつ め そ ど ほしのお はきみ  ^  ；. まの 

をら れた が、 輕大郞 女 (衣 通 王) と 不倫の 關係を 結ばれた の で、 人 心 皆 太子 を 去 つ て， 御 弟の 穴徵 

皇子に 集まった。 遂に 太子 は 其の 罪に よって 伊豫の 湯 (道 後溫 泉) に 流さ れ 給うて， 御 二人と 

もお なくな. 0 になった。 この 時の 御 歌が 數首傳 はって をる。 

安康 天皇 ついで 穴穗 皇子が 位に 卽 かれた。 卽ち 安康 天皇で ある。 天皇の 御代に、 御 

おは はっせの A こ 、いちのべ の し はの -0)  あ ふ み  さ さ /-、 

弟の 大長谷 王 は、 市邊 之忍齒 王と 共に、 淡 海の 蚊屋 野に 狩に 赴かれた。 それ は 佐佐紀 山の 君 

の 祖 韓^が、 其 の 野に 鹿が 多く ゐて、 其の 立てる 足 は 荻 原の ご とく、 差 上げ たる 角 は ゅ樹 の や 

うで あると 申 上げた からで ある， さて 其の 野で、 各 假宫を 造って 宿られた が、 翌 朝， H も 出な 

い 中に、 忍齒 王が 馬に 乘 つて 狩に 出かけよ うとして、 大長谷 王の 假宮に 赴かれ、 「まだ 寢て居 

られ るの か" まう 夜 も 明けた の に、 早 ぐ 眼 を さまし て、 狩 をし に 出られた らばよ から う-と 申 

上げる やうに」 と 御供の 人に 仰って、 其の ま、 馬 を 進められた。 これ を 聞い：， I 大長谷 王の 

お供の 人 が、 そ の 事 を 大長谷 王に 告げて、 r 不 遠慮な 事 を 仰せられる 方で あるから 御注意 あ 

.  , ,  よろ ひ 

そばせ」 と申丄 げた. それで 大長谷 王 は、 甲 を 着て 身 を 固め、 狩 場で 忍 齒王を 射殺して しま 

はれた。 此 の 騒動に， 忍齒王 の 二人の 御子、 意 都 王と 袁祁王 の お 一 一方 は、 驚 い て、 逃げ出さ れ、 播 

摩 國の民 志 自牟の 家に 身を隱 され、 此 所で 牛馬の 飼養と いふ 賤 しい 勞 役に 從 つて をら れ た。 


雄畧 天皇 か 

此の 御代に 吳 人が 歸 化し 


お ほ はっせの ゎかたけ^> みこと 

て、 大長谷 若 建 命が 位に 卽 かれ た。 卽も雄 略 天皇で ある 


ので、 その 人 々 を 置い た 土地 を吳 原と 云 ふ， 又、 か つ て、 天皇が、 

初めて 皇后の 日 下の 家に お いでに なった 時、 志 貴 の大縣 主 

が 天皇の 御所に 似せた 立派な 邸宅 を 作って ゐ たので、 これ 

をお 咎めに なつ て、 火 を つけて 燒 かう とせられた が、 大縣 中- 

^ が 厚く お侘びして， 犬に 鈴 を 下げ 繩を附 けて 獻上 したので • 


M 


天 皇 も、 大 縣キ- をお 許しに な り、 犬 を 御 嘉納 あそばされ、 更に 

_ のお ほきみ 


その 犬 を 皇后の 御 兄 若 日 下部 王 に、 結婚 の 結納と してお 差 

^ し 上げに なつな 又 或る時、 三輪 河の ほと.. -で、 美しい 少女 

陵 を御覽 にな り、 名 をお 問 ひに な る と、 引 田 部 赤 猪 子と 申す の 

で、 後 に 召して やる ぞ とお 約束に なって ぉ歸 りに なった が ■ 

その後 此の 女の 事 を 忘れて おいでになった _ 其のう ちに 

年が たって、 老女と なった ので、 赤 猪 子 は 御所へ 伺って、 その 

事 を訴へ 申しち それ をお 聞きに なって、 大層 同情 あそばされて、 慰めのお 歌が あつたので 

赤 猪 子 も 涙に 泣き濡れながら 御 返事の 歌 を 差し上げた. その 他、 天 皇の 御製に は， 御 腕 を 昨 
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つた 虻 を 更に 蜻 絵が 来て 食って しまったの を御覽 になって 詠み 給うた 御 歌 や. 慯を 負う た 

ひと こと ぬし S か- ハ 

怒 h- 猪 を 詠み 給うた 御 歌な どが ある- 又， 天 皇は、 葛 城 山中で、 一 言 主神に お 逢 ひに なった と 

云 ふ それから、 伊勢 國の 三重の 媒ゃ、 春日袁 杼比賣 等が、 天皇に 酒を獻 じて 詠 じた 歌な ども 

あって、 甚だ 歌 をお 好みに なった ので ある 

意  一 m 命 と 袁祁命 次の 淸寧 天皇に は、 皇 后 もまし まさ す， 御 子 も あらせられ なかつ た。 

それで 崩御の 後、 御 後繼の 問題に 關 して、 臣下 達 は 皆 心 を 痛めて ゐた 


C  >  やまべの むら じ を どて  みこと もち まか 

爾に山 部 連 小 楣、 針 間の 國の宰 に 任れ る 時 

お ほみ たから  しじむ  に ひむろ 

に、 其 の國の 人民 名 は 志 自牟が 新窒に 到り 

うたげ  こ i  うた  なか- _*  つい 

\ し 樂す。 是に 盛りに 樂げ て酒酣 なる 時、 次 

で  かれた きわら はふたり かま 

第の ままに 皆 舞 ひぬ。 故 火 燒小子 二 口 竈 

へ  わら は ども 

の 傍に 居た る、 其 の 小 子等に 舞 はしむ る に、 

其の 一 の 小 子、 汝 兄 先づ舞 ひた まへ と 曰へ 

なおと  い 

ば、 其 の 兄 も、 汝 弟 先づ舞 ひた まへ と 曰 ふ。 

かく  つど  ども  ゆ. 0 

如 此相讓 る 時 に、 其 の會 へる 人 等、 其 の 相 譲 

さま  わら  かれ  を H 

らふ 狀を哚 ひき。 爾 遂に 兄 先づ舞 ひ， ぬり 


こ 、に、 山 部の 連小楣 が、 播摩 の國 司に 任ぜられた 時 に、 そ 

の國の 人で 名 は 志自牟 とい ふ 者の 新築の 室に 行つ て、 祝 

宴 を 張った f それて 盛んに 酒宴 をし て、 興 酣に 及んだ 時 

に、 貴賤 長幼の 順序に 從っ て、 昔 舞 を 舞 つ た。 す ると 火 焚 

く 童が 二人 竈の 傍に ゐ たの で、 そ の 童に も 舞 を 舞 はしめ 

た 所が、， ての 一人 は、 ，兄 君の 方から 先にお 舞 ひ あそばせ」 

と 云 ふ と、 そ の 兄 も - 弟の 方が 先に 舞へ」 と 云 ふ。 か や 

- つに 譲り あつたの で、 そ こに 集って ゐた 人達が、 その 讓り 

あ ふ 樣子を 見て 笑った， それで 遂に 兄 君の 方が 先に 舞 

ひ、 そ れが 終つ て、 次 に 弟 君が 舞 を 舞 はう とする 時に、 次の 

やうな 歌 を 歌 はれ た。 


おと  ながめ ごと 

て、 次 に 弟 舞 はんとす る 時 に、 詠爲 

ものの ベ  わせ こ  は 

物 部の、 我が 夫子が、 取り 佩け る 

、丹 畫 き 著 け、 其 の緖に は、 赤 


上 

と の 

よ り 

だ し 

坐 せ 

胺 宮 


つらく 

たち  た 

太刀の 手 

幡を 載ち、 

幡 立て て、 見 ゆ れ ば、 い 隱 る、 山 の 三 尾 の、 

やつ を 

す、 八 絞の 


わ け すめら みこと み こ いちのべ のおし はの 

和氣の 天皇の 御子、 市 邊押齒 

を だての むら じ 

へ ば、 卽 ち 小楣速 聞き 


を かき I 刈り、 末 押し. & かすな 

ごと  を さ  い ざ 

を 調べた る 如、 天 の 下 治め 賜 ひ し、 伊 邪 

みこ やっこみ すゑ 

王の 奴 末 

驚きて、 床 

を 追 ひ 出 

ひざ -っ へ 

膝の 上に 

を 集 へ て、 

つり 置き 

|«1 王 問 き 


りた ま 

お  まろ 

墮ち轉 

て、 其 の 

まつり 

を 作り 


は ゅまづ かひた てまつ 

て、 驛 使 貢 上 

歡 ばし て、 宫 


び て、 其 の 室なる 人 等 

み 二  ひだりみ： * り 

二 柱の 王子 を、 左右の 

たみ ども 

て、 泣 き 悲しみ て、 人 民 

て、 其 の 假宫に 坐せ ま 

りき。 是に 其の 姨飯 

に 上らし めた まひき。 


、わが 物 部の 勇士が、 腰に 帶 びて ゐる 太刀の 柄に は、 赤 色 

で繪が 書いて あ り、 そ の 紐に は、 赤 幡の布 を 裁って 作つ 

て ある。 その 如くに) 〔以上 序 詞〕 赤い 幡を立 て て、 山 

に來て 見る と、 そ の 幡の薦 に 見えつ れつす る、 山 の vi- 

邊 の 竹 を り 取 つ て、 そ の 竹の 先 を 押し 伏せて しま ふ 

や う に、 或 は、 八 絞の 琴 を 自由に 彈 奏する やうに、 成 令と 

仁慈と 並び 行 はれ て、 天 下の 政治 をお とりに なった SI 

中 天皇の 皇子の 市邊の 押齒の 王の 子で ある 吾々 が、 此 

の 家の 召使と なって ゐ るの だ。 

と 仰った の で、 こ れを 聞いた 小 楣の連 は 大いに 驚き、 床の 

上から 轉げ 落ち て、 そ の 部屋の 人々 を 追 ひやり、 此のお 二 

人の 皇子 を、 左右の 膝の 上に ぉ乘 せし て、 泣 き 悲しみな. が 

ら、 國 の 人々 を 呼び集め て、 假 の宫居 を 造 り、 そ の假宮 にお 

二人 をお 置きし て、 す ぐに 急使 を 都に 差し上げ て、 此 の 事 

を 御 報告した。 それ で、 そ の 姨 君 (卽 ち、 市 邊の押 傲 別の 王 

の 御 g の 飯豐王 は、 これ を 聞いて 大層お 喜びに なり、 お 二 

人 を 上京せ しめ 給うた ので あ る。 


此の 覲 的な 邂 返の 一 節 は、 情 景の よく 躍動して ゐる 名文で ある， 
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顯宗 天皇 かくて、 此の 


二  0 八 


-、 i 


人の 皇子 が、 わ が國 をお 治めになる 事に なった が， そ の 時、 平 群 


,ト ， ノ.； 2  ，*■  をナ S みこと  うナ C  i しと 

氏の 祖 なる 志显臣 が、 歌 垣 の 時 に. 袁祁命 の 召さう と 思って をら れる 美人、 蔸田首 等の 娘の 名 

は大 魚と 云 ふ 女の手 を 執つ 

て、 袁祁命 を 侮辱し 奉つ た の 

で、 袁 0 命 も、 歌 垣の 巷 で、 志 ffi^ 

臣 と、 歌 をうた ひなが ら、 そ の 

女を爭 はれた，。 かく  了权 中、 

爭 つ て、 翌 朝、 意 祁 命と 袁祁命 

は 御 相談 あそばさ れて、 遂に 

無 禮な志 昆臣を 誅し給 う た。 

此 の 後、 此 の 御兄弟の 皇子 は， 

互に 御 位 を 譲り あつ て、 遂に 

luirli*  i  -lillltf I- III ， お. k 弟 君の 袁祁 命.. が 先に 位に お 

卽 きになった。 卽ち， 顯宗 天皇で あ る。 さ う し て、 早速、 父君の 市邊 王の 御 骨 を 埋め 奉った 所 

をお 探しに なった が， よく 分らなかった の を、 一 老 媼が覺 えて ゐ たので、 改葬して、 御陵 を 築き、 


孝養 申し上げ 給うた ので ある。 さう して、 かの 老女が 御 骨の 埋 めた 所 をよ ぐ覺ぇ て ゐた事 

おきめ .<1！ みな 

をお 灃め になり 置目老 11 と 名 を 付けられて、 終生 大切に あそばされた。 

仁 賢 天皇 顯宗 天皇の 崩御の 後、 兄 君の 意富？ W 王が 位に 卽 かれ 

自 後、 武 烈. 繼 體. 安 閑. 宣 化. 欽 明. 敏 達. 用 明. 崇峻の 諸 天皇 を經 て、 推 古 天皇 

推 古 天皇 

い， f と/^  „ み •  け かしぎ や ひ めの みこと を はり どの みや 

妹豐 御食饮 屋比寶 命、 小 治 田宫に まし まし 

みそと ャ あまりな なと せ  し  t  二 

て、 參^ 七 歳 天 の 下 治らし 給 ひき 肝 

a 癸丑の 日 f  、-き お ほ ぬ 

リ給 ひき。 御陵 は 大野の 岡の 上に あ 

を、 後 に 科 長の 大 陵に 遷り まつりき。 

とあって、 此 所で 古事記 全編 は 終って ゐ る- 


の  年 

： 十 五 

り し 


崇峻 天皇の 御 姉豐御 食炊屋 

て、 三十 七 年間 國家 をお 治め 

十八 年 三月 十五 日に 崩御に 

上に あつたが、 後 河內の 磯長 


た。 仁 賢 天皇で ある" 

に 至る。 


姬命 は、 小 墾田の 宮 に をら れ 

になった。 (紀元 一千 二百 八 

なった。) 御陵 は 大野の 岡の 

山 田の 陵に 遷り 袷うた。 


六 下卷 の解釋 


歌 物語 此の 下卷に 至って は、 ます 

要素 は、 極めて 稀薄に なった。 中卷に 
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く 人文 的 要素が 增 加して 來 

もな ほ 種々 なる 遊離 說語 ゃ說 


て、 上卷に 見えた 神話 的 

明說 話が 挿入せられ て 
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ゐ たが、 下 卷には 純 粹の說 話と 見る ベ きもの は、 殆ど 全く 見えな い。 その代りに、 著し いのは、 

歌 物語と も 云 ふ ベ き、 歌の 贈答 を 主と した 物語で ある。 中卷 にも、 さう 云 ふ 部分がなかった 

わけで はなく、 就中、 倭 建 命 に關 する 物語の 部分の 如き は， そ の 著しい ものである が、 な ほ、 此 の 

下卷 における ほどで はない。 下卷に は、 仁德 天皇の 條 や、 輕 太子の 條 や、 雄 略 天皇の 條 や、 袁 0 

命と 志昆臣 との 歌 垣 の條 や、 さ う した 部分が、 多く 擧げ られ るので ある。 歌 の數 も、 此 の下卷 

に 於いて 最も 數が 多い。 

ユリ 

上卷  .p^ 首 

中卷  四十 三 首  ， 

下卷  六十 一首 

此の 數の 比較 だけで も、 その 點は 明かで あら う。 卽 t くそ れ は、 說話 時代 か ら、 漸 く 歌 を 主と す 

る 時代に 移 b つつあった ので あ り、 又、 國 家の 形式 を說 き、 國體の 基本 を 明か に す る、 國家 意識， 

民族的 自覺の 叙事文 學 時代 か ら、 漸 く、 個 人 的 な、 藝 術 意識の 目覺 めて 来た 叙情 文學 時代 へ と、 

進んで 來た事 を 示す ものである- 此の 狀 勢から、 更に 進展 すれ ば、 萬 葉 集の ご とき 純 粹の叙 

情 文學が 生れる ことと なる。 古事記 の下卷 は， ま さ に 萬 葉 集と 隣 b あはせ てゐる わけで あ 

.< それの みならす、 萬 葉 集 の 歌の 最も 古い 時代 は、 古事記 の 下卷と 時代 を 同じう して ゐる 


ので あつ て、 萬 葉 集の 最古の 歌人、 磐姬 皇后. 雄 略 天皇の 方々 は、 古事記の 下 卷の歌 物語 に 於 い 

て も、 最 も 活躍せられ る 主要な 人物で あらせられる。 かやう にして、 此の 下卷 は、 以 前の 卷に 

比 し て、 最も 個人的な 文學の 傾向に 近づいて ゐ るので ある。 古事記 それ 自身と して も、 上卷 

より 中卷 へ、 更に 下卷へ と 進む に從 ひ、 そ の 間に 文學的 變遷が あつ て、 進展の 狀 勢が 觀 取せ ら 

れる， (歌謠 に 就いては、 下卷 において 詳說 する。 それ ゆ ゑ、 此 所に 於いて は、 殆ど 全く 歌謠に 

就いて、 說く 所がなかった)。 

文化的 發達 中卷に 於いて は、 倭 建 命 さ へ、 白智 鳥と なって 飛んで 行かれた とい ふやう 

な 神 惟談が ある r 下卷に 於いて も、 葛 城の 一 言 主神の 出現の ごとき 話 も ある が、 こ れ さへ、 一 

言 主神 は 頗る 人間的で、 別に 何らの 祌異を 示す もの ではない r かやう にして、 神話 傳說 的耍 

素の 稀少になる とともに、 一 方に おいて 顯 著なる は、 前述の 如き、 人文 的 要素の 增 加で あ る。 

仁德 天皇 時代の 土木 事業の 開發、 運河 等の 交通路 開鑿、 その他の 御 事業の 記 されて ゐ るが 如 

き は、 そ の 著しき ものである。 或 ひ は、 又、 吳 人の 歸 化の 話が ある， 養 蠶の事 も 此の 卷に 見え 

てゐ る， (尤も， 蠶の事 は、 旣に祌 代 卷に於 い て も、 農業 神で ある 大宜 津比賣 神が 須佐之 男 命 か 

ら 殺され 給 う た 時、 そ の 頭に 蠶が 生じた と あつ て、 養蠶の 事 は 古くから 存 してゐ たやう であ 

るのに、 仁德 天皇 時 犬に、 此の « を 不思議な 蟲 として 一般に 見馴れな いものの 如く 記. して ゐ 
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るの は 不思議で ある。 養 露の 事 は、 稍 後世に 起つ て、 後、 機 織の 仕事の 重要 部 を 占め る 事と な 

つ た が、 こ れを祌 代の 話の 中に 取.^ 入れた もので 、元来 は、 神話の 中に、 か、 る 要素が あった わ 

けで は ある ま い。) 犬が 人間に 飼育 せら れ たの は、 いっから であらう か。 古事記 の 此の 卷に 

も、 そ の 古き 例 を 見出す 事が 出来る。 かう した 事 は、 中卷に 於いて も， 多 遲摩 毛理の 話な ど を， 

文化 發 達の 一 例と して、 示す 事 も 出来る が、 その 傾向が、 此の 卷に 至つ てます く 濃くなる。 

國家 意識 併し、 古事記 全部の 眼目で あ る 國家 意識が、 此 の下卷 において も、 眼で あ る 

事は變 りがない。 否、 此の 目的 は、 下卷 において 一 層强 調せられ た 所 も ある 事が 認められる. 

こ れ は、 旣 に國 家の 經營 久しくして、 國土 はま さに 安康で あるから、 さ ま <^ の 國家的 事業が 

發 達し、 政治 權 力の 增大す るに 伴って、 今まで 内部に おいて 一致 協力して ゐ たもの が、 時と し 

て 仲間割れ を 生じる やうな 事 も あるから、 これ を 警める 必要が あると ともに， 外國 との 交迎 

も 頻繁 を 加へ て、 外 國に對 する 國 家の 體 面を考 へ る 必要 も あ り、 叉、 國 運の 發展 は、 人 智 の進步 

を 来し、 道 德觀念 の發達 や、 文明 的儀禮 の 具備 を 見る に 至った の で、 こ れ らの點 からし て、 此 の 

下卷に 於いて は、 中卷 より 以上に、 反省 的 傾向が 見ら れ、 自省して、 國 家の 體 面を考 へ、 CI 「しの 名 

聲榮譽 に 就いて も、 顧み る やうになる。 意？ W 命と 袁祁 命と が、 互 ひに 位 を 譲.^ あはれ た 話な 

ど は、 旣に、 中卷 にも、 宇 遲稚郞 子と 大雀 命との 話に も 現れて ゐた觀 念に 類似して ゐ るが. 此の 


話に 於いて は、 更 に、 弟 君 の御卽 位の 後、 父 の 仇の 御陵 墓を發 いて 復饕 を，： ようとして、 それ を 

反省せられ ると ともに-また 一 方 父の 仇 は 報いざる ベから すと して、 その 土の 一 部 を 掘って 

持ち 歸られ たと あ る條 は. 江戶 時代の 復霄觀 念 を 思 は しめる ものが あ り， 義理 と 人情の 衝突 

と 云った やう な、 江 戶文學 の內容 にも 類似した 所が あつ て-さ な が ら、 後世 文學 の 題材の 原始 

的な 存在と 考 へられる。 それにして も、 先の 天皇 に對し 奉.^ 不敬の 點 なきやう にと 反省せ 

られ たの は、 天皇の 神聖 を 重ん する、 わが 國體觀 念の 發揮 であり、 それが 自然 的 無意識的な 行 

篇 でな く、 自 ら かく 思惟 せられた 結果で ある 所に、 人智の 發 達し た、 後 世 的 觀念を 持って ゐる 

ものと いふ 事が 出來 る。 此 の 話で は、 弟 君 の袁祁 命が 先に 位に 卽 かれて ゐ るの は、 なほ， 最幼 

子 成功 型 の 說話 の 反影が 認 めら れる が、 最早 此の 時代 となって は、 多く 長子よ り 皇位 を繼承 

して ゆかれる 習慣で あ 、從っ て、 履 中 天皇の 御卽 位に 對 し、 弟 君が 謀叛 を 起さ れ たやうな 事 

伴 もあった。 これが、 中卷 では、 それと 反對 に、 弟 君の 御卽 位に 對し、 兄 君が 謀叛 を 起して をら 

れる やうな 事 も あるので ある。 尤 も、 中 卷 における それ は、 旣 に、 末子 相續の 風習が 衰へ、 動搖 

して ゐる 形勢 を 示す もので あつ て、 そ の 過渡 時代が 過ぎて、 最早 此の 時代で は、 長子よ .0 相續 

して ゆく 制度が 完全に 出來 上って ゐ たので ある， 此の 履 中 天皇 の 曾 婆 加里の 話に しても、 

主君 を 殺した. 不信 を 僧み、 一 方 約束 は 約束と して.. こ れを實 行せられ て も、 不信の 臣た る理. ra 
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を もって 誅 罰せられ たの は. 稍 後世 的な 反省 を 伴 ふ 道義 觀 念の 現れで ある。 か、 る 道義 觀 

念 を俾ふ 、同様の 事件 は， 江 戶文學 の 中で もしば く 現れる。 所謂 勸善懲 惡の觀 念が それで 

あ る r 

戀 愛の 悲劇 か 、 る 道德觀 念の 發達 は、 一 方に 於い て、 男女 關係等 を、 從 前の 如く、 ありの 

ままに 自然に 見す、 一 種の 拘束 を 加へ る 事になる。 か 、 る 道德的 束縛の もとにあって は、 從 

來 自然 視 せられ、 無關心 であつ た戀 愛が、 却 つ て 意識せられ て來 る。 その 結果、 男女 關係は 不 

道德な ものと 思惟せられ、 それだけに、 男女 間の 種々 なる 問題が 起って ぐる。 江 戶 時 弋の如 

き は、 そ の 著しい ものであった。 古事記に 於いて も、 上卷ょ り 中 卷に下 り、 更 に-下 卷 となると 

同樣の 感じに 打 たれる ので あ る， 速總別 王と 女 鳥 王との 事 伴、 殊 に、 木梨輕 太子 と 輕大郞 女 

との 事件 は、 そ の 著しき ものである。 此 所に 至って、 戀 愛の 悲劇が 漸く 明白に 認識 せられて 

來た ので ある， さう して、 か ゝ る戀 愛の 悲劇 は、 多く 歌 物語と して 描か れ、 こ れ は莴葉 集の 中 

にと 受け 繼が れ、 更 に、 平安朝の 歌 物語へ と繼 承せられ、 發展 して ゆく ので あ る。 歌 物語の 本 

質は戀 愛に あった。 それ は、 歌が 純粹の 叙情 文學 であり、 戀 愛の 表現が、 また 純粹に 叙情 的な 

も の とな る べき 事 を考へ あは せれ ば、 兩者 の 結合 は 極めて 自然で ある 

- 古事記と 日本書紀 古事記 は 推 古 天皇で 終って ゐる。 併し、 說 話の 要素 は， 顯宗 天皇の 


條で 終. o、 仁 賢 天皇 以下 は、 ただ 御歷 代の 系圈 について、 あわただしい 說明を 加へ てゐ るに と 

どまる。 しかも わが 日本 文化が 大ぃ なる 發達を 見、 精神 文化の 方面に 於いて も、 制度 の 統制 

に 於いて も、 著し い 國家的 發展を 遂げた の は、 古事記の 最後と な つて ゐる推 古 天皇 時代に あ 

つた。 これ は、 まさに 國 運の 飛躍の 前觸れ として、 此 所で 神秘なる 沈默 のうちに 筆 をと どめ 

たものと 云 ふ ベ きで ある f これ を 受け 繼ぐ rc 本書 紀の 使命 は、 國 家的統 一 の 精冲と はまた 

別種の 方向に あった。 かくて、 日本書紀 は 古事記と 平行しつつ、 古事記 以後にまで 詳細なる 

叙述の 筆 を 及ぼ し、 就中、 古事記 に は 簡略に 記されて ゐる推 古 天皇 時代の 偉大なる 國 運の 發 

展に 就いて も、 詳しく 述 ベる 所があった。 さう し て、 此 所に も、 國家、 民族の 自覺的 進展 の 運動 

は、 明かに 見られる ので あり， 此の 點の 記錄 として、 後代な がぐ 國 民の 經 典た るべき に 至って 

は、 古事記 も 日本書紀 も、 結局、 同 一 の 目的に 添うて 進 み、 同 一 の 功績 を 荷うて ゐ るので ある。 

天皇 中心 國運 發展の 主動 力 は、 一 に 天皇の 御仁 慈 御明 察に まつ 所が 大 である。 國家 

的 統一 とその 進-おの 狀を 明かに 說き 示す 事 が、 古事記 の 中心 目的で あるか ら、 勿 論， 下 卷に到 

つ て も， 此 の 立場から して、 天皇の 御 事蹟に つ いて は、 十分 に、 その 點の 注意が 拂 はれて ゐる。 

しかして、 下卷の 含む 時代の 文化的 發達 は、 一 方に おい て、 氏族 勢力の 大を來 し、 純朴なる 觀 

念が 失 はれつつ あった。 かかる 時代に 於いて は、 一層 古事記の 目的 を 強調す る 必要が ある，. 
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上 代， 文 學 史 上 卷  一二. J、 

そ. の 意味に 於いて、 仁德 天皇が 人民の 課役. を 免除し 給うた 御仁 政な ど は、 本卷 のうちで も、 最 

も 注意す べき 事項の 一 に屬 する。 天皇が 統治の 必要 上、 諸國を 巡狩 あそばされ、 地勢 ゃ民狀 

を 視察せられ るた め に、 高 い 山に 上って、 國見を 遊ばされた 事 は、 神代よ. 0 あった 事で、 日本 書 

.  くにみ ぬしの みこと 

紀の 一書に は、 國見主 尊な どと いふ 祌名も ある。 下って は、 萬 葉 集の 舒明 天皇の 卸 製に も、 そ 

の 御 趣 力 見え る。 それ で、 諸國 に國 見出と いふ 山の 名 も 多く 名付けられ たので あるが、 ニ德 

天皇の 國見を あそばされ たと 云 ふ 記載 は、 其の 中で も、 右の 御仁 政と 關 連して、 特に 重要な 意 

義を 持つ ものと 思 はれる。 

また、 雄 略 天皇が、 志 貴の 大縣 主の 邸宅 をお 咎めに なった の も、 天皇の 尊厳 を-冒 漬せ ざらん 

事 を 注意し 給うた のであって、 雄 略 天皇の 御行 跡の 中には、 さう 云 ふ 意味が 待に 强ぐ現 はさ 

れてゐ る。 しかも、 天皇 は、 志 貴 の大縣 主にして も、 三 重 の に しても、 その 命 を 助けぶ う て， 嚴 

肅の 方面と 同時に、 御仁 慈の 方面 を も 示し 給うて ゐ るので ある- 
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I 古事記 以前の 文章 

國語的 表現 古事記の 文章 は、 國 語で 表現せられ た 最古の 文章と して、 わが 上古の 文章 

を 見る 上 に、 最も 貴 ぶ ベ きもので あ る。 尤も、 こ れ よ.^ 以前 に 金石文、 古文書の 文書が あ . ^、そ 

の 中には、 固有名詞の ごとき は 假名で 表現せられ たもの も あ，^、 漢文で 書いて ある もの も、 全 

部^ 讀 せられた もので あらう とい ふ說が ある。 卽ち、 日本書紀 の ご と きも 全部 訓讀 し た も 

のが 存し、 古經卷 等の 傍訓に も、 今日 到底 讀み 難き 文字に 對 して、 悉く 訓讀 を附 し， ゐる 所よ 

、さう 考 へられる とい ふので ある。 いかにも、 漢文で 書かれて ゐ る 文書 を、 全部舊 に 音讀 

した もので ない 以上 は、 これ を國語 式に 讀んだ 事 は 確かで あるが、 併し 、部分的に は 漢語の 音 

讀が 入って ゐな いと 云 ふ 事 は 出来ない。 加. ふるに、 どうしても 純 粹の國 語と して 讀み 難い 

所 も 含んで ゐ るので あって、 古事記の 如く に、 國語 として 安らかに かつ 滑らかな 表現 を 持つ 

てゐる もので は 無べ 現存す る 所では、 古事記 が、 純粹 に國 語で 書かれた 最初の 文章で あ る- 

今、 古事記 以前の 金石文. 古文書 類の 中から、 名高き もの  一 二 を 撰んで、 原文と 國語 式に 訓讀し 

たものと を 合せ 掲げて 見る。 此の 訓讀は 大矢透 博士の 附 けられた ものに よる。 

法隆寺 金堂 藥師佛 光背 銘 法隆寺 金堂の 藥師佛 の 光背 銘は、 推 古 天皇の 十五 年に 記さ 
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t 代 文學史 上卷 

れ たもので ある。 


池 邊大宫 治， -H< 下- IK 皇、 大 御身 勞 


次，， 丙 午， 年、 召 K 於 大王 x 皇 與-- 太 子- 而 誓 願 

賜、 我 大御病 太平 欲 坐 故、 將 Y 造き 藥師像 

作 仕 奉 4 詔。 然當時 崩 賜造不 者、 小 治 

田 大 宫 治-犬 下， 大王 天皇 及 東宫聖 王、 大 

命 受賜而 歳 次-丁 卯 一 仕 奉。 


if* に?^ れる 年に、 大王 天皇と お と を 召して まひ 願 ひ 賜 ひし 

5 お， = み > ら  おあせ  *  ほこけ のみや -」 くすり 

く、  &が大 御 病 太平ぎ まさ まぐ あし 坐す が 故に、 寺 を 造り 藥 

,  み At  ** つ  の  し At 

師の像 を 作り 仕へ 幕ら まくお も ほす と 詔り たま ひき。 然は 

賜 ひて 造り 堪へ たま は ざり けれ ば、 小 治 


モの -<..-  

あれ ど も、 當 時に 崩 

田の 大宫 

. 賜 はりて、 歳 丁 卯に 次れ ると しに 仕へ 奉りき。 

(用 明 天皇の 御身 體に 御惱 があった 時、 その 元年に、 推 古 天皇と 皇太子 (卽 ち崇峻 天皇) と をお 召 

願 の 言 葉 を 仰せられる やう は、 「自分の 病氣 を平康 させたい と 思 ふ 力 ら、 寺 を 建立 し、 藥 師 佛 

佛に 奉仕した いと 思って ゐ る」 と 仰せられた。 併し、 その 時 崩御に なった ので 完成す る 事 

ら なかった から、 推 古 天皇、 及 ぴ聖德 太子が 天皇の 御 命令 を 受け て、 推 古 天 皇の 十五 年に これ 

奉仕 を果 したので ある。) 

此 の 文章 は、 同じく 法隆 寺の 金堂に 存 する 釋迦佛 の 光背 銘と 並んで 有名な も 

く 上 宫聖德 法王 帝說 にも 引かれて ゐる。 此の 銘の 文章の ご とき は、 當時 の 史官 

なる ものと して、 代表的な 文章と 云 ふべ く， かつ、 此の 中には、 甚だ 國語式 表現が 多 

國 語脈の 多い 漢文と な つて ゐ るから、 こ れは、 推 古 朝の 國文的 文章と して 貴重な 

「賜」 とい ふ 文字の 使用 や、 「仕 奉」 とい ふ 書き方 や、 「大御 病 太平 欲 坐 故」 と 

ど は、 い づ れ も、 I" 粹 に國文 的な もので あつ て、 漢文の 記法で はない。 つま b  、國語 
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t-VI-s  £た ひつぎ のみこの みや ひ， し 9 み 二お ほ； t  二/ J  ，- - 

天の下 治す 大王 天皇 及 東 宫の聖 の 王 大命 受け 


しにな つ て、 祈 

の 像 を 作って、 

がお 出来に な 

を 完 成 し、 佛 の 

ので、 旣に早 

の 文の 純粹 

く用ゐ られ、 

ものである。 

い ふ 表現な 

として の、 敬 


部 一の （寶國 ） 圆羅荼 壘國壽 夭 
(蔵 所 寺 中） 


ニニ 〇 

語の 表現 法に 苦心して ゐる あとが 歷々 と 看取 

せられる。 「賜」 も 「奉」 も 「坐」 も、 敬語 を 示 

す 助動詞と して 用ゐら れてゐ るので ある、 故 

に、 漢文と 異なる 表現 を 見る に 至った。 

天壽國 曼荼羅 繡帳銘 まう 一 つ 例 を 示す 

と， 現に 法隆寺 村の 中宮 寺に 殘片の 保存せられ 

て ゐ る 天壽國 tt- 茶羅鏽 帳銘が あ， る。 此の 全文 

は、 繡 帳が 散逸し てし まって、 一 部分し か 幾って 

ゐな いので 分らない が、 こ れ も 上宫 聖德 法王 帝 

說に 引く 所に よって、 全文 を 知る 事が 出来る。 

此 の 文章 は、 四百 字より 成 り 、曼荼羅 を 描 いた 繡 

帳の 周邊に 著け た 一 百の 龜甲 形の 中に、 四字づ 

つ を 記した ものである、 美術品と し て、 稀 ft の 

逸品なる 事 は 云 ふまで もない が、 此 の 文章 も 亦 

當 時の 文章の 風格 を 知る 上 に、 代 表 的な ものと 


云 ふ 事が 出來 る" 此の 龜 甲の 四 字 は 次の 如く 配列 せられて ゐる。 


かやうな 順序に 讀 んで ゆく ので ある。 か 

爲 め に、 多少、 文章が 窮屈と な つて ゐ て 、前掲の 

文章の 傾向 は 何れも 同 一 の 趣 を 有して ゐる _ 

i 歸 斯麻宮 治，， 犬 下， 大 皇、 名！： 米久爾 意斯波 

留支比 ，波 乃彌己 等、 娶，， 巷 奇大臣 、名 伊奈 

米 足 尼 女、 支 多 斯比彌 乃彌己 等； 爲， 天 后， ま 名 

多 至 波 奈等巳 比 乃彌己 等、 妹 名 等 巳 彌居加 

斯支移 比彌乃 等 ^ 復娶， 天后 弟 名 乎 阿 

尼か^ 己 等， 爲 k 先； 孔 部 間 人 公 、王： 

斯歸斯 麻 天皇 之 子 名蔬奈 久羅乃 布， # 多 麻 

難， 岐乃彌 己 等 、娶， _庶 妹 名 等 巳 彌居加 斯支移 

ま 
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ぐ、 一 龜 甲に 四 字と いふ 形式に 制限せられ たが 

文章の やうな 自然の 味の 失 はれた 所 も あるが、 


シ キ シ 

ルキヒ 

みむす め 

の女キ 

クチ バ 

の ミ コ 

みあ 

トに娶 

き。 シ 

の ミ コ 

ひまし 

みな を 

名 は 尾 


お ほみ 4 あめ I： 

マ の宮に 天の 

ロニ ハの ミコ 

タ シ ヒ ミ の ミ 

ナ トヨ ヒのミ 

トを 生み まし 

ひまし て、 后 と 

tft らみニ 

キシ マの 天 


ト、 庶 妹 名 は ト 

お ほき さき  し 

て、 大 后と 爲て 

はりの みこ 

治 王 を 生み ま 


一た しろしめ  すめら みこ i みな 

下 治しし 天 皇、 名 はァメ クニオ シハ 

お ほ i へつきみ  すく ね 

ト、 ソ ガの大 臣、 名 は イナ メの足 尼 

みあ  お ほ きさき  し  みな 

コ トに娶 ひまし て、 大 后と 爲 て、 名 は 

いろと みな 

コ ト、 妹 名 は トヨ ミケ カシ. キヤ ヒ ミ 

またお ほき さき ろと みな 

き。 復大 后の 弟 名 は ヲァネ のミコ 

し  みな  あな ほべ はし ひこの ひめみこ 

爲 て、 名 は 孔部間 人 公 主 を 生み まし 

の 子、 名 はヌナ クラの フト クマシ キ 

みあ 

ョ ミ ケカシ キヤ ヒ ミ のミコ トに娶 

お ほみ や ま  しろしめ 

、ヲサ タの宫 に 坐し て、 天 の 下 治して、 

し ぎ。 


上代 文學史 上卷 

比 彌乃彌 己， 龙 

名 尾、 張 王： 

多至波^-等巳比乃静己 等、 娶，， 鹿 妹 名 孔部間 

人 公 主 一 爲，， 大 后； 坐- 瀆邊 宫 1 治-天 ァ生 名 等 巳 刀 

^静か 彌己 等、 娶_, 尾 治 大王 之 女 名 多 至：^ 奈 

大女 郞， 爲， 后。 歳 在-辛 巳， 十二月 廿曰癸 酉 日 

入、 孔 部 間 人 母 王 崩。 

明年 二月 廿 二日 甲 戌 夜半 太子 崩。 

于， 時 多 至波奈 大女 郞 悲哀 嘆息 白- 畏 天 皇 前, 

曰、 啓 之 雖. 恐、， 心 難 i 使、 我 大 王 與= 母 王， 如 I- 

從遊痛 酷 >Kk。 我 大王 所 ％  、世間 虚 假唯佛 

是 眞、 玩，， 味 其 法 ^ 謂， 我 i< 王應 生，， 於 天 壽 國 之 

中； 而彼國 之 形 眼 所 看、 稀 P 圖 像， 欲 ず 大王 

往生 之狀 ^  IK 皇聞之 悽然吿 曰、 有 一 我 子 所 

, 啓 誠 以=爲 然； 勅，， 諸 采女 等， S 帷ニ 張； 畫者 

東 漢宋賢 高麗 加 西 溢、 叉 漢奴加 己 利、 令者棕 


ま、 いろと  あな ほべ は しひとの ひめみ 二 みあ 

チバ ナト ョ ヒの ミ コ ト庶 妹、 名 は 孔部間 人 公 主に 娶ひ 

ぉミ きさき  い け のべ .i? ほみ や i  しろしめ 

し て、 大 后と 爲て、 瀆邊 の宫に 坐して 天の下 治して、 生み 

みな  を はりの ほ きみ ひめみこ みな 

せる 名 は トヨ ト ミミの ミコ ト、 尾 治 大王の 女 名 はタチ 

お ほ いらつ め  みあ  きさき  し  ほし かの このみ  やぶ 

ナの 大女 郞に娶 ひまして 后と 爲た まふ。 歳 辛 已に& 

しはす 1* つか みプ のとり  ゆ ふっかた あな ほべ の はし ひと は、 み 二. J- む * 

る 十二月の 廿日の 癸 酉の ひの 日 入に、 孔部間 人の 母 崩 

ましき。 

きさらぎ はっか あ *»- ふっか きのえの い： a  £ なか ひつぎ のみ 二 かむ さ 

くる 年の 二月の 廿 二日の 甲 戌の ひの 夜半に 太 子 崩 

ま し き。 

お ほ いら つめ な し  な げ、  .a- しこ す： C ら 

の 時に タチバ ナ の 大女 郞 悲哀び 嘆息き まして、 畏き天 

こ お ほみ i へ のた ま は ま*-  かしこ  *  ぷ あほ 

の 前に 曰 く、 啓 さん こと は 恐 けれど も、 心 に 窗 ゆる こ 

-  あ  お ほきみ  は、 み 二  ちぎ  ごこ .； 'むさ 

止し 離し。 我が 力 王と 母 王と 期り ましつ るが 如從遊 


たと しへ  あ  お ほ *  I  ： 

まして 痛ましき こと 比な し。 我が 大王 吿 ひし く、 世 間 

かり さま  たズ ほとけ  .=* こと  みち 

虚假 にし て、 唯 佛の みは 眞 なりとの りた まひ て、 其 の 法 

t く あ； il*  あ  お ほ きみ まさ  とこ と は みく に  あ 

玩味 ひた まひき。 我が 大王 應に天 薷の國 の 中に 生れ 

そ  みく に  さ i  ** 

しつらん。 しか は あれ ども 彼の 國の 形、 眼 の あたりに 

sat  ねが  &! a  かたち X  お ほ きみ 

一 M きこと なり。 揷 はく は圖 ける 像に 因りて 大王の 往 

さ み  ま, M  すめら みこと 

れ ましし 狀を觀 ま 欲しと 謂した まひき。 天皇 聞し め 


て、 凄， 然 しくお も ほして 吿り たま は く、 た だ 

AP ろ/ \ う ij ベ ども 

ひ て、 諸の 采 t 等 


はしらな 

し て，、 激， の： 帷  一 一！^ を^ら しめた 


あ  みこ  ま Ju  しか 

我が 子 0 啓す こと 誠に 然 あらんと おも ほす と の 

&ひ もの かた w- らふ. -.: は"" 

一」 i  I  ... 


部秦久 麻。 


ま ひ き。 


ひと やまとの あや  こ ま  あや  や 

ける 者 は 東 漢の末 賢、 高麗の 加 西 溢、 又 漢の奴 


. ごり つかさど  ひと  くら ベ  はた  く  ** 

加 己 利、 令 れる者 は 掠 部の 秦の久 麻な りき 


(幾 城 島の 宫で國 家 をお 治めに なった 欽明 天皇、 御名 は 天國" 排開廣 庭 尊が、 蘇 我の 大臣 名は稻 目の 宿 禰の娘 

か-, し V-  ^  たち ミな とよ ひ S みこ と  とよ み け かしき や ひふの， 0 一と 

なる 堅 靈姬と 結婚 あそばされ て、 皇 后と せら れ、 御 名 は 橘豐曰 尊 (用 明 天 皇) と その 御 妹の 豐御食 炊 姬 尊 (推 

を あ きみ  あか は 

古 天 皇) と をお 生み あそばされ た。 又、 皇 后の 御 妹なる 小 姉 君と 結婚 あそばされて 妃と なさ れ、 御 名 は穴穗 

ベの はし ひとの ひめみこ  „ 

部 間 人皇 女 をお 生みに なった  , 

な くら ふ Ici. 一  しき こと  とよみけ- a しき やひめ t-- 二】 と 

欽明 天皇の 皇子なる 御名 は 淳中倉 太 珠敷尊 (敏達 天皇) が 腹 違 ひの 御 妹の 御名 は 豐御食 炊屋姬 尊と 結婚 あ 

そ ば さ れ て、 皇 后と せら れ、 譯 語 田の 宫に ましまして 國家 をお 洽 めに な り、 御名 は 尾 張 王 をお 生みに なった- 

橘 ， 豐 1^ の， b は 腹 違 ひの 御 妹なる 御名 は 穴 應部間 人皇 女と 結婚 あそばされ て、 皇 后と せら れ、 池邊 の 宫にま 

とよと み t 〈の tt こと 

しまして 國家 をお 洽め になり、 お生みに なった 方 は 御名 を 豐聰耳 命 (聖德 太子) と 申 上げ、 尾 張 王の 御 娘なる 

御名 ^！クか 郞 と 結 婚 ぁ そ ば さ れ て 妃 と せ ら れ た。 推 古 天皇 二十 九 年の 十二月 廿日の 夕方に 聖德 太子 

の 御 母 王の 穴 穗部間 人皇 女が 崩 じ 給うた。 その 斐 年の 二月 廿 二日の 夜中に は、 聖德 太子が 薨じ 給-つた。 

t ち *w なのお. ハら つめ 

その 時に、 皇太子妃なる 橘大 女郎 は 悲しみ 嘆き 給 ひ、 畏 れ 多い 推 古 天皇の 御前に 申 上げ 給 ふやう は、. 「 力 や 

うな 事 を 申 上げます の はもった いな い 事です が、 心 に 思うて みる 事 を默っ てゐる わけに も ゆきません の 

で 申 上げます。 私の 夫君なる 聖德 太子と 母上なる 穴 穗部間 人皇 女と が、 お 約束 を あそばされ たか の 如く、 

時 を 同じう してお なくなりに なり ましたの で、 悲 嘆の 情は譬 へ る もの もな いほ どで ご ざ います。 吾夫の 

聖德 太子が 仰せられました やう は 『此の世 は假の もので あつ て、 た だ佛 のみが 眞實 である』 と 仰せられ、 

佛の敎 をよ く 信じ 味 はって をら れ ました。 それ で、 わが 夫聖德 太子 はきつ と lj< 壽國 にお 生れ 遊ばして ゐ 

る 事 で ご ざい ませ う。 併し、 その 國の樣 子 を、 眼 の 前に 見る 事 は 出来ません の で、 ど うか その 有樣を 描いた 
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續 によって、 聖德 太子の そこにお 生れに なって ゐる樣 子 を 見たい と 思って をる ので ございます」 と 申 上 

げ 給うた。 推 古 天皇 は、 これ をお 聞きに なつ て、 お かはい さう にお 思 ひに な り、 仰 せ ら れ る や う は、 「た だ 一 

人より なか つた 吾が 子の 申す こと は、 ま ことに その 通りで あらう と 思 ふ 1 と 仰せら れ て、 多 くの 采 女達に 

命じ 給 ひ、 刺繍 を 施した 帳 を 二 枚お 造らせに なった。 此の 繪を畫 いた 人 は 東漢の 子孫で ある 高麗 人の 加 

西 溢 及、 び漢の 奴の 加 己 利て ある。 この 事 を 監督した 人 は 掠 部の 秦の久 麻と いふ 者で ある。) 

史官の 文章 此の 文章の ご とき は、 前の 文章 ほど、 國語 的な 所 は 見えす、 全く 漢文 的な 文 

章で あるが、 併 し、 此の 文章の 

記法 も、 當時 の 史官 の 筆法 を 

見る ベ きもの で あ る さ う 

して、 かかる 文章 も、 古 事 記 を 

筆錄 する 際に 念頭に 置かれ 

た 事と 思 はれる が、 日本書紀 

の ごときに 至って は、 明 か に 

かかる 文章よ. 0 發展 した も 

の で ある 事 を 思 はせ る 尤 

も、 神代 卷は、 古事記に しても： 


.r  --;  ノ"  ：，：-kx+ ヽ \  .y  一，：：^: fi ミノ 」 わ .，.：， に,， 广 .^M  >  ^ 1, ^ J  r  M 

».v  ..,  y  -ナ ，ノ，.：フ- rT  h  y  T  -  -V  vr  >  T イク 叱り— ， 

？-  ^./L  1  t^7J  .^^^  Ji^>,^-^  ^  ^.^'baAW  i  F- 1  o-b 


夭 

銘 


次娶き 生の 
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久く まま 皇^ 
米め しせ 稻 '5 
のて る 目 g 
王き 生 御み の 
次 み 子： 宿 T 
に ま 多た 禰ね 
植&せ 米 の 

栗き る の 大き 
の 御み 王き 臣ま 
王き 子 ニ 柱、— の 

次 上 r 又 女 M 
に の 庶 【意お 
― ^宮 妹'^ 富 • 
二 田 だの. 間' き藝ぎ 
五 の 輕 ^ 人？ 多た 
王き 戸と- の 志し 

柱 K の 穴き 比 ひ 

又 豐 ^ 太 ほ賣め 
當》 聰と 部べ を 
麻 ま 耳 t の 娶め 
のの 王き し 
倉！ 命 t に て 


橘 ば 
の 1^ 

W 車 
曰 ひ * 

の P 己 

命 の 

池 S 用 

き 明 

に 呈 
坐き の 

し 條 

し、 の 

年と- ^ 

天 文 

の を 
揭 

治！ げ 

きし t 

- と、 

此 


日本書紀 にしても、 これ は 語 

itfui^ifii 部の 物語 風の 叙 述 を， そ の ま 

ff  ^  ^  ^^..K  まに 記して ゐて、 日本書紀の 

A之*.^.^、ル傘4使<.\^v^ノf^^:^^^7%讓v^^f;^^A^/^- ごとく 漢文の 影響 の 多い も 

^\<&;^<?5^«»,1^嘆5^』.5,.犹"^其法.!|?„^ち<^1*^生4;^尺ふ1ゅ..、.^ 知 ので あっても、 此の 點は、 甚だ 

. ^ ^^•^n.^f^u^^^^M^Mi.^^^f^^. 恩 原形に 近いので ある。 饼し、 

； 53,.^^^ 4.^^.^^ 0M^^3^M^$,P^.^ 院 祌武 天皇 以後の 記 述 は、 可 成 

化 ま， き * 髮 、き粳 ぜ A  ほ b 、そ の 態度 が 違って ゐて、 史 

タ f  ;t 令 多 二  も X え 4%、1?J^.*\ ^がぶ £ 實の 記法 を學 ぶと ともに、 そ 

■  ,  .  ：  ■ ：   の 中に まじへ るに、 語部 風の 

物語よ ，.^得た叙述をもってしてゐる。 例へ 

橘璺曰 命、 坐-池 邊 宫， 治，, 犬 ァ參 歳。 此 }K 皇、 娶，， 

稻 目宿禰 大臣 之 女、 意 富 藝多志 比 賫， 生 御 子 

多 米 王 i 、又 娶，， 庶 妹 間 人 穴 太 部 王， 生 御子 上 

宮 之廐戶 豐 聰 耳 命、 次 久 米 王、 次 植 栗 王、 次 茨 
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田 王 § 、叉 娶，， 當 麻 之 倉 首 比 呂之女 飯 女之チ 

生 御子 當麻 王、 次 妹 須貿志 呂古郞 女。 此天 

皇 御陵 在，， 石 寸 掖 上； 後 遷= 科 長 中 陵 一也。 


ニニ 六 

,ひと ひ ろ むす も. ひひ め  も  みこ たぎ £  みこ 

首 比 呂が女 飯 女の子 を娶 して、 生み ませる 御子 當 麻の 王、 

いも す 11^ しろ 二  ，ハら つめ  すめら みことみ はか  S, は れ  いけの ベ 

次に 妹須 賀志呂 古の 郞女。 此の 天皇、 御陵 は 石 寸の掖 上 

C ち し なが なか みさ、 ぎ 

に 在りし を、 後 に 科 長の 中の 陵に 遷し まつりき 


これ を 前の 文章に 比較して 見れば、 その 間に 類似の 點 ある 事 を 見出だす であらう。 卽ち. 

御歷 代の 略傳 を、 かぐの 如く 傳し奉 b 、かくの 如く 記 叙し 奉る のが、 史官に 共通の 筆法で あつ 

た。 かつ そこに は、 素朴 にして 淡々 たる 叙述が あるば かり で、 少しの 虚飾 もな い。 支那の 六 

朝風の 煩 環な 文飾に 満たされた、 所謂 四 六駢驪 文と は 全く 異なって を. o、 支那の 史傳の 摸範 

と 云 はれる、 史 記の 詳細に 條理 をつ くした 文章と も 亦 異なる。 極めて 必要な 事， がら だけ を 

要約して、 簡素な 筆致 で 列記した ものに 過ぎない が、 し かも 十分に 意を盡 して を り、 意餘 つ て 

言葉の 足 りない もので もな く、 勿論、 虚飾に 満ちて、 文意の 捕捉に 苦しむ がごと き 文章で もな 

い 古代の 史官の 記法 は、 こ れ だけで 十分に 存在の 惯値 ある 文章で ある： 平安朝 以後に 記 

錄 文と いふ 一 種 獨特の 記法が 出来て、 こ れは、 公卿の 日記な どに 多く 用 ゐられ てゐる 文章で 

あ る が、 そ の 淵源 は、 遠 く、 上 古の 史官の 文章よ. 0 出て ゐ ると 思 はれる。 此の 公卿の 記錄 文が" 

更に 變 化して、 武家時代の 公用文と なり、 それが 今日の 候文 體 にまで 脈絡 を 引いて ゐる事 を 

考 へる 時、 上古の 文章の 文章 史的 位置の 重大なる 事が わかり、 又 文章の 生命が 長い，^ 筋 を 引 


くもので ある 事 も 明かに 考へ られ るので ある 

二 古事記の 文章 

語郜の 叙述 以上 は、 古事記、 及び 日本書紀に 共通で、 上古の 金石文. 古文書 等に も 見られ 

る 史官の 文章に つ いて 說 明した ものである が、 更 に、 そ れ よ b も 必要な、 我が 國獨特 の、 語部の 

物語が 持つ 表現に 就い て、 說 明して 見た い。 卽ち、 古事記の 神代 卷は、 文章 も 多く 國語的 表現 

を 持って を，^、 記者 もなる ベく 語部の 表現に 近づける やうに 記述の 方法 を 苦心して ゐるも 

のと 思 はれる か ら、 こ れを對 象と して 考 へる と、 先 づ， 叙述の 非常に リズ ミカ ルに 反復して ゐ 

ると いふ 事が 注意せられ る-. 

反復 的 記述 例へ ば、 伊邪那岐 命. 伊邪那美 命が、 種々 の 島 をお 生みになる 所では、 

次 に、 伊 豫のニ 名嶋を 生みた まひき。 此の 嶋は身 一 つに して 面 四つ 有. 9" 面 ごとに 名. 1^ 

,0。 縱 伊豫の 國を愛 比 賣と謂 ひ、 讃岐の 國を飯 依 比 古と 謂 ひ、 粟の 國を大 {且 都 比 賣と謂 ひ _ 

土 左の 國を建 依 別と 謂 ふ。 

つ き  みつ ごのし ま  し こ る け 

次に、 隱 伎の 三 子嶋を 生みた まふ。 亦の 名 は 天の 忍 許呂別 
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次 に、 筑紫 の 島 を 生みた まふ。 

筑 紫の 國を 白日 別と 謂 ひ、 豐 國 

曾 の 國を建 日 別と 謂 ふ。 

此の 三つ の 部分で、 第三 の 部分 

に過ぎない 表現 を 持って ゐる。 

豫のニ 名 島」 と 類似の 表現で あ 

であらう。 これ 以下の 表現 は、 飽 

の 例 は、 固有 名詞の 列記の 所ば か 

給ふ條 に、 

あま てらす お ほ ス かみ  たけ はや 

H< 照大御 神、 先 づ建速 須佐之 男 命 

つろ ぎ  わた  み きど 

劍を乞 ひ 度し て、 三 段 に 打ち 折り 

あめ  まな ゐ  す、 

らに、 天の 眞名 井に 振り 滌 ぎ て、 さ 

.7  いぶき  さぎり 

き棄 つる 氣 吹の 狭霧に 成り ませ 

きり ひめの みこと  おきつ しま ひ 

紀理毘 賫命、 亦 の 御名 は 奥 津島比 


ニニ 八 

此の 島 亦 身一つに して 面 四つ 有. o。 面 ごとに 名 有. o。 故 

とよ ひ わ：！，  たけ ひむ かひと よく じ ひね わけ 

を豐日 別と 謂 ひ、 肥 の 國を建 日向 日 豊久士 比 泥 別と 謂 ひ， 熊 


は、 殆ど 全く 第 一 の 

かつ 第二の 部分の 

つ て、 反復と 云 はん 

く 事な く、 同 一 表 現 

b ではない" 天 照 

の 佩かせる 十 拳 

て、 ぬな とも も ゆ 

力みに 力みて 吹 

る 神の 御名 は、 多 

めの みこと まら 

賣 命と 謂す。 次 


いちきし ま ひ めの みこと  さ より , ひ めの みこと ま^を 

に巿寸 島比寶 命、 亦 の 御名 は狹 依毘賣 命と 謂す。 


文章の 固有名詞 だけ を 入れ 變へ たもの 

「隠岐の 三 子 島」 も、 第 1 の 部分の 「伊 

よ り は、 對句 と 云っても 差 支へ ない もの 

の 繰返しが 連續 して ゐる" かかる 反復 

大神 と、 須 佐 之 男 命と が、 天の 安河 で、 誓 ひ 

天 照大御 神が、 先 づ建速 須佐之 男 命の 帶び て を 

たま 

られた 長劍を 受け取つ て、 三 段に 打ち 折 り、 瓊 の 

觸 れ 合 ふ 音が がら /\ 鳴る くら ゐに 響かせな 

が ら、 天 の眞井 で、 水 を 振り かけ 洗， つ て、 齒 で 喷 み 

碎き、 吹き出された 息吹の 霧の 中に 現 はれ 給う 

た 神の 御名 は 多 紀理姬 命、 一 名を奧 津島姬 命と 

申し上げる。 次に 現れ 給うた の は 市 寸島命 一 

名 を 狭依姬 命と 申し上げ る。 次に は 多岐 津姬 


たぎつ ひめの みこと  - 

次に 多岐 津比賣 命。 

はや す さの をのみ こと  み  ほ， ゝ 

速 須佐之 男 命、 天 照大御 神の 左の 御み づらに 纏 力 

やさ か まが たま  いほつ  た ひ . . 、 

せる 八 尺の 勾 適の 五百津 のみす まるの 珠を乞 ひ 

度 し て、 ぬ なと もも ゆらに 天の 眞名 井に 振り 滌ぎ 

て、 さ がみに かみ て、 吹 き棄っ る氣 吹の 狭霧に 成り 

まさ か あかつ かち はや び あめ の おし ほみ-のみこと 

ませる 神の 御名 は、 正 勝 吾 勝 勝 速 日 之 忍穩耳 命。 

ん 5* り  み  ま  たま  わた  、 

亦、 右 の 御み づらに 纏 かせる 珠を乞 ひ 度して さ 、力 

みに かみ て、 吹 き棄っ る氣 吹の 狹 霧に 成り ませる 

あめの ほひの みこと  み かづら f  *  ： 

神の 御名 は、 大 之 菩卑能 命。 亦、 御 髦に纏 力せ る珠 

を 乞 ひ 度し て、 さ がみに か み て、 吹 き棄 つる 氣 吹の、 

あま つ ひこ ねの みこと 5 

狭霧に 成り ませる 神の 御名 は、 天津 日子 根 命。 ，^、 

み て  4  わた  、 

左の 御手に 繮 かせる 珠を乞 ひ 度して さがみ に 力 

みて、 吹き 棄 つる 氣 吹の狹 霧に 成り ませる 祌の御 

いくつ ひこね のみこと きり み \ ；-  ま、  ： 

名 は、 活 津 日子 根 命。 亦、 右 の 御手に 纆 かせる 珠を 

乞 ひ 度し て、 さ が みに かみ て、 吹 き棄っ る氣 吹の 狹 

くまぬ く す びの みこと 

霧に 成り ませる 神の 御名 は、 熊 野 久須毘 命。 
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命 が 現れ 給 う た。 

み づら 

須佐之 男 命が、 天照大神の 左の 御 角 _髮 に 纏うて 

をら れた、 大きい 曲玉 を多數 紐に 通した 玉の 輪 

を 受け取つ て、 瓊 の 觸れ合 ふ 音が がらく 鳴る 

くら ゐに 天の 眞井 で、 水 を 捩り かけ 洗つ て、 齒 で 

喷み碎 き、 吹 き 出された 5^, 吹の 霧の 中に 現れ 給 

まさ か あ かっかち はや ， ひ あめ 。 おし ほみ-' のみこと 

うた 神の 御名 は 正 勝 吾 勝 勝 速 日 天 之 忍 德耳命 

と 申し上げる。 亦、 右 の 御 角 髮に繙 うて をら れ 

た 玉の 輸を 受け取つ て、 齒 で み碎 き、 吹 き 出さ 

れ た 息ぶ 吹 の 霧の 中に 現れ 給うた 神の 御名 は 天 

かづら 

の 菩卑の 命と 申し上げ る。 亦、 御 鬉に 纏う て を 

られた 玉の 輪 を 受け取つ て、 齒 嘴み 碎 き、 吹 き 

出された 息吹の 霧の 中に 現れ 給うた 神の 御名 

は 天津 曰 子 根 命と 申し上げる。 亦、 左 の 御手に 

纏うて をら れた 玉の 輪 を 受け取つ て、 齒 で 嚙 み 

碎 き、 吹 き 出された 息吹の 霧の 中に 現れ 給うた 

神の 御名 は活津 日子 根 命と 申し上げる。 亦、 右 

の 御手に 纏うて をら れた 玉の 輪 を 受け取つ て、 

齒 で 喷み碎 き、 吹 き 出された 息吹の 霧の 中に 現 

れ 給うた 神の 御名 は 熊 野奇日 命と 申し上げる。 

ニニ 九 


上代 文學史 上卷 

以上の 文章 は、 全篇 反復よ .9 成って ゐる。 卽ち、 こ れを 表で 示す と、 

天 照 大御神 11 逑速須 佐 之 男 命の 11 一 

速 須佐之 男 命 —— 天 照 大御祌 の —— I 


二三 〇 


, I .  .  佩 かぜろ 

左の 御み づら Li  -1 纏 かせ る 

右の 御み づらに 11 纏 かぜ ろ 

 御 かづら li —— 纏 かぜる 

左の 御手 に  纏 かぜる 

右の 御手 に  纏 かぜろ 


十 拳の 劎.^ 


八 尺の 勾 瑰の五 百 津統の 珠ん」 

 珠ん」 
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かやう にして、 天 照 大御祌 云 々 の條 と、 速 須佐之 男 命 云 々 の條と は、 立派な 對句 をな して. を 

りかつ、 その 速 須佐之 男 命の 條の うちが、 更に、 五 反復に 分れて をり、 その 最初の 一 回 だけ は、 天 

照大御 神の 條と對 照す る爲 めに 詳しく 記されて ゐる が、 第一 一回から は、 可 成 b 省略せられ た 

部分 も ある けれ ど 、併し、 「さがみ にかみ て」 云々 とい ふ相當 長い 句の ごとき は、 全く 雀 略せ 

られる 事な く 五 回 反復 せられて ゐ るので ある。 これに 初めの 天 照 大御祌 の條を 加へ ると、 

全く 同一の 長 句が 六 回 反復 せられて ゐる 事になる" これ は、 後世の 文章なら ば、 かやうな 純 

粹の 反復の 形 を 取る 事な く、 多少 言葉 を變 へ るな り、 或は、 「同様にして」 などと 云 ふやうな 
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說. 明 の 言 葉 を用ゐ て， 同 一 文章の 反復の ごとき は， 全 く 省略して しま ふとと も に、 又. 多 少の色 

づけの 文句 を 置く に 違 ひない。 此 の 稚拙と も 言 ふ ベ き 反復が、 む し ろ、 古代 の 素朴 美 を 現し 

てゐ るので あって、 此の 執拗に して 飾くな き 同 一 文章の 單 純なる 反復が、 ジ ズ ミカ k に 誦せ 

られる 所に、 此の 邊の 文章が 莊 重なる 底力 を帶 びて， 聽者 乃至 讀 者に 迫り 來る 迫力と 眞實性 

と を 有する ものが あるので ある。 これが、 古代の 語部の 叙述の 特色であった。. これ は歌謠 

の 方面に も 現れて ゐる 著しい 特色で あつ て、 歌謠と 共通 の 要素 を 持って ゐる。 なほ、 かか る 

點は、 鎌倉時代の 戰記 物に も 見られる のであって、 琵琶 法師に よって 麦せられ た 平家 琵琶の 

文章、 卽ち 平家物語の 中の、 何々 揃と い ふ 所 を 見れば， そこに も、 同 一 表現、 殊に 同様の 名詞の 羅 

列 を 見出す であらう。 こ れも 亦、 琵琶 に 合せて 語られる 所に、 かかる 同 一 表現の 長い 繰返し 

が， 聽者 を储か し め す、 むしろ 一 種の リズ ムを 伴つ て、 聽 者に 迫る 强 い 力 を 持つ に 至る ので あ 

る が、 そ れ は、 古代の 語部の 物語の 場合で も 同一 であつ て、 こ れらの 口誦 文學に 共通 の 表現 美 

とも 云 ふ 事が 出來 るで あら う-. さう し て、 そ れらの 反復の 中、 名詞 を 若干 變更し て、 他 の 名詞 

を揷入 し、 そ れに 伴って、 その 名詞に 必要な 動詞 や 形容詞 を も 多少 變 化せし める 事に よ b  、や 

はり 反復が 基調と なって はゐる が、 此 所に、 修辭の 上で は、 對 句と 云 はれる 文章 上の 効果 を も _ 

表現す る やうになる ので ある- 


音調 的 快感 此の 反復 は 、音 調 上の 快 或 をき んでゐ る 事が、 口誦 文學の 中に 多く 川ゐら 

れ るに 至った 原因で ある が、 更 に、 こ れを 短く して はポ 純なる 語句の 中に も、 か やうな 句 を 好 

んで 用ゐる ものである。 それで、 古事記の 文章に ついても、 rii こ をろ こ をろ に 畫き嗚 し」 

と 云った やうな 表現 を 取 り、 或 は 「內 は ほら ほ ら、 外 はすぶ すぶ」 と 云 ふ 文句 も あ り、 前 に 引 

いた、 櫛 八 玉 神が 出雲大社 を祀る 祝詞の 文に も、 「さわ さわ」 とか 「と を をと を を」 とか 云 

ふやうな 語が 見え、 更 に、 下の 風土記の 所に 揭げ る、 出 雲 風土記 の國 引の 文章な どに も、 かかる 

表現が 多く 見られる のであって、 これ また 語部の 語る 時の 文句 を、 そ のま まに 記載した もの 

と考 へられる。 これ も、 上 代の 文章の 注意す ベ き 特色で ある。 

誇張 的 表現 次に、 古事記の 文章で は、 相 當、 誇 張 的 表現の とられて ゐ るの を 見る。 卽， ち、 

須佐之 男 命の 泣き 給ふ狀 態 を 記して、 

さま  こと/ *\  ほ 

其の 泣きた まふ 狀 は、 靑 山を枯 山な す 泣き 枯ら し、 海 河 は 悉に 泣き 乾しき。 

と 表現して ゐる。 これ は、 前 にも 記した 如く、 一  面， 此 の 神の 暴風 神た る狀、 を 示す 爲 めの 表 

現と も 取られる が、 そ れ にして も、 ま た、 多分 に 誇張 の ある 表現と 云 はなければ ならない。 此 

の 須佐之 男 命 を 待ち受け 給 ふ 天 照 大御祌 の 

む &ち、  あわ ゆき  く はらら  をた け  . J ナ 

堅 庭 は 向 股に 踏みな づみ、 沫雪 なす 蹶ゑ散 かして、 いづの 男 建び 踏み 建び て、 
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とい ふやうな、 勇壯 なる 表現に も、 一種の 誇張法が 認められる。 卽ち、 戰記 物な どに よぐ あ る， 

「雲霞の 如き 大軍」 とか、 或 ひ は， 今日 の 講談な どに も、 かか る 誇張 的 表現 は、 戰爭ゃ t ー嘩 など 

の 描 寫には 多ぐ 用 ゐられ 、江 p. 時代の 金平 淨 瑠璃な どに は、 特に、 その 甚だしい ものが 見られ 

る が、 こ れも 亦、 口誦 文學 に は、 必要な 修辭で あると 考 へられる。 文章で 讀ん だので は、 かかる 

誇張 的 表現 が、 ど うかす る と、 虛 飾に 過ぎて わざとら しく 感 せら れ、 眞 實性を 著しく 稀薄に す 

る の で、 讀者を 魅惑す る 力が 薄い が、 口 で 物語 られる 場合に は， む し ろ、 か かる 誇張 的 表現に よ 

つて、 內容の 面白みが 增 し、 軍 調と いふ 缺點が 救 はれる ので ある。 それ は、 眼 で 讀 む 場 八 口に は、 

理性に 訴 へる 點が 多い が、 口 で 語られる 場合に は， 瞬 時 耳 を 過ぎる のみ で、 誇張， せ ら れ て も、 そ 

れが. gl らしぐ は 咸 せられす、 む し ろ、 誇張せ ら れて始 め て、 聽 者の 烕情 に觸れ て、 實歐が 起り、 多 

大の 興味 を も 振起せ しめられ るので ある。 かう 云 ふわけ で、 誇張法 も 亦、 古事記の 文章の 一 

の 特色と 見ら れ る。 

語部 の 話術 以上 は、 多く 美文 的な 炎 現の 場合で あ る が、 さ う で はなく、 普通 の 説話 を 物 

がた る 場 八：： S 古事記の、 卽 ち、 語 部の 話術 は、 いかなる ものであった らう か。 

それ は、 一 口にして 云へ ば、 極 め て 淡々 として 素直 である： 例 へ ば， 稻羽 の ぉ范 の 話 の ご と 

き、 こ れ だけで 耱 まった 說話 である が、 此 の 物語 は、.：！： 范 と大國 主 命との 話 で、 か つ 又、 そ の .B 


蒐の の 中には 白 t 鬼と 和 運との 對話 があって、 その 對 話に 伴 ひ、 少しの 修飾 もなくて、 話が 進 

行す るので ある- 對 話が 中心と なって、 しかも、 物語 は、 極めて 自然に 進められる。 それ は、 甚 

だ 童話 的で、 素朴な 話術で あるが、 その 稚拙な 中に 二 種の 雅趣が、 含められて ゐる。 八 岐の大 

お 返 治の 物語に しても 、やはり、 對 話の 部分が 多く、 その 對 話の 中で、 八岐の 大蛇の 恐し さ を 語 

るのに、 

やか 目！ かがち なして、 身 一 つ にか稳 八つ その 大蛇の 眼 は 赤い 酸醬 に似て ゐて、 身體 はけ ーヒ」 5 は 

t 力 ，-ョ  c-^^  .r^4 ； 八つ、 尾 も 八つあります。 亦 その 身體に は、 藤 や 櫓ゃ榲 が 

尾 八つ 有り、 亦 其 S 身に 藻 及 檜榲き 其。 生え 一」 をり、 その 長さ は 、谷え つと 山 を 八つ 越えて、 その 

長さ 豁八谷 峽八尾 を 度り て、 其の 腹 を 見れ 腹 を 見ます と、 腹中が 常に 血 だらけと なって をり ます。 

こと <\ いつも あ.！ た， V  ,  -  0 

ば 悉に 常. m_ 爛れたり 

と 云って ゐ るの は 二 種の 誇張 的 表現と 見られる が、 しかも、 此の 說話 全體 として は、 語，. 手の 

g ひ 度 は、，^ めて 自然に 淡々 として ゐる。 別に、 技巧的な 伏線 を 設けたり、 漸層 的に 說話を 高潮 

せしめて、 I を 次第に 熱狂 興奮に 導く とい ふやうな 態度で もな ヒ 此の 說話 では、 須佐之 

男 命が、 大蛇 S 治し 給 ふ 所が、 ク ライ マックスに なって ゐ ると 思 はれる が、 さう 云 ふ 所カ少 

しも、 ク ライマ ックス として はませられ ない ほどに、 前と 同様の 平静な 態度で 物 力 たられて 

ゐる め 1$. ^影き で 危難に あはれ る やうな 場合で も、 そこに は 誇張 もな..， 危機に 身 を.^ 
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か れた倭 建 命 の 御 運命に 關 して、 聽 者の 胸 を ひゃくさせる やうな ャマ もない； 常に 同じ 

やうな 態度 で、 同 樣のテ ンポ で、 同 樣の表 現. 描 寫を もつ て、 語 ら れてゐ るので ある。 此の 點は、 

むしろ、 後代の 講談な どと は、 甚だしく 違 ふ 語. 0 ぶりで ある。 しかも、 此の 同 一 態度の 持續 が、 

對 者に 對 して 少しも 倦怠の 情を感 せしめない で、 む しろ、 その 底に ひそむ 迫力に 引きつ けら 

れて ゆく ので ある。 一方に お いて、 語部の 物語 は、 その 場面の 轉換 や、 對 象の 取捨 選 揮に は、 可 

成りの 變化を 見せて ゐる。 淡々 として 說き 去り 說き來 つ て、 あ る 場面の 物語 は、 忽 ちに して 

終る かと 思 ふ と、 更 に， 他の物 語が、 直ちに その後に 接して、 興味深き 場面に 移る- 大園 主命の 

條に しても、 童話 的な 明朗な 白蒐の 話、 兄 君達の た めに 危難に 遭 はれ る 物語 ノリ いで， 須佐之 男 

命の 爲め に， 亦 も 種々 の 危難に 遭 は れ る が、 そ れが、 须 世理姬 のお 蔭で 救 はれて ゆ く 話、 しかも- 

それらが す ベ て 須佐之 男 命の 試煉に 過ぎな か つたの で、 最後に、 須佐之 男 命 か ら祝 福の お 言 

葉が あつ て， 遂 に 大國 主命が 此 の國を お治めになる やうに なった かと 思 ふ と， 次 に、 情緒纒綿 

たる 妻婚 ぎの 話 や、 須世 理姬の 嫉妬の 物語が、 かかる 情話に ふさ はしい 歌 物語の 形式で 語ら 

れ る、 II と 云 ふ 風に、 その物 語の 構成 や 場面 轉換 などに は、 な かな か が 用ゐら れてゐ るの 

であって、 これ は 語部の 人々 によって 語りつ ぎ 言 ひつ がれて 行く 間 に、 非 常に 長い 年月 を經 

て、 次第に 洗練せ ら れ、 磨 き 上げら れ、 最後に、 天武 天皇 の 思 召に よって、 かかる 完成 せられた 形 


態に まとめ 上げられ たが 爲 めに、 かやう に 巧妙な 統 一 と變 化と が 加 へられた ものと 思 はれ 

る。 一つの 場面 を 取って 見れ ば、 極 めて 純朴 素直な 語り 振 b である が、 こ れを 古事記 全體の 

說 話から 見る と、 實 に、 變 化の 妙 を 得. し かも 場面 の連續 や、 高 天 原の 話 か ら、 出 雲 の 話に 移 .0、 須 

佐 之 男 命の 話から 大國 主命の 話に 移る 接續の 工合な ど は、 甚だ 巧妙な 構成の もとに 成って 

ゐ ると 云 はなければ ならぬ- 聽者 をして 對 象に 飽かしめ な いのは、 一 つの 場面の 物語が 比 

較的 簡單に 短く 語られて ゐ て、 物語 に變 化が 多 く、 話 の 進行 に、 多 くの 期待が 掛けられ るから 

であつ て、 も し、 同 一 場面に つ いて、 くど/,^ とか かる 話術で 繰， 0 返し 說 明せられ るので あつ 

たなら ば、 必す ゃ聽者 乃至 讀 者の 倦怠 を 招いた 事で あらう。 古事記の すぐれて ゐ る點 は、 實 

に、 そ の 場面 轉換の 妙に あった。 構成の 巧み さに あった。 これなら ば、 此の 長い 物語が、 一 晝 

夜 かかって 連續 的に 語られた として も、 決 して 對者を 倦まし める 事 はないで あらう。 結局、 

話術の 平坦 を 救うた もの は 、内容に 起伏の 變 化が ある ことであった。 

附參考 

一 諸  本 
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古事記の 本文 で、 現 存 する 最古 

の眞福 寺に 藏 せられる もの で、 國 

眞 福 寺 本、 或は 大須本 古事記と 云 

り 成 り、 上 中兩 卷は應 安四 年？' 卷 

寺の 僧賢瑜 の書寫 した もの、 此の 

中 卷を缺 く 上下 兩卷 だけの 闕本 

の 寫し傳 へた もの を、 更に、 ト部 

本に よつ て、 中 卷を 補つ て、 定 本 と 

それ は弘 安五 年頃で あるら し い" 

記の 本文 は、 此 の 書 を 底本と する 

等が 多く て、 必 ず し も. 全 く 信頼の 

ない。 古典 保存 會 から 複製 刊行 

寺 本に ついで は、 伊勢本と 稱 する 

卷 だけの 零 本で、 應永 三十 一 年に 

した もの、 一 に應永 本と も 云 はれ 


する の は、 應永 三十 三年に、 道祥 


の寫本 は、 名 古 屋 

寶 となって ゐる。 

はれる。 三卷ょ 

は 同 五 年 に、 眞 福 

本の 原本 は、 元 來、 

と し て、 大 中臣定 

家に 傳 へられる 

じたので ある。 

. 現在で は、 古 事 

が、 なほ 誤字.， 脫字 

出来る 寫本 では 

せ ら れ た。 眞 福 

ものが 古い。 上 

沙 彌道祥 の書寫 

る。 御巫 本と 稱 

木 を、 僧 春 瑜の寫 


記， 象辈 

.^M, あねぶ.. V？ もき 化り 誰， 

乾げ か 参 神 作 遣 化 4*SJ1"J2! 新 W 二  f あ f ふ. 

S 炎 象 おれ 洗 aLW ゆ >t 翁 城 お f ズ え 

やや 〔tt ぶ丄人 え、 お 藩せ 一 Is ちえ ffrls お 

^マ tfiiN ゆ 共. や？^ 卞 f お ぉ丄 59>$蓄 


(蔵 所 院生 寶） ぐ 齊國） 記事 古本 寺 福 ® 


(本 蔵 所 洁與田 高） 記事 古 刻 新        卷上 記事 古頭 離 


天， 發ふ Jri. か 天， 2:, 神. 名. え-も 御 冷-一 

神 • き； 一、 ...i, 神 < 娘 一？ 也 

國 I  ^-8, 而. 人-幕 下， 邵. .^.A^  ^i^.^ 

t  ^ ム裇 平 f  ，难 此」 一， 揭 一 


^  57 古 #v  之 II 文 

f  ...、 中 津 5^ 尊 伎 古. T  ^ 

:\ お も  >  多 夫 媒 H-  i トー 欽^.^ 袖 喪 古 

あ； マ >^ 之 f 邵 -き 美"" 入丁 せ 尔 富 杼 許 

淚 IJ! まお. 五す 年； ^衣理 表. « "都 え大 

M つ 宽 ホ つ 4 き き *  ^  ^  ^oi^ 之 専 あ 

^  士 つつ ^  /^>  £  5^ 在 AST 其 せ ぇダ义 t  ^  ^ 

种 主 +7 物. =4. 而.^ 令. f 效 之 _  一  €^ 冬 者. V*" 
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した 

^勢 

治 山 

と な 

け ら 

^ 巫 

保存 

十九 

たも 

文 故 

古 

十 一 

に 再 

^ Its 


も の で、 これ も、 勿論 上卷 一 

本 は、 元 來、 伊 州 度會郡 宇治 

E 巿) の 尾 崎遍照 院に傳 へ 

つ て、 轉 々 書寫 せられた の 

れた。 內容 は、 眞 福 寺 本と 

本 は、 現に 御巫 淸白 氏の 所 

會の復 製本が 出て ゐる。 

年の 寫本 で、 吉 田 神 龍院の 

のなる 事、 近 藤 正 齋の御 本 

事に よって 知られる。 楓 

以 上の 他、 江戶 時代の 本 

事 記が はじめて 刊行 せら 

年 で、 京 都の 書 林、 前 川 茂 右 

招 本 も 出て ゐる。 貞享四 

の 一， 遒頭 古事記， T 三卷が 


冊の 零 本で あ る。 

縣 (今 の 伊勢の 宇 

られた 本が 原本 

で、 此 の 名 稱が付 

大 小異で あ る。 

藏 にか、 り、 古典 

祕閣 本と は、 慶長 

僧 梵舜の 進獻し 

日記 附註、 及び 右 

山文茆 本と も 云 

は數 多く 存す る。 

れ たの は 寬永ニ 

衞門 刊行、 三卷、 後 

年に は、 度 會延佳 

出 で、.^ 勢から 刊 


上代 文學 史上 卷  二 四 〇 


行せられ た- 

記傳」 の說 

め は 「新 刻 

は 可成り 加 

參 考 す る に 

多い ので あ 

上梓せられ 

八 年に 刊行 

記」 (明 治 一 一 

四十 四 年 古 

古事記 を假 

り、 祌 宫 皇 學 


史 


本 の 異 同 及 

つ て， 長瀨 HI 

記.」 と稱し 

訂が あつ て- 

-  今、 本 書 に 

慶應 三年 に 

る。 名古屋 

れ、 そ の 他、 明 

年 刊) と、 本 居 

撰 進 千 二百 

で 書き改め 

學きか ら、 「 


び 略 註が 加 

幸が 本文 を 

た。 現今で 

- 必ずし も、 信 

弓 W する 所 

は、 此 の 書の 

藩で は、 植松 

治 以後に は 

豐 穎. 井 上 頼 

年 紀念會 の 

た 書に は、 貿 

古事記 傳」 


へ て あ 

1 一-一 tt し 0 

も、 古事 

憑 出来 

の、 古事 

訓 讀 を 

茂 岳、 そ 

多くの 

S. 上 田 

紀 念 出 

茂眞淵 

の f と 


る。 「£ 古訓 古事記」 三卷 は、 本居宣 長の 古事 

讀を 付して 享和 三年に 刊行した も の、 此 の 書、 初 

記の 定本の ごとく 取り扱 はれて ゐる が、 本 文 に 

る もので はない， W し、 そ の 訓讀の 如き は 頗る 

記の 本文 及び 訓讀 につ いても、 これによ る 所が 

削った、 「I 古事記 正本， 一 とい ふ 書 が、 仙 臺 藩 で 

の 子 有 園. 有經の 校合した 「I 古事 記」 が、 明 治 

刊 本が 出て ゐる が、 就 中、 田 中 賴庸の 「校訂 古事 

萬 年 三 博士の 校訂に 成る 「校定 古事記」 (明治 

版、 皇 典 講究 所 刊) は、 最 も 注目すべき 業績で ある。 

に 「古事記 上卷眞 淵訓」 (「假名 書 古事記」) が あ 

對 照して、 「校訂 §g 訓 古事記 神代 卷」 と 題し、 


刊行 せられた。 明治 以後で は、 川上 廣樹の 「譯讀 古事 記， 一 (明 治 二十 六 年 刊) その他が 種々 出て 


(蔵 所圃柏 竹） 記事 古ス書 海ず き 田 村 


(蔵 所 Ifl 柏 竹） ィニ 


ノ，*5,.?(.^- 
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入. ^ 藏 日， 月 ^ ^-^ 沈. a- 浮，. 1 1 承. 神-畝 《^ 

jj^ も. 

之晚 え"》 お 逸賴. 先 ま- 而 寮- <楝 せん 一 


. .■ .  f 貧 


11* 


..t. .  £• う？ e 庫、. - .>.. w,e  i^"- 尊 y  < ノー 

fi* 巧 草， 之 f  ^- , レ -， i,.J ^ ハ シ A , にえ SI 化-へ 之 A 
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ハ V  T-  i  ^  -- ま - f  «u ト ... お-一-： e ハ ..ー 0  a-^k  己 

, ノ 玄タ -- ； 乃 え i,.- 乃 も- «: ノー- 、，て  初 

- 稿 


神 ； _<i«i-<s  «  二： S; ハ 布.. メ  f  ベ -1 オズ 由 

-ー れ .， .. ,； レ ， ？  お ： ャ 二 ね ； て .J:  f  «-  < 
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^-  s」 s.  T  t  一； J  fl: ル a  M  ^ た VI さ ト ^,  v>- 


古事記に 註 釋を加 へた 最古の 書 は、 「古事記 裏 書」 一 卷 で、 文 永 十 年 

の， 古 風土記 や 「大倭 本 記」 「日本 紀 決釋」 等の、 現今 傅 はらぬ 珍 

中兩翁 だけの 註釋 で、 眞 福 寺 本 古事記の 屮卷 は、 S ち、 此 の 卜 部  >號 文 


し い 

の 手 


， Z  --、 に ？-  T!  ✓  1^ 

一. 一一； Jii^^-I  A^,A^.>^^^J スキ Aif 1^ お V. 人- 

-iA き t 方藝 |J 

れる 事に なつ た。 元 來、 平 安朝以 後、 近 世の 初頭に 至る まで、 

じ、 殊 に その 神代 卷の 如き は、 神 道家に よつ て、 聖 =g として 尊 

註釋の ご と き も、 日 本書 紀の 方に は 多 く 出 た が、 古 事 記の 方 
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古 

己 

き" 

裏 

書 


宫 

文 


ま 

せ 


■ 沙彌 

つ て 

複製 

本 由 

五 年 

f  - ォ 

間、 古 

たが- 


C つ 

復興 に 

H 本書 紀を 

重せられ た 

は 殆ど 顧み 


卜 部 兼 文 

を 引 W し 

經た 

宮 文庫 

祥書寫 

り、 古 典 

行 せ ら 

流 が 發 

.H お 流 

ゐ る。 

記の 研 

戶 時代 

まへ の 第 一 

である。 

れる 事な 


の 註した も 

て ゐ る。 上 

あらう。 此 

，應永 三十 一 

古寫 本が 傳 

存會 によつ 

た。 これ は 

した 本 で、 文 

よって 刊行 

の書以 後，. 長 

書 は、 出 な か 

な り、 古 -チ の 

の 研究が 現 

として 重ん 

從 つ て、 研 究 

く、 かに、 ト 


部 家の 

のが あ 

語の 硏 


上代 文學史 二 四 二 

人々 によ り、 「古 事 記 裏 書」 の ご ときが 書か れ、 ま た、 眞 福 寺 本 古事記 

るに とどまろ が、 元祿 時代 以後、 古擧の 研究が 盛 ん になり、 古代 精神の 

V ふ 事が 叫ばれて くる と、 萬 葉 集と とも に、 日 本書 紀の ご と く、 漢 


究 


Lr 


注 


生と 會讀 など もした が、 古事記の 研究に 專 心 す る 暇が無 か 

語った 本居宣 長に 您慂 して、 大成せ しむる に 至った。 そこ 


の よ 

古語 

を 多 

方 に 

に 古 

れ る 

時、 賀 

裏 の 

意 を 

( の ご 

年 に 

つたの で、 古 

で .{1 且 M ま 、，て 


古 

傳 

本 

洁 

所 


入の ごとき も 

に 伴 ひ、 古 代 阔 


意 

一一： 一 a 

機運と 

茂眞淵 

他、 古 


注 


は 


書き 

M- 己 

J- 言 

で、 國 

て ゐ 

向 け 

方が 

な つ 

が 出 

記 の 

. 「古 

が あ 

明. 藤 

の 研 

生 の 


たも 

と く 

面 影 

の の 

-匕 斤 

せ ら 

此の 

寓葉 

- 一 も 

頭書， 

和 元 

樹等 

した 

を 注 


に . て 
は の 
學 

m 術 
昆 ^  ^ 


で、 完成した のが、 大著 「古事記 傳」 四十 八卷 である。 宣長 は、 明 和 元年 三十 五 歳の 時、 これ 


着 手 し、 數 

費して ゐ 


が 神 道. 皇 

研究の 對 

を 完成し 

門人 服 部 

文化 三 ハヤ 

行せられ 

「古事記 

亡 事 き 口 

記 1 一 卷) が 

事 記 燈，」 

した 稿本 


回 稿を改 

ろ， ひ と 

の 中の 

みたま 

靈」 力 

道の 精髓 

象と して 

た 事 カオ 

中庸が 寬 

に 成った" 

てもゐ る" 

傳 餘 考」、 

傅と^ 個 

あ り、 明 和 


め て、 遂 に寬政 

り、 古事記の 註 

^一  に 位すべ 

あ つ て、 これ は- 

を 論じた もの 

見 ず、 神 典 と し 

か る ので ある- 

政  一二 年に 記し 

一 以上 はすべ 

一 な ほ、 巾 村 守 

佚 名 氏の 「古 

に 成った 書に 

0 の 著 で、 明 治 


は 、犬 旨、 卽 ち 總 論の 部 が 


十 年 六十 九 歳の 時に 完成 

釋 研究 書と しての みで は 

きもの で、 永 久に その 光の 

. 「此篇 は 道と いふ ことの 

で、 宣 長 が、 古 事 記 を 註す る 

て、 國體 尊重の 立場から、 宗 

„ 此の 部分 は 明 和 八 年に 

た、 「三 大考」 が あ る。 「古 

て、 本 居 宣 長 全集に 入って 

臣の 「古事記 傳未考 抄」、 

事記傳 遣 考」 が あ る。 

は、 £ 安 侯德川 宗武の 「古 

聖德 記念 學會 より 刊 行 せ 

文化 五 年に 刊行 せられて 


した。 實に 前後 三十 五 年の 歳月 を 

な く、 江 戶 時代に 刊行せられ たす ベ 

輝く 書で ある。 此の 第一 翁の 附錄 

論 ひなり」 と 註して ゐる ご と く、 わ 

の に、 單 なる 歷史 書. 文 學 書、 乃 至 國 語 

敎 的な 尊崇の 念の もと に、 そ の 事業 

成った。 ま た、 第 十七 卷の 附録に は、 

事 記 傳註釋 目錄ー は 本 居 春 庭の 著、 

を り、 义、 「g 古事記 傳」 と 題し て-? ゆ 

及び 「古事記 傳補 闕」、 前 田 夏 蔭の 

事 記 詳說」 五卷 (本文の 註釋 三卷、 g 

られ た。 5! じ く、 富 士谷 御杖の 「古 

をり、 本文の 註釋 も、 初 の 方 だけ を 記 


が 若干 存 する。 これ は、 「古事記 傳」 を 見て、 それに 刺戟せられ ると とも に、 む し ろ、 自 
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上代 文學史 上 や」 

家 の 言 靈 說 によ り、 そ れに 反對の 態度 を もって 

記傳」 五卷 は、 「古 事 記 傳」 を 論^す るが 爲め 


る 一 I 


敲 fe? 拳 


： さ 

5 藝な 


き售 


iisllpil  一  n 甚ズ f ザ 


P 


一 


ォ ハ！^ お- 


き 

71 1 


簡便に した 書に は、 村 上忠 順の 「古事記 標 註」 三. 冊 (明 力 十 


二 四 ra 

かれた ものである。 また、 橘 守 部の 「雜 古事 

書かれた もの で， 宣 長に 反^の 立場 を 示した 

守 部 は、 こと ご と に 宣 長 の 

說を 反駁して を り、 巾 に は 

むしろ 反 對の爲 めの 反對 

と 見られる 所 も あ つ て、 首 

肯し 難い M も 多 い が、 「古 

事 記傳」 を讀む 者の  一 ffl 

すべ き價値 ある 書で あ る。 

天 保 十 三 年刊、 橘 守 部 全集 

所牧。 W 中 賴庸の 「1 古 

き。 

事 記」 も、 「古 事 記傳」 の 

本」 义ゃ訓 讀に對 して 異見 

を 表明した 書で ある。 「古 

事 記傳， 一 の 註を耍 略して. 

ャ刊) 、教 m 年 治の I 古事記 14 註」 


0 


七 冊 (明； IE 十  一 ¥ 刊)、 吉岡德 明の 「古事記 傳 略」 WW  (明治 十六 年刊) 等が あ る。 近ハ 4^- 刊；， 1；： せられ 

たもので は、 梳松 安、 大塚 龍夫兩 氏の 「古事記 全釋 一、 次 W 潤 氏の 「古事記 新 講_1、 中， inS 悅次 氏の 

「古事記 評釋」 ， おて か ある。 此の 他、 儒佛 思想で 解擇 した 牽强附 

その 書名 を 列記し ない。 英譯 に は、 チ ャ ン バ レ ン 氏の 英譯 古事 

ら れ、 殊 に、 そ の總論 は、 わが 祌代 史. 神話 傳 の 研究に 種々 の g? 示 

多くの 反響 を 惹 起した。 .§ ち、 明 治 二十 一 年に 飯 田 永 夫 氏が 譯 

中 村. 黑川. 栗 田 博士の 評 を 添へ 「！ M 本 上古史 評論」 と 名 づけて 

現代語 譯に は 、跪 川玄 耳の 「三 體 古事記」 其の 他數 種が 出て 

士の 「古事記 考.」 、 安 藤 正 次 氏の 「古事記 解說」 (世界 聖典 全集 

松 博士の 「古事記に 於け る 特殊なる 訓 法の 研究. 一、 倉 野 憲司氏 

る。 石 川 三四郞 氏の 「古事記の 斩 研究 I は、 古事記の 神話 を 中 

し、 屮 ^見 明 氏の 「古事記 論」 は、 古 事 記 を 平安朝 初期の 偽作と 

も 信じ 


會の？ 5?^ の 多い 書 も あ る が、 一 々 

記 一 卷が、 明： m 十六 年に 刊行せ 

を與 へ る 好 論文と し て、 學 界 に 

し て、 W 中賴 着. 敏 田 武 鄉. 木 付. ト 

出 版 し た。 

を り、 研 究、 解 說 に は、 井 上顿^  _w 

「古事記 神代 卷」 附錄) 、三 矢 重 

の 「古事記の 新 研究」 等が あ 

央 アジ ァ 方面の 事と して 解釋 

論斷 した ものである が、 い づ れ 


られ ない 說 である。 (以上の 他 はば 本書 紀. の 參考の 項 參 S 
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第二 章 日本書紀 

第一 節 成 立 

一 撰者 

卷數、 完成の 時代 日本書紀 は、 全 三 十卷、 そ れ に系圖 一 卷が加 はり、 三 十 一 卷の撰 成って、 

奏上せられ たの は、 元 正 天皇の 養老 四 年 五月で ある、 此の 事 は、 續 日本 紀卷 八に 記して 云 ふ。 

四 年： 五月： 癸 酉 (十三 巨. . 是 より 先、 一 品舍人 親王、 勅 を 奉じて 日本 紀を修 む。 是に至 b 

て 功 成り、 紀 三十 卷、 系 圖ー卷 を 麦 上す ■ 一原 漢文) 

と あるので 明かな る 如く、 勑命を 奉じ て、 舍人 親王が、 日本 紀 編纂の 事に 當ら れ、 此 の 時に 完成 

したので ある" 

舍人親 王. 太 安 麻 呂. 紀 清 人. 三 宅 籐痲呂 拼し、 此の 事は必 すし も 、日本書紀 全部が、 舍人 

親王 御 一人の 御手に よって 成った 事 を 示して ゐる ものと いふ 事 は 出来ない. 此の 後の 國 


W  ； 未え ぷ；^ え 神 = ^ん十 そ ほ 未. v/,,^ 一  -嫂 神.. お^! f 八 ^者^ 

在 サ <7  ?f  乏 上 .IT  f々 ^  ^  l^f 上 .：T  I  I  一  t  <ST ザ 装 ^、再 

\1 ^我^も 情 時 ^ilq 免 尊 ュぉ A ^待 A え f 時 W  A 秋 一 

^  # . に 神 そ 4?-" ず ぎん 二；^ ハ，^ 其 ほ 


m  fff  imi ffi 竹） ■  wj 斷紀代 神 


攀 


史が いづれ も 数人の 人の 手に よつ て、 共力 完成 せら 

して 一 人の 手に よって 成った もので はない と 思 は 


てゐる ごと く， 應 大 なる 此の 書 も 亦、 决 

る。 單に分 量 の 上から 云って も、 古 事 

記 が、 稗 田阿禮 の 語 る 所 を、 太 

安麻 呂が 筆錄 して， 僅 四 瞎月 

で 出來上 つ たやうな 場合と 

異な るが、 更に 內容を 調 ベ て 

見れば、 古事記と は 異な つ て， 

史實の 調査 やその 配列に、 非 

常な 苦心の 積まれて ゐる事 

が 了解 出來 るので あつ て、 到 

底、 一 人の 手に よって 出來る 

やうな 性質の 書で はない U 

又、 そ の 内容の 書き方に も、 必 

すし も 劃一 でない 所があって、 別人の 手に よって 嘗 かれた ものと 思 はれる 箇所が ある。 か 

やうな わけ で， 舍人親 王 は、 む し ろ、 編纂 の總 裁で あらせら れ、 編纂 者の 代表と して 、ャ！^ 上の 事 に 
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當られ たので あらう が、 實際 に、 此 の 業に 携 つた 人々 に は 、多，， く の 學者. 史官 があった jsj;- と 忍 は 

れる。 ，ff 事 記 を 上 奢した 太 安麻： a の ごと き、 叉， そ の 一人であった らう。 此の 事 は、 日 本 ^ 

の弘仁 私記 序に 見えて ゐる。 

夫 日本書紀 は (註 略/一品 舍人 親王 I 雜球 概ー孩 (s^s) 從四 位下 勳五等 太 朝臣 安麻 呂等 l^itt 

|§ 後 勅 を 奉じて 撰す る 所な， o。 (此の間に. ki 事 記 撰述の 事 を 述べて ゐ るの は、 古事記 序 

文の 趣に 大方 同じで ある。 今 略す。) 淸足姬 天皇 (元 正) 負 8 卽位) の 時 (註 略)、 親王 及び 安麻 呂 

等、 更に 此の 日本 赛紀 三十 卷、 幷 びに 帝王 系圖 一 卷 舞? -及 を 撰し、 養老 四 年 五月， サ 一 

日 _l)^w»s- (！？ に、 功夫 (でお)^ めて 、有司 曰 に獻 t  . 

これによ ると 、「太 朝臣 安麻 呂等」 と あるか ら、 此 の 他に も、 な ほ 撰者の あった 事が 考 へら 

お ほの ひと を さ 

れ る。 t も、 此 の弘仁 私記 序 は、 太 安麻 呂 と：！； 族の 多 人 長の 書 いた もので あるか ら、 安 麻 呂 が 

此の 撰に 携っ たか どうか 明かで ない が、 わ が 沸 尊 し で、 此 所に、 安麻 呂の名 を 人れ たもの か と 

も考 へられ る。 拼 し、 或 ひ は、 同 族なる が 故に、 安麻 呂も 此の 撰に 携っ たとい ふやうな 說 が 多 

家に 傳 へられて ゐ たので、 その 名 を、 此 所に 入れた もので も あらう f 全ぐ 根據 のない ま-; 稽の 

說を 述べ たものと も 思 はれない か ら、 此 の ！^^ を す る よ ..^^ 他 は な いで あらう， 

上述の 續 日本 紀の 記事に、 r 是 よ.^ 先」 と あるから、 日本 紀撰 進の 勅命が 下った の は 養老 


四 年よ. o も 以前であった 事が わかる， こ れ 或は、 和 銅 七 年に、 紀淸人 や， 三 宅 藤 麻呂に 詔して、 

國史の 撰 進 を 命じ 給うた 度の 事で あるか も 知れない が、 此の 和 銅 七 年の 國史 と、 日 本書 紀と 

の 關係は 明かで ない。 もし、 和 銅 七 年以來 の國史 撰修の 繼續 事業の 完成した ものが 日本 書 

紀 であるならば、 紀淸人 や 三 宅 藤 麻呂の 如き も、 日本書紀の 撰者の 一 人と して、 此の 事業に 携 

つた 事になる。 なほ、 和 銅 七 年の 國史に 就いては、 下の 假名 日本 紀の 項で 說ぐ 事に する。 

舍人 親王の 御傳 日本書紀の 編修 總裁 とも 申し 上ぐべき 舍人 親王 は、 天武 天皇の 第三 

皇子で あらせられる。 養老 二 年 正月に 一 品に 叙せられ 給 ひ、 同 四 年 八月に 知 太 政 官事に 任 

せられ、 七 年 十一月に 薨じ 給うた。 その後、 太 政 大臣 を 贈ら れ、 淳仁 天皇の 御 時に、 崇道 盡敬皇 

帝の 追號を 贈られた の は、 淳仁 天皇が 舍人 親王の 第 七 皇子 であらせられ たからで ある： 養 

老四 年に 日本書紀 を 完成し 給うた 事 は、 大 いなる 文化史 上の 御 功績と して、 永久に 忘る ベ か 

ら ざる 御 事で あ る が、 親王 は 叉、 萬 葉 歌人 として も、 集中に 三 首 の 御作 を- 殘 して を ら れ、 中 一 首 

は 元 正 天皇の 唱和 あそばされた 御 歌で ある。 御 母 は、 天 智 天皇の 皇女 新田 部 皇女で あらせ 

られ るのに よる と、 壬 申の i の 渦中に 幼少 時代 を 過され た 事と 思 はれる _ 日本 寄 紀 中の 千； 

申の 亂に關 する 記述に 就いては， 此の 舍人 親王が 天武 天皇の 皇子で あらせられ たとい ふ 事 

を 考慮に おいて 考 へる 必要が あらう。 元 明. 元 正 天皇の 御代に、 一 世の 尊崇 を 集めさせられ， 
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上下の 信賴を 厚く 受け 給うて ゐ た 事. は、 知 太 政 官事の 重職に 就いて をら れ るので 明かで あ 

る。 此の方に よつ て、 日本書紀 の ご と き 貴重な. a- 籍編 慕の 業を卒 へさせられ たとい ふ 事 は、 

. 、i  決して 偶然で はない。 


マス 复 vt> 小 爭っ； お 

. ,卩 、- .Jhy  -r?^  5  1^  ) , し/ね i  ，ハ— でて ^ 

愁え 仆， ー嚿  補 

あるのに 比し て、 書紀 は. 古來國 史の發 起典據 とし て 最も 尊 

文 等が 生じな か つたので ある。 


系圔 一 卷 日本書紀 

に附錄 とせられた 系圖 一 

卷は、 今 日 亡んで 傳 へられ 

ない。 皇室の 御 系 圖を記 

した もので あらう。 木 文 

三十 卷の方 は、 今 日す ベて 

傳 へられて ゐる。 此の 後 

の 國史が 、住々 闕文佚 失の 

せられた か ら、 內 i 谷に 少しも^ 


藍 

紙 う 

萬 氏 

葉 所 

I 蔵 

卷 ^ 

九 


二 書 名 

日 本書 紀. 日 本紀. 日 本書 日本書紀 は、 古く： n 本紀 とも 云 つた。 日本 齊 紀の續 篇を續 n 

木 紀と稱 し、 續 日本 紀の 中には、 本書の 事 を 日本 紀と 記して を り、 又、 R 本 寄 紀 の註釋 書を釋 R 

木 紀と云 ひ、 新 撰 姓氏 錄に も、 闩 本紀 として、 此の 書 を 引用して ゐる。 併 し、 日 本寄紀 とい ふの 

も 古い 名稱 で、 萬 葉 集の 左 註に も、 曰 本^ 紀と 記した 所が あ り、 弘 仁 私 .：：^i の 序 文 に も、 日 本 *t 紀 

と 記 し、 平 安 g; 時代の 日本書紀の 古鈔 本に も、 日 本書 紀と 題した ものが ある. それ で、 日 本 紀 

とい ふの は 、日本き 紀を 略して さう 云った もので あらう か、 或 ひ は、 反 對に、 日本 紀と いふの が 

原 名で、 そ れ に、 後 の 史官な どが、 書の 字 を 人れ て、 日 本書 紀 とい ふ 書名に した もので あらう と 

いふ 說も ある。 併 し、 此 の 後說に 就いて は、 何 故に、 書の 一 字 を 入れて 日本 苦 紀 としなければ 

ならない 理由が あつたか、 明確な 說 明はド されて ゐ ない。 それから 叉、 正 倉院文 害の 寫章疏 

目錄 に、 

帝 紀ニ卷 曰 本書 

と 見えて ゐ るので、 日本 書と 云 ふ 帝 紀が存 し、 日 本書 紀と いふ 書名 は、 日 本書と いふ 名と m 本 

紀と いふ 名と が 混同し て、 こ れが 一 つに なり、 出來 たもので あらう とい ふ說も ある が、 此 の m 
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本書と いふの は 書名で はな く、 外國の 書に 對し て、 此 の帝紀 とい ふ 書 は、 「日本の 書」 である 

とい ふ 意で 記した ものと 思 はれる か ら， さ うい ふ說は 成り立たない。 平安朝 時代の 古鈔本 

を 見る と、 日 本紀と 題した もの と、 日 本書 紀と 題した ものと ニ樣 ある が、 日 本紀と 題した もの 

の 方 に、 古 ぃ寫 本が 多い やうに 思 はれる • この 現象に よる 時 は、 日本 紀と いふ 名稱の 方が 古 

いやう であるが、 萬 葉 集の 左 註 ゃ弘仁 私記 序に 日本書紀と いふ 名が 出て ゐる 所から 考 へる 

と、 此 の 題 號 も， 古 くから あつたの である， それで、 弘仁 私記 序に ある 日本書紀の 書の 字 は、 後 

人の 樓入 であると する說 も 出て ゐ る が、 俄 に 信じられない-. 

支那の 史書 大體、 此 の 書名 は、 支那の 書名 を 學んだ もので あらう- 此の の 目的が、.^ 

那の 史書に 對 して、 吾が 國で も、 史 書 を 撰 び、 も つ て、 外 國 人に 對 して も、 誇 る ベ き. 書 の、 五： が 國 

に&: して ゐる事 を 示さう とした 所に あるら し ぐ、 文 章 も 其 の め に、 外 國人 でも 讀 み In,5 いや 

うに、 なるべく 純粹の 漢文に 近づけて 書かれた やうに 思 はれる か ら、 ま C 名 も 亦、 彼 に 學んだ 所 

が 多 いで あらう。 これに 關 して は、 釋 日本 紀 の 開 題に 記す 所が 詳しい- 卽ち、 I.HI 本 寄 と 謂 

はや、 叉、： tt 本 紀と謂 は 卞 し て、 口  r 日 本書 紀と謂 ふ は 如何」 とい ふ 問に 對 して、 

i 合 ふ， 師說 に、 大 唐の 文 字 を 傳 習 し、 九 流 の を ^sir- へ て、 此 の 書 を 撰 出す。 其の 屮、 殊 な る は. 

祌 代の 事、 倭 歌、 古 語 等是な b  • 又、 大 唐に 紀と稱 する は、 泰漢 魏晋宋 齊梁陳 等の 中に、 漢紀. 魏 


— X    .*、  — V.  ..A.  >^ 

薄"，' せぶ 讳 舞さ+ 


>M> ^'取 
や、 «r  hr4 お 
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' >■  、ソ らも/^ 7^ さ 

ゅ豫 H^t* 

ず \き> ^や 
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'产' ~Y      1^ 产产 


ふ: ^ヒ 

、が iirt ま t 

ゆ A' 論 
>M 奂， 

や、' I お S-r 

や、 さ、 44 誇 4 
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, 記. 晋 紀. 宋 紀等是 な 叉 之 を 魏 ，晋 12 木 書 等と 謂 

て 作る に 非す •  M 、宋の 太子 事の 范蔚宗 が 後 漢書 

を 書 紀と謂 ひ、 臣 下の 事 を 叙す るに は、 之 を 書 列傳と 

る か。 (原 漢 文) 

此の 釋 日本 紀の說 による 時 は、 天 皇の御 事 を 主と し 

の こと を 記した 書 を 列傳と い ひ、 そ の 寄 籍を書 紀. 書 列 

天皇の 御歷 代の 御 事蹟 を 主として 記し 奉った 此の * 

いふ 事になる が、 これ も、 斷 定 は出农 ない。 要する に、 此 

書名の 讀 方 日本書紀の 訓 は、 4a ぐ、 ャ マト ブ 三 と 

の 如 く、 音 讀 しても よ ぐ， 殊 に、 文章に 漢文 體を取 b 、支 那 

ると すれ ば、 一 層 音 讀 す ベ きものの 如く 思 は れ る- 

書名の 略稱 古事記の 方 は、 「記」 と 記し、 日本 書 

けて ゐる が， 此 の 兩 字 は、 共 通しても 用 ゐられ る 字 で、 支 

して ゐる。 た だ、 古事記 が、 古事 を 記す と いふ 意に とど 

書に 對 し、 日 本の 歷史を 記す とともに、 就 中 、天 皇の御 事 


ふな.^ - 然 ら ば W ち、 

を 撰 す る 時、 帝 王の 事 

然 らば^ ち、 書 


謂 ふ 1 

て 系統 

傳と い 

を、 日本 

の 問題 

も訓ん 

ひ 史 養 

紀の方 

那 でも 

まるに 

蹟、 御 系 


的に 記した 書 

ふので あ る" 

書紀 とい ふの 

は、 未決定で あ 

でゐる が、 こ れ 

の 書名よ，^ 比 


此の 書に 依 習し 

を 叙す るに は、 之 

紀 の 文， 此 に：^ れ 

を 紀と云 ひ、 臣ド 

從 つ て、 わ が國の 

が、 原 名 であると 


は、 「紀 J と 記し 

、これ を 混 ffl して 

對 し、 日 本書 紀の 

統、 S ち、 帝 紀を記 


■ 古事記の 揚八ロ 

題號が 出て ゐ 

、兩方 を 書き 分 

、史書の 名に 付 

方 は、 支那の 史 

し 奉る 事が 主 
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となって ゐる事 を、 書 名に 示して ゐる ものと 云 ふ ベ きで あらう 此の 兩 字の 相違よ. 9、 兩書 

を暮稱 する 時には、 た ゾ、 記. 紀と云 ふ 例で ある。 記 は 古事記 を 云 ひ、 紀は 日本書紀 を 示す 事に 

なって ゐる。 

三史 料 

語部の 傳說 本書の 編 藝に當 り、 多くの 古記が 参考せられ て ゐる事 は 云 ふまで もない 

が、 本書 の 態度が、 古記 の纂錄 集成の 態度に あった 事 を 思 ふ と、 そ れは なる 參考 程度 以上に • 

本書の 成立の 爲め に は、 重 要な 本書 組成の 一 部分 をな して ゐる ものと 云 ふべき であら う" 

それらの 忖 料に 就いて は、 旣 に、 古事記 成立の 際に も卷考 せられて ゐた所 で、 古 事 記と ともに. 

それら を も參考 する 事に よって、 此の 書 は 編成せられ たので ある、 卽 も、 上 古の 紀 傳. 說 話 の 

類 を 集成した、 帝紀. 國記. 本辭. 舊辭の 類の 參照 せら れた事 は、 云 ふまで もな に こ れら を參照 

したと いふ 點で は、 古事記 も 同 一で ある が、 こ れ らの史 典に 對 する 態度が、 兩 書に よって 違つ 

てゐ た。 故に、 兩者 は、 異 なる 外 觀を呈 して ゐる所 も ある が、 祌 代卷の ごとき は、 兩 書 を 仔細に 

檢 する 時、 類 似 の 言 辭. 說 話 を 指摘す る 事が 出來 るで あらう。 次に は， 各 家々 に傳 へら れ、 朝 廷 


に报吿 せら れた 公民 本 記. 氏 文. 本 系 帳. 譜牒の 類 (これらに 就いて は、 氏 文 の 章を參 照) も、 參照 せ 

られた 事で あらう。 さう して， これら は. とし て、 記 錄 時代 に 人る 以前の、 口 々 に傳 承せられ 

た 內容の ものが 多いで あら う. これらの 口誦 せられて 來 たもの は、 內容 にも 表現に も、. お 載 

の 方法に も、 一 種の 共通した 持 色 を もって ゐる。 内容 は、 多 く 超自然的 な、 か っ變 化に 富む 構 

想の 說話 で、 讀んで 興味の 深い ものが 多い。 それと とも に、 他 に、 多く の 固有 名訶 を列皋 した、 

卽ち 系譜 的 部分 も存 して ゐ て、 家系 の 來歷を 明かに した 窗所も ある。 これら を 表現す るに. 

語部 獨 持の 話術 を もってする 對話體 の 所が あ . ^、美文 的な 所が あ b  、後者の 修辭 は、 擬聲學 反 

復 詞. 對 句 を用ゐ て、：！ 爛 かつ 流麗なる 辭章 をな して ゐ る- さう して、 これら を 通じて いづれ 

の 簡所を 取つ て 見て も、 す ベて 語る のに 適する やう 流暢な 調子 を 持って ゐる。 古事記 は殆 

ど 全篇 (最後 の 方 を 除いて) 此の 體で 出来て ゐ るが、 日本書紀の 神代 卷に 引かれた 一 寄の 如き 

も、 さう いふ 特&を 其の ままに 殘 して 取 b 入れた 所 も ある。 饼 し、 神 武 天皇 時代 以後に は、 多 

く、 漢 文 的な 正史の 體に 書き改め て ある が、 そ れ でもな ほ 間 さう 云 ふ 特色の 認められる 所が 

あって、 殊に、 正史の 年代 的 記述の 間に、 そこに 記された 事 がらに 關 係して、 

昔 丹 波 固の 桑田の 村に 人 あり、 名 を 甕 襲と 曰 ふ。 a 襲の 家に 犬 あ.^。 名 を足往 と 曰 ふ。 

是 の 犬、 山 獸の名 は牟士 邪を咋 ひて 殺しつ。 則 も獸の 腹に 八 尺瓊の 勾玉 あ.^ •  E1 りて 之 
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を獻 す。 是の玉 今 k! 上の 神宮に 在り。 (垂仁 天皇 八十 七 年條) 

の 如 ぐ、 歷 史に係 はらぬ 昔話 を 記して ゐ るの は、 必 す や、 古 老 の 言 ひ 傳 へ ゃ、特 に 語 部 の 物 ！^li な 

どに 出た ものが あると 思 は れ、 そ の 例 は 書中に 散見して、 なほ ド にも 例 を揭げ るが 如くで あ 

る。 併し、 次第に さう 云 ふ 特色 は 薄れて 行って、 遂に 國史が 置か れ、 記錄 時代と なる に 及んで 

は、 內 容 も、 政 治 的 事件 や、 人 事に 關 した ものが 多 く、 語 部の 語る やうな 內 容 と は 全く 異っ たも 

のにな つてし まった。 それ は大體 武烈 天皇 頃まで が 菖體 を存し て、 繼 體： 火 皇頃か C 急 に、. お 

事の 內容も 性質 も、 一 變 して ゐる やうで ある。 武烈 天皇 卷に は、 な ほ、 太子 (武烈 天皇) が、 海拓 ％ 

市の 歌 垣で， 1^ 詳眞 鳥の 子 鮪 と、 物 部盘鹿 火の 女 影 媛 を爭ひ 給うた とい ふ、 古 事 にも 出て ゐ 

る の と 问梭の 歌 物語 (但、 登 物 人物の 名な ど は 違 つて ゐ る) が あ つ て、 こ れ ら は、 樂府 など か む 出 

た 忖 »: であ"" うと 思 はれる が、 さ うい ふ 内容の 物語 は、 繼 體 天皇 卷 以後に は 見え なくなって、 

これから 後 は、 頗 る、 後 の國 史の體 裁に 近い ものと なって ゐ るので ある。 

史官の 設置 履 中 天皇 四 年に、 始め て 史官 を 諸國に 置かれて 以來、 記 錄の事 は、 次第に 備 

はって 农た であらう が、 な ほ 、ゆ め は、 そ の 事に 馴れ す、 記 錄は 不十分であった ら う し、 姝 に、 未だ 

十分に 敎育も 行き わた ら す、 外 來の歸 化 人 を 其 の 宫 につけ る として も、 未 だ それに 適 赏 な 人 

の數が 多くあった とも 思 はれな いか ら、 史 官 に は、 あ まり 學問 もな く、 そ の 事に 適當 しな い 人 


で も、 や むな く-これ を 4/ 官 とするとい ふやうな 事 もあった であらう。 此の 風 は、 可 成.^ 後 i£ 

にまで 存 して ゐた やうで、 恐ら く、 わ が國の 文學が 大いに 興隆 し、 敎 育. 法 令の 制度 も 大いに 报 

張 し、 唐 文明の 輸入に よって、 長足の 文化の 進歩 を 見た 天智 天皇 ゆ i::: の 頃まで は、 さう 云 ふ 有 

樣 であった らうと 思 はれる。 故 に、 敏達 天皇 時代 に は， 次 の やうな 話 もあった。 

元年：： 五月 壬 寅の 朔 の：： 丙 辰の 曰 (十五 日)、 天 皇、 高 麗の 表疏を 執.^ て大 はに 授けた ま 

ひ、 諸 の史を 召し 聚へ て、 讀 み 解かしめ たま ふ。 是の 時に 諸の 史 三日の 内に 皆 續 むこと を 

得す- (及に 船. の祖 王辰爾 なる もの 有り。 能く 讀み釋 きっかへ 奉る。 是 にぬりて 尺皇 

と大 ほと 俱に 讃美 を爲 して 曰 はく、 「勤し きかな 辰爾。 懿 きかな： ぉ爾。 汝 若し 學ぶ こと 

を 愛 ま ざ らま L か ば， 誰 か 能く 讀 み 解か まし r  しく 今從 り； g め て、 殿の 中に 近 ei: れ」 と。 

旣 にして 東西の 諸の 史に 詔して 曰 はく、 「汝 等が 習 ふ 所の 業 は、 何故か 就らざる。 汝等衆 

しと 雖も、 辰 爾に及 かす」 と。 叉、 高麗の 上れる 丧疏、 烏の 羽に けり。 字 羽の 隨に f.- 一し， 

旣に識 る 者 無し。 辰爾 乃ち 羽 を 飯の 氣に 蒸して、 帛を 以て 羽に 印し て、 悉 に 其 の 字 を. おす； 

朝 庭のう ち 悉に 異 しみた まふ。 

此の 後卞 は、 所 謂 烏 羽の 傳說の もとで、 謠曲 などに 作られて ゐる 有名な 話で ある。 もと も 

と、 此 の 話 は、 王. 辰爾 の 功績 を讃 へ、 その 才能 を說 いた もので、 辰 爾の事 を 誇張す る爲め に、 殊更， 
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他の 官 を 無 智 無才の 如く 記した 所が あり 、極 端 に 想像 を 推し 廣 める と、 船 氏の 氏 文の やう 

な もの か ら、 此 の 話の 材料が 出て ゐる かも 知れぬ と 思 はれる ので、 此の 話の 記事 は、 其 のま ま、 

全部 を 信用す る 事が 出來 す、 從 つて、 これによ つ て、 必す しも、 他 のす ベて の 史官が 無智 無才で 

あつたと 云 ふ 事 は出來 ない 

船 が、 なほ 幾分、 さう した 傾向の 

^ あった 事 は、 此の 卞 によって 

碑 も 察せられる であら う。 


まへ： g 王 波 者是恭 も中银 ..i^lji ラタ ， 鄭ゅ叩 ：^;」 

之 "ぐ 也 生 ：； に ネ . 姿^ 官.； ^天 \— え. S  .ノ/ ぜ -4" れせ サ. 由 

ノ.： ：：v タ 站ハ CI:^ きま； 秀ュ 1 や _  -  f  t  . 大-ヒ 品：^ 第 


三 p  -vi れ ^  - 天 え t  ^  ： 小 、ふ 一一て ョ 十-てお .:\ ら" y 

K  -4 ぶサ ォ - 月. Mti  ,^ 上 一 , ぶ 讀. 被.. 餘，， ス き 

募 1«v ネ」： あ 力- 一き； え.：^」！. さ，， S あ き S  4f ほ \ 力 


お 船史 此の 船^ は、 わが 文 

爵 化の 發展に は 重要な 役冃を 

S 勤めて ゐる 史官の 一族で あ 


： お"/ 「#1 も.^ あ」 


お . 


つた， - 船 史の名 は、 史 ト： にも 

%  ふねの ふみ ひ. < 

し は /、 見 え て ゐ る が 就 中、 推 古 天皇 十七 年に は、 吧 後の 葦北の 津に 漂着した 百濟僧 を、 船 史 

龍 等 をして 問 はしめ 給うて ゐ るの は、 船 史が、 さう いふ 外交の 任に 堪へ る だけの 文辭を 有し 

てゐた 事が 知られる ので ある- つい で， 皇極 天皇 四 年に、 船史惠 尺が、 燒盡 しょうと する 國記 

を 取り出して 中 大兄に 獻 じて ゐる事 は、 前 に も， 書 紀の文 を 引用した ことくで ある， こわら 


も、 船 史 が 國 記の ご ときも^の 記錄 にあ づ かつ て， S 程 かの 力が あった" S*- を考へ しめ る も の 

である， 現在 三 井家に 所蔵せられ る 船 氏 墓誌 は、 此 の 王 辰爾の 子孫なる 船 氏の 事 を 記した 

もので、 

おちん み  • つと  わ をのお びと  これ  わ ぢ にのお びと  な -、 こ S おび ふ 

惟る に、 船 氏の 故の 王 後 首 は、 是船 氏の 中祖、 王 智仁首 (王 辰爾の 事) の 兒， 那沛故 首 の 子な り。 

を さ ：.-,- のみ V  あ ものした ！--<• しめ  すめら みこと  スょ  と ゆら S みや 

乎 娑陀宫 に 天下 を 治しし 天 皇 (敏達 天皇) の 世に 生 れ、 等 由羅宮 に 天下 を 治しし 天 皇 (推 古 天 

皇) の 朝に 奉仕 b き。 天皇 照 見 はし て、 其 の才の 異なる を 知ろ しめす。 辻へ まつりて：^ 勳 

つが さ  ほん  し  あす か.； すわらみ こと 

有. o。 勅し て 官大仁 (官位 十一 一階の 第三) を 賜 ふ。 品 を 第三と 爲た まひ き。 阿须迦 天皇 (舒 

ほし かのとの うし  <rr  しはすの み か  かのえの とら  ス まか  かれつち のえ のた つ 

明 天皇) の 末、 歲辛丑 (十三 年) に 次る 十二月 三 曰の 庚 寅の ひに 預 亡り き。 故 戊辰の 年 (天智 天 

かり ちむ  め ありこの ふ I,  ひ. つ  この かみ と ら このお びと 

皇七 年) の 十二月に、 松 岳 山に 項 葬 し、 婦 安理 故 能 刀自と 墓 を 同に し、 其 の 大兄 刀. 羅古 首の 墓 

と 墓 を 並 ベ 作.^ ぬ， 卽ち 安保 萬 代の 靈基、 牢固 永劫の 寶 地と 爲す f 

と 見えて ゐる r 此 所に： された 船史の 功と いふ の は、 記 錄の職 に 任じて， 文事に 功が あった 

ものと 思 はれ る f  农、 王 氏 は、 百 濟 の貴須 王の 孫 王の 子孫な ので、 王 氏 を 名宙 つた が、 王 

辰 爾に至 り、 欽 明 天皇 十四 年 七月に、 王辰爾 をし て、 外國船 によって 舶載した 貢物 を 記 錄 せし 

t" おび. つ 力 さ  ふね S ふ f< ひと 

め 給うた の で、 王 辰 爾 を 船長と し、 船 の 事 を 掌 どらし め ると ともに、 姓 を も 船史と 賜うた ので 

ある f 天武 天皇 十二 年 十月に は、 連 の 姓 を 賜 ひ、 船 連と な つな まう 此の頃に は、， S^M;::! とし て 
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の 職務に 關係 しなくな つたので あらう が、 欽明 天皇 時代から、 その 頃 ま で、 長 く、 此の 一族 は、 漢 

文 を 必要と する 種々 なる 職務に 携 つて ゐ たと 思 はれる。 從っ て、 史 書 を 意識的に 完成せ し 

めようと 努力 あそばさ れ た天武 天皇の 御代まで に、 さまざまの 文書 や 備忘の 類、 S ち， 史 # 編 

纂の參 考に供 さ れ た記錄 や、 叉、 推 古 天皇の 御 時に、 始め て 編纂 あそばさ れた史 典 等に は、 恐ら 

く、 船史の 一族の 貢歙 した 所が 多かった 事で あらう。 船 史の祖 、辰 孫 王の 来朝した の は應祌 

天皇の 御 時で、 皇太子 (仁德 天皇) の師 とせ し め. 給 ひ、 そ の 長子 太 阿郞王 も、 仁德 天皇の 近侍と な 

つて ゐる が、 欽明 天皇 の 御代に 至 b  、船史 中興の祖、 王辰爾 によつ て， 華 々しい 活動が 始め ら れ 

つの ふみ ひと  . 

たので ある。 ま た、 王 I1K 爾の 弟、 麻 呂 は、 津 史の祖 となって ゐる， 

-. 丄 f ごん ふ- ハ ひ- U かふち.^ ふみ ひ-一- 

河 內の文 首 船史 についで は、 東 史， 西 史 についても 述べなければ ならない- 

應祌 天皇 十五 年 (以下の 年. 紀 は、 祌 功 皇后 を 一 代と して、 その 年紀を 別に した)、 日 本書 紀に記 

す 所に よる と、 百 濟 王が 何 直 岐 を 五 I： が國に 遣し て、 良 馬 二 匹 を 貢した。 此の 阿 .a 岐 は、 ま た、 經 

典 をよ く 讀 む 事が 出来た ので、 太子 蒐道 稚郞 子の 師 とし て、 漢籍 を 講讀し 奉った。 此の 阿 直 

岐の 子孫が、 阿直岐 史で、 こ れも 史官と し て、 文事 に携 つたので ある. さ て、 應祌 天皇 は、 阿直岐 

に， ー汝 よりもす ぐれた 博士が あるか」 と 尋ね 給うた ので、 阿直岐 は， 「王 仁と いふ 者が すぐ 

れて を. 0 ます」 と 御 答へ した。 それ で、 百濟 か ら-此 の 王 仁 を 招かれる 事に なった。 漢の高 


* の 後裔. 置 王と いふ 者の 子孫の 干ノ， ^と いふ 者が 百濟 に來 たが、 此 の 王 ，5: の 孫が E 仁で ある 

とい ふ" かくて、 翌 十六 年 二月に 王 JJ が农歸 して、 太子 蔸道稚 ま 子の 師と なり、 種々 の 典籍 を 

お 教 へしな 此の 王 仁の 子孫が 書 首 (又、 文 首と 書 く) で あ b  、河 内に 住して， 河内の 文 首と なつ 

； _  .  >  ,  ,  .: クウ 5 あやの ふみの.！ ひ， 

た 河內は ^都よ-^  に當 るか" t ノ „s  .3^ と 記しても 力 フチ ノ フ ミ ヒトと 訓 な、 又. 西 漢文 首と 

も稱 する の は、 歸化 人た るに よるので ある。 此の 文 首 は、 後 に 文 武 十 二  fe- に 姓 を ^tr- 賜 ひ、 更 

に、 十 四 年に は 忌 寸を 賜って ゐ る- また 後に は、 宿 纏に 昇され てゐ る" かやう にして... 义 は 

史官と し て 、重要な 地位 を ト：： め、 應祌： 火皇 時代 以後に 活躍して、 天武 天皇 時代に 至って ゐる。 

故 に、 そ の^ 業に 携っ た 事 は， 船 氏よ り も 古いので ある" 

大和の 漢直 應祌 天皇 二十 年 九月に は. 阿 知 使 主と その子 都 加 使 中： が 一 族郞黨 を^. ゐ 

て來 り.. 多数の 人々 が歸 化した。 阿知 使 主と は、 漢 の 靈 帝の 子孫、 阿知 王 の 事で ある。 此の 時 

に 多くの 漢人が 來歸 して、 大和に 住し、 諸 所 に ヒ地を 頂いて ゐ た- よって、 此の 時の 歸化 人の 

後 は、 多 く 大和に 蟠 居して、 種々 の 氏族 を 起して ゐる。 その 中、 阿 知 使 中二の 子孫 は、 俊 漢 直とな 

つた。 これ は、 河 内の 文 首に 對し て、 や は り、 .B,- 官 と し て、 文 事に 携 つたので ある r 漢 部 は 、元 來. 

漢人の 歸化 人が 機 織に 從 事し 、紋様 を 織り出 だす 事に すぐれて ゐる ところよ り、 名 づ け ら れ 

た 此の 人々 の部屬 の名稱 で、 そ の漢 部に 對 し、 雄§ 天皇 十六 年に 姓 を と 賜 はった。 さう 
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，  < 二  f- の あやの あた ひ  ふみつ お， ひと 

して 大和に 居た の で、 倭漢 直と 云 ふので ある • 河 內の文 首に 對 し、 帝都よ , ^も 東に あつたの 

で、 東史と 書いて、 ャ マ ト ノ フ ミ ヒ ト とも 訓 じ、 此 の 人々 の 事 を 意味した ので あるのに よれば、 

倭漢 直が、 史官 であった 事 は 明かで ある • 大和の 漢直 は、 河內の 文 首と 同じく、 天武十 一年： 

連の 姓 を 賜 ひ、 同 十 S: 年に は、 忌寸 とな， o、 後 に 又、 宿禰 とな つて ゐる" かくて、 

漢文 一王 仁 ー 河 內の文 首— 西 文 首 I 西 漢文 首— 漢文 首— 西史 

-阿直 使 主 .ー 大和の 漢直！ 東 文 直 ー 東 漢文 直， ー 漢文 直 I 東史 

とい ふやう に相對 して、 紛ら はしい 名稱を 有する やうに な， o、 ともに 史官と して 仕へ て來た 

ので ある- 故に、 此の 東西 史の事 は、 常 に相對 的に 稱 せられ、 相と もに、 奉仕し でゐ た， 阿 直 吏 

主の 使. ff とい ふの は、 外國の 使の 事 を 掌る 職名で、 これ は、 此の 人々 が、 外交の 事に も携 つて ゐ 

た 事 を 示す もの である f そ れ は當然 で、 文書. 記錄の 事と ともに、 漢文 を 必要と す る、 外交の 事 

も 亦， 此 の歸化 人の *z 官の 職務であった。 それ は、 船 氏の 場合 も 同様であった r かく て、 文 氏. 

漢 氏. 船 氏 は、 史官と しての 重要な 位置 を 占め、 最も 功镇 のあった 氏族で あ .0、 就 中 、文. 漢 の兩氏 

は、 最も 古ぐ から、 此 の 職務に 從 つて ゐた。 しかも、 此の 三 氏の 祖の來 朝 は、 いづれ も應祌 天皇 

時代 で、 時 を 同じぐ して 居た ので ある- 此の 事に 關 して は、. ki 語抢遺 に も、 r 輕島 の豐明 の" 斷 

ー應神 天 皇) に 至り. 百濟 王、 博 士王仁 を 貢る， 是河內 文 首の 始祖 也- 秦 公の 祖弓 月、 百 廿縣 の； Tff 


一 

ま-, き 

をお ゐて歸 化す。 漢 直の 祖 阿知 使 中、 十七 縣の民 を 率 ゐて來 朝す。 秦 漢百濟 より 內附 たる： 

民、 各 萬 を 以て 計 ふ」 と 記して ゐる やうな 狀 態 で、 更 に、 同 書 に は、 阿 知 使 主と 王 仁と が、 齋藏 (神 ： 

物 を 入れる 藏) 內藏 (官物 を 入れる 藏) の出鈉 を. 記さ しめ ら れた 事を述 ベ、 藏 部の 事に つ い て、 齋， 

藏. 內藏. 大藏の 三蔵が 朝廷に 設け ら れ、 「秦 一 

氏、 其 物 を 出 納 し、 東 西 文 氏、 其 簿 を勘錄 す， ，： 

是を 以て 漢 氏に 姓 を 賜 ひて、 內 藏. 大 藏と爲 ： 

し、 率漢 二 氏 をして 內 藏. 大 藏 の-? I. ー鑰 と 爲 さ ， 

しむ. 藏 部の 綠也。 一 とい ふこと を. おして 

ゐ る- これによ つて も、 こ れ ら の歸化 人が、 

帳簿. 記錄の 事に 携 つて ゐた事 は 明かで、 ひ 

.  と.^ 藏部 のみなら す、 すべての？： 錄， 文字 を 

必 耍 と す る if  は， い づ れ も、 此 等の 人々 の 手 を 借 り、 史 官の業 も 亦、 此 等の 人々 の^に よ る 所 一 

が 多かった ので ある- 東西 文 氏 が、 六 月-十 二月の 大蔵に、 藏 太刀 を獻 じ， 呪 詞 を^す るの も、 齋 _ 

部 氏と とも に、 齋 藏の 事に 携っ た緣 故によ る ものであって、 その 呪詞 は、 祝 詞 とともに；^ して， 

ゐる" 此の 兩 氏の 呪詞を 見れ ば、 そ れが あくまで も、 歸化人 に ふさ はしい 純 粹の澳 文 體のも 
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ので あ b  、且 つ 、呪と いふ 所 を 見れ ば、 音 讀 したら しい 事も考 へられて， 史 官 と し て、 記 錄の 事に 

携 つ た、 牝 等の 人々 の 文章 が、 壶 く、 さう した 持 色を存 して ゐた 事が 知 ら れ る の で あ る。 そ れ 

は、 國語を 害し， 圍文を 漢文 化した 事に 於いて 損失 も あ つ た が、 また、 文化的 功勞 の 甚大なる 事 

は 不：： まれない ので あ る. - なほ、 これらの 諸氏の 他 に も、 種 々の 史官が あ りお を 名 吿 る 氏 族 は. 

若干 存 して. 新撰 姓氏 錄で は、 諸 業 の 中に 入れて をり、 いづれ も、 歸化人 の 蘇と 思 はれ る が， そ れ 

らに 就いて は、 今、 一 々說 ぐまで もない" 

史官の 文書 かやう にし て、 と に か /、、 應神. 仁 德 天 皇の 頃よ "，^,-{H の 任に へる 人 が、 次 

第に 備 はって 來 て， 履 中 _チ 、皇の 御^に は 國史が 置か れ、 欽明天 皇 時代に は， 王 辰 爾が出 で， 史官 

は 種 々 の 方面に 文事の 職務 を 擔 當 して-それ ぞ れの 成績 を收 め る に 至 つ たので あ る.. さ う 

し て -そ の 最後の 結 實 が、 S ち、 古 事 記、 及 び 日本書紀 であ.^, 就 屮、 史 官の K;- に 出で た^ 抖を 多く 

取り-^  {H の 筆致に 最も 多ぐ その 文章 を 倣 ふ 所が あつたと 思 はれる HI .14  ^ 紀 に、 史 宵 の仆事 

の 最も 重要な 4 ^果を 見出す 事が 出 农 る。 此の 意味に 於いて、 さう した.^ 形 ま 形の. a- 料、 傳 說 

を 殘し傳 へ た、 多 く の 史 官、 就 中、 記 三 氏に 屬 する 官の 功績 を讃 へ ると ともに、 その 日本 書 

紀に 及ぼして ゐる影 響、 特 に、 史 の 上の 影 響 を も、 iji:' へ なければ ならない と 思 はれる。 

右の やう な， 史官 の 本當 の 活動 は、 大體、 繼體 天皇 時代 か ら なので あらう。 此の 繼體 天皇 七 


年に は、 五經 博士 段楊爾 が、 百 濟 より^り、 十：.^ に は、！！： じく 百濟 が五經 博士 漢の高 安茂 を 貢し 

て、 揚爾 に 代 へん 事 を うたの e  、請 によつ て、 段 楊 爾を歸 し た。 かやう に、 百濟 の學 者の 来朝 

もあって. 此の 時代に は、 漢 文 學界に も、 相 當の娠 ひ を 見せて ゐる わけで ある が、 此 の 頃 か ら、 欽 

明 天皇 時代に かけて が、 史官 の 勃興 時代で、 記錄， 文書 の， 多く 傳存す る に 至った の. も、 此 の 頃 か 

ら であった らう ^ それ 故、 歷 史の忖 料 も、 此 の 時より 相 當確贲 なる ものが 殘 される やうに な 

つたので、 後に 史^ を 編む 者 も、 そ れ らの史 St を W ゐる 事に よつ て， 今までの 傳 ^^-M 碑 を ド- と 

した 史料と は 異なる 結果 を^す 事 も 出來る やうに なつ た。 日本書紀に 於いて、 此の頃から 

歷史 的確 實性を び て 农た理 出 は、 大 よ そ、 か くの 如き 所に あった ものと 思 はれる。 さう し 

て、 その 史官に よる. 記錄 は、 近 江 令 の 制 定 せられた 天 智 天 皇 時 代、 乃 至， 文 武 天皇の 御^に 大寶 

令の 制定せられ る 頃まで 續ぃ て、 此 の ：B 後 の 唐- 乂 化の 影響 を 受けた 大 改革に よ ..^lii 般 の m 

度が 確定した の で. 史官の 記錄. 文 寄 も、 よ， 0 組織的な 學使 制度の 確立と 相俟っ て、 新し ぃ敎ム iZ 

を 受けた 新時代の 學 者の 手に 移される 事と なった ので ある。 從っ て、 ョ 本 ^ 紀 に 於 け る、； 3i 

錄- 文書の 如き 史料の 供給者と して は、 久しい 間. 文事 を 司って ゐた、 上述 の^ 官の 人々 が-そ の 

有力なる ものであった らう。 繼體 天皇 以後の 內 容、 記 述 態 度ゃ體 裁の 變化 等が、 その 率 を 有 

力に 物が たる ものである。 更に、 新制 度の もとに 設置せられ-規定せられ た 大學察 を 中心と 
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する、 新時代の 教育 を 受けた 學 者の 修. 9,- の 事業 は、 續 日 本 紀 以 下 に、 現 れる 事と な る. 

史官の 文章 勿論、 此の 時 以後で も、 傳 說的內 容が絕 無で あつ たわけで はない 「 持に、 夢 

物 語 の ご と き は、 し ば /、 現れて ゐる 例へ ば、 欽 明 天皇の 御卽 位の 事に 關 して 述べ る 所に. 

すめら みこと わ.？'  〔め  まな  はに のお は つち  ひとめぐ  を LJIJ 

天皇 幼き 時、 夢み たま はく、 人 有.^ て 云 さく 「天皇 秦大津 父と い ふ 者 を 寵愛み たま はば、 肚 

大に 及びて、 必す 天下 を ずらさん」 とい ふとみ たま ふ。 寤 驚めた まひて、 使 を 遣して 普ぐ 

求めた まふに、 山 ^ 國紀伊 郡 深 草里自 b 得つ 姓 字 果して 夢 そな はしし が 如し， 是に快 

喜びた まふ こと 身に 遍 もて、 来 しき 夢と 歡 めた まふ r 乃ち 告げて 曰 はく， 「汝 何の 事 か 

有 b し」 とのた まふ- 答へ て 云 さく • 「こ と も 無 し。 但、 臣 伊勢に 向..^ て、 商 價 ひて 來遷る 

と き、 山 に 二つの 狼の 相鬪 ひて、，^ に 汚れた るに 逢へ りき- 乃ち 馬より ド りて、 口 手 を：^ ひ 

激ぎ て、 祈請 み て 曰 さく 一一. 汝は 貴き 神に ま し て、 麁き行 を樂む r 儻し獵 士に逢 はば 禽られ 

ん こと 尤 速け む. 一一 と- 乃 も、 相 鬪 ふこと を 抑止め て、 血に ぬれた る 毛 を拭冼 ひて、 遂に 遣 も 

ゆる  ふ も  ..  のた ま  こたへ  -, 

放 し て. 俱 に 命 全け てき」 とま を す. - 天皇 曰 はぐ- 「必 す 此の 報な ら む」 とのた まふ 乃 

t> 近侍に 令して 優 it みたま ふこと 日に 新な. 大いに 饒富を 致て、 踐 称すに 至る に 及 

，らの つ ^5さ -- 

ひて、 大藏 省に 拜 けた まふ  え 

と ある やうな 物語 は-な ほ此 所以 ド にも 見えて ゐ るので ある が (此 の說 話に 見られ る； 氏 と 


大藏 との 關係 は、 上 述の 古語 拾遺に も 記して ゐる 所で ある)、 全體 として、 歷 史的 記述 と、 記 錄 的 

態 度と が、^ 體 天皇 以後に は 濃厚と なつ て、 その 文章の ごとき も、 史 官の 筆法と 思 は れる 所が 

甚だ 多い， その 史官の 文章 は、 漢文 調で ある が、 頗る 名文で、 印象の 鮮明な、 すぐ れた描 寫の箇 

所 も少く な い。 就中、 欽明紀 の、 三 韓の戰 i を 描いた 所 や、 天 武紀 の 壬 申の 鼂の顚 末 を 描いた 

や う な、 戰爭 の 描寫に は、 す ぐれた ものが ある。 これら をと りす ベ て、 書紀 の 文中に は、 史官の 

文章より 得た もの が 多く、 眷 の 記錄、 文書の 類が 、重要な 史料と な つて ゐ るので ある. なほ 

史宫の 文章の 明な る も の として、 祝詞 式に 見える、 東西 文 氏の 呪詞 の 如 きも、 參考 する IS 値が 

ある。 風土：： 礼に も、 か かる 史官の 手に なった かと 思 はれる 文章 を 見る 事が 出來 る。 = 本書 

紀 の 文章と 冗に 參 照す ベ きで ある. 

一 書. 一 本. 或 本. 别 本 祌代紀 を はじめ、 天皇の 御代と なっても 二 書- 一 本. 或 本. 別 本な どと 

記 し て、 原 書の 文章 を 引用. 揭 記した 所 が 少 くな に これら は、 元 來、 本 文に 對し て、 割 註と なつ 

てゐる もの で、 現 存の寫 本で は、 祌 代 紀 以 ド は、 す ベて、 それらの 部分 は 割 註と なって ゐる 一耶 

紀で は、 そ れらの 一 書からの 原文の 摘 記 が 甚だ 多いた め に、 割 註と はなって ゐ ない が、 こ れ 

も： 兀來は 割 註であった 答で、 さう いふ 古 寫本も 極く 稀に 存 する 神代 紀 では、 本文 は^だ 少 

く 二 書の 部分が 大部分 を 占めて ゐ るが、 なほ 二 書の 部分 は 割 註で あつたと 思 はれる 又、 そ 
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の 神代 紀の 本文の ごと き も、 最 初に 淮南 子の 本文が、 其の まま 取， 4 入れられて ゐ るの を はじ 

め、 文章 に も、 頗 る 史官の 筆致 を 思 は し め る 所が あ り、 少く とも-わ が國 固有の 神話 傳說 が、 文化 

の 開 發に伴 ひ 、合理化 さ れ、 多少 の 變化を 加 へ られた 趣が 存し てゐ る. - 此の 本文の 文章 は、 日 

本書 紀 編纂 者の 文章で ある か、 又 は， そ れ 以前の 史官の 筆に なった もの を、 其 のま ま 取って、 こ 

れを 正しい ものと 見なし て.. 本 文に 立てた もの かどう か、 明 かで ない が、 准 南 子の 文章 を、 其 の 

まま 取. 0 入れた ごとき は、 id: 紀 編纂 者 自身の 什 業で はなくそれ 以 前 の. a/ 官 の、 さ か しらに 加 

へ た 文章が、 其 のま ま 書 紀の卷 頭に 入った もので はなから うか これ の 出典. が 淮南 子に あ 

る 事を氣 付か れすお り 除く ベ きを 除かれなかった の は、 む L ろ書紀 編纂 者の 失敗と 思 はれ 

る が， と に か く. か うした は. 本 文の 文が、 それ r$ 前の. a- 宫 などの 手に なった 史書の 類 か ら 、お 

料 を 取られた ものと 推測せ しめる ので ある。 此のお 文 以外の、 一 書の 方 に、 む し ろ、！^!2 部 の 古 

傳を傳 へ た、 祌 話傳說 の 原， おに 近い ものが 見出される， これが、 古くから おし た、 帝 紀. 國 f 

紀. 舊辭. 本 辭の 類な のであって、 これ も，. 事 記 風の 國 語 的 な 語部の 語りぶ りに 近 い、 古 形 に 忠 

實な 筆致 も あれ ば、 史官 などに よって 歪曲 せら れ、 漢籍 漢文の 影響 を 著 しく 受けた と 思 はれ 

る もの も ある， その 間の 差 は、 さ まざまで ある が、 耍 する に， 書紀の 文章 は、 そ れ 以^の 文 

籍の類 か ら、 大 方 其の ままに 取.^ 入れた 所の 少 くない 事が 考 へられる ので あ. る， 此の 本文 


に揭 げた もの は、 編 纂 者の 最も 正しい と 認めた 說 であって、 一 書の 方 は、 そ れ の 參 考 用に 異傳 

を揭 記した ものである。 尤 も、 必 す し も、 さ うと は 限 ら す、 正 僞の辨 別し 難い もの は. と にかく 

異傳の 中の 一 を 本文と し、 異 說 を 註し て、 そ の 間の 辨別 採否 は、 識者 の 撰擇に 任せた 所 も ある 

その 間の、 書紀 編纂 者の 意向に つ い て は、 欽明紀 二 年の 割 註に、 帝王 本 紀に就 いて、 記した もの 

の 中に 見えて ゐる。 (そ の 文章 は、 旣 に 引いた ので 此 所に は 掲げない。) 

古事記 古事記の ごとき も、 本書 編纂の 際に 参照 せら れた であらう。 太 安麻 呂が 此の 書 

の 編纂に 加 は り、 近 い 時 に、 古 事 記が 成った ので あるか ら、 時 を 近くして ゐ ると いふ 理由で、 却 

つて、 古事記 を 無視し、 これ を 削^して しまった とい ふやうな 事 も あるまい。 應祌 天皇 卷に. 

譽田 天皇と い ふ 御名の 由来に. 關し、 

一 に 云 ふ、 初め 天皇 太 4^ と爲 b て、 越の 國に 斤で まし て、 角 鹿の 笥 飯の 大神 を拜^ み たま. ふ 

時に、 大 神と 太子と 名 を 相 易へ たま ふ。 故、 大 祌を號けて^^來紗別神と曰 し、 太 子 をば 譽田 

別 尊と 名 く- 然 らば 训 も、 大 祌の 本の名 を 譽田別 祌、 太 子の 元の 名 をお 來紗別 尊と 謂す ベ 

し， 然れ ども 所昆 無し。 未だ 詳 かなら す。 (时、 「然 らば 則 も」 以下 は 後人の 加筆 かと 云 

ふ)， 

と 述べ てゐ るの は、 ：！： じ 趣の 事が、 詳しく 古事記に も 見えて ゐる 所で ある-. これ は必 すし も 
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古事記 か ら 取 つ たも の で は な く古事記 の .¥-文 に 採诏 せ ら れ た の と同じ！^^ を早く^^ へ ：.：i し 

た 文書が あつ て、 そ の. a- 科に よって、 此の 文章 を 引用した ものと 云 ふ 事が 出 來る： M  、そ れ を • 

書紀 では 一 書の 方に 出して、 本文に は 取って ゐ ない 事に よって、 兩 書の 態度に、 史料の 正 偽に 

關し、 見解の 相違の あ つ た 事が、 考 へ ら れ る とに かく、 か う した 事 は、 書紀と 古事記との 間に. 

何等かの 關係 があった 事 を 示す 材料に はなる であらう 

書名 を 明かに 記した 引用 書 神 功 皇后 紀 以後に は、 援用 せられて ゐる 書籍の 中に、 書ノ 6 

-. きの むら じ はか とこ^ ふみ 

を 明かに 示して、 文章 を 引いた もの が あ る. 帝 王 本 ； ？^. 日 本 舊 記. 伊 吉 連博德 書. 難 波 吉十男 人 

かズ ねついでの ふみ 

書. 譜 第吉濟 記. 百濟本 記. 百濟 新撰. 魏志. 高麗 沙門 道顯 の 日本 世 記な どが それで あ る -乂， ffl- 

朝鮮の 書が あ り、 日本人 の 荖も交 つて ゐ るが、：^ れも 漢文で 書か れた 史書. 記錄で あったらし 

い- 併 し、 害 紀全 體の则 として は# 名 を揭げ ない のが 普通で あるから、 これらの 書名 を 明か 

に 記した もの は、 後人の 加筆で あらう とい ふ說も ある- 此の 他に も、 後人の 註記が 加 は つ た 

と 思 はれる 部分 が あ る ■ 前に 引い た、 應神 天皇 卷の 註に- 「一 云」 とて 記した 終りに、 「然則 

シ マ  ノ  ノ ヲ ホムタ ワク ノ 力-.、  /  / ヲィ ギ サヮケ ノ.. 、コト  し： r  rr- シ 

可， 謂， 一大 祌 本名 譽田別 神、 太子 元 名 去 來紗別 尊 一 然 無-所見 i  、未詳」 と あるの は、 後人の 註 の 

據 人で、 古本に はない ものであると いふ- 「然無 所見 也 未詳」 などと いふ 文面から 見ても、 原 

註で ない 事 は 明かで ある _ また、 欽明 天皇 卷. 十四 年條に ■「 溝邊 直」 に 註して • 「 此但曰 & 不 


レ書， 一名 字； 蓋 是傳寫 誤 失矣ー と ある ものな ビ も、 後 人の 加筆の 攙 人なる # は 明かで ある り 

うい ふ 部， 分 は， 此 G 他に も 多 くぼ 註 に も、. 後 人の 註記の 混 人 かと 思 はれる ものが あ る. 

氏 文. 風 土 記と 日本書紀との 關係 氏 文 等の 參考 せられて ゐる であらう 事 は、"" 刖 にも 記 

し た が、 こ れ は、 時 レー して、 史實を 誤る 原因と なる 事が あ る か ら、 注 意 を 耍 す る. 其 の わけ は-. E 

家の 家系 を 尊  一よ う ヒ し、 先 祖の 功績 を 賞揚して、 もつ て、 朝廷の 內外 に、 自 -：！^ の 氏族 を 認 め 

られ ようと 企てる の は、 常 に 有り勝ちの 心理で あるか ら、 か うした 意味で の、 史 赏 の 歪曲 が、 氏 

文 等に 於て は、 試 みられ やすい 爲め である ■ 例へ ば、 垂 仁 天皇 二十 八 年に it 死の 禁が あり、 そ 

の 三十 二 年の 條に，  • 

三十 二 年 秋^お の FIT の 贿^ 巧 狭.， の 日 (丄ハ 日 r 皇后 ^  11.1^4  i  " れ、 S 葉 f たま ふ。^ 

もろ ノゝ のきみ たち A  -  J  £  h,  のた ま  しに ひと  J  V 

り まつらん とする こと 日 ％ り r 天皇 詳 卿 に 詔して 曰 はく、 「死に 從ふ道 は" 刖に T 可と 

いふ こと を 知れり. 今 此の 行の 葬、 奈 何 せ む」 と r 是に野 見 宿禰 進みて 曰 さ く、 「夫 君 王 

の g 墓に 生きた る 人 を 埋め 立つ る は、 不 良し- 豈 後の 葉に 庳 ふること を 得ん や。 願 はく 

i  y  ま を  つか ひの ひと  はじ ベ ひと も、 たり  メ， 

は、 今将に 便りなる 事を^り て、 奢 さむ」 と- 則ち、 使者 を 遣して、 出 雲 國の土 部 壹佰人 を 喚 

,-.0--  i じ ベ たち  つか、 ズ， .H: つち  くさ A\-  つ-.  たて ミっ 

し 上 げ. ill ら 丄部等 を 領. ひ て， 膨を 取り， 以て 人馬. び 種の 物の 形 を 造作り て、 天皇に 獻.^ て 

S さ く、 「今 り § 後， il の 土 物 を 以て 生きた る 入に 更 易へ て、 陵 塞 に. 樹 て、 後 の 葉の 法 W と 

卞 w 

笫ニ編 第二 章 日本書紀  二 七 一 


上代 文學 史上 产ざ  二 七 二 

ャ  こ、  t< ことのり  のた ま  はかりごと tlji  あ 

爲む 一と。 天 皇、 是 に、 大 いに 喜びて、 野 見 宿禰に 詔して 白 はぐ、 r 汝の 便. 0 なる 議 は、 宴 に 投 

が 心に 洽 へ.^」 と。 則ち 其の 土 物 を 始めて 日 葉 酢. i 命の 墓に 立つ。 仍 りて 是の七 物 を 

なづ  はに わ  たて もの  のり ごと  の. ij ま  よ . い ち f (さ、 ぎ 

號 けて 埴輪と 謂 ふ。 亦の 名 は 立 物な.^。 仍 り て 令を ド し て 曰 は ぐ、 「今自..^ 以 後、陵墓 に 

.r  やぶ  いさを. は  いたし 

必す是 の 土 物を樹 てて、 人 をな 傷.^ そ 11 と。 天皇 厚く 野 見 宿 禰の功 を 賞め たま ふ。 亦锻 

どころ  はに ベの つかさ  ま  ^-i かばね あら，  はに ベのお み  これ にに ベい むらした ち 

地 を 賜 ひ て、 土 部 職 に 任け たま ふ。 因.^ て 本の 姓 を 改め て、 土 部 臣と謂 ふ。 是土部 連 等が、 

みは ふり  つかさど ことのち と  こ  たち  ，,ズ 

天皇の 喪 葬 を 主る 綠 なり。 謂 ゆる 野 見 宿 禰は是 の 七 部 連 等の 始の祖 なり。 

と 見え る の は、 埴輪 の 始原で あると 考 へられる が、 實は、 埴輪 は、 支那の 風 を 學んだ も の で、 必す 

しも 此の 時が 最初と は 云 へ す、 ま た、 野 見 禰の 創始と も 云へ ない ので ある。 恐ら ぐ、 此 の 條 

は、 土 部 氏が、 自分 達の 氏の 始祖 野 見 宿 禰の功 を 貴く しょうとして、 い つか 云ひ傳 へて 农た氏 

文の 物語 を 付 料と し て、 か う いふ 墙 輪の 始原に 關す る 野 見宿禰 の 功 や、 天 皇ょ. 0 賞美 せら れ 

た 事 を 記した もので あらう。 义、 當 麻 蹴 速 を 野 見 宿 禰が蹴 殺した 有名な 話 も、 此 の 土 部 氏の 

傳 へた 氏 文の 物語より 出た ものであった らう。 かう い ふ 事 は、 高 橋 氏 文の 内容と 比較して 

考 へて も、 そ の 間に 誇張 や 修飾の ある 事が 考 へられる のであって、 其の ままで は、 到 底 氏 文の 

全部の 記事 を 信用す る 事の 出來 ない ものが ある- さう し て、 高 橋 氏 文 も 亦、 日 本 寄紀に 引か 

れてゐ ると 思 はれる が、 か やうな わけ で、 必 す し も、 書 紀の 記載 そのもの に も、 信 用す る 事の 出 


來な い 部分が^ すると 思 は れ る。 

地方 志 も 亦 史.^ I" 編 築の 材料に 用ゐ られ、 風土記の 如き も， 書 紀撰定 の 參考に 供され たと 思 

はれる 點が ある。 それに 關 して は， 風 土 記の 章に お いて 述べ る 事と す る。 

四 假名 日本 紀 

和 銅 七 年の 國史 假名 日本 紀と いふ 普が おする。 全篇 を 假名で 書いた 日 末 fe: 紀 であ 

る 

和 銅 五 年に 古事記が 者 上せられ てよ. 0  二 年、 和 銅 七 年に、 又々 國史の 撰述が あった。 精 H 

本紀、 和 銅 七 年 の 條 に、 

二月の 已 I* の朔 H … • 戊戌の ひ 一十 日)、 從 六 ：！^ ト； 紀朝 臣淸 人、 三 宅臣藤 麻：：，：！ に 詔 じ て、 國 ^ を 

. 撰に し む。 

と あ つ て、 此 の 國史と い ふ の は、 履 中 天皇 の 御 時、 諸國に 置かれた とい ふ 國史の 意味と は 異な 

り、 今 日 と^じ ぐ、 國 家の 歴史の 書 の、. 意 である。 此の ま S に 就いて は、 扶 桑 略記に も、 「和 銅ヒ年 

上- 泰 R 本 紀，」 と 記 して ゐ る の で、 續紀に 見える 和 銅 七 年の 國 は、 n 本. 紀 で あ り、 そ れ が 編 成 
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つて 上表せられ たものと 考 へら 

本寄紀 との 關係 如何と いふ 事が 

續紀の 記事 だけ を 信 e するなら 

もせられ なかった ので ある。 扶 

の 撰な ので， 此の 和 銅 七 年の 日本 

左樣 記した もの である かも 知れ 

證と はならない ので ある。 た-、 

ヒ年ニ  H: に 命が： トっ たが、 翌靈龜 

元 明 天 皇の 詔 命に よる 和 銅 七 年 

し て の 六 年後の 養老 四 年 に は- 

の  國史の  撰定の  業が  一 時 中止と 

一 層權威 ある 人々 の 手に 委ねら 

る。 いづれ にして も， 和 銅ヒへ 巾の 

年の 國史 撰定の 業の 繼續か _ や： か 

が 完成 上 麦せられ なかった とい 


七？： 


れてゐ る f それ で、 此 の 和 銅 七 年の 日 

問題と なる。 實は、 これに 對 する 答 案 

ば、 和 銅 七 年の 日本 紀 は、 完 成 もせられ 

桑 略記に 上奏の 事が 記して あつても- 

紀の 記事の 如き は、 續紀 の 本文 を讀み 

ぬ。 扶桑 略記に、 上 麦の 事が ある から 

續 紀の 記事 だけ を ^5 憑 す れ ば、 h 者 の 

元年 九月に は， -y 正 天皇が 御卽位 遊ば 

の 國史の 撰 は， 一 時 中止と なった もの 

日本書紀が 撰 成つ て、 上 ^ せ ら れ た。 

な つ た 後、 こ れを 再び 繼續 して 、規模 を 

れ たもの、 或は， 此の R 本せ： 紀 であった 

國 と、 日 本 書 紀 と の 關係は 明かで な 

も 推 5^ にと とまる 力と に 力ぐ Ifljpi 七 

ふ 事 だけ は 明かな やうに 思 ふ。 , 


^ 己 

^ 糸 

は 明 

な け 

此 の 

違 へ 

と て" 

事 は 

さ れ 

と ぞ 

か も 


と、 養老 

書 は、 遙 

て、 ほ し 

そ れ U. 

な か つ 

てゐ る- 

へ む n 

云 へ ば- 

し、 編修 

おれな 

本奔ん 

^史と 


る 


て 


パ ま 


ク U 

も し 

上 麦 

後代 

ま に、 

の 明 


つ て. 

さ う 

七 年 

業 を 

で あ 

銅ヒ 

Jt ク 


吾人の 意 la は.^ の 如くで あ る が、 义、 和 銅 七 年 

く 意見が ある。 卽 も、 假 名 日本 杞と稱 する もの 

そ れ を、 後 に 支那の 史 害と 问 様の 漢文に き改 

である" 此の 說は、 早く 釋日 本 紀 に も え て ゐ 

^して ゐ たと ：$^, き、 平 田 篤 胤. 飯 田； 1^ 鄕な ど、 此 の 

本 紀 を 見 る と、 到 底. 日 本書 紀の！ ^撰と は 見 る 事 

紀の 漢文 を假， 6 に 書き改めた ものに 違 ひない. 

朝 時代に も 頻繁に；！；： はれた が、 そ の 所 謂， 博 士 讀 

め、 讀 み 易く した もの、^ も、 現 存の 假名 日本. S で 

行 はれ た， 平 安 朝 時代の 產 物に 違 ひない と 思 ふ， 

古訓 を 知る 事の 出农る 、研究 料と して、 古 語 の 

紀の原 撰で は な く. 勿 論、 和 銅 七 年の 國史が これ 

おめ て、 古事記 を 撰し、 國語を 表記す る の に、 太 安 

古事記 三 卷を完 成した ので ある が 、そ の 古事記 

ると いふの で あるか ら、 到 底、 和 銅 七 年の 二月に 
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に 完成 上 _ ^せら れた： n 本 ま 2 紀が存 t ると 

がそれ で、 此の^の H 本紀は 假名 文であった。 

めた もの が、 現今 の 日本 ま I 紀 で あ る レー い ふ の 

て、 養老 年の 日本書紀 以前に 假名 UZ 本紀が 

說を 1：；2 じて ゐ る 學者も 多 いが、 現存の^々：：： n 

の出农 ない もので、 これ は必 す、 後 £ ^に： n 本書 

. 日本書紀の 訓 讀. 講 解 は、^^ 卜- に よ つ て -ャ 安 

の 訓に從 つ て、 原文の 漢-乂 を 全-部 假名 書に 改 

あって、 これ は、 博 士の 日本書紀 講 讀 の 成 凰 ん に 

. 從 つて、 私記の 訓讀と 相俟って、 日本書紀の 

研究 上に 有益な 書で は あるが、 決して 日本 讲 

であった わけで はない。 常識的に i^,- へ こ も 

麻呂は 非常な 苦心 を 費 し、 漸 く、  e: 筒 月 に して. 

よりも 十倍 も 長 く、 且 つ、 殆ど 全部 を 假名 害す 

詔 命 ド り、 そ の 年の 中に， 上 麦な ど 出來る もの 

二 七 五 


で よ 

そ れ 

古事 

ろ。 

と說 

と し- 

で  あ 

本書 

に と 

樣の 

古事 

明 か 


な 

で- 

1 一一 ia 

名 

る 

己 

ど 

で 


山 代 文 mi 史 上卷 

從 つ て、 現存の 

七 年の 國史 は、 

た體 裁で t 

く、 古事記 や、 そ 

書が 出来て、 次 

紀は、 現存の 假 

ある。 かやう 

紀 を 今 お- とし- 

日本 紀の 假名 

く 別個の 書で 

殆ど 信す ベ き 

あ る な ら ば， 必 

も の が、 假名 書 

.. かやうな わ 


七 六 


假名 日本 紀は、 和銅ヒ 

現存の 假名 日本 紀の 


の 根據も 理由 もない 意見で 


量 一 も それと 同じく： 

か ら， そ れに 似た 和 一 

日 本書 紀の ご と き- 

の 日本書紀 や 漢文 一 

して、 假名 日本 紀にー 

本書 紀以ぉ に、 假备 

本 紀と稱 する もの; 

る の ではな く、 釋 日： 

値 ある 說 と は 思 は 一 

し も. 假名 日 本 紀なー 

國史 とい ふに は 、決 

で、 釋 日本 紀、 & び を 

あると 云 はな けれ- 


年の 國. a/ レー は 

やうな もので 

らゐの 短い も 

銅 七 年 の國 

■ 全く 變 った體 

の 日本 寄 紀 と 

執着す る の は- 

日， K- 紀の存 す 

は、 H3 本書 紀の 

本紀で はピ れ 

れ な に 殊 に. 

どと 稱 する 事 

して ふさ はし 

の グボ 統を 引く _ 

ば な ら な い" 


の 關係も あ 

な ぐ iH 華 言 

で あ つ た ら 

ご と き- 卷 數 

。書 力 す 

全く 關 係の 

H 本 rtl に 、假 

事を述 ベ て 

異本と 見な 

關 し て、 推 測 

銅 七 年の 國 

出来る 性 1^ 

な い 書で あ 

銅 七 年の 假 


る もので はない。 

の ごとき 文章 で- 

う  とい ョ 力 あ 

少く 古代 國語を 

も の で、 和 銅 ヒ 年 

無い ものである 

名 日本 紀を 古本 

ゐる： ハ： に よ る の 

さ れ て、 現今 の u 

の 意見 を述 ベ た 

史 力 古 isi!* 1ー1  一 a と い 

の 書で な い $ は， 

る 事に よっても 

名 日本 紀說 は、 何 


假名 書の 日本書紀 拼し 

讀し難 い 部分 を も 、出来る た 


面. 現 .；：i の 假名 H 本紀の 存在 は H 衣 寄 紀の漢 交で 書か れて 


•0  0 で jjp ま う と し 


o  つ：  I  \ 

^ィ. 、化 メ、. ^ゥ 1 v^/y^ \  く 

♦ り { "も」 持 ^  .«.,^  <-yh ふ ；r< ろ. みた 

:J ウ i,c  >  \ で， -"、 


も 


:1、さ 代 の 國 尊 重の 觀 念 を， 如 賁 に 示 

す ものと い ふ 車が 出來 るで あら 

假 う 此 の 他、 書 紀 自身の 有して ゐ 

る 訓讀の 註 記 (そ の 中には、 後の： 

記の 類からの 提人も 多い 事と 

はれる が) や、 私 記の 與 へて ゐる^ 

讀に よ つ て、 古語 の 理解に 多大の 

便 育 を 與 へられて ゐ るので あ る 

か ら.此 の點 において は， 古事記 同 

樣 に、 日 本書 紀も 重ん す ベ く、 特 に 

假名 日本 紀の ごとき は 尊重す ベ 

きものと 思 はれる。 さう ノ ふ AH^ 


味で、 現存の 假名 日本 紀の 文例 を 一 節、 次 に揭げ てお かう。 

やまと ふみの まきのつ いで ひとまきに あたる まき 
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二 七 七 


上代 ケ學史 上卷 

力みよ のかん のまき 

いにしへ に-あ め つちい まだ わかれ す、 め を わ 

ことくく、 もりて きさし を ふ、 め， c その 

な b  、か さ な り に ご れるも の は、 つ 、、、いてつ も 

る は あ ふぎ やす く、 か さなり に ご ：：： るゲ こ-り 

てづ ものち にさ だまる- しかう しての t-- に- 

つ  もの ひらく る はじめに、 くにつ ものう かれ 

の 水のう へに うける が ご とし" ときに あめ 

しかび の ごとく-すな はも 神と なる" くにの 

ふ" な らびに 


れよリ あまりん、 は 命と い - 

シ乇 

みことと い fj 下 みなこれ に ならへ 


一七 一へ 


力れ さると き， ま ろ がれた る こ と、 と りの この 

す み あ き ら か な る もの は、 た なびいて あ め と 

と な る にお よん で-く はしく たへ な る が あ へ 

た る は、 か たまりが たし， か れ. あ めまづ な. 0 

かみ そのな かに あれます f かれい は く、 あ め 

たぐよ へ る こ と、 た と へ に な ほ し あ そ ぶ う を 

つちの なかに ひとつの 物 なれり- か た も あ 

とこた ものみ ことと ま をす い ii  くた と さ ん」 

に 尊， -,- ：>  ュ 二 

の さ づ ち の み こ と、 次 にと よくんぬ のみこと 


次に くに 

すべてみ はしらの 祌 ます。 あめの み も ひ と りなす、 この ゆ ゑに この をと この か .: さ ，り を な 

せ り. 

かう いふ 調子 で す ベ て を 訓 讀 して ゐ る- 

釋 日本 紀 引用の 假名 日本 紀 釋 日本 紀に 引用の 假ノ A 日本 紀と いふの は、 これと 別個の 

本 で、 原本の 漢字 を 多く 假名 書 の 訓讀 に 書き か へ て あ る も の ら しく 或は 原本の 漢字 をも殘 


して、 そ れ に .訓 註を附 したと こん もあった 書 の ご レー く  m,^ はれる か ら， や は り、 現 今の 日本 寄紀 

を 離れた 本で は な い これ も、 nn...- 紀講筵 等の 書 紀訓讀 に關 係の あるせ： と 思 はれる。 今、 釋 

UM 本 紀に 引用す る 所の 一 ： を揭げ てお ノ、 

ー淹滞 一の 註に-  ^ 

俺 滞 二字 ヲ 假名 H 本紀 一一 「シヅ 、、、トモ リテ」 ト (現存の 假名 日本書紀 では 「つ-、、 

い て」 と訓 す) 

「浮漂」 の 註に 關 して、 

古 事 記. 假 名： H 本紀 等、 皆 淇 滓 ノ處ニ 「ク ラゲ ナス タ、 >  ョヒテ J ト註 之. (現存の 假名 日本 

書紀 では 「く、 もりて 一 又は 「くもりて」 と訓 や！ 

かや-つ に、 訓 讀 を 主と したせ £ でめった 事 は、 現 存の 假名 H 本書 紀と 同じで ある が、 た •> そ の ，訓 

に は 現存の 假， 6  H お 奋 紀と 全く 違った 所が あるか ら 、平安朝 時代 の 假名 日本 紀に は、 現存の 

假名：：： お 書 紀 と だ訓の 異 な つ た も の が あつたと 思 はれる。 

假名 日本 紀歌註 本 な ほ、 假 名 日本 紀と 題す る 一 衣に は、 佚 書と 思 はれて ゐた 顯 昭の H 

本 紀歌註 かと m わ はれる もの が あ つ て、 此の 假名 日 本 紀 は、 勿 論、 此 所に 云 ふ 假名の 曰 本 *1 紀と 

は 全く 無關 係の ものである  . 
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卷 卷 '{  き 卷 卷卷卷 卷卷錄 


二  S 


芽 二に 


容 


槪 


日本書紀の 各卷に 記さ 

一  祌代 上 

二  祌代 F 

三  祌武 天皇 

TO:  殺靖 天皇 —— 開化： 火皇 

崇神 天皇 

垂仁 天皇 


てゐる 天皇の 御 時代 は 次の： 通， 0 である. 


五 

九 


景行 天皇. 成務 天皇 

i: 哀天 皇 

神功皇 UP 


卷 

卷ト 

卷ト 

卷ト 

卷卜 

卷十 

卷ト 

卷十 

卷卜 

卷  一 * 

卷二 

卷二 

卷ニ 

卷ニ 


十 


三 

* ヽ 

十 

十 一 

十二 

十 三 

十四 

^二 編. 


應神 天皇 

仁德 天皇 

履 中 天 皇. 反 正 灭 皇 

允， 恭天皋 安康 天皇 

雄 5?^; 灭 皇 

淸 .¥  X 皇 . 1 1 仁 賢 天 皇 

武 烈 大 皇 

繼體 天皇 

安 閑 天 皇. 宣 化 天 皇 

欽明 天皇 

J 奴 達 天 皇 

ffl 明 灭 皇. 崇 峻 ： 太 皇 

推 古 ： 火 皇 (「古 事 記」 は此 所まで) 

舒 明 大 皇 

皇 極 天皇  • 

二 章 R 本せ； Efcl 


八 


上代 文 * 史 上卷 


二八 二 


卷ニ 十五 

卷ニ 十六 

卷 二十 ヒ 

卷ニ 十八 

卷ニ 十九 

卷 三 十 

記述の 體裁 


孝德 天皇 

齊明天 皇 

天 智 天 皇 

天武 天皇 

持統 天皇 

冲代 雨卷は 


記事に 對 する 異 it が 數ぉほ く 

い。 し：" して、 話の 筋 は、 本文 だ 

づ 最初に 總說 的に 揭 げ て、 次に 

も、 年 ド 順 に 列 して ゆく とい 

書の 引用が あ ^、又、 書名 を 明 か 

して 見る" 


.最 も 分量が 多い が、 此 の 部 分 に は、 「 一書 曰」 と 記し て、 本 文 の 

あげられて ゐ るか ら、 本 文 だけの 分 量 は， 決 して、 さ う 多く はな 

けで 連續 する ので ある。 卷 三以ド は、 そ の 天皇の 御 6^ 傳 を、 ま 

そ の 天皇の 時 に 起った 事が ら、 或 は、 天皇 御自身の 御 事 蹬を 

ふ 記載の 方法 を 取って ゐ る。 又、 此 の 中に も、 一. 一 云」 と て、 他 

にして、 引用し； i pi 所 も ある。 以下 その 內 i み- を稍詳 しく 說明 


二 神代 卷の 解說 


日本書紀の 特色 

「一書 曰」 は 少 き は 

と して あげた- 乂苹の 

部に 對 する 異傳 では 

記事の 長さ よ り も， 大 

として 列擧 せられて 

順序に 從っ て、 次第し 

すし も 一 致して ゐる 

日本書紀の 本文 を 主 


H 本 i,:!:; 紀の待 色 は、 「一 * 曰」 の列擧 せられて ゐる 所に ある ^  ^ 

一 ま、 多 き は 十 數條に 及ぶ もの も あ b  、又、 中 に は、 本文よ.^ も 「一 曰」 

方が おい もの も ある。 此の 二 書 曰」 は、 本文と して 記した 記事の、 全 

無くして、 多く は その 一 部に 對 する 異傳 なので あるから、 從 つて、 义の 

抵 よその 文章の 量が 少く なって ゐ るので ある。 しかして • - 一  書 曰」 

ゐる 初の 方 は、 本文に 記した 事 がらのお の 方に 當 り， - 下 本 文 の 記述 の 

て ある。 その 日本書紀に 記す 所 と、 古 事 記 に 物 語 られ てゐる 所と は. 必 

もので はな く、 却 つ て、 細部 に 於いて は、 異 な る 筒 所が 多い ので あるから 

とすれ V- 、古 事 記 の ごとき も 亦、 「一 書 曰」 の 位地 を 占める ものと なる 


准 南 子. 三 五曆 記の 影響 今、 日本書紀 の 最初 の 部分 を 揭げて 見 る. 


せ へ 天 地 ^K: だ 剖 れ ず、 陰 陽 分 れ ざると き、 渾 

沌れ たる こと 鶴の 子の 如 く、 溪 津 りて 牙 を 
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昔 夭 地が 未だ 分離せ ず 陰陽の 性別 も 分れない 時には、 す 

ベて が 混り あつ てゐる こと 鵡. の 卵の やう で、 そ の 中に も 

二八 三 


上代 々^史 上卷 

J  >  す  あきら  たなび 

含 め り。 其の 淸み陽 かな る 者 は、 薄 靡 き て 

あめ  つ-. -  つち ，ぶ 

天 ，こ 爲 り、 重 く  ^ れ る 者 は、 淹 滞き て 地と 爲 

, , は  たへ  あ ふ 

るに 及 ひて 精し く 妙なる が 合 へ る は搏ぎ 

こ  かたま  た  かれ 

曰め く、 重 く 濁れる が 凝れる は竭り 難し。 故 

あめ  つち  .J- 

天先づ 成りて 地 後に 定 ま る。 然して 後、 神 

聖 其の 中に 生れます。 


二八 四 

然の氣 が 籠つ て、 天 地の 元始と なる 朋芽を 含ん で ゐ た。 

此の 中の 澄み 明かな 物 は 虚空に 輕く 浮んで 天と なり、 重 

く 濁つ て ゐる物 は 連り 沈んで 地と なる に 至つ て は、 精 致 

微妙なる 物が 一 つに 合して 上昇す る 事 は 容易で あるが- 

重く 混濁して ゐる 物が 一 つに 凝り固ま ると いふ 事 は 困 

難 で あ る。 故に 天が 先 づ 出來 上つ て か ら、 地 が 後に 定 ま 

つたの で あ る。 そ の 後 に、 神 が、 そ の 夭 地の 中に 出現し 拾 

う -  一- r 


以上 冒頭 の え は、 准 南 f の 天文 訓の 初の 方の 文章 を そのままに 取 つ た もの-であ る。 

天 墜 未お、 碼 m  M 翼、 洞 洞 漏 漏、 故 曰，， 大 に； 道" 始： 于 虛 霸；、 虛 霸 4 宇 か 宇 宙 生 バ％1 有：， 漢 .g; 淸 Hi 

者 薄靡而 爲. 天 、重 濁， 者凝滯 而 爲. 地。 淸 妙ノ 之 んロ 專 "ま、 重 .亂 之 き" ま C 灭 ^  €7 而 地 あ 定. 

此ケ 後卞の 文章が そ のままん つて を り、 た だ 二三 字の 相違 が あるの み で あ る" また、 冒頭の 

語句 も、 三 五 暦 記 に ■  * 

C  C"  0  or.-„>.'c  ニノ  ジ  0  0  C  C  0  0  0  C 

天地 混沌 如，， 鶏 子； 盤 古 生，， 其 中； 萬 八 千 歲、 天 地 開 闢、 陽 ^ 爲 k 、陰 (4 地。 

と ある m 心 想 を 取った もので、 「混沌と して まろ がれた る こと 鎖 子の 如し」 とい ふ 名高い 文 

句 も、 純粹 の わが 岡の もので は な ぐ， 支 那の 思想の 輸入であった。 故 に、 此 の 部分 は、 わ が 固の 


祌代史 と は 3： の關係 もな いもの で 日本書紀 

うな 目的の もと に、 漢 籍の 文章 を 採って 加へ 

か ら が、 眞 實の わが 天地開闢の 說話 であ り、 建 

I  1 1  かれ  あめつち わか  にじめく に つち 

天地開闢 故 HI  く、 開闢る ろ 初、 洲壤 浮れ 

漂へ る こと 譬 へばな ほ. 遊 ぶ 魚 の 水の 上に 

浮 け る が ご とし。 その 時、 天地の 巾に 一つ 

な  かたち あし かび  すな は  な 

の 物 生れり。 狀葦 牙の 如し。 便ち 化り ま 

くに とこ たちのみ こと ま ^  J  ^.J,  お 

せる 神 を 國常立 尊と 號す ^ 1 て f さズぉ t 

と 曰 ひ、 ft: 餘 ん」 <w 

と ITT  »J0  ； K  - 一  ミづト と  くにの さづ ちの みこ， i 

r.  、。  -U-^I^-.K/" 〉ズ に， 國狹槌 尊、 次に 

0  J 下 皆此に 做へ 

i よくむ めの み IJi すべてみ はし，..'  あめ  な 

豐斟淳 尊、 凡 三の 神ます。 乾の 道獨り 化す、 

この 所以に 此の 純 男 を 成せり。 

1 書に H  く、 天 地 初めて 判 る ると き、 一 の 

物虚 中に 在れり。 i 貌ー百 ひ 難し。 其の 

中 自ら 化り 生 づる神 有り。 國常立 尊と 

まを  くにの そこ たちのみ こ i  4^ 

號寸。 亦 阔底立 尊と H す。 次に！： 狹槌 

二 編 第二 章 日本 赛紀 


の 編纂 者 又は 史官が i 妝 重味 を 加 へ ると いふ や 

たものに 過ぎない から、 これ を 除いた 次の 夂章 

國史の 第一 頁が 此 所から 開かれる ので ある. 

さ て、 天 地が 開かれた 初 に、 國 土の ふ はりく と 漂うて ゐ 

る 樣 は、 譬 へ ば 丁度 遊泳して ゐる 魚が 水の 上に f!i ん て ゐ 

るのに 似 て ゐ ると 云 ふ 事 て あ る。 そ の 時、 此 の 宇宙 間に 

一 つの 物が 生 じ た： その 形 は 葦の 芽の やう で あ る。 S 

ち 、かくして 出現し 給うた 神 を 國常立 尊と 申 上げ る。 蕞 

も 費い お 方 は 尊と いふ 字 を 用 ゐ、 そ の 他の 方に は 八 叩と い 

ふ 字 を用ゐ る、 い づ れ も ミコ トと讀 む。 以下 皆 此の 例 で 

あ る" } 次に 國 狭槌 尊、 次 に 豐掛淳 尊、 あ は せ て 三柱の神 が 

存在 せられる， 夭 道が 自然に 化し て、 そ のために、 此の 三 

柱の 男 神と 成られた の で あ る。 

一書に 曰く、 天地が 最初に 分れた 時、 一 つの 物が 中に 

生じた。 その 形 は 云 ひ 現しに くい。 そ の 中 に、 自 然 と 

現 れ 出 で た 神が あ つ た。 これ を 國常立 尊と 申し上げ 

る。 亦 國底立 尊と も 申 上げる。 次に は 國狹槌 尊が 現 

れ仏 g うた。 亦の 御名 は 國狭立 ft- と 申 上げる。 次に は 

二八 五 


上代 文學史 上卷 

尊、 亦 國狹立 尊、 次 に 豐 國 主 尊、 亦 豐 組 野 尊 

ま を  力 ふぬ の  ま を  うき ふ ぬ 3 とよ 

と 曰 す、 亦 豐香節 野 尊と 曰 十、 亦 浮 經 野 豐 

かひの * を  くに めの  1 くひ ぬの 

買 尊と 曰す 、亦 豐國野 尊と 曰 す、 亦 豐 齧 野 

ま を  に こ くに ぬの  ま を  くに み ぬの 

尊と 曰 す、 亦 葉 木國野 尊と 曰 す、 亦 國見野 

ま を  これ 

尊と 曰す.' 葉 木 國、 此 を ハコ クニと 云 ふ „ 

ある，. 1 み  わ 

一書に 曰 く、 古 へ國稚 く地稚 かりし 時、 譬 

へ ば 浮 ベ る 膏 の ご とくして 漂 蕩 へ り、 

な か  な  かたち あし か. ひ  ぬ 

そ の 時、 國 の 中に 物 生れり。 狀葦 牙の 抽 

け 出で たるが 如し。 此に 因りて 化り 生 

づる神 有り。 可 美 葦 牙彥舅 尊と 號 す。 

ft- に 國 常 立 尊、 次 に 國狹槌 尊。 可 美、 此を 

ゥマ シと云 ふ、 彥 臭、 此 を ヒ コ. ヂと 云 ふ。 

ある ふみ  あめつち まろ か  か 

一 書に in  く、 天地 混れ な り し 時、 始 め て 神 

人 をます。 可 美 葦 牙彥舅 尊と 號 す。 次 

に 國底立 尊。 

ある ふみ  あめ つち  わか 

1 書に 曰 く、 天 地 初めて 判る ると き、 始 め 


二八 六 

豐國主 尊が 現れ 給 う た。 亦の 御名 は豐組 » 缘、 亦 の 御 

名 は 豐香節 野 尊、 亦 の 御名 は 浮 經野豐 尊、 亦 の 御名 は 

豐國野 尊、 亦 の 御名 は 豐齧野 尊、 亦 の 御名 は 葉木歸 尊、 亦 

の 御名 は 國見野 尊と 申し上げる。 (葉 木 國はハ コク 二 

と i む) 

一書に 曰 く、 昔、 國 土が 十分に 出来 上 ら な かった 時分に 

は、 譬 へ て 云 ふ と、 水 の 上に 浮いて ゐる膏 の やう に、 ふ は 

り ふ はり と 漂 ラ て ゐ た。 そ の 時、 國 土の 中に 或 物が 生 

じ た。 そ の 形 は、 葦 の 芽 が 0 か ら 拔け 出した や う て あ 

る" 此の 物に よって 出現し 給うた 神 が あ つ た。 町 美 

葦 牙窗舅 尊と 申し上げ る。 次 に は 國常立 尊、 次 には國 

狭槌 尊が 現れ 給う た。 可 美 は々 マ シと訓 じ、 g 臭 はヒ 

コ ヂと訓 む。 

一書に 曰く、 天地が 未だ 混じて ゐた 時分に、 始めて 神が 

現れ 給うた。 可 美 葦 牙彥舅 尊と 申し上げる。 次に は 

國底立 尊が 現れ 給うた。 

一 書に 曰く、 天地が 初めて 分離した 時 分 に、 そ れに とも 


m  一  t 此 に 
の' 'ま 書え を 高 


なつ て 始めて 出現し 給うた 神が 居られ る。 國常 立： 

と 申し上げる。 次に は 國狹缒 尊が 現れ 給うた 乂：！ 

書 に 述べて 曰 く、 高 天 原に 出現し 給うた 神の 御お を 夭 

御中 主 尊と 申し上げる。 次に は 高 皇 產 靈 尊、 次 に は 神 

皇逢靈 尊が 現れ 給 う た。 皇產靈 は ミ ムス ビと訓 む。 

一 書に 曰く、 天地が 未だ 生じなかった 時分に は、 譬へ て 

云 ふと、 海上に 浮んで ゐる 雲の 依り 懸る 所がない やう 

てあつた。 その 中に、 一つの 物が 現れた。 それ を譬へ 

る と、 葦 の 芽が 始めて 泥の 中に 生 え 出 で た や う で あ る。 

そ こ て、 そ の 物が 化して 神と なられた 方 を 闕常立 尊と 

申し上げる。  ， 

一書に 曰く、 天地が 初めて 分離した 時分に、 一 つの 物が 

有 つ た。 葦 の 芽 に 似て ゐ て、 {4! 中に 生じた。 この 物に 

よ つ て、 出現し 給うた 神 を 國常立 尊と 巾し 上げ る.. 次 

に は 可 美 葦 牙彥舅 尊が 現れ う た。 又 かやう にも 傳 

へて ゐる。 一つの 物が あつ て、 そ れは 水の 卜： に 浮 ん で 

ゐ る 膏 に 似 て、 {<y 中に 生じた。 この 物に よって 出現し 

給 う た 神 を 國常立 尊， V- 巾し 上げる • . 

二八 七 


て 销に生 づる祌 有ます。 國常立 尊と 號 

す。 次に 國狹槌 尊。 乂： n  く、 高 天 原に 生 

れ ます 神の 名 を 天 御中 主 尊と 臼 ふ。 次 

皇 產 靈 尊、 次 に 祌皇產 靈 尊。 皇 產 靈、 

ミムス ビ と 云 ふ 

に H  く、 天 地 未だ 牛： ら ざ る 時、 譬 へ ば 

上 に ？；； ベ る 雲 の 根 係る 所 無 き が ご 

とし。 其の 巾に 一の 物 生れ り。 葦 牙 の 

初 め て 塗 の 中に 生 ひたる 如し。 便ち 化 

かみ  ま を 

り ませる 人 は 國常立 尊と 號す。 

ある ヱみ  あめつち  わか 

一書に H  く 、天 地の 初め 判 るるとき 物 有 

り、 葦 牙の 如く 空の 中に 生れり。 此に因 

な  まち 

りて 化り ませる 神 を，..^ 常 立 尊と 號す。 

次に 可 美 肇牙彥 舅 尊。 又、 物 有り、 浮べ る 

膏 の 若く 空 の 巾に 生れり.」 此に 因りて 

化り ませる 神 を w  ^ 立 尊と 號す。 . 
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異傳の 比較 右の 如き 一 書 は の 間に、 いかなる 點 において 相違が あるか を 調べて 昆 

る と 

第一 に、 天地の 分離と 祌の 出現との 時期の 關係 について。 

第二に、 天地の 形狀の 譬 について。 

第三 に、 神の 出現す る， t£ ^状の 譬 i- に ついて。 

第 四に、 神の 有無、 その 出現の 順序の 相違、 祌 名の 相 逢に ついて。 

以上の 四 點に歸 着す る。 さう して-その 各 書に おける 關係を 記して 見る と、 

一、 S 天地 分離 後、 天地 間に 神の 出現し 給 ふとした もの.. ■  i 本 文、 第 一 一 書. 第 六 一 書。 

E 天地 分 離 前、 混 沌 たる 時 に、 神 の 出現し 給 ふとした もの —— 第三 一 書. 第 五 一 書。 

ゆ 天地 分離 後、 天 地 間、 及 び 高天原に 神の 出現し 給 ふとな した もの —-— 第 四 一書。 

ゆ 天地 分離 後、 國 土の 上に 祌の 出現し 給 ふとな した もの 11 第二 一書" 

一 國土を 遊 魚に^ ふ -1 . 本 文。 

S 國 土 を 浮 膏 に ふ —— 第二 一書。 

ゆ 天地 分離 前の 形状 を 浮 雲に ふ —— 第五 一 書。 

お 譬 #i なきもの —— 第 一 一 書. 第 三 一 書. 第 四 一 書. 第 六 一 書。 


三、 s 祌の 出現す る 形 狀を葦 牙に 譬ふ I 本 文、 第二 一  書. 第 五 一 齊. 第 六 一 書， 

祌の 出現す る 形狀を 浮膏に 譬 ふ —— 第 六 一 書 .=s^ 

g 譬 なきもの —— 第 一 一 書. 第 三 一 書. 第 四 一 書。 

四、 S 國常立 尊. 國狹槌 尊. 豐辩野 尊， - 本文、 第一 一書 (異名 を 多く あぐ)。 

g 可 美 葦 牙彥舅 尊. 國常立 尊. 國狹槌 尊 -i 第二 一  書。 


尊祌皇 產靈尊 ー! 第 四 一 書。 


§： 可 美 葦 牙彥舅 尊— - 第三 一 書。 

ゆ 國常立 尊. 國 狹 槌 尊、 及 び： 大 御中 主 尊. 高 皇 產 

ri: 國常立 尊.—： 第五 一 書. in. (13113.。 

f  . ^ハ國 常 立 尊. 可 美 葦 牙 彥舅尊 —— 第 六 一 書。 

右の 如 ぐ、 全 然 一 致して ゐる傳 はな く、 皆、 細 部に おいて、 違って ゐる。 以ドに 一書と して 揭ダ 一 

てゐる もの も、 少， ぐと もこれ と 同程度の 相違が ある。 叉、 中 に は， 本文に 記す 所に 譲つ て、 一 書 

の 方で は、 その 記述 を 略した 部分 も ある， 黎め， 俐： や 十 睾， の中广 ！，、_ 「支」… t 記 1 に. て？ 「物 辛. 

わ 、浮」 やる *E め 舍. i ,G+iff 机 ipj! と あ も- の -は、 そ の ：ig, の £ 早 £g に、 「天， め 判る る I 一 

と き- 吻有： と ある、 そ の ， 「物 官 b!f- -,^ -受 ：^! て，、 直， も」 Ji 、！ f 物. 有；. 0 ..1  fe,  0 の 4 一 n ぐ I と續 ナ た 

ので あるか ら，、 當 然、 此 の 一 窨の傳 において は. 初 に 「天地 の 初め t;: る る と き JJii- へ， き , 
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1^ し たので ある r  ffi 様 め關 舉ほボ -vilHg  -JQ 間-に も la られ るの で ぁづ 例 へ ば、 右 

に擧 げた 例の 次の 部分で、 本文で は， 「次に 神 有ます、 伊转諾 尊. 伊 群， 冊 尊」 と 云 ふ 文章の 次に 

ふた はしらめ かみ あ を かし き ねの み- J と  みこ 

一一 書に 曰く， 此の ニ祌 は、 靑欞城 根 尊の 子な り」 と あるが、 此の 文章の、 「此の 二 神 は」 とい 

ふの は、 本文の 「伊 弊諾 尊. 伊 群 冊 尊」 を 受けた ので あるから、 元來 は、 此の 一書の 原文に は、 二 

神の 御名 を 記して ゐ たの を、 此 所で は、 本文に 讓 つて、 二 神の 御名 を 略して 文章 を揭げ てゐる 

ので ある" かやう にして、 一書の 引き 樣 も、 決 して 原文に 忠實な もので はな ぐ、 編纂 者 の 意 向 

によって、 g 略 や 部分的 變改 などの 加 へられた 所 も 多い ので あらう。 此の 本文に 載せる 所 

は、 大抵 諸 書 に 共通した 說 が 多い やうで あつ て、 卽ち、 種 々 な る 異傳に 共通した 耍素 を揭げ て 

本文 としたかの 如ぐ である が、 勿 論 さう でない 所 も あ る- 殊 に、 國 土の 浮び 漂うて ゐ る さ ま 

を 魚の； 冰 ぐのに 譬 へ た 譬 の 如き は、 他の 書に 見えない 所で ある。 

古事記 神話との 比較 今 これ を 古， 事 記の 記載と 比較して 見る と、 ト ：1 事 記の 記載 は、 頗 る 

第二 二 書. に S 、また、 祌名は 第 四 一 書ンに 類似して ゐる： -^jH 口 事 記 に 見 え る 天 n $$04 

d.ftw 紀 に は、 ど .tuTp^lr ゐ な：， い、 - つ ま . ^、古 事 記 は、 日 本書 紀に 出て ゐる どの 書と も 違 

つて ゐ て、 寧 ろ、 日 本書 紀の 本文に 比して は， 持 殊 性の ある 記載と 思 はれる が、 し か も、 祌 名 の ご 

と き は、 な るべ く廣く 網羅して 掲げられて ゐる やうで ある： さう して、 第一 一書の ごとき は、 


祌 名の 異名 を 多く 揭 げた 所に 特色が あり、 第三 一 書. 第 四 一 書の 

ぶ つ きらば うな 現の 中 に、 む しろ 待 色の 見られる もの も あ，^ - 

譬 喩を 述べ てゐる 所に 特色の 見られる もの も ある" 葦 芽の 譬 

一 y 的な 存在で あつたに 違 ひない。 第三 一 書の 

彥舅 尊の 御名 を 出して ゐる の は、 や は， 0 も と、 か 

れる" でな けれ ば、 此 の 御名の 出づ ベ き 謂 はれ 

. ^ややお では、 葦 芽の 代.^ に、 浮膏を 持つ て农て 

じた 謬說 であ る と 思 は ；： る-. 叉、 國 卜- を、 本 文 で 

る 膏」 に 譬 へ， お 事 記で は. 「浮 脂 一 と 一. 海月」 

あたか も、 日 本書 紀の 本文に ある 譬 喩 と、 第 一 - 一 

の 綜 合 的 態 度が 現れて ゐ. るが、 此の 譬 喩の 相違 

づく 所が 多 か ら う" 此 の 譬 の 一 あぶら 一 と 

が、 然 ら ば、 「遊 ベ る 魚」 に 譬 へたの は、 魚 撈 を卞： 

•T み さち 

方で あ り、 卽 も、 海 幸の あった 部屬の 譬 は、 これ 

云 つ た の は、 狩獵を 卞： とし て、 山 野 に 生， 活 して ゐ 
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は說 話の 最も 根 

しかも、 可 美 葦 牙 

示す もの と 思 は 

が、 こ れ を、 第 六 一 

たもの で、 後 に 生 

一 書で は、 「浮 ベ 

卜 2 事：^ の 譬 は ^ 

た HT が あつ て、 そ 

經驗の 相違に 基 

ものと はれる 

ゐた 人々 の考へ 

一 浮 ベ る 膏」 と 

？ルニ 編 


s-  く，^ ら の 蕾 ^ 

反對 に、 そ れぞれ 

喩は 殆ど 諸 書に 

ご と き は、 此 の 譬 

かる 譬喻 の存し 

がわから なくな 

ゐ るの は、 國 h の 

は、 「遊 ベ る 魚」 

と に 璧 E へて ゐる. 

書に 記した 譬 0 

は、 これ を 語 り 傳 

は、 獸 肉の 脂肪の 

と し て、 海？ f-i に 生 

であったら -ス 

た 人々 であ -^、  S. 

二 九 一 


もがし ない. 

に、 IE 々なる 

共通で、 こ れ 

まなく して 

て ゐた事 を 

る" ところ 

譬喩が 混じ 

に譬 へ、 第二 

此 所.^ も 

と を 結 八 = し 

へた 人々 の 

こと を-. ム ふ 

活 を ん で 

さ うして， 

やま 

も-これ は、 山 
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さち 

幸の あった 部屬で 語. 0 傳 へられた 時に 生じた 譬^ かと 思 はれる-. 

神 名の 異傳 祌々 の 御名に して も、 諸 書 に 於いて 異同が ある が、 國常立 尊 は 六 書に 出で 

て 最も 多く、 次 に は、 國狹槌 尊が 四書 に 出 で、 次 に は 可 美 葦 牙彥舅 尊が 三 書に， 出， で、 豐掛野 尊が 

二 書で、 他 は 漸く 第 四 一 書に 出て ゐ るの み。 天 常 立 尊に 至つ て は、 古 事 記の みに 見える もの 

であり、 右の 書紀 所載の 祌名も 亦， いづれ も. 古 事 記に 出て ゐる。 それ 故、 此 の點 からだけ で 云 

へ ば、 神 名 を 網羅 綜合して ゐる 古事記の 記載 は、 周到で あるか も 知れない が、 必す しも 原始的 

古 傳を傳 へ る 事に お いて 完全で あると は 云 はれな い なせなら ば、 天 御中 主 尊 や、 高 皇 產 靈 

尊. 神 皇產靈 尊 の ご と き、 自 然に獨 化し 給うた 祌、 卽 ち， 抽象的 な 絕對祌 は、 人智 の 進歩した 後に 

考 へられる 祌 であって 、文化の 進歩し ない 太古に あって は、 か やうな 神が 信じられて ゐ なか 

つ たかとも 思 はれる。 寧 ろ、 可 美 葦 牙 彥舅尊 の 如 き 神 が、 宇 宙を 支配す る祌 として 最初に 

C ら れ、 そ れ が、 後に なって 此の 神よ ，9 發展 し、 此 の祌が 分化した ものと し て、 天 御中 主神の ご 

ときが 信じられ たので はなから う か。 可 美 葦 牙 彥舅尊 は、 宇宙の 最初 に 現れ 給うた 祌 であ 

り、 ついで、 此の 國セの 神と して- 國常立 尊が 現れ 給うた ので ある。 此の 兩祌 が、 最 も 原始的に 

存在して ゐられ た 神で ある。 此の 國常立 尊に 對 して. 天 常 立 尊の 存在が 考 へられた もので 

こ れ も、 人文の 進化に 伴 ひ、 後代に 考 へられた 祌 ではなから うか。 卽 も、 國土を とし， こ れ を 


f- 美して、 國 七の^ 固で. 水久 に續 く. ベ き， を 念 味す る 國常立 尊 は、 4{1  ^民に とつ て、 最 も 早く 

信卬 せられた 祌 であらう かと 思 ふ。 故 に、 此 の 神の 御名が 最も 多く 出て ゐ るので あらう。 

異傳の 生じた 原因 以 h 述べ たやう に、 種々 なる 異傳が 存在す るの は、 これ を へた 部 

屬の 生活の 相違に よる 所 も あら う、 ま た、 人 智の 進歩 發 達に 從 つて、 意識的に^ 違 を 加へ て 行 

つ たもの も ある。 その他 さまざまの 原因で、 かかる 異 W の^  を 見る に せ つたので ある が. 

日本書紀で は、 そ れを 綜合 統 一 する 事な く、 そ れぞれ の 博の ままで、 網羅 集成しょう としたの 

である。 

神 世 七 代 以ド、 H 本書 紀の 内容に つ いて、 古事記との 重筷を 避け つ つ、 聊か 述 ベ て 見る 

事に する C  . 

右の 冒頭の 文章に 續 いて， 日本書紀の 本文 は、 

次に 祌ずま t 墜^ 尊 ¥ ほ は；^" きおき 尊き II 紅. 一き!. す 亦、 次に 祌铲 ます- まげ 

お ほとの ベ  お ほ t ま ひこ  ，！> ほ と 1  、 やかし こねの， 

■ おは まべ の 一： ーム ん+- 戸. 7}  、亦 大戶 摩彥之 尊. 大 戶摩、  — . い ， な マ さ， ..r^b^.  .L,  ."5- 吾 屋惶根 尊 i 

大苫身 尊 ひ f  G—  i  t に フさ r ほ %  ^な ま t ザ ュ" の ブ， び S  、 次に： W 有 ま r 面 足 尊. 惶 根 尊.？ ョ ひ I- 1  ^  ^ 

它^， 姬 尊と 曰す。 亦大 富 通 尊. 大 富 邊 &i とほす。 ュ {  -)  -  ^ ス： f ネ Z  、  S す、.^ 吾 忌 檯 城 

S とお tfl? ま 城 根 尊と。、 次に 砷 かます、 伊 辞 Si ぎ か &-齡 ぎ。 

曰す、 亦 吾 屋檯城 尊と 曰す。 二-, If ヨ - - 1 u^fl-  . 

と あつ て、 此の 祌 名の ご と き は、 頗 る 古事記と ^てるる が、 た だ 多くの 異^ を 註して ゐる 所が 
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違 ふ。 此の 異名の 挿入 は、 前 揭の、 日本書紀の 最初の 部分の 第一 一書と 同じで ある" これ は 

恐ら ぐ 同 一 書の 態度 を學ん だもので、 前で は 第 一 一 害と して 揭げ -此 所で は、 そ れを 本文と し 

て 記した もので あらう： 卽も、 か かる 性質の 書の 存在して ゐた事 は 明かで ある が、 た だ それ 

が餘 りに 煩瑣になる ので、 以下 で は、 か やうな 祌 名の 異名 (實は 一 寸 した 音變 化の 程度 で、 大！： 

お ほな むお の  や ちほ この  あし はら しこ をの 

主 尊 を、 大汝祌 八 千 矛 神. 葦原 醜 BP 祌 などと 稱 した 異名の ごとき、 根本的に 意味の 異な つた 名 

稱 ではない、 同 一 名 稱の轉 化に 過ぎない) を 揭げる 事 を 省略した ものと はれる. 

三 貴 子の 出現 さ て、 伊弊諾 尊と 伊 弊 册 尊の、 諸洲ゃ 諸祌を 生み 給 ふ 業が 終つ た 後で、 

「自分 は 旣に大 八洲 隠と 山川 草木と を 生んだ か ら、 次 に は、 天下の 中-たる 神 を. 生まな け れば 

ならぬ」 と 仰せられ て、 日 の祌 をお 生みに なった。 卽も それが 大日 靈貴 であ ら せられた の 

で、 二 柱の 神 は 甚だお 喜びに な り、 こ の 神 を 天 にお あげに なった。 次 は 月の 神で、 こ れも 尺に 

お送りに なった。 次 は 蛭 子 で、 こ れは 三年に なっても 脚が 立たない の で、 天 磐き 楠き に 載せ 

す さの をの 

て 放す， 捨て 給うた。 次 は 素戔鳴 尊で ある が、 此 の祌は 勇猛に して 國內の 人民 を 多く そこな 

はれた ので • 遂に 根の 國に追 ひ やられ 給うな 

此の所 は、 甚 だ 古事記と 違って ゐる。 さう して、 古事 記 と 類似の 話 は、 一 書の 方に 散見して 

ゐ るが、 本文で は、 右 の ご とぐな つ てゐ て-興味深き 祌話性 を 喪 失 し、 頗 る， 人口 理 化さ れてゐ る。 


恐 ら く、 こ の 如 き は 後 ^の眷 化で あつ て、 原 始 

ごときに 近い ものが あつたで あら う， 此 の 

一 書まで 揭げ て、 相 異 を 說 く 事、 極 めて 詳細 で 

持つ 祌話 であるから であらう 

素姜嗚 尊の 昇天 

かつ、 これ は 語り 傅 へら；； た 1^ 报.^ に して 

ら、 その 一部 を 示して 事 記の 文章と 比較す 

始めて 素 戔嗚尊 天に 昇ります 時 に、 ffi- 激 鈹 


つ NtuJ つ 

此 の 次 に、 素 達 尊， 昇天 


に 還 ひ、 山 岳 鳴り f え き- 

き  が 然 ら し む る な り。 

あら  あ 

の 神の 暴く 惡し きこと 

く  かたち 

詣る狀 を 聞し めすに 至 

きた まひての たま はく 

うる はし こ、 ろ 

來 たる こ と、 豈 善 き 意 を 

に 常に 國を奪 はんとす 

 第二 編 第一 一 章 日 


. 此則 4 い 神性 雄 健 

あま てらす ぉほス かみ もと 

天 照大祌 素より 其 

を 知ろ しめせ ば、 來 

り て、 乃ち 勃然に 驚 

- 吾が 弟の みことの 

以てせん や。 謂 ふ 

それ 

る 志お りて 力。 夫. 

本書お 


的に 浯 b 傳 へられて 來た ^話 は、 寧 A お 事 記の 

所 は， 各 一 書に よつ て、 甚だ 變 化が あ り、 第 十 一 の 

ある の は. わが 國 家の 淵源に 關し. 頗る 重要性 を 

の 條がぁ る の は、 古 事 記 と 文章が 酷似して を " 

書 か れ、 頗 る そ の 原 型 を 保つ ものと m-5 は；； るか 

る の 1^  {a! に 化する- 

最初に、 素戔嗚 尊が 大に昇 らうと せられた 時 に、 大 海に は 

物凄い 音 を た て て 波立 ち、 山 一お は 鳴り わめい た。 これ は、 

素戔嗚 尊の 御 性質の 勇猛な 事が 然 らしめ たの，， て ある。. 

天照大神 は 初めから、 此の 神の 亂暴 でい た づ らな事 を 知 

つ て を ら れ た か ら、 素 戔嗚 尊の やつ て 来られる 樣子 をお 

聞きになる に 及ん で、 ひ どくお 驚きに な り、 仰 せられる や 

うは、 「自分の 弟が やって来る こと は、. 決 して 善い 心 か ら 

では あるまい ■ 多 分、 私 の 画 を 奪 はう とする 心が あるの 

で あらう。 ー體、 父母が 旣に 三人の 子供た ちに は、 任務 を 

云 ひつけて おがれ て、 そ れ ぞ の ^ や- 支 配せ しめられ 

.. i 九 五 
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父母の 旣に 諸の 子た ちに 任せた まひ て、^ 

さ 一 か f> た 5 た  い か  (- 

其の 境 を 有しむ。 如何にして 就く ベ き 國 

を 菜て 匿 きて、 敢 へて 此の 處を窺 薪 ふや と 

みかみ  あ  みづら な  み も 

のた まひ て、 乃 ち、 髪 を 結げ て髻に 爲し、 裳 を 

ひきまつ  た  やさ かに  いまつ  み 

縛 ひて 袴に 爲 し、 便 ち 八 K 瓊の £ 百 箇の御 

t- で， -  - みみ づら み-,, づ； - みたぶ さ まつ  そ. ひら 

铳 を 以 ち て、 其 の髫髮 及び 腕に 纏 ひ、 又 背 に 

千 箭の微 と 五 百 箭の輕 ，こ を 負 ひ、 臂 に稜咸 

だ-か とち  は  は- チ  だ  たに-み  .C 

の 高 辆 を 著 き、 弓 镛を 振り 起 て、 飆 の 柄 を 急 

しば  んた にに  む^"も、 ふム おと あわ t き ；1 と 

り 握 り、 堅 庭 を 踏み て、 に 陷 し、 沫 雪の 若く 

蹴 る 5 散 か し、 威の 雄 詰 を I™ は し、 稜 ^ の i 貝 >i 


二 九 六 

た の に、 ど う し て、 行 くべき 國を棄 ておい て、 此 の を 取 ら 

うとす るの か」 と 仰せ ら れ て、 髮 を 結うて 髻 にお 卷きに 

なり、 着物の 裾 を 縛って 男の 拷 とな し、 さ う し て、 多 くの 玉 

を 糸 て 貫いた 玉 飾り て、 そ の 御 髻ゃ御 «- や 御 腕に 纏 ひ 寸 

け に な り、 又、 背 中には、 千 本 入の. と 五 百 本 入の^と を脊 

ひお 

負 は れ、 臂 に は 勇ましい 辆を おつけに な り、 弓 末 を 振り 立 

て て、 劍 の 柄 をし つかりと お握りに なり、 土の 堅い 庭 を 蹈 

みつけて、 兩 股が 土の 中 に めり 込 み、 そ れ を 泡 雪の やうに 

m 散 ら し て、 元 氣の よい 叫び 聲を あげ ら れ、 威勢よ く 叱 貴 

の 言 葉 を 出して、 直接に 詰 問 あ そ ば さ れ た の で あ る。 

お こ  た. >  な I 

を 發 し て、 徑 に 詰り 問 ひた ま ひ き。 


まことに 勇 な る描寫 で あ る。 素戔嗚 尊の 昇天の 物す ごい 有様に 對し て、 天 照 大祌が 男 装 

せ ら れ、 勇氣 瓖 々 と 立ち. 向 は れ る 緊張した 有 儘が、： り の 誇張 を も暖： せしめない ほど 自然に 

し 力 も 十分に^ 迫 せ る 息 遣 ひ を も つ て 描 き 出されて ゐる。 これ を 語 る 時の、 iJjc  ,0 手の^ 吸 

も 亦 これに ふさ はしい 力に 充ち满 ちた ものであった に 違 ひない。 多 く の 人 に よ つ て 

せら わ 磨き上げられて、 一 字 一 句 も S る が す 事 の 出来ない 名文と なって ゐる。 この 文淳 が. 


古 事 記、 及 び 日本書紀の - 义に 採ら れ， その ま、 に 用ゐら れてゐ ると いふ 察 は當然 であ る。 

出 雲 系 神話の 稀少 これ 以 ドは， 古事記 の說 話と 大體同 一 である が、 素戔鳴 尊が 出 雲 に 

くしい など ひめ  おはな むちの か-; 

卜 り. 八岐の 大蛇 を 返 治し 給うた 後、 奇稻 田姬と 結婚して、 御 子大已 貴祌を 生み 給 ひ、 遂に 根の 

國に 行かれた と 云 ふ 所で、 第一 5^ の. K- , 义は 終り 大已貴 祌、 卽 も大國 t 命に 就いて はぱ 本書 紀 

で は、： E  C  ^ す 所がない。 た だ， 此 の. 1^ 文の 次に 出て ゐる六 種の 一 書の 中、 最後 の 第 六 一 害に 

おいて、 漸 く、 大 己 貴祌と 少彥名 命 と 共 力して、 國家 を經營 せられた 事が 僅かに 見 え てゐ るの 

みで ある 此の-日本書紀 に、 大 國 主命の 御 事蹟が 省略 せられて ゐ ると いふ 事 は， 注 意 す ベ き 

現象 である- 

天孫 降臨 ^は， 直ち に、 天孫 降臨 に 先立 つ て、 葦原。 中 國の狀 况を窺 は しめ 給 ふ (a めに 

天。 德日命 を 高天原 より ドし給 ふ 所 か .h  ま る r かくて 遂に 經津 主神と 武 a 槌祌 との 兩祌 

が 遣 は さ れ、 4< 已 貴 神が、 國を 譲渡 し 給うた の で 、天津 彥彥 火瓊瓊 i 尊 が-卜り 給 ふ： にな る 

此の 天孫 降 臨 の 所 は、 古 事 記と HI  書 紀 との 本文 は、 文章 までよ/、 似て ゐて， おにに： 拾り 博へ 

られ たま ま を 記した ものである 事 を 示して ゐる r これ は 最も 重大な 筒 所で あるから. 文章 

も i 牡嚴 であ り、 短 い-父 章の 中に、 よぐ 威 噴す るが 如き 重み を も^して ゐ るので ある r これ を 

兩 il^E と も に. せ 傳 の 文章 のま ま で、 揷 入して ゐ るの は， 前 にあげた 簡 所と： 1； は に、 當 然の處 置で 

二 編 笫ニ章 曰 本涂- \ が  二 九 七 


あ る- 
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書に おいて も、 此 の 所 は， 同 


文章 を 出 


も の が あるの 
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よ る と、 此 の莊 重なる 名 


文 は、 最 も 多くの 語. 0 手に 共通して 用ゐら 

天照大神の 神勅 S  、わが 國建國 の 基 

文で はな く、 第 一 一書に 至つ て、 S めて 揭げ 

よ  すめみ まみこと のり  のた ま  ちい 

因りて 皇孫に 勅して 曰 は く、 璺 葦原の 千 五 

ほ あき  み • つ ほ  これ あ  - つみのこ  きみ 

百 秋の 瑞穗 の國 は、 是 吾が 子孫の 王た る 可 

いまし すめみ ま しし  いで ま 

き 地 な り、 {且 しく 爾 皇孫 就きて 治 せ (又 ハ 、就 

—し  さき  あ-一 t つ ひつ ざ さか 

し て 治 し む ベ し)、 行 く ませ、 寶？ t の隆 えま さ 

まさ  あめ つち  き はま 

む f  J と、 當 に 天壤と 翁り 無 かるべ し。 

ひな ぶり 

此の 一書に は、 又、 古 事 記に も 出で た、 夷 曲 

から、 此の 日本書紀の 第一 一書の 神勅と 並 

て 記されて ゐる 天照大神の 神勅の 重要な 

書紀 の、 此の 一 書の 次に ある 第二 一  冉に は、 古 

こ  あま てらす おはみ かみみ て 

是の 時に、 天照大神 手に 寶の鏡 を 持ちた ま 

あめのお しほみ み， のみこと  ほ  のた ま  あ 

ひ て 天 忍 穂 耳 尊に 授け て、 祝 ギ て 曰 は く、 吾 


れてゐ た 辭章 であった と 思 は れ る， 

礎と なって ゐる、 天照大神の 神勅 は、 日本書紀の 本 

ら れてゐ る。 卽ち、 

そ こ て、 天 照 大神 は、 皇孫 瓊々 杵 尊に 勅して 仰せ ら れ る や 

うは、 「大日 本國 は、 これ 自分の 子孫の 主君た る ベ き 地 で 

ある。 瓊々 杵尊 よ、 あ なた は 此の 國に 行つ て 支配な さる 

べきで ある。 無事に 出發 せられよ。 皇. 位の 繁榮 し^ふ 

べき 事 は、 必ずや 天地の 盡 きる 時な きが 如く 永久に 繼績 

し 給 ふ て あらう」 . と 祝福 あ そ ば さ れ た" 

歌が 出て ゐて、 頗る. ^ 事 記に 類似した 所が ある 

で、 古事記 の こ れ と 同じ 筒 所 に、 此 の祌 勅に 代つ 

位置 を 占め る ものである 事が わか る： 义， HI 本 

事 記と 同様の 神勅 を揭げ てゐる 

瓊々 杵 尊の 天降られる 時に、 天照大神が 御手に 寶鏡 をお 


持 ち になつ て、 天 忍 穗耳续 にお 與へ になり、 祝 福 して 仰せ 


二  ！ハ  まさ 

が兒 此の 寶の 鏡を視 まさん こ と、 當 

とも  や か 

るが ご と く、 與 に 床 を 同じ 

し、 以 て. 一！！ の 鏡と 爲す 可し。 


吾 を 


みあら か ひ とつ 

し、 殿 を 共 


ら れる やう は、 「わが 子孫の 此の 寶鏡 ゃ視給 ふやう は、 あ 

たか も 自分 を視 るのと 同じ やうに し、 同 じ 室に 置か れ、 同 

じ 宮殿に 住み 給 ひ、 も つ て、 大切に ぉ祀 りする 所の 鏡と せ 

よ」 と 仰せられた。 


此の 种： i: も 亦、 國 體の 基礎と して、 最も 尊い お 言 葉で ある.  .$ 

遭々 许尊 次 に、 遭壇杵 尊が 吾田 i 叱 葦津 姬 (卽 ち、 木 花 開耶姬 一と 結婚して、 その 她を疑 ひ 

, おう た の で、 爲 め に、 吾田 乾 葦津 姬が產 室 に 火 を 放って 子 を 生み 給 ふ 話 も， 古事記と 同様で あ 

り. そり 次の、 お S m ¥ の 話も^ 一で ある- かぐて、 第二 卷を 終.^、 神武 天皇の 御代と な る 


三 神武 天皇よ リ崇峻 天皇 まて 

神武 天 皇 第三 卷以 下、 天 皇の 御代に 至 つ て は、 日 本書 紀の 記す 所 は、 古 事 記に 記す 所よ 

りも遙 かに 詳しい。 かつ その 詳密の 度 は、 時^の 下る に從 うて、 ます/,^ 增加 する。 占 事 記 

が、 終 の 方 は 簡單に 略述して ゐ るのと は、 反對 の ゆき 方で あ る- 從 つて 神武 天皇の 御 東征 の 

記述で も、 日 本書 紀の持 色で ある 年月 順に 次第 を 正して、 年表 式に 詳しく 記して ゐる 事 

記 で は.  . 
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ひ む；； It  た た  つ-. -」  かれ とよ ： に  う さ  くに .ひ と 

+r  nn 向 自り發 幸して、 筑 紫に 御で まし き。 故 豐 國の 宇沙に 到， < ^ま せ る 時 に、 其 のヒ 人名 

は 宇 沙都比 古. 宇 沙 都：^ 賣ニ 人， oij 一  騰 宫 を 作 り て、 大 御饗 獻.. ^き。 其 地 自 遷移 ら し て、 筑 

■s*. ん だの ラ  ？-. とせ まし ま  I  ^ ほ ...  あ t 介  ^  ： に. りんみ や  な % とせ f  •• 

紫の 阅田宮 に 一 年 坐し き， 亦せ、 の 國從り 上.^  # で まして、 阿岐 國の 多， 祁理宫 に 七 年 坐し 

き。 亦 其 の 國從り 遷，^ ト： り 幸で まし て， 吉 備の高 嶋宮に 八 年 坐し き- 故 其の 國從. ^上.^ 

行 でます 時 に 一 ド馨 )- 

と いふ 調子で あ る が、 此 所 を 日本 害 紀 で は、 

是の年 太 5lf 甲 W 、に 次れ 上 紀元" -別ヒ へ.^)。  ^  , 

^"むなづきひにキぃみ つきた ち かの と のとり  み. 0 か  み こ  ひ，..  ふない くさ  -3 

其 の 年 の 冬 十月 丁 巳の 朔の辛 酉の ひ 一： aHr 天 皇 親ら 諸の 皇子た も を jg ゐ て、 舟師 東を征 

た ま ふ。 (中 略)、 行 き て筑 紫の 國の 蒐狹 に 至.^ ます 時， 蒐俠 の國の 造の 祖 ぎり- 號を 蔸狭津 

ひ - J う さ つ ひ め  か は のへ  あ し ひ つ あがりの み や  八. へ 

孝 蔸狭津 媛と 曰 ふ。 乃す >i 鬼 狭の 川上に 一 柱 騰宫を 造りて 饗を 奉る，. C ト略ー 

t. つ ？  ひのえ： いん っシ- たち 一 (づ， ^え や？ すめら みこ ふ-  1  - な . -. 

十 育 一 月の 丙 戌の 朔め甲 午の ひ (八 HnK 皇、 筑紫 の 國の崗 の 水門に 至. 9 たま ふ。 

L に  す  ひのえ-りし つ つきた ち - につ i え や？ -，  ヌ  .-7. 

十 有 二  or の 1 円 艮の朔 の 壬 午の ひ (二 十七 日)、 安 藝の國 に りて、 埃の 宫に 居ます。 

乙 卯の 年 (紀 元 前 六 fcM の 春 三月の 甲 寅の 朔の己 未の ひ 一， 六 B#  b て吉備 の國に 人. 0 まして 

かりみや  つま  い  み ふせ  ふね  _ ^て  そな  まさ 

行宫を 起り^,、 ます， 曰 y を 高 島の 宫と曰 ふ。 三年 經る 間に、 舟 概を備 へ、 兵食 を菩 ふ、 將に 

一 たび 擧げて 天の下 を 平 けん と 欲す，  ^ 


つち。 えの- つま  ひのとの. <j り つき J- ち >3 ふの ► つじ  -、. T  or- 

戊 午の 年 (紀 元 前 三年) の 春 二月の 丁酉の 朔の丁 未の ひ (十 一 日 nHilJvg 遂 に ^*に ゆ く- 

と、 編年體  に、 かつ 詳しぐ 記して ゐる。 此の 神武 天皇の 御 東征に 關 して だけで も、 旣 に兩畨 ：. 

よって 甚だしい 年 時の 相違の ある 事に 氣 

事 記に は 見えて ゐ ない。 天照大神の 思 召 

金色の 鵄の話 は 、書 紀の 方に のみ 出て ゐ る- 


力 i: ぐで あらう。 叉， 名 高い 金色の 靈 鵄の事 も、. 

による 八 烏の 先導の 事 は、 いづれ も 出て ゐ るが， 


戊 午 

ひ のえ の *1 

丙 申 


年 (紀 元 前 三 き 十 二月 S 癸 巳の 


の ひ (四日)、 皇 師 遂に 3iH 髓 *K を擊 

へ ど も、 取 勝つ こと を え ず。 時 

し  ひさめ  - r. ね；， る 

陰け て 雨氷 ふ る。 乃ち 金色の 


有 


是 - J 

つとめた V 

カ戰 

因り 

得 る 


飛び 來 りて 天皇の 弓の 

かたちし 


其の 鵄 光り 曄嶺き て、 l「i  ii の 

、x いくさ. ひと  まよ  まざ 

由り て 長 髓彥が 軍卒 皆 迷 ひ 眩、 

はず。 長 髄は是 の邑の 本の 號 

て 亦 人の， s: と爲 す。 皇軍の 鵄 

に 及り て、 時の ん仍 りて 鵄 S  e 
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つきた ち 

月 ？ 

0  。 

J さり 

. 連 

.i- ち * 一  T ち 

忽然 

,き镇 

ま れ 

し。 

て、 復 

し瑞を 


紀元前 三年 十二月 四日に、 皇軍 は遂 に 長 髓 彥 を攻 if し て、 

度々 戰 ふが 勝つ ことが 出来ない。 折から 急に. S 曇 {,  t 

さ め 

雨が 降り、 金色の 不思議な 鶏 が、 ど こ か ら レー もな く；^ ん で 

来て、 神武 天皇の 持って おいての 御 弓の 先に 止まった。 

その 鶏 は 光り輝い て、 さ ながら 電光の 光る やう で あ る。 

これが ため に、 長 髓彥の 軍隊 は 皆 眼が く.， r ん で び 戰 ふ 

力が 出ない。 長髓 とい ふの は、 元 來、 此 の 村の 本の名 で あ 

る。 そ れ で 人の 名に 名付けた の で あ る が、 皇 軍 に 鵄 の 瑞 

兆が 起った のによ つ て、 世 の 人が、 此所 を鵄の 村と 名付け 

た。 今 鳥 見と いふの は鵄が 訛った の で あ る。 


と A  よこな ま 

今 鳥 見と 云 ふ は是の 訛れるな 


三 〇 一 


代 文學史 t 

の 姿 も、 簡 潔な 筆 で、 巧 みに 描き出さ 


此 の 靈 鳥の 姿 も、 簡 潔な 筆で、 巧みに 描き出さ れてゐ る- 

起原 說話 として 揷 人せられ たものと，》 せ澤す ベ き で あ ら う い 


三 〇 二 

此 の 名 高 い 話 も、 或 は、 一 種の 池 名 


る そ, 二 

記し 奉った 


し て も-. 古事記が、 伊勢の 皇太 神宮 

中に， 


そ れ と も、 河 かの 理山 で、 古 事 

記の 方で は、 こ れを 省略した 

もので あらう か。 

皇太 神宮 神武 天皇 以 

後 は、 かや う な 風で、 日本 書 紀 

は-古 事 記よ. 0 も：： 述が茶 だ 

詳しぐな つ て ゆ /K そ れ は、 

H 本書 紀が、 純然たる 歷. の 

省で ある こ と を H 的と し て， 

古事記の 編纂の 經 旨と は、 大 

いに S 違 か ある 事から して 

も、 極 めて 自然な 成り 行で あ 

て は、 崇祌 天皇の 條 に. そ の 皇子 皇女 を 列 


. ひし 1,15 み >T 伊 勢の 大祌 のお か 

妹璺翻 比賣命 I き 祭りた まひ さ 

同じく、 垂仁 天皇の 條に、 

X  - -  伊 勢の 大神 の宮 ん」 

Y, つし ！® よ f， ず 拜さ 祭りた まぴさ 

などと 同様の 事が 見える のみで あるのに-日本書紀の 方 は 詳しく 記して ゐる。 卽も 神 天 

皇卷に は、 

お ほみ たから さすら  そ に  ，- ひ ほひ 5 つくしし  -. , ■  -  >  .^ -^^  、っゾ  お， 

六 年 百姓 流離へ て、 或は 背叛 くもの も 貧 b 、其の 勢德を 以て 治め 難し 是の 故に 晨に興 

つ ふ、  - -.^  の  お ほ V に た ふた はし， ，- 

き 夕までに^ b て、 祌祗を 請 罪み ま をす- これよ. 0 先き、 天 照大 神、 倭 の 大國魂 の 二の 神 を. 

すめら みこ L,-  みあら か  いは  パ V き ほ； ：>  V  k 

天皇の 大 殿の 內に 並べ 祭 ひまつる。 然る に、 其の 神の 勢を畏 れて 共に 住 み 給 ふ に 安から 

か； ■  ふよす さ いりひめ。  つ  かさ も ひ  いは  し きの ひち ろざ 

故、 天 照大 祌を以 て、 豐 锹入姬 命に 託け て、 S の 笠 縫の n 巴に 祭 ひまつり、 仍.^ て 磯城 祌離 

を 立つ。 亦、 日本の 大國魂 の 神を以 て、 淳名城 入姬命 に 託けて 祭 ひまつら しむ。 然れど も. 

淳名城 入 姬命髮 落ち 體瘦さ か み て、 祭 ふ こ と を 能 や- 

と  あ . ^、更 に、 垂仁 天皇 卷で は、 

ひのとの る つ.？ だち- ひのえの さろ  とよ すき いり ひめの  ほ， ぶ  4y と 力めの 

二十 五 年：： 三 nr  丁亥の 朔の丙 申 (十 ョ) に 、天照大神 を、 豐 耜人姬 命に 離 もまつ b て 倭姬命 

に 託けた まふ。 爱に， 倭姬べ 叩、 大祌 を鎭め まさせん 處を 求めて、 范 田の 筱 幡に詣 る。 1^ に 還 

b て 近 江 の 國に入 り、 東 のかた 美 濃 を 廻りて 3- 勢の 固に 到りた まふ。 時に 大 照 大祌、 儒姬 
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をし  Q たま 

命に 海へ て 曰 はく 

しき なみ よ  かた ， 、に  -「 t 

是の 神風の 伊勢の 國は、 常世の 浪の 重浪歸 する 國な b， 傍國の 可怜し 固な り。 是の國 

に 居らん と 欲 ふ， 

(此の 祌 虱の 吹く 伊勢の 國 は、 常 世の 國 から 浪が絡 えす 度々 打ち寄せ て 來ろ國 であろ。 邊 鄙な 所に あ 

つてし かもよ ぃ國 であろ。 ，y  〈刀ば 此の 國-」 居リ たいと 思 ふ。) 

故、 大神 の 敎の隨 に、 其の fl を 伊藝の 國に立 て、 因 . ^て 齋の宫 を 五十鈴の 川上に 興つ。 是を 

磯の 宫と謂 ふ。 則 ち 天 照 大 祌 の 始 め て 天 自 降 b ま す 處 な り。  . 

ある ふみ  すめつ.' みこ ふ、  み つ. 01  た  たて ミっ  ゆ.，， i 

一 に 云 ふ、 天皇， 接 姬命を 以て 御 仗と 爲し、 天照大神に 供奉り たま ふ。 是の以 に、 俊姬 命、 天 

—- き  い. つ K」  ちと  いま  いは  そ  めち  をし,、 i  > 

照 大神を 以て、 磯塽の 嚴欞の 本に 鎭め 坐せ て、 祠 ひまつり たま ふ。 然 の 後、 神 の 誨の隨 に 

丁 巳年 (二十 六 年) 冬 十月 甲 午 を 以て、 伊 尊の 國の 遇の 宮に遷 しまつ りき" f 略) 

とあって、 一 說 をまで 5^ げ て 、說 く 所 頗る 懇切で ある。 此の 一 書 は、 伊勢 太 神宮の 事に 關 し、 U 

本書 紀の本 交で は、 崇祌 天皇 卷と、 垂仁 天皇 卷と兩 所に 分け、 年代 的に 區 別して 出した 所 を、 一 

つ に まとめて 書いた 書の 如ぐ に 思 はれる が、 伊勢 太 神宮 奉祀 の 年月 は、 日本書紀の 本文に は 

出て ゐな いの を、 此 の 一書に よつ て、 明 かに 示して ゐ るので ある。 

神託の 文學的 表現 此の 日本書紀の 本文に は 、天照大神の 託宣が 記して あるが. それ は 


頗る 律語 的で あ 修辭 的で あ つ て， 簡單 に し て、 よぐ 莊 1;* の氣を 添へ てゐ る。 祝祠の 厭. - 縮せ 

られた 首 辭 であると いふ 咸 じさ へす るし. かくの 如き 祌 語から 歌謠へ の發展 もぽ -. 小 せ ら れ 

る やうに m 心 はれる。 かやう に、 本 書 は、 古 事 記で は 全ぐ 省略せられ た 重要な 事 がら を も 載せ 

父， 此 の祌 託の ご と き、 重 要な 文學的 章句 を も揭げ てゐる ので ある。 日本書紀 が、 此 の 前 後 は 

全く 漢文 的 記法 を 取って ゐ るのに. 此の 祌 託の， 浯 だけ は， 國 文脈 を 加 へ て、 國語 として の 表現 

の 純 一 性 を 失 は ざらん 事に つとめて ゐる が ご と く 見える の は、 も つ て、 此 の 神託の 重要性 を 

認めた 書紀 編纂 者の 用意 を 示す ものと m 心 はれる r 此の 條に は、 一書 を參 照し て、 記 載の 丁 寧 

な る も、 亦 事 が ら の 重 大 必 耍 な る を 考へ たからで ある. 

かかる 必 要 な 部 分 の國語 的 表現、 持に 神託の ごとき 、神聖なる 辭 章に 對 する 國， ば 2 的 現 を 

企圖 する 態度 は、 日本 #1 紀の 他の 所に も 見られる ので あ る- 例 へ ば， 仲哀 天皇 卷 にお いて 

や、,^ との ゐ つき. ち つちのとのう  ち，，. -ノ \ のおみ  一； -ニ， M スり  ± か 

八 年：： 秋 九月 乙 亥の 朔の 己 卯 (五日 r 群 臣に 詔し て、 熊 襲 を 討つ こと を議 らしめ たま ふ _ 

時 に、 神 有 し て 皇 后 に 託 ..^ て 歸 へ まつりて ざ はく、 

め』 ら み- -;. I  つ  そ に r- ；; た t ぐに 、力で かいく さ 

天皇 何 ぞ 熊 襲 の 服 ろ は ざる こ と を 憂へ たま ふ" 是 は 膂 宍 の 空 國 ぞ、 豈 兵 を 擧げて 伐 つ 

-  0  ベ ，  えさ  を， t  y  まよ， ひき  む； i  な  M  A.V 

に 足らむ 玆の國 に 愈，， て 寶の國 有り. 譬 へば 美女の 錄の 如く、 向つ 國有 眼の 炎 

や こがねし ろ. ん ね-つ 5 はしき いろ さは  たくぶ すミ しら ぎの 

耀 く 金. 銀. 彩 色、 多 に 其の 國に在 是を栲 衾 新羅 國と謂 ふ。 若し. 能く- 告を 祭.^ たま は 
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上代 文學 史上 卷  三 〇 六  • 

1  , t-." つ  まつ 

ば， S  t.,";^" に， 肌 ぬらす し て、 其 の 國必す 自ら 服ろ ひした が ひなむ" 復熊襲 も 服ろ ひなむ 

すめら みこ ふ  また あな と あたへ ほむた ち たて ケら- み た  た  *、-】^^ ひソ, I  )  ？  »  、- 

其 の 祭に は、 天皇の 御船、 及 穴 門の 直踐 立の 献れる 水田 名は大 田と いふ 是 等の 物 を 以て 

まひな 

幣ひ たまへ 

(天 皇 -, -、 熊 襲の 降服し ない 事ん、 心配 あそばす に は 及びません。 能 一 襲の 居ろ 所 は、 si" 中 

せた 十： 地であります" さ、 つ 云 ふ 所 は、 兵 ん」 あげて 征討 す ろ に は 足り まぜん。 さや う 

つ て 立派な 國 が あります。 譬 へ ば、 突 人の 引 眉毛の や う に、 此 の 海の 向 ふに 横つ て，； 

秋 一ず , 

眼が くらむ くら ゐに 光リ 輝く 金 や 銀 や 色彩が 澤山 その 國に あります。 これな 5« 衾 

ます， i 右し 私ん； 祭って 下 さ ろ な ら ぱ、 刀 で 人ん、 斬った リし たい で も、 そ の國 はさつ と 

てま ゐリ まぜ え 叉、 能 一 襲 も 降服す るで せう。 私ん」^ ろ に は 、天 の 御乘船 や、 穴 門 の 

しました 水 IS の、 名 は大 田と いふ 土地 や、 さう いふ 物 ん」、 奉 納 し て 下 さ い。) 

此 の 託宣 を、 仲哀天 皇 はお 疑に なつ て、 その 通.^ に從 はれなかった の で、 病 を？：： ら れて崩 じ 給 

うたので あ る • 此 の 同じ 事 は、 古事記 にも 出て ゐ て、 祌託 の 語 も揭げ て ある が、 そ n は， 甚だ 節 

西の方に 國 有 b  、金. 銀 を 本め て、 の 光輝く 種々 の 珍 寶、 其 の 國に多 在る を、 五 = 今 其 の國 を 

歸せ たま はむ。 

と、， ふので ある- 饼 し、 同 一 の 言 葉 も 用ゐら れてゐ て、 兩者を 比較す る と， 專 ら 同じ 趣で ある 


の 肉の や う に 痩 

な國 r< リ もま さ 

ろ國 であ リます - 

新羅の 國と e 'し 

-自 分から 降服し 

^ 立 が 獄 上 欽 


事が わか る： 次に は ■ 神 功 皇后 卷 にお いて 

九 年：： 三月 1^ 申の 朔， 皇 后 吉き日 を 選びて 齋 の 宫に入 b  、親 ら 神 ち と 爲 ^ た ま ふ： ^ ち 

武內" 宿禰： T が" じて IT をぎ かしむ 中臣 烏賊 津使主 を 喚して 蕃神 者 を S す s b て千總 

S を 以て 琴ぎ n!p に ！；？！ー  きて， 請ぎ ま をして 曰 はく 「先 の 日に 天皇に 敎 へた まひし は 誰れ 

おも  いた  "たま 

の ぞ、 願 はく は 其の 名 を 知らん と 欲 ふ」 と- 七日 ヒ 夜に 逮り て、 笞 へて 曰 はく 

神風の 伊勢の 園の、 傳ふ 度逢縣 の、 拆 鈴の 十 鈴の 宫に 居る 祌、 名 は 撞賢木 嚴の御 魂、 天 

歸る向 津姬の 命。  「  t 

^  ^  沈 ひ  i.-llpl  - す，. *  沈 、； み たま W  %p 

(3,,^ 伊 勢の 國 の、 百傳ふ 度 < ^驟 の "3,^ 五十鈴の 祌宮 に る祌 で、 名 は 搐賢木 厳の W 魂.：^ 練る ゆ.^ 

あら み たま 

^ の , せ と い ふ。 卽 ち 、天 照大 神の 荒 御 魂で あ ろ。 一 

.  。たま  • 

亦 問 ひた ま はく 「是 の祌を 除きて、 神 有ます や」 と 答へ て 曰 はく 

幡荻穗 に 出し 吾 や， 尾 田 吾田 節の 淡の 郡に^る 祌 有..^ 

r 幡 薄， 物 ん、 言 うた Q 分の 他に ば、 ：！€  W 吾田 節の 阿波の 郡に られ る. t が あ る J 

問 ふ 一 亦 有ます や」 と。 答へ て 曰 はく 

あわ  こと しろ そら  こと しろ たま くし i- り ひこ いづ  こと しろ ぬし 

天に 事 代、 虚に事 代、 玉 戴 入 彥嚴の 事 代 主 の祌 あり- 

(その他に は、 天 にも？ ャ」 も 事 代 主と 評判の 高い、 玉 號入彥 厳の 事 代 主の 祌ザゎ ろ. - 
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い  のた ま 

問 ふ 「亦 有ます や」 と， 答へ て 曰 は 

育る こと 無き こと を、 え 知 ら や。 


三 0 八 


是 


(その他 に は、 有 

に審； ^者 の 曰 . 


"無い か 知 ら 5 

また のち のた ま 

「今 答へ たま はやして、 更 後に 言 ふこと 有. 0 や 


則ち 對 へて 曰 は 


曰 


遂 

こ れ 

「天 


さ 


向の 國の 橘の 小 門の 水底 

ほ 向 -の 國 の、 橘 の 海峡の 水底に 

简 男. 底 简 男の 三柱の神が 有ろ" 

一 亦 有ます や」 と， $^1: へ 

る こと 無き こ と を-え 知 ら 

S た ；  のた ま 

且祌有 すと も  一一 一一 n は す 

至 つ て は、 いよ/^ 律語 的 

事 代、 虛 に 事 代 一 の 如き、 繰 

語 は、 萬 葉 集に も 見える の 


ゐ  みづ U  .3'  A  ん  -T- はづ 、の を た，； づ、 び を そ こづ. -の 

に 居て， 水 葉の 稚 やかに 出で 居る 祌、 名 は 表 筒 男、 中 筒 男、 底 筒 

35 つ て、 水 の 神の 如く に、 若 々し ぃ樣 子で 出現し 給うた 神、 名 は、 表 简 男. 中 

-) 【-- れ.. か卽ち 住吉祌 社の 祭神で あ る。」 

て 曰 はく、 

す。 

であ.^、 一層 歌謠に 近づいて ゐる。 枕詞の 數多 い 使用、 或 は 

. ^返しの 揷人 がその 特色 を 現 はし、 就中、 「幡获 穂に 出し 五；：」 

であつ て、 東歌の 中に、 


新 室の こどき に 至れば ^i^l^  、き德 に 出し 君が 見えぬ 此の頃 

と 闲ゐら れてゐ る。 

或 ま、 せ 1^ 冲 天皇 卷の 六十 年條 に、 灭皇が 出 雲の 大 神の 宮に藏 め て ある 祌资を た いと 仰せ 

られ たの で、 此 の 時， 丁 度、 此 の 神寶を 守護して ゐた出 雲 ほの 遠祖 出 雲 振 根が、 筑紫 の國に 行つ 

て ゐた 留守中 ゆ ゑ.そ の^^の飯人根が，弟のサ：^-韓日狭と，子の鷓儒淳に、祌寶を託 ， 、て奉 つた 

あとで、 筑紫 か ら還 つて 农た出 雲 振 根が、 これ を 聞いて 甚だ 怒 り、 弟の 飯 人 根を责 め て、 遂 に 怒 

の餘 b 、弟 を 欺 いて 殺して しまった.. (此の 時に、 時人の 唄った 歌と いふの が、 古事記で は、 俊 建 

命が、 出 雲 建 を；^ し 給う た 時 に、 詠 み 給うた 御 飲と なつ てゐ るゾ そ れ で、 灭皇 は. 出 雲 振 恨を諫 

し 給うた が、 此の 騷に出 雲 臣 が 遠 慮 し て、.：^ 祌を紀 になかった の で、 そ の 頃 丹 ま の 氷 上の 人パハ 

は 氷 昏戶邊 が、 皇 太子 活目 尊に 申し上げ る やう は、 一 I 私の 小兒 が、 自然に 物 を 云 う て、 次の や う 

な Jelll- を 申しました」 と ：il^- 上 し た と て、掲 げ て ぁ る 1 目 葉 は、 頗 る 修飾に 富んだ 文句で ある。 

。； i&slil 祭れ、. 種の 甘美 % 押 羽 振れ、 せ 美 御 神 の 底寶、 御 寶中； 山河の 水泳 る 御 魂. 

靜 め挂け よ、 せ ！ 御 祌の底 寶、 御 寶 主。 

に  ^  おご そ 

(f^slT し 出 雲 人 よ、， = 分 か- 0 れ、 眞 S 立 派 な 神鏡ん 押し 报リケ ： てて 祭リ仕 へ よ、 此 の种 鏡は跋 かな 

神の S も 貴 i な寶 であ リ、 神 -  >  そ は、 此 の賓の 持主 でんる。 山川の 水で 膽 が. U 洗 .「5  めら れた祌 の 魂 
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なる 此の 神鏡 ん」、 W ひ 鎖め 神 座に かけて 祭れ よ、 此 の 神鏡ば 厳かな 神の I おも i>I 重な 寳 であ リ、 神 こそ は、 

此の 寶の 持主で あろ。) 

これ は 小兒の 言 に 似 や、 神 の 託宣 の やうに 思 はれる の で、 勑 して 出 雲の 大祌を 祭ら しめ 給 

うたと いふので ある。 (右の 祌 託の 訓 も解釋 も、 諸 說 一定し ない が、 晳 く 右の 如く 解した。) こ 

れ は修辭 も， 韻 律 も、 頗 る 律語 的で あ り、 し か も、 內 容 は、 象 徵 化さ れ、 いかにも 縹緲 たる 趣が ある 

かやうな 神託の 語 は、 なほ 他に も 見え る が、 古事記 では、 これ ら が、 殆ど 全部 省略 せら れてゐ る 

か、 或 は 出て ゐても isw めて 簡略に なって ゐ るので ある， それ を 本せ r 紀には ft しぐ 揭げ て、 

歴史- 叮 に 人つ てからの 、神の 活 動 を 記錄す る と ともに、 特に その 國語的 表現に^ を用ゐ て- 

神託に おける 文 學的憤 値 を 保存して ゐ るので ある， 此の 點は、 日本書紀 の 一 つの 功績と し 

て、 古事記に は 見られない 特色 を 持って ゐる r 

歷 史的 事件の 記錄 更に、 日本書紀に は、 人文 的 な， 歷 史上の 事：^ を記錄 する 事 に、 忠 賁 で 

あ る； これ は， 番紀の 使命が 此 所に あつたの で あるか ら、 當然の 任務 を つくした もの と-. ム は 

れる" 四 道將軍 派遣の 事で も、 垂仁 天皇 二十 八 年、 同 三十 二 年に 野 見 宿 漏の 建 き により 殉死 

の禁が あ り、 そ の i:! りに 爐輪 又は 立 物と 稱 する 土偶の 人馬の 類が 生じた とい ふ：^ 卞 (尤も、 赏 

際の 輪の 發生は それよ b も 古いと 思 はれ る が) で あって も、 或は、 土木工事 の 造作 や， 諸方 面 


の 平定と 政治的 族 制の 確立、 外 交 的 方面の 率 陣、 小に して 夏 氷の 藏貯邪 祌淫祀 の 禁滅 等、 す ベ 

て それ の 文化的 發 展に關 する 記事 は、 年 代 を 追うて 詳細に 記 錄 せられて ゐる が、 そ れは旣 

に、 純粹 に歷 史的 方面の 事 がらに して、 國語的 表現、 乃 至， 國家 の 傳統的 事情と は， 稍 異なる も 

の が あ る か ら、 古事記 に は 出て みない それら の 諸 點の說 明 を 略して、 た だ說. 詁傳說 の 方面 

の、 稍 文學に 近い 表情 を 持つ もの を、 一-二次に 揭げ てお かう。 

野 見 宿 襴 垂仁 天皇 七 年の 條 に. 


ふみ つきつち のとの み つきた ち ，iLJ のゐ  ..T とこ ひと 

七 3r 秋 七月 己 E の 朔の乙 亥の ひ (七 H) 、左 右 

たぎ まの  いさみ こ. 11  ひと  たぎ まの くえ 

奏して 言 く、 當 麻 邑に勇 俘き 士有 り、 當 麻 蹶 

速と 曰 ふ。 其の 人と 爲り カ强 くし て、 能 く 

角 を 毀 き、 夠 を 巾ぶ。 恒に衆 中に 語りて m 

く、  S 方に 求めん に、 豈 我が 力に 比ぶ 者 有ら 

んゃ。 ぎで 力強き 者に 遇 は ひて 死に 生く 

る こと を 期 は ず、 頓 に 力 角す る こと を. 得ん 

すめら み- Ji  みこ ふのり の たま 

と。 天皇 之 を ira き て、 群 卿に 詔して 曰 は く- 

... .7,  あめのした ち，：.； ら びと 

朕 聞 く、 當 麻 蹶速は 天下の 力士な り。 若し 
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七 年の 秋 ヒ月七 曰に、 天皇の 左右に 恃 する 臣 が、 申 し 上げ 

て 云 ふやう は、 1. 大和の 當麻 村に 勇猛な 人が ゐて 名を當 

麻蹶 速と 申し ま す。 そ の 人物 は、 力 が 强 く て、 能 く 牛の 角 

を 折 り、： g つ て ゐる钩 をも眞 直ぐに 仲して しま ふ 程 で. す。 

い つも 人中で 申します や、 つ は、 『いくら 何處を 探しても、 

ほ 分の 力に 及ぶ 者 は あるまい。 どうかし て、 力 の 强ぃ者 

にあつ て、 生 死 はかま はず、 ひた r ら にカ較 ベ を やって 見 

たい もの だ』 と 豪 語 し て をり ま r 」 と 奏した。 天お みは 

E; え をお 聞きに な つ て、 多 くの 臣下 達に 仰せられる やう は、 

「自 分 は、 か う 云 ふ 事 を 聞いた。 大和の 當麻蹶 速 は nJ4 

中 で 一 番 -强ぃ 人間 だとい ふ 事 で あるが、..； しゃ 此の 人 

一二 1 1 


一一ん 


-. ズ 丫 


OK 故 賢 前） 禰宿見 野 


お み 


臣 ft. 

ん と 

の H 

足 市 

見 宿 

是に 

雲 自 

ち 當 

見 宿 

し む- 

ひ て 


ト- Jii 夂 寧 史 上卷 

なら  ひ in 

比ぶ 人 有り や。 

く、 出 雲 の J 

試みに 是の人 を 召して 蹶 速に 當 はせ 


の臣 進みて 言 さ く、 

I さみび t  . ぬ みのす く ね  い 

勇士 有 り、 野 見 宿 禰と曰 


ふと 

fiti の あたへ おや 

，倭 直の 祖" 

を は 追し て _ 

禰を喚 す" 

野 見宿禰 

り 至る。 


,M 蹶 速と 野 一 

禰と拘 力 


A 相 


ら 

むか 

0 


み 折 

i り 


立 ち、 各 々 足を舉 ぼて 相蹶む 

み 折く。 亦 其 

づ 


か t はら ぼね ス 

速の 脇 骨を蹶 


勢 


、則 ち 當 

腰を蹈 


き て、 之 を 殺 し 

て、 悉く 野兑 li? 


故 當麻蹶 速の 地 を 

^ ふ。 是 其の： EJ に 


一一 ニニ 

に 匹敵す る 人が 他に 居り はしない か」 と 仰せられ た。 

すると 一 人の 臣下が 進み出て 申 ヒげる や う は、 「私 は か 

う 云 ふ 事 を 承って 居ります。 出 雲 國に 一人の 勇士が あ 

り まし て、 名 を 野 見 宿禰と 申し ま す。 試に 此 S 人 を 呼び 

よ せ て 當麻蹶 速 取り組ま 

せたいと 思 ひます. 一 と 申し 

. 上 げ た" そ れ で 直ぐ に、 倭 直 

の 先祖， て ある 長 尾 市と いふ 

人 を 出 露に や つ て、 野 見宿禰 

をお 召しに なった の で、 野 見 

宿 禰 は 出 雲 國 から ヒ 京し た。 

そ こて 當麻蹶 速 と 角力 をお 

とらせに なった。 二人 は 互 

ひに 向 ひ あつ て 立 ち、 い づ れ 

も 足 を あ げ て 相,^ を 蹴った 

所、 鄭 見宿禱 は、 當 麻 蹴 速の 肋骨 を蹶り 折つ てし まひ、 倒れ 

る 所 を、 そ の 上 ん ら 足 V  - 踏 ん て、 腰 を 踏み 碎ぃ一 、到 頭 之 を 

殺 し て ？ まった。 そ れ で 當麻蹶 速の 土地 を 取つ 一 、、全 部 

野 見宿禰 にお 與へ になった。 これが、 大和の 當 .s 村に 腰 

折 田と 稱 する 田の ある 謂 はれで ある。 見 宿 禰 は 都 に 


留まつ て、 天皇に お 仕へ 中ヒ げた。 


腰 祈 田 有る 緣な り。 野： a 宿 禰け乃 t> 

り 仕へ まつる。 

^力の 起原と 云 はれる 此の 名高い-話 は、 後 ft の 角力 ゃ拳鬪 にも まさ る 凄惨な 狀 を；^ 開 

して ゐる。 叙述 は 簡略で あるが、 描寫は 鮮明なる 印象 を與 へる。 尤 も， 此 の 話の 終 は， 古 ^ 說 

話に 多い 地名 起原 說^ となって ゐ る。 

竹野姬 同 十五へ，^ の條に は、 天皇が、 丹 波 道主 王の 娘た ち を 召された が、 第五 女の 竹 野姬だ 

け は、 顔が 醜 いので 丹 波 國へ歸 された。 それで 葛 野まで 歸っ て^た 時、 竹野姬 は、 悲 しみの 餘 

り舆か に f て 死んだ f それで その 十 * 地 を墮國 といつな 今 は 訛つ て弟國 乙. 訓郎) と い " 

ので ある レーい ふ^が 出て ゐる。 これ も 地名 起原： 5^  .^ii となって ゐる が、 内 おは 傷まし い： J;?^ 劇 

的な 哀話で あ る。 かう いふ 事 は、 當 時往々 にして あつたと 見える。 かの 神代に おける、 伫 

、快耶 姬傳說 もこれ に 似通った 話で その 神話 を もっと 人間的な 悲劇と した もの が、 此 の. 話で 

ある。 彼れ で は、^^君 が 歸さ れ、 こ れ では 末女が 歸 されて ゐる f これ は 幼子 成功の 說 を i§ - 

へる 祌^ と、 現 實の 事件との 相違 を 示す ものである。  ， 

鹿 兒の湊 應祌 天皇 十三 年 三 月、 天 皇が髮 長 媛 を 召し 給うた 條の 一 書に は、 次 の 文章 が 

あ る。 
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める ふみ  むら ；；" た  みかど 

一 に n  く、 H 向の 諸 縣の君 牛、 朝 庭に 仕へ て 

年旣に 老鬵ぃ て、 什 ふ る 一 , 一 と 能 は ず、 仍 り て 

致仕り て. If の 土に 退 o、 則ち 己が 女髮長 媛 

たてまつ 

を 貢 上りき。 始めて 播 磨に 至る 時、 天 皇， 淡 

み ゆ き  かり  こ- すめら み こと 

路 島に 幸して 遊獵 した ま ふ。 是に天 皇 西 

みそな  と を あまり  h 

を 望 は し て、 數 十 S 寨 鹿 海に 浮きて 來 り、 便 

ち幡 磨の 鹿 子の 水門に 入る。 天皇 左右に 

のた ま  かれい -k  か  わ た  う 

謂て 曰 は く、 其 何なる 麋鹿 ぞ、 巨 0 に マに き て 

さは  く  ち i こ ひと  あや 

澤に來 る。 に 左右 共に 視て奇 し み， 則 ち 

使 を 遣して 察しむ。 使者 至りて 見る に 皆 

人な り。 唯 角 を 著く る 鹿の 皮 を 以て 衣服 

な  こだ 

と爲 すの み。 問 ひて 曰く、 誰 人ぞ。 對 へて 

曰く、 諸 縣の君 牛、 年 #i いて 致仕る と 雖 も、 朝 

-に. -W の むすめ 

を 忘 る る I 」 と を 得 re 故 己が 女 髮長緩 を 

たてまつ  め 

以 て 貢 上 る。 1K 皇 悅 び て、 卽 ち 喚して 御船 

に從 はしめ たま ふ。 是を 以 て， 時 の 人、 其 の 


三 一 四 

或 S に 記す * 日向の 國の 諸縣の 君の 牛と いふ 者が 朝廷 

に 仕へ て C お 早 年 を 取 り、 仕 へ る 事が 出来な い。 そ れ で 職 

務 を や めて 鄉 里に 歸 り、 自 分 の 娘の 髮長姬 を 夭 皇 にさし 

上げた。 髮長姬 が 漸く 播 磨まで 来た t 、天皇 は 淡路島に 

行幸 遊ば さ れ て 狩獵を し て を ら れ た。 所. が、 天皇が 西 の 

方 を 御覧 遊ばして ゐ る と、 數 多の 鹿が 海の 中 を 泳い で 來 

て、 播 磨の 鹿 子の 湊に 入った。 そこで 天皇が 左右の 侍臣 

に 仰せら れ る や う は、 一-あ れ はどうい ふ 鹿な のか。 海に 

浮 ん で 多勢 泳い で 來 る と いふの は」 と 仰せ ら れ たの で、 

侍臣 達 も 共に これ を視 て、 不思議に 思 ひ、 使 を やって 調べ 

さ せ た。 使者 が そ こ へ 行って 見 る と i^E 人間て あ つ て、 唯 

角の 附 いて ゐる 鹿の 皮 を 着物と し て 着 て ゐる だけな の 

で あ る" そ れて 使者が 尋ねる やう は、 「お 前 達 は 誰 だ」 

その 者が 答へ る やう は、 「諸縣 の 君の 牛 が、 年 をと つて 仕 

を やめましても 朝廷の 事 をお 忘れす る ことが 出來 ませ 

ん の で、 自 分の 娘の 髮長姬 を さし 上げよう として、 私 ども 

がお 連れ 申した わけ で ご ざいます」 天皇 はこ れ を お 

きになって 大變 お 喜 び に な り、 直 ぐに 呼びよ せて 御乘船 

の 御供 をお させに なった。 それ. て 世人 が、 そ の 人々 の 岸 


岸 に  一！ "きし 處を號 け て、 鹿 子 S 水門と 曰 ふ 

凡そ 水 手 を 鹿 子と H ふ は 、蓋 し 始めて 是の 

時に 起る。 

結局、 此 の 話 も、 民間 語原 說の 說明說 話と な 

る と い ふ 不思議な 光 E 々小 が、 巧 みに 描かれて ゐ 

：冰 ぐと いふの は、 n  の 人の 風 習 慣性 を 示 し 

菜餓 野の 鹿 仁德 天皇 三十 八 fe- の條に 

これ を もって、 小說の 始原と 見なした 學者も 

これが 小說の 始原であるなら ば、 上 ^の 民間 

小說の 始原で ある ベ き箬 である ■ 

ふみ づ，？ すめ ら ーハ こ と - ざ さき  ま 

三十 八ハゃ …… 秋 七 月、 天 皇 皇后と 高 臺 に 居 

し、 避 みたま ふ。 時に 毎夜 鬼餓 1? 自り鹿 

の 鳴 を 聞く こと 有り。 其の 聲 塞 亮 にして 

悲し。 共に 可憐と お ぼす 情 を 起した まふ。 

つ ごちり  いた  ね こ  すめら みことき さ 

月盡に 及り て 鹿の 鳴^ え ず。 爱に 天皇 皇 
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に 泳 ぎ 着いた 所 を 名付けて 鹿 子の 湊 と 云 う た。 す ベ て 

船乘を 水夫と 云 ふの は、 つまり 此の 時から 始まった ので 

あ も 

つて ゐる が、 諸 縣 牛の 1« 心 や、 海 を 鹿 が ：冰 ぎ 渡 

か はごろも 

る。 これ ら の 人が 1, 比の 皮衣 を 着、 か つ 海 をよ く 

た もので あ む う か • 

は， 名 高い 蒐餞 野の 鹿の 夢 八 口の 話が 出て ゐ る 

あつたが、 これ は-古 傳說の 一つに 過ぎない. 

傳說 として 傳 へ られる 他の 說話も 亦， い づ れも 

仁德 天皇 三十 八 年の 秋 七月に、 天皇が 皇后と 高殿に 出-に 

れ て お 凉み になった。 をの 時、 每 晚、 攝津國 八 田 部 郡 現 武 

庫 郡の 中) 兎 餓野ニ 說に、 今の 大阪の 天 滿北野 か ら京橋 町 

平野 町邊の 名と いふ) から 鹿の 鳴き 聲が 聞え て來 た。 そ 

の聲は 綺麗で かつ 悲しげ である。 それでお 二人と も、 哀 

れ にお 思 ひになる 心 を 起して をら れた。 所が 月末に な 

三 一 五 


上代 文 * 史 上 #1 

き  のた ま  こ よ ひ 

后に 語りて n: は く、 是 夕に 當り て 鹿 鳴かず、 

其 何の. S ならん。 明くる H  、猪 名の 縣の佐 

へきべ のお ほに へ たてまつ  すめら みこと かし はで  のり； J 

伯 部、 苞 苴 を 獻 る" 天皇 瞎 夫に 令 ち て 問 は 

の た ま  だ  お X に へ 

しめて H は く、 其 の 苴 は の 物 ；て， 對 へ 

ま を  しか  ；-づ こ 

て 言 さ ；、 牡 鹿 な "ク 問 ひた ま は く、 何 處 の 

•  ミを  と ベ" A  すめら みことお ぼ 

鹿 ぞ 闩 さ く、 兎 娥野 なり。 時に 天皇 以爲 

さ く、 是 の苟苴 は、 必 ず 其の 鳴きし 鹿 な り と。 

かれ K, さき  のた ま  あれ  ころものお も ひ 

因 皇后に 謂 曰 は く、 朕 f  J の 比、 懷 抱 有り。 鹿 

の 聲 を 聞きて -M む。 今 佐 伯 部の 鹿 を 獲れ 

る 日夜 及 山野 を 描」 お ば、 卽 ち 鳴きし 鹿に 常 

れ り。 其 の 人 は 朕が 愛み する こと を 知 ら 

た S さ か  ,, * 

ず し て、 適 逢に 獮 たりと 雖 も、 猶 已むを ？む 

ずして 恨めしき ことおり。 故 佐 伯 部 をば 

皇居に 近 づ くる こと を 欲り せじと。 乃 ち、 

つ かさ. ひ. ^ の  あき  i! たつ か は 

有司に 令り ご ち て、 安 藝 の淳 ffl に移鄉 す。 

これ  おや  ひと  い 

此 今の 田の：^ 伯 部の 祖 なり。 俗の IE へ 


三 一 六 

つ て その 鹿の 鳴き 聲 が 聞 え ない の で、 天 皇が 皇后に お 話 

し な さ れ る や う は、 -今晚 になつ て、 鹿 が 鳴かない の は、 ど 

、つい ふわけ であらう か」 と 仰せられた。 翌 R  、攝津 の 河 

邊 郡なる 猪 名の 縣に 居る 佐 伯 部の 人が、 天皇に 御 食料 の 

品を獻 上した。 天皇が 臣下 をして 料理人に 尋ねさせ 給 

ふやう は、 「ん の獻 上し た 食料 はどうい ふ 物 か」 と。 料 

理人 がお 答へ 申し上げる や う は、 「牡鹿 一で ございます」 

又 天皇が お尋ねに なるやう は、 「どこに ゐ た 鹿 か 」 答 へ 

て 申し上げる や う は、 「兎 載 野の 鹿 て ご ざいます, これ 

を 聞ん れた 時、 天 皇 が お 思 ひ に な る や う は、 此 の 食料の 鹿 

は、 き つ と あの 鬼餓 野で 鳴い て ゐた鹿 で あ ら う と 思 は れ 

て、 皇 后に 仰せられ る やう は、 f 自 分 11 此の頃 心配な 事が 

あ つ た が、 鹿 の 鳴き 聲 を 聞 い て 心が 慰め ら れ て ゐ た。 所 

が 今 佐 伯 部が 鹿 をと つた 時 や 所 を考へ て 見る と、 き つ と 

毎晚 自分 を 慰め て 鳴い て くれた 鹿に 違 ひ はな い。 あの 

佐 伯 部の 人々 は、 自 分 が 此の 鹿 を 愛して ゐ た 、 ！ と を 知 ら 

な い . て、 偶 然 に 此の 鹿 を 射 殺 し た の で あ ら う が、 自 分 はや 

は り、 ど うしても 我慢が 出来ぬ ほどに 恨めしく 思 ふ。 だ 

から 佐 伯 部の 人々 が 都の 近くに 居る 事々 好まない」 と 


ら く、 昔 一人 有り て、 鬼 娥 に 

宿れり。 時に 二の 鹿 傍に 

らんと し て、 牡 鹿牝 鹿に 謂 

夢 みら く、 白 き 霜 多に 降り 

とみつ。 


是れ 何の.^ な ら 

i あ る  一て ト 

か 出 行かん とき 

ころさ 

死 れ ん。 卽 ち、 .H 

え ん は 、編 の 素き 

うち  あ や 

る 人、 心 の  一 9^ に 異 

かり びと 

る  一 J  、身 、有りて 

2  よ 

以に 時の 人の 讓 

と H ふなり" 


化 き て、 野 

臥す。 m 

りて H  く 

て、 我が 

ん と。 

必ず 人 

き を 

が 如 き 

し ぶ。 

牡鹿 を 

一 J  く 


て 曰 く、 汝 

# ら え て 

身 を 塗ら 

時に 宿れ 

に 及ら ざ 

つ。 是の 

夢の 隨に 

な い うち に、 獵 肺が や つ て 来て、 そ 

のま まに 運命が 定ま る 一 (だ か ら 

土 記に も 出 て ゐ る。 i 

此 の 說 話 も， 終 に 諺が 出て ゐ て 
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牡 


の 中に 

鳥 二 及 

あれ こ 丄ひ 

，吾 今 夜 

を 覆 ふ 

鹿 答 へ 

爲 めに 

て 其 の 

な 0 と。 

あけ ぼの 

.-ニ  UK-  ^ 

/も 穸 

て 殺 し 

鹿 も 相 


仰 せ ら れ た。 そ れ 

沼田 郡の 沼田に 移轉さ 

佐 伯 部の 祖先で あ る。 

てゐ るかう いふ 話が あ 

野原の 中に 寢てゐ た。 

た。 夜 明 方に なつ て、 牡 

は昨晚 夢を見 た。 そ れ 

i: 山お りて、 私の 身體を 

だが、 これ は 何の 前兆 だ 

云 ふ や う は、 「そ れ は き 

人間ん ら 射 殺 さ れ る と 

の は、 あ な た が 殺 さ れ、 あ 

にす る有樣 が、 丁 度 霜の 

ら せ な の で す」 と 云つ 

聞 い て、 心 の 中で 不思議 

の 牡鹿 や- 射殺して しまつ た。 そ れ で 

夢 判 斷ま輕 々 し く し て は な ら ト. i い) と 


. て 役人 に 命 じ て、 佐 伯 部 の 人々 や 安藝 

せ 給うた。 これが 今 沼田に る 

そ れ につい て、 世 の 人が 語り 傳へ 

る。 昔、 あ る 人が 兎餓 野に 行つ て、 

その 時 二 匹の 鹿が 旅人の 傍に お 

鹿が 牝 鹿に 話 をす る やう は、 「私 

はかう い ふ 夢 だ つ た。 白い 霜が 

眞 白に 包ん.. て しまったと いふ 夢 

ら う」 と。 す る と牝鹿 が 答 へ て 

つ と あな た が、 步 い て 居られ る 時、 

1 "ス 知らせな の ノ」 せう。 とい ふ 

なた の 肉に 白い 鹽を 塗つ て籩漬 

白い のに 似て ゐ ますん ら、 そ の 知 

た" そ の 時、 此 の 旅人 は、 こ の 話 を 

に 思つ てゐ た が、 未 だ 夜 明に な ら 

世人の 諺に も、 「鳴く 牡鹿 も 夢 合 

一 K ふ の で あ る。 (同じ 話 は 攝津風 


種の 說明說 話と なって ゐる が， 天 皇 が li- の 死 を お嘆きに 

三 一 七 
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なる 御 情 や-鹿 自身の 死を豫 見す る 夢判断 や、 說話 全體が 素朴な 簡素な 調子で 語ら れ る 

觀を 表現して ゐる ところな ど は、 いかにも 一 個の 短黧 

好個の 物語で ある。 


悲劇的な i5 緒 か！^. o、 一  種の 運命 

としても 受け取られ る、 首 全き 


四 推 古 天皇よ リ持統 天皇 まて 


推 古 天皇 古事記で は、 極め 

子に よる 種々 なる 改革の 詳細な 

で も， 憲 法 十七 條で も、 そ の 他佛敎 

頓に 詳細 を 加へ て、 殆ど 年、 何事 

三十 四 年：： 六月に 雪 ふれ り- 

3r 老いた る 者 は 草の根 を、 g 

强盜窃 ず 大いに 起 ，0 て i-fcl' 


ゐ なかった 推 

に 記されて ゐ 

皆此 所に 見え 


て 簡略に しか Hi されて 

る記錄 は. ョ 本書 紀の方 

上の 太子の 御 業績で も ■ 

か を 記 して を り、 或は、  i 

是 の 歲、 三 月自り 七月に 至りて 雨 一 

ひ C 道の 垂に 死し，， 幼き 者 は 乳 を 含み 一 


力 ら t 

と 云った やうな 天變 地異の 凄惨な 記事 も ある。 

上 毛 野 形 名の 妻 その 中で も、 次 の やうな 事が ら は、 是 非 掲げる だ 


ん 


古 天皇 時代の、 聖 

る。 官位 十二 階 

る- さ う し て、 記 

ふる。 天下 大ぃ 

て 母子 共 に 死 す， 


の 


太 


又 


の 惯値を 持つ てゐ る- 


こ  えぞ  まゐ 

(舒明 天皇 九 ハ牛) 是 S 一  蝦 夷叛 きて 朝 ら ず， 

ほ おみ かみ つけ ぬの ，で- パ かた な  ほ  いくさの きみ  し 

0 ち、 大 臣上毛 野 君 形 名を拜 せて 將 軍と 爲 

て 討た しめた まふ。 還 り て 蝦夷の 爲 めに 

に  そこ 

敗らえ て i;^. げて壘 に 人 る。 遂に 賊の爲 め 

■  いくさ  ひと ども こと/? \  に  き 

に圍 まる。 軍の 衆 悉に 漏 げ て 城 空 し。 

いくさの きみ  せん すべ 

將軍迷 ひて 所 如 を 知らず。 時に H 慕 れ、 垣 

を踰 えて 逃げん と 欲 ふ。 爱に方 名の 君の 

つま なげ  - つれた 

奏 歎きて H  く、 懷 き 哉、 蝦 夷の めに 殺され 

なんとす る ことと。 夫に 謂り て S  く. 汝 の 

おや たち あ をうな ばら  とほき みち  こ  ん. J ち かた  あ ，た 

祖 等 は 蒼海 を 渡 り、 萬 里 を 跨 え て、 水 表の 敵 

む  かしこ  た ：》  のちのよ 

を 平け て • 威く武 きを 以 て 後葉に 傳 へた り。 

いまし ひだぶ る さき  おや  く 

今 汝頓に 先の祖の 名 を 屈しな ば、 必 ず 後の 

^の爲 めに # 、はれなん と。 乃ち 酒 を 酌み 

て -ゅ. ひて 夫に： M ませ て、 親 ら 夫が 劍を佩 き、 

めの こ あまた  のり ご  つる 

十の 弓 を 張り て、 女 人數 十に 令ち て、 弦 を 鳴 

ら さしむ。 旣 にし. て 夫 更 に 起 ち て、 伏 け る 
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舒明 天皇 九 itf に、 蝦夷が 叛亂 して-切 廷に來 ない。 それ で 

大臣 上 毛 野 の 形 名を將 軍に 任命して、 蝦夷 や 討伐せ し 

め 給うた。 所が 却って 蝦夷の ために 戰に敗 れ、 形 名 は 走 

つて 城塞に 逃げ込ん だ の で、 到 頭 賊軍の 爲 めに， は 園せ ら 

れて しまった。 味方の 軍勢 は皆脫 走して 城塞の 中 は 人 

がゐ ない。 將軍も 心が 迷うて どうしてよ いか 分らな か 

つ た。 そ の 中、 日 暮れと なつ た の で 、解 を 越 え て 逃げ出さ 

うと 思った。 所が、 形 名の 妻 はこれ を 歎き 悲しん で、 「何 

と い ふ 履に さはる 事 だ ら う、 蝦 夷の ために 殺 さ れる とい 

ふの は」 と 叫ん， て、 夫に 云 ふ や う は、 「あ な たの 御 先祖 達 

は、 大 海 や 渡り、 萬 里の 道のり を も 踏み 越 え て、 海 外の 敵 を 

平 定 し て、 武 勇の 名 を 後世に 傳 へ， た 方な の で す。 今 あ な 

た が、 す つんり 御 先祖の 英名 を 失墜して しま ふやうな 事 

をな され る た ら、 き つ と、 後 世の 人 か ら 嘲け り 笑 はれる 事 

で せう」 かやう に 云 つ て、 酒 を 注 ぎ、 無 理に 夫に 飲ませて 

元 氣 を つ け、 自 分 は 夫の 劍 を 帶 び、 十 張の 弓に 弦 を 張 つ て、 

こ しちと 

侍女 達 多勢に 云 ひ 付 け、 弦 を ぶ ん /-\ と 鳴 ら さ せ た。 そ 

れ て 夫 も 遂に 最後の 覺悟 を 定 め、 再 び 立ち上つ て、 傍 に 置 

いてあった 武器 を 持 も、 敵 に 進， んで 行った。 蝦夷が これ 

三 1 九 
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つ. I も；；  おもへ  いくさび とさ は 

を 取りて 進む。 蝦 夷 以 爲 ら く、 軍 衆 猶 多 

なりと。 稍に 引きて 退く。 是に 散けた る 

卒 ども 更に 聚 り、 亦 1li 振 ふ。 蝦夷 を 撃ちて 

大いに 敗りて 悉に 虜 にす- 

Sr  千 化。 4 れ^  二  - 

^. か.^ -^" へ かや ゆめ j 、旬  お T や 


三 二 〇 

を 見て 思 ふ や う は、 - まだ 軍人が 澤山 居る の だ な I と  一 K 

つ  一， \ 次 第に 退却した。 そ れ で 一 旦 四 散して 逃げ出した 

兵卒 達 も 再び 集って 来たの で、 亦 隊伍 を 整の へ、 蝦夷 を擊 

つ て 大敗せ しめ 全部 捕虜と した。 


ゆ. ゆえ 


か ら、 か やうな 窗所 は、 持 に 重要視して 揷 


此の上 毛 野の 形 名の 妻の 智謀と 勇氣 

と、 & び 夫を勵 まして 大功 を樹て た內助 

の 精神に 富む 所 は、 實に 日本 婦人の 龜 鑑 

であ， 0- しかも， 此の 一 條を 書き 現す 筆力 

に は 大いに 簪が ある。 かやう に、 外面 的 

な 事件の 報告の 中に 時として、 此の やう 

な 事 がら を 描いて、 讀 者の 眼 を きそ の 

心 を 打つ ので ある。 他の 所 と、 筆致 に 異 

なる 感が あ.^、 叙述 も 可成り 精細で ある 

も の と 思 はれる 


萬 

.ョ 一 1、 

結 

の 


西 

本 


萬 葉 集との 交渉 皇極 天皇 卷 では 蘇 我人 鹿を誅 する 事件が 詳細に 描かれて ゐる。 併 


し. 此 の 事 は. 後 に. 鎌：：： ぁ傳 につ いこ -. ム ふ 所で^ 明す る 

諸 條令を 記す ことが 詳し い 


又 此の 邊 から 下 は. 萬 


^ [ お ク， i、  ♦ 

,tv>^^.^  «  V  9 —— や， にに I  - し、 

；， プズ .5りク斧、¥,^.^了<ぁ^*"、>.*!:|^,？  ； 

！  了-. few な 5^  vvu  2 ハ ベ- ノす 

y I  f ママ， -Jl 

>v  ノー 

1^  、  ur, へ 、、 ？  vt,i> ヽ クァ ；' i  rvs.. 化 . 、一- ；' > 

、一一 一  T  .  S  /-  -  ,  } ；パ . 

されて ゐ て、 歴 ^ヒの M ル 錄 と 照 ベロ して 见 る 必 要 の 生 
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孝德 

葉集レ 

條 


天皇 卷 では 大 化の 改新に おける 

交涉を 持つ て 來る 

萬 葉 集で は、 仁德 天皇の 御 時の 

歌が ぁ.^,古事記 の輕太子 に關す 

る 伴が 左 註に 引いて あつ て それ 

ら も. 古 事 記と ともに-: a 本せ" 紀に 

も關 係が あるが 舒明 天皇の 御 時 

に 至つ て、 始め て 左 註に U 本窗紀 

の 名が 見えて ゐる" 舒明 天皇 以 

後の 事 は、 古 事 記に は 無い の e あ 

る か ら、 日 本書 紀を見 八：！ せ るの は 

3 當然 であるが. それと ともに 、萬 葉 

集中に おい て、 作 品 が に 多くな 

り、 作者 や 作られた 場所 等 も 明示 

じる の も 亦、 此 の 天. 皇 以後で ある。 それ 


^ 竹 

\ ネ 

1 阖 

所 
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ゆ ゑ此 所に n 本書 紀 との 密接な 交 涉 が 生じる わけ で あ る- 齊明 天皇の 御 時に せ つて は：：： 

本 0 紀 が、 し ばし ば 引用せられ てゐ る 又， 萬 葉 集に は 日本書紀 につ いて、 何ら 言 及 す る 所 が 

なくて も、 兩 者 を 比 ベ た-— せ る 必 要のお する 歌 も 亦 見 ら ねる 1： へ ば、 萬 葉集卷 二の 「有 間皇 

子が 自ら 傷みて 松が 枝 を 結びた まへ る 歌」 も 後 ft に 名高い 所謂 結 松の 御 歌に つ いても 

此の 皇子の 悲劇的な 御 生涯 は、 日 本書 紀の齊 明 天皇 卷 によつ て、 知らな け ねばならな いので 

ある。 その 險を 次に 記して 見よう 


-; 1 めえ のた つ つきた 1 

有 間 皇子 叫ハ牛  十一 3： の 突 辰の 朔 

みづ のえ ま  とに  つかさ  そ \ 'の あか 

の 壬 午の ひ (三 H) に、^ まり 守ろ 官の蘇 我 赤 

え  お,；  あり ま。 A こ  すめら みこと io 

兄の 臣が有 間 皇子に 語 り て 曰 く、 天 皇の治 

まつり ご. C  やまち  ソ- だ- 

す 政事に 三つの 失 有り 大いに 倉 雍を起 

てて 民の 財 を 積み 聚 ； a ろ こと 一 つなり 

tci  ** り  **  ひと ， 、らひ も S  左と 

長く 渠の水 を 穿り て 公の 糧を 損し 費す こ 

と 二つな り， 舟に 石 を 載み て 運 び、 積 み て 

丘 を爲す こと 三つな りと。 有 間 皇子 乃ち 

赤 兄が 己に 善しき こと を 知りた まひて 1^ 


齊明 天皇 四 年 十 一 月 三日 に、 齊 明 大 皇 が. 紀 州の 溢 に 行 

幸 遊 ば さ れた 留守の 役人、 蘇 我 赤 兄が、 有間桌 子に お話し 

巾し 上げる や う は、 「天皇のお とりに な る 御 政治.. 1： きに 

は、 三 つの 御 失政が あります。 第一 は、 多くの 倉庫 や 一 建 て 

て、 人 民の 財產を 蓄積して お か れ た こ と、 第  一 一 ^..0 い 運河 

を 掘つ て、 人 民の 食糧 を 無 駄に費 さ れ た >  ^ と、 第 T は、 舟 に 

石 を 積ん で 運 び、 石 を 積み重ねて 堤防 を 築か れ た 事、 以 上 

三 つ であります」 これ を 聞か れ て 有 間 皇子 は、 赤 兄が 自 

分に 好意 を 持つ てるる 事 を 知り 給 ひ、 喜 ん で 赤 兄 に 答 へ 

て 仰せ ら れる やう は、 自分 は 今度 始め て、 兵 隊 を 使 ふ ベ 

き 時期が 來た」 と 云 はれた。 かくて 五日 に、 有 間 皇子 は、 


きびて 報 答へ て 曰 は く、 吾 年始め て ， 兵 を 用 

ゐ る ベ き 時な り と。 .m 'の ひ (五 m) 、有 ？ i 皇 

子 赤 兄が 家に 向き て、 樓 に 登りて 謀りた ま 

しま づきお づ か，. - こ. - しる まし 弋- が な 

ふ に、 夾 膝自 に斷れ ぬ。 是に 相の 不 き ， J 

と を 知 り. 衡、 に盟 ひて 止む。 皇子 歸 て 宿 

りた ま ふ。 是の 夜半に、 赤 兄、 物 部 朴井連 館 

よ ぼろ ゐ 

を 遣 はし て、 宫 み」 造る 丁 を 率 て、 お n 皇 子 を 

市經の 家に 圍む 便ち， 驛使を 遣ば して 天 

み こと おもと -If を  つちのえの. *; 

皇の 所に 奏す。 戊 子の ひ (九： n) 、有 g 皇子と、 

まもりの きみお いし さケ あ ひべ の むら じくす りし ほ -- 6 わし じこの しろ 

守君大 石. 坂 合 部 連藥. 鹽屋連 鋼 魚， こ を捉 へ、 

紀の溫 湯に 接り たてまた す- 舍 人の 新田 

部 米 麻呂從 なり _ 是に 皇太子 親ら 有間皇 

のた ま  みかど かたぶ 

子に 問 ひて 曰 は く、 何 の 故に か 謀反 けんと 

すと。 答へ て 曰 は く： 大 と 赤 兄 と のみ 知ら 

おのれ も はら—  ，= のえ の .^-に  たじ ひの 

す 吾 全 解らず と 庚 寅の ひ 一十 一 日)， 丹 比 

を ざ はの むら じくに や  "ち しろ 

小 澤連國 襲 を 遣 はし て、 せ g 皇子 を 膝 白 坂 
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赤 兄の 家に 行かれ 一 、、階 上に 上 ら れ、 謀 叛の 相談 をして を 

ら れ る ，v -、  3 息 の 足が- nH 然 に 折 れ た。 そ れ .\ ヽ前 兆の よく 

な い 事 を覺っ て、 そ の 時 は、 一 味の 人々 が これ を屮 止す る 

事に M れも 同意し た" 皇子 も歸っ て 寢てを ら れ る と、 そ 

の 夜半 に、 赤 兄 が、 物 部 朴井連 能と いふ 者 を 遣 はし て、 宫 殿 

建築に 從 事して ゐた壯 r を ひ き ゐ さ せ、 有 間 皇子の 大和 

平 群 郡 一分の 御 邸を圜 ませた。 さう して 直ち に、 早 馬 て 

使 を 遣 は し、 牟婁溫 泉 の 天皇の 御听 に 御 報せ した。 遂 に、 

九 H に は、 有 間 皇子と、 守君大 石. 坂 合 部 連 藥. 鹽 a- 連 蜊魚等 

と を 捕縛 し て、 牟婁？ ，1 泉に 護邊 した。 舍 人の 新田 部 連 米 

麻 呂 が その 御供 をし た。 そ こ て、 皇 太子 中 大兄 皇子 が、 御 

自身 有 間 皇子に お尋ね 遊ばされる やう は、 「何故 に、 謀叛 

を 計らう と し た のか」 と。 それ. て 有 間 皇子が 答へ て 仰 

せ ら れる やう は、 「その わけ は 天と 赤 兄と だけが 知つ て 

ゐ るので せ、 「、自分 は 全く 何故 だか 分り ませ ん』 と。 I 

一 日 に、 丹 比 小 澤連國 襲 を 造 は し て、 有 間 皇子 を 藤 白 坂で 

絞首の 刑に 處し た。 此の H に は、 屋連鯛 魚. 舍 人の 新田 

部 連 米 麻呂を も、 藤 白 坂で 斬 つ た， 操 g 連鰂 魚が 死に 臨 

ん で 云 ふやう は、 「どうか 自分の 右の 手 だけ は、 あ とに 殘 

三 1 一 三 
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に 絞 ら し む， n.M_ の 曰、 堕 屋 連 綱 魚、 舍 人の 新 

田 部 連 米 麻 呂 を も 藤 白 に 斬 る。 屋連 

ころ  い 

鋼魚誅 されん として 言 は く、 願 はく は 右の 

手 をして 國の寶 器 を 作らし めよ とつ 守 君 

か t み つけ ぬのく に 

大 石を丄 毛野國 に、 坂 合 部 連 藥を尾 張國に 

4 す-. 

或 本に 云 く、 有 間 皇 子、 蘇 我臣赤 兄. ii 屋 連 

ひねりぶ み 

小 戈. 守 君大 石. 坂 合 部 述藥と 短籍を 取り 

て雜 反の 事をト へた まふ" , 

のた-一 *  お ほ みや 

或 本に 云 く、 有 馬 皇子 曰 は く、 先 づ 宮 窒 を 

や  ひと ひふた よ む ろ つ 

m き て、 五 百 人 を 以て 一 曰兩 夜牟婁 fie を 

た  とふない くさ  さと 

邀 へて、 疾く 船師を て淡路 國を斷 りて 

ひとや  こら 

ん ， ^ と、 牢 に- れ る 如 か ら し め ば. 其 の 事 

成し 易 からん と 「 或 人 諫めて 闩 く、 可 か 

いき ほひな 

らず。 計る 所は旣 に然れ ども、 德无 し， 

ミさ  み C  と を あ りこ i の つ 

方に 今 皇子 年始め て 十 九 にし て、 人 と 


三 二 四 

して、 國 家に 大切な 器物 を 作る 用に 役立た せたい もの だ」 

と 云 つ た。 守 君 大石は 上野 國に 流され、 坂 合 部 連 藥は尾 

張國に 流され た f 

或 本に 記し て ゐ る 記事。 有 間 皇子 は、 蘇 我臣赤 兄. 鑾屋 

連 小 戈 (翻 魚 と 同人)、 守 君大 石. 坂 合 部 連藥等 と、 籤 を 引 い 

て、 謀叛の 事 を 占 ひ 給う た。 

或 本に 記して ゐる 記事。 有 間 皇子が 一味の 人々 に 仰 

せられる やう は、 「先づ 最初 に、 宮 城に 火 をつ けて 燒 き. 

五 百 人の 兵士で 一 日 ニ晚牟 $ ^の湊 を， 攻擊 し、 直ちに 海 

軍.. て 淡路國 との 交通 を絕っ て、 さ ながら 牢獄に 投じ ら 

れた 罪人の ごとく に、、 i れを孤 立 せしめたなら ば、 此 の 

謀叛 は 容易に 成功す るで あら う」 と 云 はれた の で、 或 

人が 諫めて 申し上げる やう は、 「それ は 駄目で す。 成 

程 御計畫 によ れ ば ど う し て もさう なるや う で す が、 皇 

子に は、 未だ 御 德が備 はって をり ません。 丁度 皇子の 

御 年 は 今年 十九で あ ら せら れ、 未 だ 一 人前の 成人 で は 

ございません。 皇子が 一人前の 男子と なられた 時、 そ 

の 御 德が備 はって 來る 事で せう. 一 と忠吿 巾し 上げた" 

そ の 後、 有間皇 子 は、 一 人の 判事と 謀叛の 事 を 計られた 


1 んのづ か ：: かり ごと や 

て 自ら 斷 る- 其の 謀 止 ま ず 


炎る に 及ばず， 人と 成る に K.fi りて 其の 

,1 ^を 得べ しと， 他日、 お 問 皇子、 一 の. i: 事 

と 反く こと を 謀る。 ゆに 皇子の 案 机の 

あし  な 

脚、 故 无- 

して 遂に 誅戮 された まふ 

古事記. 日 本 齊紀を ：嘣  =1 して 古の 歷 お を 見 る 

ゐ るの を 見る， 有 間 皇子の 御^ も そ の 一 つ で 

入 ほられて、 自滅し 給うた ので あ る. さう して 

の は. 御 自分が 世に 人れ られ ざる 不平 を 持って 

小足 媛 


際、 皇 子のより かかつ て をら れた 脇. 总の足 が、 何 の理. S 

もない のに 自然と 折れた。 併 し、 そ の 計 劃 を 中.： ：； あそ 

ば さ れ な か つ た の て、 遂 に、 事 露 は れ て 誅 せ ら れ 仏 £ う た 

の で あ る. 


IV- クて 

あ る 

，肌氣 

居 ら 


.^ 間 な 子 


茅 谆 王. 


孝 德 天 

齊明夭 a 


-中 大兄 一 夭 夭 き 


明 天皇 


こ に 多くの 陰謀. 謀叛の： si- の 記さ れて 

が 結局 .50; 間 皇子 は ■ 蘇 我 赤 兄の 奸；^ に陷 

の 有間皇 子 が 此の 謀叛 を 忍 ひ 立 たれた 

れ た^によ る 


此 の 關 係 を 見 れ ば，有 間 皇 子 が ，御 叔 母 な る 

て をら れた 原因 が、 喑 々裡に 想 察 せ ,". れ よう。 
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天皇 や. 時の 皇太子 中 大兄に ド を ii^ つ 

に 付け入って 蘇 我 赤 兄が 有 間 皇子に 謀 

一二 一 一  玉 
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叛の喑 示 を與へ 却って これ を 捕へ 奉って 自らの 功と したので ある 憎むべく 惡 逆なる は 

赤 兄で あ り. 哀 れ なる は 皇子で あ ら せられた • 皇太子の お尋ねに 對し 「天と 赤 兄との み ^ 

ら す、 吾 全 解ら す」 と i 合 へ 給 う に お 言 葉 は . 萬 1g を 籠め られ たもの e ある はじめ.. 兄 が 皇 

子 に 暗 示 を 與 へ た、 天 皇の三 個の 御 失政 と いんの は、 決 して 御 失政 e はな く、 反 對に倉 率 を 建 

てて 米 を 貯藏し 不時に 備 へられた こと や-運河 を 造 つ て 交 通の 便 を はかられた 事 や、 堤 防 を 

築き 外患に 備 へ られた 事な ど は-す ベ て. その 御功镜 である それ を. わ ざ と 惡ぐ批 申し 上 

げて、 有 間 皇子に 好意 をよ せて ゐ る が 如 く 装 う た 赤 兄の 奸 策に 乘 せられて、 遂に 非業の 終 を 

遂げられた 有 間 皇子 は， まことに 1^ 情す ベ き 御 方で ある 後 、結 松の 欲に， 问： の 淚を注 い 

だ 多くの 欲 人が あ つ た 事 も 亦 當然で あ に う- H  ,^ 霄紀の 此の 條 に. 「或 本 云 一 を-一條ん.？ 

き 載せた 如き 亦 此の 事 伴に 對し て， 後 人 が 多 大 の 注意 を拂っ C ゐた事 を 語 る ものである 

これ も 4«n 間 皇子の 悲劇的な 短い 御 生涯に 對し 4;^ る 同情より 出て ゐ るの v;^ あらう 

天智 天皇 此の 齊明 灭 皇 時代 か ら 次の 天智 天皇 時代に かけて は • 朝鮮半島と の 交涉が 

多 い そ の 間 に： 丁、 智 灭皇 三年に は 冠 位 二十 六^が 定められに り， 同 九 (中には ，11, 籍を 造って 

盜賊ゃ 浮浪 人を斷 たうと せられた り， 内治の 方面に も、 種 々 ： の 文化的 施設に つ て 記 さ れ て 

ゐ る 


壬 申の 亂 天武 天皇 時代に 入る と， 千； 申の 亂 について、 說く 所が 詳しい 

の 文^ にも 關係を 持 つて ゐ るか ら、 日本書紀 の 記す 所の 大略 を 掲げて おぐ 

如き 系圖を 知つ て おく 必要が あ る 

色 夫 古 娘 

 川 皇 子 


此の 亂 は、 當 代 

それに は， 次の 


明 天皇 


齊明 天皇 


伊 贺釆女 宅 子 娘 

 大 友 専： 子 (弘 文 ：大 臭) 


天 智 ；人 臭 中 大兄 桌 子)— 一 


額 田 女 王 ^1 


11 0  K  0 女 (持 統 天 皇) 

11 曰 並 皇 子 (草 壁 泉 子) 

11 天 武天桌 (大海 人 皇 子 )= 


—葛 野 王 

—十 市 皇女 


—大伯 皇女 

—大 津皇子 

太 田 皇女 

 忍 壁 皇 子 


丄咼 市 皇子 

is 子 娘 


擬援娘 

天智 天皇 十 年の 十月に， 天皇が 御 病氣御 
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態に 陷ら れた 時， 蘇 我 臣安麿 をして、 東宮 大海 人 

三 二 七 


上代 文學 史上 卷 

皇子 を 自室に 招かれた。 その 際、 安麻 呂 は， 東宮と 御 仲が 好かった の で、 大 海人 皇子に 


, 此の 


度の 御 召に 就いては、 用心 を 遊ばせ」 と、 注 意 を 申し上げ た。 


智 

天 


陵 


ま 

、我 >4 


直 

き 


/ おきへ， 


天 

陵 

伊 

拳- 

宫 

名 


會 

所 


さ て、 御 病床に 參ら れ ると、 天皇 

は， 「あなたに、 皇位 を繼 がせよ 

う と 思 ふ」 と 仰せ ら れ た が、 東 

宮は 「い え、 私 は 病身な ので、 と 

て も その 任で ありませ ん， 皇 后 

を 御 位に 卽け、 大友 皇子 を皇太 

子に 立て 奉り、 私 は 出家した い 

と 思 ひます」 と辭 返せられ た 

の で、 天皇 は こ れを聽 許 あそば 

さ れ て-大海 人皇 子は卽 日出 家 

せ ら れ、 吉 野宫 にお 入りに なつ 

た。 或 人 は， これ を 評して 「虎 


に 翼 を 著け て 放つ やうな もの だ」 と 云った。 (天智 天皇 は、 御 弟の 大海 人皇 子より は、 御 自分 

の 御子なる 大友 皇子 を 御 位に 卽 けたく 思 はれた ので、 御 病 末に 大海 人皇 子 をお 召に なった 


ので あつ た- 然 る 

事が お出来に な つ 


安麻 呂の 訶もぁ つ 

一 が、 古野 宮 


の で. 白 は 出家す る と 化 せ "し れ て、 M せ ： 

に 入られた の は、 後 途 に、 備 へ る 一 ぼめ なる： は 明かな の 

は、 そ の危險 なる 、恰 も 虎に 翼 を つ け て、 M に 放つ や 


m 

寺 

萬 

?! 木 

集 


-^. ^^^^  klVt ん ,4 ま-が 

-t.^u かず ゅネへ ゆ. t ん ん。？ vS りず 

>ん 力ぬ pi^^^  ^ や 5-  一 れ A 

\タ つ. や 44  S  下が ^ .  -  J  ^  f^,^ 


に從 はんと 欲する 者 は れ、， 別 に if へ て ^を あげ 

思 ふ 者 は 去れ」 と 云 はれ て、 服 心の 者と 然らざ る 者と を淘 汰 し、 か く. e  K の 心 を 試 み 

上で 身に 從ふ 者を殘 して？： g かれた. 此の 年の 十二月に. 火智 天皇 は 崩御 あそばさ れ 

二 編 is, 二： 章 R^^M  三 二 九 


遁れる 

で， ゆ 人 

うな も 

リ だ と 

云った 

の で あ 

！ ±7 一 じ よ. 

皇子 は、 

「ほ 分 

ij ま dp 一 

する の 

ようと 

られた 

た， 翌 
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年 の 五气 并連雄 君なる 者が、 大海 人皇 子 に 申し上げる やう は， 「私が 私用で、 美？！ に ま 一 り ま 

すと 近 江の 朝廷に おかれて は、 美 濃. m 張 兩國の 役人が 山陵 を 造る と て、 人 夫 を 集め • 兵 器 を 持 

たせて を， ますが、 私の 思 ひます に はこれ は 山陵 造營 の爲 

めで はな ：此 の 吉 野 を 攻 め る め な の で， 危 險が 近 に 迫 

つて ゐる と 思 はれます； と 報じ た。 此の 種の 知 C せ が 頻 

不 々として 一,t.- る の で. 遂 に 大海 人皇： j は、 決 然として. 1:^- たれ， 

一 出家 隱遁 して ゐる 自分に 危害 を 加へ よ う とする もの に 

對 して は. 默 して ゐる 事が 出啦 ない 一 レー 仰せ o れて. 濃に 

闋 

使 を 遣 は し， 皋 兵の 準備 を 調 へ さ せ 給 う た- かくて 自 に ，ぷ 

称 遽吉野 を 出られて 東國に 赴か れ， 進發 の 途中、 次第 に お 馬 を 

加へ つ つ、 伊^^ li- 明 まひ^", T  ；； 此 所で 遠： W 勢太祌 { お を 

拜し給 ひ 又 .大 海 人 皇 T の 御 子 草 辟. - M 子 (日 並 皇 子 一 や 忍 1 

子 はさ 野 か c 從 つて^られ た が卅 熟 に ら れ た 高 市 皇子. 

大津 皇子 も、 伊 勢より 馳せ老 じて 御供に 加 はり 給う；，： の で，」 咼 市 皇 ： 卜 をば： や 破に 遣 はし て、 軍 

事を監 せしめられた， かやう に、 大海 人皇 子 の 軍が 画に 起った と 聞かれて 近 江の 朝廷 は 


一一 う 養 き ± 

ヌー if% 

ニー 一-  一-  V,, 「遽ー 

ノ議き 一 


上 r 驚愕 し、 直 もに 諸方に 使 を 派遣して 軍勢 を 催さし めら 

れ たが、 成功せ す， 却って 大海 人皇 子の 方に 服屬 する 者が 多 

かつな その 間， 大 海人 皇子 は、 罟 を^ 破に 移さ れた の で、 近 

江 軍 は 不破を 攻めた が ■ 征討" の将山 部下 は 敵に 從は う と 

して 殺さ れ. 兵卒 も 騒亂し て、 軍 は 進 ま す， そ の 他に も 近 江の 

将軍で 敵に 降る 者が 續出 すると- -ム ふ狀 態で あつな 一 方 

乃樂 方面で は， 敵を耿 走せ し め て、 近 江 軍の 意氣頓 に揚 つに 

が-こ れも 間もなく. 敵の 援軍の ため に 敗られ て. 遂 に、 近 江の 

漸田邊 にお 野 軍が 迫って 來た。 以ド U.L 古の 戰爭 文學と 

して、 勇^な 筆致で 書かれて ゐ るか ら-そ の 交 章の  一 を 引 

いて 見る 中に は、 高 市 皇子 を 哀傷し 奉 . ^、此 の亂を 描いた、 

萬 葉 集の 怖 木 人 麿の 長歌の 一節 を 思 ひ 起させる やうな 箇所 も ある ■ 

■ その 時 (ヒ月 二十 二 曰) に、 大 友 皇子 及び 群臣 達 は、 共 に瀨田 

の 橋の 西側 に、 大 いに 陣營を 張つ て、 そ の 後方が 見 え な い 

ほ ど で あ り、 旗 幟 は 野原 を 蔽ひ鴛 し、 塵 埃 は 穴 H 中に 卷？ 上 

り、 鉦 や 鼓の 昔 は 遠く 離れた 所， ま で 聞 え る ほどに 饗 く 


もろ， の.；； みたち 

時に 大友 皇子 及び 群臣 等 は、 共 に 橋の 西に 

つら  .J りへ  は 

營 み て 大いに 陣 を 成 し、 其 の 後 を 見 ず。 旗 

た  かく  ちり  ^* ね つ ，>  み 

喊は 野を蔽 し、 坟 塵 は 天に it 一  り、 鉦 鼓の 聲は 
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数十 里 に^ゅ。 列れ る t 每 は 亂れ發 ち て 矢 

の 下る こ. と 雨の 如 し"， 其 の 將智尊 は 精兵 

を 率 て、 先 鋒と して 距. V。 仍 り て、 橋 の 中 を 

切り 斷っ こと 三 丈 を， Til りなり。 一 つ 

の 長き 板 を 置き て、 設 ひ 板を蹋 みて 度る 者 

有 ら ば、 乃 ち 板 を 引きて 噴 ちんと す。 是の 

ゆ ゑ  こ， - t け をの- 1 

以に 進み 襲 ふこと を 得ず。 是に 勇敢き 士 

有 り。 大.. 分 君稚 ほと E ふ， 則ち 長き 矛 を 

棄 てて 甲 を 重 ね て、 刀 を拔 きて 念に 板 を 

踏みて 度る。 便ち 板 を 著け たる 鋼 を斷ち 

て il^ えつつ 陣に 人る。 衆 悉 に亂れ て 散 

i,^  、くさの かしら 

け 定 り、 禁 む 可から ず。 -. 將軍 尊、 刀 を 拔 き 

て 退く 者 を 斬 り、 而 も 止む る こ と 能 は ず。 

因りて 智 尊 を 橋の 邊に斬 る、 则 ち 大 ^ 皇 子、 

ひだり， いざり  たち  -ァ 

左お の大ほ 等、 僅 かに 身 を 免れて 逃 バゝ 

よし たち  たむろ  こ 

依 等、 卽 ち 粟津の 岡の 下に 軍す" 是の日 二 


並べ 置かれた 石弓 は 盛んに 發 射して 矢が 雨の やうに 飛 

ぶ" 近 江 軍の 大將 の智尊 は、 精 兵 を ひ きゐ て、 先 鋒と なつ 

て 防いだ。 そ れ て、 獵 田の 橋の 中 間、 三 丈 く ら ゐの 長さ を 

切り放つ て、 そ の 上に 一 枚の 長い 板 を 置い て、 も し 板 を 踏 

んで 渡って 来る 者が あつたな ら ば、 そ の 板 を 引 張つ て 敵 

を 水中に 落す や う にした。 そのため に、 敵 は進擊 する 事 

が 出来なかった。 然るに、 敵軍 中に 勇敢なる 兵 土が あり、 

名 を 大分 君 稚臣と 云 七 此の 者 が、 持 つ てゐた 長い 矛 を 

捨 て て、 鏜 を 何枚 も 重ね着 て、 刀 を 拔き放 ， ち 、突 然 板 を 踏ん 

て 渡つ て來 た。 さう し て、 板 を 引 張る 爲 めに 取り 附 けて 

あ つ た 綱 を その 刀て 切つ て 、板 を 取り外す 事が 出来ない 

やうに し、 矢 に 射られ な が ら、 鎧 を澤山 重ね着て ゐ るの て、 

無 事に、 敵陣に 切り込んだ。 これが た め に， 近 江 軍の 軍勢 

は 皆 a れ 立つ て 逃げ走り、 これ を 禁止す る 事が 出来ない。 

そ れ，. て將 軍の 智尊 は、 刀 を 拔 い て、 逃 げ る 者 を 新つ て 味方 

を勵 まし た が、 し かも どうしても 逃げ足 立 つ た 味方 を 止 

め る 事 が 出 來 ず、 遂 にかの 大分 US 稚臣が 智尊を 橋の 附近 

て 斬り 殺した が、 大友 皇子 や 左大臣 右大臣 等は漸 うの 事 

で 身體 だけ は 免れて 逃亡せられ た。 それて 寄 手の 大將 


はね w のきみ  いづ ものお み こま  - 

ト  一 一 R  、羽 田 公矢 國. 出 雲 臣 拍、 合 せて 共に 三 

みづ のえ のね 

尾の 城に 攻めて 降す。 壬 子の ひこ 一 十 三 H)、 

^ よし  かしらい ぬ-つ ひの むら じい そ A み  け ざまの あだへ しほ 

男 依 等、 近 江の 將犬養 速 五十君、 及び 谷 直 0^ 

手 を 粟津の 市に 斬 る。 是に大 友 皇 子、 走 り 

て 人らん 所 無 く、 乃 ち 還りて 山 前に 隱 れ， 自 

くび  ひだりみ ざ お ほおみ  もろく 

ら縊れ たま ひぬ。 時に 左右の 大臣 及び 群 

のおみ あら  のが  まだ ひとり ふたり 

臣皆 散け 亡れ て、 唯 物 部 連 麻 呂、 且  一 二の 舍 

人の 從へ るの みなり。 


村 國連男 依 等 は、 果津の 岡の 下に 陣 した。 此の 日に， 羽田 

公矢 國 (もと 近 江 方に 屬し、 後、 吉野 方に 服屬 した 者の 一 人) 

は、 出 雲臣 泊と 軍勢 を 合 し、 共 力して 近 江 國高島 郡なる 三 

尾の 城 を 攻めて、 これ を 降した." 翌 二十 三日 に、 男 依 等 は、 

近 江 軍の 大將、 犬 養 連 五十君 や 谷 直遛手 を、 栗 律の 市場で 

斬った。 それ で、 大 友 皇子 は 走って 逃げよう に も、 隱 れ 給 

ふ 所がな く、 遂 に 引き返して 滋賀 郡長 良 山の 山 前 (今 の 三 

井寺の ある 地) に 逃げ込まれ て、 首 をく くり 自殺し 給うた 

ので ある。 その 時には、 左大臣 も 右大臣 も、 そ の 他の 群臣 

も 皆 逃げ去つ て、 傍 に從ひ 申し上げて ゐた者 は、 た ビ物部 

連 麻呂と  一 二人の 舍人 とがお 供して ゐ ただけ であった。 


かくて 遂に 近 江の 軍は欧 北す るに 至 つ たが、 此 の 間 大和の 方に 派遣 せられて ゐた近 江の 

軍勢 は-三 道に 分れて 敵と 戰ひ、 いづれ も欧 北して" 遂に 近 江 方の 諸 將は皆 極刑に 處 せられた 

ので ある 义、 左大臣の 蘇 我 臣赤兄 等 も 捕 へ られ て、 子孫 等と 共に 流刑に 處 せられな 

以上が 壬ホ の 亂 で、 か の 有 間 皇子 を そ そ の かし 申 上げた 蘇 我 赤 兄 も、 此 の 時に 處 罰せられ 

て ゐ る 大友 皇子の 御 最後 は 殊に 悲惨で あらせ ら れ た _ 

十 市 皇女 ， ^友皇 子と 大海 人皇 子との 御爭 は 骨 肉 の 御 爭 で.さ ま. ざ ま な 悲 慘 な を 
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生んだ， 


上代 文學史 上？ & 

就 中 .大 友 皇子の 皇 Ci: 十 市 皇女 は、 大海 人 皇 子 の 皇女で あらせ ら- 


君との 間に 板 挾みと なつ て赏 

：: .3: 


旣に 停ま.^ て 幸 行し ます 

巿 皇女 を赤穗 (大和 一に 葬る. 


寺 

東 

名 


載 


心 を 勞，. 給うた ので ある H 本書 紀に 

此の 皇女の 御身の 上に つ いて. 杞す所 は 

水 鏡. 愚 管 抄. 宇 治 拾遺 物語 等に は、 種々 

壬 申の 亂 後， 十 市 皇女 はパ乂 君の 御 も と に 

十三 = に は、 日 並 皇子 の 妃、 阿^ 皇女 (元 明 

太 神宮に 參拜 あそばさ れて • 七 年 四月 七 

る その 時の 事 を、 書 紀は 叙して. 

う づき  ひ,^ との ゐ  つきた ち レ つきの み V 

七 年：： 夏 四月の 丁亥の 朔 に、 齋宮 に 

し て、 卜 ひた ま へ る に、 癸 巳 の ひ (七 日) 卜 


— 平 且 の 時 (午 前 四 時) を 取. 0 て 、警 蹕， 旣 に 

成して、 乘輿盖 を 命し、 未だ 出 行し ます 

ひめ みこ に はか  やまり おこ  みラ 

皇女 卒然に 病 發.^ 一」、 宮の 中に 薨せ ぬ 

J と を 得す 遂に 神祇 を 祭りた ま はす ：: 

天皇 臨 はし て、 恩 を 降 し、 發 哀した まふ 


一一 一三 ra 

れ る から、 父君と 夬 

は 千 巾の a の 際の 

ない 阱し、 扶桑 略 

の 話を傳 へて ゐる 

あり、 天 武四年 二月 

天皇) と ともに、 $i 勢 

日に, 1^ じ 給うて ゐ 

孝し まさ んと欲 ほ 

： 食へ， C-  り て 

動きぬ r 百 寮 列 を 

ふ を ちの 

こ；；^ よ ャ」 る ： 十 市 

庚ソ十 の ひ (十四日/十.. 


•J 

n 

と あ る- か く 白 ケの 薨去 を 詳細 に， せ n すが ^ きは此 の 書の 屮 でもめ づ らしい 例 で み る. 論 

者 は、 十 市 皇女が 壬 申の i にお いて、： 乂 おに 近 江 朝の 計 劃 を 通じ， 乂君 はお 救 ひ 申し上げた 力 

反 對に夫 =5^ は， 非業 の 御 最後 を 遂げ られる 事に なった ので、 

壬 申の 亂 平定 後、 そ の 御身 は 無事で t せら れ たが、 御 心 は 

露.；、 レーして 樂し， まれ や. S 勢 太祌. 一 呂 の ^拜 も. 此 の 心 の 悶 

を 訴 へ に L  、僅に 慰み を 得よう レーし C の 御旅 行 で あ り- 遂 に 

俄にお 小 で なくな ら れ たの は、 自 段 せ ら れ にの で あ る と、 說 

いて ゐ る そ の 當否 を. S ら な い が、 十 市 皇女 の 御 心境 を 思 

ふ と、 或 は、 消息の 一 面 を 道破した 說 かと 考 へられる 此の 

勢 參宮の 際に 御供 をして ゐた吹 黄り 自の 作歌が 萬 葉 集 

に 出て ゐる その 薨 去 を 悲 しみ 給うた： 又 君の 御 衷情 は、 書 

紀が 詳細に^ すが ご と /、 である r 父 君 も 亦 さびし き i  Jn 

皇女の 御 t 涯に つ いて は 心 を 痛められた ものと 思 はれ る 

天武 天皇に は 多くの 皇女 方 も 居ら わたが. かく も 甚だしし、 叹- 帝の 御 歎 を^へ てゐ る ゆ は 他 

に ほ 儿 えない ので ある 
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萬 葉 歌人 十 市 皇女の 御 1^、 額 田 女王 は、 萬 葉 集中の 代表作 家で あり、 千 • 申の 亂の e-w の 

一 つ になった と、 論者が 說く、 天智 夫武兩 帝の 御 不和、 御 確執が 釀し 出さ れ たの も. 此の 女 欲 人 

なる 女王の 情熱が 持つ 魅力に よる 所 も 多かった ので あらう と 云 ふ。 

大津 皇子 は、 萬 葉 集中 の 勝れた 歌人の 一 人で あらせられ、 特に わが 國の 漢詩 は、 此の方より 

始まる と 云 はれた ほどに、 熱心な 文學 趣味の 御 方であった。 併 し、 此 の 方 も 奸^の 妖 言 に ま 

ど はされ て、 終 をよ くせられ なかった 事 は、 か の 有 間 皇子と 同一 の 運命 を 迎られ たので ある 

そ の 他， 偉大なる 草 壁 皇子 や 高 市 皇子 の 御 事業. 御 功績の こと や、 大津 皇子 の 御 沛大伯 皇女 

も 亦す ぐれた 萬 葉 集の 歌人で あらせられた ことな ど， 壬 申の 亂の關 係 者に つ いて は、 云 ふ ベ 

き 事が 多 く、 そ れ は、 萬 葉 集の 歌と も關 係す る 所が 多い やか ら、 萬 葉 集の 章で 說く 所が あら え 

壬 申の 亂の 意義 此の. 千： 申の 亂 について は、 さ まざ まなる 原因が 考 へられて ゐる。 上 

述の額 田 女王の 御 事 や、 isf は、 天 智 天 皇 が、 御 子大友 皇子に 對 する 御 愛情よ . ^、强 ひて 行 はせ 給 

うた 事な ど-いろ いろ あ b はめる が， 特 に 重要なる は、 これ が、 當時 の 社 會狀勢 を 反影して ゐる 

事 で、 卽 ち、 進 歩屮： 義と 保守主義との 爭 である- 皮那 文化 を 取 b 入れる 事に よつ て， 國 家の J 义 

化 的 發展に 資しようと し、 か つ 、強大なる 傳統的 勢力 を 有する 苗 來の 氏族が、 漸く 專權跋 l^a を 

示す に 至った ので. これ を抑壓 して、 社會的 革新 を 計らう とせられた 近 江 方 に對 し、 む し ろ、 傳 


統 保守的 勢力に 結びつ い て、 急進的 改革 を 望まれす、 從 前の 制度 風習 を 改善して、 國 家の 基礎 

を强 固に しょうと せられた のが、 天武 天皇 を屮 心と し 奉る 吉野 方の 主眼 點 であった， かか 

る 意味に お いて、 此の 壬 申の 亂は、 盧大 なる 社會的 意義 を 持つ もので あ る しかも、 一 方に お 

いて， 天智 天皇の 進步 的な 御 態 度 は、 此の 後、 學 術 文 藝の盛 行 を來た し、 又、 法 令の 確立 を 見る に 

至った が、 そ れ とともに、 天武 天皇の 漸進的 國粹的 見地に 立つ 御意 見から は， 古事記 の 如 き， 貴 

重なる 籍の 撰せられ る 機綠が 結ばれる に 至った ので ある. 此の天武天皇の時代に；^！？氏 

の 族 姓 を 八 種に 分けて (十三 年)、 新に 諸氏 族の 姓 を定， め > ^れ たり、 爵位 四十 八 階が 定められた 

り (十四 年) したの も， さ う い ふ 立場から、 ま づ內政 を 確立し、 氏族制度 を 正して、 大ぃ に 舊來の 制 

度に 改善 を 施された もの で、 こ れら に よ 6、 そ の內 治の 御 功 镜を窺 ひ 奉る 事が 出来る. 

大津 皇子 持統 天皇の 時代に は、 農 桑の 事が 多く 見え、 雨 を 祈られ、 使者 を 遣 はして， 廣瀬 

大忌祌 と 龍 田 風神と を祀ら れた 事な どが 多く 出て ゐ る- 此 の 時代に， 又 一 つの 悲劇が 起つ 

た f 大津 皇子の 反逆の 事件で ある" その 次第 を 詳しく 記 錄 して ゐる" 

朱. 2 元年 •：： 冬 つ. ST お 種ち の％?0^ の ひ 朱 鳥 元年の 冬 十月 二日に、 大津 皇子が 謀反 を 計られた 事 

. み ，， i  ^  K  i たぶ  あら  が發覺 したの で、 大 津 皇子 を 御 逮捕した。 そ れ と 共 に、 大 

(二  =)， 皇子 大 *： の 謀反 けんこと 發覺 はれぬ C 津 皇子の ために 欺かれ、 誤って、 そ の 一 味に 投じて ゐた直 

皇子 大津 を逮神 ふ。 せて 皇子 大淮 の爲 廣肆 (位の 名) 八 口 朝臣 音 欞ゃふ 山 下 (位の 名) 壹伎 連博德 と、 
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あざむ  しゃ ぐち. 5  おと 力-一 

めに 娃誤 かれた る id 廣禅八 口 朝臣 昔 111:. 小 

ハ /ビの  はか とこ  お ほ ム， わり  の  おむ *-0 

山 下 一 13! 伎 連博德 と、 大 舍 人の 中臣 朝臣 臣麻 

呂. 巨 勢 朝臣 多 益須. 新羅 沙門 行 心、 及 び 帳 内 

. と きの  ス そぢ あ- f りの ひ，"， -  かのえの-つま 

の. 礦梓道 作 等と 三十 餘人 を铺 ふ。 庚 午の 

A  Z  を さ だ  ^ へ  み まか 

ひこ 二日) 、皇 子大渗 を譯語 田の 舍に賜 死ら し 

みめ ひめ みこ  くた しみ だ す 

む。 時に 年 二十 四。 妃 皇女 山邊、 髮 被し、 徒 

ゆ  ともに し  たげ 

跳 に し て、 奔 赴き て^ぬ。 見 る 者 皆欽歡 く。 

*; めの ぬ な はらお きの まひ i のす めら みこと み fc りめ のみこ 

皇子 大津は H<  0 巾 原 瀉眞人 天皇の 第三 子 

- へ. か ほ たか さかし  みこと  すぐ ほ パ ら 

な り。 容止墙 く 岸くて 音辭は 俊れ 朗 かな 

^  A こと ひら すわけ のす めら みこ ふ  めぐ 

！ K 命開刖 天皇 の爲 めに 愛 まれた て 

ひと-なる  わい/ \  か ど 

まつりた まふ。 長に 及びて 辨 しく て、 才 學 

ちと ふみつ くる こ と この  レら -ゥ た  おこり 

"^。 尤も 文筆な 愛む。 詩 賦の輿 は、 大津 

よ  ひ 9 え i さる  みことのり 

自 り始れ り， 丙 申の ひ (二十 九日)、 詔 して 

のた ま  みか * ふかた ぶ. に あざむ  つかさ 

ほ は く、 皇 子大 の 謀反に， 娃誤 かれた る 吏 • 

_ 民 . 帳 内は已 む 二と を 得 ず。 今 皇子 大津 

すで  み よさ 

巳に 滅れ り。. 從 ひし 者 ども、 當に、 皇子 大津 


三 二八 

大舍 人の 中臣 朝臣 臣麻呂 や、 巨 勢 朝臣 多 益： 浪ゃ、 新羅 ハ！^ 

の 行 心 や、 及 び、 帳 內の 役目であった 碟杵道 作 等、 合 計 三十 

餘人を 逮捕した。 翌 三日に は、 大津 皇子に、 大和 の M£ の 

邸宅.. て 死 を 賜うた" 時に 御 年 二十 四.. てあつた。 御妃な 

る山邊 皇女 は、 髮 を ば ら /\ に 亂 し、 は だ し で 走つ て 行つ 

て、 夫 君と 一 緒に 死ん てし ま はれ た"  >  - れ や 見 る 者 は お 

悲しんだ。 大津 皇子 は天武 天皇の 第三 皇子， て あ . い せ ら 

れる。 御 容姿 は脊 高 く 頑丈 て あ り、 御 音 聲 は、 立 派-て かつ 

明 瞭 て ある。 天智 天皇が 大變 寵愛して 居 .ぃ. れ た。 成 入 

せられる と、 理 非 曲直 をよ く辨へ られ、 かつ 才與， 1- が あつ た」 

就 中、 文 學 を 好み 給 ひ、 漢 詩 の 勃 興 し たの は、 大律 皇子 以来 

の 事. て あろ。 二 卜 九日に 詔 を 下して 仰 せ ら れ ろ や う は、 

-大津 皇子の 謀叛 に、 誤 まって 加 は つ た お 吏人 民. 帳 內 達 

は、 仕方がな い ん ら、 大津 皇子の 旣 に 刑死 し たな 7 曰、 大 皇 

子に 從っ て ゐた者 や、 或 は、 大 津 皇子の 事件に 連座して ゐ 

た 者 は、 皆 罪 を 赦 せよ。 ffll 、碟 杵道作 は 伊 W に 流せとの 御 

事 で あ つ た。 义. 詔 を 下して 仰せられる やう は、 「新羅の 

僧の 行 心 は大津 皇子の 謀叛に 加 はつ てゐた が、 自 分 は 

を處 罰する に は 忍びない か ら、 特 に飛驊 の國の 寺に 移ら 


に^りし 者 ど も、！ 赦 せ。 但、 礪 杵道作 は^ 一  しめよ」 との 御 事で あつ た。 

み 一) とのり  のた **  くみ  K  L つ -、 

； G„: に 流せ と" 乂、  Si して 曰 は く、 新 羅の 沙門 行 心 は 皇子 大淮の 謀反に 與 せれ ど も、 お 加 法す るに 

忍 へず. 飛 驛の國 の 伽藍に，^ せ ，こ。 

かくて、 此の 154:^ の解决 はつ いた が、 元 农、 此 の 事：^ は、 新羅 僧 行 心 が. 卜 占に 事よ せて、 大津皇 

子に 謀叛 を勸め 奉った のに 始まり、 天武 天皇の-: 朋 御の 後 は、 御 自分が 位に 卽 かれる 事と 思つ 

て をら れ たの に、 皇 后 (尺津 皇子 の 叔母 君) が 卽位 あそばされた 事に 對 する 御不满 や、 天智 天皇 

に 愛され 給うた 爲め、 他の 御兄弟の 皇子 方に 人れ られ 給はなかった と 思 はれる 點の ある こ 

と や、 さ うした 事が 原因と なつ て、 遂 に、 若氣の 逸氣か ら、 か やうな 過 を 思 ひ 立 たれた ので ある 

それに は、 皇子 の 親友で あらせられた 川 島 皇子 が、 こ の 陰謀 を 天皇の 方に 密告せられ たとい 

ふやうな 事 や、 (それ は 恐 ら く、 天 智 天皇の 皇子と して、 川 島 皇子の 御 境遇が 不遇の 立場に をら 

れ たの を、 これによ つ て、 そ の 忠誠 を 認められた いとい ふやうな 御 心 もあった ので あらう 

とに か く、 此 の^め に、 川 島 皇子 は， 非難 をお 受けに なった やうで ある 、一更 に、 山邊 皇女が、 夫君 の 

後 を 追 つ て 自殺せられ たと 云 ふやうな 悲劇 や、 ま た、 大 津 皇子の 御 企圖を 知悉して をら れた 

姉 君大伯 皇女と の 姉弟の 哀別 や、 大津 皇子 の 刑死， 後， 齋宮 であらせられた 大伯 皇女 の. 齋. K 職 

の 被 免な どと いふ 事 伴 もあって、 萬 葉 集. 懷 風 藻 を 通 じ て、 古 代の 文學的 方面に も關 係す る 所 
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が 多く、 此の 時代の あはれ 深き 物語の 代表的な もので めった。 此の 事件に 連坐した 壹吉連 

博德 は、 壹 吉 連博德 書の 著者 である- 此の 書 は、 齊明天 皇五 年の 遣唐使の 記錄 を. そ の 使に 從 

つた 壹吉連 博德が 記した ものであるら しい. 

持統 天皇 かやう にして、 日本書紀 三十 卷は、 藤 原 京に 都 を 定められた 持統 天皇が- 

- - *  .  ,*  き Q とのう し つき 严-ち すめら みこと はかり ご.. J お つち 

十一 年：： t?:.r^ 月 乙 丑の 朔に、 天 皇、 策 を 禁中 に 定 

.1-^ めュ みこと  一，、 くらん ひつ ざの み ：  り-つ 

めて 天皇の 御 位 を 皇太子に 禪. 0 たま ふ" 

藤 とい ふ 所で 終って ゐ るので ある 文武 天皇の 時： 代 から は. 

原 日本書紀の 後 を 受けつ ぐ， 續日 木紀が 記載す る 所で ある. 

宫 その 記載の 事項 は、 大半 當 代の 事に 屬 し、 就 中、 宣 命の 揭載は 

X 此の 書の 重要な 功績で ある けれども、 なほ、 此の 書の 成った 

の は、 平 安 朝 時代に 入って からで あ ，0、 殊 に、 日本書紀 に比べ 

て は、 更に 一 層 文 學的耍 素が 稀薄で、 純 粹の史 求： と 見なす ベ 

きもので あるか ら、 今 は、 續 日本 紀の內 容には 及ばす し て、 た 

だ その 中の 宣命 及び 歌謠 について は、 後に 改めて 說く 事に する t 


第三 節 古事記と 日本書紀との 比較 

"1 章 におい て、 旣 ^^^^^ と HI 本. jli" 紀と の 內容の 比較に つ い て は、 肯：； ^  r る 所 が あ 6、 义， そ 

の 內容を 具體ー 的に 比較して 示 t たもの もあった が、 更 に此 所では、 兩 者の 比較 を . 括して 槪 

M しょう .\.ー  m- レ ふ. 

分量の 多少 第一に-おさ である， 占せ 記 は三卷 であ る が-::: お-書 紀は 三十 となつ て 

ゐる ■  W し， 古 事 記の 一 卷 は， n 本 苦 紀の ー卷 よりも 遙 かに 分 £ が 多い か ら， 全體 として は、：！： 

本書 紀の. 方が 、古 琳 記の 五六 倍の 分 量 を 舞 するとい ふ 事に な る で あ ら う. そ だけ， 日本 書 

紀の 方が 詳密で ある わけで ある。 ^ し， 此 の 詳 密 と いふ 事に つ い て も、 問 題 が あるので あつ 

て、 なるほど H 本書 紀の 方が 詳細で あり、 それだけ、 古事， 記に：. 礼して ない 多ぐ の 事 がらが 詳 ( 

く 年次 を 追うて 述べられて ゐる。 併し 一 方で は、 日本 苦紀に 無 い 事 がらで、 古事記の 方 だけ 

に 出て ゐる もめ り， 又、 同 じ で も、 日 J<- 甚. 紀 よりも 古事記の 方 が 詳細に 叙 5^1 ォら れてゐ 

る もの も ある- 就 屮、 祌 代卷の ごとき は、 日 本番 紀の方 は、 一 書 を 除いて. 本文 だけ を 取る と、 極 

めて 僅かな 分量し かなくて、 到 底， 古 事 記の 雄 尺なる 神話に は 及 一ばない ので ある- つま り、 古 

事 記 は， 日 本寄紀 に 匹敵す る：^ 大な書 を 編成し よ， つ レー すれ ば、 出 來 ない 事 はな；^ つたので あ 
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る が、 そ の 必 耍 を 認めない の で、 多 く 不必要な 資料 は 省 き、 刈 除 し て、 か くの 如き 書と なった の 

で あ るつ そ れ は、 兩 者の 編纂の 趣旨が 違 ふか ら で あ る。 然 ら ば， 

編纂の 趣旨 第二に、 そ の 編纂の 趣旨. 目的 は 如何と い ふ に、 古事記 の 方 は、 述國 の 出來、 國 

體 の 基本 を： 説 き、 民族意識 を 强 調し て、 終始 國家 本位、 皇室 中心 で あ ， ^、取 り わけて 重要なる は- 

對內 的に、 國家 統治の 本道 を 示されよ うとした 事に ある" 古事. 記に よつ て、 當 時 に 亂れか 

けて ゐた 氏族制度 を 確立し、 特に、 皇室 對 氏族の 關 係を闡 明に し、 また 、外来の 宗教に 對 して、 固 

有の 神道 的觀 念 を 强 調 し、 も つ て、 國民 的； 一:5 念の 吐露せられ た點 にある これら はすべ て、 古 

事 記 を も つ て、 國民的 聖典たら しめる 要素. 資格 を附與 せ L める もので あ る， 日本書紀 も、 勿 

論、 古事記と！！； 樣 の 要素 をべ a んでゐ るので ある が、 更 に， これに は、 他 の 重要なる 目的が 加 はつ 

て ゐ る。 そ れ は、 古事記 が對 内的に 園 統一 の 基礎 槪念を 規定 に國 民の &據 すべき 基礎 を 

置かれた の に對 し、 日 本書 紀の方 は、 そ れに對外的意識が加はってゐるとぃふ^^でぁる" H 

本 書 紀 は、 ひ と.^ 日本 國 民に 示さ れ よう と したの み な ら す、 外 國 人に 對 して も、 國 家 的發展 の 

段階 を 明かに せられ、 わが 民族 國 家の 優位 を 示された ので ある。 その 爲め に、 外 國 との 交 涉 

や、 外 农 文化に 關 する 記述な ど は、 注 深く 取り扱 はれて ゐる。 に、 此の 目的の 爲 めに 必要 

なる は， 歷 史的 叙述の 精確と 詳密と で ある r 此 所に， 


記述の 態度 第三 に、 兩者 の 記述 態度 の 相違と いふ 事が 考へ ら れて る 古事記 はわ 

が國家 の 成立に つ い て， 最も 重要なる 點を國 民に 知らし め、 も つ て、 そ の 歸趨 に 迷 ふ 所な か ら 

しめようと せられた ので あ も 其 の 爲 め に は、： 1^ づ 内容の 統一 とい ふ 事が 大 3- で、 いた づ ら 

に镇雑 多岐な 歷 史的 叙述に、 讀者を 迷 は しめる 所がない やうに t なければ ならぬ。 义、 此 の 

目的から、 付 料 を 取捨 選擇 し、 就 中、 祌 ^ の 說 0 の ご と き は、 最 も 詳 密 な る を 必要と する ので あ 

つて、 その Ern 的に 必要で ない ，郤 分は容 謝な く  3 り 捨てなければ ならぬ。 此の 整然たる 統 一 

は、 ぉ舉. つ の 一大 特色で ある" それに 對 して、：：：.^ 書 紀の方 は. む し C 客 觀的 立場に 立つ てぽ 

に 進歩した 歷史學 の 方法 を 有して ゐ る- 夂那の それに 倣 ひ、 十 分、 4„:- 那の 史書に も おらない だ 

け の 、内容 的 惯値を 持ち、 資 枓の璺 富と 、叙述 の 詳密 丁寧と を も つ て、 間然す る 所の ない もの を 

(兀： g せ L める 必 要が ある- 此の 爲 めに は、 な る ベ /、，tt 時 K にわた つ て、 歷 史的 事：^ に 間隙の 

ないやう に、 順 序 づ けて 述べ ると ともに， 暖昧 模糊た る 所がない やうに、 年 月 ：：； のす ベ てに お 

いて、 つとめて これ を 明瞭なら しめ 一  の體裁 で .記 述 して ゆく 必要が ある f 拼，. 一 方、 其 の 

一お めに は、 fe-H: の明瞭でなぃもの を、 無理 に. これ を 明かに した.^、 到底 確 寅 化する 攀の 出农 

ない んト； I の 出^^^-を、後^ の 歴史的 事實 と：！： 一  に 取. り 扱つ て、 却 つ て、 不自然 f んロ理 な 結果 を 

生じた り、 そ こに 種々 の f 都ん：： な點が 認められる やうに なつな 卽 t>.^*.^ が， そ の 目的の 
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I 溪 めに、 敢へ て對 象に 對し 主觀 的な 批： p: によ 

紀の方 は、 資料 を 網羅 し客觀 的な 立場 か ら、 - 一 

出來る _ 此の. 日本書紀の 態度 は、 一書 を 網 羅 

にょ..^比較研究の便{Biに供しパての撰擇に對 

だ これ を讀 者の 眼識に 委ねた が ご と く で あ 

れ る が、 同 時に、 それが 爲め に、 却つ て不八 ロ理な 

ゐ るので ある- また、 一方に おいて、 神代 卷の 

があって、 その 本文の まま を 讀 んで ゆぐ と、 何 

な 與味を 或せ しめない ばかり か、 著 しく 後世 

の 說話を 常識的な 理解に 委 ね、 こ れを 合理 

自然な 結果と なつ て， 人爲 的な 常識的 理解と 

きで ある： むしろ 「  一 % 曰」 として 揭げ ら 

说 の 五：：々 にと つて は、 そ の 古庳の 方に、 多大 

接する 忍が あつ て、 多 くの 迫力 を恃っ てゐる 

の 理知 3 的な 合 化が 必ずしも 犖術的 な ら や. 


三 四 四 

つ て こ れ を 取捨 選擇し てゐ るのに 對し、 日本 書 

れ を 整 理， 體 系 づけよう として ゐ ると いふ 事が 

集成して、 種 々の.^  ad の 異說 異傳を 多く 示す 事 

して、 編者 は 何等の 批判的 態度 を 示さ な い で、 た 

る. これ は 一 個の 學術 的な 態度と して 認めら 

點を 生じて、 非學術 的な 結果 を も 見る に 至って 

ご と き、 本 夂に 記す 所 は、 著 しく 合理化 さ れた趣 

ら、 わが 國 家の 成立に つ ぃて，高遠な情趣ゃ祌^« 

的な 作 M. を 思 はしめ る もの が ある。 これ は， 神 

化さ せよう として-却つ て、 古傳の 眞 {iix を ：^、 ひ、 

いふ ものの 成功 t ない 所以 を  ー|^*^ のとい ふ ベ 

れた 方に、 興味め るん 博を殘 して ゐる とともに 

の 眞實 性を感 せしめ C れ. 古 人の 偽らざる 姿に 

レーい ふ 事 が 出來 る。 か や うな わけで、：：： 本 *: 紀 

な 事 記の ヒ觀的 態度が 必す しも 批判的な 惯値 


レ： ， 

tr しゃ 

み ん 


にチ) しいと は 云 ふ 事が 出农 ない。 それにして も、：： n おせ ヮ紀 が， 多ぐ の 引 *: によつ て、 種 ケ な る 

古傳說 を揭 げた 功績 は 多と す ベ き で、 こ れ あ る が爲 めに、： ：0 本 紀の學 術 的な 惯 値が 甚 だ 高 

いものと なって ゐ るので ある. -史 に、 天 皇の 御代と なつ て 後 は、 日 本書 紀の 記述に は， 年 月 日 

等が あまりに 正確に 記されて ゐる だけに. おい ゆ id: の 事に つ いて は. 疑問が 投げ かけ.： 'れも 

す る. W に 時 ^ を ド るに 從っ て， そ の 記 述 は 0 細 を 加へ、 或は 領瑣 となった 所 も ある が. そ れ 

だ け に.^,-的な確赏さ は增し て、 わ が 國最^ の ： 允 全な 形態 を備 へ て 出現した 零 術 的. e,-*: とし 

ての 權威 を、， に 0 に 具 喘して ゐる かやう にして、 日本 霄 紀は， 敵頭徹 Hl^Tli  ^ 的 態 度で あり 一 そ 

れ 力 成 し て ゐ な い 窗 所 も ぁ る 事 は 別 と し てニ 個 の 史 ^ と し て 編 ま れ た の で ぁ る .ゲ 、.：，" 事 

.が の 目 5^ は、， ゼ や し も、 史 ^ た る ^f- で は な い 史書た ると ともに、 さまざまの 要素：？' 加 はって 

ゐて、 樯祌 生活の 上に も、 實際 生活の 上に も、 國 民の 依據す ベ き 規範. 基礎 を、 史的 叙述に よつ て 

示した ものと いふべき である- 此の 意味に おいて、 古事記が 純然たる 史書で な ぃ點 は， 後^ 

の神皇 正統 記な どと も， 類 似した 趣が ある. 

ノ. 記 傳體と 編年體 第 四 に、兩 者 の 體^^ で ぁ る が、こ れ は 後 世 の 史書 の ご と く 判 然 と し た 

形態 を 喘 へ て はゐ ない 阱しパ 、體 におい て. 兩. の 體裁 を、 後 ft の 史 まの 體裁を 一- ムひ说 はす 

語 で 云 へば、 古事記の 方 は 記 傅體に 近/、.：：： 本 寄 紀の方 は 編 年體に 近 い-; 勿論， 古事記の 方で 

笫ニ編 第二 章 H 本番お  一一 一四 五 


ヒ 代文學 .si! ヒぉ  三 四 六 

も、 編 年體 的な 叙述 も あ り、 殊 に H 木 書紀の ごと き は、 各 天皇の 御 順序に より、 か つ、 古事記と：^ 

様 に、 先 づ 最^に： 人皇の 御 略 歷を述 ベ C ゐる 所な ど は、 全く 記 博 體の 體裁 である が、 な ほ、 内容 

を儉す る に. ある 卷で は、 天 皇御卽 位 以後に は、 年代 的に 事 ゆ を 記 し、 た だ その 大 皇御卽 位の 簡 

所 に 至 つ て、 御 系 統を 記し 奉って ゐ るので あるか ら. 古 事 記の ご と く、 年 代 的 記述な く 全 く. 天 

皇の御 略 it の み を . 記した 窗 所が あるのと は體 裁が 違って ゐ て、 編丰體 を収る も の と 云 ふ ベ 

きで ある 

單獨と 共同 編修 第五 に， 兩 者の 編者 に 就いて 云 ふと、 いづれ も， 勅旨 に 出で て ゐる攀 は 

Ml である が. 就中、 古事記 に は. 博統的 立場 に 居ら れ た 天武天 皇が、 御 自ら、 古傳 4n 記 を 調 ベ 給 

ひ-こ れを 統一せられ たとい ふ 點にー 醫大 いなる 意. 義が 認 め ら れ るので あ つ て. 此所 に は. 

なる 思召以 卜： に、 天皇 御自身の 御意 志が 支配的 位置に ある ので ある.. か く、 天 皇 の 御 ^::{： 心 に 

よりぶ s-li の 御 力に よ つ て-こ れ を. 1^ し 遂げ 給う たとい ふ 事 は、 崇 仰す ベ き 御 功績で あ つ て. 古 

事 記の 全 體が統 一 あ り 人 土  く、 單 一 なる 意志に よって 貫かれて ゐ るか ごとき 印象 を與へ ら れ 

そこから 強大なる 迫力 を も ig じさせられ るの は、 か くの 如き 理. e による もの で、 此の 天武天 

皇の御 事業 は、 書 物の 代.^ に. 稗 田阿禮 とい ふ 人物の 記憶に よって 傳へ られ、 それ を 更に、 太 安 

麻呂が 單獨に 苦心 を 重ねて 二 書に まとめ 上 げ ^  t> 此 の ボ K は. そ れぞれ の 方面に おいて、 


常に ssi- 一  なる 人物が、 一 個の 努力 を もって 完成せ しめて ゐる、 古事記 全體に 漲る 統 一 的 意 

力の 表示 は、 かかる 所に 原因が ある それに 比べ る と、 日 本書 紀 は、 舍 人 親王 を總 裁と し て、 多 

くの 人々 の 手に かかった が爲 めに、 形式 上の 整然た」 る 外觀に 比し て、 寧 ろ、 統 一 の 威が 破られ 

て ゐ る 否、 形 式 上の 統一 さへ も、 ど うかす ると 破 端 を 示した 所 さへ ある. 例へ ば. 皇 子の 御 

名の 書き方に して も、 終の 方 は、 前に あげた 引例の 如く、 皇子 大津 とか 皇女 山邊 とか 書 い て， 以 

前 の、 何 々 皇子、 何 々皇女と い ふやう な、 普通 の 書き方と は 違って ゐる これ は. 史官 の 筆 癖 の 

相違が 現れて ゐる ものと 思 はれ て、 全體 の 表現の 統一 ある 態度が、 破 れてゐ るの で あ る か 

やうに、 ある 部分 ある 時代の 記述 は、 別個の 史官の 執筆に かかる か、 叉 は 別種の 記 錄に從 つた 

もので あらう 日本書紀の 詳審 なる 點は. かかる 綜合 的 撰述の 結果に よる 一 つ の 功績で あ 

る が、 また 一 方、 散漫 にして 外面 的 叙述に とどま り-迫力に 乏し い 事、 從 つ て 讀む 興味 の 稀薄な 

る 事、 そ の 他-さ まざ まの 缺點 も數 へられる 併 し、 學 術 的 効果 を擧げ る爲め に は-一 W 人の 努 

力より も， 多 くの 學 者の 共力に よ. o、 その 研究 調査の 結果に 俟 つた 方が よい R 本 J^I 紀 は、 さ 

う い ふ 共 II： 研究の 善い 結果 を も 有して ゐる ただ 當 の 學術的 態度と か、 歷 史的 研究方法 

とかが 不明瞭で 曖味 であるが 鳶め に、 そ の業镜 たる 日本書紀の. 記述 に、 涵 濁し た崮 所ポ郞 AM 

な 筒 所の 牛- じ た ^1? は 甚 だ 遺憾で あ る と -ム ふべき である。 とに か く、 W の： 翻 W の-かかる 扪 
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違 は、 兩 害の 結果 に. 大 き い 影響 を 及ぼして ゐる が、 就中. 

國 語と 漢文 第 六 に. そ の丧 現に つ い て の 相違 は 、重要な 點で ある。 古事記 は、 日本語の 

文章と しての 表現 を-化た う と し、 殊 に， 稗 田 阿禮が 語 る や う な， 古 來の 語部の 語， 0 ぶりの 傳統 

を、 出 來る だけ 忠實に 紙面に 淺さ う とした。 太 安麻 呂の 苦 心 も、 實 に 此の 點に存 して ゐた. 

しかして、 古事記の 最も 貴ぶ ベ き點 も、 此 所に あつな これが 爲 めに.. 古代の 言 語 も わか り、 語 

りぶ りの 表現 も 想像が 出來、 取 ，り わけ て、 純粹の 日本 思想、 日本 民族 の 持つ 素朴な 古代 說 話の 

純眞 なる 魂に も觸れ 得る わけで ある。 さう して-. 國文學 として 取. 0 扱 ひ 得る の も、 これによ 

つてで ある. 然るに 、日本書紀になる と、 必 す し も、 國 語 を 無視した わけで はない が、 殆 と 全く 

漢文 に 書き直して ゐ る- 國語的 表現 を も 保 つて ゐ ると いふの は、 g へ ば， 卷三 において. 

天神 子 召&。 怡 奘 過、 怡 奘過 i •_.•"， (天の 神の 御子が お前ん、 召しよ す- V サ" サァ) 

と 二， 恰奘 過！ と 云 ふ 語 を 使った. o、 叉、 それに 「過 音， 倭」 と 云 ふやうな 訓讀の 注，， ； I- を與 へた 

り i  、此の 三 字 は、 古 寫本 "に はない も S も ある 私記な どの 註記が 人った もの で、 後人 の 如 筆 

かも. e れ ない： 一 また、 卷 十四に 「娜毗 騰耶幡 磨珥」 と 語 を 假名 書し 「此の 古語 来 だ詳 なら 

す 一 と 註したり して ゐる 所が-可.！^ り 多 /、 見 れる事 で- 殊 に 本文の 漢字 を訓讀 する 注 愈 は. 

古事記と 同様に 多い ので ある- それに も 係 はら や-全 體の 分量に 比して は、 か やうな 注意 は 


甚だ 少 く、 殊 に 終になる ほ ど、 ま すます 少ぃ。 さう して、 それ は 僅かに 固有名詞の 測み 方く ら 

ゐに とどまつ てゐ て、 廣ぐ、 國語的 表現 を考 へた やうな もの はない。 上に 揭 げた 例の 如き は. 

極めて 乏しい ので ある。 尤も、 卷 十九に は、 新羅の 鬪將が 「久須 尼 自利」 と 云った と、 新羅の 

言語 を も 記して ゐ る が、 文章の 叙述の 必要 上、 たまたま、 こ れ ら は、 萬 葉 假名 式に、 原語 を 入れ た 

ものと 思 は れ、 國語的 表現が、 書- 紀の 中に あって も、 そ れは 遇然の 現象に 過ぎな いので あ る。 

これに 反して、 いかに 訓 むべき か、 國語的 訓讀の 決せられな い， 純然たる 漢文 的 表現 は 甚だ 多 

く、 始 めに 引い た 如く、 淮南 子から、 殆ど 其 のま ま 文章 を 取り入れた 所が ある 事な どに よって 

も、 そ の 態度 は 察せられる" それ は、 百 濟木紀 の 如 き、 外 國の 史書の 引用に も、 編者 の 態度が 現 

はれて ゐる (尤も、 これ は 後人の 加筆で あると 見る 說も あるが)。 詔勅 も、 多 く は、 續 H 本紀 所載 

の宣 命と 同様の、 純粹 に 國語 的な 宣命體 で あったら うと 思 はれる が、 書紀收 載の も の は、 そ れ 

を 全部、 漢文に 書き改めて しまって ゐる" かやう にし て、 書紀 は、 そ の 純 粹の國 語と しての 文 

章 を 失 ふの みなら す、 內 容 に も、 日 本 思想の 純粹 なる もの を 失った 所が あ.^、 外來 思想に よる 

修飾が 多 く 加へ られ て、 著 しく 變 化せら れ たと 思 はれる ので ある， - 但、 書 紀 の 祌代 卷の 如き 

は、 本文の 記述 は 全く 漢文 的 表現に 書き 改 めた もの を揭 げてゐ るが、 一 書の 方 は、 原典 に^だ 

忠實 で、 その 面影 をよ く殘 して を . ^、國 語 的 表現 を も 留めて ゐ るか ら、 此. の 一 書に より 、；仏 i 部 の 
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物 ！ Jli る 原 形に 近い 次ケ ^Iw  る 利 ^ffi が ある" 此の 點 は、 書 紀の 撰^の 火なる 功 精で ぁズ V 

これ は 恐 ら く、 書 紀 が、 漢 文學の 智識 ある 多くの 史官 乃至 學 者の 手に よつ て、 かわた か ら、 

かう いふ 結果 を 見る に 至った ものと 思 はれる， 當 時の 學 問と 云 へ ば、 漢 文漢學 であ ..^、，S^::IL 

は歸化 人、 又 は その 部 屬、 子 孫 が 多 く、 そ の 人々 の 書く 文章 は、 ど う し て も、 か くなる ベ き で、 そ れ 

は 當然の 事で ある。 かやう にして、 漢文に よつ て、 思 想 文章と も に、 歪 曲 を 受けた ところの あ 

る 事 は、 K た 遣憾 である が、 併 し、 始 め に 述べた 如 く、 支 那の 史書の 影響 を K.- け て、 撰 せられた も 

ので あるか. らに は， か くなる の も、 致 L 方がない- 又、 そ れは、 わが 國 最古の 完全なる 史書と し 

て、光 輝 ぁ る ：：^^ 錄 を も 留 め て ゐ る の で ぁ る" 卽 も、 も し 古事記と 同 樣の國 語 的な 表現 を 多く 

用ゐ たなら ば、 か くも 詳細に 'を 追うて 事件 を 記して ゆく やうな 事 は出來 なかった であら 

う。 漢文の ^現 は、 簡潔 か つ 明快に、 記事 を錄す る 事が 出來 るか ら し て 、史書と し ての 體 を 

保つ 必要 t  、む しん、 かかる 方法に よる のが 賢明で も あ り、 得策 でもあった。 此の 哝 におい 

て、 これ は 成功して をり、 此の 後の 史書が、 書 紀の體 裁 を 摸倣して ゐ るの も當然 である L か 

も、 一 方に お いて、 神^ 卷の ごとき は-後 の 編 牟體と は 異な .< 語 部 の 物語に 卽 して、 古體 を^す 

る 部分 が ケ. 'いの は、 撰者の 苦 心 を 要した 所で あ ら う 

貴重の 典籍 要するに、 兩者は 一 長 一 短が あり、 それぞれの 待 色 を 持って ゐ るので ある 


か ら、 必 すし も 二 を あげて 他 をお レーす とい ふ 事 は 出来ない r ト" く は、 H 本書 紀の み が 言 んせ 

られ たが、 江 n 時 に國^ が 勃興して 以农 は、 む し る、 兩 害の 位 ^il が 類 倒す る やうに なつ な 

拼 し、 わ が^おに とつ C は、 い づれも 神 ft として、 最も 責重す ベ き 典籍で あ .0、 兩 々相俟 つ て國 

家 の 本 質 を 明 ら め る が 出 來 る の で ぁ る- 軍に 文學的 nr 儿 地に 立つ て も、 必 す し も、 古 事 記の 

み をす ぐれに，^ レー r る, は 出农な い r 漢文で *t かれた H 本書 紀の 文章に も、 そ れ. E 身と し 

て、，、 せ 力 に 富 み、 印 袋の 鮮叨な  -义 を！ a る 事が 出来る， ひと，^ 史書と しての み な ら す、 五 ：！ 々 は. 

此の： 兩化： を、 わ が M 义 學 の ，i?  として、 民族 椅 神の 故 鄕 として、 ま づ、 -乂 學 ^  m- む 想 4^ の出發 を、 此 

所から 探らな け；； ばなら ない ので あ b  、そ の 味 で も、 國 民 必讀の 書で ある 事 は 云 ふまで も 

なに 色のお ,價 傲の 卜： ト等 は、 そ も そ も 末の問題に 屬す るので ある。 

附參考 

I 諸 本 

E 本舞紀 は、 平 安 朝 時代に おい て、 大 いに 尊重せられ たが ほめに、 此の 時代の 古寫 本の tf 存す 

る も の ん 少 く な く、 其 の點に 於いて は、 古 事 記に 古い 寫 本の 存 しないのと 全く 異なる。 平安朝 
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上代 文學史 上卷 

期の 寫本も 可成り ある。 /やその 名高い もの を あげて 見 

を 下らず と 云 は れ、 岩 崎 文庫 所 藏の推 古 天皇 紀. 皇 極 天 皇 

藏の 仁德ヂ 、皇紀. 雄 略 1K 皇紀. 继 體天 皇紀. 敏達天 皇紀 は 平 

幽微 * 楚 不通^ 惟  ■ .れ 

陛下 寬憲叙 後 * 措其碟 布 之不廣 

一 逸 令难ェ 於 是始壽 諸 摔矣舊 本 賴純駿 

ネ 一 求数本考^^之去其黢面錄其鈍用 

之 蘭而及 4/ 天下 則^ 成 い 

神事 保 f 穂 之 地 

賴 St  ■ 一 


ると： £ 

紀 は宽 

安 朝 中 


せ" 

^ 內 

省 

杞圜 

-ジ 書 

賽寮 

長 御 

勅 蔵 


三 五 1 一 

中 氏 所 藏の應 神 

平. 延 喜 頃の 筆 と 

期、 一 條 天皇 時代 

あ ら う。 嫌 倉 窒 

で は、 此 の 他、 禁 中 

寮 御蔵)、 北 野 神社 

三 島 神社 本. 彰考 

茂 本 等が 知ら れ- 

代 紀の零 本 三部 

へその 屮の 一 つ は- 

した 古體 の^で 

が 多 く、 主 なる 古 

觀の 中に 人 つ て 


れ た。 これに は、 黑 扳勝美 博士の 解 說が附 いて ゐ る。 

刊 本の 最古の もの は， 神代 紀兩卷 だけ を、 慶長四 年に 刊行した- 

慶長 十五 年に は、 活字 版と して、 全 三十 卷が 刊行せられ た" 慶 長- 


犬 皇紀 は 觀 

云 ひ、 前 W 家 所 

前後の ^3  ^ で 

町 時代のお 本 

本 (宮 ，2: ぉ圖害 

本.； 神社 ャ 

M 本. 吉 M 本. 

竹 柏 園に も 神 

を蔽 して をる 

二 書 を 割 註に 

あ る。) そ の 他、 數 

寫本 は、 秘籍大 

複 刊行 せら 


所 謂， 慶 長 勅 版で あ る" ついで、 

勅 版 は、 そ の 後 しばしば 覆刻 摸 


(蔵 所 氏 郞三忠 中 田） （赛國 ） 杞皇 夭神應 


*?、  ノ  r 

钟 i¥ 秋. 八.^  礴. ^^^^^S2 

^  r.f え ^ ふえ お え a 乎 人 4  f  CI 

•  ，  i  -、. 
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卜ト ト;? ^お^お ネ^ 申 s ト お 
トさ; ュチ, さ 、ド ヌ I やま i も . お i ヤ 

ま)^、、 ぶ-かお い,、 パぉ '"^  P み卡 フネ 


k ゆ 


^^^^  fd^-iy ハ 藩- f::  (i^.w.M(^fl.io  o^^i^ さ^^, t-l-is 


ま ir^^^ もま? D:^  r 

《おお-^ I ト 、、せます^-扉. 之 乘"^  ' 
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(藏听 tlf 子 田 吉〕 下 紀 代 神  （藏 所官神 田 熟:、 上 紀代神 


所 文 閣内） 上 紀 代 祌  （蔵 御館 物 博' 《 帝；） 上 キヒ 代 神 


サ^ 上 

言 天：^. 嗲农 4 まか 营 

^ え.^ 捧 

チ 詩え，^  4 ザ *l  一. 4 .+ ォ 

一 ：\^!>  ？ 先 -丄 ゆ 今 . 丄， 三  一二  ^  f^. 

^  K 今 弋.^ 佥 そ IT  d や • 

麥 余-戊 尺 穴 A 見 

一 ^  先 i 灵 五,， ^个 

乇 4- 


一 焚 上 3 も 

. 4 が 余 v< ぁ袁ダ き, i^t 

まん S—W ^員 ¥ま$ ぶ 0 

-ュ NT* パレ，.'； ヅ 4^1,; クミ-，， )-ノ み /  *  *t? ゥ .： r-  ノー 

一え 待 .is ぶ * い s」- 如^.! 為お， 恐, 


(本日 宥） （蔵 所 園 柏 竹） 上 紀代神 


. .:, ミ种ス f ., き.、 it^、> ーネ . 

やえ- *K 

ふ 。え- i  ..i  ^  4,: ふ-お-や 今、 神- a 

^rf^ t< 尖-、，. a え， -キ ふ- 祁-" 一-.. ,5 -t,- 令 

二 ナ 0. ゆ、 ん *< ^A. ，八 や 今 は -^^'A^'^'^ 

a 个千。 ん 茅-一 Isiti  t..  / 


. ,-、.. .  一 、 

い ュバ- いまき かや #..^1 

, お 4>レ*^^^ ふ) ^パま 

一 v.i  t7  -r  TV  -r  や. 4  v-.t  +プ  マレ. 7/  i  <- マ 

一 4  ^'t.  f  H . ^ザ ,T— た ve-. が -ぉ ^^^^ あ 

^  4.  ^ ま 主袭^|.め-,入 

_ ^  +  ^  柏. ^  , き 乃れ. 奇 も：^ 

M 一  么 ほ ノ> お &-乂  ，ル. 八 .fN も 4 'だ 


(本家 本 岡 *藏 所 園 柏 竹） 下 紀代神 （藏所 M( 文 館 考彰） 書 ft 下キ d 代 神 


刻が 出て 

特殊の 刊 

下 御靈社 


版 (神 代紀) 、小 寺 淸先校 刊の寬 政 五 年 版 (全部)、 大 關 增 


•T. 


I  t 之 中 袢 .s^  sg^ 大 釗 r  ^ 華 V お， 

于-る 室 W 本-承 仁 ^  «  ffiL  f 行.^.^  S た 

^  i  ま 卜 5!^ 仲季嘉 一 冗ず お^  n 蓬 

急 車- 氺仝午 神. 5^ 键大^ 義， 莨 转童 S 之 

蹐 t 訂. 墨^  > 揼 内 

藥賠 翁お 汆 


ゐる。 下って、 寬文七 年 版、 寬 ^ 九 ハ牛 版、 寬 文 版 を 再 刻した 文政 十三 年 版 等が ありまた、 

本と して は、 松 下見 林 校刊の 元祿. -年 版 (神 代紀) 、烏 谷 長 庸校刊 の享保 十四 年 版 (祌 代 紀)" 

校刊の 文政 三年 版 (全部、 大關增 業 

は 下野 黑羽 領主な の で、 黑 羽 本 

とも いふ)、 丹 鶴 叢書 本 (神代 紀)、 

明治 十三 年刊の 田 中頼庸 校本 

紀) 等 よ り 

數ぉ ほく 出て 

古寫 本. 名家 書 

編輯して 刊行 


f 滏八 A  W 忤. 令 

^ 入 4 本 海 5^ 费 .4 


岩 


一- 


:S お 子-一一 も Ift 


紀峪 

慶靡 

本 


m 


本書 紀」 


が 5- 行せられ て をり、 叉、 古 寫本を 植松安 氏の 校訂した 「假名の 日 


千 二百 日本 


年紀念 

正 九 年 刊) が あ 

も， 享保四 年の 


近年に 至る まで. 

ゐ る。 叉、 以 上 の 

人 本 等の 印影 を 

した ものに、 「翻 

紀 古本 集 影」 (大 

る。 假名 H 本紀 

刊 本が あ り、 明 治 


代紀と 神武 紀， 

冊が 出て ゐる。 
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現存の 曰 44 '書紀 は、 原 IS の 日本書紀と 異な つ て、 後 の 更改 を經 たで あらう とい ふ；！ « が あ る。 


- -1- 


.^i國而^s$^之天下则，：2^成料"絲，^^1^t^s 

神母^^貌保蹦聰.^^地千v^4百浓翁必省 

賴 於斯焉 

タ = ^ネ 板お 


！ー^^又丁未仲；：^下^.^ 


ぎ や 


一 


^ 宫 

內 

紀省 

下 圆 

書 

寬寮 

文 御 

七 藏 

年 C 


されて ゐ るか ら、 丙 寅の 年 は 五 年に 當 り、 六 年で はない。 

あ り、 日 本書 紀の年 紀とは 違 ふので ある。 また、 「幸， 一千 紀 

曰 4^ 紀曰、 朱 鳥 四 年 庚 寅 秋 九月 天皇 幸， 午 紀 伊 K 一也 


その 根據 は、 萬 葉 

る と、 例 へ ば、 卷 一 

近 江國， 時 作歌、 井 

の 左 註の 中に、 

日本書紀 曰、 六 

辛 酉朔己 卯遷， 

と あ り、 現 今の 日 

の 文の 通りで 出 

「丙 寅」 の 二字 

天 皇 は、 壬 戌の ハ半 

の 千 支 は、 實 際と 


集の 左 註 を 見 

の 「額 田 王 下，； 

戶王卽 和歌」 

年 丙 寅 春 三月 

都 于 近 江： 

本書 紀 に も、 此 

てゐる が、 た だ. 

がない。 夭 智 

に卽位 あそば 

一 年の 相違が 


故に 此 

伊國， 時 川 島 皇子 御作 歌」 の 左 註に， 


て 


あ り、 現 ヶの H 本嘗紀 では、 持統 天皇 卷の四 年の 條に、 「秋 • 

ゐ る- さう して、 「朱 鳥」 「&、 寅」 の 四 字 は な い。 朱 鳥 元 年 は- 

天皇 四 年 は、 朱 鳥 五 年で あり 、「度 寅. 1 の 干支 はこれ であって ゐる が、 朱 鳥 四 年 と、 萬 葉 


- 九月 ：… 天皇 幸， 一紀 伊 I 

、天武 天皇の 末年に 當る 


4i 與 き 


註 


种くム  . 

3. や 鋒 手： ^  i!. . 

) メさ. rA*) ジ". ぶ. ノト. UJQ-SSJQ 一 \H え . ^^^PX<-.4^A 

本-" V 勺 f. につ 遣. I タム V5 れ. vlij^.  -9^.r«^^.s^  , 

.ぁ^  & 傳, 

， .ま おえ 礙 .;2  -4 一 Jf 之； 

において 薪た にず き フ T.^  4^ も S で、 書 紀の 原本 に、 も とから 存 


つ て、 これら を 左 註の 中に せ 
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き 入れる 時に、 左 註の 記者の 不注 


したの は、 書 紀の事 

一 年の 相違が ある 

り、 朱 鳥 五 年で なけ 

ら ない。 かう いふ 

ほ 他に も 見える の 

書紀の 古本の 年紀 

と 一 . 年づっ 違って 

あらう とい ふので 

ぼ 併し、 右の 一 丙 寅」 

干支 や 「朱 鳥」 と 

i 號の ごとき は、 萬 葉 

一 

して ゐ たものと は 思 は 

意 は、 十， 分 に、 此 の 一年の 

三 五 五 


本 

記 

御 

氏 


と！ 115^ え 

か ら、 持 

集に 記 

實とは 

事に な 

れ ばな 

伊 力な 

で、 日 本 

は、 今 本 

ゐたで 

あ る。 

と、， •  {J 

いふ 年 

集の 左 

れ ない。 

相違 を 


JL ム t.  ？' t  K>h  ^  K  K 
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に -^^ -f 
1^ 提 ド] ，-チ き k 

参 事-: 争么' 卓 * 辨々 ；！：？トマ 
S  J>f 印-も- 义 *|  tail's  f 
しゅ t な 之 右！ _  A  ^翁 »4 

耳 i  T 夂 0 語- ス喑 ：： 值农 1| 
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I  -f あ-止: il^l^l.A^ せ 方 
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來 たす だけの 可能性が ある。 さう して、 一 度、 數 

も^ 違って しま ふの も當然 であ る。 故に、 これ 

紀に 一 年づ つの 相違の あった ものが 存 したと 

年数の 算定 や、 そ の 他の 年数 を 勘定す る 場合な 

か ら、 寧 ろ これら は 萬 葉 集の 左 註の 記者の 誤と 

三 日本 紀 私記 

、 f\/ 


一一 一 五六 

へ 遠 ひな どで 相違が 生じたなら ば、 其 の 他の 所 

らは 必ずしも 古本の H 本書 紀 に、 現 今の 本と 年 

いふ 理由に はならない。 かやうな 干支に よる 

どに、 一 年 くら ゐの差 誤 は 生じ 易い ものである 

すべきで あら う。 

日本書紀の 撰定 は、 從來の 史書 編 築の 集 

積で あり、 最後の 決定で もあった。 故に、 此 

の 權烕ぁ る史 ft に對 する 研究 は、 H 本書 紀 

ョ 完成 後 間もなく 起って ゐる。 卽 ち、 平 安 朝 

時代に は、 勅 命 に よ り、 大 臣 以下 を 召さ れ、 宜 

本 

陽 殿 で、 博 士 をして、 曰 本書 紀を 講ぜし め 給 

書 うたので ある が、 そ の講讀 の內容 は、 主と し 

a て、 書 紀 を訓讀 する 事に あ つたら し く、 漢 文 

で 書かれた 此の 史典 を、 な るべ く訓讀 する 


冬 4p 沁私 p^p. 


升 ネ 


v^、 


.^^u^ 先- も . ^御 ふ 天，. M 御 ふす 之 ^ 

^^x ひ J  ：5  f あ 人 養 格 間 遮 * み 天 

f  4 円 1 礼： せ 習、 玉 冬-お A 5^  " 

^  ^  4  ^ 天— <S ネ八 上 ふ 5 夂. I 子 ,^  <  <i 

八す  >坪 并 ヌ— 民-. stjt'f  ノ. 55；- ん -^|^^  ^ も 、&マ 

3 ^、妹せ 遠 、れ 畫-齒 ^  ^ 天— t  0 軒 f 

上 浮 ^  ん ,^  M  -に i  纲ん- や 

や V  a き ほ (w、  y や ^  L  i  f  ^  -i- 

J ゾ ャ-メ  I  i  i.f,  f ふ. ネ Li が J,  /' .. .. 

や 奪々" 三- % ム- E,  ^ も CM  A^i  ^ つ，、 ^ 

ゆ » ふ 大 、- 1 .ノ>  P— 卞 人 ,-T  t  T  - や ォ 

れ.. 、； ま 乾 王 及 f  拔 

^  a  ^ ザ i、 三 寸 . み」 ， -升令 ，王 系 一  ，  5  . 
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な 事に 努力せられ たので ある。 此所 に、 朝 廷 

にお かれて は、 飽 くまで も國語 尊重の 態 度 

I に 出て をら れた 事が わかる。 此の： M 本紀 

} の講 筵の 筆記、 記 錄の類 を 私記と 云 ひ、 これ 

考 も 主として、 難訓の 漢字 に、 古 語で 訓讀を 施 

館 した ものが 多 く、 今 曰 も 私記 は、 若干 殘 つて 

文ゐ る。 弘仁 私記の 序文、 弘仁 私記の 一 部、 承 

庫 平の 矢 田 部 公望 私記の 一 部、 養 老 私記と 稱 

所 する もの 等が 续存 し、 な ほ、 釋 R  紀等 にも 

ほ 多く 引用 せられて ゐる。 講 筵が 終る と、 宴 

が 開かれ、 これ を 日本 紀竟 宴と いふ。 此の 

際、 日 本紀の 中より 題 村 を 一 つづつ 取って， 

それにより 和歌 を 一 首づっ 詠む 習慣で あ 

る。 これ を 日本 紀竟宴 和歌と いふ。 元慶 

六 年. 延 喜 六 年. 天慶六 年の 三回の 曰 本 紀 竞 

宴 和歌 を牧 めた 書 一, 卷 が殘存 し、 嫌 倉 時代 

一一 1 五 七 ， 
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M す 天. 1*: 爭- a  At 

半 M  乂 "じ 部 像 S^^^^KtMA^^ 

.J / ス tilYwrtls ろれ r に ほ +i=t(?  ^.ii 

4?  ！ I :^  stAh^ り tt: た 


}  ,<h  //o^ ( vo. あ xl: な， -ii 

>)■ お. つ Jf^I^ til/ 


本 

竟 

歌 

本 

蔵 


の 古寫 本が、 熊 

の 中、 延 喜 六 年 

鹩 天 皇 (仁 德 天 

高殿に の ぼ 

今 ぞ 富 み ぬ 

が 後世 變 形せ 

になって ゐる _ 

て 記す 所に よ 

養老 五 年始 

博士 從四 

弘仁 四年講 

博士 刑 部 

年) 

承 和 十年講 

參議從 四 

散 位 正 六 


三 五八 

本の 本 妙 寺に 藏 せられて ゐる。 此 

の竟宴 歌に、 左大臣 藤 原 時 平が 大鹪 

皇) を 得 て 詠み 奉った 歌、 

りて 見れば 天の下 四方に けぶりて 

る 

られ て、 仁德 天皇の 御製と 稱 する 歌 

„ 此の 書の 奥に、 代々 の講 筵に 就い 

る と. 

講  ， 

位下 太 朝臣 安麻 呂 

少輔太 朝臣 人 長 (外 記 曰 記 注、 弘 仁 三 


位 上滋野 朝臣贞 主 (外 記 曰 記 注、 博 士 

位 上 菅野亮 年) 


元慶 ニ年講 

五 年 畢、 六 年 宴、 助敎從 五位 下 善 淵 朝臣 愛 成 

延 喜 四年講 


f で 


一 


^一- 

PV  94.. 


お き 曰 K-^M*Hf 


暴， 


專 


"ぜ 


-A 我. 者 ま.？ $y 

其 、i ^ハ揚 名： 之 ，八 T- 紫- ^,  T 卞 离 後 ^叫 


1^5^f  §4 之 翁 之 也-世 i 


本 

卷 


竹 

柏 


と稱す 

武田祐 

朝 以 後" 


る もの は、 £ 容 あやしき もの で、 し て、 此 の 年 に、 講 

吉 博士の 說 であろ。 竟 宴の 際の 儀式 等に 就いて 

此の 事 は 絶え てた。 

第二 編 第二 章 日本書紀 


I  士 

一  1C 

筵が あ 

も、 「薪 


六 年 宴、 紀 傳 博士 矢 田 部 公望、 

明 經生葛 井淸鑒 

承 平 六年講 

天 慶 六 年 宴、 博 士從 五位 下行 

矢 K 部 宿禰公 望 

康 保 ニ年講 

博士 攝律守 橘 朝臣 仲 遠 . 

ある。 な ほ、 延 喜 四ハ やの 際の： W 

は、 從五 位下 藤 原 朝臣 泰海 とも 

されて ゐる。 但、 養 老五年 私記 

つた かどう かも 疑 はしい と は、 

儀式」 に 記されて ゐる が，、 平 安 

一一 一 五 九 
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三 六 〇 


四 研究 書 

本書 紀の註 櫸は卜 部懷賢 1 方) の 「釋： E 本 

C '素 言 

ョ本 元 正：； i^- 曰 養老？ 專 五月？^ 离. 4yjn 

< 親， 王 麥 賴.， a 本 紀 r 玄 i 是功， 成 象 上" 紀 三，十 卷^=^— 

阁 A  一 r 

入 1 ^  仁 私 5  ；?^ 幕 跣 等 言 王 及 本朝 

S 安 庥 も 摸 也， 然 V , 法 脉 I 絡 與 古 .£,M^A 

1 4,， ソ £  ^..^^'f  ni ぺ 紀- え， 體 i  ^  S  t. 

€  i,^ 再 ち 述. 之 *  1^ 「チ拿 

Ik お ■  S  王 

持- .5?.. 我 之- 也  II！  


紀」 二十 八卷が 最古の もので、 かつす ぐれた nj^ 

解に 富んで ゐる。 開 題. 注 音. 亂 脫. 帝 皇 系 

圖. 述 義. 祕 訓. 和歌 等に 分けて 記 し、 全 篇 漢 

文で 書かれて ゐる。 卜 部 兼 方 は、 古 事 記 

襄書を 書いた ト部兼 文の 子で、 父子と も 

に， 此の 兩神 典の 研究に 功 ■ のあった 人で 

ある。 室町 時代に は、 忌 部 正迎の 「祌 代 

口 訣」、 一條 兼 良の 「H: 本紀 S 疏ー 八 翁 

が あ り， 漢 文で 神 儒佛の 想 的 解 釋が詳 

しく 記されて ゐる。 仍. いづれ も 神代 化 

「神 代 ロ訣」 と、 及 び 「神 代 紀 鈔」 (卜 部 兼 


： 紀祌代 合 解」 十二 卷が寬 文 四 年に 刊行 


だけで あ る。 な ほ、 中 世の 神代 卷の 註解と して 

俱)、 「神代 紀 講義」 (淸 原宣 賢) の 三部 を 集めて、 一 

せられて ゐる。 

江戶 時代で は、 谷川 士淸の 「：《 本書 紀通 證」 三十 五卷 (寶曆 十二 年刊、 二十 三 冊 本)、 河 村秀极 


の 「書紀 集 解」 三十 卷 (刊本 ) が あり、 いづれ も、 書紀 全部 

橘 守 部の 「稜 威逬刖 I 十二 卷は 神代 卷 及び 神武 卷だ 

見るべく、 s 山眞 龍の 「日本書紀 類聚 解」 十五 卷は、 未 


た 良 

の 註 

ろ が- 


第二 翁 SI 家之號 

第 四 論 t 之 名 

第 八 論 柱 P 冽 t 


第 一 論國家 

第三 論 菁作之 人 

第五^ 誰 裁  一 ^ 

第 七 論 諸 木 

第 一 論 剧家 之號" I  I  — 

4^伊体諾^^.生大人洲$^1,之為曰，耶.^^|^;^$ 

私 ホ曰^ 地 |i 判 5^;^. 未 乾 是以捧 山 往泉因 

一 多 故 云 又 古せ 「£ 謂 居住、 tlT 止， 言 is 於 山 也.^ 

喜 通， もば 草 麻 sw^f  ^^A§^_^»^0 

書と し て、 最 も 普及 せら れ、 索 引 一 冊 を 加へ 

道 者 流に 重んじられ たの と、 -2： 容 や 言 語 の 

釋 書が 出た が、 大 抵 は、 神 道家 一 流の 牽 强 附 

-祌道 思想の 硏 究 上 に は、 役 立つ もの も あら 
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書 

己 

,11 一 11- 


-七 冊 

に も- 

の說 

) そ 


にわた 

けで あ 

刊の書 

より 分 

あ る。 

卷 (明治 

けの 詳 

密な解 

は、 敷 田 

卷 (明治 

の 「日 

年 f  .k 

本 と な 

_ 註解 を 


つ て、 漢 文 で 註 

るが、 註解の 獨 


で あ る 

類して 

知ォ重 

四十 三" 

註で、 「 

義を記 

年 治 の 

二， 十四 

本書 紀 

冊 本) は. 

つて ゐ 

す る 興 


が 多 く、 學 術 的 

の 主なる 書 を 


が、 書紀 

研究し 

胤 の 「 

四 年刊 _ 

古事記 

して ゐ 

「日 本 

年刊) が 

通釋」 

本書に 

る。 以 

味に 富 

に は 取 

擧げる L 

三 六 


る 


を 施した も の „ 

、卓越せ ろを以 

さ ま ざ ま の 方 

蕲 新の 研究 書 

本書 紀傳」 三 

冊 本) は 神代 紀 

J に 傚 ひ、 頗 る 

。 明治と なつ 

紀 標註」 二十 

り、 特に 飯田武 

十卷 (明治 三十 

明な 全 註 を 加 

の 他、 神代 卷 だ 

で ゐ る の で、 多 

に 足らぬ 書で 

、 「神代 卷圓 i« 
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ぺ： ,"、 トぇ 3 リ下 ハす- 二  3-  、  W  -, 

次え- ノ託， ズー ノ え ： 俄 キト 者 萆ぉ 

. ぐ, す： ^ え ベ -- 人 ％」 賓 人；： IVt  ノ^ク- 爷タ 

.. 一 仰ぶ 一 スメ  V  ,0  :| え ほ V 。ヒ 之 h  一 4、 冷 

： ぇォゅ は. V-  r  、ヌ メ ブ^ お 乂 ク —J 
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一 ブ ^  ： や V 文 ノス ； 

, ハ *<i.v* ん 


，神 下 <、 


一一 一六 二 

(耍法 寺 圆智) 、「日本書紀 抄」 (跡 部 良 顯)、 n 

本書 紀 神代 私說」 (白 井宗 因)、 「祌 代講 述抄」 

(出口 延 佳)、 「日本 紀 事跡 抄」 (岡 ra 正 利)、 神代 

卷講 述抄」 (山 本廣 足)、 「日本書紀 集說 J  (度 

一" 會益弘 )、 「神代 卷 講義」 (淺見 網 齋)、 「祌 代卷 

き 荷 K 氏抄. 一 (荷 田 春滿) 、「神代 卷家傳 聞 書」 

0  (田 中 宗德) 、「神代 卷顯 耍抄」 (> 田義 俊)、 「神 

智 代卷秘 耍抄」 (同)、 「神代 卷 私語 草」 (佐 佐 木 

鈔 丹 治)、 「神代 卷蔑土 傳」 (淸原 春 岑)、 「祌 代卷 

竹 神社 考」 (伴 部 安崇) 、「神代 卷端義 築」 (高屋 

0 近 文)、 「神代 卷藻鹽 草」 (玉 木 正英) 、「神代 卷 

ャ I 惟 足抄」 (吉川 惟 足)、 「神代 卷 風俗 杪」 (秦信 

慶)、 「神代 卷風葉 集」 (山 崎 齋)、 「神代 卷秀 

眞 政傳」 (得 能秀眞 )、 「祌代 記傳」 (竹內 殿榍) 

等、 な ほ數ぉ ほく あ り、 ま た、 「日本 紀 神代 卷 

う .IV Q やま かげ 

考」 (新 井 白 石)、 「神代 卷髻華 山陰」 (本 居宣 


(M 所 園 柏 竹） 說 集 


ちき-一 I  f^w, ヌ ：ぇ &^.  0^.  V- 


-. 杀卷 ネーん 象 章 ャ： n 揭 n/v&  0. 
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ヌハ 之  ,.，K5U 上 まな. 《 由 a® 

复 vs¥ ーハ， =： 


第二 編 第二 章 日本 書. Eg 


長)、 「神代 紀葦 芽」 (本 居大 平)、 「日本書紀 撰者 辨」 

(河 村秀 根)、 「日本書紀 文字 錯亂 備考」 (大 關增 業) 

等 も、 硏 究書 として 有益な 見解に 富んで ゐる。 

最 後 に、 古 事 記. 日 本書 紀の 研究に は、 古 く、 新 井 

白 石の 「古史 通」 「古史 通 或 問- その他 が、 古 史 

書 の 自由 討究の 萠芽 を 示した ものと して、 ー讀の 

紀 價 値が あ り、 平 田 篤 風の 「古史 成文」 「古史 微」 

「古史 傳，」 の 三部作 は、 古代史 典 研究の 集成と 

し て、 貴 重 な 大作で ある。 「古史 徵開題 記」 は h 

代 史丄 代 文學の 研究 法 を 示 し、 硏 究書を 解說し 

たものと し て、 そ の 方面の 恰好な 手引で ある， 

「古史 傳」 の 註 釋には 「古事記 傳」 の註釋 を、 

そのまま 取った 所が 多く 見える。 近， T の；^ _1 

書で は、 「日本 古 代 文 化」 (和 辻 哲郞) 、「神代 史研 

究」 (维田 左右 吉)、 「古事記 及 m 本書 紀の 研究」 

(同)、 「記 紀 論 究」 (松 岡靜 雄) 等 が あ る。 

三 六 一一 一 


日 本 

博士の 


舊事 

と 署名 

太子が 

ゐ る。 

本 紀、 第 

(應神 天 

^ る 

の 論じ 

此の 書 

舊事 

者 松 

家 ノ 
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書 紀を假 名 交りに 書き下した も S も、 古 い 假名 n: 本紀 以外に、 近ハ+ 種々 出た ぶ W 

「國文 六 國史. 一、 黑板勝 美 博士の 岩波 文庫本、 正宗 敦夫 氏の 日本 古典 全集 本 等が あ 


祐吉 

る。 


五 舊事紀 

紀、 正 しく は 先代 舊事本 紀、 略 し て、 舊 事本紀 とも 云 ふ。 「大 

して、 序文に、 聖德 太子 所 撰の よしを 記し、 推 古 夭 皇廿八 年 

薨じ 給うた の で、 事 業を屮 止し て、 繼 續 しなかった。 時に 

目錄 は、 第 一 卷 神代 本 紀. 神 代 系 紀. 陰 陽 本紀、 第二 卷 神祇 4^ 

五卷 天孫 本 紀、 第 六卷 皇孫 本 紀、 声 七 卷 天皇 本紀 (秦武 天皇 

い；^ ヒ  t  ^-tlx^^vs. fr -I  I  .u.. ャ" 一, 言-" 

皇 11 天 皇)、 第 十. t 國造 M 紀。 他に 神 皇系圖 一 卷が 

に、 此 の 書が 偽書で あ ると い ふ 事 は、 新 井 白 石の 「舊 事紀 

てゐる 所で、 就中、 伊勢 貞丈 は、 その 著 「舊 事本紀 剝僞」 に 

に 於いて、 

本紀ハ 往古 ノ 偽書 也。 古人 其僞テ 察セズ シテ多 ク是チ 

下 林. 貝 原 篤 信、 及 好古. 新 井 君 美. 壺 井義知 等モ皆 惑テ是 


臣蘇我 馬子 宿禰等 奉お 修 撰」 

に勒を 奉じ て、 撰 錄の途 中、 聖 德 

推 古 天皇 卅 年で， あると 云 つて 

紀、 第 三卷！ K 神 本 紀、 第 四 卷地神 

11 神 功 皇后)、 第 八卷神 皇本紀 

一 

あると 云 ふ 

難 評」 を 初め、 江戶 時代の 學者 

明快に 論證 して ゐる。 ％^ 丈 は- 

引用 テ證 トス。 故-一 近世 ノ學 

ヲ引 證ス。 山 崎 li! 加以 F 巫學 


徒 是ヲ以 テロ 實 トス ル ハ 言 フニ 足ラ ズ。 唯、 太 宰 純、 及 桂秋齋 其僞ヲ 辨ズ。 具眼 ノ人 


謂べ シ。 予モ 亦醫事 本紀ヲ 疑フコ ト久シ n 彼 二子 ノ說ヲ 聞 テ疑ヲ 決シ、 其 唾 ヲ舐テ 人 マ刹僞 

ノ書ヲ 著シ、 且 二子 ノ 說ヲ卷 尾 ニ附 錄ス。 

と 序し て、 舊 事 本紀の 序文 及び 本文の 疑 はしき 點 を擧げ 

及び 多田義 俊の  一 I 舊 事本紀 偽書 明 證考」 の 全文 を褐げ 


も 八 f  ぐ V-  ^ 辜^ ャ黎 ^< 一 

1^  . 、 . . 一 


て ゐ る。 

て自說 

し 


一 條攝政 翁 良公ノ 公事 极 1^ 一一  モ舊 事木紀 ヲ引レ タ リ- 

號ー 喚-執 政 之 ，<稱>- 食 國政 申大夫 ートァ ル ハ舊事 紀ヲ引 川 

W タル 者 多シ。 奮事紀 ハ古キ 偽書 ナル 故、 古 人 其僞ヲ 

云って ゐる。 舊事 紀が僞 書なる 事 は、 1K 皇 の 御 ^ 號 を 

第二 編 二 章 日本書紀 


古 

事 ,, 

記 る 

の 


賽 

ぼ 

- 北 畠 

タル 也 _ 

ラ ズ 

明ら さ 


叉、 太 宰春臺 の 辯 道 書の 一 節、 

を 敷衍した。 低、 本 書 は、 偽 書 と 

て も、 可 成り 古い 時代の 偽書な 

事 を 述べ て、 

古事 二 舊事本 紀テ云 ヘル 事 多 

シ。 卜 部懷賢 ガ釋日 4^ 紀 一一 舊 

事本紀 ヲ引 タリ。 山ん 大 

臣實照 公の 拾芥抄 二、 奮 事本紀 

十卷ト ァリ。 太平 記 二 舊事本 

己 三 4-A;a トァゾ 卷卿ナ か 故。 

糸 三. ！■  t!^  7  ， 卷 数多 キ揪 

親 房卿ノ 職原鈔 一一、 ト： 古 無 一 一大 ^ 

. 此 外ニモ 古書 一一 舊事 紀ヲ引 

シテ 古書 一一 多ク引 W タ ル也。 

まに 記. して ゐる 事に よっても 

一一 一六 五 
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は 上古の 

伊勢 貞丈 

ベ き點の 

は 古記 典 

とへば 神 

あ り て、 然 

今 本 の ご 

んそ のか 

i" 延長の 

喜 五 年 の 0 に 思 ひ 

と 云 ひ、 舊 事紀の 中よ 

の點に 就いて は、 な ほ 

後の 偽作と して、 片づ 

は、 な ほ、 再 撿 討して 見 

知れぬ。 栗 田 寛 博士 

すべ き 内容 を 有する 

なほ、 これと 似た 書 


明か で、 これ 

の 著 が あ り、 

分 的に 取る 

其 はじめ 

に し て、 た 

深 かる 人 

人出で て" 

て、 これな 

此 人は延 


書の 例に 違うて ゐ る。 此 

と 同様の 說を敍 ベた。 然 

ある 事 を 論じて、 

の 殘篇、 あるひ は 異本の 抄 

祇官の 御 巫、 ま た、 大 中 臣. 忌 

か心盡 して 集めお きけん 

とくに 蘇 我 大臣の 序文 を 

み 聖德の 太子 尊の 撰み 給 

なリ けん 事、 延 

合すろ 事 ぁリ。 

り、 奈良朝 時代の 古記と し 

研究すべき 問題が 多々 殘 

け て しま ふ 事 は、 必 ずし も 

る 時、 風土記の 逸文と 同様 

も、 此の 書の 天孫 本紀 によ 

部分 も ある 事 を 示して ゐ 

名 をつ けた 後代の 偽書が 


の 問題に 就いて は、 平 W 篤 胤に 

るに、 橘 守 部 は 「舊 事紀直 日」 

錄、 叉 一 書、 一 說等を 捜索て 引 も 

部 氏 等の、 神祇に 預かれる 家の 

を は t ^城 SfffS 末 其の 子孫 

作り そ へ-しひて 十 種の 本紀と 

ひし 舊事 本紀 なる と、 譌 り そめ 

て 信ず. ベ き 部 分 を、 摘 出して ゐ 

されて ゐ るので あつ て、 舊 事 紀 

出來 ない と 思 ふ。 守 部の 說の 

に、 當 代 古史の 逸文 を發 見す る 

つ て、 物 部氏纂 記. 尾 張 氏 幕 記 を 

るので あ る。 

ある。 先代 奮 事本紀 大成 經と 


「舊事 紀 疑問， 

於 い て、 そ の 部 


輯 

い ふ 

し も 


の 


めた 

祖に 

に 偽 

も の 

の に 

で あ 

を、 平 

く、 部 

出來 

-ゃ は 


る もの 

心 ざ し 

を 構る 

に 分 ち 

ぞ あ る 

る が、 此 

安朝以 

分 的に 

る 力 も 

り f 憑 


云 ふ 書で、 これに 


就いて も、 伊 勢貞 丈は辨 じて 云 ふ。 

後代 印 版 シテ世 一一 行ル 、所ノ 先代 舊事 本紀十 卷ハ、 聖德 太子 ト蘇我 馬子 ガ 修撰 ノ眞本 二 ハ 

非 ズ 二舊 事大 成 經ト云 フ書正 部 三 十八 卷、 副 部 三 十四 卷合 セテ 七十 ニ卷 ァリ。 是 先代 舊 

事 本 紀ノ眞 ： 本 也 ト云說 ァリ。 是甚誤 也。 其 大成 經モ亦 近世 ノ僞書 也。 H< 和ノ 將軍ノ 御代 

黄藥派ノ 俘僧潮音，前綱：^4。廣紅钱項き雌 ト 云 者、 志摩國 伊雜宮 ノ 神主 ノ 家-一 古キ僞 書ノ少 

バ カリ 有シヲ 取テ、 加筆 妄作增 補シテ 七十 ニ卷 -I 書 弘メ、 其 篇目皆 何 本紀ト 號 シテ伊 雜宮ノ 

神庫ノ 秘書 也ト偽 テ、 印 版 シテ世 二 行 ヘリ。 舊 事大 成經ト 云ハ 卽チ是 也。 是 ハ伊雜 宫ノ祌 

主ト 潮音 ト相 謀テ伊 雜宮ハ 天照大神 ノ本宮 也ト云 ヒ掠メ テ、 伊 勢ノ 神宮 ヲ壓ン ト欲 シ、 其 證 

據ニ引 ンガ爲 二 大成 經テ バ 偽作 シタ リシ ト. ゾ。 然ルニ 其 偽作 發 覺 テ、 潮 音 モ伊雜 宮ノ祌 主 

水 野某モ 流刑 一一 處セ ラ レ、 大成 經ノ刻 版 並 ニ處々 へ 賫タ ル 版本 ヲ 取集テ 燒捨ラ レ、 其 書ヲ. 開 

版シ タ ル 書肆 豐島屋 豊八ト 云者モ 追放 セ ラ ル。 潮音 ハ 將軍ノ 御 母君 御歸 依ノ惜 ナリケ レ 

バ、 御 母君 ノ御願 二；！^ テ 流刑 ヲ 看 サレ、 上野 國黑瀧 山へ 轉住 セラ レシト ズ聞 及シ。 サ レバ 力 

ヌナ C ゲサ 

ノ 大成 經ハ 信用 スべ カラ ザ ルノ書 也。 桂秋齋 (多 田義 俊) ガ 著シ タル 蓴艸- 一、 件ノ 大成 經 一一 幾 

度 トモ ナク 這箇ノ  二字 ヲ用 タリ。 何々 這箇 トツ カフ コト ハ宋朝 以來ノ 俗語 也。 聖德 太子 

ノ 時代 ヲ 異邦へ 當 レバ 隋 朝ニ當 レリ ト云 ヘリ。 宋朝 ハ隋朝 ヨリ 三 八十 年 計ノ後 也。 潮 

音 其 時代 ヲ 辨ゼ ズシテ 僞作シ タル 也。 今モ 大成 經ノ中 ノ禮綱 本紀. ノ 版本 ノ 淺 リタ ルガ 稀 
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二 有 リ。 

n 卜ヲ te5 

これ は、 此所 

なほ、 伊勢の 


住吉 神社 

座ぎ 津 

セテ 

合 

從三 

住吉 

あ り、 次 


歷々 ノ 學者ノ 著述 シタ ル書ー I 大成 經 

ラ ズシテ 信用 セシハ 傷 マ シキ事 二 コ 

に 記す まで もない 事で ある が、 事 の つ 

龍 照 近に も、 先代 舊事 本紀 大成 經 難文 

六 住吉 神社 神代 記事 

の 古事 を 記した 書 で、 初 に， 

職 I 住 吉 大 社， 司 解 申-言 上 神代 SJ^ 事。 


位 住 吉大明 神 大社 神代 記 

現 神 大祌顯 座神緣 記， 

一、 祭神の 名、 諸國に 在る 住吉 神社の 所在 

記 し、 次 に、 住吉 神社の. M 來、 神 靈 の靈異 等に 就い て- 

書紀の 文章 を 殆ど そのままに 取った 所が 多い。 

れ は、 

ス -t ノ エノ ィ * カノ ォ. ヮタヮ タラ ネ ド ョ ニス：、 ヨシノ ソ レゾィ il シへ 

II 江 伊賀 太 浮 渡 未 世 住 吉夫古 


ヲ r5 用 

ソァレ _ 

いでに 

の 著が 


地、 そ の 


n 一六 八 

テ證 トシ タル 者 間 有 之" 其 僞書タ 

かかる 事件の あった 事 を 記して お 


同 

と漢 

終に 


類の 神， 子 神の 御 名. 神 寶. 神 具 等 を 列 

文で 叙して ゐる が、 此 の 部分 は 日本 

風俗の 和歌が 一 首 見えて ゐる が、 そ 


> し， 


J ？、 


や i 水 意 


生 え、 武 "is 川に は 大石は あ る 

かやうな 說訪 の屮に も、 明 か 

所 々 、宣 命體で 害いた 部 分 も 

榊 木 葉に 木 i 取りし で 

これ は輕 皇子の 御 歌で あ 

笫ニ編 笫ニ章 ； n 本甞紀 


と 云 ふ 歌 

の 記 し ざ 

し て、 そ の 

こ ま I 

I  f ひ? lik 

河の 條で 

行事に 援 

大祌の 妻 

かあつ て、 

爲奈 川の 

川の^ 草 

が^ 草が 無い 

に 書紀を 參 Hi 


で、 上 古の 歌の 

まも 餘 りに 稚 

土地の 叫 方の 

な ど を、 何 々 の 

に 關 し て、 參 

は、 住 吉の大 神 

助せられ た 事 

レなら う と 思 

」 れ も 同じ 

女神 は大石 を 

を引拔 いた 

の で あ る、 と 云 

し て， そ わより 

あ り、 歌 が 數首ぁ つ て 「夭 平 

て 誰が 世に か祌 のみ 顏を祝 

る と 記して ゐる が. 祌 樂 歌よ 


住 

吉 


代 

一一 m 

住 

社 

所 


調と は 

拙 で あ 

境 界， 业 

本 記と 

Eii す 

が、 宫 

を 記 

つ て 

を 抱 

取 つ 

そ れ 

ふ や 

取り 


2 心 はれが たい 歌で あ る。 漢 字 

る，  >ズ に 住吉祌 社の 神 i5 に關 

に、 そ れ か、 此 の 社の 神 iii となつ 

稱 し て、 記 してる る。 此の 巾に、 

きものが；^ す る。 爲 奈 河 木 

を！^ 作す る爲 めの 衬木 述搬の 

そ の 際、 爲 奈 河に 女祌が あ つ て、 

た が、 又、 西 方の武^！：川にも女神 

て るた の で、 双 方と も 嫉妬して- 

投げつ け、 武 庫 川の 女祌 は、 そ の 

爲奈 川に は大 石な くして 草 が 

な 面白い 話 をし るして ゐる。 

れ たと 思 はれる 所 が n 儿 え る.. 

# 一 一， 


入 

瓮 奉 本 記」 

ひそめけ む 

り たものと 思 はれる 

一一 H ハ九 


これに 對し 


f 


上代 文學 史上 卷  三 七 〇 

こた 

て、 大 神の 和へ ら れた歌 は 

うべ まさに 君 は 知ら ませ かみろ ぎの 久しき 世より 齋 ひそめて き 

と 云 ふ 歌で あると 云 ふ。 これ も 、同様の 歌が 伊勢 物語 や 新 古今 集に 出て ゐ て、 そ れを. 取った も 

ので あらう。 終に、 

夭 平  一二 年 七月 五日 

神主 從八 位下 津守 宿禰 島麻呂 

遣唐使 神主 正 七 位上津 守宿禰 客人 

と あり、 四！ ま を 作製して、 一通 は官に 進め、 一通 は 社に 納め、 他の 二通 は 各 氏に 牧 めた。 後、 延暦八 

年 八月 廿七曰 に、 請 によつ て、 郡 判. 職 判を與 へたよ しの 奥 書が ある、 

右の 如く、 部分的に は 怪しむべき 所 も 多い が、 叉、 記 紀の古 傳を補 ふに 足る 材料 も 含まれて ゐ 

る と ば れ る 1 栗田寬 博士 も、 大 方 全部 を 信ずべ きものと し て (部 分 的に 疑 はしい 所 は、 錯 ^ と 

して 除かれた りして、 整理 せら れ た)、 住 吉 神社 神代 記考證 を 著し、 註釋を 施された ものが、 栗 里 先 

生 雜著こ 人って ゐ る。 义、 日本書紀 通釋 にも、 この 書 を 引用した 所が ある。 最近、 武田祐 吉搏ョ 

が、 再び、 その 信憑す ベ きもので ある 事 を 論じられた (相せ T、si 七) 故に、 聊か、 此の 書に 就いて 

解說を 記した ので ある。 住吉祌 社に 古寫 本が 藏 されて ゐて、 神祇 全書 第三 輯に牧 載せられて 


第三 章 風土記 

第一 節 成  立 

I 風土記の 撰述 

和 銅 六 年の 地誌 編纂の 命 詣國の 風土記が 撰述せられ るに 至った の は、 元 明 天皇の 和 

銅 六 年に 出された 命に よってで ある- その 女 章 は、 續 日本 紀に 載せて あ る 

五. 月 £.1 ぎ 一日 r 畿內 七道 諸 國の郡 鄕の名 は 好 i 子 を 著け よ 其の 郡內に 生す る 所の 銀、 銅、 彩 

色、 草木， 禽獸、 魚蟲 等の 物 は、 に 色目 を し、 及び 土地の 沃 山川 原野の 名 號の所 由、 又、 古老 

相 傳の舊 聞異事 は、 史 籍に 載せて 言 上せよ. 

とい ふ 命令で ある- t も， こ れ は、 天 皇の詔 命であった か、 政 府 からの 人 叩 八 n であった か 明かで 

ない が、 いづれ にしても、 此の 命が、 諸國の 國廳に 達して より、 其の 國の 地理 や. "老の 間に 傳 へ 

ら れる說 話の 類 を 調査す る 事業が 進めら れ、 地誌 を 編纂す る に1^^った.のでぁる これが 卽 
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晨ぉ 


,;不少#以：變爲限非遷^&>故称不 

ぼ W 、倩 僧，.^ ¥多是§刀 鼓 あ 暴 裡雜规 

1今ぉ旅1<^^50/妖5^^^藤？^:-_氣カ，尨^ 


，が. ： 一 「 . 識迷 ^ 夂 瓶 管 不：！ 食 i 

の で はなく. 又、 組織的に、 計 劃 的に， こ れを 蒐集した もの 

地方の 異傳が 入つ てゐ るの に 過ぎな い ので あつ て、 地 

が 最初の 企な ので ある なほ， 右の 命に は、 風土記と は 

けで あるが、 これが 卽 も 土 記の 書名 を 持つ ものと な 


一一 ーヒニ 

ら、 風 七 記で ある 阱 に 地 方の. In 

老 に相傳 せられ る 聞異 事が、 此 

の 時に 初めて 採集せられ たわけ 

ではない 早ぐ、 履 中 天皇 四 年に 

諸國に 置かれた 國^ を、 ゆめ とし 

て、 こ れ までの 修史の 業に おいて 

も 亦、 これ を 採集に これ を 資抖と 

して， その 事業が 進められ たので 

その 中に は、 地 方の 傳說 より 出た 

と 見なす ベ き； IM 料 も ，叫 かに あつ 

た" 拼 し、 そ れ ら は、 地方 中心の も 

でもない、 中央が 中心で あ b  、偶然に 

方の 異聞 舊 事の、 廣汎な 集成 は， 此 の 時 

云 は す、 た だ 「史 籍」 と 記して ゐるだ 

つた 事 は 疑ない 此の 和 銅 六 年の 命 


0 

曰 

六 


由 

淸 

本 


竹 

柏 


を そのまま 取 b 用 ゐてゐ る 後の 史書の 記載に 於いて は、 いづれ も、 此 の 時に、 「風土記 を 作る」 

などと 記して ゐ るので ある 此の 命の 中に は、 次 の 五 事が 含まれて ゐる 

一、 郡鄕の 名に 好 字 を 着く 

二、 郡 內の產 物の 色目 を錄 す。 

こえて ゐる こと • やせて ゐふニ と 

三、 土地の 沃 瘠 を 記す。 

四、 山川 原野の 名の 謂れ を 記す。 

五、 古老 相 傳の舊 聞 異事を 記す。 

郡鄉 の名稱 此の 第一の 事に 關 して は 、固、 邵， 鄉 の 名 を 二字に するとい ふせ も、 大 體、 此 の 

頃から 行 はれる やうに なったら しい 好 字 を つ け る ^ii- と，ニ 字 に す る と い ふ 事 と が 入口 致 し 

てゐ るの は、 延 喜 式の 記載であって， 问.^ = の 民 部 式に は. 

凡そ 諸國の 部内の 郡 里 等 の 名 は、 並 び に 一 一字 を 用ゐ、 必す嘉 名 を 取 れ， 

と 記して ゐる 和 銅 六 年の 命に は、 二字 を 用 ゐる事 はない が. 大體， そ の 頃 か ら、 此 の 事 は 行 は 

れ たので あらう 出 雲 風上 記の 記載に よる と， 祌 龜 三年の 民 部 省の 口宣で， 鄕の名 を 改め ら 

れ たとい ふが、 かやう に して， 和 銅 乃至 神龜 の 頃に わたつ て， 次第に、 鄕名 をな める 事が 行 はれ 

たので あらう 事實 にお いて ■ 風土記の 地名 は、 二字 名の 原則 を 守つ てゐ るので ある. 「きの 
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国」 を 「紀 伊國」 と. 「紀. 一 の 字 及び これの 延 音の 「伊」 を 添へ て 記し 「津 の國」 を 「攝 

律國」 と. 大寶 令で 制定 せられた 攝津 職と いふ 職名に より、 r 攝」 の 字 を 添へ て 記した ごと 

き も、 此 の 頃からで ある. 但、 「紀 伊國」 ときいて もや は b 「きの 國」 と 讀 み、； 攝 津國」 と 

書いても 「つの 國」 と讀ん でゐた r かやう にして、 舊 名の 改稱、 改 字が 此の頃に 行 はれた の 

である f 出 雲 風土記に ■ 

母理鄉 本字 文理 

などと あるの は、 「文」 の 字の 代. 0 に、 「母」 とい ふ 「好 字 を 用ゐ」 たので あり、 

拜志鄕 本字 林 

と あるの は、 一字 名 を 二字に 改めた ので ある • ま た、 播 磨 風土記に、 

林田ノ里^^^談 

な： 小 志 

C し- ノウ . ，ゥ- t  ノ  "アサ コ へ. r. フ 二  /  "^ テ 

や £ 安 本名 沙部 云。 後 M 名 依： 

fe- SSK 一 ltp\..T  511  メテ ヲ ニン ルス 二 ス ノ  ，|ト 

.$  二 字 注， 爲 -I 安 相 里 V 

などと 記して ゐ るの は、 全く 地名 を 改め て、 「好 字 を 用ゐ」 ま た 三 字 名 を 一 一字 名に 改めた も 

ので ある f その 地名 を 改めた 時期に 就いて は、 大抵 明か でない 尤も、 播磨 風土記 に は、 「少 

ノ  < 

宅 里 £7 」 と あ る， 漢部里 を少宅 里と 改め たの は、 「庚 宫っ 年」 I 朱 鳥 四 年) で あると 記して ゐる 


延長 三年の 太 政官符 和 銅 六 年の 命が 發 せられて、 直ちに、 風上 記が 完成せられ たか ど 

うか は 疑 はしい。 調査の 爲 めに 相當の 年月が 費 さ れ、 史籍と して 中央に 報告せられ るまで 

に は、 更 に、 多くの 年月 を耍 した 事で あらう。 又、 諸 國の 風土記が 全部 此の 時に 作製せられ た 

かどう か 明かで ない， とにかく、 此の 時に、 大部分の 風土記 は 作られ、 和 銅 六 年より 時を經 て、 

ぼ つ と諸國 よ. 0 報吿 せられた 事で あらう。 或 は、 遂 に報吿 をし なかった 國も あるか も 

知れない それ で、 類 取 §#抄 に は、 「可 風土記 一事』 と い ふ 太 政 官符を 掲げて ゐる。 (朝野 群 

載に も 出づ) e 

太 政官符  ， 

五幾內 七道 諸國司 

早速に 風土記 を 勘進す ベ き 事 

右 聞く が 如くん ば、 諸 國に風 七 記の 文 有るべし。 今 左大臣の 宣を 被りて 偶 く、 せ しぐ 國宰 

を 仰ぎて、 之 を 勘進せ しむ ベ し。 若し、 國 底に (朝野 群 載 「底本」) 無くば、 部 內を搜 し 求め、 古 

老に 尋ね 問 ひて、 速 (朝野 群 載 「早速』 に 言上せ よと 云 へ れば、 諸國 承知し、 宣に 依りて、 之 を 

行へ (朝野 群 載-一 ナシ V 延廻 (朝野 群 載 「遲廻 J する こと を 得 ざれ。 符 到らば 奉行せ よ。 

塞 議左大 辨從四 位 上 兼 讃岐權 守 源 朝臣 悅  - 
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外從 五位 ド行 左大. ^阿部 宿 禰忠行 

延長 三年 十二月 十四 EQ 

来 だ 風土記 を報吿 しない 國 があった ので， これ を 催促した ので ある. さう し て， も し 風え 

記 の 寄が 國內に 無 け ：；； ば. 更 にこれ を 作製すべき 事 を 命じて ゐる え も、 延 長 三 年と 云へば. 

和 銅 六 年よ b  二百 十 數年も 後で ある 此の 長い 間、 風 土 記の 事 を 放任して お いたわけ では 

あるまい 和 銅 六 年の 命に よる 風土記 は、 その 大部分が 奈良朝 時代に 中央政府に 報吿 せら 

れた であらう が、 そ の 後、 風 上記の *t も 次第に 湮滅 し、 中 央に はなくな つ たもの が 多い ので、 更 

に、 宣 符を發 して、 地方に 存在す る もの を 探らし め、 その 殘存 せる ものの 提出 を 求めた ので あ 

ら う さ う し て、 諸國に 於いて も， 全く 以" の 風土記の 底本が 殘存 しなかった な ら ば 、運 に 新 

しい 風土記 を 撰 進す ベ き 事 を 命じた ので あらう かやう にして、 風 上 記 はん 小 - は朝以 後、 平 安 

朝朗 にお いても 撰述せられ たもの が あ り、 そ の 先 後の 區別を 明かに する 事 は 容易で はない 

ので ある 

二 五 風土記の 成立 


現存の 古 風土記 併し、 現存す る 古 風土記 五 種が、 全部 奈良朝 期の も ので ある 事 は 一.^  i 

餘 地がない， 現存す る 古風 上記 五 種と は 次の 五 種で ある f 

常 陸 風土記、 播磨 風土記， 出 雲 風土記、 肥 前 風土記、 璺後 風土記 

此の 中、 首尾の 完全な る は、 出 雲 風土記 だけ で、 播磨 風土記 は卷 首が 若干 缺け、 他の 三 種は抄 

出 木で あ る ■ 

風土記の 名稱 は、 普 通 ー播磨 風土記」 の 如く 稱 して ゐる が、 正 しく は 播磨國 M  土  ；l^i、  ^"刖 國 

風土記の 如く 稱 へ る ベ きで あら う- ま た、 常 陸國 の 如く 略稱 する も ある" 

次に、 五 風土記の 成立の 時期に 就いて 考へ て 見る。 

常 陸 風土記 成立の 時期 常 陸 風土記 は、 最も 古い ものと 考 へられて ゐる 天 保 十 年 M 

本の 常 陸 風土記の、 西野宣 明の 跋文に よる と、 常 陸 風土記 中に、 白壁 郡と あるが、 延曆 年中に、 光 

仁 天皇の 御諱 白壁 を 避け 奉る 爲 め、 白 壁 部の 姓 を 長 壁 部と 改 め、 同 様に、 白壁 郡 も， 此 の 時 以後 

眞壁 郡と 改めた から、 此の &2 は延曆 以前の 撰で ある 箬 であ り、 ま た、 此 の 風 トー 記 中に は、 藻島驛 

と S ぉ之驛 との 事が 見え る が、 此の 兩驛 は弘仁 年中に 廢さ れてゐ るか ら、 こ れは弘 仁 以". 刖 

の 撰で あ る と 論じて を. o、 消極的に このまが 平安朝 以^ の 撰なる 事を證 明した- 次 に、 作" 

友の 比お 婆 衣に， 記して ゐる說 による と、 此 の 風土記の 最初に ある- 「常 陸 n  ^ 解 、申，， 古 老 W 傅 

ffiui  £ー 章 風土記 •  - 一七 七 
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古 風土記 現存 國 


風土記 逸女 存在 國 

風土記 不明 國 
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舊 聞 事,」 云 々 と あ る の は、 前 記 の 和 銅 六 年の 命に， r 古老 相 it 舊閗異 事 一 と あ る の を 受 け た 

ものと 思 はれる か ら、 こ れ が、 和 銅 六 年の 命に 應 じた 風上 記なる 卞は 明かで あ り、 义、！ ^内の 一 さ 


1$ え 5 

4f?rw*, 命奇 


o 行 ま々 つ 0  ^J^^  V5  0  »■  V：  G- 


0^^^^  o ま々 r. 


0 

土 帝 

記國 


と」 の 名に、 「鄕」 の 字 を用ゐ すに 二 里. 一 の 字 を川ゐ 

てゐる 事に よつ て、 靈 龜 元年 以前の 撰なる 事 は 明かで 

ある レー 論じて ゐる， 此の 「里」 の 字 を 用 ゐてゐ ると 

云 ふの は、 出 雲 風土記の 初の 方に、 

右の 伴の 鄕の字 は、 靈 龜 元年の 式に 、 て、 里 を 改 め 

て 鄕 と (.11 す， 其の 鄕の 名字 は、 神龜 三 年 の 民 部 雀の 

口 宣 を 被りて 之 を 改 む。 

と 記して ゐ るのに よる の で あ る。 ^ ち， -蜜 M 元 へ.^ に 

「里」 の 字 を 「鄕ー の 字 に 改 め ら れ、乂、祌^| 三 年 の ：：： 

{- 曰 一 に よ つ て； き の 名の 文字 も 改め ら れ たので あ る， 出 

.ぁ ふ 風 ± 記 に 鄕 ^の 文字 を 改めた 率 を 記して ゐる の は， 

多く 此の 時に 改 定 せられた もの で あ る ら し い， 

尤も、 常 陸風 上記の 中に も、 「鄕」 の 字 を 用ゐた 所が ある 二  in 澄 里 一 の 事 を 「霞 鄕」 とも 


寺 

へ.^ 

ノ  .：、 え. *j 


伴 書 

、ま 

-、 せ， R 


女 強 

ヒ r 

上 

,  佼 

feo? え 本 


>，^ へぺふ 
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Hi し ，「板 來驛ー の 事 を 「伊 多久 之鄕」 とも： 7i し、 また 「當 麻鄕ー などと あって、 「鄕」 「里」 

混用した 所が ある これ は 漢文の 兩 字の 使 ffl- 法を眞 似た 潤飾で あら う か。 一.. 乂那で は M 典 

の 記載に よれ ば， 唐 の 制で は、 百 戶 を 以て 里と な し， 五 里 を 以て 鄕 となして ゐ る. r な ほ， 佚 交 の 

大隅 風土記の ご とき も、 ーポ卜 鄉」 「必 志 里」 とい ふやう に 兩 字 を」 父 へ 川ゐ てるる が、 これ は 

或 は 誤寫 で， 「里」 は、 原 本に はすべ て 「鄕， 一 とあった のか も 知れない。 とに か /、、ち へやう 

によって は、 靈 龜 元 年 の 式が 出た 後に、 常 陸風 十； 記が 出 米た として も， 古 农の惯 が 習 0 と な 

つて ゐ て-や は，^. 一里」 の 字 を ffl ゐてを b 、時として- 一 鄉 J の 字 を W ゐ たものと も忠 は；； る 

或 は、 こ れを後 ft の 3^ おの とすべ きで あらう か 龜： y 年の 式が 出て も， 文字 S 惯 川の 如 

き は、 急 に は 改め". りれ ないで あら う 從っ て、 兩字を 混 川した i;- も あ つたで あ， ら う 常 降 

風土記 が、 和 銅 六 年の 命に よって 撰せられ た 書で ある は ffc まれない が、 龜： 兀 以^に 成 

つたと は必 すし も斷 じられ ない と 思 ふ- 和 銅 八 年が 卽も 0 龜 元 へや 一 じ あるか ら、 和 銅 六 年の 

命が 出た 翌年 か翌々 年頃に 早く も 出来 上った と 云 ふや う に、 急 速 に、 風 土 記が 編纂せられ た 

もので は あるまい r それにして も、 此 の 風土記 が、 靈 龜 元 年 を 這 からざる 早い ゆ 代に 出 氷た 

ものである $ は 否定 出来な に 

常 陸 風土記の 撰者 そ "撰者に 就い て、 营 政 友 は、 養老 元年 十二月に 遣 唐 副使と して 唐 
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よ b 歸朝 し、 その 後、 養老 三年に 常陸國 守と し 

藤 原 宇合と 交渉が あ. 9、 か つて 常 陸に ゐた事 

合の 部下と して、 高橋蟲 麿が、 當時常 陸 に 在任 

萬 葉 集中の すぐれた 歌人で あ b 、宇合 は懷風 

老 三年 乃至 五六 年頃に、 此の 書 を 撰した であ 

ま い， 

播磨 風土記 成立の 時期と 撰者 播磨風 

その 撰述に 關 して は、 常 陸 風土記と 同 樣の事 

てゐる 如く 續 B 本紀 による と、 靈 龜ニ年 四月 

和 泉監が 置かれた ので ある が、 此 の 風土記の 

ほ、 和 泉 郡 は河內 國に屬 して ゐ るか ら、 靈 龜 一 一 

に 界 び 河內國 に 併せられ、 天平 寶字五 年に 至 

土 記 は、 常 陸 風土記よりも 以前の 撰 かと 思 は 

たの に、 播磨 風土記の 發見は 新し いので、 此の 

後に 置かれる 習慣と なって ゐる. 併し、 正し 


て 在任して ゐた藤 原 宇 八 口の 撰 かと 云 ひ、 自 

の ある 高橋蟲 麿の 撰 か と考 へ た。 或は、 藤 

して ゐた 時の 撰で あるか も 知れぬ， 兩 

藻の 中の 有數の 詩人で も ある。 此の 人 

らうと なすの は-、，； S3 すし も 無稽の 相、 5 像で 


土 記 も 亦 ■ 一. 里」 の 字 を 用 ゐてゐ る 事に 

が 云 はれる t その 上、 栗 田 寛 博士 も旣に 

に、 河 內國の 大鳥、 和 泉、 日 根 三 郡 を 割いて- 

揖保 郡狹野 村の 條に は、 川 內國泉 郡と あ 

年 以前の 撰で あらう。 (和 泉監 は、 後天 平 

つて、 初め て， 和 泉國が 置かれた)， 恐 ら く 

れ る が、 た だ、 常 陸風 上記 は 古くよ..^ 知ら 

風土記 は、 常 陸風 土 記、 乃 至 は 出 雲 風土 記 

く は、 播磨 風土記 最も 古 く、 常 陸 風土記が 


分 は 

原 宇 

と も 

が 養 

あ る 

つ て- 

め  て 

て、 な 

二 年 

の 風 

て ゐ 

h, も 

れに 


繼ぐ もの であらう 井上通泰 博士 は、 播磨 風土記 新考 において、 播磨 風土記 は、 播磨國 の 大目 

さ ざな ス のか. At,  た ケを^"^;.liらじかふち  ，  

で あ .0、 萬 葉 集 歌人 でも ある 樂 浪河內 (祌龜 元年に 高 丘 連 河 內と姓 を 賜 ふ) の 書いた もので f 

銅 七 年の 撰 かと 云 はれて ゐる 都に 近：/ 此の 國の 風土記 が、 他 よりも 早く 完成した であら 

う と は、 常 識 的に 考 へられる 事で ある  . 

出 雲 風土記 成立の 時期と 撰者 出 雲 風土記 は、 各 郡の 終に 各 郡 司の 署名が あ ..i 取 後に 

ま、 

天平 五 年 二月 卅日勘 造 

あいかの こほりの ひと  みや けの おみ かなた り 

秋 鹿 郡 人、 神宅臣 金太理 

くこの, M- つ こ.；？ e こ ic のたい り や. つ. * おびた ろ そとの しゃ •I' ろく ゐ のに-やう くんげ ふ いづもの おみ； J ろ しま 

國 造、 帶，， 意 宇郡大 領； 外 正 六 位上勳 業、 出 雲 臣廣嶋 

とあって， 各 郡 司からの 報吿 を捃雜 し， 體裁を 統一 して 一書に 纏め 上げた の は. 此の 二人の 坊 

業で あらう • 此の 風土記の 卷 首に は數行 誤脫が あるら しく、 意味 不明の 筒 所が あるが、 編者 

の 凡例と 見る ベ き 文 A 早に、 

枝葉 を 細 E§ し、 詞 源 を 裁定 し、 亦、 山 野濱 浦の 處、 鳥 獸 の 棲， 魚 貝 海 菜の 類、 良 繁 多 なる は 悉 < 

k ベ す 然れ ども 止む こと を 獲す、 粗 梗槩を 擧げて 以て 記 趣 を 成す 

と あつ て、 各 郡 司 か ら の報吿 は、 も つと 詳しかった ものら しい が、 右 に 署名 した 撰者が. そ の 大 
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體を 整理し、 按配した ものと 思 はれ る 此の 風土記 は 勿論、 祌龜 元年の 式に よつ て、 「鄕 J の 

あ ま りべ のさと  力 む ベ の さ と 

字 を 用 ゐてゐ るが、 それでも、 r 餘戶 里」 と 「祌戶 里」 だけ は 、やはり 舊來 のま、 に 一里」 の 

字 を 使って ゐ る" 

肥 前 風土記と 豐後 風土記の 成立の 時期 肥 前 風土記と 、畳 後 風土記と は、 體裁 全く 向 

一 である. 從 つて、 此の 兩書は 同時の 撰で、 且つ 相 近き 人の 撰 かと m- わ はれる . ^は、 九州 だけ 

は、 各 國の國 司が 相談して 作った もの か、 又 は、 井 上 ：M 泰 博士の 肥 前 風 土 記 新 考の說 の ご と く 

各國 からの 報吿を 太宰府 に 集め、 太宰府 の 役人が、 こ れ を 材料と して、 各國別 に、 風土記 の 文章 

を 記した ものと も 解せられ る r 然ら ば， そ の 撰述 はいつ 頃で あるかと いふ に、 そ れに 就いて 

は、 此の 兩國の 風土記に は、 日本書紀と 文章の 類似せ る簡 所の、 多く 見出さ れる點 が 注意 せら 

れる. 次に 一 例 を 示す と、 肥 前 風土記の 松 浦 郡の 條 (譯文 は 下に 出す) と、 祌功 皇后 紀 との 文章 

では、  翁 


風土記 

ム 力- ン ォキ ナガ タ ラシヒ メノ ミコト 1* モホ. ンプゥ クム ト  ヲ イデ マシテ ノ  -ー 

昔者氣 長足 姬尊。 欲， 征，， 伐 新羅； 行，， 於此 郡， 而 

ミヲ シシタ マフ  ノ  /  タ" ラニ ココ -1 キサキ マゲテ ヲ ナシッ リパリ ト 

進，， 食 於 玉 島 小 河 之 側： 於， 玆 皇 后 勾， 針 爲 "鈎、 

ィ ヒップ ヲ チ. レ ヱ ト  モノ イト ヲナ シッ リイ トト リマ シテ  ノ  /二 ゲテヅ リバ "a 

飯 粒 爲^、 裳 絲 爲藉、 登，， 河 中 之 石 上； 捧" 鈎 


日本書紀 

ゥ ゾ キノ ミゾゾ ェ/ トラ ノ ツイ クチ I！ シ テキ.，' エノ タツノ ヒノ カク リナ じ ノ£チ /クチ ノク 二  ..- マツ 

(九 年) 夏 四月 壬寅朔 甲 炭、 北 到， 1 火 前國松 

ラ ノア ガタ -1 S ヲシシ タマ マ  ノノ  ノ  二  ココニ キ T- キ マ- ケテ 

浦縣， 而 進- 1 食 於 玉 島 里 小 河 之 側 一； 於， 是 皇后 勾 

ヲ シ ト リヶ ィヒホ プ シ トキ リテノ ヲシト  リマ シテ /  ノ 

t 爲. 鈎、 取" 粒 爲 fe: 抽-- 取 裳 絲-， 繙、 P 河 中 石 


此 5 其'" 

S 其 J 有： ぎ 


二  ゲテ ヲ ゥケヒ タマ" ゥ ァレノ カタ-一 ォモ ヘリ マ 力 マ ウタ カラ, クニ ヲ シ ラバ ス 

ト：， 而 投" 鈎 祈 之 曰、 「朕 西 f 求- 1 財 お 有. 成 

プ  ノ  乂ト tv  リ テテ ゲテ プチ ェヅ 7  ュプ  一一 

,事 者 河 魚飮. 鈎。，」 因 以舉" 竿 乃 P 細 鱗 魚 一 時皇 

二  フ 

ノリ タマ： ゥ メヅ ラシ キ モノ ナリト %III1?、：^ 云： カレ / ナパ- ケテソ コプ フ 

后 E- 「希 見 物 也。」 ^ ヒ £ や： 故 時人 號， 一 其 處， 曰，， 

、 ^ 一 ふ 0  n 心 1 

梅 豆 羅國- 今 謂-松 浦， 訛 也。 是 以其國 女人 毎 

イタル ゥヅキ /カム ノト ヲカ ニテヲ ゲテ ノ  二 ルコト 7 ュプ  二  ュ 

, 當，， 四 月 上 切， 以， 鈎 投，， 河 中， P 年 魚つ お八？' 不， 絶。 唯 

プ ノコ  乇 ルト テ M ズ ウル コト！ 7ヲ 

SK 夫雖， 鈎以 不， 能， 獲 k。 


(十二 ハ牛 十月の 條) 

ル ：ャ £ゾ ムラ-一  リ ヲ. ミナ  r: ャッ ヒメ ト  タリ 

到-速 見 邑： 有-女 A  ns 津 媛- 爲ニ處 之 長： 

ソレ キテ  /イデ マシプ カラ マツリ へ マ プシケ ラウ  コノ  二 リ ナル ィぃ 

其 聞，， 天 皇 車駕， 而自 ，迎 之 諮 言、 鼓 山 有 矢 石 

ャ  マノ ィ： ャト  リ フタ リノ  メリノ ィ： ャニ  ！ 7 

窟： 曰，， 鼠 石窟- ，二  土 蜘珠： 住，， 其 石窟： 一 

ヒト  ラフト  ナホ リノ：'. 力 タノ ネ ギ スニ  リ ミタ リ/ 

曰， 靑、 二 曰， 白。 叉 於，， 直 人 縣 禰疑 野： 有』！  土 

蜘 蛛パ 一 曰， 一打 凝； 一 一 曰， 一八 m 、一  三 曰， ー國 摩 侶，」 

/ イツ タリ" ビー 一 ノ ヒト トナリ チカ ラウ ヨウ  ャカ ラモ サ" ナリ  ィ ヘリ ジト 

是五 人並 其 爲\ 强 力、 亦 衆 類 多 之。 ^  P 不 

" ォホ ミ コトュ  シ ヒテ メサバ シテ ヲマセ マツ ラム  二々..、 タマ ヒヲ 

,從篁 命- 若 强喚者 興， 兵 距焉。 天皇 惡^、 不 

三 八 五 


* ギ タマ.， ク ァレ モ ヘリ ゥチテ  ヲマカ マ々 ゾ：； タカ，：！.」 *；；  -  ./  -  H  <^^^,M^^t^ 

祀 闩、 「朕 欲 了 低： 伐 新羅-求 "彼 財寶- 其 事" 成 叙 

力 チテバ マ ュ ノィプ ， トマ， 力 ヅ リヲ -ーシ テ）？ ィ.. レ_ タマ r  リ， パリ ヲ へ： 'パラ ブ々 

旋者細 鱗 之魚吞 -- 朕鈎辦 I」 旣而 投. 鈎. '「時 

〔タ シ亍ヅ ノィヲ ヲ キサキ ノリ タマ； ウイ トメ ゾラ： 一 S  一/ ナリト B^、^g  二！^  h.r つ 

得， I 其 魚.； 皇后 曰，  一， 希： 13- 物」 ，プ „ が ： お 因 曰-一 

)  - , li  £^  J や，、 ッ，； ノ 

希 見 國？ 今 訛 謂-: 松 浦 郡： 所以 此國： t 女 孟夏 

ゥヅキ -ー " 二 テ プ ツル 7 ュブ  ヲ ノコ カク レバ ヲ エス 力. ノ ヲ 

四月 常 以許 鈎ん ヰ 魚- M 夫 羅， 鈎 不， 能&, 之。 

ま た、 豐 後 風土記 と、 景 行 天 皇紀との 類似 は， 

(速 見 郡の 條) 

(上略) 時 於，， 此村， 有，， 女人- 名 曰 &津 媛； 爲， 

ノ！ N サ  チ キテ  ノ イデ マシプ i.f カラ マツリ へ マ プ.ン クラ ク 

之 長： 卽 聞，， 天皇 行幸； 親自 奉" 迎奏ー 百、 「 

大磐窟 一 名 曰， 嵐 磐窟ー 土 蜘蛛 二人 住， 之。 

名 曰，， 靑、 白。 又 於，, 直 人 郡禰疑 野， お I  土 蜘蛛 三 

タリ ソレガ ヲ r トウ チザル  ャ タ  クニ マ ロト  コズ イツ タリ" ビ I！ 

< 其 名 曰， 一打 猿， 八 w、 國摩 侶：」 是 a 人並 

ヒ. S 'トナ リチ" ャビ  ャカ ラモ  サ" ナリ  E ナ カタ 一 フヒテ ヘラ ウジ トイ ヘリ" ォホ -t 

MX 强 暴、 衆 類 亦 多 在。 悉 呰 談 云、 不， 從-皇 

J ト -1  シ 匕- ァメサ バオ コ シティ クサ ヲっセ ギ マツ ラム 

命？ 若强喚 者與ぉ 距焉。 (下略) 
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大 野 郡、 海 石榴 市、 血 田の 條) 

ムカシ マキ ムフノ 匕.. シ ロノ ミヤ 二  7  メノ  -ンタ シロシ メシ シス メラ ミコト ォホマ シマシ ウタ マノ 力り 

昔 者、 纏 向日 代宫 御宇 夭 皇、 在，， 球覃行 

ミヤ-一 カレオ 卞ー r ンテッ ミナ： ントノ ィ" ヤノ  プ / リゴそ 了 さ.、 ひチ -1 パト 1  一 r 

宮； 仍欲 fe,,  石窟土 蜘蛛 I 而 詔-群臣， 伐 

ヲ 

ヴ パ キノ キヲ  リテ ツチ ヲ+' シヴ "ぶ-ノト や エラ： ニァ々 ケ * ィゥサ ヲケづ C  乂ノ グッチ 

海 石 摺樹； 作 爲， 兵、 卽 簡-猛 卒， 授= 兵椎 I 

テ ゥザチ ヲ" ルケ； K  ヒ ティ" ヤノ  .プ コト- ^い々？；，： -4- 匕 J  ロス. レ" 7 

以穿， 山排， 草、 襲-石室 土  =1蛛> 而悉餘 殺 流血 

ィ-^ ソ ダ ナキプ ノ リシ ヅ ヲ  ヲ マヴバ キノ イチ ト  チナ * お レシ  ヲ 

浚， 碟。 其 作 之處 曰-海 石榴 市- 亦 流血 之處 

プチ ダト 

曰， k  H 一也。 

(直 人 郡、 蹶 石 野の 條) 

ジ  ォ七 ホシテ タント  7 タブ イデ マシス カシ： プノ 方 ホス 二 

同 天 皇、 欲， 伐，， 土 蜘蛛 之賊； 幸-於 柏峽 大野 一 

ゾノ ヌ ナカ 二 リ  タケ ムサカ  ヒ B サ ミサ 力  ァづサ ヒトサ 力 マリィ ツキ 

其 野中 有， 石。 長 六尺、 廣 三尺、 厚一 尺 五寸。 

ゥケ ヒ クマ： ク  アレス サン ト ノマダ ドモプ r マンニ  ノ ヲ へパ ク 

天皇 祈 之 曰、 「朕將 k,, 此賊者 一 當， 蹶，， 玆石； 譬如 -I 

柏 葉，； 而 擧 焉。」 卽 蹶， 之。 . ，如，. 柏 葉 一 因 P 蹶 石 

ス卜 

野： 


三 八 六 

イデ t "ス 「1 ト！ K  4^ ト ドマ チ マシク タ マノ ムラ 二  カリニ タ テテ- ャ！ 7  マ. ン マス 

行： 卽 f 于 來田 見邑； 權 興- 宮 窒， 而 居， 之。 

カレ  ォ タチト リテノ タマ" ク  サ フー 力 シ子ィ クサ！ N テチ  プ 

仍 與， I 群 臣， 議 之 曰、 「今 多 動，， 兵 衆, 以 討，， 土 蜘 蛛； 

シソ レオ ソ リナ パガ ノ ヲ  二 リラ  一一 ズナ サム ト ノ ヲ  チ トリ テツ 

若 其 長-我 兵 勢； 將 隱，， 山 野， 必 爲，， 後 愁；  一 0 採，， 海 

バ キノ キヲ  リテ！ h シト  リテ £ テキ ヲケ ノラ  テチ 

石榴 樹； 作， 椎爲， 兵、 因簡- 猛卒， 授，， 兵椎； 以 穿， 

ヲケヲ  ヒティ "ヤノ  ヲ  リ-  ノ  -ー  ケ 

山排， 草、 襲 右窒土 蜘珠， 而破 芋稻葉 川上； 悉 

ス ノ トモ ガラヲ  レテ ル ヅザナ キ-ー カレ ゾ  ノ リシ ッ パ キノ プ 

殺，， 其黨； 血 流 至 k。 故 時人 其 作-海 石 櫓椎， 之 

處 曰，， 海 石 摺巿； 亦 血 流之處 曰，， 血 S, 也。 ： ： (中 

^)  ,  

メテ シテ クム トァ ダブ ャ ドリ タマ マ カジ C ヲノォ ホス 二  ノニリ 

天皇 初將， 討 k、 次， 于柏峡 大野 一 其 野 有， 石。 

ゥ ケヒタ マ" ク 

長 六尺， 廣 三尺、 厚一 尺 五寸。 天皇 祈 之 臼、 

7 レエ ムトナ ラバ ス コトプ  ヲ  二  r マ ムニ  ノヲ  クノノ ァ ガレ ト 

「朕 得】 芏 蜘蛛， 者、 將 ま- 兹石； 如.， 柏 葉， 而舉 

ノタ マづ "テ づミ タマ： -ー； t> チウ /  ノ マ，. 0 レリ ォホ ゾラ 二  カレ ナヅ 7 テ ノヲフ 

焉。 J 因 蹶. 之 則 如 =柏 葉， 上-於 大虚： 故 號-其 石， HL, 

蹈 石， 也。 


(H 本書 紀と 風土 記 と で は、 土 地 を あげる 順序が 反對 になって ゐ る)。 

これらの 文章 を 比較す れ ば、 全く 同 一 の 語句が 見出さ れ るので、 確かに 一 が 他 を 取った も 


のと 云 はざる を 得ない， 然ら ば、 風 i 記が 日本書紀の 文章 を 取った もので あらう か" 併し、 

太宰府から 公式に 朝廷に 報告した ものと すれば、 日 木書紀 の 文章 を改攙 して 取り 人れ る 害 

はない ■ 尤も 住 吉祌社 神代 記の 如き を 信す ベ きものと すれば、 これ は 明か に 「住吉 大社 司 

解」 とあって、 常 陸 風土記の 初に 「常 陸國司 解」 と あるのと 同様に.. 中央政府への 報告で あ 

る が、 こ れは 日本書紀の 文章 を 取って ゐる事 は 明かで あるか ら、 從 つ て， 風土記 に 日本書紀の 

文章が 用ゐ てあつても 差 支へ がない 事になる。 併 し， 住 吉祌社 神代 記 はや はり 疑 はしい も 

のとして、 暫 ぐ、 こ れを 考慮の 外に 置く 事と する。 然ら ば、 日 本書 紀の方 が、 風 土 記の 文章 を參 

考 して、 材料 を 風土記 から 取った ものと すべ きで あらう か。 地方の 事件 は、 中央よ り も、 む し 

ろ 其の 土地の 方に 正確な 事が 傳 へられて ゐる 害で あるか ら、 日本書紀が 風土記 を參照 し た 

とい ふ 事 は 有. 9 得べき 事で ある" もし さう であるなら ば、 兩 風土記と も、 「鄕」 の 字 を ffl ゐ 

てゐ るか ら、 靈龜元 年 以後の 撰で あり、 日本書紀 編纂の 養老 四年以 前、 養老 初年の 撰と 云 ふ 事 

になる て 併し、 日本書紀が 風土記から 取った ものと すれば、 前述の 「蹶石 野」 の條の 如き、 n 

本書 紀 では、 その 石の 名 を 「蹈 石」 と 云 ふと 記して ゐ るが、 さう した 記載 は 風土記に は 見え 

ない の であり、 も しこれ を 風土記 か ら 取り入れた 場合に は、 他 の 風土記に 類似して ゐる筒 所 

と 同様 に、 石 の 代りに、 此の 土地 を ー蹶石 野」 と 名付けた と 云 ふやう に 記し さうな もので あ 
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る. かう した 差違 は 何故で あらう か。 結局、 こ れ は、 九州の それぞれの 土地の 說話、 史傳を 記 

載した、 地方 の 史官の 記錄 が、 旣 に存 して ゐ て. 日本書紀 も これ を 材料と し、 風土記 も 亦 これ を 

材料と した もの で、 更 に、 その 編纂 者の 考 によ り、 多少 そ れぞれ の 書の 記者の 意見 も 加へ られ 

たが 爲 めに、 若干の 相違 も 生じた ので ある、 とい ふ 風に 解釋 したいと 思 ふ」 

肥 前 風土記と 豐後 風土記の 撰者 更 に、 祌龜三 四 年頃に、 太宰 帥と して 太宰府に 下 b 、當 

時 筑前國 司と し て、 筑前 國に 在任して ゐた 山上 憶 良な ど と、 和 歌の 贈答 をした 大伴 旅人 や、 山 

上 憶 良の 如き 萬 葉 歌人 と、 此 の 風土記の 完成と に、 多少の 關係 を考へ て 見る 事 も、 無 益で はな 

からう。 さ， つして、 山上 憶 良の 作と いふ 二 說に大 伴 旅人の 作と いふ)、 筑前國 深 江村 子 負 原 の 

鎭懷 石の 歌の 序に、 

筑前國 怡土郡 深 江村 子 負 原の 海に 臨める 丘の 上に 二つの 石 有 大 なる は 長 一 尺ニ寸 

六 分、 曲 一 尺八 寸六 分 ，_重 十八 斤 五 兩、 小 なる は 長 一尺 一 寸、 曲 一 尺 八 寸、 重 十六 斤 十 兩、 並 び に 

皆椅圓 な. 狀鷄 子の 如し。 其の 好 美しき こと は 論す るに 勝 ふべ から や。 所謂 徑 尺の 

モ のき ん S し S うま や  ス ちの ほとり 

S とよ 是： より。 或、：^ 一 S ふ、 此の 二 つ の 石 は， 肥 前 國彼件 荣江驛 家 を 去る こと 二十 許 里、 近く 路頭 

J  { 一  郡 平 敷の 石、 占 に 常リて 之ん」 取ろ と。  V  いに しへ f な， たらし ひ 

に 在， 公私の 往來 に、 下馬して 跪拜 せざる は莫 し。 古老 相傳 へて 曰 ふ 往者肩 長足 日 

-J みこと  こと. r  こふ-: つの、 し  ちつ  さしはさつ  I 

女 命、 新羅 國を 征討け たま ひじ 時、 玆 の 兩石を 用て、 御 袖の 中に 挿み 着けて、 以て 鎭懷 と爲す 


£S ほ ^以行 人 此の 石 を敬拜 すと， (萬 葉集卷 五) 

裳の 中な リ 

と あるの を、 前 揭の豐 後 風土記の 蹶石 野の 條ゃ、 肥 前 風土記の 祌培郡 船 帆 鄕の條 に、 

いかりよ つ  び  あ  ひとつ  .1IIIE- さムハ ひとつ  rnr  JT  やみな 

御船の 沈 石 四顆、 其の 津の邊 に 存り。 此の 中 ー顆は I./ 五" け 一頼 は Msg 収 二十 無き 婦人 

此の 二つの 石に 就きて. 5&く しく 龜酽 めば、 必す きき 產； T-^ は 鶴" g 政 は 鶴 狀。 元 

旱 の 時、 此 の 二つの 石に 就きて 雩し、 並びに 祈め ば、 必す 爲，， 雨 落； 

と 云った やう な、 靈 石の 信仰の 記述と 比較す る と、 そ こに 一 脈の つなが.^ が ある やうに も考 

へられる。 萬 葉集卷 五の 序にい へる 一， 吧前國 彼 杵邵平 敷の 石」 の 事 も、 もし 現存の 肥^ 風 

土 記が 完全な もので あったなら ば、 必 す や 彼 杵邯の 條に存 すべき 事 がらで あると 思 ふ。 な 

ほ、 右 の鎭懷 石に 就いて は、 筑 紫 風土記の 佚 文に も 出て ゐ る. それ は 下に^く 如くで ある。 

併し、 旅人の、 梧桐 日本 琴の 歌の 序に 見られる 美しい 漢文 的な 修辭 は、 此の 風土記に 見る 事 は 

出来ない。 文章の 點 から 云へ ば、 むしろ、 常 陸 風土記な どの 方が 旅人の それ. に 近い" 更 に、 右 

の鎭懷 石の 歌 は、 憶 良が 「右の 事、 傳 へて 言 ふ は、 那珂郡 伊知 鄕蓑 島の 人 建 部 牛 麿な り」 と 記 

して ゐる如 く、 風 土 記に よつ てこれ を 知った ので はな く、 憶 良 も、 旅 人 も、 風 土 記 を 全く 引 し 

てゐ ない ので ある。 ただ 肥 前 風土記に は、 現存の 書 以外 に、 も つと 漢文 的 表現の 濃厚で あつ 

た 異本の 存じた 事 は 注意して よから う。 それ は、 仙 覺抄に 二箇所 引かれて ゐる肥 前 國：^  土 
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記 で、 釋 日本 紀 に 引用の 風土記 は、 現存の 書 と 同じ やうで ある が、 仙覺抄 引用の 肥 前 國風七 記 

は、 現存の 書と は 異なる 本で あるら しい。 それ は、 仙 覺抄に 引く 肥前國 風土記 の帔搖 5< 「の條 

と、 現 存の 風土記の その 條の 文章と を 比較して 見れば 明かで ある。 現存の 風土記で は、 

鏡 渡 はき 

ノカシ  ヒノ ゥ マ/ ィホ リノ ヌノ ミヤ 二  了メ ノシタ シロシ メス タケ； 7 ゾ t  ロウ 二- r シタテ ノス メラ； - コトノ ミヨ -ンテ  ノ ナ デ ヒコノ ムラ ジブ メ：、 マ ナノ ブ ネ テ ハシム  ノ 

昔 者 檜隈盧 入野宫 御宇 武少廣 國押楣 天皇 之 世、 遣，， 大 伴 狹手彥 連， 鎭，， 任 那 之 國， 兼 救，， 百 濟 

プ リテ ヲマ カリ キテ ル  ノニ  マドヒテ-ンス ： ラノ  ノ  .Eii  3rT フォト 匕 ヒメ コ プナセ リマ ズヒ ヲ-ク h  d へ .*i50 カタ キラ ノ\ -ン ゥコ トニ ヒト ニス.， ノレ タ" 

之 國； 奉. 命 到 來 至，， 於 此村； 卽 條 原 村 f  ，弟 曰姬 子， 成お 部 *^ 容貌 美 麗 特 絕，， 人 間； 

"力 ルル ヒ リテ ..;;..f .  志 奴-  等祖也 

分別 之 曰 取 ，鏡 與 JT  (下略) 

リノ  二 トプヒ ヤノ  ， 

..^?,レ11^":£在ニ郡東-條家 

^  ^  ^  ？ フ ヒレつ リノ. r ゴヒト 

"^お！ 名 曰 一一 K 振 烽？ 

ノサデ ヒコヽ ムラン  ィ ゲシテ ヲ れ ：- マヤ 二  リ テココ -ー 乇 ヅテプ n, ゥ  リ； ァヅゥ  ノト 

大伴 狹手彥 連、 發， 船 渡，， 任那， 之 時， 弟曰姬 子登& 用， 權振 招。 因 名 振峯； 

とニ窗 所に 記して ある 事 を、 仙 覺抄所 引の 風土記 で は、 一 筒 所 に 取. 0 まとめて、 

二  r. 

. ノ  ニリ ヒレ r リノ ミネ. K€ 比 nL- イタ-タキ- 1 リ  "カルニ パ カリ ナリ  二 ゥ ム カシ 匕ノ クマ/ 

松 浦 縣之東 三十 里、 言=帔搖岑-1^^^^- 最頂 有， 沼。 計 可，， 半 町； 俗傳 曰、 昔 者 槍 前 

スメラ ：、 コト ノ ミヨ  ス  ヲメ 二， ヲ  "亍 ミコト ブス ゲ  /トコ n ヲ ココ 二 シス ニフ ムラ 二  .S  リラ- ト 

天皇 之 世， 遣， _,大 伴 紗手比 古 鎭，， 任 那國： 于， 時、 奉， 命 經，， 過 此墟ー 於 fe 篠 村 MM 。有，， 娘 

メ  ハ r ヲ  ト ヒ メト  カタ チ キラ キラ シゥ  コ トニ 匕ト ニス ダレ タリ  や ツマ ドヒ テナ.； J リマ ゾヒヲ ワカ ルル  ヒ  ？. r  t 

子； 名 曰-乙 等比 賣ー 容貌 端正、 孤爲， ，國 色； 紗手比 古 便：^ 成， 婚。 離別 之 tn、 乙 等比 

メ リ-ァ ノ  二  マ " テ匕 レジ マネ々  リ亍テ ス 卜 

賣 登，， 此 峯； 擧， 帔 招。 因以 爲も。 

と 記して ゐる， 兩方 を參看 すれ ば、 同 一 文辭の 箇所が 諸 所に 見える が、 し かも これが 決して 


同一 書の 引用で ない 事 は 明かで あらう。 ^覺抄 

に揭 げた 文章の 以下に 存 する、 蛇が 娘 子の 所に 通 

と はこれ もあった の を、 わ ざ と， 必 要がない から 省 

を 記して ゐ るの も、 下 に、 蛇の 傅 說 を 記 さ んが爲 め 

に, 係が ある 事 は 否まれな いので ある が、 同 一 書 

ふ 文字の 使用法の 相違、 娘 子の 名の 相違 等に よつ 

文章の 方が 著しく 漢文 的で あり、 文辭の 一 層 洗練 

の 「帔 搖岑」 とい ふ 字面 を 見ても その 事 は 察せ 

「乙 等比 賣」 と 改めた が 如き も 亦同樣 である" 

の を 仙 覺抄の 方で は、 「容貌 端正、 孤 爲，， 國 色，」 と改 

に 近い。 かやう に、 仙覺抄 所 引の 風土記の 文章が 

して ゐる 人なる が爲 めで あらう。 さう し て、 現 存 

整理し、 新し い 材料 を 加 へ て、 漢文 風の 文章に 書き 

風土記 を 日本書紀 以前の ものと して も、 仙 覺抄所 

度、 大伴 旅人 や 山上 憶 良が 九州に 赴任して ゐたを 
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所 引の 風土記に は、 現 存の肥 前 風土記 の， 右 

うて 來る 三輪 山傳說 式の 說 話 が な い が， も 

いた もので あら う t  X 「の 頂に 沼の 有る 事 

の 伏線と 思 はれる。 それで、 此の 兩 者の 間 

でない 事 は、 「帔搖 x「」 と 「褶 振峯」 とい 

て も 明かで ある さう して、 仙 覺抄所 引の 

せられて ゐる事 を 注意すべき である。 右 

られ、 娘 子の 名 も、 「弟 日 姬子」 とい ふの を. 

現存の 書に、 「容貌 美麗、 特絕 一， 人間 一」 と ある 

めて ゐ るの も、 後者の 方が よ り 漢文の 修辭 

漢文 的な の は、 その 記者が、 一 層漢文に親ノ^^ 

風土記の 如き を參 照して、 更に その 內容を 

改めた ものと 思 はれる" も し、 現 存の 肥" 一 S 

引の もの は、 日 本書 紀 以後に なった 書で， 丁 

. ^、そ の 地の 歌埴に 活躍して ゐた 時代の 產 
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物で はない かと も考 へられる であらう。 併し、 r 摺 振峯」 の傳 說に關 して、 婦人の 名が， 現存 

の 風 4J 記 で は、 弟日姬 子と なつ て を り、 仙 覺抄所 引の 書に は、 乙 等比 賣と ある が、 萬 葉 集の 旅人 

や 憶 良の 詠 じた 歌、 び 序で は、 松 浦 佐 用比賣 となつ てゐ るの で、 此 の 二人の 人々 は， や は " 、：^ 

；;； の 風土記 を も 眼に せ す、 叉、 そ の 編纂に も携 はらなかった 事と 思 はれる 

九州の 風土記に 二種 ある 事 さて" 仙覺の 見た 肥 前 風土記が、 現存の 風 ヒ^と 異なる 本 

であった とすれば、 右の 「帔 搖岑」 と 同様に-仙 覺抄に 引用 せられて ゐる， ー杵 fti 郡」 の條 も， 

同じぐ 現存の 風土記の 佚 文で はな く、 別 種の 異本の 文章で あると なすべき であらう， 此の 

「杵島 郡」 の 文章 も 亦、 純粹に 漢文 的で ある。 故に、 此の 文章 を もつ て、 現存の 肥 前 風土記の 

佚 J 义とな し、 栗 田 寛 博士 が、 標 注 古 風土記の 肥 前 風土記の 本文の 中に、 これ を 補 ひ 入れて をら 

れ るが 如き は、 必 すし も從ひ 難い 所で ある 

も し、 か や う に、 現存の 肥 前 風土記に は、 普通 の もの と、 漢文 的 傾向の 著し いものとの 二種が 

あつたと すれば、 他の 九州の 風土記に つ いて も 、同様 の 異本が 出来て ゐ たので は あるまい か 

塵 添 壤囊抄 に 引く 豐後 風土記の 豊後國 速 見 郡の 氷室の 記事な ども、 現存の 豐後 風土， 記の 文 

章に 比して は、 一 層 漢文 的 傾向が 強い やうに 思 はれる。 「或 鋪，， 玉 埠，、 或 似， 竪， 一 銀 柱 J と 云 

ふやうな 對句 にも、 さう いふ 特色が 現れて ゐ る.」 更に .釋日 本紀卷 十一に 引く、 筑前國 風土記 


及び 筑紫 風土記 の 記事に ついて も、 此 の 事が 考 へられる ■ 

筑紫 風土 記 

イト ノ  7, カク コヅ ノ；！ ラニ リ 「タヅ 

逸 都 縣子饗 原 有，， 石 兩顆： 


筑前國 風土記 

； i  土 郡兒變 野；^  一"：  t 此野之 西 あ 白 石 


西 

長 一尺 二 寸、 太 一 尺、 重 冊 一斤、 一 きき M  -^.  0^ 姬 

K 長 一 尺 一 寸、 太 一 尺、 重 冊 九 斤、 囊ま， ォ"^  女 

- コト オボ- ンメシ ウタ ムト ヲ  リ  ノ  -I    、ニフ マセル * ゥ 

尊 欲， 征，， 伐 新 羅； 到，， 於 此村； 御身 有お、 

7 レマ サム トス ゾノ トキ  ラシ テノ！ 'タツノ イシ ヲ  £  二. C ゥヒ タマ" J 

誕生： 登 時、 取- 此ニ顆 石； 揷き御 腰； 祈 曰 


で マ n 


ァ レア モ匕テ ズムト ノウ 二 ヲキッ キヌ ノス 二  〔ラ /-ル ミ コ シ カミナ ラベ 

「朕 欲， 定，， 西 榔， 來，， 着 此 野 I 所， 姙 皇子 若此神 者、 

力へ リキ マセル ノ チア レマシ タマへ ト  二  メ  ニヲリ マシテ チミ コゥ £ マシヌ 

凱旋 之 後 誕生 其 可。」 遂定 = 西堺， 還 來卽產 也。 

ィ" ュル ホムタ ノス. M フミコ ト ナリ 

所謂 譽田 天皇 是也。 

アヤ マリ テフ コブノ ト 

今 訛 &兒 0 石パ 


時人 號，， 其 石， 曰，， 皇子 產石； 


者片長 一 尸、 ニ寸 


周 一尺八寸、 一 者 長 一尺 一寸、 闺 一尺八寸 


クシ ラ チ ツイ ラナ ルコ トシ ト. キ ナセル ガ クニ ビト クタへ テ づ fj う？ づ-: i  t 

色白 而便圓 如, 磨 成； 俗 傳云、 息 長足 比 

ッノ… コト オボ- ンメシ タム ト ノ ヲ ：-ゾ ナ：； シ タマ r ヲ トキ "ラマ セル-. -コ f レマ 

賣 命 欲， 伐-新 羅 國； 閱" 軍 之 際、 懷娠 渐 

i:J- トス ゾ： /トキ パテ/ タツノ イシ プ；、 クミ モノ コシ -I  ニゥ チタ マ 匕テプ 力 ヘリ キ マ：. 

動。 時 取-雨 石， 揷，， 着 裙腰； 途 襲， 新 羅； 凱旋 

之 R 、ヒ至 一一 芋 ゆ 太子 誕生。 有， ー此 eI 緣； 曰， 一 芋 

ミ "vr 别！？レ蜜 6$ニ#于 ^l^fp ョ -ー ヲミ ナ クチマ チニゾ フゥゴ ケ" モノ n. ン-ー 

调 野- き 、俗間 婦人 忽然 娠動、 粘 腰 

:. テ ヲ マン. k ヒ テシム 4  A バヲ  シ ョ ルカ-一 

揷 厭 令. 延 -、 蓋 由， 此乎。  ■ 


此の 问樣の 事を傳 へて ゐる兩 書に おい て、 筑紫 

筑前國 風土記が、 肥 前 風土記 や 畳 後 風土記と 同種 

兒饗野 ^一一 郡」 とい ふ 形式の 同 一 なる 點か らも 明 

仙 覺抄所 引の 吧前國 風土記と 问時 同人の 撰で は 

本紀卷 十に 引く 所の 筑紫 風土記の 一 關宗. 神宮」 
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風土記の 方 が、 著 しく 漢文の 文章に 近い" 

同時の 撰なる こと は、 書き出しの 「恰 土郎 

瞭 であ る。 從っ て、 此の 筑紫 風 土 記 こ そ は 

ないかと も考 へられる M じ 特色 は、 釋 n 

の條 について 見る と 二 層 著しい 阿蘇山 

三 九 三 


. 上代 文學史 上お  三 九 四 

の檨を 叙して、 「淸潭 百尋、 鋪，， 白絲， 而爲 k、 彩浪 五色、 短，， 黄金， 以分， 間」 の 如き、 純然たる 

四 六 駢驪體 の對句 を用ゐ たり、 

其 岳 之 爲， 藝 也、 中 k 而 傈畤、 包，， 四 縣， 開， 基、 觸， 石 興 J 一 IT  五 岳之最 首； 濫觴 分 水、 

宴 群 川.， 之 互 源、 大德 魏巍、 諒 人間 有 一。 奇形 香 杏、 i 天下 之 無雙" 居 在，， 地心； 故 

曰，， 中 岳； 

の 如き 雄渾の 文辭 をな して、 到 底、 國 語 では 訓 讀 すべから ざる ものが ある 叉、 こ れを もって 

思 へ ば、 筑紫 風土記と は、 九州 全部の 地誌 を 記した もの の總稱 で、 此の 純粹の 漢文 風の 交 章で 

書かれた 風土 記に 對 して 名づ けられた ので あらう。 さう して、 仙 覺抄所 引の 肥 前 風 卜-記の 

如き は， 此の 筑紫 風土記の 肥 前國の 部な ので は あるまい か， 右の 「閼宗 祌宫」 の條も 一, 筑 

紫 風土記 曰、 肥 後國閼 宗縣。 縣坤 二十 餘里 有， 二 禿山； 曰， 一 閼宗岳 一」 云 々として 引用して 

ゐ るので ある が、 仙 覺抄に おいて も、 正 しぐ はこれ と 同様 に II 筑 紫 風土記 曰、 肥前國 松^  0. 

縣之東 三十 里 有， ー帔 搖 3 今一」 とい ふやう に 記すべき であらう。 地名に 宛てる 漢字の 使 ひざ ま 

や、 r¥J の 代りに 「縣」 とい ふ 語 を 好んで 使用して ゐる 所、 又、 方负を 示す のに、 現存の 風ヒ 

記 で は、 「在， 一郡 西南」 とい" やうに 記して ゐる が、 筑紫 風土記 では、 「縣 坤」 とい ふやう に、 四 

隅 を 現す に 乾坤 巽 を 以てして ゐる 所な ど、 いづれ も 兩者同 一 である 此の 種の 特色 を備 


へた 漢文 調の 九州の 風土記 の 佚 文 は、 また 他 にも 散見して ゐる。 なほ， 釋 日本 紀卷五 に 引く 

「筑 紫洲 私記，」 宗像社 記に 引く 「西 海道 風土記」 も 「筑紫 風土記」 に 類した 名 を もって 

ゐ る が、 前者 は、 此 の筑紫 風土記の 事で ある か夂 は、 こ れに 性質の 近い 書で あると 考 へら れ、 後 

者 は、 む し ろ、 現 存の肥 前. 豐 後 風土記に 近い 文章で ある。 とに か く、 古 く 奈良朝 時代に、 九州の 

風ヒ 記に は、 現存の 肥" 豐後兩 風上 記， 及 び これと 同種の 風土記 以外に、 文辭 の 麗しい 漢文 式 

の點 で、 常 陸 風土記の 文章に も 似： 迎 う た、 筑紫 風土記が 存 して を. 9、 二種の 風ヒ 記の 並び 行 は 

れた事 を 注意し なければ ならない。 さう し て、 現 存の ものの 方が 原本 で、 筑紫 風土記 は、 後 に 

それ を參 照して 補訂 整理し、 別 に 新しく 漢文 式に 寄き 改めた ものと 考 へられる が、 いづれ も， 

奈良朝 期に 撰定 せられた 古 風土記なる 事 は 確かで あると 思 ふ。 

第二 節 內 容 

I 常 陸 風土記 

目錄 本書の 目錄の 大要 を 掲げる と 次の 通， <^ である。  - 

二 編 第三 章 sT  土 記  三 九 五 


{  \-# 一  業 

# 臺膨 


mm 


ノ 


翁， 3 


ま せ J 

-も R€ 曹, 


-if. 


下 野 


行' § ま) 信し か 了 
方ミ im 太^ 內 
郡' i 郡'】 m 郡 


總說 

に ひ はりの こほり 

新 治 郡 

白壁 郡 

筑波郡 


香 島 郡 

那賀郡 

久 慈 郡 

多珂郡 


(說話 ニ條) 

(說 話ナ シ、 郎堺 ノ  、、こ 

(說話 三條) 

一 說話ナ シ、 邶 S; ル ノ ミ) 

(說話 七條) 

(說話 四條) 

(說話 十五 條) 

(說話 八條) 

(說話 三條) • 

(說話 八條) 

(說話 三條) 

^ あ 


胃 頭の 文章 以上 十 

する 總說が 記して ある" 

$e 陸國 司の 解。 古老 相 傅の 舊閱の 事 を 
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「常 陸國 ：.^ 解、 申，， 古 老相 傳舊聞 事，」 と 記し て、 常 ^阔 に^ 


常 陸國の 役人の 中央に 奉. つた 報 書， 十 地の 老人 

一一 一九 七 


上 代 * 學史 上卷 

お 申す。 

♦ 郡 の 舊事を 問 ふ。 古老 答へ て 曰 く、 古 は 

相律國 足 柄の 手 ： I- より 以 の ig 縣、 德 ベ て 

あ-つ * 一/のく に い  こ  とき 

、善.' 姬 國 と 稱 ふ。 是 の 常 時 ^陸と 言 は ず。 

に ひ £ り つく ぽ -c 'ば らざ な かくじた か  い 

唯、 新 治、 筑 波、 茨 城、 那 賀、 久 慈、 多珂の 國と稱 ふ。 

みやつ こわけ  を さ  のちな に は 

各 造^ を 遣して 撿投 めしむ。 ：^^ハの 後、 難 波 

な * がら とよ さきのお ほみ や あめのしたし らしし すめら みかど みよ 

長 柄 豐 前 大 宮 に 臨 軒 天皇の -牧 に 至 り て、 

たかむ この. i ねみ たか i-c のにた お だの むら じら  ひむ 

高 向 臣、 巾 臣幡 siffl 連 等 を 遣して、 坂より 以 

柬の阈 を摁領 めしむ。 時に、 我 姬の道 分れ 

て 八 國と爲 りき。 常陸國 其の 一 に 居れり。 

し  なづ  ゆ _^ム  ゆきき  みち /つみ か は  わた り 

然か號 くる 所以 は、 往來の 道路 江 海の 津濟 

に 二 ほり さか ひ  みねた に  あ ひ 

を 隔てず、 郡鄕の 境堺山 Is の 峰 谷に 相績け 

れ ば、 近 く 通 ふの 義を 取りて、 以て 名 稱と爲 

やまと だけの すめら みかど あづま え. ひす  め 

り。 或は m  く、 倭 武 天皇、 取の 夷の 國を巡 

狩 り て、 新 治の 縣に幸 過ます と き、 遣 はせ る 

みやつ こ ひな ら たま みこと 

國の造 呲那良 珠の命 新たに 井 を 掘らし む。 


三 九 八 

が傳へ て來た 昔話な ど を 記す。 

國ゃ 郡の 昔の事 を 尋ねた 所、 古 老は 次の やうに 答へ た- 

昔 は、 相 模國の 足 柄の 坂から 東の 方の 國々 を 皆 吾 1^=- の國 

と 云って ゐた。 その 當 時に は、 常 陸の 國とは 言 は ず、 た だ 

新 治の 國、 筑 波の 國、 茨城の 國、 那 賀 の 國、 久 慈 の 國、 多 珂の國 

,  ,  くにの みやつ こ くに わけ 

と 云った いづれ も その 土地 へ 國造ゃ 國別を 派遣し て、 

支配せ しめられ、 たので ある。 その 後、 孝 德 天皇の 時代と 

な つ て、 高 向の 臣ゃ中 臣の幡 織 田の 連 等 を 派遣し て、 足 柄 

の 坂より 東の 方の 國々 を 支配せ しめられた。 その 時に 

あづま  ， 

吾妻の 地方が 分れ て、 八 つの 國 とせられた。 常 陸の 國も、 

その 一 つであった。 常 陸と 名付けられた 理由 は、 人 の 通 

行す る 道路 が、 海 や 川の 渡りの ため に、 絕 ち 切られる やう 

な 事 もな く、 郡 や 村の 境 は 山の頂 や 谷間の 河に 接續 して 

連って ゐ るので あるか ら、 近 道 を 通行す る 事が 出来る と 

ひたち 

いふ 意味で 直 道と いふ 名 を 付けた ので ある。 又 一 說に 

は 次の やうに 云 ふ。 倭 建 尊が 東國の 蝦夷の 國を 見廻つ 

て步 かれ て、 新 治の 國 においてに なった t  、新 治 の 國に派 

遣せられ て ゐた國 造の 毗那 良珠の 命と いふ 人が 國 人に 

新しく 井戶を 掘らせた。 所が、 その 井戸から 流れ出る 水 


流 泉淨く 澄みて 尤好 愛た し。 時に 乘輿を 

停め、 水 を 翫び手 を 洗 ひた まふ。 御衣の 袖 


泉に 垂ぢ て沾れ ぬ。 便ち 袖を溃 すの 

依りて、 以て 此の 國の 名と 爲り。 風俗 

に 曰 く、 筑 波の 岳に 黑雲挂 り 衣 袖漬の 

い ふ是 なり。 

こ れ は、 常 陸の 國の 歷史 と、 そ の 名の 

一 說の 方が、 名義と して は 合理的で あ 

終の 方の 俚聽 は、 天象に 關 する 俚諺で 

降る 事 を 示した 言葉で ある r かやう 

象を觀 測す る對 象と し て、 國人 の 注意 

記述の 體裁 これに 續 いて、 常 陸 

る 事、 物 產に 富んで ゐる事 など を、 か の、 

說を 終つ て、 次に 各 郡の 說 明に 移る。 

の 總說と し、 次 に， 郡 內の村 や 山な どに 
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の讓 


謂 は 

り、 第 

あ つ 

に、 そ 

を 集 


そ 


は淸く 澄ん で 實 にょい 水で ある。 それで 倭 建 绿は乘 つ 

て 居られた 御輿 を 止め て、 水 を 掬み 手 をお 洗 ひに なった 

すると、 尊の 御着 物の 袖が 水に 垂れて 濡れた" そこ で、 藩 

物の 袖 を 水の 中に 漬 すと いふ 意味に よつ て、 此 の 國の名 

を漬と 名付けた の で ある。 土地の人の 便該 に、 筑 波 山に 

- •- .  ひたち 

黑雲 がか かると 雨の ために 着物の 袖が 濡れる 漬の國 と 

いふの も、 >  J れと 同じ 意味 で あ る。 

れ を 說 き、 名 義に 就いては ニ說を 掲げて ゐる。 第 

ニ說 は、 それが、 地名 起原 說話 化した ものである。 

て、 筑波 山に 黑 雲が かか つ たの を 見て は、 近く 雨の 

の 土地の 高 い 山 が、 科學 の發 達しない 時代に は、：. k 

めて ゐる事 は、 な ほ 後世 ま で も 同じであった， 

解 は、 なほ、 此 の國 の 土地の 肥えて ゐ る 事、 家豐 か な 

六 年の 官 より の 命 に應 じて、 一 々說明 し、 此. 所 で、 總 

で も、 先 づ 郡の 地域 を 記し、 郡 名の 由 來を述 ベ て、 郡 

て 地名、 地形 風習 等を說 明し. てゐる ので ある。 

三 九九 


上代 文 學史 上卷 

if;^ 台 東那贺 郡堺大 .5、 南 .n:  都、 wl 14- 野 河 

？ 北 下野 常 ； 國之堺 Si 波 太 岡 

古老 曰、 昔 美 麻 贵： 犬 皇馭宇 之，， 爲， 平，， 討 

柬 夷之 荒 賊， 碟胸、 胜遣， 薪 治國 造祖？ 名 

曰，， 比 奈良珠 命： 此入罷 到 卽穿薪 井， お giy 新 

1:1 其水淨 流、 仍以き . 井 因き， 郡號； 自 へ鹏 

:f 十 其 名 不 つな 舰 I  ■ お、 g  (以 下 略レ 之) 


四 〇〇 

に ひば。 £ こほり 束 那！^ の 郡の 堺大 m  、南 は 白壁の 郡、 W ば 

ぎ 治ぎ 毛 野 河、 北 は 下 野. 常 陸 ニ國の 堺、 卽 ち 波 太 岡 

み まき の すめら みか t£  しろ 

さ 老の曰 く、 昔、 美 麻 貴 夭 秦崇 神 天皇) が 天の下 を 治しめ し 

ス よ.？， つまの えみし あしぶ るに しちの ヶオー J ァ ラ プ レ 二  -っ 

世に、 東夷の 荒 賊.^ 引ノと 曰：^ を 平 討たん が爲 めに、 

新 治の 國 造の 祖を 遣す。 名 を ヒナ ラタ マノ 命と 曰 ふ" 

.  あ 

此の 人罷 到りて 卽ち 新しき 井 を I 牙る!； 5^1^ ぎ Is 

す 其の 水淨く 流る。 仍 りて 井 を 治る 因 を 以 ち て、 郡 の 

號に 著く。 それより 今に 至りて、 其の 名 を 改めず!； 4、g 

遠 ふ 新 治のへ J? こど. ft., ム 

國と曰 ふ。 5 ン丁之 を 略す)  . 


此の 終に 「以 下略 乏」 と あるの は、 原 本に はこれ から 下の 文章が まだあった の を、 せ- 略 し た 

とい ふ 意味で、 此の 前の、 常 陸國全 體の總 論の 終に は、 「不 fos」 と あ り、 卽 ち、 そ の 部 分 は、 全 ( 

省略して ない 事 を 示して ゐ るので ある また 那賀 郡で は 「最前 略乏」 とあって、 初の 方が 

省略 せられて ゐる。 かやう に、 「以下 略 >|」 と 記した 所が、 これから 下に も 多ぐ、 現在 傳 はる 

常 陸 風土記 は、 所々 を 省略して 書き 拔 いた、 抄出 本で ある 事 を 明かに 示して ゐ るので ある- 

福 慈 岳と 筑波岳 筑波 郡で は、 「握飯の 筑 波の 國」 とい ふ 俚諺 を揭げ てゐる 叉 次の 

說話 は 名高い もので あ る.' 


古老の 話 に、 昔、 御 先祖の 神樣 が、 多くの 神々 の 所 や 見廻 

つ て步 かれた 時、 駭 河國の 富士山の 所に もお い，. てに な 

つ て、 到 頭日暮 になつ てし まった ので、 「お前の 所に 泊 

めて 貰 ひたい」 と 願 はれた 所、 富 士 山が 答へ て 申す や 

う は、 「今 日に 丁 度、 新 しく 取つ て 来た 粟 を、 神樣に 棒げ 

る 新 嘗の曰 で、 家 內の 者が 皆 潔齋， して をり ます か ら、 今 

日 だけ はお 宿が 出来ません」 とお 答へ した。 それで 

御 先祖の 神 は、 恨 み 泣 き な が ら、 詈 つて 仰せ ら れるゃ う 

は、 「なぜお 前 は 自分の 親て さ へ も、 泊 めて さし 上げよ 

うと は 思 はない のか。 お前の 居る 山 は、 お 前の 生き て 

ゐる間 は、 冬 で も 夏で も 雪 や 霜が 降 り、 寒 さは 甚だしく、 

人々 も 登 ら ず、 食 物 を 奉る 者 はないで あらう」 と 仰. せ 

ら れ て、 今 度 は筑波 山に お登り. にな り、 亦 宿り を 請 はれ 

た 所、 筑 波の 神が お 答へ になる やう は、 「今 晚は 新嘗の 

祭 をして をり ます が、 御 言 葉に はどうしても 從 はなけ 

れば なりません」 と  一 K つ て、 食 物の 用意 をし、 謹 しん で 

神樣 にお 供へ した。 そ れ で、 御 先祖の 神 は 喜ん で、 お 欲 

ひ 遊ばされる やう は、 「自分の 血筋 を 引く 者 は 本當に 

かはい い、 此 の 神の 居 る 山 は， 實 に 高 い。 天地と 同樣 に、 

四 0 一  - 


古老の 

行で ま 

こ 曰暮 


ゆ ぞ も 

生涯の 


曰 く、 昔、 祖 

す と き、 駭 

に 遇 ひぬ _ 


の 神の 尊、 諸の 神の 處に 

到り まし 


ふ じの たけ 

河 國福慈 岳 


寓宿 らまく 欲り すと 

此. の 時、 福 

神 答 曰へ 

く、 新 粟の 


统 


波 


や ぬ ち 

し て、 家内 

せ り 、今 H 

え ゆるし 

は、 冀許不 


じと W  J 

I  みお や 

に 祖の神 

恨み 泣き 

曰り たま 

いまし 

卽 ち、 汝 が 

欲り せ ず、 汝 が 居る 所の 


、巡り 

つ ひ 

て、 卒 

請 V 

慈の 

つ ら 

に ひ なめ 

初 嘗 

諱 ai 

ほど 

ま を 

堪さ 

こ - 

. 是 

の 尊 

て 詈 

ま く 

親 を 

U ま、 


さ ま 

き は  さむさ かさな  ひ 

極 み、 冬 も 夏 も 雪 霜 ふ り、 寒 重 襲 りん 
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上代 文 學，， 史 上 # 

t  くら ひち のま P  た 

尺 登 ら ず、 飮 食 奠る者 勿 ひんとの りた まひて、 

更 に ^筑 波 岳 に 登 り て % 止 を 請 ふ。 此 の 時、 

こた  こよ ひに ひなめ  みこ、 

筑 波の 神 答 曰 へ つ らく、 今夜 新 粟 すれ ども、 尊 

ろ  したが  み をし もの 

旨に 奉 ひまつら-ざ る をえず と。 爱に飮 食 を 

こ 1 みお や 

是 に、 翻 の 神の 尊、 


S  二 

月日と 同樣 に、 い つ ま-て も 入々 は此 所に 集つ て 來て樂 

し み、 食 物は豐 富 で、 常 に絕 える 事な く、 日 毎に いよいよ 

榮 えて、 千年 萬 年 も 遊び 樂 しむ 事が 盡 きまい」 と 仰せ 

られ た。 かう：， ふわけ で、 富 士 山に はい つも 雪が 降り、 

登山す る 事が 出来ず、 此の 筑波 山に は、 いつも 人々 が往 

. き 集って は 歌ったり 舞ったり 飮み食 ひしたり する 事 

が、 今に 至っても 絕 えない ので ある。 S 下 省略) 


設け、 敬拜 軸、 1^ へまつ りき。 

よろ こ  • つ たーづ  - つつく  あ  すゑ たか 

歡然 び謌曰 ひた ま は く、 愛 しき かも 我が 胤、 巍 

かむ  あめ つも  ひ 一と  つきひ  おな  ひと つど よろこ  もの ゆ たか 

きか も 神つ 宮、 fK 地 と 拉 し く、 日 月と 共同 じ く、 人 民 集ひ賀 び、 飮食 富 豐に、 代々 絶 ゆる こと 無く、 

じの だけ  ， 


て、 登 iij 


いや さか  ち せよ ろづょ たぬ しみき はま  ：： J  J  t  c 

日々 に 彌榮ぇ て、 千 秋 萬 歳遊樂 翁ら じ、 と のりた まひ き。 是 を 以て、 願 慈 岳 は <:S 

る こと を 得 ず、 其 の 筑波岳 は、 往 き 集 ひ 歌 ひ 舞 ひ 飮み喫 ひする こと、 八 「に 至る まで 絶えず。 (己 下 

之 を 略す) 

こ れ は、 筑波 山に 嬉 會 (嫿 歌會. 歌 垣の 事 は、 上代 歌謠の 章で 說明 する) の 行 はれる 謂 はれ を、 

富士山と 對 照して 說明 した、 說明說 話 であって、 か つ、 靈山 として、 古代より 國 民の 心 を 引 い て 

ゐ た 冨 士 山に 對 に 土 地の 人の、 筑波 山に 對 する 土地 自慢の 心 持 も 含められて ゐる. M である.. 

神のお 言葉 通 り に、 山 の 運命が 實 現して ゆく の は、 言 葉の 呪 力、 卽 ち 言 靈を信 やる 古代 I：：？ 仰よ 

ス おやの か f 《のみこと 

b 出て ゐる。 此の 中の、 祖祌 尊の 歌 はれた 歌 は、 もと 歌謠の 一 種と して、 恐らく- 耀歌會 の 時な 


どに 用 ゐられ た 民謠と m 心 はれる が、 それが 此 所では、 純然たる 漢詩に 飜譯 せられて ゐる。 卽 

ち、  ■ 

愛 乎 我 胤、 嵐 哉 神宮、 天地 竝. 齋、 日月 共同、 人民 集賀、 飲食 冨豐、 代代 無， 絡、 日 

H 彌榮、 千秋 萬 爽、 遊 樂 不， 窮 

と い ふ、 四 首 十 句 より 成る 古詩と なって ゐる。 他の 歌， 垣 の歌謠 などに は、 歌詞 を 萬 葉 假名で 

揭げ たもの も あるのに、 この 歌 を かく 全く 漢詩 風に 飜譯 して しまったの は、 神 の 歌 ひ 給うた 

祝賀の 歌で あるか ら. 莊 厳の 趣 を 添へ る 意味 も あるので あらう。 それ だ け、 此 の 風土記の 筆 

者の 漢文に 熟 達 し、 漢 文 を 重んじて ゐた 意向 も 窺 はれる の である。 

文章の 特色 これと同じ 美文 的 筆致 は、 此の 風土記の 一 つの 特色で、 至る所に 見える。. 

殊に 茨城 郡の 高 濱の條 など は、 さ う い ふ美辭 麗句 を 豐冨に 用ゐた 部分と して 名高い。 


ノ  ：  "ナノ トキ  モミ ヂノ ヲリ  ジラヲ 

夫此地 者、 g 菲嘉 搖落涼 候、 命. 駕而 

% 乘ぁ -_以.1、 春 則 浦 花 千 彩、 秋， 是岸葉 

モモ ニイ P ドル キ  ヲ  ノ  二  ル  ヲ  /二 

百 色、 聞，， 歌 鶯於野 頭； 覽= 舞 鶴 於 渚 干； 社 口 

テ  ヲ ァヴ マリ  サ 1K サシテ 二 

漁孃、 遂- 濱洲， 以 頓湊、 商 g 農夫、 棹 = 腑賠 1 

スィ： ンャ  ノ  /  < ソ ブキ： ^ 

而. 往來、 況乎 三夏 熱 朝， 九 陽 蒸 夕、 嘯. 友 
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元来 此の 高濱の 土地 は、 春の 花の 咲き 句 ふよい 時期 や、 秋 

の 紅葉の 散り 落ちる 凉 しい 氣 候の 時には、 土地の人々 が 

車 を 云 ひつけて 走らせた り、 舟 に乘 つて 舟 遊 を し た り す 

る 所て ある。 春 は 磯邊の 花が 美しい 色て 咲 き、 秋 は 河 34 

の 木の葉が 赤く 色づ く。 鶯の 鳴き 聲を 野の 邊で聞 き、 鶴 

が 舞 ひ 遊ぶ の を 海岸の 干潟で 《^ る。 漁 肺の 娘 達 は海邊 

四 0 一一 一 


上代 文學 史上 卷  一 

ま 僕、 並-, 坐濱 曲； 騁_- 望 海中 一 ilm 稍 扇、 一 

クルプ"？ フヒ  ノ  ザ  /  ニケバ  マプ "ゥゴ カスー 

避， 暑 者 袪，， 欝陶之 煩； 岡 陰 徐倾、 追， 凉者 珍- 1. 一 

歡然之 意 I  一 


四 〇ra 

傳 ひに 此の 土地に 集って 來 * 商人 百姓 は 舟に 乘 つて 往来 

して ゐる。 まして 夏の ひどく 暑い 朝 や 蒸し暑い 夕方に 

は、 友人 を 誘 ひ 召使 を 引き連れ て、 濱 邊に 並んで 座 り、 海 上 

遠く を 眺め やる。 波の しぶきが 少し.. て も 凉風を 扇ぎ 送 

つて 來る と、 暑 さ を 此の 海岸に 避けて ゐた 人々 は、、 つ つ としい 思 を 除き 去 り、 岡 の 上の 日薩が 次第に 傾いて 

夕方になる と、 凉 を 求めて ゐた 人々 は、 心中に 嬉しい 思 ひが 生じる ので ある。 

と 記し て、 そ の 次に、 此の 海邊 に燕樂 する 人々 の 歌 ふ 民 謠をニ 首 掲げて ゐる。 此の 文章な ど 

は、 純然たる 四 六 駢驪文 で、 全部 對句 より 成 り、 當 時の 漢文に 秀でた 文章 家の 筆致 を 窺 ふに 足 

る ものである. かやう な 筒 所 は、 假名 交 りに 書き改めて しま つ て は、 全然 意義 を 持. たな い 事 

になる， な ほ、 さ うした 部分の  一二の 例 を 擧げて 見よう  . 

行方 郡の 條に、 倭 建 命が、 現 原の 丘で 四方 を 眺望 遊ばされた 時のお 言 葉と して、 

車 をと めて ぶ ら 步 き、 目 を 見張つ て 遠く を 眺める と、 

山の 凸凹 や 海岸の 屈曲が、 入り 交り „ra りくね つ てゐ て、 山 

の 頂に は 雲が かかり、 谷の 中 3^ に は 霧が かかって ゐる。 

景色が 甚だ 美しく、 土地の 有 樣の實 にょい 所て ある。 

童子 女 松原 香 為 郡の 童 r 十 女 松原の 傳說の 所で、 那賀寒 田の 郞 子と 海上 安 是の孃 子と 

が、 きま f の 時に 歌 を R  b 交し て、 思 を 通じ、 始めて 戀を 語らった 事 を描寫 した 所の 文章 は、 特 


停， 輿 徘徊、 舉 騁 山 阿 海 曲、 參差委 一 

ノ  二 ベ プ  ノ  二 ス プ  モノ ノィ a ォ モシ ロク- クニ 

峰頭 浮 ，雲、 谿腹擁 き、 物色 可怜、 鄉 

體 甚 愛、  一 


に Jf>lJ^ しい ものである， 


へ ヲ シ ラ Z べォモ fc ヲ： 

携， 手 促， 膝、 陳， 懷吐， 


旣 釋，， 故戀之 積疹； 還 起，， 新 

i  歡， 之頻 ゆ、； 

-J  ゾ 

于， 時 玉露 抄 

候， 金 風 風 


常 

祌 

也 


節、 狡皎 

桂 月 1:： 處、 

唳 鶴 之，， 西 洲； 

飆颯松 驟呤 

處、 度 雁 之- 

束路； 山， 寂 

、寞 兮巖泉 舊、 

夜簫 條兮烟 

マラタ，；' リ  キ ハ 

霜 新、 近 山 

ラミ  / ル-ー  ヲ  カナ ル "  ク  スルニ  ヲ  コノ 

自 覽，， 黄葉 散， 林 之 色； 遙海唯 聽，， 蒼 波 激秧、 之聲ー 兹 
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二人 は 手 を 握り あ 

し、 や る瀨 ない 思 を 

の 事て 長い間の 戀 

來、 却 つ て初戀 の 喜 

ど である。 此の 時 

く 時節で、 美しい 明 

がら 西方へ 飛んで 

中 を、 S を 飛び ゆく 

山 はまこと に靜か 

水が 浦き 出 で、 夜 は 

置く。 近くの 山 て 

る樣 子が 見 え、 遠 く 

寄せて 碎 ける 音が 

夜此所 で 味って ゐ 

リ 二人 は、 ひたす 

く 夜の 更けて しま 

急に ^ が 鳴き、 犬が 


ひ 膝 を 進め て、 そ の 意中 を 話 

語りあった。 さう し て、 漸 く 

の 積る 惱みを 晴らす 事が 出 

びに 頻りに 笑が 催される ほ 

は、 綺麗な 露が 宿り、 秋風 の 吹 

月 の 照 ら す 下 を、 鶴 は 鳴き な 

ゆ き、 さ あ /\ と 松風 の 吹く 

雁が 東の 方へ 渡る ので ある， 

で、 岩 の 間から は年舊 りた 淸 

實に 寂と して 新しく 露霜お 

は 自然と 紅葉が 林の 中に 散 

の 海で は 唯 波の 海岸に 打ち 

聞え るば かりで ある。 此の 

る樂 より 以上の 樂し みはな 

ら戀の 甘い 語ら ひに 耽り、 全 

ふ 事 も 忘れて ゐた。 その 中、 

吠 え だ し て、 夜 は 明け て、 に 

四 0 五 


海 

苕 

乃 ノ俗; 
理 ■» 曰 


上代 文學史 上卷. 

宵于： i^-- 樂、 莫= 之 樂，。 偏 耽き 之 甘味； 頓 忘- 夜之將 

タケ ン トニ シテ  キ  ェ  7 ケ  カナリ 

、俄 而鷄 鳴狗饩 天嘵日 明。 


四 0 六 


は 太陽が 出た。 


そこで 二人 は耻 かし さの あま.^、 松 樹と化 し、 男 の 方 を奈美 松と 云 

ふので ある どい ふ、 少年少女の 戀を 取. 0 扱った 美しい 物語で ある。 

國 語の 尊重 かやう に、 現存の 風土記 中、 常 陸 風土記が 最も 漢文 

かで ある- 從 つて 漢文 學の 立場から 見る と、 これが 最も 文學 的で あ 

受ける 所が 最も 多い， 併 し、 必 す し も、 國 語 を 無視して ゐる わけで は 

語 を 尊重し. 國語 的な 文辭を 示した 所 も ある。 最 も、 そ れは 多く 割 註 

大方、 純然たる 漢文と じて 取扱った もので、 殊に 前掲の 部分の 如き は- 

讀 する 事 は 困難で あるか ら-も と よ り 音讀 した ものと 思 はれる" さ 

は、 訓讀 せしめた もの で、 そ の 部分 に は、 特 に 二 俗 曰」 と 記し て、 訓讀 を， 


ひ、 女の 方 を 古 t 松と い 

的 文飾に 富み、 辭 藻が 璺 

b 、漢籍の 文章の 影響 を 

な く、 必 耍 に應 じて は、 古 

の 形で 出て を り、 本 文 は 

いかにしても 全部 を訓 

う して、 必要な 箇所 だけ 

假名 書 で 示して ゐる。 


荒賊 


俗 曰、 阿 良 夫 

二 シ h>  ノ 

流 爾斯母 乃 


器 仗 f  fw,=^ 

乃 (川 惠) 


0  % 俗 語 曰、 都 知久 

B  7 ャッガ ハギ 

又 曰、 夜 都 賀波岐 


能 停 水 哉 f  ？、？ ハ> 多 F  地 深 淺 (丸 字 略ス) ぼ 【.5 支 

禮 留彌 津可奈  多支斯 

蓄 REPO 申 俗 曰、 P 一賀 味魯  0 俗サ ¥ 日、 

諸祖 デポ^ ま， ト  祥 r 佐 サ^ 

右の 中、 「ig:"¥l.」 は、 倭 建 尊のお 言 葉で ある" 此の 風土記の 中に は、 祌、 天 皇、 倭 建 尊のお 言 

葉 を 多く 美辭 麗句 を 連ねた 嚴肅な 文章に 改め て をり， 前に も その 例を擧 げたが、 なほ 一 例 を 

示す と、 行方 郡の 香 澄 里の 條に、 景行 天皇の 國見を 遊ばして のお 言葉が あり、 ， 

海卽 靑.. 波浩 行、 陸是丹 霞空朦 

とい ふ對 句に なって をる： これ を、 傍訓の 如く 讀 むべ きか どうか 疑問で あるが、 饼 しかう し 

た お 言 葉 も、 初 め は 必すゃ 大和 言 葉と して 傳 へられて ゐ たもの を、 記 者が 右の 如く 飜譯 して 

しまったの である。 故に、 多く は、 その 國語 的な 訓讀が 不明と なって ゐる が、 た また ま- 「能淳 

水 哉」 の 如き、 極めて 短い お 言葉 は、 こ れ を肅然 たる 美文に 譯す のが 困難で あるから して、 寧 

ろ傳 へられて ゐ るお 言 葉の ままに 揭げ て、 わざわざ その 訓讀を 註した 如き は、 却 つて かやう 

な 部分 を 尊重して ゐた心 持が 見られる。 ただ， そ の 尊 重 の 念 が、 漢 文 尊重の 念と 結 びつ いた 

が爲 め に、 こ れを 漢文 式 美文に 飜譯 して、 反對の 結果 を 生じる 事と な つたの は， 遺憾で あ る" 

前に 說 明した 「俗 曰」 に は、 右に 揭 げたのと 別個の 形式の 部分が ある， 
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上代 文學史 上卷  wo 八 

古 あ， 年少 ノ童 チ？、  P ぶ 1:4; 

古、 加 味 乃 乎止賣 

所 (有 土ぎ 如，， 靑 紺， 用 i 麗之 俗 レ巧？  t  ？、 或 

云、 加 支川爾 

かみ  を とこ かみ  4- とめ 

前者 は， 少年少女 があって、 その 名 を、 土地の人が 普通 「神の 男、 神の 少女」 と 云って ゐる とい 

あ を に  かき つに 

ふので あり、 後者 は、 その 土地で 產 する 土 を 「靑 土」 とか 「畫 土」 とか 名付けて ゐ ると いふ 

說明 なの であ る。 

時 夜 刀ぎ、 相！ 引率、 ぁ銜！；來^^ネ略ス) jfFi 蛇. 

爲 U 夜 刀 祌， 

リ  カフ チノ サト  ヅク コ コ シノ ムラ ト f  .40ニ  ar^ テ.1>*^  ノ  - 

肩 郡 西北 六 里、 河內 里、 本 名，， 古 古 之 邑， 俗， _ヌ 謂き.' 

聲, 爲 n 古 古， 

これらの 例 も、 右に 類似す る もので、 後者 は 「古 古 之邑」 とい ふ 地名が、 猿の 嗚聲 から 出て ゐ 

ると いふ 說明 である。 又、 

^山 石ノ 鏡、" 昔 あ，， 魑. 魎； 萃集 翫パち 鏡； 則" 自>^. 曰，， 、疾 .m,, 

鏡 自 滅 

此の 一, 俗 曰」 は 純然たる 漢文で 記して あるが、 これ は 元來、 此の 國の徑 諺な ので あるから、 假 

名 書 すべきで あつ た。 

古代の 文辭 此の 他に も、 矢張り 「俗 曰」 として、 長い-一-曰 葉 を， 國語的 一.^ 現で 記し、 割 註と 


した 所が 散見す る。 これ も、 此の 風土記が、 甚だ 漢文 的な 一面に おい て、 國語を も 重要視し C 

ゐた事 を 示す ものと 思 ふか ら、 そ れを 次に 揭げて 見 る， (但、 原 文 は 割 註で あるの を、 今 本文と 

同様の 體 裁で 記載す る。) 香 島 郡の 條の 天孫 降臨の 事 を 記した 終に、 「天則 號 0P 香 島 之宮ハ 


地 則 名， 一畳 香 島 之 宮,」 と ある 下の 割 註に、 

よはら み. 0 ほ  よ  まつ  そ 

俗に 曰 く 、豐原 水 徳の國 を 依 さし 奉 上り 始 

あら  かみ だち  いはね きね 

む る に、 荒 ぶる； t 等、 叉、 石 根 木た ち、 草 の 


葉 


も 辭語ひ て、 晝 は狹蠅 なす ごと 昔 聲 な ひ、 夜 

は 火光の ごと 明き 國、 此 を 事 向け 平定 めん 

と し て、 大 祌 上天より 降り 佻 へ 奉るな り。 


土地の人が 云 ふやう に は、 天孫 瓚 々杵 尊に、 日本の 國の事 

を 一 切お 任せ 申 上げた 初に 當 り、 國 內に は、 亂 暴な 神々 が 

あ り、 又、 石 や 木な どか ら、 草 の 小さい 葉まで も 物 を 言 つ て、 

晝は 五月の 蠅の やうに、 が やくと 聲 をた て、 夜 になる と、 

火光 を 放って 妖しく 明るい 国で ある。 此の 國を治 め、 無 

事に 平定し ようとい ふの で、 香 島の 大 神が 天より 天降つ 

て、 瓊 々杵 尊の 御た めに、 準備 を 申 上げた ので ある。 - 


此 所の 文章 は、 「荒 振 神 等」 「石 根 木立」 「所 侬將 奉上始 留爾」 「草 乃片 葉」 r 此乎事 向」 の 如く、 

サノ カキ" モ 

假名で 手 爾乎波 や 動詞の 語尾 を 送つ た、 宣命 式の 書き方の 所 も あ るかと 思 ふと、 「草 乃片葉 

辭語 之。」 「供奉 之。」 の 如く、 「之」 とい ふ 漢文の 助 語 を 送った 所 もあって、 これ は、 史官の 筆 癖 

と 思 はれる が、 とに かぐ、 一種の 記錄體 ともい ふべき、 純粹の 漢文で はない、 和文 的な 漢文で あ 

り、 殊 に， 前掲の 如き 假名 書の 所 さへ 見える ので、 此の 文章の 如き は、 常 陸 風土記の 中で も 珍し 

サ^^ニ編 第一 一一 章 風土記  i:〇 九 


上代 文學史 上 卷 

い 國語的 表現と なって ゐ るので ある _ こ 

これ こそ は、 此 の 國の 語部の 如き 人々 の 語 

れな い， また、 日.. 14 書紀の 天孫 降臨の 部分 

右に 續ぃ て、 崇祌 天皇の 御代に、 島の 大 

註 力 あつ て、 そ こに 記す 所に よると、 

：  み ま- すめら みか ダ- みよ  いた ゾき しろ 

化に 曰く 美 麻 天皇の 世、 大 坂 山の頂に、 白 


. . I  . 一-てき  -I. 1; ； -i 

細の 大御服 まし て、 白 鋅を 御杖に 取り まし 


わ 


ら ば、 汝 聞 看 


識し賜 ふ 命 は、 我 が 前 を 治め 

' ^  -  r  -  お ほくに を くに よ ざ 

し 食す 國 平け く、 大 國小國 事 依し 給 はんと、 

g.^-  ,  J  ^  „  -.  や や i もの を -;" みつど 

識し賜 ひき 時に、 八十の 伴 緒 を 追 集へ、 比 

の 事 を 舉げて 訪問 ひた まふ に、 是 に 大中臣 

> ザむ jJJ^ か： つ、 の， „-,, と-に た  お ほや し i  くに み まし 

の 祌聞勝 命 答 曰 へ まつ ら く、 大 八 島 國は汝 

の 知ろ し 食す 國と事 向け 賜 ひ し、 香 島の 國 

ま  みさ. C し 二と 

に 坐す、 fK つ 大御祌 の 擧敎戒 事な りと 云 へ 

。 す- み >yt これ I おどろ  さき 

り 天皇 諸 を 聞きて 恐 驚きた まひ て、 前 件 


S 一  〇 

の 長い 文章 を も 「俗 曰」 とて 記した 所 を 見る と， 

つ た 物語の 言 葉 を、 そ のま まに 記した もの かも 知 

に は、 これと 類似の 文句 を 見出す 事が 出來 る。 

神に 奉納し 給うた 祌寳の 種目 を 列記した 後に、 割 


土地の人の 話に よる と、 崇 神 天皇の 御代に、 大坂 £ ^の 頂上 

で眞 白い 着物 を 着て、 白い 鉢 を 杖に つかれた 神樣 のお さ 

と しにな つ た お 言 葉に は、 「自分の ゐる宫 を 立派に して 

くれた な ら、 あ なた の 支配 遊ばされる 國は 太平 無事 て、 大 

小の 國々 は 皆 あなたに 依りつ き、 萬 事 を あなたに お任せ. 

する てせ う」 とおさと しにな つた。 をの 時、 天 皇 は、 多 く 

の 部屬を 集め て、 牝 の 事 を 議題と してお 尋ねに なった 所、 

え 中 臣の神 聞 勝 命と い ふ、 よ く 物 を判斷 する 智能に たけた 

方 が、 お 答へ 申 上げる やう は、 「そ れ は、 曰 本の 國 は、 わ が 天 

皇の 支配し 給ふ國 として、 天孫に 先立ち 天降つ て、 その 準 

備を 遊ば さ れ た、 香 島の 地に いらっしゃ る、 鹿 島の 天つ 大 

神のお 敎へ 事で ある」 と 申し上げた。 天皇 は、 これ をお 


i て ぐら 

の 幣帛 を 神つ 宮に 納め 奉りた まひき" 


此の 部分 は、 一 層、 宣. 命 式の、 國語的 表現 を 取 

此の やう な 箇所 は、 む し ろ、 此 の 書中の め づ ら 


グー ーク あられ ふり しま の くに 

風 俗 說 曰、 霰 零 *1 島 之 國 


ノー 一、  こ ち まくら た か 0,  <  I 

風俗 說曰、 薦枕多 珂之國 

こ れ ら， 各 郡 名に、 枕詞 風 の 修飾 詞が存 す る 
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聞きに なって 驚き 給 ひ、 上述の 寶物を 幣帛と して 鹿 島 神 

社に 奉納 遊ば された の-て ある" 

り、 假名 を 用ゐた 箇所が 多くな つて ゐる。 併し. 

し い 記法に 屬し、 此 所が、 古 い 語部の 話術 を、 その 

ままに 傳へ たもので あるかと 考 へられる 所以 

で あ る. 

風俗 諺 次に、 「^曰 一 に 類す る もので、 「風 

俗諺 一 の 多く 見える の も、 此 の 風土記の 特色で 

あ る 初に も、 二三 例を擧 げた が、 な ほ、 他の 例 を 

抄出して 見る、 

ノ  二  f  A -J より は ら ざ の くに 

風俗 謹 曰、 水 依 茨城 之國 

風俗 曰， 立 雨 零 行方 之國 


これ は， 枕詞の 起原と か. そ の 用途と か、 職 務 とか 

四 1 1 


上： 代 文 學史 上お  TOM  二 

に關 して、 一 つの 暗示 を與 へる ものである が、 そ の 性質 は、 明 瞭 にせられて はゐ ない. 別 に、 割 

註と なって ゐな い、 長い 俗諺が ある。 

/ 一  " ヅク バ ，*•  ノ 力 ザ ヒニ ヅマド ニノ タ カラプ ュ rf- レベ ムス ダ ト七ズ 

俗諺 曰、 筑 波 峰 之 會 不， 得，， 娉 財， 者 兒 女 不， 爲 矣。 

/  二 り  マ シ ？ フ.， 'シ 力"： - /7 ヂへヒ 二 ザ. ン ラマ ニヤ マノ シシ ニコ トナリ 

風俗 謹 曰 葦原 鹿 其 味 若， 爛 喫 異，， 山 宍， 矣。 

歌謠の 記載 本書に は、 歌謠の 記載の 多い 事 も、 特色の 一 つで あるが、 その 歌謠 もや はり 

全部 假名 書で あり、 割 註の 形で 出て ゐる。 卽も、 上に 述 ベ た 國語的 記載の 部分 は、 い づ れも、 す 

ベて 割 註と して 記載 せられて ゐ るので ある。 此 所に も， 本 香 の、 漢 文と 國語と を 截然と して 

分ち、 漢文 を 主として、 しかも、 必要に 應 じて は， 純 粹の國 語 的 記載 を 厭 はな か つ た 態度が 見え 

る。 これ は、 兩 者が 混雜 して ゐ て、 そ の區 別の 明瞭で ない 曖 味な 態度に 比べ れ ば、 すぐ れた批 

判 的 態度と 思 はれる が、 な ほ、 本書の 中 に も、 上 に擧 げた^の 如 く、 歌謠を 全く 漢詩 に 記し 去つ 

た 所が あ る。 sr そ の 取. 扱 ひの 態度 は、 割 註と し て 出して ゐ るので はない か ら、 國語的 表現 

の 部 分 と は、 全 ぐ區 別が 付けられて ゐる わけで ある。 

地誌 的 記述 勿論， 風土記 であるから に は、 地誌 的 記述 もない わけで はない。 抄出 本で 

ある 本書の 中に も、 相 當、 さ うした 記事が 存 し、 殊 に 行方 都の 如 き、 全 部を存 する 部分に 於いて、 

これ を 見得る。 物產 など は、 本文の 間に 品名 を 列記した 听も あり 、中には 割 註と，.. た 所 も あ 


る。 へ ば、 行方 郡の 條に， 

ヅケテ ヲ マ プカモ スト 

名 = 其 地， 謂，， 之 鴨 野； 土壞塔 漁、 草木 不坠、 

野 北、 櫟、 柴、 鷄 頭樹、 斗 之 木、 往往 森 


ゼ 


森、 自 成，， 山林； 卽 有，， 树 池，。 此高向 太夫 之 


二 

匕 


有-香 取 神 子 之 社 一 社 側 山野 


其の 土地の 名 を、 鴨 野と 云 ふ。 

いちひ • 

ない。 野の 北方に は、 櫟、 柴、 i 

然に 山林 を 成して ゐる。 そ 

大 夫の 築造す る 所の 池で あ 

社が あ り、 社 の 側の 山野 は 地 


所， 築 池 也。 

土， 壞 腴衍、 草木 密生。  一 てゐ る。 

かやうな 純粹の 地理 的 記述 も 諸 所に 見えて ゐる。 

晡時臥 山傳說 併し、 何と 云って も、 說 話の 部分が 主 で、 大抵 は、 長 

說話的 記述 を 八 んでゐ る。 そ の 中で、 最も 名高 い の は、 晡時臥 山唪說 


うばらき のさと  •- 一. -た 

茨城 M。 此 より 以北の 高き 丘 を 名 づけて 

吨」 時 臥の 山と 曰 ふ。 古老の 曰 く、 兄 妹 二人 

^り。 兄 を 努賀毗 古と 名づ け、 妹 を 努賀毗 

咩と名 づ く。 時に 妹、 室 に 在 る， に. 人 お り、 姓 

名 を 知 ら ず、？： に 就きて 婚を 求む。 夜来り 

畫 去 り、 遂 に 夫 と 成り、 一 夕に して 懐妊め 

it 二 編 第三 章 風土記 


。 土地 は瘦 せて 草木 は 生え 

頭樹、 斗の 木が、 往々 繁っ て、 自 

こに 桝 池が あり、 これ は 高 向 

る。 その 北に、 香 取の 神 子の 

味が 肥え、 草木が 澤山 繁茂し 

くと も 短く と も、 W か の 

と 云 はれる ものである。 

# ^城 里。 此 所から 北方の 高い 山の 名 を哺時 臥の 山と  一 K 

ふ。 この 山に 關し て、 土 地の 老人の 語る 話 に、 昔 兄妹 二人 

の 者が あった。 兄の 名を努 ta- 彥とー K ひ、 妹の 名 を 努賀姬 

と 云 ふ。 さて、 その 妹が 自分の 部屋に をる と、 一 人の 與が 

やって来た。 その 姓名 を 知らないが、 いつも 妹の 部屋 を 

訪 れ て は、 結婚す る 事 を 求め た。 夜 訪れ て は晝に 立ち ぷ 

つて ゆく。 それて 到頭、 二人 は 夫婦の 關係を 結び、 一 晚に 

n 1 三 
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り。 產 むべき 月に 至り て、 終 に 小さき 蛇 を 

ごと く 

生めり。 明 くれば 一一 一一 11 ふ こと 無 きが 若く 闇 

こ i  $  あや 

るれば 母と， ば S る， 是 に、 母 もぬ も 驚き 奇し 

み、 心 に 神の 子な らんと 挾 ひ、 卽 ち、 淨 き ffi に 

盛り ズ、 壇 を 設けて 安置けば、 一 夜の 間 に、 已 

に、 一!^" & 中に 滿 ちぬ。 更に ts を 易へ て 置け 

ば、 亦 の 內に滿 てり， 此の 如くす る こと 

三た び 四 たびにし て、 器 を用ゐ るに 敢 へず" 

母子に 告げて 曰 く、 汝 が 器 宇 を 量る に、 自 ら 

ともがら  ひ 

神の 子なる こと を 知る。 我が 屬の勢 ひ 養 

長す 可から ず、 宜 く 父の 在す 所に 從 ふべ し" 

ここ  かなし 

此に 有ろ ベから ずと 云へ り。 時に 子哀み 

おもて  A こと 

泣き、 面 を 拭 ひて 答へ て 曰 く、 謹 み て、 母 の 命 

を 承 はる。 敢 へて 辭 する 所 無け む。 然れ 

ども 一 つの 身獨り 去り て、 人 の 共に 去 る も 

の 無 し。 望み 請 ふ、 矜 みて 一の 小 子 を 副へ 
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し て、 女 は 懐 娘した。 さう して 出產の 月に なって、 子供 を 

生んだ 所、 小さい 蛇が 生れた。 併し 夜が 明けた の で、 人 に 

その 話 をす る わけに も ゆかな か つた が、 日 が 暮れてから 

母 に、 牝 の 事 を 話し た。 そ こで、 母 も 伯父 も 此の 事 を 聞い 

て 驚 き、 不 思議に 思 ひながら、 心中に、 此の 子 は 神の 子 て あ 

ら うと 思った の で • 、淨 ら 1^ な M の 中 に、 此 の 小 蛇 を 入 れ、 祭 

擅 を 作って その上に 安置して おいた 所、 一晩の 中に、 早く 

も、 此 の 小 蛇が 皿の 中に ー坏 になった。 そこで 今度 は大 

きい 甕に 入れ か へ てお くと、 又々 甕の 中 一 坏に滿 ちる 程 

に 大きくな つた。 かやう に、 大. き い 入物に 移り 變 へる こ 

と 三 四 度に 及 び、 最 早 此の 蛇 を 入れる のに 使 ふ 器物が な 

くな つてし まった。 それで 母が その子に 云 ふやう は、 

「お前の 器量 を 察する に、 自 然と 神の 子て ある 事が 分る。 

自分 達 一族の 力で は、 とてもお 前 を 養育して ゆく 事が 出 

来ない。 だからお 前の 父の をら れる 所に 行った 方が よ 

いと 思 ふ。 私の 家に 置く わけに は ゆかない」 と 云った。 

そ れ で、 子 は 悲しみ 泣きな が ら 、涙 を 拭って 母に 答へ て 云 

ふやう は、 「謹 しんで お母さんのお 言 菜に 從ひ ませう。 

决 し て、 お 言 葉に 背く やうな 事 は 致しません。 併し、 私の 


たまへ と。 母の 曰 く、 我 が 家に 有 

と 伯父との み。 是も 亦汝が 明か 

あ ひ 

なり。 當に 人の 相從 ふ ベ きもの 

しと。 爱に子 恨 を 含みて 事 吐 は 

いき ど ほり  た  4Jg 

時に 臨み て、 怒. 忿 ^ に 勝 へ ず、 伯 父 を 

て 天に 昇ら まく 欲り す。 時に 母 

を 取りて 之に 投ぐ。 神の 子に 

る こと を 得ず。 因りて 此の 峰に 

盛る 所の 甕、 今 に片 岡の 村に 在 

子孫、 社 を 立てて 祭 を 致 す、 相 續 き 

(以下 之 を 略す) 


これ は 蛇 身 傳說の 一 種と して- 

で ある。  地名 起原 說話 となって 

年 時の 明瞭なる 記載 本書 
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る 所 は 母 

に 知る 所 

無 か る ベ 

ず决 n かの 

震 ひ 殺し 

さわ 

驚き 動ぎ、 

觸れて 昇 

留まる。 

り。 其の 

て 絶 え ず。 
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身體ー つ、 たった 一人て 立ち去って、 誰も 人間の 私に 伴な 一 

つて 行つ て くれる もの もありません か ら、 ど う ぞぉ願 ひ 一 

です、 可哀 さう に 思って、 子供 を 一 人、 お供に 附け添 はせ て 一 

下さい」 と 云 ふと、 母が  一 K ふやう は、 「私の 家に 居る 者 は、 

此の 母と お前の 伯父さんの 二人 だけで ある 事 は、 お前 も 一 

確かに 知って ゐる 所. てせ う。 だか ら、 誰 もお 前の 供 をし 一 

て ゆく 者 はないで せ う」 と 云った。 それ * て、 子 供 は、 恨 め 

しく 思つ て、 物 も 云 はず、 いよく 別れる 際に 當 つて 、怒り- 

に 堪 へ ず、 伯 父 を 打ち殺して 夭に 昇らう と 思った。 その 

時、 母 は 驚き あわて 騒い で tti^ を 取って、 子供に 投げつ ける 

と、^^ が、 そ の 神の 子に 當 つたの で、 天 に 昇る 事が 出来な く 

な つ た。 それで 仕方が なく、 そ の 子 は 此の 晡時 臥の .？ に 

留まった ので ある。 又、 此の 子 を 入れた S は、 今 片岡村 に 

ある。 此の 母の 子孫が、 神社 を 建てて 此の 神の 子 を 祭り、 一 

今まで 續 いて ゐて絕 えない。" 以下 省略： 一 

る 豐玉姬 の 話 や、 三輪 山 傳說と 脈絡の ある もの 一 

珍しい  一 

神 天 皇、 垂 仁 天 皇、 景 行 天 皇、 成 務 天 皇， 繼 體 天皇 孝 
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德 天 皇， 天智 天皇， 天 武 天皇. 各 時代 の 事が 見えて ゐて、 大凡 說 話の 發. 生 時代が 分 h^, 又， 特 に 倭 建 

< 叩 を、 倭武 天皇と 申 上げ、 そ の 說 話が 多く 傳 へられて ゐる 事に よって も、 此 の 地方 を 計略し 給 

うた 倭 建 命の 尊崇 せられて ゐ 給うた 事が わか る。 要 す る に. 古代 神話 に K する やうな 說話 

はなく， 多く は、 可成， 0 文化の 開發 せら れた 時代に 發生 した もの で、 特に、 崇神 天皇 時代 以後の 

歴史的 事 實に關 する 說 話が 多い ので ある _ 地名 の 發生も 亦、 此の 時代 以後に 屬 する も の が 

多 に 卽ち、 そ れ 以前 は、 歷史 以前の 時代で 蝦夷の 如き， 文化 を 持たぬ 先住民族の 時^な の で 

あ つ たらう， 倭 建 命の 計略に よって、 此の 地に 大和民族の 文化が 及び、 新しく 地名 等 も名づ 

け ら れ， 政治的 形態 も 定まつ たので あらう。 故に， 風土記に 於いても、 此の 時から 以後の 物語 

しか 持たない ので あつ て、 先住民族に 關 する 話 は 、何故か-こ れを傳 へて ゐ ない" 其の 中には. 

年 時の 明かに して、 史官の 記 錄に據 つた もの かと 思 はれる もの も ある。 例へ ば、 信 太 郡、 行方 

郡 ：邾 珂 郡の 條. に、 

難 波長 柄 豐； 前 大宫駭 宇 天皇 ゥ) 世 癸丑 年  コ. 

と あるの は孝德 天皇の 白 維四 年で ある。 同じく 香 取 郡の 條に、 

ナ-ー "ノ ナ- カラ ノト ョサ キノ ミヤ 二 マノ/ シタシ a シメシ シス メラ-.、 n トノ ミヨ ツチ ノト ノト" ノ トシ 

難 波長 柄 豐前大 朝 厥 宇 天皇 之世已 酉年 

と あるの は、 同 天皇の 大化五 年で ある： かやう に、 時代の 下った 時の 事 は、 記 錄の存 する もの 


が あつ て それら を參 照して， 年；^ を も 正確に 示し C ゐる ので ある 

地 誌 的隨筆 本書 は、 他 の 風土記に 比 し て-地 誌 としての 體裁は 整然とし C ゐ ない む 

し ろ， 說話、 風習 等の 記す ベ き 記事 ある 地に 就いては これ を 記 しさ うでない 七 地に 就い C は 

これ を 略した ものの 如くで ある 故 に 頭 に も 「常 陸國司 解、 申，， .& 老 相 傳舊聞 事，」 と 記 

して ゐ るので ある 舊聞異 おのない ヒ地 は槪ね 省略に 付した ので あらう それで、 他の 風 

土 記の やう に. 里 の 名 を 全部 掲 出して. そ の 所在 を 明かに した.^. ヒ なる 山野の， 6 だけで も 記 

すと いふ やうな 事 はして ゐ ないやう である 邯 名の 由來を 記した 次 に.. 舊 聞異事 その他 記 

すべき 事 がらの ある 土地 だけにつ いて、 「郡 東 何 里 何々 濱」 「邵南 何 里 何々 里」 とい ふ 風に ■ 

その 土地の 所在 を 示 し、 舊 聞 異事を 記して ゐる にと どまる 义、 里 の 名 を 巾-として-その 下に 

その 里の 中の 山-野、 濱池 等の 名 を すと か (播磨 風土記の 如く- 义は邯 内の 里， 驛家 等に つ い 

て 記 し. 次 に 山 野. 濱 池 等 を 一 括して， それぞれに 部類 分して 記す と か (出 雲 風土記の 如く 一  い 

ふやうな 整然とした 統制 を 保って ゐす. 里の 名 も， 山 の 名 も皆雜 然として を り、 叉 1 方 角に も關 

は ら ^、邯 家 を 中心として. 束に 飛び 北に 走 5、 東西 北 か ら、 注 意 す ベ き 古事 を 持つ 地 を ss- し 

来って 記 L てゐ るので あって-全 く. 锥 然とした 體 裁の もとに 記載して ゐる その 味から 

云 へ ば. 木 書 は、 一 種の 地誌 的隨 筆と も 云 ふ 事が 出来る 形式で ある" 
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逸文 な ほ， 現今の 抄出 本 に 洩れた 逸文 も、 他の 書 によって 若于傳 へ r, れてゐ る 卞の風 

土 記 逸文 一 覽表參 照 y 

二 播磨 風土記 


目錄 本書の 內容は 次の 如くで ある 

〔卷 首闕ー 

郡〕 (里 三. 驛家 一 ) 

郡〕 (里 四 一 ， 

郡 (里 十 匕) 

0  (島 一 、里 十 1 ハ， 驛家 一) 

郡 (里 五) 

郡 (里 七 一 

0  (里 四 一 

邯 (里 四)  ， 


賀毛郡 I, 里 十一-  . 

美囊郡 I 里 四) 

以上 十 郡で-明 石、 赤 穂の 二 邵が闕 け C ゐる 但、 明 石 郡 は、 卷 首に あつ： i の が、 卷 首が 闕 失し 

た の で. 明 石 郡の 部 八 刀と- 賀古 郡の 最初 數行を 失つ たので ある 釋 日本 紀卷 八に は • 此の 明 石 

邶の 部分に あつ たと 思 はれる 逸文 を 引いて ゐる 赤穗郡 は、 揖保 郡と 讃容邵 と の 間に 存！ - 

なければ ならない ので ある が、 闕 けて ゐる 赤穗 郡に 屬 する 地名 は 本 書の 中には 全く 存し 

ないか ら、 揖保郡 か 讃容郡 か の いづれ かに 屬 して ゐる わけで もない 出 雲 風土記に 於いて 

も. 後の 郡 名に 比 し て、 能義 郡が 缺 けて ゐる が、 同 風土記 において は、 能義郡 の 地名 を 全部， 意 宇 

郡の 中に 收 めて ゐ るから 當 時. 能 義郡は 存在せ す、 意 宇 郡の 中に 含まれて ゐた 事が わかる が 

播磨 風土記に 於し C は、 事情が 異な る • それ ゆ ゑ. 赤德郡 は. 當時 隣國の 備前國 に 屈して ゐ. た 

の か、 或は. 邵か らの 報告が 到達し なかった のか さ う した 理由で. 最初 か ら 全く こ れ を， 缺 い て 

ゐ たものと 解され る 恐らく は， 郡 の 報告が 来なかった もの かと 思 はれる ま な卷 お も 多 

少闕 失して ゐ ると しふ 說が ある とに か く か やうに して..^ 書 は- 抄 出 本と か^, 斷本 とか い 

ふべき もので はな く、 卷 首が 缺 失した 他 は. 本文 は 全 部. も との ままで 傳 はった もので あらう 

然 ら ば、 釋 日本 紀卷十 一 に 見える、 所屬 不明の 搭磨 風土記の 逸文の 如き も- 牝 の闕 けて ゐる卷 
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首の 中：， 或 は. 卷 尾も呋 して ゐる とい ふ說 によれば その 卷 尾の 失せて ゐる 中に で も. 含 ま ォ 

てゐ たもので あら、 つ  . 

記述の 體裁 本書の 體裁 は、 常 陸 風土記と は 可成..' 異なって をり 地誌と して は 整然とし 

た 瞪裁を 示す もの で. 全體 の 組織に、 統 一 がつ いて ゐる 各 郡に 就いて. 先づ郡 名の 由 來を記 

した 事 は、 他 の 風土記と 同一 である が、 次 に、 其の 郡の 中の、 主なる 川、 島， 名 所 等の 地名の S 來等 

に 就いても 記し、 次に、 郡內の 里 別に 分けて. 各 里 の 名 を 擧げ、 そ の 下に-里の 名の 舊名 ある もの 

は-本 の 名 を 記 し、 叉 地味が 肥 え てゐ るか 瘦 せて ゐ るか を も 記 し. 次 に-その 里の 名の 由 來を記 

し、 次に-そ の 里に 所屬 する 村 や 池 や 山 や-そ の 他 の 名所の 由來. 產物等 に 就いても 記して ゐる. 

お 動植物 名， そ の 他の物 產の名 を 記した 所 は 甚だ 少く、 地名の 由来に 就い て、 極力 筆 を 費して 

ゐ るかの やうに 見 え る 從 つ て、 本 書 は、 常 陸風 土？^ と问樣 に、 說 話文學 としての 性^ が、 甚 だ 

農 It 子で ある 併し 地誌と して は、 来 だ 出 雲 風土記の 完備せ るに 及ばす. 文章 は、 常 陸 風土記の 

^く、 美辭 麗句 を 弄して は ゐ す. 先 づ、 極 め て -ゃ 凡な 內容、 文章 を 有す る も ので あ る ，w  I そ の 

平 もな 4-  ：  ,.p 'つ て、 飾ら ゃ爲ら ざる ものが あつ て、 見る ベ き 箇所 も存 する ？9 謠も づ數 はて 

ゐ る 

胃 頭の 文章 卷首 は、 


il 方 を 望み 覽て云 く、 此 の 土 は 丘 原野 1^ 廣 

だし。 le して 此の 丘 を 見る に 鹿兒の 如し 

と。 J けて ぎ とぼ ふ， - 狩の 時、 一つ 

ひ 

の 鹿、 此 の 丘に 走り 登りて 鳴く。 其 の.. 響 比 

ひ  ひの ぼ ル； 5  、 

々と 云へ り。 故 日 岡と 號く 

と 云 ふ 文で 始まって ゐ る. 恐ら く、 此 の 前に 

皇の 御名 を 記した 行と があった の を 晩 落し 

謂れに 關 して、 長々 と敍 した 後 >^ 里の 條に移 

30 さと こ VV  IT お ほ た らし ひこの す si らみ こと  -  レで 

望， 理里； 大带 日子： 天皇 (景行 天皇) 巡行 

く 「此 の 川の 曲れ る、 甚 く 美しき かも i と 

とい ふ 風な 形式で 記して ゐる： 「土中 上」 は 

小した もので 大抵の 里 に-こ れを 記して ゐる 

の 海里で は 「土 惟 上 中」 とい ふ 風に 記し 

を 上中下に 三 分 し、 そ の 各 を 更に 上中下に 分 

れてゐ るので ある 
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y 方 を = ^め 見て 中され る やう は、 「此の 土 池 は 丘 も 野原 

も 甚だ 廣大 であ る。 さ う し て、 此 の 丘の 樣子を 見 る と 鹿 

兒の やう.. て ある」 と 云 はれ た。 そ れ て 此 の a の 名 を 力 

古 郡と 云 ふので あ る。 又、 獵 をな された 時、 一 匹の 鹿 力 、此 

の 丘に 走り 登って 鳴いた。 その 聲が 「ヒ ヒ」 と 聞え た- 

それで 此の 岡 を 曰の 岡と 名 づけた ので あ る。 

明 石邵の 事が あ.^, 次に 「賀古 郡」 の邵， 6 と： 人 

ひれ は 

こもので あらう。 次に日岡にぁる^^墓のぞ^ 

せ る 時、 此 の 村の 川の 曲れ る を 見 て、 勅 して 云 は 

. 故 望 理と曰 ふ。 

地味の 肥えて ゐ るか 瘦 せて ゐる かその 度合 を 

が、 屮 に は 記されて ゐ ない 所 も あ る- 叉 报保邶 

てゐ るが. これ は 特殊の 例で ある" つま b, 地味 

つた もので， 上の 上から 下の 下まで. 九 階 に 分 

sn  ニー 一 
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印南の 稚嬢 印南 郡の 條 も、.^ に、 郎 名が 

やうな 事が 記して ある 

郡の 南の 海中に 小島 有り _ 名け て 南毗都 

f.  し V" のた か あな ほの， t やに あめのした しろしめ ししす ふらみ ことみ よ 

麻と 曰 ふ。 志 我 高 穴 德 宮 御 宇， 天 皇の 御世、 

わにべ のおみ ，^ほっぉ弋  な ， パと y  さ 力 ひ 

丸部臣 等が 始祖 比 古 汝弟を ^  、阈 の堺を 

定めしめ たま ふ- 爾 時 に、 吉 備 比 古、 吉 備 比 

寶と いふ 二人 參迎 ひき- 是に 比古汝 弟、 吉 

みあ ひ スこ い わきい， ->  つめ 

備比 賣に娶 ま し て、 兒 伊南の 刖壤を 生めり。 

,c むすめ かほよ きこと よす ぐ  .. れ や i,; たらし ひ 

此の 女 端 正、 當 時に 秀れ たり" 爾時 大帶日 

このす めら みこ i  をみ な みあ ひ  ほ  i,  いで 

古 夭 皇、 此 の 女に 娶 まさん と 欲し て、 下 り 幸 

行す こと を、 別 5^ 聞かし て、 卽 ち、 件の 島に 遁 

れ 度り て隱み 居りき. 故 南毗都 麻と 曰 ふ。 


SM 一  四 

闕 けて ゐる" 此の 郎の， ふ 里の 記事の 終 に、 次 の 

郡の 南の 海中に 小島が ある， 名 を 南毗都 麻と 云 ふ。 せ 

成務 天皇 時代に、 丸部臣 等の 祖先の 比古汝 弟に 命じて、 此 

の 國の國 境 を 定めしめ 給うた 事が あった。 この 時 に、. lie 

備 比 古、 吉 備比賣 とい ふ 二人の 者が ぉ迎 へ に參 つたので、 

比 古汝弟 は、 吉備 比賣と 結婚せ られ て、 伊南の 別孃と い ふ 

御子 をお 生みに なった r 此の 御 娘の 美し さ！^、 實に絕 ゆ 

の 美人 で あった。 そ れ で、 景 行 天皇が、 此の 娘 を、 め と ら う 

とお 思 ひに な り、 此 の國 においで になる とい ふ 事 を、 此 の 

別孃 がお 聞きに なつ て、 す ぐに、 かの 小島に 逃げて 渡って 

ゆ き、 身 を隱 して ゐた。 それで隱！！^とぃふのでぁる。 


此の 景行 天皇と 印南の 別 嬢との 御物 語 は、 賀 古 郡の 初の 所に 詳しく 出て ゐる ！ S 磨の 印南 

を^ 丧 する 美人の 情話 は、 記 紀に 見える 仁德 天皇と 黑比賣 との 御物 語に も 似通うた 所が あ 

-^. 萬 葉 集 の卷 頭の 雄 略 天皇の 御製な どと 參 照して 考へ る 時-そ こに 極めて 懷 かしみ 深 く、 親 


國 志し 名 ふ 
高 治ち は e 


愛の 情 を もつ て 地 か： i: の 仰ぎ^つ てゐ 

表 的 美人との 情話 は， 地方 民の 口々 に 語 

らう. 宮廷と 地方 民との 親しみ 深い 接 

賀古 郡の 印. 南の 稚孃 に關 する 條を揭 げ 


坐す 神に 大 御津- M へ 叩 

0  ,,• は つ ひ 一一 のみ- 1- 

子 伊波 都 比せ 命 

お ほたら しひ こめ.； こ とい んム. 

は、 昔 大帶 R 子 命 印南の 

と き、 御 佩刀の 八 敛の 

ま- 


此の 岡に 比 i 墓 有 

ひれ  なづ  は ，！ S 

槽 墓と 號く る 所 以 

わき いらつ め あ i 

s- 孃を餅 へ たま、.. S 

•1 結に 八 勾、 下 結に 麻布 都 鏡 を 繋け た 


た 上 

蜀 立 

て 見 

の 


時 

伊 


賀毛 郡の 

を媒 として 

わたり 

瀬の 濟に 到り 

ふと Is りた まひき. 

^  やっこ すめら みこ- 

曰 さく、 我 を 夭 皇 

とま をす.. 時 に、； S 


やまの あた へら i ほつ. M や 

山 直 等が 始 祖、 息 長 命 

誹へ 下行す 時に、 攝津 

て、 此 の 河 を 度らん と 

度 子 紀伊國 人 小 

f の贄 人に 爲 たま はん 

りた まひ て、 朕 公然 り 


も祸 度し まつれと のりた まひき- 度 子 
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中 

と 

こた 


代の 天皇のお 姿 が ある 此のせ 廷と 地方のに 

へ て. 極めて 懷 かしい 印象 を與 へて ゐた寧 であ 

古代に 於いて、 數 多ぐ 見られる 所で ある 次に 

よう- (前に 揭 げた、 「；& 日 岡と 號く」 の續 き- 

此の 曰 岡に ヒ レ 墓が ある 


であ 


日 岡に 

齒 命の 

名 づけた わけ は、 かう 云 

.  わき いらつ め 

天皇が 印南の 稚孃に 結婚 を 申し こ 

紐に は 八 勾玉 をお つけに な り、 下 

け て を ら れ て、 賀 毛 郡の 山 直 等の 先 

ュを 媒介 入と し て、 結 婚を申 し 込 み 

そ の 時、 攝 津國の 高瀬の 渡 ま で 來 ら 

たいと 思 ふか ら、 そ の 用意 をせ よ」 

の 紀伊國 の 人なる 小 玉が 申し上げ 

の 御 食料 を 捕獲す る 係に して 下さ 

上げ ませう」 と 申し上げた。 する 

事 を 云 はない で、 お 前 は、 朕 を 渡す が 

渡 守のお 答へ 申す やう は、 一. ど う し 

しますならば 渡賃を 頂きた う. ござ 


まします； は 大御律 

御子の 伊波 都 比 

ふ 話が ある。 昔景行 

ま れ た 時、 八 劎の上 

紐に は 眞經津 鏡 を か 

祖の息 長命 41:^^ 

に、 お出 饼け になった r 

れ て、 「此の 河 を 渡り 

と 仰せら れ る と、 渡 守 

る やう は、 「私 を 1K 皇 

いますな ら、 お渡し 申 

と 天皇 は 「さう いふ 

よい」 と 仰せ ら れ た。 

て も 渡りたい と 思 召 

います」 と 申 上け 
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上代 文學史 上卷 

&  わた  お ぼ  わたりて 

へ 曰 さ く、 遂 に 度らん と 欲さば 度の 赁を賜 

はりね とま をし き 3 是に卽 ち 道行の 儲に 

な  おとか • つら 

爲 せる 弟髮を 取りて 舟の 中に 投げ入れし 

かづら  ひかり か- V  み 

か ぱ、 則 ち鬉の 光明 炳然 きて 舟に 滿 てり。 

わたり もりて  すな は わた  かれ 

度 子賃を 得て 乃ち 度した てまつ りき。) 故 

あ ざ：！. わたり  あかしの こほり かし はで み ゐ 

朕 君の 濟と云 ふ， 遂に 赤 石 郡 薪の 御井に 

みあへ  たてま 5\  かれ かし はで  い 

りて 御 食 を 供進る。 故 藤の 御井と 曰 ふ。 

レ なみ  おど ろ  な 

時に 印南の 刖孃 聞きて 驚畏 かし て. 卽 ち 南 

呲都麻 島に 遁れ 度る" 是に 天皇 乃ち 賀古 

i たづ 

の 松原に りまして 覔ぎ 訪ねた まふ" 是 

に 白き 犬 海に 向きて 長く 吠えき" 天皇 是 

は 誰が 犬 ぞと問 はした まひつ るに、 須受武 

ら のお •  ひと こ  わき いらつ め か  みこた <w を 

良 首、 是 は^ 孃が養 へ る 犬な りと 對 へ 曰し 

し か ば、 天 皇、 好 く吿れ るか もと 勅り たま ひ 

かれのり のお tfi な. 3  すな は  を じ ま 

きつ 故吿 首と 猇く" 乃ち 天皇 此の 少 島に 

在る こと を 知りた まひて、 卽ち 度り たま は 


四 二 六 

それて 旅行の 用意に 持って おい で の 御 愛用の 綬 を 取つ 

て 船の 中に お投げ入れ にたった 所 、緩 の 玉 飾りの 光が 镩 

いて 船の 中に 滿ち 渡った。 渡 守 は、 此の 縵を 船賃と して 

得た の て、 船 にお 乘 せして お渡し 申 上げた かやう に 天 

あ ざみ  *1 ざみ 

皇が 「朕 君」 と 仰せら わたので、 此の 渡 場 を 朕 君の 渡と 

いふので ある。 かくして 遂に 赤 石 郡の 瞎の 御井に 到り 

給 ひ、 此 所 で 御 食 膳 を 供した。 をれ で 膳の 御井と いふの 

で ある。 その 時、 印 南の 稚讓 は、 天皇が おいでに なるとい 

ふ 事 を 聞いて お 驚 き に な り、 南 毗都麻 に 逃げて 行かれ 

た。 さて 天皇 は、 賀 古の 松原まで 来られ て、 稚 嬢の ±H 所 を 

探して お尋ねに なった 所、 白 い 犬が、 海の 方に， M つ て 潔 を 

長く 引いて ないた。 天皇 は、 「これ は 誰の 飼って ゐる犬 

か」 とお 尋ねに なると、 須受武 良 首が、 「これ は 稚壤の 飼 

つて をら れる 犬で ございます」 とお 答へ 申 上げた の で" 

天皇 は、 「それ はよ い 事 を 聞かして くれた」 と 仰せに な 

つ た。 それで、 須受武 良 首 は 名 を 改 め て 吿首 と 云 つ た。 

さて、 天皇 は、 これによ つ て 稚 缠 が 此 の 小 に 居 る 事 を お 

覺り にな り、 そ こ へ 渡らう と 思 召され て、 阿 SE 津 においで 

になった 時、 御 食膳 を 供した それで 村と 名 づ けたの 


m  m ら 


で あ る。 又、 そ この 入口の 魚 を 捕獲し て、 御 皿に 盛り、 お菜 

として 差し上げた。 それで 此所 を御坏 江と いふ。 又 船 

にお 乘り になった 場所に は、 細 い 木で 机 を 作つ て 神 を 祀 

り 給 ひ、此 の 所 か ら 遂 に か の 小 ^il に お 渡 り に な つ て 稚 孃 

と 御面會 にな り、 仰 せられる やう は、 「此 の に 隱 れ て ゐ 

な， ひづ" * 

た、 いとし， の 妻よ」 と 仰せら れ た ので 隱妻 iiS と ^；! 付 け ら 

れ た の で ある。 さ て、 夭 皇の 御乘船 と、 稚 嬢の 舟と を - つ 

にくく りつけ て、 一緒に 糟ぎ 出された。 この 時の 船頭の 

伊志 治に は、 大 中 伊志 治と い ふ. 名 をお つけに な り、 小 <s か 

ら、 引 き 返 し て、 印 南の 六繼 村と いふ 所まで 還つ て來 ら れ 

む つ び ご ふ か 

て、 此 所 . て 始 め て、 睦 言 を 交 はされ たの で、 睦 を 訛つ て此所 

を 六繼 村と いふの て ある- 犬 皇 の 仰せ ら れ る や う は、 

「此の所 は 浪の音 や 鳥の 聲が 大變 やかましくて ならぬ > 

と 仰せられ て、 南 の 方に 立派な 宫を 造つ て そこ へ ぉ遷り 

になつ た そ れ で、 そ こ を高宫 村と 云 ふ。 此の 時、 天 皇 の 

御酒の 醸造所 をた てた 所 を 酒屋 村と 云 ひ、 天皇の 御食抖 

の 置き場 所 をた てた 所 を贄田 村と 名 付 け、 宫 殿の 造られ 

た 土地 を 館 村と 名付けた。 又、 城 宮田衬 にお 遷り になつ 

一 、、此 所て 始め て 結婚 遊 ば さ れ た。 そ の 後、 稚 腹の お 部：： S 
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お ぼ 

んと欲 

たて まつ 

供進れ 

神 へ て" 

又 舟に 

たま は 

し き。 

いらつ め 

孃の舟 

拠 伊 が4 

還 り て 

むつ •  ひご i 

密事 を 

りた ま 

のりた 

.1: 问 宮 村 

ち 酒屋 

田 付と 


し て 

り. 

み つ？ 

_ 御坏 

乘り 

よ り 

く、 此 

仍南 

と 同 

ムロ 一 ) 

い なみ 

印南 

成 し 

ま く- 

ま  ひ 

と 曰 

村と 


-阿間 Ij: に 到ります と 

かれ あへ S むら なづ 

故 阿 i 村と 號く 义 

物と 爲す 故 御坏江 

たま ふ處 に、 裙 を 以て 

遂に 度り 相 遇 ひた ま 

の 島に 隱 びし 愛 A, は 

•  ひ つ ま なづ 

呲都 麻と 號く。 是に 

に 編み 合せて 堀ぎ た 

名 を大中 伊志 治と 號 

の六繼 村に 到り まし 

たま ふ。 故六繼 村と 


此 の 處浪の la. 鳥の 聲 

て、 南、 高 宫に遷 りた ま 


ふ。 是の時 酒 殿 を 造 

なづ  にへ どの 

號 く 一  贄 殿 を 造る 處 

く 一呂 を 造 る 處 を卽ち 
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貪 を 

M を 

作り. 


の 


ま ひ、 

め て 


ま 

て- 

云 

いと かまび す 

甚譁 しと 

ひ き. 故 

る 處を卽 

を 卽ち贄 

たて  なづ 

is 村と 號 
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え、 城 宮田 村に § 


る 出 

は 賀 

宮 に 


ましき，" 以 後 

ものお みの ひ す ら ひ 

雲 臣比須 良 比 

こ のうま や 

古驛の 西に 有 


て || 


中 に 

と を 

墓 に 

みこと 

皇戀 

ひた 


薨りま 

しま さ 

る 時、 大 

纏き 入 

得たり 

葬し ま 

ひ 悲し 

ま ひ き。 

たてまつ 

に 進 ら 

て 還りた 


し し 


力 


んとし 

飄 川下 

る、 求 む 

かれ 

P ヒ 

皂 止 

つ る， 

み て、 此 

これ 

此 に 

ず-. 後 

ひ き。 

まひき。 


賣を 

ば、 卽 

て、 其 

よ り 

れど 

の 1 一 

故褶 

の 川 

よ . 

^ り 


たま ひ 

の ず 床 

おきな "のみこ 

息 長命 

¥ 有り 

ち 墓 を 

の 尸 を 

來 て、 其 

も 得 ず" 

つの 物 

墓と 號 

の 物 を 

て 其 の 

病 を 得 

を賀古 


りて 始 

まつ 

に 仕へ 奉 

に 給 ふ。 

て 刖孃此 

ひの を s~ 

曰 岡に 作 

げて印 

"ばね 

尸 を 川 

但 IE. と 

以 て、 其 

是 _  W 

はじと 

Cs 年 旁 

藥 有り 

松原に 


擧 

の- 

く。 

て 

の 


め 

墓 

,ゥ 

ひれ 

すめら 

ちか 

や 


の 掃除に 奉仕した 出 雲 

賜 ひ、 夫 婦 になされ た. 

年 かたって、 稚孃は 遂に 

になった か ら、 墓 を 曰 岡 

御 遺骸 を かつい で、 印 南 

の 方から 吹いて 來 て、 御 

つたの で、 御 遺骸 を 探し 

を 得た のみ で ある。 そ 

葬 し た の で ある。 かや 

て、 天皇 は、 ひ どく 稚孃を 

つて、 - 此の 印南 川で と 

なった。 それ で、 此 の 川 

その後 御病氣 にお かか 

仰せに なった。 さう し 

なり、 そ こ へ ぉ遷 りに な 


四 二八 

臣比 須良姬 とい ふ 人 を、 息 長 八 叩 に 

標墓は 贺古驛 の 西方に ある。 何 

此の 城宫田 村の 宮殿で おかくれ 

に 作つ て、 埋 めようと なさ れ、 そ の 

川 を 渡 ら う と し た 時、 大 風が 川下 

遺骸 を 川の 中に 卷き 込ん てし ま 

たが 分らず に、 た 、乂櫛 箱と 領 巾と 

れ で、 此 の 二つの 品物 を、 御 墓に 埋 

うな わけで 措 墓と 名付けた。 さ 

戀 ひしく 思 召されお 悲しみに な 

つた 物 は 食 はない」 とお 誓 ひに 

でと. る 鮎 は 御 食料に は 奉らない。 

りに なった 時、 「藥が あるか」 と 

て、 宫 殿を賀 古の 松原に お造りに 

つた。 或 人が、 此 所て 冷い 水 を 掘 


り 出した の で、 そ こ を 松原の 御井と 云 ふ * 


n 吕 

或 人此に 冷き 水 を铜り 出で き- 故 松原の 御井と ぼ ふ _ 


印南の 稚嫌 は. 天 皇の 皇后で あらせら れ、 日本 武尊を お生みに なつ； T 此の 稚嬢を 愛せら 


れる餘 b に， 長 い 間、 天 皇は， 此 の播 磨の 地に 住んで をら れ たやう である。 その 御 愛情の 様子 

が. 此 所に、 美しく 描き出さ れ、 地 名 起 原 說 話 と 交 錯 して 物語られて ゐ るので ある 又， 右 の 文 

章に おいて rk.^, 之 八 劍之 上結爾 八^ 勾、 下結爾 麻， 布 都 鏡繁ー とあって、 r 爾」 とい 

ふやうな 假名が 用ゐ られ， 全 體を書 下しに し た， 國 語 的な 記法の 用 ゐられ て ゐる事 は、 注 意 す 

べきで ある. 此 の 寄 で は、 かやう な、 國語式 記法 を 取つ た 所 多く、 文章 に不 熟な 所が あるの は 

記者が 漢文の 素養に 薄 い 人であった のによ るので あら う。 說 話の 描寫も 淡々 として ゐ て、 

少しも 修飾が 認められな い" 

三 山傳說 揖保 郡の 越 部 里 の條に は、 三 山傳 說に關 する 話が 出て ゐる， 


出 雲の 國の阿 菩 の 大 神、 大 倭の 國の 畝德， 、香 


山、 -?^ 梨の 三の 山相鬪 ふと 聞かして、 此を諫 

め 止めん と 欲して、 上り 來 ませし 時、 此 處 に 

到りて 乃ち 鬪ゃ むと 問 かし て、 其 の 乘れる 

ふ  ゐ  かれ かみ を か なづ 

所の 船 を 覆せて 坐 ましき。 故；^ 阜と號 く 

阜の形 覆せた るに 似る。 

三 山傳說 は、 萬 葉集卷 一 の天智 天皇の 御製に よって 有名で ある 
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出 雲國の 阿菩大 暴が、 大和 國の歒 傍 山、 香久 山、 耳 梨 山 の 三 

山が 鬪爭 して ゐ ると 聞い て、， J れを 諫止し ようと 思 ひ、 大 

和國へ 上って 来られた 時、 此 の 土地まで 來 ると、 その 鬪爭 

が 止んだ とお 聞きに な り、 そ の乘っ て 來た船 を 逆さまに 

伏せて、 此 所に 居られ た。 そ れ で そこ を 神 岡と 云 ふ。 岡 

の 形 は、 舟 を 伏せた 形に 似て ゐ る。 


r が鬪爭 したと い ふ傳 

gn 一九 


ト： 代文學 史上 ra 三 0 

說 はわが 國に 多く これ は， 自然現象 とし て-暴風、 喷火 の 如 き天變 地異が-か か る ^；^^話をぉす る 

に 至った 一つの 原因で あ b  、他面、 秀麗な 山 貌を眺 めて ざの 優劣 を爭ふ 人間の 競爭心 も 

因の 一 つ とな つ て ゐ る が.古代 に ^ い て は、持 に.此 の.三 山傳說の 如 き が.そ の 代4^^的な，^^,び1 で 

あった 又これは.^*爭ひ說 

話 に も， 交 涉を 有する ものと 

考 へられる 此の^に 於い 

て は、 そ の 三 山 傳說の 影響 を 

受けて 派生した 一 ， 說. 话を揭 

げてゐ るに 過ぎない が、 大 和 

の 三 山傳說 が廣/ 、各地に it 

播 せられて ゐた事 を 示す も 

ので あらう 

火 明 命 右の 說話 では、 岡の 形 が、 船 に似て ゐ ると ある 所 を 見る と. 船 岡 と も ^^：: づ け る ベ き 

地形で あるら しい- 併し、 船 岡と は 名 づけす に、 神 岡と 云つな 然るに， 他の 所では-しばしば 

その 地形に よって 名稱の 出で た 事 を 示した 所が ある ま i§ 郡の 和 里の 條に 


库^ も ザ？： ゆ 良 も 

fi^^s^^^  く も 4 もた ま >& ^农 


萬 

三 

山 


西 

本 


お ほな むぢ のみこと  ほ あかりの みこと t わざ いと さがな  こ - 

昔、 大 汝 命の 子、 火 明 命、 心 行甚强 し， 是を 以 

て， 父 の 神、 之 を 患 ひた ま ひ、 之 を 遁れ粜 てん 

お ぼ  い んニ」 

と 欲 し、 乃 ち 因 達の： w 山に 到り まし て、 其 の 

みこ  さき 

子 をして 水 を 汲まし め、 未 だ 還 ら ざる 以 前 

に、， g ち 船を發 して 遁れ 去りた ま み 是 に 

火 明 命、 水 を 汲み 還り 來 て、 船 の發 去く を 見 

て、. g ち、 だ く瞋り 怨み まし て、 風 波 を 起して 

其の 船 を 追？^  55! む， 是に 父の 神の 船 進み 

行く こと を^ず- 遂に 打ち破られき こ 

ゆ K へ-  そこ 

の 所以に 其 を 波 丘と い ひ、 琴 の 落ちし 處は 

卽ち琴 神 丘と 號 け、 箱 の 落ちし 處は卽 ち 箱 

丘と 號 け、 梳 111 の 落ちし 處は卽 ち E 丘と 號 

け、 箕 の 落ちし 處は仍 て箕形 丘と 號 け、 喪 の 

落ちし 處は仍 て 甕 丘と 曰 ひ、 稻の 落ちし 處 

は卽ち 稻牟禮 丘と 號 け、 胄 の^ちし 處は 卽 

ち胄 丘と 號 け 、が 石の 落ちし 處は卽 ち 沈 石 
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昔、 大 汝 命の 子 火 明 命 は、 心 も 行 爲も大 變烈」 い 方で あつ 

た。 そ れ で、 大 汝 命 は、 の 事 を 心配 遊ば さ れ て、 御 子を遗 

棄 してし ま はう と 思 ひ、 因 達の 神 山まで 來 て、 そ の 御子に 

水 を 汲んで 來 さ せ、 未 だ 御子が 歸っ て 来ない 前 に、 船 を 出 

し て、 逃 げて 行って しま はれた。 さ て、 火 明 命 は 水 を 汲 ん 

で 歸 つて 來 て、 船 の 出て ゆく  Q を 見. て、 だ 怒りお 怨みに 

な り、 海 上に 風波 を 起し て、 其 の 船 を 追 ひか けられた。 そ 

れ で、 父 神の 乘っ て をら れた船 は 進んで ゆく ことが 出來 

ず、 到頭 難破して しまった。 かう いふ わけ て、 そ の 船の 難 

破した 所 を 波 &と云 ひ、 琴 の 落ちた 所 を 琴 神 丘と 云 ひ、 箱 

の 落ちた 所 を 箱 丘と 云 ひ、 櫛 箱の 落ちた 所 を ii 丘と 云 ひ、 

箕の 落ちた 所 を箕形 丘と 云 ひ、 甕の 落ちた 所 を 甕 丘と 云 

ひ、 稻 の 落ちた 所 を稻群 丘と 云 ひ、 胄 の 落ちた 所 を 胄 丘 と 

云 ひ、 碇 の 落ちた 所を碇 丘と 云 ひ、 綱の 落ちた 所 を 葛 丘と 

云 ひ、 鹿の 落ちた 所 を 鹿 丘と 云 ひ、 犬 の 落 ち た 所 を 犬 丘 と 

云 ひ、 蠶 の 落ちた 所 を姬路 丘と 云 ふ。 此の 時、 大 汝 祌 が、 御 

妻の 弩都姬 に 仰せられる やう は、 「意地の 惡ぃ 子を棄 て 

ようとし て、 却 つ て、 荒 い 風波に あ つ て、 ひ どく 苦しめられ 

た」 と 仰せられた。 それ で、 そ こ の 海 を 瞋鹽と  一 K ひ、 又、 * 

四 1 一一 1 
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のた ま 


丘と 號 け、 綱 の 落ちし 處は卽 ち 藤 丘と 號け、 

鹿の 落ちし 處は卽 ち 鹿 丘と 號 け、 犬 

V  なづ  お ほな むぢ のかみ みめぬ つ ひめ 

丘と 號く， 時に 大汝 神、 妻 弯都比 賣 

ひ、 太 く 辛苦め られつ るか もとの たま ひき。 

此 の 火 明 命 は， 須佐之 男 命と 同じ 暴風 神 の 

た 事 を、 か く 云ひ傳 へた もので あらう _ さう 

に忠 はれる 

蚊屋の 使用 なほ 此の 話の 次に あ る、 賀 

蚊 3^- をお 張， 0 になつ たので、 かく 名：： z けたの 

事が わかる •  H 本書 紀の應 神 天皇 卷四 十一 

血生臭い 事件 血な まぐ さい 話の 多ぐ 

話の 持 色で ある. W じ 邵の安 相 里の 條 では 

に^の 生えた 時、 賀 毛 郡の 長 畝 村の 人が 來て 

が-そ れ を 奪 はう として 相鬪 ひ、 遂 に畏畝 村の 

畝 川と いふので あると 記して ゐる" 楫保郡 


父 ハ ifS の 渡) と も 名付けて ゐる。 


の 落ちし 處は卽 ち 犬 丘と 名け 


謂して 曰 はく， 惡 なき 子 を 

ゆ *i  みか しほ  い 

この 所以に 瞋 堕と 曰 

性質 を備 へ て をら 

し て、 そ の 地名 は， 多 

野 里の 地名 は， 應祌 

であると いふ. そ 

年條に も、 蚊屋 衣 縫 

出て ゐる事 も、 此 の 

，長 畝 川と い ふ 地名 

あ をな 

、その 蒔 を 刈った。 

人 を 殺害して、 死骸 


、蠶 子の 落ちし 處は卽 ち 曰 女 道 

遁 れんと 爲 て、 返 りて 風波に 遭 

のり せ 

ひ、 吿 齊と曰 ふ。 

れ て、 暴風に よ.^、 船の 難破し 

く 丘 の 形から 出て ゐる やう 

天皇が、 此 の 地に お 殿 を 作り 

れ で、蚊帳も、トー^^ よ . ^あった 

の 名が 見えて ゐる 

風 土 記 に 載 せ る 地 說 

の 起原 を說 明して、^ 此の 川 

そ れ で、 此 の 土地の 石作述 等 

を 此の 川に 投棄した ので、 長 


の大田 里の 條に は， 鼓山の 地名 を說 明して、 昔 額 


田 部 連 伊勢と 祌人腹 太が 鬪 かった 時に 鼓 を 打ち鳴らした から、 名 计 けたの で あ る とお し て 

ゐ る。 神前 郡の 川邊 里の 條 に は、 粳 岡の 地名 を說明 して、 伊和 大祌と 天日. 杵命 とが 1 卓 勢 を闪ハ 

き 連れて 戰 つた 時、 大神 の 軍が 集って 稻を 春いた 所、 その 粳が 集って 丘と なった から 计 け 

たと 云 ひ、 同じく 託賀 郡の 起 勢 里の 條 では、 募 江の 地名 を說 明して、 應神 天皇の 御 ir: に、 描磨國 

の 田 村に 多くの 村 君が あつ て、 各の 村 ごとに 爭鬪 した 時、 天皇が 勅して， 皆此 の 村に 追 ひ 集め 

て 斬り 殺して しま はれた。 それ で 轟 江と 名付け、 血 が黑く流 れ た の で 黑川と<^^付け た の で 

あると 云 ふ。 M じぐ 川 八 口 里の 條の臏 辟 沼の 說 明に、 花浪 神の 妻の 淡 海神が、 その 夫 を 追 ひか 

けて 此の 沼まで 來た 時， 遂 に 怨 み 愤 つ て、 み づ から 刀で 腹 を 割いて 此 の F£ に， S り 死んで. -ま 

つ な それ で 腹 辟 沼 と 云 ふので あると 記して ゐる。 その 他、 生 き た ^ を 捕へ て 臥さ t め 、そ 

の 腹 を 割 い て そ の .a に 稻を植 ゑ た と か (讃 容 郡)、 . ..X と^とが 相鬪 かつ て 死 んだ とか 一 神 都. 

都 麻 里.)、 さ う い ふ 話が しばしば 見え る。 楫保 郡の 浦 上 里の 條 で は、 新羅 人 の 乘 船が 遭難 I. 

一行 全滅 して、 そ の 死骸の 埋葬せ に れ た 所 を 韓濱と 云 ひ、 そ の 荷物の 漂着した 所 を韓荷 と 

名付けた 事な ど を 記して ゐ るが、 これ は、 惨 事と い ふ W 上に、 當 時の 社會的 事件の 報道に 役立 

つて ゐる 

滑 氇な說 話 その 反對 に、 滑稽な 說話も ある。 神前 郡の i+ 岡 里の 話 は、 そ の 代表的な も 
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ので ある。 

,  . あは か はじ 

塱岡 里き 村。 土 は 下の 下な？！.。 塱 岡と 號く 

る 所 以 昔、 大 汝 命と 小 比 古 尼 命 と 相爭ひ 

のた ま  はに に  にな  ま 

て 云 は く、 塱 の 荷を檐 ひて 遠，、 行く と屎 下 

ら ずして 遠 く 行 く と、 此の 二つの 事、 I： れ か 

よな  のた まあ 

能く 爲 さんやと。 大汝 命の 曰 は く、 我 は 屎 

i  >  .K ち  すくな ひ こ わの 

下らず して 行かむ と 欲 ふと。 小 比 古 尼 命 

のた ま  はに 

の 曰 はく、 我 は 塱の荷 を 持ちて 行かん と 

欲 ふ と。 如是 相爭ひ て、 數 の R を經 て、 大 汝 

命、 我 は 行く に 能 忍 へ じと 云り たま ひ て、 卽 

ゐ  ま  その と きすくな ひ 二 ねの 

ち 坐て 屎 下りた まふ。 爾時 小.， 比 古 尼 命 笑 

ひ て、 然 り 苦しと 曰 ひ て、 亦 其の 塱を 此の 岡 

に擲 ちた まひき。 故塱 岡と 號く。 叉 I* 下 

りた まひし 時、 小 竹 其の 屎を彈 き 上げて 衣 

を 汚しき。 故 波自賀 村と I  く。 其の 塱と 


四コ 一四 

此の 里に 生 野、 大 內 川、？ お 川、 粟 范、 皮 自 S  3  5  -  t 

t- 岡 連 鹿 村が あろ。 おは 下げ 下 ザ 塱 岡と 名付け 

た 謂 は れ は、 昔、 大汝命 と 小 比 古 尼 命と が ロ爭ひ をし て 仰 

せられる やう は、 「殖土 (粘土) を 入れた 荷物 を 肩に か つ い 

て 遠くに 行く の と、 屎 をし ない で 遠くに 行く の と、 此 の 一 一 

つ の 仕業の 中で は、 どちら を 容易に する 事が 出来よう か， 

と。 すると 大汝 命の 云 はれる やう は、 「自分 は屎 をし な 

い -て 行かう と 思 ふ」 と 仰せられた 所、 小 比 古！^ 命 は、 「自 

分 は 粘土の 入つ てゐる 荷物 を 運んで 行かう と 思 ふ」 と 

云 はれた。 かやう に 鼓爭し て 數日 たった 後、 大汝命 は、 

「自分 はもう とても 我慢して 行く 事が 出来ない」 と 仰せ 

ら れ て、 直 ぐに そこに 屈ん で 屎を なされた。 その 時、 小 比 

古 尼 命 は 笑つ て、 「さやう、 いかにも 苦しい」 と 仰せられ 

て、 小 比 古 尼 命 も 亦 、そ の 粘土 を 此の 岡の 上に 投げ出し^ 

う た。 そ れ で、 此 の 岡 を ffi 岡と 名付けた ので ある。 又、 屎 

を なされ た 時、 笹 がその 屎を彈 ね 上げて 着物に つ いて、 こ 

れ を 汚 し た。 そ れ V  、そ の 土地 を 波自賀 村と 名付けた。 

その 粘土と 屎とは 化石して 今でもな くなら ない。 或 人 


と 石に 成り て、 今 に 亡せ ず。 一家 は 云 く、 

品 太 B< 皇 巡り 行で ます 時、 宫 を 此の 岡に 造 

みことのり  の だま  1* にな 

りた ま ひ、 勒 して 云 は く、 此 の 土 は塱爲 らく 

のみと。 故塱 岡と 曰 ふ。 

此の 滑稽な 競爭 と、 餘り 上品で ない 洒落に 似た 地名の 謂 はれ は、 無 邪 氣な笑 を 催す。 荷物 

お- 1* や ナ  う ぢ のわき いらつ こ  う ぢ いむら じ  え 

の 落ちた 話 は、 楫保 郡の 大家 里の 條 にも 出て ゐ る。 宇治 稚郞子 命の 御 時、 宇治 連 等の 遠祖、 兄 

太 加奈， 志、 弟 太加奈 十が の 一 一人が、 大田 村の 與冨 等の 地 を 請ひ受 けて 田 を 開墾し、 田植 をす る 時 

に、 召使が 柺に 食器 等 を 人れ て 荷って 来たが、 その 柺が 折れて 荷物が 落.^ たので、 その 鍋の 落 

ちた 所 を 黑戶津 と 云 ひ、 前 の 営の 落ちた 所 を 上 営. 岡と 云 ひ、 後 の笞の 落ちた 所 をド莒 岡と 云 

ひ、 荷 いで ゐた 拐の 落ちた 所を柺 田と 名付けた と 云 ふ。 此の 話で は、 宇治 稚郞子 命の 御 事. V 

宇治 天皇と 申 上げて ゐる ところ を 見る と、 御 位に 卽 いてお いでに なった と 信じて ゐ たもの 

とお も はれる。 

女性の 勢力が 男子 を壓 倒した 話 郡の 都 麻 里の 都 太岐と いふ 地名 を說 明して- 

昔、 讃 伎の 日子 4 が、 冰上刀 一 買と い ふ 女に 結婚 を 申 一 込まれた 時、 泳 上刀賣 は、 「否 で す」 と 云つ 

て斷 つた が， 日 子 祌は猶 も 執拗に 迫った の で、 泳 上 刀 賣は怒 つ て、 建 石 命. と いふ 人 を 雇 ひ 入れ 
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の說 による と、 應神夭 皇が 此の 國を 巡行 あそばされた 時. 

宮殿 を 此の 岡に 造 築 あそばされ 一 、、仰 せ られる や う は、 

一 此の 土 は、 きっと 殖 土で あらう」 と 仰せられた。 それ 

で ill 岡と 云 ふ ので あ る。 


上代 文學史 上卷 

これに 賴ん で、 双方の 兵が 戰っ た 所、 讃 伎の 日 

に 日子 神 は 「自 分 は 臆病で 怯い 一 と 慨嘆し 

謂 はれで ある 云 ふ が、 此 の 話に 出て 来る 女性 

の 法. te 里の 地名 も、 讃 伎の 日子が 建 石 命に ft 

田と 云 ふので あると 云 ふ 地名の 起原 も 失笑 

逃げ 去 る 時、 建 石 命 が 追 ひかけ て來 て、 此 の 坂 

と 云 つ て 御冠 を 置い たか。 喪 坂と い ふ の で 

やはり 甕 そのもの に關 係の ある 地ノ 八で あ ら 

しご 

に 大喪 を if め て 國境 の 印と した か む 整 坂 

話の 冰上刀 賣 の やうに 婦人 の 夢 J 力の 强ぃ話 

い ふ 川の 名の は れを 記して、 伊和 大 神の 御 

が、 川 の 水に つ いて W 爭ひ、 妖の祌 は 北の方の 

流 さ う と m,^ は れ な そ れ で， 妖 の 神 は、 そ の 山 

妹の 祌は、 これ を 鼠て， 道理に 叶 はぬ ヒ 思 ひ、 櫛 

方に 流して しまった r それで、 妖 の 神 も 亦， 妹 


四 三 六 

子 神の 方が 良け て、 逃げ去って しまつ た、 そ の 時 

たと 云 ふ。 こ れが都 多岐と 云 ふ 地名の 出农た 

は、 ま ことに 恐 る ベ き も の が あ る。 な ほ、 同 じ 郡 

かさ れて、 欺 返した 時、 手 で S う て 逃げた の で， 匐 

さ せ ら れ る- 义、 坂 と い ふ 名 も、 讃 伎の H  ： 十が 

で、 「此 の 後、 こ れ から 内へ 入って はいけ な い」 

あ る とい ふ が、 此 め 地 の 起 -ぬ は い か ず は， -ぃ _ 

う。 一 說 に 、播 i? と 丹 波 と の 堺 を 定. め る 時、 此 の 

とい ふの で あ る とい ふ 方が 本 當 ら し い。 * 一  右 の 

は、 楫保 郡の 出水 里の 條 にも あ る r 美奈 t む 川と 

子 石 龍 比 古 命と、 そ の 妻の 石 龍比賣 命の お 二人 

越 部 村に 流さ う と し、 妹 の 神 はおの 方の 泉 村に 

の ネ を 踰 えて、 出の 水 を 北の なに ^ かれた の で • 

で その 流 を 0 い で、？^ 「の 附近に 溝 を 掘り、 泉 村 の 

の 神の 計 劃の 裏 を かいて、 泉 村の 流水 を 奪 ひ、 西 


の 方の 桑原 村に 引かう とせられた が、 妹 の 祌 は， 遂 にこれ を 許し 給 はす、 密樋を 作って、 川 水 を 

泉 村 の 田の ほとりに 流出せ しめ 給うた。 その (.11 めに 此の 川の 水 はな/ 、なって しまったの 

で、：^ 水 川と 云 ふので あ る と 云 ふ。 こ れ も 亦、 夫 „ ^に楣 をつ い て、 爭ひ拔 か れ た、 女丈夫 の 姿 を 

示して ゐる。 かやう に、 男 まさり の 婦 人 の 話 を， 本 ^は へ た 所 が あ る。 

於奚 命と 袁奚命 此の：^ ヒ 記の 終 の な、 1 囊邵 の 志 深 里の 條に は、 於 奚命、 袁 奚 命と の お を 

0 へ て を "、他 の 分に 比し て、 1^-  L  くも， 2 お が 詳審 で、 記紀 の 記載 を贿ふ に „.,J る も の が あ る。 


おけら けの すめ fvt こと だち  ふころ ゐ  ゆ  <ん 

於 奚、 袁 奚 天 皇 等、 此 の 土に 坐 ませる 所以 は、 

み ちち いちのべ のす めら みことち かつ あ ふみの くに くた わた ぬ 

汝 父市邊 天皇 命、 近 江 國の摧 綿 野に M, さ え 

ませし 時、 日 下部 連 意 美 を 率て 逃 れ て、 惟 S 

いはや  そ  のち .H ス  一 V つか 

村の 石室に 隱れ たま ひ、 然 の 後、 意 美 自ら 罪 

ども  す V 

_s 重き を 知 り、 お れ る 馬 等 の、 其 の 筋 を 切" 

斷 ち， 遂 り Sim し、 亦 持て る 物 校等盡 燒 き 廢 て、 

ち經ぎ 死にき。 爾に 二人の 子 等、 彼 此 に 

隱 れ、 東 西に 迷 ひた ま へ り。 W に 志 深 村の 

首 $ -等尾 の 家に 役 はれた まひき。 伊 等 尾 
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億 計 天 皇 (仁 賢 天 皇) 弘 計 夭 皇 (顯 宗 天皇) の 御 二人 が、 此 の 

,  いちのべ のおし はの み こ 

地 に を ら れ た わ け は、 そ の 御 父 市 邊押磐 皇子が、 近 江國の 

摧綿 野と いふ 野原 で 殺され 給 う た 時、 此 の 兩 皇 子 は、 日 下 

部 連 意 美と いふ 者 を 供に 連れ て、 逃 れて來 て 此の 志 深の. 

村の 岩屋の 中に 隱れて を ら れ た。 所 が、 そ の 後、 意 美 は、 自 

分 ，. て 自分の 罪の 重い 事 を 感じ て、 乘 つて 來 た 馬 の 手 綱 を 

切つ て、 追拂っ て し ま ひ、 又、 持 つ てゐた 鞍な ど も せ I 燒 き 捨 

て て、 首 をく  くって 死ん. てし まった。 そ れ で、 一 一人の 皇子 

は、 あ ちら こもらに 身 を隱し て、 所 々方々 を さ迷 ひ 歩かれ 

た。 さう して、 志 深 村の 村長 伊 等 尾と いふ 者の 家に 召し 

使 はれ 給うた。 或 日、 伊 等 尾が 新宅 披露の 祝の 宴 を 催し 

n 三 七 
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に ひ むろ うたげ よ  ふ.；，！  ，1 こ たち  ひ とち 

が 新窒の 宴に 因りて、 二子 等 をして 燭 さし 

め、 仍 て 詠 辭を擧 げしむ。 爾 に、 兄 弟 各々 相 

すな は おとみ こ  "'た 

讓 りた まひき。 乃ち 弟 立ちて 詠 ひた まふ。 

其の &に 日く、 

たらち し、 吉 備 の 鐵、 俠 鍫 持て. 田 打つ が 如、 

手拍っ 子等、 吾將儕 はむ。 

叉 詠 ひた まふ。 其の 辭に 曰く、 

t-u う ス  たま  やま i 

淡 海 は、 水 濘 る 國、 倭 は 靑 垣、 靑 垣の 山投に 

坐す 市邊の 天皇の 御 足 未、 奴 つ り ま 

ち ろ ひとら  かしこ  に 

と 云 へ れ. ば、 卽 ち、 諸 人 等皆畏 みて TT け 出で 

-M  はり まの くに  やま と  を さ  っ；^！に 

ぬ。 雨に 針 間國の 山門 を領 めに^ さえし 

山 部 連 少榍相 聞き 相 見 て、 語 りけ らく、 此の 

みこ  みた  みは. -た しら：,：. の  みつ e- し 

子の 爲め に、 汝 母 手白髮 命、 晝 は 食した ま は 

ず、 夜 は寢 をね たま は ず、 有 る は 生きた ま ひ、 

あ  みこ たち 

有る は 死にた ま ひ、 子 等 を 泣き 戀 ひませ り 


四 三 八 

たので、 二人の 皇子に 燈火 をつ けさ せ、 さ う し て、 歌 を 唄 は 

しめた" そ れ で、 一 一人の 皇子 は、 互 ひに 譲り あつ て をら れ 

たが、 遂に、 御 弟の 弘計 皇子が 立って 歌 をお 唄 ひに なった。 

その 歌詞 は、 

(たらち し は 枕 詞) 吉備で 產 する 鐵. て 作った 激を もつ て 

田 を 打つ やうに、 人々 が 手 を 打つ て 囀す か ら、 自 分 も 舞 

を 舞よ う。 

まう 一 首 歌 をお 唄 ひに なった。 をの 歌詞に、 

近 江 は 水が たまつ て 大きい 湖水の ある 國 で あ り、 大 和 

は 周 園に 靑々 と 垣根の 如 く、 山 の 廻つ てるる 國 で あ る 

が、 そ の 大和に 居られた 市 邊押磐 皇子の 子孫 が、 此 の 家 

に 召使と なつ てゐ るの だ。 

と 仰つ た の で、 多 くの 人 は 皆 畏れ 入つ て、 逃げ出し た。 然 

る に、 播 磨 画の 山門 を 支配す るた めに 派遣 せられて ゐた 

やまべ の むら じ を どて 

山 部 連少楣 が、 此の 事 を 聞いて 皇子に お 目に かか り、 申 上 

げる やう は、 「此の 御子 樣 方の 御行 方が 不明の ために、 御 

母の 手 白髮命 は、 晝は 御飯 もお たべに なら ず、 夜 もろく ろ 

くお やすみに ならない で、 元 氣を 快復 あそばされて も、 亦 

氣絕 をぁモ ばす ほどに、 皇子 達の 事 を 歎き 悲しん で を ら 


やが  まゐ のぽ  くだり ごと ま 4- 

と。 仍て參 上りて 右の 件の 如 申しし かば、 

卽 ち歡び 哀しみ や ，一 きた ま ひ、 少榍 を 還 し 遣 

し て、 召 上 げ て、 仍 て 相 見 相 語 ら ひ戀 ひた ま 

ひき。 此 より 以 後、 更 還り }^ り まし て 、せ； I を 

此の 土に 造りて 坐 さしめ き。 故 高 野 宫、 少 

野宮、 川村宫 ，池 野宫 有り。 叉 "ぎ を 造る 處は 

卽ち 御宅 村と 號 け、 倉 を 造る 慮 は 御倉 尾と 


此の 記載に よつ て、 古 ^ 記 に、： S 皇 子 が、 播 磨 

に 記して ゐ るの は、 地 <c を 人 ^：: に ， 換、 つ たもの 

あるが、 風 卜： 記の 記載に 信す ベ き點の ある こ 

假名 書の 表記法と 地誌 的 記述 前に も 

記に 比して、 假名の 表記法、 叉、 國語式 表記法 を 

飾 は、 殆 ど 見られない 程に 極め て 少 い： 「帶 中 

うな 記法が 隨 所に 見られる。 又 楫保郡 石 海 
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れ ま す」 と 云 つ て、 直 ぐに、 手白髮 命の 御所へ 參っ て、 以 上 

の 通り を 御 知 ら せ 申 上げ る と、 御 母 は大變 喜ん . で、 嬉 し 2 

きに お泣きに な り、 少 棚 を 播磨國 にお 歸 しにな つ て、 一 一 人 

の 皇子 をお 呼び寄せ にな り、 間 もな く御對 面に なつ て、 い 

ろ/ \ の 話 を して は懷 しが ら れ たので あつ た。 そ の 後、 

二人の 皇子 は、 又、 播 磨國 へお 歸り にな り、 此 所に 宫殿を 御 

造營 あそばされ てお 住居に なつ た。 そ れ で、 髙 野 宮、 小 野 

宫、 川 村 宫、 池 野宫 等の 名が あ り、 又、 屯 倉 (穀 物を收 める 御倉 i 

を 造 つ た 所 を 三 宅 村と 名 付 け、 御 倉 を 造 つ た 所 を 御倉 

と 名付けた。 

の國 人の 志自牟 とい ふ 人の 所に 居られた や う 

であると いふ ことが わかる。 歌詞に も、 相 異：^ 

と は 明瞭で あ ら う。 

述 ベ たやう に、 此の 風土記の 表記法 は、 他 の 風ヒ 

とった 所が 多い のが 特徴で、 むしろ 漢文 的な 潤 

日子 命 乎 坐，， 於 祌， 」 (印 南 郡、 大 掘，. 里 一 と 云った や 

里の 條に は、 「故 號，， 宇須 伎， などと 註し 

四 三 九 


上代 文學 史上 卷  四 〇 

て ゐ る い 尸， - ) れ は 「宇 項 伎 一 は 占 語 で、 新 し い ，语 で は 「イス スター とい ふので あると いふ 事 

を r いした 註で、 ーィ ス ス ク 一 は 慌て 立ち騒ぐ 意で ある。 古事記 神武 天皇 條に 「爾 其， 人 驚 

W あ 走 リ妒ま 一! ハ き：^ 一  と あ る の も 同様の 語で、 此の 書が、 國 語の . ^、現に 注意 を拂 つて ゐた事 は- 

これ  によつ  て も 明かで あ り、 そ の 意 味 で は、 古 事 記に 近い 丧現を 持つ てゐ ると いふ 事 も 出^ 

る " 勿 論， 地 誌 的 記述 も 散見し、 

此ノ里 VC 松原， 生， 卄ー 取； & 似，， 载花； 體如 ー，鷺ー 取； 十月 上句 生- r 旬 亡。 其 味 ffii-  -^^ 

郡、 六繼 里の 條)  レ  お V. 

レー-  一  二  S  カリマ ク カブ ラ ヲ  ジ "  ム  rT  -ノ 

此， 澤 生ー菅 作！！^最^^。  扮， 栗、 黃連、 葛等ハ 生蓊、 住-狼、 罷" 一 1 郡、 柏 野 

里の 條) 

と 云 ふやうな 記述 も少 くな い" 播 磨の 菅笠 は、 上. ^ から 名產 であ つ たら し い。 

逸文 現存の 播磨 風土記に おしない 佚- 义ー ー筒條 が、 他 書に H 几え て- ゐ る。 そ の 中、 釋 日本. 紀 

卷十 一 に 引い た、 河 郡に 屬す るか 不明の ものに、 神 語が 出て ゐる。 これ も、」 刚 に 日本書紀の 章 

で记 し. こ冲， に領 する ものと して、， kl  ^ の 辭章を 知る のに、 注意すべき ものと 思 ふ か ら 次 に 

掲げる。 息 長 带 日 女 人 叩 (祌 功 皇 后) が 新羅 11 を征 しょうと あ そ ば されて、 御發 向の 途 巾、 諧 祌 に 

祈濤 を 奉 げ 給 う た が、 そ S 時、 i 堅大神 (伊 群， 册 尊) の 御子 爾保都 比 賣命 (丹 生 大明神 VV1! 造、 石 坂 


比 賣命 に 著いて 敎し 給うた 御 言 葉で あ る. 


*,  みまへ  もさ  まつ  あれすな 2：  し、 る- 

好く 我が 前 を 治め 奉ら ば、 我 爾 ち 善 き 験 

极 底附 かぬ 


出 だして、 

越 資 の 眉 

たくぶ すましら ざの 

.m 衾 新羅 

如化敎 へ 

と ぼ こ 

の 逆 梓 に 

ft また み いく. T 

裳 及 御 軍 

撥き 獨し 

等往 き 


ひひら！ *  や ひろ ほこ 

比 比 良 木の 八 枠、 

引の 國、 玉 K  l!T々 益 

くこ  に ふたみ ち  こふ む 

國 を、 丹 浪 以 て 平 伏 

賜 ひ て、 此 に 赤土 を 

塗りて、； t 舟の 爐舢 

つ ひと よ ろ ひ 

のャ； 5 衣 を 染めた ま 

て 」lv り 賜 ひし 時 に、 

かよ  みまへ さへ. ら 

來 は ず、 前 を 0 ら ざ 

け訖 へた まひ て、 還 


!:、 苦 尻賓有 

ナ ま む. 

出し 賜 ひて 

に 建て X 御 

ひ、 义 海 の 


0 魚、 及 

力 く 


り き 

のぼ 

り 上り ま 

し ふ 


羅 を 平伏 

乃 ち 其 の祌を 紀 ぎ ぼ 管^ 藤 代の 峰 

奉りき。 


水 

,1 お 

して 

是、 

し 


を 

國、 

る、 

ザ 

み ぶ 

て、 

め 


よく 自分の 神前 を祀っ て くれ た な ら、 自 分 は、 立 

を 現 はし て、 格 で 作った 長い 样ン」 さ へ も 底の 根 

かない 程に 廣大 な國 であ り、 少 女の 描き 眉の や 

ぃ國 であ り、 (HI S  く  ^ で (11 尻) 寶 が ある 國 で 

s 衾) 新 羅の國 S い 迫で 征服して さし 上げよ 

(以 上、 神 語) 

か やうに 御 敎 へ に な つ た の ，\  、、神 功 后 は、 赤 丄 

來 \  、、夭 の 逆 梓に ぉ途 りに なり、 御舟の 先と 後と 

を 立て 給 ひ、 又、 御 舟の 海水に 近い 所 を も、 兵 士 達 

土 で お 染めに な り、 又、 赤 土 で 海水 を 赤く 搔 き 獨 

國に お渡りに なつ た 所、 海 の 底 を ；冰 ぐ 魚 i を 

鳥 も、 通 行. せ ず、 御 舟の 前 を 邪魔す る 事 はな か つ 

う に し 一 -、 新 羅の 征服が 終つ て か ら、 M 旋. @ 别 あ 

て、 そ の 神 を、 紀 伊 國の管 川の 藤 代の 山に ぉ祀り 

の て あ る。 人；' 紀伊 ^ 都 IS- 夭 好 村に あ る 丹 生 

れ で あ る. i 


あ 


を 


な效驗 

ては屆 

に 美し 

る 所の 

と ほ ふ 


取 つ て 

そ の 捽 

錯も赤 

て 新羅 

か や 

ばされ 

になった 

神社が そ 


此の 文章 も. 古 ^ の 語 部の 語り へた も 
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の と m-:- は れ て， 語部 の 文章の 持徴 をよ く 現，， >  てゐ 
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る。 かやう に， 上古の 國 語に 忠實 なのが、 播磨 風土記の 第 一 の 長所で ある 

年 時の 明瞭なる 記載 足 も、 史官の 記錄に よった 所 も あると 見え て、 讃容郡 の 中 川 里の 

條 に 

,r!T-: 人 ラノ； .ナ トノ トキ キノ ュノ^^=^zト-ンノ マミ ツキ  ニム ソネノ ムラ ジ マロ： N- ンテ リ -マモ トツ トコ 口 

後、 淨 御原 朝 庭 甲 申年 七月、 遣，， 一 曾 禰連麿 返，， 送 本 處， 

云々 と ある 文章な ど は. 明かに さう した 材料に よった もので あらう 他の 所と は、 一 1 ^記し 

ざまが 變 つて ゐる. これ は天武 天皇 十二 年の 事で ある が、 さ うい ふ窗所 は、 他 にも 本書の 中 

に 散見し、 天智 天皇の 庚 午年 (九 年)、 持統 天皇の 庚 寅年 (朱 鳥 四 年) の 事な どが 記して あるの も问 

樣でこ れ は造籍 のあった 年で あると いふか ら、 そ の 際の 史官 の記錄 などに よった もの かも 

知れぬ，  ， 

此の 風土記の 中の、 時代の 明かな もの-を 記す と、 大 帶曰子 天 皇 (景行 天 皇) の 御事以 下、 仲哀 天 

皇、 應 祌 天 皇、 神 功 皇 后、 仁 德 天 皇、 雄 略 天 皇、 顯 宗 天 皇、 仁 賢 天 皇， 安 閑 天 皇、 欽 明 天 皇、 推 古 天 皇、 孝 德 

天 皇、 天 智 天 皇、 天 武 天皇 時代までの 事で. 可成り、 新しい 時の 事まで 記して あるが、 さすがに、 帝 

都の あつ た 大和 國に 近く 夂、 文化の 早く 開けた 出雲國 にも 近いので、 神代で は、 大汝 命、 少彥名 

命、 天日 槍 命、 伊和 大祌と いふ やうな 神々 が 活躍して 居られる • 人 代と なって は、 景行： 大皇、 應 

神 天皇が、 國內を 巡狩 あそば さ れ て、 多ぐ の 地名の 生じる 原因 を 作って をら れ、 また， 應神 天皇 


の 皇后で あらせられる 神 功 皇后 も. 地名の 名付けられた 原因 を 作って をら れる 此の 國の 

開けた の は 早く、 神代の 昔からで あったら うが、 此の 國の 文化が 整備した の は， 恐 ら くこ れ ら 

の 天皇の 御 時で あつたと 考 へて よから う， 韓と いふ 名 を 持つ 地名が 多 ぐ， 外 人に 關 する 說 

話の 散見す る 事 も、 此の 地に 韓人が 置かれた." して、 此の 地方と 外國 との 交通 接觸が 早く 開 

け、 外来 文化 を 早く 吸收 して ゐた事 を 示す もの であらう。 

三 出 雲 風土 記 

目錄 出 雲 風土記 は、 次の やうな 順序で 記して ゐる。  • 

總說 (廣衷 、國 名、 神社 三百 九十 九、 郡 九、 鄕六 十一 七、 餘戶 四、 驛家 六、 神戶七 1 J 

ST 宇 郡 (鄕 十 一 、ま^ 一  ま, 三、 素 ^ 三、 寺 四、 社 六 十 七、 山 七、 川 九 、池 - 一、 濱 一 、嶋 七) 

嶋 根 郡 (鄕 八、 餘 戶ー、 驛家 一、 社 四十 九、 山 六、 野 一 、川 六、 坂 一 一、 池 五、 渡 一 一、 濱 十八、 が 水 一 、坊 八、 嶋 

五十 四、 剗ー 、浦 三、 石 一 ) 

t ぎ 郡 (鄕 四、 神 \a 一、 社 二十 六、 山 五、 川 六、 池 五、 濱 一、 嶋 ra- 一 

iii 郡 (鄕 四、 餘 戶ー、 神戶 一、 寺 一、 社 二十 A.3 三、 川 四ぽ 五、 培 一 、濱 六、 嶋 四) 
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出 雲 郡 (鄕 九、 神戶 一、 寺 r 社 百 二十 二， 山 二、 川 二、 池 二、 江 二、 培 四、 濱 十二、 嶋十 一、 水 海 一) 

神 門 郡 (鄕 八、 餘戶.  一 • 驛家 二、 神戶 一、 寺 二、 社 三十 七、 山 九、 川 二、 池 四、 水 海 一) 

仁 多 郡 (鄕 四、 社 十、 山 八、 野 三、 川 七) 

钣 郡 (鄕 七、 社 二十、 山 十 一、 野 四、 川 五) 

大 原 郡 (鄕 八、 寺 三、 社 三 十、 野 一 、山 五、 川 五) 

交 通 路、 軍 圑、 % 戌 (兵 營 ノ 事) 

以上 九 郡 (後に、 意 宇 郡より、 能義 郡が 分れて、 十 郡と なつ てゐ る)。 各 郡の 報告 は、 それぞれ 久：： 

邵 司が なした もの で 、報告書 は それぞれ 異なつ てゐ るが、 それ を、 更に 編者が 整理した もの で 

あるか ら. 內 容 はよ く、 同 一 の 體裁を 保 ち、 統 一が ついて ゐ る。 中 に は、 他 の 郡と 同様で あると 

云 つ て、 說 明 を 略した 所 も ある。 

あま h- ベの さ と  -? i  V  かむ への さ ふ  -  , 

記述の 體裁 その 體裁 は、 各 郡と も、 先 づ 、鄕 名、 餘 戶 里の 名、 驛 家 の 名 、神 戶 里の 名 を 擧け次 

に、 郡 名の 由來を 記し、 次に、 各論と して、 各 鄕、 各 餘戶 里、 各驛 家、 各 神戶 里に ついて、 その 位 置、 名 の 

謂 はれ 等 を 記した， その 次に、 郡內の 寺院 名 を 記して、 その 所在地と 所 造 者の 名 を あ げ、 そ の 

次に は 、神社 名 を あげ、 次に 、山、 川， 池、 渡、 濱、 泉， 埼、 鳩、 浦 等の 名 を あげて • その 所在 地， 地 形、 產 物、 生 物 の 

名、 名 の 謂 はれの わかって ゐる も. の は、 そ の 由 來等を 記して ゐる： 神社 名よ..^ 前に 寺院 名 を 


出して ゐる 事に よって、 當時 寺院 を 重ん じ. 佛 敎を 信じた 思想の 傾向が 示されて ゐる 各 郡 

の始 に、 目錄 がつ いて ゐる が、 時 に その 目錄に 記して ある 鄕數に は 間違 ひが ある 各鄕 は- 大 

抵 三つ、 時として は 二つの 里に 分れて ゐる 今日で 云へ ば 村の 中に 大字 が ある やうな もの 

である 併 し、 そ の 里の 事 は 本文の 中には 記して な く、 た 、>  目錄の 所に、 見える だけで ある 

鄉は、 五十 戶をも つて ー鄕と し-も し. 五十 戶以 上、 例 へ ばヒ十 III- あった やうな 場合に は そ の 中 

あまりべ の 

の 五十 戶を もって、 やはり 一 鄕 として、 殘 b の 二十 戶 を もって 一 つの 里と する これ を餘戶 

里と いふので ある 又， 祌 社に 屬 する 民戶 は、 こ れ を神戶 里と 云う て、 こ れも 普遍の 鄕、 里と は 

區 別して ゐる 各 郡の 終に は、 郡 內の 交通路 を 記 し、 郡 の 司の 署名 を 記して その 郡の 記載が 

終 b  、次の 郡 にの 說明 移って ゆく ので ある 

語 都の 文辭 以上の やうに. 此の 風土記 は、 地理 書と して は、 最 も 完備した 形 態 を備 へ、 體 

裁が 最も 整然として ゐる が、 そ れ だ け、 文學 として の 內容に は 乏しい」 併し， 他の 風ヒ 記と 冋 

檨に、 地名 起原 傳說を 記した 中に は， 文學的 表現 を 持つ もの も あり， 說 話文學 として 興味 Hi§ い 

內容を 持って ゐる 部分 も ある ■ 特に、 意 宇 郡 名に つ い て 記した 箇所の 如き は、 此の 地の 語部 

の 語 b 傳へ た 言葉 を そのままに 記した ものと 見え て、 文章が 頗る 古體 であつ て. 古事記の 或 

窗 所と， 類似 の 表現 を 取り、 記法 も 亦. さ うい ふ 文章に 應 じて、 國語 を 生かす のに 適當 な、 假名赛 
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の クタい 記し 方で ある 今 その 部分 を 次 
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揭 f  • て or ルょ う" 
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おみ 
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う  なづ 

宇 と 號 

つ ねの みこ， 

律 野 へ？ 


る 所 


の 詔 

は、 狹 布の 稚 

り-, ！ 作り 钱 

ハノ  <\T 飞 


羅紀 

の餘 

ら し 


て 


霜黑葛 

訓 ム。 

11 くに こ 

來國來 

よりし 

て、 堅 め 

と の 1^ 


三, ^を、 

广：： りと 

、大魚 の 

^けて 

る や く 

^ ジ) に 


た 


つ よ 

や 二 

船 の 


rb さ ま 

く、 八 雲 

も、 初國 

の 

詔り た 

り 有り 

まひて、 

き 別け 


やつ か みづ 

せる 八 束 水 

立つ 出 雲の 

小さく 作ら 

たくぶ すま 

ま ひ て、 栲衾 

やと 見れば、 

^&と め  むな すき 

_ 童 女の 胷組 

て、 は たす S 

打ち 挂 けて、 

な /\\,」 ト 

も そ ろ に， 國 


二、 「へ 

も そ ろ 

と 引き ま 縫 へ る 翻 は、 去 ja の 打ち 敏 

て、 ん ■  き づ きの 御崎 な り。 此く 

立 てし かし は、 石 見の 國 と 出 雲の 國 

なる 名 は 佐 比 賫山是 なり。 亦 持ち 


引ける 綱 は、 蘭 の 長濱是 なり。 


此の 都 を 意 宇と 名 づける わけ は、 此 の^を 修理 あそばし 

た (八 束 水) 臣， 像 野 命の 仰せ ら れ る や う は、 「(八 雲 立つ) 出 雲 

の國 は、 (狹 布の) 若く 小さい 國 である <  國の 作り 始めに 

狭く 作って しまった。 だか ら、 此 の國の 修理 をしょう」 

と 仰せられ て、 「(栲 衾) 新 羅國の 御崎に、 网 土の 餘っ てゐ る 

听 はない かと 調べ て 見 た ら、 國 土に 餘 つた 所が ある」 と 

仰せられて、 (童 女 の 胸) 廣 く 平たい 雜を お取りに なり、 (大 

魚 の i 餘 つ てゐる 土地 を艇 V 切り取り、 へ 幡簿 § 収 り 離 

してし まって ニ說 に、 「屠り 別く」 の 意と す 卜 r^) 、一二 緩 

七 ^ 

の 丈夫な 綱 を そ の 土地に 引き 懸け て、 (.a 黑 そ の 綱 を 

する りくと 手繰り 寄せ、 (河 i の) そ ろ りくと 引き 寄 

せて、 「國來 ぃ國來 い」 と 云 ひながら 引 張つ て 来て 出 雲 

國に 取り 附 けた 土地 は、 古津の 地 を 境目と し て、 、八 穗 米) 

杵 築の 埼 で ある。 かや う に し て、 そ の 引 張つ て來 た 小， m 

が 離れな いやう に 綱 を 堅く 結びつけた 找は、 石 見 國と出 

雲國 との 都に ある 三 瓶 山が そ れ で あ る， 亦、 こ れ を 引 張 

つて 來 るのに 使った 綱 は、 藺 の長濱 がそれ である。 


亦 北門 佐 伎の 國を國 の餘り 有り やと 見れ 

,  . .  の  を とめ むな 

ば、 國 の餘り ありと 詔り たま ひ て、 童 女の 胷 

組 取らし て、 大 魚 のき だ衝き け て、 は た す 

すき 德 振り^けて、 三 つ よりの 綱 打ち 挂け 

て、 霜 黑 ^3?  く る や く る や に、 河 船の も そろ も 

そ ろ に、 國 來國來 と 引き 來縫 へ る國 は、 多 久 

の 打ち 絶より し て、 狹 £ の 國是な り。 

亦 北門 良 波の 國 を、 國 の餘り 有り やと 見れ 

ば 國の餘 り 有りと 詔り たま ひ て、 童 女の 宵 

鈕 取らし て、 大 魚 の き だ衝き 別け て、 は た す 

すき 楝 振り^けて、 三 つ よりの 綱 打ち 挂け 

て、 霜 黑葛 くる やくる や に、 河 船の も そ ろ も 

そ ろ に、 國 來國來 と 引き 來縫 へ る阈 は、 手 縫 

の 打ち 絕 よりし て， 簡 見の 國是 なり。 

亦 高 志の 都々 の 三 崎 を、 國 の餘り 有り やと 

見れば 國の餘 り 有りと 詔り たま ひ て、 童 女 
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又、 「北方の 佐 伎の 地に 餘っ てゐる 土地 はない かと 思つ 

て 見る と、 餘 つて ゐる 土地が ある J と 仰せられて、 (童 !c 

の 胸) 廣 く 平たい 紐 をお 取りに なり、 (大 魚の 腮) 餘 つ て ゐ 

^  みつ 

る 土地 を 組て 切り取り、 (幡 薄穗) 取 り 離して しまつ て、 三 

より  枕 詞 

蹉の 丈夫な 綱 を その 土地に 引き 懸けて、 (霜黑 葛) そ の 綱 

をす るりく と 手繰り 寄せ、 (河 船 の) そ ろり そろり と 引 


き 寄せ て、 「國來 ぃ國來 い」 と 云 ひながら 引 張って 来て 

出 雲國. に 取り 附 けた 土地 は、 多 久の地 を 境目と して、 佐 太 

の 土地が そ れ て あ る。 

又、 「北方の 良 波 二 說に 野浪、 又 一 說に 隱岐と いふ) の 地に 

餘 つて ゐる 土地 はない かと 思つ て 見る と、 餘 つ て ゐる土 


地が ある. 


枕 m 

, fill r  s 


仰せられ て、 (童 女 の 胸) 廣 く； 个た ぃ龃 をお 

取りに なり、 (大 魚の 腮) 餘 つ てゐる 土地 を 組 て 切り取り、 

(幡 薄穗) 取 り 離して しまつ て、 三 槎の 丈夫な 綱 を その 土地 

^ 詞 


. に 引き 懸け て， 

せ、 (河 船 の) そ ろ 


黑 葛) そ の 綱 をす るり /\- と 手繰り 寄 

-(\ と 引き寄せて、 「國來 い！： 來 い」 

と 云 ひながら 引 張って 来て 出 雲國に 取り 附 けた 土地 は、 

手 染の地 を 境目と し て、 闇 見の 地が それて あ ろ。 

つつ.；" は  . 

又、 「越の 國の筒 川の 崎 に、 餘 つ てゐる 土地 はない かと 思 

四 四 九 


r 
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の胷翻 取らし て、 大 魚の き だ 衝 き g け て、 は 

たす すき 稱 振り 別けて、 三 つよりの 綱 打ち 

か  しちつ t- ら 

挂 け て、 霜 黑葛 くる やくる や に、 河 船の も そ 

ろ も そろ に、 國 來國來 と 引き 來縫 へ る國 は、 

さ き 

三 糠の 埼 なり。 

持ち 引ける 綱 は 夜 見島是 なり。 固 堅め 立 

てし かし は 伯 耆の國 なる 大 神の 岳 是 なり。 

今 は國 引き 訖 へ ぬと 詔り たま ひ て、 意 宇 の 

杜に 御杖 衝き 立て て、 意 惠 と 詔り たま ひ き。 

いは ゆる お う  あり ぐう け 

は ？、  T, ,ズ 、。 謂 所 意 宇の 杜は、 郡 家の 東北 

故意 宇と 云，. の 1 "田の 中に 在ろ 是 なリ。 

圍八步 許 リ、 其 の 上 

に 木 有りて jfC れリ。 ， 

國 引の 段の 解說 これ は國 引の 段と 

俊 をして ゐる 所な ど は、 古 事 記に もあった 

と 云 ふやうな 言 葉 もさう であり、 これが 語 


四 五 0 


つ て 見る と、 餘 CM」 ，4" る 土地が ある」 と 仰せられて、 (直 

女 の 胸) 廣 く 平たい 組 をお 取りに なり、 (大 魚の 腮) 餘 つ て 

る 土地 を鈕で 切り取り、 (幡 薄穗) 取り離し てし まつ て、 三 

より  沈 

槎の 丈夫な 綱 を その 土地に 引き 懸 け て、 (霜 黑葛》 て の 綱 

枕 0 

をす るり/ \> と 手繰り 寄せ、 (河^の) そろり/^ と 引き 


寄せて、 「國來 ぃ國來 い」 と 云 ひながら 引 張って 来て 出 

雲國に 取り 附 けた 土地 は、 三 穗の崎 で あ る。 

これ を 引 張つ て來 るのに 使った 綱 は 夜 見 島 (今 の 弓 濱) が 

そ れ である。 又、 その 引 張って 来た 土地が 離れない や う 

に 綱 を 堅く 結びつけた 找は伯 耆の國 の大神 Itjl がそれ で 

ある。 「まう これて 國を引 張つ て來る 事が 終った」 と 仰 

せ ら れ て、 意 宇の 森 に、 そ の 杖 を 衝き立 て て 休息 あ そ ば さ 

れ、 ォ ー ェ ー (ャレ /\) と 仰せられた。 そ れ で 此の 地 を 意 

と 云 ふ ^ ご あ る。 此 所-, -云ふ 意 宇の 森と は、 郡 役所の 

字と  一 R 1 tM 、？ズ 東北 方、 田 の 中に あろ 小山 が それで 

あろ。 周 園 八步許 リ、 そ の 小. H 

の 上に 樹木が 繁っ てゐ ろ。 

して 名高い 一 節 で、 そ の 枕詞 を 多く 使 ひ、 長 文 の 反 


文章の 特徴と 同じく、 「くる や /^」 「も そ ろ /\ 」 

部 の 言 葉 を そのままに 傳へ たもので ある 事 は、 確 


實 である。 故に これ は、 地名 起原 說話 として の みならす、 上代の 語部の 語り 方が うかが へ る 

みつよりの つなう ち 

點 において も， 珍 重す ベ き 文章で ある。 その 爲 めに、 記法 も 假名 を 多く 用 ゐ、 又、 「三 自之綱 打 

挂而」 の r 自」 の 如き、 普通の 假名と は 違って、 所謂、 借 訓と云 はれる 記法 を用ゐ たりして、 古 

事 記と 同様の 表記法 を 取り， 此の 點に、 可成.^ 古 心 をして ゐる 事が 知られる ので ある。 此の 

文章の 內容 を昆る と、 日 向と 並んで、 わが 國 最古の 古代 文化 を傳 へる 出 雲 國 の開發 せられて 

行った 跡が 想像 出來 る。 卽ち、 此 所に 他國 より 引 張 つて 來 たとい ふ 四つの 土地 は、 出 雲國の 

北邊に 位し 杵 築の 地より 順次 東方に 並んで ゐ て、 最後の 三 穂の 崎 は、 東方に 突出して ゐる半 

島で ある。 此の 順序で、 出 雲 國 は開發 せら れ、 經 營 せられて 行った ので ある。 その 最初の 所 

なる 杵 築の 地 に、 出雲大社 が 設けられ たとい ふの も、 謂 はれ ある 事で あらう。 さう いふ 文化 

的 意義 ある 內容 を、 語部 一 流の 莊 重な 口調 で、 語り 出 だ して ゐ るので ある。 此の 箇所が、 ひと 

り 出 雲 風土記の みならす、 上代 文學 中の、 有數の 名文た る 事 は 云 ふまで もない。 國 土の 開發 

せられて ゆく 樣 を、 綱 で國を 引き寄せ、 さながら 舟 を 狀舸に 結 ひ 付ける が 如く、 これ を 4, 、い 代 

に 結びつける 事に 譬へ て、 長 い 海岸 を 綱に 譬 へ、 高 い 山 を^に 譬 へ、 擬聲語 を 用ゐた 獨特の 

. 現 を 多く 使用して をり 、想 像の 奔放と 譬 の 奇警と、 しかも 内容に 適切なる 表現 を もって、 雄 

かむ との みづ うみ 

大莊 重なる 文章 をな して ゐ るので ある。 なほ、 こ れに參 照す ベ きも の. に、 神 門 郡の 神 門 水 海 
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の條 の、 「卽も 水 海と 大海と 

, 命の國 引き ましし 時の 綱な 


の 間に 山 有り。 長さ 

り。 今の 俗人 菌の松 

語臣 猪麻呂 この 

がす ぐれて ゐ る- 

やす きの さと  ぐ- フ け  ひむ -. 一 ， ス 

安 來鄕。 郡 家の 東南 

二十 七 里 二 百 八十 歩。 

の 壁 

ましき。 


かむ す さ li 

た 二い 一 き 11 みめぐ 

.5 極 廻 L 


爾時此 .€1 に來 まして 

の  f  あ 

詔り たま は く、 吾 が 御 

心 は 安平く 成ぬ と 詔 

かれ やす き 

りた まひき。 故安來 

と 云 ふ。 卽ち 北の 海 

あすかの きょみ はらの みやに あめのし だしろ しめしし 

ふところ 有り。 飛鳥 淨 御原 宮 御宇 

すめら みこと A よ きのえい ぬ ふみつ きのと を かまり t 《かの ひかたり の.. にみ ゐ ま ろ  むすめ 

天皇の 御代、 甲 戌の 七月 十三 曰、 語 臣猪 麻呂が 女子、 


件の 埼に 


おも は す わに そこな  か へ 

て、 遞 返 も和爾 に， 賊 はえて 吸らず 

(IV 


四 五 二 

廿ニ里 一 一 百 母 四步、 廣さ 三 里， t は 意 美豆努 

山と 號くピ と 見えて ゐる 記事な ど が あ る 

國 引の 條 につ いで は、 同 じ 郡の 安來 鄕の條 


安 來鄉。 郡役所の 東南 二十 七 里の 地に あり、 廣 

さ 百 八十 步。 昔、 須 佐 之 男 命が 天下の 果々 まで 

巡 廻 あそばした 事が あった。 ぞの 時、 此 の 安 來 

鄉 にもお いでに な り、 仰 せられる や-つ は、 「此所 

に來 て、 自分の 心 は 安くな つた」 と 仰せられた 

ので 安来と いふので ある。 此 所より 北方の 海 

岸に 毘賣 崎と いふ 所が ある。 夭武 天皇の 時 

天武ニ 年の 七月 十三 日 に、 語 臣 猪麻呂 とい ふ 人 

の 娘が、 此の 毘賣 崎に 遊びに 行つ て、 遇然 に li】 絞 

に 出 あ ひ、 害 せ ら れて、 歸 つて 來 なかつ た。 そ れ 

で、 父 猪麻呂 は、 食 ひ 殺された 娘の 死骸 を 昆賣崎 

の 附近に 埋葬し、 大聲に 憤り 叫ん で、 天 に 向 つ て 

どなり 散 ら L  、地 だんだ を 踏ん で、 立 つ て は 泣き 

叫 び、 笙 して は 歎き 悲し み、 晝 も 夜 も 心 を 苦しめ 


そのと A-  そこな  むすめ  ひめ ざき 

なりぬ。 爾 時、 父 の 猪 麻呂賊 はえし 女子 を 毘賫崎 

ほとり  を さ  いかり を ら  あめ  よば  つち  た 

の 上に 歛め、 大 發 聲 憤び て、 天に 號ひ 地に 踊り 行ち 

さけ  ゐ  なげ  よろ ひる たし な  を さ 

て は呤び 居て は 嘆 き、 晝 夜 辛苦み つ 、、斂 めし 所 を 

^  かくす  ほど  ひへ  しか 

避る ことなし。 是 作る 間に， 數日を 經 i  44 め。 然 

のち いき ど ほり こ-ろ . こ  ゆ や ほ /ュご . ん えら たより 

して 後 慷慨の 志 を 興し て、 麻 呂、 ち 箭 $ を 撰 び、 便 

ところ を  やが  を-, い  5 た  ち い -1* 

の 處に居 り、 卽 て 擡み訴 云 へ けら く 、天 つ 神 千 五 百 

よろ づ くにつ かみ ちい ほ よろ- 0 な  この くに  み も 、まりこ- 

萬、 地 祇千五 百 萬、 並 ベ て當 國に靜 まります 三百 丸 

の そお まりこ  >  のつ の やしろ また わたつみの かみた ち.； わ ほかみ に * きム たま  あらみ たま 

十 丸 社、 及、 海 若 等、 大 神の 和 魂は靜 まりて、 荒 魂 

こと ごと  こ ひの  まこと みた ま 

は 皆 悉に 猪 麻呂が 乞む 所に 依り 給へ。 良に 神靈 

あ 有し まさ ば、 吾 が 傷める こと を 助け 給へ。 此を以 

る そ； a とき しま し 

て 神靈の 神た る を 知らむ、 とい へれ ば、 爾 時、 須 有 

り て、 和 爾 百 餘、 靜 かに 一 つの 和爾を 圍み繞 らして、 

r やや や ひき  よ  そこつ  しぞ  なま 

徐 に率ゐ 依り 來て、 居 下に 從き て、 進 ます 退か ず、 摘 

か こ  その き ほこ  まなか  わ 

圍 繞みゐ るの み。 爾 時、 鋅 を 擧 げモ. 中 央 なる 一 和 

爾を 匁して 殺し 豫 ptt^:^ の百餘 の和爾 ども 

キノら  さ  さ  むすめ  け ざ ひとつい 

みな 解散け ぬ。 殺し 割きて みれ ば、 女 子の 一 脛 屠 
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て 埋 葬 し た 所 を 立ち去らない。 かやう にして 

ゐる閒 に、 數 日 過ぎ た。 そ の 後、 慷 慨 悲憤の 情に 

堪 へず 復 謦 の 念 を 興 し て、 猪 麻呂 は、 弓矢 ゃ鋅の 

鋭い もの を 選ん で、 都 合の よい 所に を り、 神 々 を 

拜 み、 祈 願 を こめて 申す やう は、 「天の 神 千 五 百 

萬、 地 の 神 千 五 百 萬、 す ベての 此の 出 雲 國に 鎮座 

まします 三百 九十 九 社の 神、 又、 海 の 神 達に お 願 

ひします。 その 神々 の 優しい 和 魂に は 用 は ご 

ざいません か ら、 そ のま まに ゐて 下さつ て、 烈 し 

い 荒 魂 だけ は、 皆の 方に 此の 猪麻呂 がお 願 ひ 申 

します か ら、 ど うか 私の いふ 事 を 聞いて 下さ い。 

本當 に， V, の神樣 達の 神靈 がい らっしゃ います 

な ら、 私 の 歎き 悲しん. て ゐる事 をお 助け 下さ い。 

もしお 助け 下さった な ら、 そ れ で、 神 靈 が 本當に 

神樣 である 事 を 信じようと 思 ひます」 と 云 ふ 

と、 そ の 時、 暫 ら く し て、 百 餘の鶴 鮫が 一 匹の. 鯓鮫 

を 取り 圍 み、 靜 かに をの 鶴 鮫 を 引き連れて やつ 

て來 て、 猪 麻呂の 居る 所に 止つ て、 進 み も 退き も 

せ ず、 離 れ ない。 ただ その 鍔 鮫 を 取り 園んで ゐ 

四 五三 ， 
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出で たり。 仍の 和爾は 殺し 割きて 串に 挂 けて 路 

の垂に 立てたり き。 


六十 歳ん」 

經 たリ。 


安 來の瑯 人 Si 臣等 が 父 な 

このかた い ま 

其の 時よ リ以 來、 今 曰に 至 


四 五 四 . 

る だけ で ある。 その 時に、 猪 麻 呂は鉢 を 振り あ 

げ て、 眞 中に 圍 まれて ゐる 一 匹の 歸 酸 をぐ さり 

とさし 殺して しまったの で、 他 の 百餘の S 鲛は 

皆 ちりぢりに 立ち去った。 猪麻呂 は、 そ の . 鮫 

の 身體を 切り裂い て 見る と、 中 から 娘の 經の 一 

裂いて 串に さ し、 道 路の 傍に 立てて さらし 物にした， 


此の 事 伴 は 

丁度 六十 年た 

に 違 ひ な ぐ、 從 

も、 語 部に よつ 

て 悲痛 憤激し 

に は、 娘 が 鮫 に 

の 一 脚を嚼 み 

て、 語り 傳 へ る 

の、 靈驗 あらた 


、比較的 近代の 話で あり 

つた 事になる ので ある _ 

つ て、 語部の 語り ぶ.^ の 

て、 一 つ の 物語に 創作せ 

た 有様が、 語部 獨特の 一 

襲 はれた 凄惨な 光景の 

切ら れ て、 死 ん だものと 

に は 忍びなかった ので 

かなる 事 が、 中 心と なつ 


■ 天武ー 一年から、 出 雲 

" 拼 し、 此 S 話 は、 語 

一 面 を 代表す る も 

られて ゆく 事 を 示 

種の 誇張した 調子 

描寫 が、 全く 省か れ 

思 はれる。 さう い 

あ ら う。 從っ て、 此 

てゐ る。 地名 起原 


風土記の 撰 まれた 天平 五 年まで は 

臣 によつ て 語られた 事 がらで ある 

の であり、 殊に、 かかる 近代の 事： &で 

す例證 となる， 猜麻呂 が 娘 を 失つ 

で、 よく 描かれて ゐ るが、 一 面、 此 の 中 

てゐ る" 娘 は 海岸 で 鮫に 襲 はれ、 そ 

ふ 悲惨な 有樣 を、 父 として、 一 族と し 

の 物語で は 、父 の 悲 歎 と、 神 靈 の 加 護 

說話 以 外に、 かう した 巷間の 事件 を 


傳 へて ゐる事 は、 此 の 書の 中に あって、 極めて 稀なる 例で ある。 叉、 此の 話 は、 因幡の 白 鬼の 話 

な どと 共 に、 此 の 地方の 海岸 に、 鮫の 多 か つ た 事 を 示す も ので ある。 

國 語の 尊重 此の 他に も， 部分的に は、 假名 書 を 交 へ て、 古語、 古文 辭の 表現 を 保つ 事に つ 

とめた 形跡が 著しく 見られる。 殊に、 神代の 話が 多く、 祌 語の 如き は、 假名 書 を もって 記載し 

た 听が少 くない" 例へば 仁 多 郡の 條で， 

I 

仁 多と 名付けた 謂 れ は、 曰 本國家 をお 造りに なった 神樣、 

大穴 持 命が 仰せられる やう は 「此の 地 は 大き くもなく 

小さく もな く、 川 上に は 木の 梢が さし か はし 入り 交る 程 

に 繁茂 し、 川 下に は 河 芝が 一面に はえて ゐる。 これ はま 

ことに 濕氣の 多い 國 である」 と 仰せられた。 それで t 

多と いふの で あ る。 

かやう に、 漢字ば かり 用ゐ てあつても、 表記法 は 純 粹に國 語 的な 記法 を 取って ゐ る 筒 所 は， 

此の 書の 中に は、 少 くないの である。 

阿 遲須枳 高 日子 命 此の 同じ 郡の 中の、 次の やうな 話 も、 注意すべき 條 である。 

お ほ かみ お ほ な もちの 一 

一 if 津鄉。 郡役所の 西南 サ五 里お 在る。 0: 本 の^をお 造 

りに なった 大神 大穴 持 命の 御子の 阿 遲須枳 高 B 子 命 は、 

四 五 五 


二 タト ナゾ クル ュヱ "  ァメ， -シタ クウ ラシ シォホ カミ ォ* ナ モ -JJ.'-.-nh 

所，， 以 J^t 多， 者、 所. P 天下 1大 神、 大穴 持 命 

ノリ タマ ハク コノ クニ ハ  ォホキ カラ ズチ ヒサ カラ ズ 力" 力 ミ C キノ ホ、 サシ. 

詔、 此國 者、 非 矢 非 ふ、 川上 者 木 德刺划 

フ  力" シモ" 力" シ パフ "ヒ ヮタ レリ  ぶ- S  • 一一  タ， . シ、 

布、 川下 者 河 志 波布 這 度 之。 是者爾 多 11 あ 

キ ヲ グー ーナリ トイ ヒ タマ 匕キ カレ ニタ ト T フ 

枳小國 在 詔、 故 尹爾 多パ 


一二!! 鄕。 郡 家の^ ¥廿 五 里。 .1 ^測 栋 

みこと み こ あおす き た 1 かひ このみ ことみ ひ げ やつ， ふお， 

命の 御子、 阿 遲須枳 日子 命、 御 須髪八 握 生 
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よる ひる な  こと  その ときみ おや 

ふるま で、 晝 夜哭 きまし て、 辭 通 は ず、 爾 時 祖 

ーハ 二と  や そ しま  る  めぐ 

の 命 御子 を 船に 乘 せて 八十 嶋を 率て 巡り 

つ つ、 うら かし 給 へ ど も、 猶 哭 きます こと 止 

ま ざり き。 大神夢 願し 給 は く、 御 ff. の哭く 

ね  そ リ 

由 を 夢に 吿げ たま へ と、 願 ぎ ま し け る に、 則 

夜 御子の 辭通 はすと 夢見 ましき。 寤 めて 

問 ひ 給へ ば、 爾 時 御津と .£ 'した まひき。 爾 

時 何 處を然 云 ふと 問 ひ 給へ ば、 卽ち、 御祖の 

みまへ  いし か は わた  さか の 一， 

前 を 立 ち 去りいで まし て、 石 川 度り 坂 上に 

と *.* まこ  その と き 

至り 留り て. 是 處と 申した まひき。 爾時其 

の 津の水 を 汲み出で て 御身 沐 1： 论 ぎ ま し き。 

かれ くに やっこ かむ よ ごと まん」  み k ど  ま ゐづ 

故 國 JisT 神 吉事 奏しに 朝廷に 參 向る 時 に、 其 

の 水汲み 出で て用ゐ 初む るな り。 此に依 

は し める を みな  こ  くら 

りて 今 も產 婦は、 彼の 村の 稻食は ず、 若 し 

食へば 生まる る 子 云 はず。 故 三 津と云 ふ。 

祌& 三年 字，^ 卯ち j4j  J ョ" 有 e 

三 澤と改 む。 や 3  *  .ki 


W 五六 

鬚が 長く 伸びる 年頃まで も、 晝夜 お泣き に な つ て、 物 を 仰 

せに ならない。 それで 母君の 多 紀理の 命 は、 御 子 を 船 に 

乘 せ て、 多 くの 嶋々 を 漕ぎ 廻りな が ら、 そ の 御氣嫌 をお 取 

りに なつ た が、 ま だ お 泣 き に な る 事 をお やめに ならない 

そ れ で 母 君 は、 夢 のお 吿を 神 樣に 願って、 「ど う か 此の 子 

の 泣 き やまない わけ を、 夢 の 中.. てお 告げ 下さい」 とお 願 

ひに なつ た 所、 そ の 夜に、 御子が 物 を 仰せられ ると 夢の 中 

で 御 覽 に な づ た。 そ れ で 眼が 覺 めて か ら、 試 み に、 御 子 に 

物 を 云 ひかけ て御覽 になる と、 御 子 は 「御 m 」 と い ふ 言 

葉 を 仰せに なった。 それ. で、 母お は - 御津と いふの は ど 

こか. 一 とお 尋ねになる と、 御 子 は、 母 君の 御前 を 立 つ て、 出 

て 行 か れ、 石 川 を 渡り、 坂の 上に 來 て、 お 立ち 留 りに なり、 

此 所が 御津であります 一 と 仰せられた。 それ で、 そ 、 ) に 

湧き出て ゐる 泉の 水 を 汲ん て 御身 體を 御淸 めに なった" 

か みよ ごと 

かやうな わけ で、 國 造が 神 賀詞 を讀み 上げに 朝廷に 參る 

時 に は、 此 の 水 を 汲み出して 身 體を淸 める 水に 初めて 用 

ゐる例 で あ る。 そ れ で、 今 でも 娘娠 して ゐる女 は、 此 の 衬 

の 稻を食 はない。 もし 食 ふと 生れた 子 は、 物 を 一み はない 

のて ある。 以上の やうな 理由 で、 此 の 地 を 三 津と名 づけ 


た の 

阿 遲須枳 高 日子 命 は、 記紀の 神話に も 出て 

叫んで 物 を 仰せられな いとい ふので， さなが 

出 雲 神話で は、 此の 須佐之 男 命の、 さ うした 御 

へた ものと 思 はれる • 此の 說 話の 表記法に 

とかい ふ やうな、 純國語 的な 記載 法 を 取つ て 

單 なる 假名 書と も 違 ふ もの、 風土記 中で は、 例 

章に 發 して ゐる ものと 思 はれる。 出 雲國造 

え て ゐる事 も 注意す ベ きで ある。 

枳佐加 比 比賣命 嶋根 郡の 加賀祌 崎の 

謂 は ゆる 佐 太の 犬 神の 產 生れ ませる 處な 

«  あ  とき  ゆみやう 

り。 產 生れ まさん とせし 臨時に、 弓箭 亡せ 

そのと き みお やかみ むすびの みこと  みこき さか ひ 

ましき。 爾 時、 御 祖祌魂 命の 御子 枳佐加 比 

ひめの みことね  あ  みこま すらが み 

比 賫 命 願ぎ たま は く、 吾 が 御 子、 麻 須 羅 祌の 

み こ  * 一：  -ひ  ゆみや  こ  ね 

御子に 坐 さ ば、 亡 せた る 弓箭 出で 來 ねと 願 

笫ニ編 第三 章 風土記 


である。 r おお W i お 娜。 と 此 所に 官 庫が 置かれて ゐる。 

ゐ るが、 此 所では、 「御 鬚 八 握 生 ふるまで」 泣き 

ら、 記紀の 神話の、 須佐之 男 命と 同じ 有樣 である- 

性 質 を、 他 の 御子 孫の 神々 にも 附 加して， 云 ひ it 

ゥ ラ 力 シ タマへ- ドモ  イシ 力： ヮタ リサ カノへ ニイ タリ トドマ リーア 

は、 「宇 良 加 志 給顿」 とか 「石 川 度 坂 上 至留」 

ゐ て、 殊 に、 「辆」 とい ふ 字の 如き は 所謂 借訓 で、 

の少ぃ 用字 法で ある" これ も 恐ら く、 語 部の 辭 

神 賀詞の 事 が、 此 所、 ま た 此の 書の 他の 所に も 見 

條の 割注に は、 次 の やうな 事 を 記して ゐる。 

此所 は、 かの 佐 太の 大 神のお 生れに なった 所 で あ る。 大 

神が お生れに ならう とした 時に、 弓矢が なくなった。 そ 

かみむ す び 

れで、 大 神の 御 母なる 神 產巢日 命の 御子の 3^ 佐 加 比比賣 

命 が、 神 樣に御 願 ひ 遊ばされる や う は、 「ど う か、 私 の 生み 

ました 子が 雄々 しい 子 で ありますな ら、 な くな つ た 弓 矢 

が 出て 參 ります やうに」 と 願 にれ た。 する と、 て 作 つ 

.  四 五 七 
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ま  そのと きつぬ  ゆみや  まに まに 

ざ 坐す。 爾時 角の 弓箭 水 の 隨、 流 れ 出 づ。 

その とき あ  み こ  の  こ 

爾時 生れ ませる 御子の 詔り たま は く、 此 は 

あゆみ £•  の  S  .7 

吾 が 弓箭に あらず と 詔り たま ひ て、 擲 げ 廢 

てた まひき。 义、 金 の 弓箭 流れ出 で 來、 卽 ち 

待ち 取り まし て、 闇 欝き窟 な るか もと 詔り 

いと ほ  みお やき さか 

たま ひ て、 射 通し ましき。 卽ち御 祖支佐 加 


比 比寳ル 叩の 社 此處に 坐 す。 今の 人此 の，. 獄 

の邊を 行く 時 は、 必 ず聲磺 溘 かして 行 く。 

ち  ひそか  あら は  はや ち おこ 

若 し 密 に 行 け ば、 神 現れて 飄風起 り、 行 く 船 

< つ が へ 

は 必ず 覆るな り。 

此の 枳佐加 比 比 賣命 は、 恐 ら く、 古事記 に 

大國 主命の 御 母が 祌產 巢" 日 命 に 乞うて 、蛤 

さ れ た、 慰 貝姬の 事で あらう。 此の 話 は、 弓 

つて ゐる事 を 語る ものである。 叉、 此听に 


みこと やしろ こ こ 

命の 社此處 


四 五八 

た 弓矢が、 水の 上に 浮ん， て 流れて 来た。 そ の 時、 お 生れに 

なった 御子が 仰せられる やう は、 「これ は 私の 弓矢で は 

ありません」 と 仰せられて、 投げ捨て 拾うた。 次に は、 金 

• て 作った 弓矢が 流れて 來 たのて、 それ を 待ち受け てお 取 

り 上げに なり、 「此の 窟 は、 暗 ぃ窟 だな」 と 仰せられ て、 そ 

の 弓矢 で、 此 の 窟の中 を 射通し 給う た。 そ れ で、 御 母君な 

る 支 佐 加 比比賣 命の 社は此 所に ある。 今の 人が、 此の 窟 

の 附近 を 船 て 通行す る 時に は、 必 ず、 大聲を 張り 上 げ て 叫 

びながら 行く。 もし 默 つて 通行す る と、 神 靈が， 現 れて暴 

風が 起 り、 通 行の 船 は 必ず 顚 覆す るの，. て ある。 


見える、 大國 主命が 兄 君の 奸 策で 殺され 給うた 時、 

貝 姬 と 共 に、 大 國 主命 を 蘇生せ しめる ために 遣 は 一 

矢が 男子の 護身 具と し て、 惡 魔 を 返け る 威光 を 持； 

記された 御子 も、 暴風 神 的 性質 を備 へて ゐる やう 一 

思 はれる。 な ほ、 同檨 の 事 は.： f 根 郡の 加賀 鄕の條 にも 見え， 叉、 蛤 貝姬の 事に 關 して も、 同 C 

島根 郡の 條 に.  ， 


ほ ほきの さと  か. C むす， ひのみ こと み こ 5 む , か ひひ めの みこと ほほき どり  な  わた 

法 吉鄕。 (中略) 祌魂 命の 御子、 宇武賀 比比賣 命、 法吉鳥 に 化り て 飛び 渡.^、 此 處に靜 ま.^ ませ 

.0。 故 法 吉と云 ふ。 

と 見え てゐ る" 法吉鳥 とい ふの は， 鶯 の 事 で、 そ の鳴聲 によつ て 名付けられた 古名で ある。 

此 等の 數貝 姬， 蛤 貝 姬 は、 大 國中： 命 を 救 ふが 爲め に， 高 天 原から 出 雲 國へ來 て、 そのまま 此の 地 

にと どま り， こ れ らの傳 說を殘 された もので あらう 

神 語の 記載 本書の 中に、 しばしば 出て 來る祌 語 も. 國語的 表現 を 取 ^、記 紀に 見え た、 祌 

勅、 祌 語と 並んで 注意す ベ きもので ■ 古代の 辭 章の 特色 を、 よ く 具備して ゐる 文章で ある" 故 

に、 その 最も 重要な もの は、 旣に出 だ したが、 更に その 二三 を 掲げて おく ■ 

も り. 5 さと  お ほな もちの みこと 

意 宇 郡、 母理 鄕の條 に， 大穴 持 命の 詔に、 


あ  しら  すめみ ま の みこと とこ よ 

我が 造りまして 命す 國 は、 皇 御 孫 命、 平 世 に 

よ ざ  まつ  た，. *  いづ もの くに  あ 

知らせと 依し 奉 り、 但 八 雲 立つ 出 雲 國 は. 我 

が靜 まります 國、 靑 垣 山 廻らし 賜 ひて、 玉 珍 

置き 賜 ひて 守る。 
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自分が 經營 して 支配して ゐた、 日本の 國は、 皇孫 瓊々 杵尊 

に、 「永久に 支配 遊ばせ」 と 云つ て、 お 任せ 中し 上げ、 た だ 

此の 出雲國 だけ は、 自 分の 鎭座 する 國 であるか ら、 靑 々 と 

した 垣根の 如き 山に 周圍 を取卷 かれて、 珍しい 玉 を國讓 

の證據 として 残して おいて 二 說に、 自分の 魂 を 此の 國に 

留めて おい て) 自 分 はい つ 迄 も 此の 國を 守る 積り て ある. 

四 五 九 
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>  >  かみむ す. ひのみ こと 

と 見 え， 楣縫 I？ の 郡 名の 條に、 神 魂 命の 詔と して 

ち- ち たる あめ  U すの み V- たて よこ  み に； 1 りん ひろ たく な は 

百 千 ；^5-.天 の 曰 栖宫の 縱橫の 御 量、 千 足栲繩 


四 六 〇 


すべ ての 事物が 圓滿に 足りと との つ てゐ 

宮殿と し て， 日 栖宮を 建築せられ るに 當 り- 

法 は、 千尋の 如き 長い 清らかな 繩 で 多くの 

ぴ 合 せ、 結 び 下げ て、 此 の 天つ 神の 測量 せら 

つ て、 曰 本の 國を 經營 あそばさ れ た 大穴 持 

つ てさし 上げ よ。. 


る 神の 住居の 

たてよこ 

その 縱橫 の寸 

材木 を 澤山結 

れた 寸法に 從 

命の 宮殿 を 造 


持ちて、 百 結 結び 八十 結 結び 下げ て、 此 の 天 

み はかり  あめ  した 

の 御 量 持ちて、 天の下 造らし し大 神の 宮造 

り 奉れ。 

と ある.. お 言 葉な ど は、 祝詞 風の 上古の 莊 重な 文辭を よく 示して ゐる _ な ほ、 此 の 他に も、 意 宇 

はや しの さと  . 

都拜志 鄕の條 の、 大穴 持 命の 詔に、 


吾 が 御 心の 波 夜 志。 


此の 土地の 森林の 繋つ てゐ るの は、 自分の 心の 榮ぇ であ 

る。 


と あ b  、秋 鹿 郡惠曇 鄕の條 の、 須佐之 男 命の 御子、 盤 坂 日子 命の 詔 


此處は 國稚く 美 好し。 國形 畫辆の 如くな 

るか も。 吾が 宫は是 處に造 事ら む。 

と 仰せられ たやう な、 短 い お 言 葉の 中に も 

さて、 以上に 揭 げたやうな 數例 以外に は 


此の所 は、 土地が 新しく 綺麗て ある。 土地 

に似て ゐる。 自分の 住む 宮殿 は此 所に 造 

• 古意 を 示した 注意す ベ き 語句が 見え 

_此 の 古 風土記 中 の 最も 完備 して ゐる 


の 形 は、 g 妻 巴) 

ら う。 

る 

tjllft  fes  Jll -頁 


にお いても、 持に 揭げ るに ni- る だけの、 著しい _ 

話 を あげる 事 は、 他 の 書と 同様に 數ぉ ほいけ 

文章 內容 ともに、 何らの 生彩 ある もの に は 接 

漢文 式の 文章 此の 風土記の 文章 は、 槪し 

して ゐ るのに 過ぎない. 右に 揭げ たやうな、： 

に屬 する。 それ は、 右の 說 話が、 い づ れも、 語部 

らう。 これと 違って、 常 陸 風土記に 多く 見え 

見出す 事 は 出来ない。 ただ 次の やうな 文章 

来る でもら う。 「忌 部の 神戶 r 郡 家の 正西 廿 

tj きみ そぎ  いみ さと  かれい スべ 

る ^  、御 沐の忌 里な. -^。 故 忌 部と 云 ふ。」 と あ 

チカ" ノべ ニイ デュア リ  ノル  ヌ  ヲテ 

卽川邊 出湯。 出湯 所 d=r 兼-海陸 I 仍 男女 

老少、 或 道路 驗驛、 或， 海中 洲、 日 集成， 

市。 續粉 燕樂。 一 濯 則 形容 端正、 再 浴則ナ 

ク ゥ  リ ルマデ 二  シ トイ マコ 卜； 7 カレ クニ ビト 

萬病悉 除。 自告 至^、 無 jf, 得 jr 故 俗人 

曰，， 神 湯， 也。 
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窗所は 多く 見 富らない ので ある。 地名 原說 

れ ども、 い づ れ も、 極 めて 簡單な 事 がらに 過 ぎ す- 

しない.. 

て、 平凡で， ただ あ.^ のま まの 地理 的事實 を、 羅 列 

、特殊の 表現、 殊に 假名 書風の 表記法 は、 珍 L ぃ网 

： の 物語 を忠實 に記錄 した ものであるから であ 

た、 漢文 式の 美文 的な 箇所 は、 本書の 中 に は、 殆ど 

- は-さ うい ふ 傾向の ある 例と し て、 掲 げる 事が 出 

くにの みやつ こ かむ よ ごと ま を  みか ど  S ゐ 

一 里， 二百 六十 歩 • 國造、祌吉詞^|^し、朝廷 に參.！！； 

る 下 に、 

その 川の 邊に溫 泉が ある。 溫 泉の 在る 所 は、 海 と 陸と に 

またが つ てゐ る。 そ れ て、 男 も 女 も 老い た る も 若き も、 或 

は 陸上の 道路に 往来 を絕 たず、 或は 海中に 突き出て ゐる 

渚に 曰 毎に 集つ て、 市 を 開いた り、 盛 に 入り 亂 れ て 宴會を 

したりす る。 一 度 その 温泉で 身 體を洗 ふと 姿 形が 立派 

となり、 二度 その 溫 泉に 入浴 するとす ベての 病氣が 癒る。 

四 六 一. 


上代 文學史 上卷  四 六 一一 

昔から 現在まで 效驗 のない とい ふ 事 はない。 それで 土地の人 は 神の 湯と 云つ てゐ る。 

或は、 嶋根 郡、 前 原 埼の條 に、 

ぺ -r3  ^^Ir* ひ. サリっ tjll?""; プトコ^:、 ナ^" r  ノマ 、二 ッドヒ アル 匕" タノ シミテ 力 ヘリ アル ヒ； ヱラ -キテ カヘル コトヲ リスレ トキ ジ クニ ゥク ゲスル トコ ロナ リ 

肆松 Kf 欝 濱鹵淵 澄 男女 隨蒔 叢會、 或 倫 樂歸、 或 耽 忘， 歸、 常 燕 喜 之地矣 

右の 文章な どに は、 漢文 ヤエ、 の 美文、 四 六 駢驪體 の對句 風の 所 も あるが、 餘り著 しく はない，. 稀 

にあっても、 此の程 度で ある。 それで、 此の 風土記の 如き は、 形態の 完全ぶ 殘さ れてゐ る 割合 

に は、 文 學的內 容には 乏しい と 云 はなければ ならぬ。 

地誌 的 記述 併し、 一 方から 見る と、 地理 的 記述が 詳細で あるから、 その 點 から 云へ ば、 亦 

古代 研究 上、 甚だ 多くの を與へ る ものが ある 事 は 云 ふまで もない。 その 著しい. 例 を 一 つ 

あげる と、 意 宇 郡の 山の 名 を あげた 後に、 


凡 諸 山野 所， 在 草木， 麥門 冬、 獨活、 石斛、 前 %"、 高 


賈 衆、 白 

アキ ウル..， - , — 

漆、 鼓、 


藍、 

マヅ 

松、 

也、 


•--Hr  *.メ1フ ラ  ミラノ ネゥサ  ィヲ スキ 

：蕷、 苦參、 細 辛、 商 陸、 

字 或、 


本、 玄 參、 


薑、 連翹、 黄 精、 百 部 根、 

サネ カヅラ  ヒヒ ラギ  クズ 力.： M フ ノネ r 力 ミグ サ 

五味 子、 黄.^ 葛 根、 牡丹、 


柏 


字 或 


作. 栖 

熊、 狼， 


0. 


李， 

お 匕、 _ 

^ 1 


二  ： 

禽 獸、 t 


、 杉 

や mm 

チ ネ ホヮシ 

則 有，， 鵰、 


赤 桐、 白 桐、 楠、 椎、 海 石榴 字. 或へ 楊 梅、 


s 風 字. 或/ 

作. 隼 


鳩、 鶉. 


ぷャ 或 作，： 

二 

黃 離， 


0 作- 1, 0 

切, 惡 鳥 


0 狐、 飛： ！ #ft 之 族； 繁多 不％ へ P 之 


かやうな 調子で ある。 

本書の 主なる 神と 天皇 本書の 說 話に 登場す る 方々 に は、 さすがに、 最も 古い 文化 を 有 

して ゐる國 だけ あつ て、 神代の 神 々 が 多く、 か つ、 出 雲 神話に 關 係の ある さまざまの 神々 が、 地 

名を殘 して をら れる が， 此 の 地の 經營に 大功の あった 大國 主命 の 御 事 は. 必す しも 餘り 多く 

見えて はゐ ない。 殊に， 記紀の 神話で は、 殆ど 全く 存在の 無視せられ， てゐる 臣津野 命が、 此の 

風土記の 中で は 盛んに 活躍して をら れる事 は 注意 せられる。 「八 雲 立つ 出 雲」 の國名 さへ 

も， 此 の 神に よつ て 名付けられ たと 記し ■  r 國 引き ませる 八 束 水 臣津野 命」 と稱し て， 尊 崇 せ 

ら れてゐ るので ある。 それで、 古事記で は、 此 の 神 を 須佐之 男 命の 御 曾孫、 大國 主命 の 御 祖父 

の 如く 記して ゐる が、 飯 田武鄕 は、 須佐之 男 命の 御 一 名な の を、 別 神の 如く 傳へ たので あると 

說 いて ゐる。 とに かく、 本書 によれ ば、 出 雲の 地名 は、 大抵 神代に 發祥 した ものである。 人 代 

となって は、 僅か に、 景行 天皇、 欽明 天皇の 御 時に、 地名の 發 生した 事を說 いた 條が 見える に 過 

ぎない。 また 土地の 沃 塔に 關 する 記事の 甚だ 少ぃ事 も 注意す るに 足る。 出 雲 郡の 出雲大 

つち こえ いつつの たなつ ちの  い-よ しき ちしお ほみ たから うる ほへ る その  しげれり 

川の 條に、 「河の 西 逢 或は 土地 豐繞、 五 穀、 桑、 麻、 稔 疎、 百姓の 膏瞍菌 、或は 草木 叢生」 と あ 

る 所な どが、 多少、 此 の點に ふれて ゐる くら ゐのも ゆ で、 風土記 撰述の 命の 中に 記して あった 

條 項の 一つ を、 本 書 で は、 輕 視 して ゐる やうで ある 
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四 六 四 


四 肥 前 風土記 


目錄 以上の 三種に 較べる と， 肥 前 風土記の 殘れる 分 

りで ある。 先づ 最初に、 

郡 壹拾壹 所 鄕 七十 ^15、 驛壹 拾^ 所 I、 鋒貳 (拾 所 町 

と あ b  、これ だけの 內容を 有して ゐ たので あらう が、 今 殘る所 は、 

總 說函 名) 

驛壹所 j  ノ 中 (郡 名、 

烽壹 所ノ中 (郡 名、 鄕三) 

驛壹所 g  ノ中 (郡 名、 鄕三) 

驛壹 所、 寺壹所 I ノ中 (郡 名- 鄕四、 岡 一) 

驛壹 所、 寺 壹所ノ 中 (郡 名) 

驛壹 所、 烽 


は、 餘程少 い その 内容 は 次の 通 


基肆郡 

養 |< 都 


三 根 郡 

かむ ざき 

祌椅郡 

佐嘉郡 

小 城 郡 

松 浦？^ 


, ナ」 里 十 

(四) 一 

PP  JffL  CI  HI 一 , 

寿 &;; 十二 

(六し ft  4t 

鄕陸所 七 i, 

B, 广： 厅 里 二、 

所 おん 

(1 こ R 卜 

鄕陸 所はナ 

(七〕 S  二 

鄕漆 所お こ、 


泉 一、 鄕ー) 


鄉壹拾 


-T 里 二、 

十 六 


所 -ノ 中 (郡 名) 

驛 五所、 锋别 所ノ中 S 名、 


峯 


土  一-  .S ん ^ 


m 一  1 


畢 


一 ノ 巾つ 邵 名、 山 1 ) 


ョニ 


嶋 1 一) 

JKi 肆 t5 十三 ビ 

.sgf ぎ 火 M、 驛 壹 所、 烽 壹所ノ 中 (邵 名、 

It 所 §、 驛 所、 烽參 ギノ中 (郡 名、 鄕 一一、 

所？  ノー、 驛 "軋" 所、 烽 W 所ノ中 (郡 名、 池 


杵島 d«" 

藤津 

i  所， 一一 一、 驛¥ 烽， ノ中 I、  ？、 泉 一) 、 

郡 名の 十一 ま 揃って ゐ るが、 鄕名 など は 隨分缺 けて ゐて 直な の は 一つ もな，、 4 に ほ 

初の f の 部分の みを傳 へて ゐる のみで、 それ 以下 を 全く 缺 くもの も t さ， つして 巾に 

は 「以下 股 漏」 と 明かに 斷 つて ある 郡 も 多く ある 如く、 此の 書 は、 甚だ 不完全な 抄出 本な の 

|の體 裁 所載の 事項 は、 鄕 名の 下に. その 所在 を 示し、 f は 地名の まを說 いたに 

u^pillli!, 地名の， お r.: て"、：：：： 

ま S で？ い is へて ゐる所 は 割合に 少ぃ が、 それでも-時として 可 f  ，地名 ひ 

ついて、 興味の 菜い 說話を 叙した 所 も ある 歌 謠も若 千 記して ゐる 

，鏡 渡と 擢振 峰傳說 その 中お 浦 郡の 權振峯 の傳說 は、 最も 記す に 足る そリ. "し 

て ある 镜 渡の 說 話と ともに 5? げて 見よう. 

.  iL 六 五 
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上代 文學史 上卷 

鏡 渡 

ひかし ひの くま いほりぬ の み にあ S のした しろし 

昔 者 椅隈廬 入 野ぎ 御宇 

みこと  みよ お ほ とら のさ で ひこの むら じ 

皇の 世、 大伴狹 手 彥連を 遣 

く どら 

め、 兼 ねて 百 濟の國 を 救 ふ 

の 村に 至る。 


しし たけを ひろ くに おしたての すめら 

武少廣 國押楣 天 

して、 任 那の國 を 鎭 

みこと うけた ま  ま か ^ 

" 命 を 奉 はりて a 


來て、 此 

卽ち篠 

丄 とひ ひめ 

^日姬 

を 成せ 

かた 一つ きら 

容貌 美 


原 村 


條 シー 


謂 ふ 


の 


子 を 嫂， ひて 措 

L 日 下部 君 等 

り f  .?  < 

麗しく 特に 人 

れ た り。 分 5^ 


るる 日 

おく 

に祖 〔る 


鏡 渡 

昔、 宣 化 天皇の 時代 

し て、 そ の國を 治め 

救濟 せしめられた- 

都 を 出 で、 此 の 村に 


鏡 を 取りて 娘 

. 婦悲み を 含 

み て、 啼 きつ つ 栗 川 を 渡る 

えて^に 沈め り。 因りて 

とぶ ひや 

ひ1.1^|郡の東に在，れ 烽家 

f ぉメ-の 名，^」招振條と 曰 ふ 
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に、 大 伴 狹手彥 連 を 任 那國に 派遣 

し め、 兼 ね て、 百 濟國を 高麗 國 から 

そ れ で、 狹 手彥は 命令 を 受け て、 

来た。 さう して、 篠原 村で 妻 を 求 

め て、 弟日姬 子と 結；^ 

しこ。 弟 日 姬子は 日 

しテ 下部 君 等の. g 

で 先 


に、 與 れる 鏡の 緒 絶 

鏡 渡と 名づ く。 


渡 る と、 貰 つた 鏡の 紐が 切 

れ で、 此 所 を 鏡の 渡と いふ 


襟 振峯 


. つ ふ 此の 姬は 容貌が 

美 し く、 最 も 人に すぐ 

れた 美人 で， あ つ た。 

像 別れる 曰に、 狹手蜜 は 

m 鏡 を 弟日姬 子に 與へ 

故 た， 弟 日 姬子は 歎き 

货 

C 悲し み、 泣 きなが ら、 そ 

の 鏡 を もつ て、 栗 川 を 

れて 川の 中に 落ちた。 そ 

の で あ る。 


に 逢 家が 置 


郡の 柬 -レ 在ろ。 此の 

かれて ゐ て、 そ の 名 招 振 條と云 ふ 


お ほ とも のさ で ひこの むら じふ わ いだ 

大伴狹 手彥連 船な 發 

ひめ 二 こ. -  ひれ  ちち 

姬子此 に 登 り、 槽 を W 

振 峯と名 づ く， 然 る 

日姬子 ％ 手彥 連と 相 

て 五日 を經し 後、 人 有 

をみ 

夜 ご とに 來り て、 婦 

寢 ね、 曉 に 至りて 羊 


し 

分 

共 


て 

17. 

一 一 

ォ 


任那 

まね 

り 招 


り。 容止形 貌狹手 彥に似 

J しみな そ  -V 

たり。 婦其を 怪しと 抱 ひ 

て 忍默し 得へ ず。 竊に績 

を  すそ 

麻 を ffl ゐて 其の 人の 斕に 

ji  を  まに ま と  つ 

0 け、 麻 の隨に 尋め往 くに、 

みね いただき  あたり 

此の 峯の 頭の 沼の 邊に到 

いね  をろ ち 

る。 寢 たる 她 有り。 


人に して 沼の 底に 沈 

の脣に 臥せり， 忽ち 

笫ニ 編 第三 章 


渡 る 時、 弟 日 

, 因 り て 檔 


めり。 頭は她 にして 沼 

人と 化爲り て、 卽ち 謌 ひ 

風土記 


大伴 狹手彥 連が 船な 

子 は 此の 山に 登って 


直ちに、 その 頭 

唄った。 


つた 時、 弟曰姬 

招いた の で 、襟 

あ る。 所 が、 弟 

れて五 R たつ 

晚 弟日姬 子の 

に寢、 夜 明 方に 

く。 そ の 姿 形、 

ゐ るの で、 あ H 

に 思 ひ、 知 ら ぬ 

は 行かな かつ 

その 男の 着物 

の あとに 從 つ. 

山の頂の 沼の 

一 匹の 大蛇が 

間の 姿 て、 沼 の 

は、 大蛇の 頭 で、 

た。 さう し て 

の やうな 耿を 
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つらく。 

しぬ はら  ひ i ゆ  ゐ. JJ  しだ，' 

篠 原の 弟姫の 子 を さ 一 夜 も 率 1^ てむ 時 や 

くだ 

家に 下さむ 

時に 弟日姬 子の 

から もろびと や  ， 

族 衆を發 りて 昇りて 看る 

- とも  -ゥ  あ 

り 生 に 亡せ て存ら 


たリ  しかばね 

に、 ffi 人の 屍审 り- 

( ひ h ，つ 

卽ち 此の 峯 に 就 

いま 

其の 墓 見に 在り。 


從女走 

りて 看 

ず。 ^ 

. 各 弟 

きて 墓 


を 


て 親族に 吿ぐ。 親 

をろ ち 

に、 她 と 弟曰姬 子と 

其の 沼の 底 を 見る 

姬 子の 骨と 謂 ふ。 

造りて 治め 置 く。 


篠原 村の、 弟 日姬子 を- 

が  あるから  に  は、 此 の 

* ゆかぬ 二 緒に、 いつま 

その 時、 これ を 見た 弟 曰 

げ歸 り、 家族の 人々 に此 

人が 多勢の 人 を 遣 し、 此 

弟 日 姬子も 共に 姿 は 見 

で、 其 の 沼の 底 を 見る と- 

た。  人々 はこれ を 弟 日 

そ れ て 此の 山に 弟日姬 

その 墓が 現在， て も ある- 


四 七 〇 

■ たった 一夜て も、 共 に 寢た時 

まま その 家に 歸 すわけ に は 

で も、 此 の 沼の 底で 暮らさ、 2 

姬 子の 召使の 女 は、 走って 逃 

の 事を吿 げたの で、 家 族の 人 

の 山に 登って 見る と、 大蛇 も 

え ず、 な くな つて ゐた。 そ れ 

，ただ 人間の 死體 だけが あ つ 

姬 子の 骨 だら うと 云つ た。 

子の 墓 を 造つ て 骨 を 埋めた。 


振 峯傳說 の變遷 鏡 渡の 方 は ■ 沈 鐘 博說に 類す る もの で、 名器 


ふ 傳說の 含む 思想と 關 係が あらう， _ 權振峯 の 

要素が 入って 來てゐ る (か 事記參 照、 要するに 

てし まった が、 此の 話 が、 後人の 心 を 引いた 所以 

なく、 むしろ、 新婚 間もなく 夫に 別れな け れ ばな 

に 船に 乘 つて 出て ゆく 夫 を、 山 の 頂から 頜巾 を 


方 は、 三輪 山 傳說と し 

，此の 風土記の 傳 へる 

は、 さ うい ふ 怪奇 神秘 

ら なくなった 女性 が、 遙 か に 海 を 

振って 見送った とい ふ 悲劇的な 


が 河川に 埋 

て 知られる 

所 は、 著 し く 

♦/  i  as  {  ^ 


沒し たとい 

它昏兌 舌 -っ 

虫 i き； S さ n  0 

傳說 化さ れ 

つたので は 

隔 て た 這 國 

情 景 にあつ 


たので あつ て、 そ れ は、 不如歸 の逗子 の 海岸の 別の 場面に 涙 を 注い だ、 明治時代の 女性の 心理 

と 同一で ある r 仙 覺抄に 引く 所の 肥^ 國 風土記の 帔搖岑 の 文章 は、 此の 古 風土記と 異な つ 

てゐ るが、 これ も、 「離別 之 日、 乙 等比 賣 登，， 此 life 招、 因 

以爲 ^ 名」 とい ふ 事 だけ を 記して ゐる にと どまり、 萬 葉集卷 

五に、 此" 物. 語に つ いて 大伴 旅人が 記す 所の 文章 も 亦、 婦人 

肥 が 別れ を 悲し み、 遂 に 頜巾を 取って、 これ を 振った ので、 傍ら 

前 の 人々 が 涙 を 流して 悲しんだ とい ふ點 に、 中 心 を I 直いて ゐ 

松 るので ある。 婦人の 名 は， 此 の 風土記に、 弟曰姬 子と あ り、 仙 

浦 覺抄に 引く 所の 肥前國 風土記に は NJ 等比 賣と ある。 此の. 

バ 兩者 は、 同 一 名と 見ても よから うが、 萬 葉 集卷五 に大伴 旅人 

の 記す 所 は、 松 浦 佐用嬪 面と あって、 名が 甚だしく 違つ てゐ 

る。 尤も、 弟姬 は、 年若の 美 しい 少女に 對 する 親愛の 意味 を 

籠め た 一 般 的呼稱 であり、 小夜 姬の方 が、 眞 實 の 名で あると 

も考 へられる。 後世 で は、 此 の 萬 葉集卷 五に 出で た 名が 傳 へられて ゐる。 併 し、 風 土 記 の 所 

傳も、 萬 葉 集に 記す 所 も、 婦人が 石に 化した と いふ 話 は 全く 傳 へて ゐ ない。 これ は、 -乂那 の 幽 
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.M 代 文 * 史上 卷  ra 七 二 

明錄に 見える 望 夫 石 傳說を 取り入れて、 此の 谱振峯 の傳說 と附八 口した ものである： 「武昌 の 

北山 上に 望 夫 石 有り" 狀 人の 立てる が 若し。 古 傳に云 ふ。 昔 貞婦 有. o。 其の 夫、 役に 從ひ 

這ぐ 國 難に 赴く。 弱 子を携 へて 此の 山」 餞 送す" 立ちて 夫 を 望み、 化して 石と 爲る。 因.^ 

て 以て 名と 爲す」 と あるの を 、領布 振 傳說の 蛇婚說 話の 代りに 入れ て、 松 浦 小夜 姬の 事と し、 

一 層 哀れ 深く 作りな したの は、 中世 期の 好事家の 仕業で あら う， 

大樹 說話 佐嘉 郡の 郡 名に ついて 記した 所に は、 大樹 傳說 を傳 へて ゐる， 

ムカシ f スノ キヒト モト  ヒ タリ  ノ  二  ミチ- ダタ カウ ヒ> -デ  f  < す -.っ.7 レリ  アサ ヒノ  デニ ォスヒ シマ ノカマ 力： ャ マラ ュフヒ / 

昔 者 撺樹ー 株、 生， 於 此村； 幹技秀 高、 塞 繁茂、 朝 曰 之 影蔽， 杵島郡 蒲 川 山； 慕 日 之 

カゲ 一一 ォ- でへ；！' ャゾ /  ノ 々サ ョコ ャマプ 

影 蔽，， 養父 郡草撗 山， 也  ， 

此 の、 朝 曰 夕 曰の 對照 は-古 代 の 文辭、 傳說 に 見られる 所で ある が、 右 の 文章に は、 漢 文 式の 對句 

くす  <； き  さかえ G  くに 

的 修辭が 見え る- 此の 樟樹 が榮 えて ゐ るの で、 日本 武 尊が 榮國と 名付けら れ たの を、 佐嘉郡 

なご  さかし め  r- ん しめの こ 

と 改めた ので ある。 また ー說 に、 荒ぶ る 神 を 祭り 和めた 賢 女が あつたので、 賢 女 郡と 云った 

の を、 佐嘉 郡と 改めた ともい ふ- 尤も. 此の 一. 說に 「山の 川上に 荒ぶ る 神 有り 、往来の 人 半ば.： さ 

, し  ひめこ そ  ひかし  -V  みち ！？  さは 

t ば 殺に ぬ」 と あるの は、 基 肆郡姬 社 鄕の條 に、 「昔 者 此の 門 の 西に 荒ぶ る祌 有り、 行路く 人 多に 

殺害 さえ、 半 ば 凌ぎ 半ば 殺に ぬ J そ れ で、 此 の 祌を祀 り 和めた と 記して あるの に、 似た 筆法で ， 

あ る- 叉、 佐嘉 郡の 佐嘉 川に は 年魚の ある 事 を 記して ゐる が、 神 崎 郡の 三 根 鄉の條 でも、 松 浦 


•i^ の條で も、 年 魚の 取れる 事 を 記して ゐる. 年魚 は、 此 の 附近の 名產 であった らしい 

神 功 皇后 その 松 浦 郡の 年魚に 關 して は、 祌功 皇后の 三韓 征伐の 說 話が 名高い。 


せ 日 者 氣 息 

て、 此 の 郡 

進 食した 

ま 


し- 

の  石の 


足 姬 

に 行 

ま ふ- 

を 餌 

上に 


尊、 新 

で ま 

と 爲 

登 り 


羅を 征伐た 

して、 玉 島の 

に 皇后 針 を 

し、 の絲を 


んと欲 ほし 

ト 可 

勾 げ 


び S. 


つ hii 

て、 鈎 


縛 と 


ま し て、 鈎 を 棒げ 


爲し、 河 

ほざ たま 

て祀曰 

求 か土ホ 

な ば • 細 

て 鈎 を 

投げ いれた まふ。 片時 ありて 3^ して 其の 

物な り 


、、g 新 Si を 征伐ち て 彼の 財寶を 

；り せり。 其の 事、 功 成り |g 旋ち 


鱗の 魚 朕が 鈎 綣を吞 めと。 旣 


し 


魚 を 得つ。 

希見メ ヅ 

と シと謂 ふ 

りて 松沛 郡と 謂 ふつ 

はつな つ う づ *. 

孟夏の 四月に は <s 


： )u 曰 は く、 甚 希 見し き 

めづら のく に い 

C 因 り て、 希 見 國と曰 ふ- 

所以に 此の 國 

針 を 以て 年魚 を^る。 §fr 夫 ^れ どもえ ii ず- 


, あやま 

. 今 訛 

をみ な 

の 婦女 


昔、 神 功 皇后が、 新羅 を 征討 

おいでな り、 玉 島の 小 河の 

、 ) で、 皇 后 は 針の 先 を 曲げ 

着物の 裳の 糸 を 取って 釣 

り 給う て、 釣 針 を 差し上げ 

は 新羅 を 征討し て、 そ の 財 

し、 此の 事が 成功して 凱旋 

の 垂れる 鈎に かかる やう 

中に 投け 入れ 給 ふ と、 暫く 

そこで 皇后が 仰せられる 

だ」 と 仰せられた ので、 め 

つて 松 浦の 郡と いふ。 そ 

にに 每年鈎 を 垂れて 鮎 を 

らな いとい ふ。 
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し よ う と 思 召 さ れ て、 此 の 郡に 

附近て 御飯 を 召し 上った 1 そ 

て 釣針と なし、 御飯 粒 を 餌と し、 

絲 とな し、 河 の 中の 石の 上に 登 

て 祈り 申される やう は、 「自分 

寶を 得ようと 思って ゐる。 も 

する 事が 出来るな ら、 鮎 が 自分 

に」 と 仰せられ て、 釣針 を 河め 

し て、 果 して その 魚が かかった- 

やう は、 「これ は大變 珍し い 物 

づ らの國 といった の を、 今 は 訛 

れ で、 此 の 國の女 は 初夏の 四月 

釣 り、 男 子 は 釣つ て も 魚が かか 
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釣に よつ て 占 を 遊ばさ れ たので ある。 

土 蜘蛛 土 蜘蛛の 事 も 多く 見えて ゐる。 國 名の 所 に、 土 蜘蛛 打猴. 頸猴， 佐嘉郡 の 郡 名の 條 

に、 土 蜘蛛 大山 田 女. 狹山田 女、 小 城 郡の 郡 名の 所に も、 土 蜘蛛 (名な し)、 松 浦 郡の 大家 島の 條に、 土 

蜘蛛 大身、 値嘉島 の 條 に、 土 蜘蛛 大耳. 垂耳、 杵島 郡孃子 山の 條に、 土 蜘蛛 八十 女、 藤津 郡の 能美鄉 

の條 に、 土 蜘蛛 三 人 (大 白. 中 白. 小 白)、 彼 杵 郡の 郡 名の 所に、 七蜘 蛛 (名 な し)、 同、 浮 穴 鄕の條 に. 十-蜘蛛 

浮穴沫 媛、 同じく 周 賀鄕の 條に" 土 蜘蛛 欝比 袁麻呂 等が 出て ゐる。 此の 土 蜘蛛と いふの は、 此 

の 地方に 蹯 居して ゐた 先住民族 であらう。 中央の 皇 化に 服 從 しない もの も ありま た、 從 順 

なの もあった •  .  , 

地誌 的 記述 物產に 就いて は、 松 浦 郡の 値嘉 島の 條に， 

則， T  、檳 榔、 ：}4 蘭、 &子、 木蓮 子、 黑葛、 篁、 篠、 木綿、 荷、 直 有り。 海に は 則ち、 

鲍、 螺、 鯛、 鯖、 雜魚、 海藻- 海松、 雜海菜 有.^" 彼の 白水 郞は馬 牛に 富 む 

などの 如ぐ：？^ されて ゐる が、 か うい ふ 記載 は 多くな く、 土地の 沃堵の 記載に 至って は 全く 現 

存の 部分に は 見えて ゐな い 

文章の 特色 本書の 文章 は大體 純粹の 漢文 的な 所が 多い。 併し、 常 陸 風土記の 如く、 强 

ひて 美文 的に 潤飾 せられた 所 はない. Hg 順し い 漢文 調で ある。 從 つて、 國 語に 譯 して 讀む 


事 も 困難で はない。 假名 を 交へ 用ゐ たや うな 所 は、 歌謠 を^ いて は 極めて 少ぃ。 阱 しまた- 

必要に 應 じて は. 假 名で 訓法を 註した 所 も ある. 基肄 郡の 條に、 

7  7  y  フク 

ノ イノ ミラ，  つッ ヒチ  ？！i^ クタ リ W リ マ 匕 7 ゾビ イデ キテ ォゾ ヒォ. •  II カスト  ーコ ヲ 

其 夜 夢 見、 臥 機 r?^- 都 # 1， 舞 遊出來 肩 驚 珂 是 古， 

さ やま  .^5^1  \  0 

同、 狹山鄕 の條に 

日； 分明 村ト ふ？  佐 

夜 0 志， 

と 見える 類で、 かやう に 訓註を 記して ゐ るの は、 本文 を 漢文 的 に 書いた 事を證 する もので あ 

る。 播磨 風土記で は、 か かる 訓註を 要する やうな i 固 所 は、 大 抵、 假 名 書に して ゐる。 本書 と、；^ 

覺抄に 引いて ゐる 肥" 國 風土記と が、 別種の ものである 事 は、 前 に 述べた 通りで ある。 

年 時の 明かなる 記載 此の 風土記の 時代 は、 崇祌天 皇， 景 行 天 皇、 日 本 武 尊、 應 祌 天 皇、 祌 功 

皇 后、 下 つ て 宣 化 天 皇、 推 古 天皇の 御 時の 事が あ .0、 就 中、 景 行 天皇の 巡狩に よつ て、 地名 を 生じ 

た 所が 少 くな く、 ま た、 日 本武 尊の 御 事 も、 祌 功 皇后の 御 事 もしば しば 揭記 せられて ゐ る。 

五 豐後 風土記 

目錄 璺後 風土記 は、 卷 首に、  . 
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君 s 所-. 


里 


绍 四十 百 4. 

と ある が、 そ の內容 は- 

總 說 (國 名) 

日 田^ 


、九) 


並 


攻所 I 


^  -  L  f  M 下、 


寺 il^;  寺 


く  i 

攻珠 君！ 

直 入 郡； 

大野 郡 

海 部 郡 一 

大分 郡 一 

速 見 郡 一 

,、 ざき 

國崎郡 一 

以上の 如く 


S  J 一 

鄉伍 所れ i、 驛壹 所ノ中 (郡 名、 ； 

鄕 參 所 s、 驛 壹所ノ 中 (郡 名) 一 

S  ::-  一 

鄕肆所 1 驛 壹所ノ 中 (郡 名、 B 

鄕肆 所！？ 一、 驛武 (所、 

鄉肆所 5 一、 .驛壹 所 

鄕攻所 ほに、 驛壹 所、 


坂 


山 


鄉伍 所ち、 驛貳所 ■ 

鄕陸 所お.， 一、 ノ 中 (郡 名、 


野 三、 峯 

烽 壹所ノ 中 (郡 名、 市 一 、 

锋或 所ノ中 (郡 名、 鄕三) 

烽壹所 

烽 壹 所 ノ 中 (郡 名、 溫 泉 


寺 t ^(所 ノ中 (郡 名、 河 


峯 


水 一) 

野 一) 


であり これ も 肥 前 風土記と 同様の 抄出 本で ある- 

年 時の 明かなる 記載 本書の 體裁、 記法、 頗る 肥 前 風土記に 類似して ゐて、 同 一 人の 筆に 

なった もの か、 少 く と も、 全 然 別個に 書かれた もので はな く、 そ の 間に 關 係の ある 事 は 明かで 

ある 從っ て， その 内容 も 肥 前 風土記に 酷似し、 景行 天皇の 巡狩の 御 時の 話が 多く、 下つ て は 
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欽明天 皇、 更 に 下って、 天武 天皇の 御 時の 事 も 見える。 此の 天武 天皇の 時代になる と、 全 く 記 

錄 時代の 面影 を傳へ てゐ て、 その 書きぶ り も 違 ひ、 日 田 郡の 五 馬 山の 條に、 

ァス カノ キヨ ミフ ノ  ：- ャニァ メノシ クシ a シ メ  . ン シス/一 フミコ トノ ミヨ ツチ/エノ トラ ズ トシ  二 ナ キ， リテャ マ ザ 力 サク々 ヅル 

飛鳥 淨 御原 宮 御宇 天皇 御世 戊 寅年、 大 有 = 地 震， 山 崗 裂 崩。 

と あるの は、 天武 天皇 六 年の 事で、 播磨 風土記に 見える、 天武 天皇 時代の 事が、 正確な 年代 的 記 

錄を 保って ゐ るの と 同様に、 最早. 此の頃 になる と、 年代 的 に 正確な 記錄 が殘存 して ゐ るので 

あ る， 

土 蜘蛛 ヒ 蜘蛛の 事が 多く 見える の も、 肥 前 風 七 記と 问樣 で. 日 田 郡の 石 井 鄕の條 に土蜘 

蛛 (名な し)， 同， 五 馬 山 の條に 土 蜘珠五 馬 媛， 直 入 郡の 禰疑 野の 條 に 土 蜘蛛 打 猿 八 田. 國摩 侶， 同、 蹶_ 

石 野の 條に 土蜘 蛛 (名 な し)、 同、 宮 野の 條 に土蜘 蛛 (名 なし)、 大野 郡の 海 石榴 市、 血 田の 條に 石窟 

土 蜘蛛、 同、 ぎ 磯野の 條に土 蜘蛛 小 汁 鹿 奥. 小 "竹 乾 .臣、 速 見 郡の 條に土 蜘蛛 靑. 白 等の 名が 見える。 

元来、 景行 天皇 の 九州 巡狩 は、 熊 襲 族 を 平定 せしめられる 事に あつたが、 土 蜘蛛の 如. き異 民族 

の服從 せざる もの も 亦、 これ を歸屬 せしめられ たの である。 從っ て、 土 蜘蛛の 事が， 此の 九州 

の 風土記に 多く 見える の も當然 である。 日 田 郡の 石 井 鄕の條 に 日 田 川に 年魚の 多い 事 を 

記 し、 大分 郡の 大分 河 の條に も、 年魚 の 多く ある 事 を 記して ゐ る 事 も、 肥へ g 風土記 に 類して ゐ 

る が、 た だ、 溫 泉の 記事の 多い の は、 本書の 特色で、 さすがに 上代よ.^ 溫泉國 たる 事 を 示して ゐ 


る 


白鳥 化 餅傳說 本書の 說 話の 中で 名高 

^ は、 豊後 の國 名に 關 する 條に 見える， 


i よくに のみちの しりち i  i よくに のス ちの くち  ひ』 とっくにた  £; か 

豐 後 國 は、 本、 豐 前國と 合せて、 ー阔爲 り， 昔 


あけ ぽの 

日 の 味爽 に、 忽ち 


し £ き むくの ひじろ のみやに あめのしたし ろしめ.^ 

者 纏 向日 代宮 御宇 ： 

あた へら  おや うなで  のり ご 

直 等 が 祖、 蒐 名手に 詔ち 

とよく にの みちの く  t 

はした まふ， 豐前國 の 

.往 き 到れる 時、 曰 晚 れ て 一 

白 鳥 

來て、 此の 村に 都り 集ま！ 

者を勸 めて 其の 鳥 を 看 一 

な  しま し  ほど 一 

と 化爲れ り。 片時の 間！ 

に 化れ り。， 花 葉 冬 も 幾 

あや  お も  よろ こ 

て、 異 しと 爲 ひ、 歡 喜 び て 一 

る 芋 は、 未 だ 見し こと も 一 


しお ほたら しひ このす めら みこと と よ 

大足 彥 天皇、 璺 

LJ よくに  4" さ 

て、 豐 國を治 


め に 

-, かつ。 こほり なか とみ 

仲 郡の 中臣村 


11 宿れり。 

有りて 北從 

る。 蒐 名手 

せに 遣れり 

また 5 ちち 

に、 更 芋草數 

ゆ。 菟 名手 

云 へ らく. 化 

t こ， 

有らず。 實 


遣 

る 

び 


卽ち 

) 鳥 

千 許 

之 を 

り 生 


一に 至 德 
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の は、 白き 化 餅傳說 である。 二箇所に 出て ゐて、 


豐後國 は、 もと、 豐前國 と 合して 一 つの 國 となって ゐ た f 

昔、 景 行 天皇が 豐國直 等の 先祖で ある 菟 名手と いふ 者に 

命 じ て、 豐 國を 支配せ しめる 爲 めに 派遣 あそばされた。 

それで 菟 名手が 豐前國 の仲津 郡の 中臣 村まで 来た 時、 H 

が 暮れた の て 宿に 泊った。 翌日の 夜明け 方に、 急に 白い 

鳥が 北の方から 飛ん.. て 来て、 此の 村に $1- まった。 それ で、 

菟 名手が 召使に 云 ひ 付けて マ V- の 鳥 を 見せに やる と、 烏 は 

餅と なつ て、 暫 らくの 間に、 今度 は澤 山の 芋 草と 化して し 

まった。 此の 芋の 花や 葉 は、 冬，. ても榮 えて ゐる。 棄 名手 

はビ れ を 見 て、 不 思 議に思 ひ、 喜 ん て 云 ふやう は、 「かや う 

に 鳥が 芋に 化する と 云 ふやうな 事 は、 未 だ 見た 事 もない 

不思議な 現象で ある。 これ はまこと に 天皇の 御 恩德の 

感應 であり、 天地の 神が 奇瑞 を 示し 給うた に 違 ない」 と 

云 ふの で、 直 ぐに 朝廷に 參 上して、 詳しく 樣子を 天皇に 御 
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いたれろ しろ， J あめつちの あやなり と  みか ど  まゐ のぽ 

之感、 乾 坤之！ r 旣 にして 朝 庭に 參上 

つばら； 1 きこえまん，  すめら みこと こ * よろ こ 

りて 擧 状に 奏聞し き。 1K 皇玆 に歡 喜び ま 

し て、 卽 ち蒐 名手に 勒ち て、 言 は く、 天 之 瑞 物、 

つちの ぶーよ くさ みまし 

地 之 豐 草、 汝 が 治 むる 國は豐 國と謂 ふ ベ し 

と。 重ねて 姓 を 賜 はりて 豐國 直と E ふ。 

因りて 豐國と E ふ。 後に 兩國に 分 ち、 豐 後 

みちの しり 

國 を 以て 名と 爲 す- 

餅 化 白鳥 傳說 これ は 白鳥が 餅と 化 

の條に 見える もの で 

くに つち こ  に ひ だり 

此の 野廣く 大きに、 土地 沃腴 えたり。 開墾 

たより  くに  たぐ  むか し く ぬち  た 

の 便、 此 の 土に 比へ る 無し。 昔 者 郡 內の百 

姓、 此 の 野に 居りて 多く 水田 を 開けり， 糧 

うね  のこ  .W の  おご  もち ひ 

を餘し 畝に 宿 し、 大 きに 己が 富に 奢 り、 餅 を 

作り 的と 爲す。 時に 餅 白鳥と 化 り、 發 び て 

ゆ  その L,- し  ほど た み 

南 に 飛 く。 當 年の 間、 百姓 死に絶えて 水田 


四 八 〇 

報告 中し 上げた。 それで 天皇 も 甚だお 喜びに な り、 M 名 

手に 仰せに なるやう は、 「これ は 天が 奇瑞 を 示した 物で、 

地上に 豐熟を もたらす 草で ある。 故に， お前の 治める 國 

は 豐國と 名付けよ」 と 仰せられた。 更に 菟 名手に 姓 を 

賜 はつ て豐國 直と 云った。 か や う な わ け で 豐 國 と ^^：  ；：! 

け た が、 後 に 二つの 國に 分け て、 此 の 國は豐 後國を 名と し 

たので ある。 

た 話で あるが、 それと 反對 なの は、 速 見郎の 田野 

此の 野 は廣く 大きくて、 土地 は 肥沃. て ある。 新しく 開墾 

する のに 都合の よい こ と、 此 の 土地の やうな の は 他に な 

い。 昔、 郡內の 百姓が 此の 野に ゐて、 澤 山の 水田 を 開墾し 

た。 然るに、 食糧 を 粗末に し、 殘飯を 畝に 棄 てたり し て、 大 

いに その 財產の 富んで ゐる事 をた の み、 贅 澤 し て、 餅 を 作 

つて は、 これ を 的に して 矢 を 射たり した。 する と、 餅 は 白 

い 鳥と 化して、 南の 方に 飛び立って 行って しまった。 そ 

の 年の 中に、 百姓 は 死に絶えて 誰も 水田 を 作る ものが な 


を 造 ら ず、 遂 に荒廢 てたり。 自時 以降 水田 

に {且 しから ず、 今 田野と 謂 ふ は 其の 緣 な り。 


く、 遂 に 荒 魔して 野と なって しまった。 それ か ら、 後 は、 水 

田 を 作っても 出来が よくない。 今 此所を 名付けて 田野 

とい ふの は、 か うい ふわけ で あ る。 


此の 話 は， 取 b わけて 有名な もので あ 

日本 武 尊の 靈が 白鳥と 化して 飛んで 行 

あ る。 餅 も 亦、 祌 聖な ものと して 祝祭の 

餅と 化した の は、 國の 富み 榮 える 前 兆 で 

る 前兆で ある- 一面に は、 白鳥と 餅との 

これと 同一 の 話 は、 山城 風土記の 佚 文に 

秦 公伊呂 具と い ふ 富豪が、 奢 つ て、 餅 を 的 

と 名付け、 その 白鳥が 山の 峰に 居た 所、 稻 

ある。 上代に は 白鳥が 澤山 繁殖して ゐ 

える。 常 陸 風土記の 白鳥 里の 地名 起原 

亦、 互 に關 係が あ り、 古 代 民の 信仰 を 見る 


るが、 古代 民が 白鳥 を もつ 

つたと い ふ傳 說を傳 へ て 

折に 用ゐ たので ある" 此 

あり、 餅が 白鳥と 化して 飛 

間に、 色と か、 杉狀 とかの 連 

も 出て をり、 鳥 部 里、 伊 奈 利 

にした 所、 餅 が 白鳥と 化し 

が 成った の で、 稻荷 社と 云 

たから、 かやうな 口碑 傳說 

說話 は、 白鳥 處女 說， 話の 一 

事が 出來 るので ある， 


て、 靈 鳥と 考 へ て 


ゐる 事に 

の 靈鳥 の 

び 去る の 

想 も あつ 

社の 名稱 

て 飛び去 

ふ 名 を 付 

が 諸國に 

種と 甲：" は 


よって 

白鳥 が 

は、 土地 

こ A 

の 起 

つ た 

ナ こ 

あった 

れ るが 


ゐ た 事 は、 

も 明かで 

、神 を 祭 る 

の 衰微す 

あ ら う。 

について、 

ら、 鳥 部 里 

いふ 事で 

ものと 見 

、これら も 


地誌 的 記述 本書の 中に も、 物產の 記述 等 は、 極め て少 く、 土地 
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の沃 錄に關 して は、 上記の 

四 八 1 


上代 文學 史上 卷  叫 尸 一一 

田野. の條に 見える だけで ある が、 こ れ も-地名 起原 說話 に、 土地の 沃 えて ゐ ると いふ 說 明が 是 

非 必要な ので ピれを 記した もので、 必す しも， 風土記の 記載の 必要 條件 として、 これ を 記して 

^るので はない。 

文章の 特色 文章の 特色 も 肥^ 風土記と 全く 同 一 で、 漢文 的 傾向が 著しく、 前記の 例文 

にも ある 如く、 「至 德之感 、乾坤 之瑞」 と 云った やうな 對句的 修辭も 見られる が、 繁 縛な 文飾 

はなく、 了解し やす い 漢文で、 日本式 漢文と 云 つた やう に碎 けた 丧 現の 崮 所は少 いが、 文字の 

使用法 は、 や は り、支 那 人の 漢文に 比 ベ る と、 日 本人に 親しみの 多い、 わかり^い.. 乂 字が 使用せ 

ら れてゐ て、 純粹の 漢文と は どこか 違った 感が與 へられる。 必要に 應じ て、 訓讀 を-湖 註で 記 

した 事 も 肥 前 風土記と：^ 一  で、 

有，， 蛇 靄， ，於.' i 人 部、 球 覃鄕の 條) 

箇美， 

日お ま 啯：？ ,1 (大 野 郡、 き 磯野の 條) 

美 須， 

取 i 气勝ぼ K ，保.' (海 部邵、 穗門鄕 の條) 

都 米- 

m^m K ^-? (大分 郡、 酒 水の 條) . 


の 如くで ある。 歌謠は 一首 も 出て ゐ ない。 

第三 節 風土記の 逸文 

I 風土記 逸文の 集成 

風土記 逸文 を搜 索した 學者 現存して ゐる古 風土記 は， 以 t の 五 種に 過ぎない が、 その 

他、 古書 に 引用せられ て、 斷片的 に 古 風土記の 一節の 知られて ゐる もの は 相當數 あり、 これに 

よって， 全國 的に、 4a く 風土記が 編纂せられ て をり、 鎌 倉 室町 時代 頃まで は， 可成り、 そ の 數の殘 

存 して ゐた 事が 知られる。 これら 古書に 摘出せられ てゐる 風土記 を 抄出す る 事 は、 早 く、 今 

井 似 閑が 萬 葉緯卷 十七 卷 十八に おいて 試みて ゐる 尤も、 此の 書 に は、 僞書 の 日本 總國 風土 

記 を も揭げ てゐる が、 こ の 部分 を 省いて も、 丹 念に、 古書から 古 風土記の 斷片を 蒐集して ゐる 

ので ある。 狩 谷 f 齋も採 輯諸國 風土記 を 編して こ れ を 蒐集し、 木 村正辭 博士の こ れを 補遺 

した もの は、 m 本 古典 全集の 中に 入って 刊行せられ た。 また、 伴 信 友に 諸國 風土記 逸文 稿が 

あり， 自筆 本が せ 3, 内省 圖 * 寮に 蔵 せら れる。 明治 以後 ひ は 栗田宽 博士. の 古風 土！^ 逸文、 並び 
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に 古 風土記 逸文 考證が あ.^、 以上の 諸 書に よって、 古 風土記の， 斷片は 大方 集成せられ たが、 最 

近， 宫 地 直 一博 士、 武 田祐吉 博士 等の 努力に よ b  、更 に從來 知られない 逸文 も 發見 せられて ゐ 

^  る- 今、 以上の 諸氏の 捜索の 結果 

を 合 せ て、 次 に 表と して 示さう。 

左表のう ち、 書名の 下に 「緯」 と 

あるの は、 初 め て、 萬 葉緯に 掲げら 

れ たもの、 以下 それぞれ 增補 せら 

れた學 者の 名 を 記して おいた 

いづれ も 萬 葉緯が 某と なって ゐ 

る の で、 萬 葉緯揭 出の 逸文 は、 勿論、 

後の 學 者が、 いづれ も 掲げて ゐる 

の であるが、 これ を增 補した 學者 


諸 國 鄭鄉 名著 1^ 字 其 5: あ A 银 冽 #ノ 

-.^ へ, 裝喪 まゆ， す 物 真 # , ^目义 M ^  ：!^ 

棒 山 野.^^511ー竹，^んま，4^ 相俜 善葡 具 

，戴 1»  i 

^M^MSM  - 衣 ぉ國郡 »:$ -用ュ 

諸餘 ん 其 以 >w 


士 

東 

文 

所 

蔵 


て、 他 に は 及ばない 事に し 

て、 中には 學 者の 眼識に よ 


の 名 は、 そ の 早い もの 一 人 を 記し 

。 ま た、 果 して 風土記の 文章 かどう か 疑 はしい もの も 交って ゐ 

、風土記の 逸文と して 集錄 せられて ゐる が、 し かも 何ら その 明證 


の存 しない もの も ある。 此の 種の 文章に は、 A 符を 付した。 次に、 現存の 五 風土記と 同じ 文 

章 を も、 古書 に 引用した もの は、 こ れを 逸文と して 集錄し C ゐる が、 こ れは實 際に は 逸文と 云 

はれない もので あるか ら、 此 の 種 


4 抖#瘦 ^よ、 V., 釋 

c^i^s:  1^?- 丹 後 美 介 CD お 入 與 4 又，^ 力作 风， H 、ズ 國 


の 分に は、 〇 符を 付して 區 別した。 

次に、 ただ 「風土記に 見 ゆ」 とだ 

け 記して、 原文 を 引用せ K そ の 事 

に關 して 風土記に 記載の ある & 

作せ 勿 夂^. .15 vr 雇 街 度つ 智ぉ^ 威が 鄉.^  m を 記した にと どまる ものが ある 


藏 


が、 こ れ を も、 上記 の 諸 書に は 引用 

して ゐ るので、 これ は、 口 符を附 し 

て、 原文 を 引用した ものと 區 別す 

る 事に した。 次に、 古 風土記 は、 漢 

字ば か.^ で 書かれて ゐる のが" ぬ 

训 である が. 中 に は 假名 交.^ に 和 げ、 譯 して 引用して ゐる ものが あるか ら、 此 の 種の ものに は 

X 符を附 した， かくて、 國別 に 分 も、 新しく 見出し を附 して、 引用の 書名 を も 示す 事と した。 
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四 八 五 


河 

社 タ, 

抄 

根 帳 

卷 

元 M 

fiLt  U.4: 

夕 

山 二 

額 

城' 十 

卷 

勝 社 

士  >!： 

式 
木 
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風土記 逸文 一 覽表 

山城 國 賀茂社 

△ 同 

三 井 社 

水 渡 社 

木幡社 

伊奈 利 社 

鳥 部 里 


HA 六 


宇 


治 

m  二 

田 社 


大和 國： 


桂 

伊藝 

荒海 社 

香 山 

□ 大口 眞祌原 


釋 日本 3^ 卷五. 卷 九 (緯) 

袖 中抄卷 十七 所 引 賀茂緣 起 


本 朝 

釋 日 


M 令 所 

本紀卷 


引 秦氏本 糸 帳 

五 (緯) 


(木 村) 


釋 日本 杞卷 八 (緯) 

釋 日本 紀卷 八 (緯) 


訶 林 

塵 添 


采 葉抄卷 一 (緯) 

境 囊抄卷 五， 

名 


一 (緯) 

囊抄卷 七 

勝志卷 十 (緯) 


伊勢 內 宮 (宫 地) 

伊 勢 內 宮{>： 地 ) 

曰 本 募 疏 上. 曰 本 fc 抄き 中 (木 村) 

神 代 口 訣 ^tf 一一： (緯) 

萬 葉 代 匠記卷 八 (木 村) 

枕詞 燭 明抄 (栗 E) 


釋 釋 仙釋 西 仙 
日 日覺日 本覺 
本 本 萬 本 願 萬 

U    U 葉 紀寺葉 

卷 卷 集卷 本 集 
十 九 註 六' 萬 註 

S 緯 釋卷 葉 樺 
緯 リ 卷 十集卷 

一一 rfe 一 
狩緯 一 栗 
谷 田 


□ 三 山 

攝律國 住吉社 

歌 垣 山 

am  湯 

. 比 賣 嶋 

美奴賣 

夢 野 

X 八十 島 

口 御 魚 家 

F 樋 社 

X 高 津 

稻倉山 

堀江 一橋， 
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釋 日本 紀卷十 四 (緯) 

仙^ 萬 葉 集註 釋卷 二 (緯) 

仙 覺萬葉 集註 釋卷 一一 一 (緯) 

釋 日本 紀卷十 二 (緯) 

今 秘 卷 一一ぐ き 

袖 中 抄卷十 九 (緯) 

日本 聲 EJ^ 傳 

本朝 祌社考 第 六 (緯) 

镜歌林 ft{ 材 集 卷 上 (木 村) 

古事 E 裘 書 (狩 谷) 

歌枕 名寄卷 三 (木 村) 

稜 烕道刖 (栗 田) 


四 
八 
七 


\ 


倭 倭祌 仙 類 仙釋 本 
姬 姬名甍 聚覺日 朝 
命 命祕 萬 神 萬 本 神…？: 

* 世 書 葉 社て^ 

ta 記 集 本 集卷 考 
栗 狩 註 源註廿 卷 
田 谷 釋伴鞾 三 二 

す 母  H 


キ？ 摩國 

尾張國 
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氣 比祌、 廣田 神、 武庫 


伊勢 國 國 


的 形 浦 

度會郡 

<1 .a" 艮幾 

厶 11^ 月お 

度 會、 

八尋殿 

多氣郡 

宇治 鄕 

五十鈴 

石 城 

瀧原祌 

士ロ 津 島 

熱 田 社 

吾模鄉 


社、 麻績鄕 

五十鈴 


宫 


； t 名秘 書 (緯) 

祌名秘 書 (緯) 

懐 姬，^  & 記 (栗 5  , 

神名秘 書 (緯 ) 

祌名秘 書 S) 

伊勢 名所 集 (木 村) 

祌名秘 書 (辕)  . 

日本書紀 私見 聞 (應 永 本 日本書紀 奥 害) (架 5 

伊勢 內 宫 (宫 地) 


拾 玉集卷 五 (緯) 


釋 日本 紀卷七 

神 名 帳 頭註 


(緯) 


釋 日本 紀卷 十 C 緯) 
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川 島 社 

三 宅 寺 

藤 木 田 

宇 夫 須那社 

德 々 志 登々 川 

△ 葉栗臣 人麻呂 

張田邑 

A 大吳里 

三 河 國 □ 矢 作 河 

駭河國 X 不 來見濱 

X 冨 士 雪 

甲斐 國 鹤郡 菊花 

伊豆 國 溫 泉 

日 金 嶽獵鞍 

造 船 
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仙 覺萬葉 集註 釋 序 (緯) 

詞林采 菜抄卷 十 (狩 谷) 

仙瓷 乾！ 集註 釋 序 (緯) 

塵 袋 卷 一一 一 (栗 5 

塵添壎 囊抄卷 九 (緯) 

塵 添墙囊 抄卷八 (緯) 

塵 添 墙囊 抄卷ニ (栗 田) 

塵 袋 卷 五 (栗 £) 

塵 袋卷ニ (栗 田) 

塵袋卷 五 (栗 田) 

下學集 態藝門 

綾 歌 林 材 集 卷 上 (木 村) 

仙 覺萬葉 集註 釋卷 三 (木 村) 

夫 木 和歌 抄卷十 四 (緯) 

和歌 童 蒙 抄卷四 

嫌 倉 實記卷 三 所 引 准 后 親 Has 記 (緯) 

嫌 倉 赏記卷 三 所 引 淮后親 房 記 (緯) 

鎌 倉 赏 記卷三 所 引 淮后親 ©  0§ 
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詞仙 釋 fitl 
林覺 日覺 
采萬 本 萬 
葉 葉 お葉 
抄集 卷集 
卷註 十 註 

六釋 三釋 
果卷 卷 
田 一 ぐ 

碑 ^r*^ 


上代 文學史 上 Jsa- 

相模 M  X 足 輕 

見越 崎 

常陸國 0 國 號 

〇 常世 之國 

〇 R 高 見 國 

0 童女 松原 

大 八洲 照臨 天 皇 

口 新治國 

0 筑波 峯之會 

大祌驛 

口 桁 藻 山 

口 流 海 

ロ枳 波-， 久岡 

口 かひ や 


績歌林 良 衬集卷 上 (木 W) 

萬 菜 代 匠記卷 十四 ヒ (木 村) 

仙 畳 萬 葉 集註 釋卷 九 (緯) 

釋 日本 紀卷 七 (緯) 

釋 日本 紀卷 十 (緯) 

仙 覺萬葉 集註 釋卷 二 (緯) 


仙 覺萬葉 集註 釋卷 一 (緯) 

仙 覽萬葉 集註 釋卷 九 (緯) 

仙 鱟萬葉 集； IS 釋卷 二 (緯) 

仙 覺萬葉 集註 釋卷十 一 (木 村) 

仙^ 萬 葉 集註 釋卷十 四 (木 村) 

仙 覺萬葉 集註 釋卷十 四 (緯) 

袖 中抄卷  一 m  E) 


四 
九 

0 


〇 多 祈 許呂命 

0 靜織里 

<3 久慈理 岳 

琴 瑟 

口ぬ まの をの 池 

△ 賀蘇里 岡 

尾長 鳥 

X 覺賀鳥 

〇 大櫛岡 

X 係 蘇 

近江國 A 伊香 小 江 

八 張ロ祌 

細浪國 

注進 風土記 ■ 事 
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仙 覺萬葉 集 S 擇卷 九 (綠) 

西峯 校正 神代 卷 (緯) 

TO: 峯校 K 神代 卷 (緯) 

塵袋卷 六 (栗 田) 

0 袋 ^ 六 (栗 田) 

座 添墙囊 抄卷十 一 (緯) 

夫 木 和 欲 抄卷廿 一一 一 (栗 E) 

塵 袋 (栗 E) 

塵袋卷 一一： (栗 E) 

si 袋卷 三 (栗 S 

0 袋 卷 五 (架 田) 

瘦袋卷 八 (. 来 出) 

帝王 1 年 記 養老 七 年 (木 村) 

中 E 被お 吹 抄 (武 E 一 

-ぉ^ 石 所引淺 井家 記 錄 (神 樂入较 

出槐 記- 兀曆 -兀 (や (来 E)  . 


も 引く) (木 村) 


四 九： 


塵 塵 仙瑚 

河釋 

釋 

添 袋 鱟链 

MH 

曰 

墙栗 萬 集 

抄本 

本 

囊田 ^ 

卷紀 

紀 

抄 集々 

十卷 

卷 

卷 註 集 

五十 

五 

二 釋卷 

夕 二 

緯 

緯 類 七 

霧 

聚古 

卷 

祌事 

5^ 記 

本 裏 

源 書 

狩 
谷 
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美濃國 金山 彥祌 • 

信濃國 口 は 、 き卞 

陸奧國 X 鹽 竈明祌 

, 機 君 

飯豐山 

越 前 國ロ あはでの 森、 わら ふ 山 

氣比 神宮 

越後 國 八 坂 丹 

八 掬 脛 

佐 渡 國ロ針 原 

丹波國 注進 風土記 事 

丹後國 天梯立 

浦 島 子 

奈具社 

因幡 國 X 白 鬼 


四 九 二 

神 名 帳 頭 註 (緯" 

袖 中抄卷 十九 (狩 谷) 

和歌 童 蒙抄卷 三 

袖 中 抄卷九 (木 村) 

陸奧國 都々 古和 氣祌社 別赏大 善院舊 R  (伴) 
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仙 覺萬葉 集註 釋卷 六 (緯) 

寒添馐 囊抄卷 八 (緯) 

塵 添墙囊 抄 (栗 田) 

伊 波， } ^類 抄 (狩 谷) 

詞林采 葉抄卷 七 (緯) 

本朝 神社 考卷 六 (緯) 


口 あさ もよ ひ 

淡 路 國 鹿子湊 

阿波 國 営 號 

X 中 湖 

奈汰浦 

勝 間 井 

X ァ マ ノリ ト山 

讃岐國 A1 阿波 島 

伊豫 國 大山 積祌 

天 山 

熊 野 峰 

温 泉 

伊 社、 通 波 之 岡 

一 一 木 

熟田津 

第二 編 笫： 一一 章 虱 土， 記 


袖 中抄卷 一 (狩 谷) 

秘 W 本 萬 葉 集抄径 上 

詞林采 葉抄き 七 (緯) 

仙 覺萬葉 集註 释卷 一 (緯) 

仙 覺萬葉 集註 釋卷 一一 (緯) 

仙覺萬 一!^ 集註 釋卷 三 (緯) 
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仙 覺萬葉 集註 釋卷 三 (緯) 

仙 覺萬葉 集註 釋卷十 二 (緯) 

詞林采 葉 抄卷八 (木 村) 

塵 袋 B  $ 村) 

塵 添 逢 囊抄卷 三 (緯) 

塵 袋 fed 四 (木 村) 

座 添 墙囊 抄卷八 (緯) 

仙 萬 葉 S 註釋卷 二へ 
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塵 袋 卷 二  (木 村) 
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和名 抄卷十 八 (伴) 

和歌 童 蒙抄卷 一 

3  和歌 童 蒙 抄卷八 

此の 中、 何の 符も 記して ない ものが、 風土記の 逸文と して 完全な 資格 を備 へて ゐる わけで 

あ る 

奈 一 艮朝 以後 所 撰の 風土記 右に 記した 如く、 殆ど 全國 にわた つて ゐ るが、 饼し， 此の 全部 

 第二 齲 Jssit  土 記  , 四-太  — 


i 代 文學史 上卷  五 00 

が、 果 して、 奈良朝 期に 編纂せられ たもの かどう かとい ふ 事に つ いて は 疑問が ある。 延長 三 

年の 太 政 {!1：1 符 によ る と、 當 時諸國 に、 古 風土記の 底本の 存 しない ものが あつ て、 その 時に は、 新 

しく 風土記 を 編纂せ しめられ たので ある- かやう に、 平 安 朝 時代に なつ て、 撰定 せられた 風 

土 記 も あるか も 知れない。 例へ ば、 尾 張國 風土記の 佚 文に、 

祭良宫 御宇 聖武 天皇 時， (ド略 1 

ナ ラノ  ーァ/  ノシ タシロ シ y 一-; マ ノミタ マ ,/  二 ォ.. 一 匕 ラ々 トヨ サ 〃 ラ ヒ コ ノ  -t コト ノス メ ラ ，： コト， 

平城宫 御宇 天 璽 國押開 璺機彥 命 天皇 祌龜 元 年。 (下 略) 

と あり、 備中國 風土記の 佚-父に • 

ナ ラ，， ：カド  テ  キ ノエ/イス. V, 

(上 略) 奈 良 朝 廷、 以， k 平 六 年 甲 戌； 國司從 五位 下勳 十二 等 石 川 朝臣 賀美、 郡， 司大領 

從六 位上勳 十二 等 下道 朝臣 人 主、 少領從 七 位下 勳十 二等 蘭 臣五百 画 等， 時 造 リ始。 

？ T  \ あ . ^，筑 0 國 M  4- 記の 佚 文に" 

/ 當，， 奈 天平 四 年 ilf 次 壬 申， 西 海道 節度 使 藤 原 朝臣 諱 宇合。 (下略) 

と あるが、 これが、 奈良 朝の 撰なら ば、 何も わざ/^ 「奈 良宮」 とか 「奈良 朝廷」 とか ことわ 

る 必要 はない。 從 つて、 これ はな 小- U 朝 以後の 撰述で あらう。 

石 見 風土記に 記す 人 丸の 傳記 は、 更 に 怪しむべき ものである f 

天武 三年 八月、 人 丸 任，， 石 見守； 同 九月 三日 任，， 左 京大 夫 正 四 位 上 行； 次 \千 三 月 九 日， 一 


任，， 正三位 兼播磨 守， 矣」 爾來. ま 持統、 文武、 元 明、 元 正、 聖武、 孝 謙 御宇； 奉，， i! ヒ 

代ぎ， 者 哉。 於. 是持 統御 宇、 ：^. 配，， 流 四國之 地； 文武 御宇 被. 左， 遷 東海 之畔； 子息 躬都 

良 者 被， 流 h 岐島； 於，， - 配所， 死去。 

こ れ は、 古 今 集 の 序 文 に  一 I お ほきみ つの 位 柿 本 の 人 丸」 と あるのと 關 連して ゐ ると 思 は 

れ る が、 いづれ にして も、 右 の 風土記が 奈良朝 期の もので な く、 平 安 朝 期 又は それ 以後の 著な 

る 事 は 確かで ある。 

更に 平安朝 期の ものである 事が 明かで あるの は、 「注進 風土記 事」 と稱 する もので、 近 江 

の それ は元曆 元 年 に 注 進せられ、 丹 波の は 年 時が 明かで ない。 これ は、 その 國の 主なる 地名" 

名 所 を 列記し て、 そ の 所在 を簡 おに 記 じた ものである。 恐 ら く、 こ れ は、 大 嘗 Awn の 悠 紀ト： 基 の 

風俗 を 作る 爲め に、 地 名 詠 み 込 み の 必 耍 が あ り、 中 央 よりその 國に、 これ を徴 せられた に對す 

る 吿 *1 と 思 はれる。 次に 神 名 帳 頭註に 引用して ある 風土記の 文章に は 疑 はしい ものが 

あり. 萬葉緯 にも 「 有 y 疑」 と 記して ゐる 如くで ある- 次に、 隨中 風土記の 佚 夂には 

ンハ  . ト 

齊明 天皇 t 年：： 天智 天皇 爲， 1 太 子， 攝 政。 

と あ り， 因幡 風土記の 佚 文に、 

武內宿 禰垂跡 也， 仁德治 五十 五 年 春 三月 御歲 三百 六十 餘歲。 (下略)  _ 
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肥 前 風土記の 佚 文に、 

一. f^f> 

人皇 卅代欽 明" サ五年 甲 申 冬 十一月 朔 甲子。 (下略) 

伊豆 風土記の 佚 文に、 

人皇 四十 四 代 養老 年中 開基" (下 暮) 

推 古 天皇 御 宇、 伊 豆.^ 兩 國 之 間、 聖 德 太子 御 頜 多。 ， (下 略) 

淡路國 風土記の 佚 文に、 

應祌 天皇 廿年秋 八月。 (下略) 

と あり、 又、 土佐國 風土記 に も、 祌功 皇后 ゃ崇祌 天皇の 御名が 見え てゐる が、 か や う に、 天 皇の謚 

號を 記し 奉る やうな 書き方 は、 古 風土記の 記法と は 違 ふ。 少ぐ とも 平安朝 期 以前の もので 

はない。 同じ 理由で、 前 引の 尾張國 風土記 も 奈良朝 期の もので はない。 担、 陸 奧國 風土記に、 

アキ ムク ノヒジ ロノ ミヤ ニァ メズ シタシ n シメス  ノ  シテ  ヲ  ルノ  -I 

卷 向日 代宫御 宇景 行 天皇 時、 日本 武尊 征，， 伐 東夷， 而到& 地， (中略》 纏 向日 代宮 御宇 

天 皇 景 行 天 皇、 s£ 曰 本 武 尊 一而 征，， 討 土 知 朱， 矣： 

と ある 「景 行」 や r 景行 天皇」 の 字 は、 註記の 攙入 ではない かと 思 はれる。 此の 風土記の 

如 き は、 奈良朝 期の 古 風土記と 見ても よいの かも 知れぬ。 但、 神龜 三年の 年號が 見える から、 

同年 以後の 撰で ある 事 は 云 ふまで もない。 本朝 祌社考 所 引の 風土記に も 疑 はしい ものが 


ある。 志 摩 風土記の、 

昔、 行 基 菩薩、 £ 南 天竺ぎ 羅門惯 正、 天竺 僧 佛哲， 殖- 三角 柏 >爲- 太 神宮 御 ffl 天平 九 

年 十二月 十七 日 致， 御 祭 之 勤， 也。 

と い ふやうな 文章 も、 奈良朝 期の もので は-ない と 思 はれ る。 なほ、 栗田寬 博士の 古 風土記 逸 

文 に は、 總國 風土記 に 引く 伊賀 國 風土記 二箇所 を 掲げて ゐる が、 總國 風土記 全體が 信す ベ か 

らざる ものと すれ ば、 そ の 書に 引用した 書 も 疑 はしい ので あるから-これ だけ は、 右 の 表 か ら 

除いた。 (これ は 多分、 古事記 傳卷 二十 一 の說 に、 伊賀 國 風土記が、 延長の 時の 風土記なる 事 タ」 

記して ゐ るのに よって 掲げた もので あらう )- 風土記の 名 を 明記し ない もの も、 右 表から 省 

くべき であると 思 はれる が、 先哲の 意見に 隨 ひがり に此 所に 入れて， ー覽に 便せ しめたので 

ある。 多田義 俊の 中 臣蔵氣 吹抄を はじめ、 近世の 書に 引かれて ゐる もの も、 疑 か存 する 

以上の 如き 不純の もの も ある が、 大部分 は 奈良朝 期の 古 風土記の 逸文と 考 へられる か ら- 

學 者の 集 錄に從 つて、 これ を 掲げた ので ある。 

風土記の 書名 風土  Pi の 書名 は、 何 々國 風土記と いふの が 正しい 云 ひ 方で あるが、 また. 

r 國」 を 省略して 云 ふ 事 も 普通 行 はれて ゐる。 更に 略して、 何 々國 記、 叉 は に國 記と も 云 

ふ。 此の 國記 は、 古事記の 成立に おいて 說 明した 「蒙 記」 と は 違った 質の もので、 彼 は、 最 
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初から、 ただ ー國 記」 と稱 して、 わが 日本 國の記 の 意味で あ， 9、 これ は、 何々 國 記の 略稱 なので 

あるか ら、 地方 的 性質 を 有し てゐる わけで ある。 たと へ ば、 塵 添 藶囊抄 に、 常 陸 風土記 を  一 S 

陸國 記」 と 記し、 日向 國 風土記 をた.、、 「國 記」 と 記し、 更に、 璺後國 風土記 をた だ 「記」 とも 

記して ゐ るが 如きで ある。 叉、 そ れらと は 異なった 異稱の 呼ばれて ゐる もの も ある。 尼 張 

國 風土記と 「尾 州 記」 とは必 すし も 同一 書で は あるまい が 、「尾 州 記」 は 塵 添 簠獎抄 に 

r 菅 淸公卿 尾 州 記」 と あるか ら、 营 原 淸 公の 撰で あらう。 同書に は 「菅 淸 公 記」 と も 記 し 

て、 こ れを 引用 して ゐる。 從っ て、 こ の 書 は 平安朝 期の 撰 である 事 は 明かで ある が、 ま た、 尾 張 

國 風土記 も、 平 安 朝 期の 撰で ある 事 は、 前 述の 如くで ある。 此の 書に 關 して は、 釋 日. 紀 に、 

「尾 張國 風土記 中卷 曰」 と、 卷數を 記 して ゐ るの で、 三 卷ょ. 0 成って ゐ たものと m 心 はれる。 * 

麈添 缓囊抄 に、 「因幡 記」 として 引用して ゐ るの も、 因幡 國 風土記 の 事で あらう か。 同書に 

「播州 記」 として 引用して ゐる 「昔鵡 多 栖，， 此山； _ 故 云爾」 の 文 は、 明かに、 現存の 播磨 風土 

記に 見えて ゐ るので ある。 塵 袋に 云 ふ r 壹岐島 記」 も 壹岐國 M 土 記と 同書で あらう。 古 

事 記 裏書 に、 丹後國 風土記 を、 一 丹ノ國 風土記」 と 記して ゐ るの は、 14、 股で あら うか。 九州の 

風土記に は、 各國 別の 名稱の 他， 西 海道 風土記と いふ 名稱 や、 筑紫 風 土 記 と稱 する 總稱が あつ 

たらしい。 更に、 和歌 董蒙抄 に は 、「陸 奥國 風俗」 と 記し、 西本願寺 本 萬 葉 集の 書 入に は 「佐 


渡國俗 記」 として 引用して ゐ るが 如き も、 そ れん、 の國の 風土記の 異稱 であらう とに か 

くさう いふ 地理 書の あった 事 は 明かで ある。 

ニ內 容 

丹 後 風土記 右の ごとき 古 風土記の 逸文のう ち、 明 か に、 平 安 朝 以後の もので あ る 書 や. 

極めて 斷片 的な もの を 除 き、 注 意すべき 内容に ついて 記して 見る  . 

先 づ、 最も 有名なる は、 丹 後 風土記 で、 釋 H 本紀 引用の 浦 島 傳說、 元 々 集、 古事記 裏書 そ の 他に 

引かれて ゐる奈 具 社 傳說が ある。 此の 風土記 は、 漢文 的 表現の 勝 つて ゐる 文章で ある が、 今 

浦 島 子の 話の 槪耍を 記して 見よう ■ 可成り の長篇 である。  • 

/ き  つ- カク  くさ か ベの .： 心び と  み か は G つ. -か はの し こ 

浦 島傳說 與謝邵 日 置 里 筒 川 村の 人 に、 日" ト 部首 等の 先祖、 三 河 筒川嶼 子と 云 ふ 人が あ つ 

た。 ぉ；^:^8.鴨ぉとぃふのは，此の人の事でぁる 雄 略 天皇の 御代に、 嶼 子が ただ 一人で 小船 

に 乘 り、 海 中に 出て 釣 をす る こと 三日三夜 にして、 魚 は 釣らす に 五色の 龜を得 た- 不思議に 

思って 船中に 置 き、 眠 つて ゐる と、 そ の龜が 美しい 女と 化した。 それで 嶼 子が 尋ねる や う は 

「人家 から 遠く 離れた 此の 海上に、 どう して 突然に やつ て來る 事が 出来ました か」 と 云 ふ 
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と、 女 は 笑 つて 答へ た- 一 あなたの やうな 立派な 方が 海上 に^られ る 

て は、 さ ぞぉ 寂しいで せう と 思 つ て、 風 雲に 乘っ て參 つたので ご . ざ い 

おいでになりました か」。 「實 は 私 は 

ま す-. ど うか そんな 變な顏 を あそ 

て 下さ いませ」。 嶼. 子 はこれ を 聞い 

た， 併 し、 女 は 言 葉を繼 いで、 「私の 

でも 永久に 一 緒に をりたい と 思つ 

ど う 思 召します か」。 「 い や， 私 は 何に 

ん」。 「で は 私と 一緒に 常世の 國 にお 

をふさい で、 開 かない やうに して 下 

眼 を 塞いで ゐる と、 間 もな く 海中の 

に ま實に 立派 な、 き ら きらと 輝いて 

つ の 門の 前に 來る と、 女 は 「暫 ら く 

い」 と 云って 門 を 開いて 內に 人った。 すると 七 人の子 供が 出て 來 

夫君です 一 と 云 ふ。 また 八 人の子 供が 出て 来て r 龜姬 様の 御 夫君 


岛 

說 

の 


海 


五 〇 六 

の に、 誰も 話 相手が なく 

ま す」 「本 當 に、 ど こから 

天上 仙 家の 者で こざ い 

ばさない で、 私 とお 話し 

て、 心に 愼み、 懼れを 抱 い 

心 持 は、 あなたと いつま 

て を. 0 ます が、 あ なた は 

も 云 ふ 言葉 は あ 6 ませ 

いで あそ はせ。 暫く 目 

さい ませ」 と 云 ふので、 

廣ぃ 島に 着いた， そこ 

ゐる宫 殿が あった： 一 

の 間此 所で お待ち 下さ 

て 「これ は龜姬 様の 御 

です よ」 と 話す， これ 


によって、 此の 女が 龜姬と 云 ふ 名で ある 事 を 知った。 そこへ 姬が 出て 來 たので、 その 子供達 

の 事 を 話 す と、 龜 姬は， 「ヒ 人の子 供は昂 星で、 八 人の子 供は畢 星で ございます。 どうぞ 怪し 

くお 思 ひに ならない やうに」 と 云つ て、 嶼子 を案內 して 內に伴 ひ 入れた。 それで 姬の兩 親 

も 共 に 迎 へ ，兄 姉 妹 と 盃 を ぁ げ て 獻酬 し、樂 し い 宴 會 が 終 つ て、 そ の 夜、 夫 婦 の 錢 を 結んだ の 

である。 それから 三年た つ て、 嶼 子 は 鄕國を 慕 ふ 心が 起 り、 欝 々として 樂 しまなかった。 そ 

れを見 て、 姬 が 尋ねた。 「此の頃お 顔色が 惡 いやう に 甲 5 ひます が、 ど う あそばし たので ご ざ い 

ま す か」。 嶼 子 は 答 へた。 「い や、 私 は鄕 里が 戀 ひしくて、 たまらな いの だ」。 「で は、 ぉ歸 b にな， C 

たいので ございま すね 」。「 さ う だ、 故鄕に 殘 して 来た 二親に 逢 ひたいと 思って ゐ る」。 姬 はこ 

れを 聞い て、 涙 を 拭 ひなが ら、 溜 息をつ いて、 「いつまでも 一 緒に 居りたい と 思って 居、 り まし 

たま. 

た の に、 で は、 仕方が ご ざいません」 と 云って、 姬の 父母に も そ の 事 を 吿げ、 別 に 臨んで、 姬は玉 

E を嶼 子に 贈って、 「もし あなたが 私の 事 をお 忘れに ならないなら ば、 御 鄕 里で も、 ど うか 此 

の の 中 をお 開き あそばさ ないやう にして 下さい ませ」 と 云った。 か/、 て、 嶼子は 姬に别 

れ、 敎 の ま ま に 眼 を 爽.^ い で ゐ る と、 そ の 間に もとの 簡 川の 鄕に歸 着した。 併 し、 久 しぶりで 村 

里 を 眺めた 所、 知 人 は 一 人 もな ぐ、 賴 る べき 家 もない 有樣 である。 村人 に， 「水 江の 浦の 嶼 子 

の 家 は、 處 にあ.^ ます か」 と 尋ねる と 、「お前さん は、 隨 分 昔の事 を 尋 ねる 方です ね。 私が 
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老人の 話に 聞く 所に よる レー、 何 で も、、 ず つ と 以 前 に、 水 江 の 浦の 嶼 子と 云 ふ 人が あつ て、 た つ た 

一人で 海に 釣に 出た まま 歸 つて 來 ないで， 三百 餘. 年た つたと 云 ひます よ」 と 答へ た。 それ 

で ま、 子 はすつ か b 自暴自棄 となり、 玉 E を 撫でて は 姬の事 を 思って ゐ たが、 遂に 姬の誡 を 忘 

れて玉 Iffi を 開 いた 所、 今まで の嶼 子の 若々 しい 姿 は 忽ち 消え失せて 白髮の 老人と 化した。 

此所 にお いて 嶼子 は、 所 期に 反して、 再び 姬に逢 ふ 事の 不可能なる を覺 り 、涙 な が ら、 歌 つたの 

は、 次 の 歌で ある， 

常世 邊に雲 立ち 渡る 水の 江の 浦 島の 子が 言 持ち わたる  ， 

(常世の 國 の 方 -」 雲 が た な び き 波 ろ、 私 の 言 葉ん」 持つ て、 雲 がた なびき わたって ゐろ) 

す る と、 か の祌 女の 歌 も 聞え て 来た r  わ 

大和？^.^ に 風 吹き上げて 雲ば なれ 返き 居，^ ともよ 吾 を 忘らすな  . 

(日本 Q 方に 風が 吹いて ゆく に つ れ 、雲 も 走って ゆく が、 そ Q 雲煙 遠く 隔 つた 所 に 、別 れて 住んで ゐて も、 ど 

うか 私の 事ん」 お忘れ あそばすな) 

嶼 子 が、 更 に 姬を戀 うて 作 つ た 歌、 

子ら に戀ひ 朝戶を 開き 我が 居れば 常世の 濱の 波の 音 きこ ゆ 

(妻の 事が 戀 ひしい の で、 朝 戶ぁ 開いた まま で、 私 が 座って ゐ ろ と 、常 世の ® りハ g  3S: の 波 の 昔 が 聞 え て來 る) 


後人が、 これに 對 して 作った 歌 は" 

た i  く  .-ザ あ 

水の 江の 浦 島の 子が 玉 匣 開けす あ.^ せばまた も 逢 はまし . 

(浦 島 子 が、 玉 手箱ん. - あけなかったなら ば、 ま た 再び 逢 ふ 事 も 出来た であらう の- b 

常世 邊に雲 立 も 渡る 玉 E はつ かに け t 我ぞ 悲しき 

(常世の 國の 方に 玉 手 節の 中 か ら ね 尝 が 立ち上り、 たなび いて 行く、 此の 箱 あ 一 寸 開けて 見た だけな のに 

？ 4 は な い 事ん」 した) 

浦 島專說 の變遷 右の 話 は， 浦 島 傳說の 原形で ある， これによ ると、 浦 島 子と 契 を 結ん 

だ の は、 龜の 化身なる 龜姬 で、 S もピ れには 一 種の 動物 崇拜の 思想が 入って ゐ る， それから 

玉 匣. に は タブ， I の 禁 忌 思 想 が 織 b 込まれて ゐる. か や う に： 原 始 人の 宗 敎 思 想 を 反影した 

傳說 であるが、 その 龜姬を 仙女と した 所 は、 稍 後代の 變 化で、 これ は 永遠の 生命に あこがれ、 恒 

久の 快樂を 求める 思想より 出て ゐる。 所謂 仙鄕 俺留說 話の 要素が 入って 來 たので あるが、 

これ は 或は 支那 思想の 轍 入 かも 知れない。 より 簡素な 形に おいて は、 ただ 龜の 化身なる 婦 

との 結婚と- タ ブ — 一 所) を 犯す 事に よる 死の 應 報の 話と が ある だけで はない かと 忠 はれ 

る。 そ れに 支那の 仙鄕說 話が 入り、 更 に、 平安朝 以後 に、 今昔 物語な ど にも 見え る 、組の 報恩 說 

話と い ふ、 經 典より 出た 佛敎說 話 (原據 は 法. 苑珠 林に ある) を 取り入れ る^|- に よ ..-、龜と婦人と 
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(蔵 所社祌 JiiS 浦） 卷 la 


か 別個の ものと なって、 現在 傳 はる やうな 說 話が 完成 し 一 

たので ある。 

浦島說 話に つ いて は、 早く、 日本書紀 の 雄 略 天皇 卷 にも- 

浦 二十 二 年：： 秋 七月、 丹 波 國餘社 郡 管 川の 人、 水； 

のえ の-つら し. 1* のこ 

* 江 浦 島 子 舟に 乘 りて 釣す。 遂に 大龜を 得たり。 1^; 

を とめ  な  こ、 に うら しま のこ め  つま  な 

ち 女に 化爲 る。 於ら y 浦 島子感 でて 以て 婦と爲 し、 . 

し. i, 一が  とこ よの くに  ひじ り  めぐ りパ 

相遂 ひて 海に 入.^ ぬ。 蓬 莢 山に 到りて 仙 衆を歷 観ー 

ちの * かたり こと まき  ►  _ 

る。 語 は 別卷に 在.^。  i 

と 見え て ゐ て， 丹 後 風土記 に よ る と、 此 の國の 役人 をして： 

いよべのう まか ひの むら じ  一 

ゐた伊 預部馬 養 連 所 記 の 物語 もあった らしい。 更に 作， 

者 不明の 浦 島子傳 とい ふの も ある。 へそれ に 就いて は、^^ 

文學の 所で 記 す)。 萬 葉 集の 長歌 は 最も 有名で、 しかも H; 

本 風で ある。 平安朝 以後に は、 浦 島 子 が 天 長 二 年に 歸來 一 

したと いふ 話も傳 へられ、 續浦島 子 傅と いふ 漢文 小說 も： 

作ら れ、 叉、 さ まざ まの 說話 集に も そ の 話 は 見え て ゐ て、 或 一 


は 浦 島 神糟卷 とな h., 謠 曲浦 島と なり-お伽草子 とな つて、 後代 長く 國民 傳說 として 庳へ られ 

たので ある。 丹 後 風土記の 文章に は、 可成り 漢文 的な 潤飾が あ つ て、 一 于 fe, 稱 U 說 人間 仙 都 

之 別 一、 狭1議 人 祌偶會 之 喜匚 と 云 ふやうな 對 句が 隨 所に 見え、 浦 島 子が 玉 E を 開いて 老人と 

化する 所 を、 「芳蘭 之體、 率 ¥ 風雲； 翩= 飛 蒼天」 と 云 ふやうな 抽象的 形容の 辭で 叙した 所 

な ど、 全く、 國 語で は讀む 事の 出来ない 文章で ある。 終の 和歌 は 勿論 後人の 作爲 で、 神 女の 歌 

の 如き は， 古事記 仁德 天皇 條に 出て ゐる黑 日 賣の作 

--  そ  ，c れ 

やまとべ に 西風 吹き上げて 雲 ばなれ 返き をり とも 吾 忘 わめ や 

を 取った ので ある かやう に、 此の 風土記に 記す 所 も 可成り 修飾が 加 へられて ゐ ると 思 は 

れ る が、 と にかく 此の 代表的 國民 傳說の 古い ものと し て、 注 意 すべきで ある。 

奈具 社傳說 奈具 社傳說 とい ふの は、 次 の やうな 物語で ある。 


丹 後 國丹波 郡の 郡 家の 西北の 隅の 方に 比 

治 里 有り。 此の 里の 比 治山の 頂に 井 有り。 

よな ゐ  0 

其の 名を眞 井と 云 ふ。 今旣に 沼と 成る 

此の 井に 天女 八 人 降り 來 たり 水 を 浴む。 

時に 老いた る 夫婦 有り， 其の 名 を 和名 佐 
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丹 後 國丹波 郡の 郡役所の 西北の 隅の 方に、 比 治 里が ある， 

此の 里の 比 治山の 頂に 泉が ある。 その 名を眞 井と 云 ふ， 

今では 最早 沼と なって ゐる。 此の 泉に 天女が 八 人 下り 

て來て 水浴して ゐた。 此 所に 年寄の 夫婦が あって、 その 

名 を 和名 佐 翁、 和名 佐 醌と云 ふ。 此の 老夫婦 が、 此 の 水 に 

来て、 そっと 天女の 中の 一 人の. 着物 を隱 してお いた， そ 

五 一 1 
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老 夫、 和 名佐老 $1 と k ふ。 此の 老 等、 此 の 井 

に 至りて 竊 かに 天女の 一 人の 衣裳 を 取り 

4j さ 

藏む。 卽ち 衣裳 有る 者 は 皆 天に 飛 ひ 上る 

讯 衣裳 無き 女 娘 一 人 留まる。 卽ち身 を 水 

±  . ；ケざ な 

に隱 して 獨り 懷愧ぢ 居り， 爱に老 夫 天女 

に 謂 ひて 曰 く、 吾 天女の 娘に 請 ふ、 汝 を兒と 

あれ  ひとの よ 

爲 さんと。 天女 答へ て In  く、 妾 獨り人 問に 

留 ま る。 何で か 敢 へ て從は ざ ら ん。 請 ふ 

衣裳 を 許せと。 老夫 曰く、 天女の 娘 何で か 

こ ろ まこ- 

欺 く心存 る。 IK 女 云 ふ， 凡 そ 天人の 志 は 信 

を 以て 本と 爲す。 何 でか 疑 ふ 心 多くして 

衣裳 を 許さ. ざると， 老夫 答へ て H  く、 疑 ひ 

多く 信 無き は 率土の 常な り。 故 此の 心 を 

以て 許さず と爲 へる のみと。 遂に 許して 

卽も相 副 ひて 宅に 往く。 卽ち相 住む こと 

と とせ あま り  さけつ くり 

十餘 歳な り。 爰に 天女 善く 隨 洒を爲 す。 


五  一 二 

こ で. 着 物の ある 天女 等に 皆 夭に 飛び 上る 事が 出来た が、 

ただ 着物の ない 女 だけ は 一 人 そこに 留まつ た。 さ う し 

て 身謄を 水の 中に 入れて 隱し、 一人で 裸身 を 恥し く 思つ 

て ゐ た。 そ こで 翁が 夭 女に 頼む やう は、 「夭 人の 娘さん 

にお 願 ひし ま す、 ど うか 私の 子に なって 下され」 すると 

天女が 答へ て 【私 はた だ 一人 此の 人間 世界に 殘 された 

の で す か ら、 仕 方が あり ま せ ん、 お 言 葉に 從 ひませ う。 そ 

のか はり どうか 私の 着物 を 返して 下さい」 と 云 ふ と、 翁 

が 云 ふに は. 「お前さん は 天， 女の くせ に、 ど う 七て 私 を だ 

ま さう とい ふ 心 が あ る の か、 着 物 を 返したら 逃げる 積り 

だら う」 すると 夭 女 は 「天人の 心 は 眞實を 根本と して 

を り ま す。 嘘なん か 申し ませ ん。 ど う し て そ ん な に 疑 

ひ 深く 着物 を 返して 下さらな いのです か」 と 云 ふ。 翁 

は 答 へ て 「疑 ひ 深 くて 眞實 の 心 のな いのは 此の世 の 常 

だよ。 だから わし もさう いふ 心が あるから 着物 を 返す 

まいと 思って ゐ るの ぢゃ」 と 云 つた。 併し 到頭 着物 を 

返して、 一 緒に 翁 の 家に 歸 り、 共 に 生活す る こと 十 年餘り 

となった。 然る に、 此 の 天女 は 酒 を！ i す 事が 上手 で、 そ の 

酒 を 一 盃飮 むと すべ ての 病 氣が皆 癒って しま ふ。 そ の 


一 を 飲めば 吉く 萬の 病 を 悉く 除す。 其 

ひと つき あた ひ 

の 一杯の 直 財 は 車に 積みて 送る。 時に 其 

ひお かた  かれ ひぢ かたの さ LJ 

の家豐 かに 土 形 富みたり。 故 土 形 里と 云 

こ 0  なかごろ，  いまの よ  ひぬ の 

ふ 此に 中間より 今時に 至りて 便ち 比 沼 

里と 云 ふなり。 後 老いた る 夫婦 等 天女に 

いまし 

謂 ひて 曰 く、 汝 は 吾が 兒に非 ず、 暫 く 借りに 

住ま ふの み。 {nl しく 早く 出で 去るべし と- 

是に 天女 天 を 仰ぎて 哭慟 き、 地 に 俯して 哀 

吟む。 卽ち老 夫 等に 謂 ひて 曰 く、 妾 は 私の 

こ 、 ろ  おき な ら 

意 を 以て 來れ ろに は 非ず。 老夫 等の 願 ふ 

所な り。 何で か 厭 ひ惡む 心を發 して 忽ち 

かなし  な  .； わき な ます ノ\ ハ かり 

に 出で 去る 痛み を存す やと。 老夫 增瞋を 

おこ  ゎづ 

發し、 去る こと を 願 ふ。 }K 女淚を 流して 微 

さと. ひと 

に 門の 外に 退 き、 鄕 入に 謂 ひて 曰 く、 久 し く 

ひとの よ  5 か 

人間に 沈みて 天に 還る こと を 得ず。 復親 

ら  >  か 

故. し。 .m りて 居る 所 を 知らず。 吾 何 に 
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一 盃の 酒の 値段 は、 財寶を 車. の 上に 積み重ねて、 翁の 家に 

運ぶ ほど で ある。 それで 翁の 家 は 金 持と な り、 土 地を澤 

山 持って ゐた。 さう いふ わけで 此の 村 を 土 形 里と 云 ふ 

ので ある。 中世より 現今に 至る ま で、 訛 つ て 比 沼 里と 云 

つ てゐ る。 その後 老夫婦が 天女に 云 ふやう は、 「お前 は 

わしの 子で はない。 暫くの 間 かりに 親子と して 一緒に 

住んで ゐ ただけ ぢ や。 だ か ら 早く 出て ゆけ」 と 云 ふの 

で、 天 女 は 天 を 仰ぎ、 地に 倒れて は 歎き 悲しみ、 翁に いふ や 

う は、 「私 は、 自分の 心から 進んで あなたの 家に 參 つ た わ 

けではありません。 お爺さんが 子に なって くれと 仰つ 

たからな のです。 そ れ だ の に、 ど うして 私 をお 僧し みあ 

そばして、 急に 私に 出て 行けと 仰って 悲しい 目 をお 見せ 

になる の で すか」 と 云 ふの で、 翁 は 益 i 怒つ て、 追 ひ 出さ 

うとす るの で、 天 女 は淚を 流し て、 漸 く 門の 外に 出て 行き、 

村人に 云 ふやう は、 「長い 間、 人 間 世界に 留まって ゐ たの 

て、 天 に歸る 事が 出来ません。 さう かと 云って 他に は 親 

類 もない ので 居る 場所が ありません。 私 はどうしたら 

よいので せ 、つ、 ど うしたら よいので せう」 と 叫 び、 泯 を 拭 

つ て 泣 き な が ら、 S を 見て 歌つ た。 
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せんや 何に せんやと。 P 

夭 を 仰ぎて 歌 ひて 曰く、 

天の原 振り仰け 見れば 

ひて 行方 知らず も 

遂に 退き 去りて 荒鹽 村に 

等に 謂 ひて 云く、 老夫 老婦 

が 心 荒鹽に 異なる こと 無 

ひ ぬの さと 

比 沼 里の 荒 堕 村と 云 ふ。 

村に 至り 十概 木に 據 りて 

と 云 ふ。 後 竹 野 郡 船 木 里 

卽ち 村人 等！ 


を 拭 ひて 嗟嘆き、 


立ち 家路 まど 


る。 卽 

こ . ろ 

意 を 思 

と い へ 

たに はの さと 

丹 波 里 

かれ 

く。 故 

奈具村 


村人 

• あ 

に、 我 

かれ 

. 仍 

哭木 

木 村 

至り、 

力 心 


ひて 云く、 此の 處は我 

コ 古事に 平 善に なろ ，。 

め 者,^ ナグ シと云 ふと 

乃ち 此の 村に 留 りて 居り。 斯謂 ゆる 竹 野 


を奈 具志久 成し 


その 解釋 これ は、 白 鳥處 女傳說 に似ゾ 

普通の 此の 種の 傳說 では、 天女 は 再び その； j 


五一 四 

^を 仰い で 見 れ ば、 {全 に は 霞が かかって ゐ て、 故鄉 の S 

に 歸る路 も わから ず、 ど こに 行けば よいの か、 行 く 先が 

わからない。 

か く て、 遂 に 此の 里 を 立ち去って 荒鹽 村に 来た。 さう し 

て、 村 人に 云 ふやう は、 「お爺さん やお 婆さんの 意中 を 思 

ふ と、 私 の 心 は 煮え か へ る や、 つ で、 荒 鹽と 同じ こ とです」 

と .云 つた。 それ で、 此 の 村 を荒鹽 村と 名付けた ので ある。 

亦、 丹 波 里の 哭木 村に 來 て、 槻 の 

それで 哭木 村と 名付けた。 亦 

とい ふ 所に 來 て、 村 人に 云 ふや 

を 慰めて くれた」 と 云った。 

で、 此 の 村 を奈具 村と 云 ひ. 天 女 

此の 天女が 卽ち竹 野 郡の 奈具 神社に 祀られ てゐる P1 宇 

m 能 賣 命 で あ る。 

な ぐの やしろ ま  とよう ^ の めの みこと 

の奈具 社に 坐す 豐 宇賀 能 賣 命 な り。 

を， o、 竹 取 物語の 原形 をな す ものである。 ただ 

力 を 取，^ 長して、 天に 歸 るので あるが、 此の 奈具 


社 傳說で は、 祌 とし て 此の 地に とどまって ゐる。 それ は、 農業 神の 璺 宇賀 能賣命 を祀 つて ゐ 

る 此の 奈具 社と 、天人 傳說 とが 結び付いた 結果、 か う 云 ふ 結末と なった ので あつ て 、元来 は、 奈 

具 社 は、 此の 傳說 と關 係の な い、 別個の ものであった らう" 此の 話で は 老人 夫婦 は、 ひどく 恩 

義 愛情 を 知らない 邪慳な 人間の やうに 書かれて ゐる。 文章 は、 浦 島傳說 ほどの 漢文 臭が な 

い。 浦 島 傳說の 方 は、 或は、 伊 預部馬 養 連の 記な ど を參考 して 書 いたから、 甚だしく 六 朝駢驪 

の體 にへ 近い 美文と なった のか も 知れぬ。 なほ、 栗 田 博士の 古 風土記 逸文に あげて ある 帝王 

編 年 M 養老 七 年 條の近 江の 伊香 小 江の 話 (但、 風土記の 文章 かどう か は 明かで ない) は、 完全な 

白鳥 處女說 話の 型 を 示す もの である。 

攝津 風土記の 夢 野の 鹿 攝津 風土記の 夢 野の 條は、 日本書紀 仁德 天皇 卷の 范餓 野の 鹿 

の 話と 同一 である。 

雄 伴 郡に 夢 野 有り。 父老 相傳 へて 云 ふ。 昔 者 刀 我 野に 牡鹿 有.^。 其の 嫡の牝 鹿、 此の 野 

お；： なめ め じか  を じか しば <\ ぬ じ ま  おむな め むつ *f 

に 居り、 其の 妾の 牝鹿、 淡 路の國 の 野嶋に 居る。 彼の 牡鹿 * 野嶋に 住き て 妾と 相愛 じき こ 

たぐ ひな  を じかむ かひめ  あさ を じか  むかひめ  いは  こ よ ひ 

と比无 し， 旣 にして 牡鹿 嫡の 所に 來，^ 宿る。 明くる 旦杜鹿 其の 嫡に語 て 云く、 「今夜、 

夢に 吾が 背に 雪 零り おけりと 見き」 と。 叉 曰ぐ 「須々 紀と曰 ふ 草 生 ひた.^ と 見き。 此 

いめ  さが  むかひめ またお むな め もと  にく  -  いつは いめ あはせ 

の 夢 は 何の 祥ぞ」 と。 其の 嫡、 夫の 復 妾の 向に 住ぐ ベ きこと を惡 みて、 乃ち 詐 りて、 相して 
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\  しるし  LL 

曰 く  \ 「背の 上に 草 生 ひたる は、 矢 の 背の 上 を 射る 称な b。 叉 雪の 零れる は、 白き 鹽を宍 に 

レ ろし  いまし  あ  わた なか  い ころ  つ め 

塗る 餘 な.^。 汝淡路 の 野嶋に 渡ら ば、 必す や 船人に 遇 ひて 海中に 射 死 されん。 謹、 復往 /、 

を じか こ ひしぬ ぶ  た  b た なか  あ  、 

こと 勿れ」 と。 其の 牡鹿 威戀に 勝へ す、 復野嶋 に 渡る。 海中に 船に 行き 遇 逢 ひて、 終に 射 

ころ  かれ  ぬ  い  こと わざ  と V-  A  さ をし. J-  、-め あ t せ 

死され き 故、 此 の 野 を 名 づけて 夢 野と 曰 ふ。 俗說 に、 刀 我 野に 立てる 眞 牡鹿 も夢析 のま 

に まに と 云 ふ。 

こ れは、 日本書紀の 記載よ.^ も 詳しく、 か つ、 人間 世界の 戀 愛の 三角 關 係と 同じく、 妻が 嫉妬し 

て、 夫の 運命 を わざと 惡 く判斷 した。 それが 却つ て、 夫の 死を豫 知す る 結果に なつ たと 云 ふ 

悲劇 は、 考 へよう によって は、 可成， 5 深刻な 內容を 持 つて ゐる ものと 思 ふ。 日本書紀で は、 此 

の 妾に 關 する 事 は 全然な く、 全 く單 純な 民間 傳承 たるに 過ぎない。 

此の 夢 野の 條に 

タ ひ 

見 支。 叉 曰。 都須々 紀， 草 生 t  見 支：： 俗 說 云 „ 刀 我 野 爾!^  la Sk 

と 云 ふ宣命 書式の 表記法が 用ゐて あるの は、 注 意すべき である。 かう いふ 記法 は. 備後國 風 

土 記に も、 

ムカシ  ニマシ マシシ  ノ  ノ  ノ  ヲ トメ ヲョ -、 ヒ -1 イデ マセシ -I ヒ ウレ タリ 

昔 北海 坐 志武塔 神、 南海 祌之 女子 乎 與波比 爾出坐 爾日暮 多 利。 (下 咯) 


と 記して あつ て、 此 の 風土記の 如き は、 殆ど 全部 宣命 書式で 書 いて ある 點に持 色が ある" 

山城 風土記と 因幡 風土記 山城 國 風土記の 賀茂 社の 條に は、 古事記に 見える 三輪の 祌 

の 丹 塗 矢 傳說と 同じ 話が 見え、 伊奈 利 社 及び 鳥 部 里の 條に は、 璺後 風土記の 記載と 同様の 餅 

化 白鳥 傳說を 掲げて ゐる。 かやう に、 諸 書 によって 類似 說話を 載せて ゐる もの も 散見す る。 

因幡 風土記に、 白 t 砲の 話 を 掲げて ゐ る 事 も、 古事記 所載の 話と 同様で ある， 奈良朝 期 以後の 

撰と 思 はれる が、 土 佐國 風土記に は、 三 輪 川の 條に、 古事記の 三輪 山 傳說と 全く 同じ 話 を 記し 

てゐ る。 これ はむしろ 古事記の 傳說の 影響で あらう。 

伊豫 風土記 伊豫 國 風土記の 温泉の 條 は、 最 古の 金石文なる 温泉の 碑文 を 掲げて ゐる 

事に よって 有名で ある _ 此の 中には、 大穴 持 命が 少彥命 を 此の 溫 泉に 浴せ しめて、 蘇生せ し 

め 給うた 話が 出て ゐ るが、 これ は播磨 風土記な どに 見える 此の 兩 神の 競爭 せられた 話に 關 

係が あ-^、 また、 道後溫 泉の 由来の 古い 事 を も 示す ものである _ 

日向 風土記と 伊勢 風土記 日向 國 風土記 も、 その 說 話に は、 元來、 古 い 傅へ を殘 した もの 

が あると 思 はれる， 最も 早く 開けた 此の 地の 神話に は、 わが 國家 の發 祥に關 し、 有益な 物語 

を傳 へて ゐた 事で あらう が、 今 殆ど それが 殘存 しないの は、 遺憾で ある。 ただ、 智鋪 鄕の條 に、 

r'..  ち ？ の さと  あま つ ひ 二 ほのに に ざ いは くら  おし わ  いづ  ちん- 

臼 杵の內 の.. 智 鋪鄕。 天津 彥火 瑰々 杵尊、 天 の 磐 座 離れ、 天の 八重雲 を排 け、 稜威 の 道 別 
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ち, ォ  あち  そら く ら  わ. i- さ. *^ 

き 道 別き て、 日 向の 高 千 穂の 二 上の 峯に 天降. 0 ましき。 時に 天喑 冥く 晝 夜の 別な し。 

人物 道 を 失 ひて 物の 色 別き 難し。 兹に土 蜘蛛 有， o。 名を大 鉗 小 鉗と 曰 ふ 二 人、 皇 孫 

ク、 - 一 と  ま を  いねち ほ  もみし  よも  あ 

尊に 麦 言 さぐ、 一尊の 御手 を以 て、 稻 千 穂 を拔き 籾と 爲て 四方に 投げ 散らさ ば、 必 す 開 

晴らなん」 とま をす。 時に 大鉗 等の 麦せ るが ！ R  、千 穂の 稻を搓 みて 粒と 爲 して 投げ 

そら あ か  て  か-.. -  かれ  ハ 

散らした まひし か ば、 卽 ち 天 開晴り 日月 照. 0 光 やきた， o。 因 高 千 穂の 二 上 峰 を 曰 ひ 

ち S  なづ 

て、 後の 人 改めて 智 鋪と號 く。 

と あるの が、 天孫 降臨 說 話に 關 して ゐる が、 天孫 降臨の 地 を 智鋪鄕 としたの は、 果して 古傳の 

正しい 傳へ であるか どうか 疑問で ある。 言 辭は 語部の 語 句 を、 そ のま まに 取り 用ゐて 記し 

たものと 思 はれる f 此の 他、 伊勢 風土記が、 神武 天皇が 「金 烏の 導きに 隨 ひて 中州に 入り」 

あめの ひわけ のみこと 

長髓彥 を征し 給うた 時、 天日 別命に 命じて、 伊勢 國の 神、 伊 藝津彥 を 計略せ しめ 給うた 所、 伊勢 

津彥 は、 その 命に 服して、 大風 を 起し 波に 乘 つて 東方に 去った ので、 此の 國を 神風の 伊勢の 國 

と 云 ふので あると 云 ふ 話 や、 尾張國 風土記 (こ れは奈 良 朝 期 以後の 撰と 思 はれる が) に、 日本 武 

命と 宫酢媛 命との 話 を 掲げて ゐ るが 如き は、 い づ れ も、 記紀の 古傳 に關係 ある 說話 とし て、 注 

意すべき ものである。 かやう に、 風土記 の 說話 に は、 上代 說 話の 比較 研究 上 、重要な 材料 を提 

供して ゐる點 におい て、 看 過す ベ からざる 内容の ものが 多く 存 して ゐる， 


I 諸 本、 註 釋 書 

Z パ  とし ざね  , 力 

出 雲 風土記 は、 早く、 今 井 似 閑の 萬 葉緯卷 十五に 收 めら れ、 文化 三年に、 千家 俊 信が、 寬政九 年 諸 

斗 s^s  ,  一 

^  f れぜ太 4 象 打械- 一人 一 I 乾 (百へ す ほ 

本の 校合— を 畢，. つた 校訂 本 を 刊行した が、 昭和 四 年に 島根 縣 皇典 講究 分 所で、 校合 刊行した 「校 

定出雲 風土  一  が 信憑すべき ものである， その 註釋 書に は、 「出 雲 風土記 鈔ト (岸 崎 時 照)、 「出 
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'キ ie's^tfrn  * 子 へせ" 上 ♦，  C.             リ S. 
に" -. r-s  S.'S           >'.5i4t  *'  f  "：                ェ知 "！ 

jit/ 於 i* *v>.  a r  p. '*.^        '  '^'i 

1 .、-*_</8 • '、夫， 辱 S  »S  *- テ，， 'i  f»  «■  、 •*  土  i  B  r- 年 

I^E: 幡， 豐； i^r 1 ^fi^B 索: 
i  Z' 織'' 前： 軋 常； 岳： ^ 陸： 
道： ffl: 大'： 各 ^  -坂' 郡 國； 

1    ^\    %  —唯 n\  %. 司 ま 
1  %^ 等.； 臨;' ^  m.  %■  %  ^ 
八 坊： 軒； m\ 新, • 諸： 石 

國. '領： テ vJ  ^  '冶'' 辭/ 素 申ミ 
t  S:  W,      筑： ^)^.  ^ 

陸 取： 之' r  ^    W 稱： せ， f 
國 力 其 ^ 我ミ まリき 

- 居； 庫' -^,  4^ 城' *；  t  t 
-其 之 高： ま， S  « 
一 -. 罠- 向； 難' 賓' 是'' ォ目： W 
—干' g'  'i ま: ス， 當' 摸' *o 
時： +： 長： 慈- 時' 國-' 
TJ- 我' 臣： 柄' 多' 不 足に 

(本 波 藤:） 記 土 風 國後畳  （本 室 葉） 記士風 國後豐 

(蔵 御 寮 書圖省 內宫）  （蔵 御 寮 書圖省 内宫） 


上代 文學史 上卷 

I ....  ■  ,f«3r も 

11  一 置； 

W 直 お f  " バ 飫 お J  U すうれ！'  T 

f 暴 一，， - ひ" *s ネ お f -。 為 

* ^足， ii-  *^ 皇 ぉ責 _g  や 

中 .id 衬 千 5：；  r  ^  _®  "ゆ ,  ^  4 ーリ， 一 ^ り 


ss. ^巧 f  <セ：：-^ れぉ V やゆ"^  "卞 ま 

鳥 お 之 ^ バ〕 手 ネ 千 許 利 せ み > . , 


五 二 〇  - 

雲 風土記 考」 (荷 田 春 滿)、 「出 雲 風土記 解」 (內 

山眞 龍)、 「出 雲 風土記 考」 (岡 部 春 平)、 「出 雲 風 

土 記考」 (横 山 永 福) 等 が あ り、 叉、 全 部 を 假名 交 

りに 書き改めた ものに、 「出 雲 風土記 假名 書」 

(富 永 芳 久、 安 政 三 年刊) が ある。 近年 出た もの 

では， 「出 雲 風土記 考證」 (後藤 藏 四郞. • 大正 十 

五 年 刊) が 出色の ものである。 

出 雲 風土記に ついで は、 常 陸 風 土， 記 が 世に 

知 ら れ、 群 書 類 從に入 り、 天 保 五 年に は、 西 野 宣 

明が 校訂し 頭註 を 付して、 これ を 刊行した。 

近年、 「常 陸 風土記 物語」 (松 岡靜 雄) が 出た。 

肥 前 風土記 は、 荒木 田 久老の 校本が、 寬政十 

二 年に 刊行せられ、 續群 書類 從 にも 入つ てゐ 

る、 註釋 書と して は、 「肥 前 風土記 慕 注」 (糸 

山贞 斡) が あり、 最近、 井上通泰 博士の 「肥 前 風 

土 記 新考」 とい ふ 詳細な ものが 出た。 


( 藏所圃 柏 竹） 本 木 1^ 記 土 風雲 出 


ネし 札 ^ 

ス、 さ ！き、 
, ,  竭， 菌 

(蔵 所 園 柏 竹；） 本 井 白 fa± 風雲 出 


石， お -ゅ 即 ウレ-拿 之 卿， f 

おえ ーィん ま . や 三 f  V ノ 

*t. 石，， んき人 化，. afc-v ノ种お y  - ス 


§5^^  字書 


因 4 り お. ひつ ふ.,^、 vrKTr つ. v/l.^ 南 v^^f . 

も ト：^  ム i@ 小 やみ 丄 や 7 

来 ® 一  百 三十七^^  f 十 几 レン 

4® あ 一 百 八十 三 si IQ 九十 三 ゆ 

1 百 步。 

レ乎 r7.  *-4 ヮ r にフ -ー . 

七十 三 三十 二 

I  -afeni  311 


.^ffi-.  囊國藏 土^  聲臭 

サて M 一十 

疋 十三 

て 十三 M. ^二， 

ず？ や； 


@- 之 夂 錄； >F つ 夏 . も -I さ 

-> ^-^  V ^サ七 ザ 二 十 九-^. 

< 十- \f 二  V？ ん十 三 

七 十三 ませ- 


書名 假記土 風雲 出 


(藏所 園 柏 竹） 鈔記土    雲 出 


豊後 風土 記 は、 肥 前 風土 記. と 同 じ く 、寛 政 十 

卷 十六に も、 又、 群 書類 從 にも 収められて ゐる。 


年の 荒木 田久老 校訂 本が 知られ、 はやく、 萬葉緯 


註釋 


看 欲 t  i) ぽ喪 ^人小^？ミ夾も尺义爹ス否 

ザ まき 食.^ a  A.4rv 書， "叫お 效 

. m ゆ 4 ん 凌- 印え 泉れ 菊，^  # 麻..^  V 走 尺 4a 

"冬せ，？^ ま ザ W> れ是. あ； せ 愈 阁.^ え 

.r--i  -  >?:-、- . l.-J-uf  ,  一一.！ -feaK ^一す tu- J  . し，  一 t^.rf- 

磨 風土記 新考」 (井上通泰) 等が ある ~ 


は、 「養 釋豐後 風土記」 i 橋 世濟、 文化 

元 年刊) が あり、 最 近、 後藤 藏四郞 氏の 

「碰麵園 風土記 考證」 や、 井上通泰 博 

士の 「璺後 風土記 新 考 J が 出 た。 

播磨 風土記 は、 三 條西家 所 藏の古 

寫 本が、 柳 原紀光 によって 發 見せら 

れ、 嘉 永 五 年 に、 谷 森 善 臣 が、 初 めて こ 

れを 學界に 紹介した。 改定 史籍 集 

覽 にも 人 り、 近 年、 古 保存食の 複製 

によつ て、 學 界を裨 益す る 所が 多い。 

註釋 書に は、 「播磨 風土記 考. 一 (岡 平 

保)、 「標 注播磨 風土記」 (敷 M 年 治)、 

「播磨 風土記 物 語」 (松 岡靜 雄) 「播 


磨 

記 


西 

藏 


11^  T1 i 一一.！ 5  ま」 ,TN  I-  Tss-slr  .K  Td ス 

架田宽 博士 は、 以上の 五 風土記 を 一 部と し て、 簡 明な 頭註 を 加 へ、 地 圖.^ も附 して、 「標： 汗 古 
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土 記」 を 完成、 明治 三十 二 年に 刊行 せられた。 從來の 風土記 研究の 集成と も 云 ふ ベ く、 風 土 記 

研究の 典據 となって ゐる。 その 中、 常 睦 、出 雲 のニ國 は、 近 年、 後 藤藏 郞 氏の 補注 本が 刊行 せら 

れ た。 叉、 日 本 古典 全集の 「古 風土記 集」 は、 上 述の 主なる 刊本を 印影して ゐ て、 信 ず ベ きもの 

, ..  である。 

ft  m5 ハ ^  A5i、 ル ^.u 原 野^ 廣 大、斋 ヌ# 逸文の 搜索は 古くから 行 はれ- 

べ..14 つ S  ^A.^ S 戶 矜 杵、 r 戍來 ^ 「諸國 風土 記 拔 萃」 (林 羅 山)、 「萬 葉 

*》>  .-i  ル立 一-鳴 舞 c\Fvi  (ルザぶ， 風 緯」 (今 井 似 閑)、 「諸國 風土記 逸文 稿， 

£¥^^ ル ■ 礼 美.? 赠 •  I  I ソ卞 子、 \ ゃぉヽ 。づ r|  0  "(伴 信 友)、 「採 輯諸國 風土 記」 (狩 谷 掖 

ン V 肯大 子 人？ ぼ 印 矛， や.^ 之 卿 \ ^刀 g 齋輯、 木 村 正辭補 遣) 「暮訂 古 風土記 

之 八 J$ft-"Mt. 尔八 ゃ勾ズ r  ^モ， 糊 逸文」 (栗 HS 等が あり、 その他に も- 

郁魏 や タス ぁ辟ぷ A ゝ 5?^ あ * 今 颜 多くの 學 者が、 此の 搜索 をな してる 

C る。 叉、 註釋 書と して は、 栗田寬 博士 

丄  一 4— 誇 グ え に 可、 え 子 ^ 萄 ん 小 申 

一 V  ;,v,r チノ..'/  ノ つく ィ g  ノ  の 「古 風土記 逸文 考證」 が 唯一の 

もので あつたが、 最近、 井上： 迎泰 5^  士の 「西 海道 風土記 逸文 新考」 が 出た。 

二日 本總國 風土記 


(藏御 察 書!^ 省 內宫） 本^ 文 逸 13  土  a 


1r7 十 汁 

t'l    ：■ ；、 


！ (1^ 


■..^.o..wato.A.iiM8.:*JteJ 


以上の、 古 風土記に 歸 して、 rn 本總國 風土 

記と 稱 する 僞 書 が 現 れ、 擧 者 を まど はす 事 

が 多く、 今 井 似 閑 も、 「萬 葉緯」 卷 十六、 卷十 

七に、 これ を牧 めて ゐる。 伴 信 友 も、 「前後 

風土記 概論」 において、 

其 は 前 風土記と は 書の 體裁 も^にして 

文章の さま も 後め き て、 や ^ 劣 り、 叉 い か 

にぞ やとお も はる、 事少 からず， めで 

たき 書なる を、 た ，、 駿河 のみ は、 大 方 全く 

て、 其 を 除きて は、 み な 全から ず、 い と あた 

らしき 事な りかし。 

と 云つ て、 古 風土記で はない が、 相 當 信 憑 す 

べき ものなる 事 を 論 じ、 曰 本 後 紀延曆 十五 

年 八月の 條に、 

己 卯 (廿  一 3": 是曰、 勅して、 諸 圃の地 圖- 

事 跡、 疎 略に し て、 加 ふ る に、 年 序 巳に 久し 

五 二三 
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一 il- にに， ifcljftars-: 「ぺ 


は ほ 4s 


ユ 4 え-一 


ぞ早 ：， 


511*?i-!v*J?.3 キス" S  ,. 
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く、 口 字闕 逸する を以 て、 宜 し 

と 云 ふ 勅命の あるに よつ て、 前 

行 はれ、 弘 仁の 顷に 成った もの 

官符 によつ て、 奉 つた もの が、 今 

を 後 風土記と 稱し、 古 風土記と 

ゐる。 W し、 此 の 信 友の 論 は、 中 

總國 風土記の 信ずべ からざる 

られる 元 jtH 一年の 民 部 省圖帳 

は、 更 に、 そ の 論に 追記し て、 

この 稿 成りての ち、 或 人の ものが 

肆 なにがしが 人に あとら へ て、 あ 

門の 御 時に こそ あたらめ と 語り 

と 云 ひ、 ま た 夙 く， 正 德 三年に 平祖衡 

を あげて 辨 明して ゐ るので ある。 

叉 後に きけ ば、 駭 州淺間 神主 某の 


く 更に 之 を 作らし む 

風 土 記 (古 風 土 記) の 疎 

が、 卽ち、 此 の 風土記の 

殘存 して、 總國 風土記 

共に 集錄 して、 總名 を 

名の 「前後 風土 

である 事が 證明 

樣に僞 作で ある 


山 信 

も の 

も、 同 


たりに、 かの 總國 

らぬ こと をつ く 

し 也。 

は、 r 辨 日本 總國 

此の 平祖 衡の說 

偽作せ しものと 


ベ し 

原本 

と な 

前後 

一で ^ 

せ ら 

が、 こ 

風土 


風土 

を あ 

い ふ 


るに よ り、 新 た に 

であらう と 云 ひ 

つたので あると 

風土記 逸文と 稱 

論の 辨」 によつ 

れち な ほ、 總 國 

れ を も、 信 友 


記 及び 元 享 

でた る もの 

記」 におい 

げた 後 に、 中 


五 二 四 

，風土記の 撰定 

la に、 延長 三年 

論じた。 かく 

したいと さ ~ 


は II. 目 

二 年 

な り 


て、 完全 

ぎ +1 S ョ 

じて ゐ 

圖 帳と 

„ 大か 


に 論破 

とと も 

る。 "中 

いふ も 

た朿山 


の 疑 ふべき 點 

名 は 再び 記し 


。 類聚 國史; 新 國史ー 」1 


の 業が 

の 太 政 

て、 これ 

述べ て 

せ られ、 

に傳 へ 

山 信 名 

の は、 書 

院の御 

十二 條 

て" 

總國風 


土 記、 民 部省圖 帳、 皆 同人の 暨作 なり。 駿 河の 者なる 敌、 駿 河 風土記 をば、 全部つ くりいだ せし 


下つ々。 《  fr,  -  ,5]i  |5；1 


な 

と 云 

三 の 

の 中 


つて ゐ るの で、 僞 作なる 事 は、 い よいよ 明か 

「風 土 記 考」 で、 中 山 信 名の 論に 黉成 し、 自 

で も、 山 城、 # 賀、 尾 張、 及び 伊勢 風土記の 總國 


本 


風 所 

土 蔵 

己 C 


と 合 ふ 事が 論じられて ゐ るが、 これ は、 む し ろ、 f  J 

記が 僞 作した もの で、 そ れらの 書に 引用して あ 

「虫 ！ g」 と し て、 祸 げてゐ ない 所な ど、 明 か に、 總 

叉、 伊 賀 風土記 は、 紹 巴の 奧書ぁ る伊贺 名所 記に 
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となった。 そ 

己の 前 說の誤 を 

風土記に 人って 

ると 云 ひ、 勿 論- 

書で は あるが、 

取って 記した 

の 出來る 書で 

の 「纂訂 古風 

に よ り、 伊 賀 風 

き 理由と して 

帳 頭註、 二十 一 一 

らの 書に 引用 

文章 だけ を、 總 

國 風土記の さか 

.引 用して ゐ るの 


れで、 伴 信 友 は、 「比 古 婆 

が、 な ほ、 總 


あ 


認めて ゐる 

ゐ ない 一本 

古 風土記 

その 國の古 

ものである 

あ る と 云 つ 

土 記 逸 文」 

土 記が 揭げ 

總國 風土記 

社 注 式 等に 引用 

して ゐる女 章 を 

國 風土記に 牧め 

しら を 思 はしめ 

で、 信 ず ベ きもの 

五 二 五 i 


は- 

な 


ずべ 

ら ふ 

よ り- 

-考 に 

る。 

.日 本 

る。 

城 風 

し て 

取 つ 


衣」 卷十 

國 風土記 

もので 

くもな 

傳說を 

備 へ る 

田寬博 

國 風土 

の 言 ず 

記が、 神 

る 文章 

總 風土 


、それ 以下 は、 

る ものが ある。 

とせられて ゐ 


上代 文學 史上 卷  五 二 六 

る やうで あるが、 その 伊賀 名所 記の 奥 書 は 怪しむべき ものと 思 はれる。 いづれ にして も、 總 國 

は、 皆 全く 僞 撰に 出で たもので あ り、 た と へ 古き 書で あると して も、 奈 良 

論、 同 一 に は 論じられな いので ある が、 此 所 に は、 事 のつ いでに、 古 來學者 

について、 聊か 解說を 記す 事と したので ある。 

片 が殘存 して ゐる とし て、 世 に 紹介 せら れ、 群 書 一 覽に は總國 風土記 二 

へ て、 二十 六國 五十 卷の目 錄を揭 げてを り、 伴 信 友 も、 これ を 集めて、 二十 

し、 萬 葉緯卷 十六に 牧 める 所 は、 曰 本總國 風土記の 第 十八 近. 江 國、 第 一 一 十 

する 

國、 第 三十 六 伊勢 國、 第 四十 三— 第 四十 八 遠 江 國、 第 五十 三— 第. 五十 五薦 

七國 で、 他に、 古 風土記の 豊後 風土記と 、偽作の 尾 張國民 部省圖 帳と を牧 

に收 める 所 は、 信 友 が、 古 風土記で はない が、 な ほ 信ずべき ものであると 

張の 四國の 風土記の 殘篇 であるが、 これ また、 日本 總國 風土記の 中には 

同時の 偽作で ある 事 は 否まれない。 

る、 國 名 風土記 八卷が 刊行 せられて ゐて • これ を も、 奈 良 朝 期 乃至 平安朝 

同せられ た 事が あった。 叉、 江戶 時代に は、 筑 前國鑌 風土記、 斐太後 風土 

撰が 多い。 いづれ も 古 風土記に 糠ぐ 意味で 名付けられた。 


風土記と 認められる 書 

朝 期の 古 風土記と は、 勿 

の 問題と なった 此の 書 

總國 風土記 は、 そ の 斷 

十 三 國に、 古 風土記 を 交 

七國の 逸文 を 得た と 記 

三 河 •e: 國、 第二 十 火 和 泉 

が  むさし 

河 國、 第 七十 七 牟差國 の 

めて ゐる。 同書 卷 十七 

云 つ た 山城、 伊賀、 伊勢、 尾 

人って ゐ なくて も、 同 種 

此の 他 に、 後 世の 撰な 

期 所 撰の 古 風土記と 混 

記、 新 編會津 風土記 等の 
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第一 節 氏族 志  ， 

上. P の國史 皇室の 御 系譜、 御歷 代の 御 事蹟 等が、 上古の 國 家の 歷史の 中心 をな して ゐ 

るが、 そのごと く、 各 氏族に 於いても、 始祖の 事蹟 を はじめと して 、自己の 氏の 傳來を 述べ、 その 

歷史を 記した 書が あった。 此の 書 も、 はじめは、 氏の 人々 の 間に 語- i へられた もので、 古老 

の 口によ. 傳 承せられ， 或は、 その 氏族に 屬 して ゐた 語部の ごとき 人々 によって 語られて.. - 

こもので あらう。 それが、 ある 時期に、 ある 機會 があって、 成 書と して 記載せられ るに 至った 

ものと 田-ひ はれる， それが 卽ち氏 文で ある。 皇室の 御 歷史を 中心として、 風土記に 見える 地 

方史、 それに、 此の 氏 文と いふ、 各 氏族、 部屬の 氏族 史が加 はって、 上古の 歴史の 重要なる 資料 力 

殆ど 全き 姿で 構成 せられる わけで ある。 併し、 風土記の 殘存 せられる もの は、 僅かに 五 種に 

過ぎす、 氏 文 li 至って は、 た 一」 一 種 だけが、 それ も、 後世の 書に 引用 せられて ゐる 文章 を 集成す 

る 事に よ， 。、 僅かに、 その 全貌 を 察する 事の 出來る ものが、 存す るに 過ぎない- そす 力 e ち 一口 ほ 

二 七 
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橋 氏 文で ある 

公民 本 記. 譜第. 纂記 そもそも 各 氏族の 史傳が 編 


部氏赛 お) 

： I  え ^  t 着 

れ 代 そ，， め ら 命， ふ， J.- 1 神.^ 崇 i  S 

ャ 嚴さ、 尺 卸 V  ，や？  ^  I  ；、  ^ 

^^^x-v-^l  ？!) そ 尺 雲め 句ん 限 

で 4- もり 5 地 IT . ^く虐 ，1 く 力 1 め 給 >^ 

？專 VS ,!( " へろ J す臣 ふ； 却夂 it 物 部， 

-、 小ノ ら りあ^  - に らりビ #i  M{^^^ 

か 化 冬 つく t  @ y  f  r 、え r ん 恰ゾさ 

故え f  t  .At- ラ特 ハ 忌 部 ^  *i  J お V%  i 


ま れ 


ると 思 はれる。 更に 下つ て、 日本書紀 持統 天皇 卷に は" 


部 

帝 

所 


五 二八 

た の は. 天 皇 記ゃ國 記と とも に、 推 

古 天皇 二十 八 年に、 臣連伴 造國造 

百 八十 部幷 公民 等 木 記の 錄 され 

た の が、 國 史に 見える 初で あ .5、 當 

初 か ら、 國家 の 歴史と 並んで パ t 氏 

族の それ も、 存在して ゐ たので あ 

る。 ま た、 日 本書 紀顯 宗 fk 皇卷に 

かばね ついでの ふみ 

は、 譜 第と いふ 書が 引用せられ 

てゐ るが. これ は、 書名 によって 考 

へ れ ば、 皇 室の 御系圖 にも 觸れて 

ゐ る が、 諸 氏の 系圖を も、 姓 の 順序 

に從っ て、 擧 出した やうな であ 


五 年 (中略) < 月、 fijsv 辦の ？ f S の ひ (十三 日)、 十八 氏 に ir し て §4 3 ^,^,S0$ 


I、f 寧 城、 謝、 其の 祖 等の 纂記を 上進ら しむ  • 

と 見えて^ の 諸氏の 纂 記と いふの は、 諸氏 に傳 へられて ゐる 記錄の 類で あらう か. その 中 

に は、 氏 文と 認められる もの も 勿論 存 した 事で あらう。 かやう にし て-諸 氏の 記錄 が、 朝廷に 

存 して、 國. a- 編纂の 資料 を 提供して ゐ たので あるが、 その 中に は， 氏 文 も 亦あった 害で ある。 

栗田寬 博士 は、 舊事 本紀の 天孫 本紀 によつ て. そ の 尾 張 連、 物 部 連の 世 次 を 記 した 條は、 他の 書 

に 見えす、 全くの 偽作と も 思 はれな いか ら、 古 書に 據り 所が あるので あらう と 云つ て、 そ れ か 

ら、 物 部氏纂 記、 尾 張 氏纂記 の 二 書 を 編み、 こ れに考 註 を 加へ て、 本文の 疑 は しき は 正し、 取る ベ 

き 箇所 を 示して ゐる" もとよ り、 舊 事本紀 そのものが 偽書で あるから， これら も、 古 代の 纂記 

として 信す ベ きもので ない 事 は 勿論で あるが， なほ 考據に は備へ る ベ き點も あるで あら ，つ..。 

本 系 帳. 譜圖. 譜牒. 家牒 以上の 公民 本 記、 譜第、 纂 記の 類 は、 氏 文の 一 種と も考 へられ.， 氏族 

の記錄 である が， 此 の 他に， 氏族に は、 本 系 帳 (ただ 本 系と も 云 ふ)、 譜 園譜圖 帳と も 云 ふ 一 譜牒、 

家 牒と稱 する ものが あった。 此の方の 名稱 は、 上記の 語よりも 後に 用ゐら れてゐ る- 天平 

寶字五 年に、 撰 氏族 志 所 を 設置し、 そ の 宣 によ つ て、 本 系 帳 を 勘 造、 進 奉せ しめられ 氏族 志 を 撰 

ばう として、 惠美押 勝の 亂の爲 めに 中止 せら れ たが (新撰 姓氏 錄 序)、 弘仁 私記 序に 

凡そ 厥の 天平 勝 寶の前 讀。 なリ。 一 代 ごとに 天下の 諸氏 をして 各 本 系を獻 
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せし め^， ヌ §5 て、 永く 秘府 に藏 めて、 輙ぐ出 だす こ と を 得す。 圖書 寮に 存せ しむる 者是 

4- あさつ ま \；  く ごすく ねの すめら みこ LJ  あめのした しろ Ly. 

いふ. o。 雄 朝 ^^^輕 子 宿 輛 夭 曳允 恭) の 御宇し し 時、 姓氏 扮 ST お 卑 決し 難し。 因て！^. 稷の 丘に 坐し て、 熱 ん」 探 

リぽ 偽ん 二 めしむ。 今 大和 國高巿 郡に 签 有ろ は是 なり。 後世の 帝王 彼の 稷 車ん」 見 て、 毎 世、 本 系 ^ 

獻ぜ しめ 圆 

書 寮に 蔵す，. 

と ある ごと く、 そ れらの 本 系 帳. 譜 圖-譜 牒， 家 牒 の 類 は， 圖 書 寮に 藏 せられて ゐ たので ある。 こ 

れ が、 新撰 姓氏 錄ゃ、 後の 系圖の 書が 編纂 せら れ る 際、 逢考 資料と な つた ものと 思 はれる。 

公 民 本 記、 譜第、 纂記 の 類が、 い か なる 內容、 形式 を 有して ゐ たかは、 はっきりと は 分らぬ が、 一 

家 一 族の 父子 兄 第の 順序 次第 を 主として 叙し、 その 間に、 その 人物の 著しき 事蹟 を 記した も 

ので、 系 圖と云 ふやうな、 圖 表の 形式 を 持つ 書で はない。 本 系 帳 は， 「秦氏 本 系 帳」 が、 「本朝 

月 令」 や 「年中行事 秘抄」 に 引用せられ- 「多 米 宿 禰本系 帳」 が 「政事 要略」 に 引用 せら 

れてゐ る： その他、 「菅 原本 系 帳」 等、 諸氏の ものが あつ て、 漢文で、 始祖 以來、 代 々の 事蹟 を 記 

. して ゐる點 では. 全く 氏 文の 性 を 持つ ものである." 譜 岡 帳 は ~ 「皇字 沙汰 文」 に， 延喜七 年 

の、 一 伊勢 天照皇大神 宫禰 {93 譜圖 帳」 を 揭げて ゐ る が こ れ は， 宣命書 で、 荒木 田 氏の 先祖 天 見 

通 命が， 天石戶 前の 神樂に 奉仕した 事 を 叙した もので、 莊 重な 古體の 文章 をな して ゐ るの は， 

これらの 系譜 の 書 が、 漢文-和文の 差 は あ つ て も， 系 圆を園 式 や 表示 で 記した 書の 如き 無味 乾 

燥な 體 裁の ものと は 異な， 一  個の 文章と して. 存在して ゐた事 を 示す ものである" さう 云 


ふ點で は、 新撰 姓氏 錄の ご と き • 名稱 の 列記に 終始す る撿 索， 備 忘の 爲 めの 書と も 異な り、 や は 

り. 自已 の 氏族 を 愛し、 一 家 を 愛し、 先祖 を 敬慕 す る 熱情が、 f 景 とな つて ゐ るので ある。 但、 そ 

の爲め に、 表現の 上の 興味 はと. にかくと し て、 內容の 上 に、 眞實を 失 ひ、 事實を 歪曲した 點の あ 

る 事 は， 遺 憾 なが ら、 否 まれない ので ある- 氏 文 も 亦ぎ うい ふ 性質に 於いて は. これらと 共通 

の點を 持って ゐる • 

門 文 氏 文の 事 を、 後に は 門 文と も 云 つ た. 「中臣 氏 系圖」 に揭 げた、 「延 喜の 本 系の 解狀」 

に、 「大 中臣 氏人 等の 解に、 新撰 氏族 本 系 帳 を 申し 進む る 事」 と ある、 大中臣 氏の 朝廷 へ の 報 

吿 書の 中に ■ 

玆に 因て、 上 の 宣 を 申し ド し、 先 後 の 本 系、 及 び 家々 の 古 記、 戶 々の 門 文 等 を 鳩 集し、 去る 寬ヰ 

五 年從り 始めて 十四 載の 間 に、 實 錄粗畢 る。 

と ある 門 文 は、 氏 文と 云 ふの と、 同 じ 性質の ものと 思 はれる。 

氏 文 氏 文 は-各 有力なる 氏族 に は、 大 抵， これ を存 して ゐた 事で あらう が 、今日で は、 本 朝 月 

令、 年中行事 秘抄、 政事 要略に 引か れてゐ る 高 橋 氏 文の 斷片 が集錄 せら れ， 又、 文庫 遠 響に 載せ 

る 丹 4 祝 氏 文と いふ 短い ものが ある。 此の 他に、 伴 氏 文、 神 部の 氏 文 等 もあった らしい が. い 

づれも 平安朝 期の 撰で ある。 
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丹 生 祝 氏 文 丹 生 祝 氏 文 は、 延層 十九 年の 撰で、 「丹 生 津比賈 及び 高 野大明 神に 仕 ふる 

丹 生 祝 氏」 の 遠祖よ り、 代 々 の 略 系 を 記し 來. o、 和 銅 三 年 の 籍、 天 平 十二 年の 籍をも 勘進した 

事 を 記して ゐる • その 文章 は. 

ヮキ Ml^ ゥロヒ イマ モノ カノ ォ\ イス マタ ツー 力 ヒ匕キ キテ ュ. t ヤヲ テニ トリ モチ ォホ ：、 力 ミノ マス アト-力 ハ / シモ J  t ガ： ラニ  / カミ t 

別 犬 黑比止 云 考彼御 犬 二 伴 率 引、 弓 突 手 取 持、 大御神 坐、 阿 帝 川 力 下 長 谷川 原爾 * 犬 甘 乃 神と 

イマ ナヲ ェ-ァ イシ ト ナリ テ ィ マニア リ 

云 名 乎 得 石祌 成 S 在， 今- 

と  いふ  調子で  記して  あり、 記載せられ  たの  は、 平 安 朝 時代で ある が、 上 古の 古 傳を傳 へた 所が 

あ ら う" 

第二 節 成立  • 

成立の 時代 高 橋 氏 文 も 亦、 平安朝 時代の 所 撰で， 延曆 年間に 成った。 卽ち、 本書の 中に. 

まき t  く  み- p  i  ほしみ. 0 のとの ゐに やどれる とし  1*  二との り ，つけた ま  かしよで のお, * 

纏 向の 朝廷の 歲 次，， 癸 亥， (景行 天皇 五十 三 年) よ . ^始めて 貴き 詔勅 を 奉 は b  、膳，'. 臣の姓 を 

17  、  ^>  け  つかへ まつ  き，  ラ； 1 ど  ほし スづ のえ のい ぬに やにれ ると し 

賜 は.^ て 天 都 御 食 を いは ひゆ ま はり て、 供奉り 來ぬ。 今の 朝廷の 歲次 „ 壬 戌， (延曆 元年) 

迄、 並びに， 九 代. 積年 六 百 六十 九歲 I 铺十 

と あり-これ による と、 延暦 十九 年に 成った ごとくで ある が. 伴 信 友 は、 延暦 十九 年 は 十 一 年 の 


誤で さう すれば 「積年 六 百 六十 九 歳」 の年數 にも 叶 ふ-と 述べ てゐる これによ ると 、延厦 

十一 年に 成った 事になる。 いづれ にしても、 その 頃 に、 高 橋 氏の 長 が、 此 の 氏 文 を 撰して， 朝廷 

に 奉った ので ある が、 併し ざ の 內容も 文章 も， 古く 成立して ゐ たもので ある 事 は 明かで、 蒼 古 

なる 上代の 文章の 持 色を備 へ. 內容 も， 記紀 のお 典に 相 交 .^,叉、 こ れ を 補 ふ も の が あ る. 

高 橋 安曇 雨 氏の 爭 此の 書の 撰せられ た 動機 は、 本書の 末尾に 附 載せられて ゐ たらし 

い 「太 政官、 神 祗官に ；银 して、 高 橋 安曇 二 氏の-神事 御 膳に 供奉す る 行 立の 先 後を定 むる 事」 

とい ふ延曆 十一 年の 太政官 の宣符 によって， 明かで ある。 それ は、 古來 神饌に 携 つて ゐた髙 

橋、 安 曇 兩 氏の 勢力 爭に 端を發 した もの で、 元 來、 高 橋 氏 は、 常 に 安 曇 氏よりも 前に 立って、 供奉 

して ゐ たが： 神龜ニ 年に， 安曇 刀が、 高 橋 乎具須 比よ b も、 長老で あると い ふ 理由 を もって そ ひ 

前に 立た うとした の で、 高 橋 乎 具須比 は、 こ れを 承諾し なかった。 此 の爭が 内裏に 聞え， 古来 

の 例に 從ふ べしと いふ 命が あつたので、 その 論 爭は絕 えた。 然る に、 寶龜六 年の 祌今 食の H 

に、 又 々-安 曇廣吉 なる 者が、 强 ひて 前に 立た うとした の で、 高 橋 波 麻 呂 が、 爭 つ て、 廣 吉 を 挽き も 

い ゆ f どした これ を 遣 恨 に 思 ひ. 廣 吉 は 安 曇 の 氏 記に 僞辭 を加附 して-自ら 先に 立つ ベ き 率を强 

\ 弊した。 そ れ で、 高 橋 氏に おいて も、 こ れ を 憤慨して ゐ たが、 遂に 延曆八 年に、 兩 氏より その -お 

文 を 進 め し め、 まな 日本 紀、 及び 一 一 氏 の 私記 を. 搜檢 して、 高 橋 氏の 正しい 事が わかった。 饼し 
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兩氏 をして 交替に 先 後に 立た しめたら ば、 爭 もな く穩 かに 治まる であらう とい ふの で、 さ う 

いふ 風に 取. 0 計ら はれる 事と なった。 然るに、 延歷十 年に、 又々 安曇 繼 成が、 勅命 にも 係 はら 

す. 高 橋 氏と 爭っ て、 頻 b に 前に 立た うとした ので、 再び、 兩 氏の 家 記を檢 した 所、 高 橋 氏 の 家 記 

に 記す 所 は、 日本 紀に叶 ひ. その 膳大伴 部と 姓 を 賜うた の は景行 天皇の 御 時で、 應祌 天皇 三年 

に、 海人が 服從 しな い の を 安曇 連 の 祖、 大濱宿 禰を遺 して これ を 平定せ しめられ. その 功に よ 

り 海人の 宰 とし て、 は じめ て、 安曇 氏が 奉 御 膳に 預 つたのに 比する と、 そ れょ b は遙 かに 古い。 

然る に. 安曇 氏の 家 記に よると 旣に， 崇神 天皇の 御世に-その 祖先が 始めて、 御 膳に 仕 へ たやう 

に 記して ゐ るが. その 私記 を檢 する と- 「追 註 行 下の 筆跡 殊に 拙し、 字 を庶は す tf 詐 の IS 是に 

見 ゆ」 とい ふ 有様であった の で， 遂 に M 史 及び 家 記 を 案じて， 安曇 氏の 詐偽を 働 い た 罪科 は 

著 し く、 律 に 照して 絞 刑、 除 名に 處 すべき 所 その 死 を 宥めて 這 流に 處 せられる 事を宣 し、 此 處 

に 事件が 落着した ので ある。 

以上の 宣符の 文面に よれば- 延 暦よ. 0 も 以前に、 兩氏 とも 家 記 を 有して ゐた事 は 明かで 高 

橋 氏の 如き も-早 く 奈良朝 期、 或 は それ 以前に 撰せられ てゐ たものに. 若干の 追記 を加附 した 

ものである かも 知れぬ。 それ は、 安曇 氏 文 が， 虛僞 の 記事で は ある が， 註 記 を 後に 追加して ゐ 

たのと 同じで あらう。 持統 天皇 五 年 に、 諸 氏の 纂記を 奉ら しめられた 中に、 安 曇 氏 も あり 瞎 


部と いふの は， 高 橋 氏の 事で ある" 然ら ば. 兩 氏の 氏 文 も、 此 の 時な どに、 成った のか も 知れぬ， 

或 は、 右 の纂記 は-もっと 早く 記錄 せられて ゐ たもの を、 此 の 時に 獻上 せしめられた ものの や 

うで も あるか ら. 從 つて、 兩 氏の 氏 文の 原形の 成立 し-記 載せられ たの は、 更 に その 以前に 溯る 

かも 知れない いづれ にし て も 高 橋 氏 文が， 4a い 時代に 成立した 書と して， 當代 の說 話文學 

の 中 に、 収 ，o 扱 は れ得る ものである 事 は 確かで ある- 

氏 文の 文章 高 橋 氏 文 は、 多く 宣命體 で 記 して あ り 稀に" 稚拙な 漢文 式 表現が ある I 前 

に 5^げ た 丹 生 祝 氏 文 や は り，宣 命 體 で ぁ つ た。 宣命書 が， 氏 文の 特色で あらう か。 併 し、 風 

土 記に も、 宣命書 の もの も あ り. ま た、 純 漢文 的な も の や 種々 の 文體が 取られて ゐ た，』 それ は 

記者の 素養 や 好みに よって さまざまの 文體が 取られた ものと 思 はれる. 氏 文に お いても 

同 様 で、 別 に 二 定の文 體. 記 法と い ふやうな もの は- 存 在し なかった ので あらう。 たまたま 現 

在 殘れる ものが ，神事に 關 係の 深い 氏族の 氏 文であった からして， その 氏族の 素養、 環境 に よ 

り 祝詞な どと 同様の • 宣命體 の 表記法 を 取る に 至った ものである かも 知れぬ。 いづれ にし 

て も、 氏 文 も. 風 土 記と 同様に、 純 漢文 式の もの や， そ の 他 種々 なる 文體 のあった 事 は， 考 へ ら れ 

る 所で ある 

高 橋 氏 文考注 併し. 高 橋 氏 文 は-全文が 一 書と して、 殘 されて ゐ るれ けで はない， 前述 
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の 如く. その 文章が 古 書に 引用 せられて ゐる にと どまる" 

尾 大方 完 きものが あるの で、 殆ど 全貌 を 知る 事が 出來ざ の 
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た だ， そ の 引用の 量が 多 く、 且 つ、 首 

內容も 文章の 特色 も 明かに なつ 

てゐる r 故に. 恰も 一書と して 殘 

存 して ゐ るが ごとく. これ を 取 b 

扱 ふ 事 も 出来る。 此の 諸 書に W 

用せられ て ゐる高 橋 氏 文 を 一 部 

に まとめ て詳 細なる 註解 を 加へ. 

高 橋 氏 文 をして， 上代 文學の 中に 

取， 0 扱 ふ 事 を 得せ しめたの は. 伴 

信 友の 「高 橋 氏文考 注」 の 功績 

である。 高 橋 氏 文の 研究 喪と し 

て は、 こ れが 唯一の 書で ある。 今、 


此の 書に よって、 その 內容を 記す 事に する。 
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容 


高 橋 氏 文の 資料 高 橋 氏 文 は、 本朝 月 令の 六月， 朔日內 


きま 蓉尺， き #4-$-! 
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本. 月 令 所 ts の. -OIH-  橋 氏 文 

は、 次 の 如き 內容 である r 
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本朝 月 令、 六 月、 朔日內 膳 


膳 司 供， 怠 火 御 飯， 事 の條、 同じく 六 

月 十 一 日の 神 今 食 祭事の 條、 政事 

要略 第 サ六卷 ，年中行事 部， 十 一 月 

中 卯 日、 新 嘗 祭 條、 及 び、 政 事 要 略， 所 

引の 分と 问じ條 を、 簡略 に し て、 年 

中 行事 秘 抄、 十 月 中 辰 日、 豐叨 節食 

の條に 、掲げて ゐる。 從 つて. 年. 屮 

行事 秘抄所 引の もの は、 餘り 重要 

でな く， 本朝 月 令、 政事 要略、 二 書に 

引用す る 所に よつ て、 その 全貌が 

わ か る。 

司 供，， 忌 火 御 飯 一事 の條に 載せる 所 
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ま、 き むく ひ じろ の みや あめのした しろしめ 

掛け まく も 畏き卷 向の 日 代宫に 御 宇し 

お ほたら しひ こ の -;? しろ わけ t すめら み こと  みづ のとの ゐ 

し 大足 彥忍代 別 天皇の 五十 三年 癸 亥の 八 

み 二との り  のた ま  あれ かなしき こ .； わ も 

月、 群 卿に 詔して 曰 は く、 朕 愛子 を頋 ふこと 

につれ  や  を ラす のみこ,^ J 1^  5  X  む 

何の 日に か 止まん。 小碓 王き， S ば の 平 

くにん \ めぐり ス 

けた まひし 國を 巡狩ん とすとの りた まひ 

き。 是の月 伊勢に 行幸で ま しま りて 東國 

に 人り ましき。 冬 十月 上總國 安房の 浮 島宫ー 

此の 冒頭の 文章 は、 日本書紀の 文章 と.， 殆 ど 

あ る が、 書 紀 に は、 た だ 上 總國と 記して ゐるだ 

園から 獨 立して 一 國 となった の は、 養老 一 一 年 

X ゐた當 時、 卽ち 養老 二 年 以前に、 氏 文の 原形 

日本書紀 以前に、 此の 氏 文の 文章が 出来て ゐ 

ので あるか も 知れぬ。 或 は、 此 の 氏 文の 冒頭 

書き改めて 記した もの かも 知れぬ， 氏 文 は、 

書と は 違 ふ から、 書紀の 文章 を用ゐ て も 差. IM, 


申し上げる も勿體 ない 景行 天皇の 五十 三年の 八月に、 多 

勢の 公鄉に 詔して 仰せられる やう は、 「自分が、 なき 愛子 

を 思 ふ 情の 消え去る 曰 は あるまい。 だか ら、 小 碓王 ■ 

倭 § S " 申の 平定 あそばされた 國々 を 廻って 見ようと 

思 ふ」 と 仰せられた。 此の 月に、 伊勢に 行幸 あそばされ、 

轉 じ て、 東 國に お入りに なった。 此の 冬 十月に は 上總國 

安房の 浮 島 宫に御 到着に な つた。 

同一 である. 右の 文章に、 上總國 安房と 記して 

けで， 上總國 安房と は 出て ゐな い。 安房が 上總 

である- 故 に、 こ れ は、 安房が まだ 上總國 に屬し 

の 出 來てゐ た 事 を 示す もので あらう。 然 らば" 

て， 日 本 寄. 紀は， 此の 氏 文 を 材料と して 記した も 

の 文章 だけ は、 書 紀の 文章 を 取 つ て、 聊 かこれ を 

，氏族の 中の 私記であって、 朝廷に 報吿 する 公文 

へない わけで ある が、 こ れ によつ て、 そ の 氏族の 


也 位 を判斷 する やうな 場 八 口に は、 も し， こ れが、 書 紀の文 章 を、 そ のま ま 取った ものである とす 

れ ば、 不 利益な 立場に 置かれる 事で あらう。 いづれ にして も， 氏 文の 文章の 成立が 古い 事 は、 

これによ つても 明かで ある， 

磐 鹿 六 獲 命 以下 は、 此 の 氏 文の 固有の 文章と し て、 宣命書 を 多く 交 へ た、 獨特の 文章と 

ハは V- むつ かりの みこと  , 

なって ゐる。 景行 天皇の 東國 巡狩の 御供 をし て、 高 橋 氏 の 祖、 磐 鹿 六 獏命 も 從駕 に 供奉した 

天皇が、 葛 飾 野で 狩 を あそばされた 時、 皇后 八 坂 媛 は 借宫に 留 まり 給 ひ、 磐 鹿 六 獏 命に 仰せ ら 

れる やう は、 「此の 浦に 異き 鳥の 鳴聲 の、 ガク ガクと 鳴く のが 聞え る。 その 形 を 見たい と忠 

ふ」 と 仰せられ たので， 船に 乘っ て、 鳥 の 後 を 追 ひかけ たが、 遂に 描へ る 事が 出來 なかった の 

で、 その 鳥に 「これから 後 は、 陸 上に 上がる 事 は 出来ぬ。 若し 大地の 上に 居る と必す 死ぬ る 

ぞ、 海中 を住處 とせ よ」 と詛を 云つ て、 還 つ て 來る 時、 堅 魚 を 捕獲し、 また、 渚の 上で、 八 尺の 白 蛤 

お また も ひ  あまの 

を 得た。 それで、 磐 鹿 六媳命 は、 此の 二 品 を 后に 捧 げ、 武 藏國 造の 祖大 多毛 比、 秩父國 造の 湖 天 

ゼ 天" 下腹 等に 命じて、 こ れ を臉 となし、 また 煮燒 して、 種 々の 料现を 造らせた ので ある。 か 

く て、 

種々 の 料理 を 造つ て 盛り上げ、 安房の 河 曲 山の 据の藥 を 

見て、 これ を 取り 高坏 八 枚に 綴り 作 り、 又、 掼 の 蒸 を 見 て、 こ 


か は わ  はじ  すき 

雜 造り 盛りて、 河 曲 山の 掘の 紫 を 見 て、 高 次 


八 枚に 刺 作り， 眞 木の 薬 を 見て、 枚 次 八 枚に 
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刺 作り て、 日 影 を 取りて 縵と 爲、 蒲 

て 美 頭 良を卷 き、 麻 佐 氣葛を 採り 

に か け、 帶 に 爲、 足 纏 を 結 ひ て、 御 雜 


の 葉を以 

て 多須岐 

の 物 を 供 

ひ  みく る ま み かり 

へ、 結 飾りて、 乘輿御 猿より 還り 人り 坐す 時 


つかへ まつ 

.i 供奉らん とす。 


これ は、 當 時の 一 般の 食事の 風 

歡び給 ひ、 以後、 遠く 長く、 天皇の 天 

叉 此の 行 ふ 事 は、 大伴 立ち 雙 びて、 

のた ま  たっし 

ベ き 物と 在れと 瑕 ひ て， 曰 の 竪、 日 

わか 


五 四 0 

れを 取り 平 坏八枚 に缀り 作り、 蘿葛を 取 つ 

みづ ら  まさ き づ ら 

とし、 蒲の 葉で 髻を卷 き、 眞辟葛 をと つ て、 手 

あ 5 

し、 脚 結 を 結ん で、 御 料理 を 供へ、 机 を 結び 作 

置き 並 ベ、 乘 輿が 御 狩から 還られて 惜宫に 

れる 時、 これ を さし 上げよう とした。 


習 を も 示す ものである。 かく て、 天 皇 は、 磐 鹿 六 

つ 御 食に 仕へ 奉る やうに 仰せられて、 太刀 をド 


て 頭に 卷く S 

襁 にか け、 帶 と 

つ て、 机 の 上に 

入御 あそばさ 


猿 命の 勞を 

賜せられ た。 


仕へ 奉る 

よこ しかげ とも 

の 横、 陰 面 


もろ/ \ の うぢび と  くに 

賜 ひ、 义、 諸 氏人、 東の 方の 諸 

ひとり  たてまつ  ひら 

人づっ 進ら せ て、 平 


背面の 諸 國人を 割ち 移し て、 大 伴 部と 號け 

て 磐 鹿 六 猿 命 

ぐに のみやつ こと を まり ふた うぢ  おの も 

國造 十二 氏の 枕 子、 各 

すき ひれ  よ ざ  やま ぬ 

次 比例 給 ひて 依し 賜 ひき。 山野 海 河なる 

たにぐ く  さわた る  か へら 

者 は、 多 爾 久久の 佐 和 多 流き は み、 加 i 良 の 

かよ t  はた  ひろ もの はた  さ fc- の 

加 用 布き は み、 波 多 の 廣. 物、 波 多の 狹 物、 毛 の 


又、 「此の 御供 膳に 奉仕す る 仕事 は、 一族が 皆 一緒にな つ 

て、 お 仕へ 申すべき ものである ぞ」 と 仰せに なって、 東西 

かし ± で 

南北の 四方の 諸國の 人々 を 分けて 膳 夫と なし、 瞎， の大伴 

部と 名付け て、 磐 鹿 六 猿 命の 部下と せら れ、 又、 諸 氏族の 人 

人、 東 國の諸 國の國 造 十二 氏の 赤兒を 一 人づ つ 膳部の 仕 

事 を 見習 はしめ るた めに 朝廷に 奉らし め 給 ひ、 磐 鹿 六 猿 

命に は 平 坏、 領 巾 を 賜 はつ て、 此 の 事 を 委任 あそばされた 

ので ある。 又、 「山野 海 河て とれる もの は、 陸は蟾 餘の步 

き 廻る 果ま で も、 又、 海 で は、 船 の 通ふ果 まで も、 す ベて 國內 

で產 する あらゆる 鰭の 廣 物 (大 魚) 鰭 の 狹 物 (小 魚) 毛 の 荒物 


荒 物、 の 和 物、 御 雜の物 等 を W へ，..^ 、攝ね 取 

まつ  よ ざ  かくよ ざ 

り 持ちて 仕へ 奉れと 依し ぬ ふ。 如是 依し 

賜 ふ 事 は、 朕が 獨の 心に 非ず。 是は 犬に 坐 

す 神の，、 § ぞ、 朕 が 王 子 お 鹿 六 猿 命、 諸 友 諸人 

等 を 催し 率 て、 愼 まり 勤し み 什 へ バタれ， こ 仰 

-っ け  よ ざ 

せ 賜 ひ t: ひ ^ ひ て、 依 し 賜 ひ き。 


、大 獸) 毛 の 和 物 (小 獸) そ の 他 種々 の 食物 を 供 へ る爲め に、 お 

前が 寓事を 兼 酒し マ、 取り まかな ひ、 仕へ 奉れ」 と 委任 あ 

そばされ た。 「かやう にす ベて をお 前に 任せる 事 は、. H 分 

一人の 心からで はなく、 これ は 夭に まします 神 樣の御 命 

令 で ある。 どうか、 わが 皇族なる 磐 鹿 六 猿 命 よ (磐 鹿六猎 

命 は、 孝 元 天皇の 皇子 大彥 命の 三世の 御 孫 で あ る か、 レ "王 ■ 

子と 云 はれた)、 諸 友 諸人 等 を さそ ひ あ ひ 引き連れ て、 謹 

しみ 勵ん で お： H へ 巾し 上げよ」 と 仰せ ら れ、 誓 を た て られ て、 供 膳の 事 を 御 一 任 あそばされ たの で あ る。 

み ナ つ かみ  わか ゆえ S むら じ  お ふめ ふの む，；' じ  i よ ひの む りじ 

これよ . ^、上 總國の 安房の 大祌を 御食津 神と し、 若湯 坐 連の 祖意 冨賣布 連の 子 豐日連 をし 


て 火 を鑽ら L め、 これ を 忌 火と して 齋戒 し， 御 食膳に 供 


叉、 八 男 子、 八 少 女 を 定め C  、神 章 


かむ はたの みや 

大嘗 にも 奉仕す る 事と なった。 その 年 十二月 に， 乘輿 は， 東國 より a- 勢 國綺宮 に 還.^ 給 ひ、 翌 

五十 四 年 九月に、 伊勢よ.^ 大和の 纏 向 宫に還 御 あそばされた。 五十 七 年 十一月に、 武 藏國秩 

おゆ  つ ふ  みづら  た すき 

父の 大伴 部の 祖三 宅 連 意 由が、 蒲の 葉の 代り に 木綿 を用ゐ て 髻を卷 き、 また、 手襁 にも 木綿 を 

用ゐ て ii 葛 に 添へ る 事 を 始めた。 かやう にし て、 景行 天皇 五十 三 年 に、 s め て 詔勅 を 承 b  、膳の 

臣と姓 を 賜 ひ、 供 膳 に 奉： してよ 今まで-三 十九 代 六 百 六十 九 年 を 經てゐ る f 

政事 要略 所 引の 高 橋 氏 文 政事 要略に 記す 所 は 右の 部分よ b 後に 位する ものと 思 は 
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れ， 磐 鹿 六 猿 命が， 年 七十 一 一 の 八月に. 病 によって 薨 じた r それ で、 景行 天皇が 悲しみ 給う て、 親 

ふぢ か はわけ のみこ ふ た 卜 L を-: ろの みこと 

王 に 準じ、 葬 禮を行 はれた" その 時 に、 藤 河 別命、 武 男心 命 等 を宣命 使と し て， 葬儀場に 遣 はさ 

れ、 宣 命が 讀 まれた。 その 宣命 の 全文 を揭げ るの が 主で あつ て、 現存の 宣命 の 最古の もので 

ある 點 におい て、 こ れは 注意すべき ものである。 日本書紀の 詔勅 は， す ベて 漢文で 記されて 

ゐ るか ら、 高 橋 氏 文 所載の 宣 命が， 景行 天皇 當 時の 面影 を そのままに 傳 へ てゐ るので あるな 

ら ば、 國 文と して も、 最 も 古き ものの 一で あると 云 ふ 事が 出來 る- 

本朝 月 令. 六月 十一 日 神 今 食 祭事の 條に 出て ゐる もの は、 右の 高 橋 氏 文が 提出せられ るに 

至 つ た、 高 橋. 安曇 兩 氏の 爭に關 する 太 政官符 であつ て、 こ れ を も. 高 橋 氏 文の 終に 附， 錄と して. 

附け 加へ たものと 見える" その 大要 は、 成 立の 所で 述べた ので、 此 所に は 記す 事 を 略す る。 

以上の 三條 が、 す ベて、 「高 橋 氏 文 云」 として、 それらの 書に 掲載 せられて ゐ るので ある J 

文章 表記法 は、 普通の 漢文 式に、 倒置した 所 も あり、 就 中、 宣 命 書の 所が 多く 「多 爾 久久 乃 

佐 和 多 流 M 波、 加 弊 良 乃 加 用 布 I 波」 と 云 ふやう に、 全部 假名 書で、 宣命體 に 書き記した 所 も 

ある" 殊に， 「供，， 御雜物 乎，」 「令，， 脫置， 夭」 と 云 ふやうな、 漢文 式の 反 b 讀む 書き方と、 宣命齊 と 

を 交 へ 記した、 特殊の 表現 を 取 つて ゐ るの は、 本書の 表記法の 一 つの 特色で ある e 

併し、 全體 とし て、 文章 に 古 體の趣 を 具 へ， 天皇の 御言 葉 は 勿論 である が-そ の 他に も， 磐 鹿 六 


獏 命が 料理 を 奉仕す る 有様 を 描寫し 

の 文章に 近い も の が あ . ^、决 し て、 後代 

か 云 ふ 名文で はない が、 

ものと し て、 看 過す る 事 

本書の 方が 詳細で、 書紀 

もの として 、内容の 上 か 

まで もない-  , 


麗 とか 莊 重と 

色 を 具備す る 

が 出て ゐ るが 

の 記載 を 補 ふ 

ある 事 は 云 ふ 


箇所の 文章の 如 き、 著 し く、 上 代 風の 

出來た 文章で はない 事 を 示して ゐ 

意 

、初 


なほ、 簡朴に し 

は 出來な い。 

は、 本書 を 材料 

ら も. 古 史 典 と 


て、 埶め 

と し 

參照 


第五 章. 古語 拾 


第 一 lei  矿 

中臣. 齋部兩 氏の 爭 記紀の 記載 

も、 つ い で、 天孫 降臨の 際に も、 中臣 氏の， 


す 


に 富 む 1 

の 方 は 

もの か 

ベ き、 上 


立 

によっても 明かな 

祖 なる 天兒星 命 忌 


る 


女 君の！ g なる 天宇受 賣命 等と と も に. 常 に 奉仕して ゐ る。 


ことく 

氏 (齋部 

かやう 


上古の 語 

■ 日本書紀 

とさへ 思 

代說 話の 


修辭に 富む 語部 

る。 必す しも、 華 

部 風の 文章の 特 

に、 同一 の 事 がら 

は れ、 本書 は、 書紀 

注 S す ベ . ^書 で 


_天 岩戶 の 

氏) の祖な 


る 


に、 中 E  、齋部 


の 祌樂の 際に 

布 刀 玉 命が、 猿 

の兩 氏の 關係 
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は 、神代の 昔から 深く、 自後、 此の 兩氏は 相 並んで， 祌 祭の 事に 從っ て來 た。 祌祗 令に おいても 

「祈 年月 次 祭 は、 百官 神祇官に 集 b 、中臣 祝詞 を宣 し、 忌 部 帑帛を 班 つ」 などと 記されて ゐる 

然るに、 平安朝 初に 至 b 、兩 者の 間に 確執 を 生じた-. それに ついては、 日本 後紀に 記す 所が 詳 

しい。 平 城 天皇の 大同 元年 八月の 條に 記す 所に よる と， 是 よ り 先， 中 臣， 忌 部の 兩 氏が 訴 へて" 

中臣 氏の 云 ひ 分で は， 忌 部 氏 は 幣帛 を 造る のが 職務で ある が、 祝 詞を 奏さない か ら、 忌 部 氏 を 

幣帛 使と なす 事 は出來 ぬと 云 ふ。 然るに 忌 部 氏の 方で は-奉 带祈禱 とも に 忌 部の 職で ある 

か ら、 忌 部 氏が 带 帛使 とな b 、中臣 氏が 拔使 とな れば よいと 云 ふ。 兩 氏の 爭 論が やまない の 

で、 勅命 に よ b  、日本書紀 を參照 した 所、 兩氏 とも 祈禱を 致して ゐ るから、 い づ れ も、 祈躊の 事 に 

預る 事が 出来る。 また 祌祗令 を 見る と、 常祀の 外、 諸 社に 向けて 幣帛 を 供へ る 者 は， 五位 以上 

の 卜 食 者 (卜 に當 つた 人) を こ れに當 てる 定 で、 別 に、 何の 氏と もき まって ゐな いので あるから 

何れの 氏で もよ いわけで ある。 故に、 奉幣の 使に は、 兩 氏の 人 を 取.^ 川ゐ て、 各 半分 づ つの 人 

數が 割り 當 てられる 事と な.^、 此の 事件 は 決着した。 以上の やうな 紛糾が あ，^、 兩氏は 互に 

そ の 勢力 を爭 つて ゐた が、 と かく 齋部氏 は中臣 氏に 壓 倒せられ がち で、 中臣 氏に 對し、 齋部氏 

は 防禦の 位置に あった。 旣に， 中臣 氏より 出た 藤 原 氏 は、 社會的 勢力 を 扶植し つ つ あり、 祌職 

としての 中臣 氏の 勢力 も、 齋 部 氏と は 比較に はならなかった。 それ で、 以 上の やうな 爭も生 


じて、 中 は 氏で は、 齋部 氏の 重要な 職務 を すら 否定し 去らう としたの である. かやうな 確. 

の 結果、 齋部 氏に おいても 中臣 氏に 對 して 反噬せ ざる を 得 なくなった。 齋部 氏の 地 立 を 明 

か に し、 そ の 優位 を 主張して、 必 すし も中臣 氏の 下位に 立つ 者に あらざる 事 を、 强 調 す る 必 耍 

が 生じた-. 此 所に、 齋部 氏の 長老と して、 齡旣に 八十 を 越えた 齋部廣 成が、 自 「しの 氏族の 由來 

を 述べ、 歷 史的に、 その 地位 を 明かに しょうとして 撰んだ のが、 古語 拾遺  一 ^である。 な 吾と 

は 古^の 歷史を 意味し、 古史の 世に 知られす、 國史に 洩れた る を 拾うて、 自家の 由来 を 新しく 

世に 問 ひ、 これ を顯彰 せんとした。 此の 題號 にも、 撰者の 自らの 氏族の 衰運 を慨 し、 世の 不 當 

なる 待遇に 對 して、 そ の 光輝 ある 歷史 を闡 明しょう とする 氣慨が 窺 はれる。 此の 書名 は、 多 

分. 撰者に よって 付され たもので あらう- 終に、 大同 一 一年 二月 十三 日の 曰 付が あ ，0、 此 の 時に 

成った ので ある- それ はま さに、 前記の 爭の 翌年で あつな 

氏 文の 性質 高 橋 氏 文の 成立に も、 安 曇 氏との 爭が 有力な 原因 をな して ゐな 少 くと 

も、 そ の爭 によつ て、 高 橋 氏 文が 世に出る 機綠を 得た。 古語 拾遺の 場合 も、 问 様に、 中臣 氏との 

爭が、 これ を 成立せ しめたの である r 此の 事情の 類似の みならす， 古語 拾遺 の內容 等から 考 

へても、 これ が、 齋部氏 文と 稱す ベ き、 氏 文の 性質 を備 へて ゐ る 事 は、 明 かで ある： 自家の 歷史 

を 述べて  一 の名譽 ある 事蹟 を 示さう としたの であ る = た だ、 高 橋 氏 文. の 場 八 口 は、 遂 に、 それ 
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に よ つて. 相手方 の 安 ft 氏 を 吹 北せ しめる が出來 たが、 古語 拾遺の 場合 に は、 必ゃ しも、 そ れ 

によつ て、 齋部 氏の 勢力 を 挽回せ しめ はしなかった。 旣に 牢固た る 勢力 を 確立して ゐた中 

臣 氏に 對 して. (中 臣氏は その後 大中臣 氏と な b 、ト 部 氏と なって、 伊勢 太 神宮の 祌 職に 對し、 

長く、 祌職界 の重鎭 となつ て ゐた y 齋部氏 は、 衰亡 への 一途 を迪 るの みであった。 ただ 僅か 

に、 此 の 一 害に よって、 齋部 氏の 面目 を、 後 世 長く 傳 へ 得た 事 は、 同 氏に とって、 せめても の 慰で 

なければ ならぬ。 見やう によって は、 此 の 書 は、 齋部 氏の 最後の あがきで あ り、 燈 明が 消える 

際 に、 し ばし 輝き を增 すのに も 似て ゐ る。 併 し、 そ の爲 め、 此の 書に よ つ て、 記紀の 所 傳を補 ふ、 

有力なる 古代の 神話 說話を 知る 事が 出 來、 上 代の 說話 文學の 重要なる 資料 と なし 得る 事に 

對 して、 恐らく 記者に 取 つ て は、 想像して もゐ なかった 方面に おい て、 そ の功镜 を、 永遠に 殘し 

たものと 云 はなければ ならぬ- 

本書 はま た、 高 橋 氏 文と 同様に， 古 く、 本 朝 月 令に も 引用 せられて ゐる" 兩 者、 そ の 性 1^ を R 

じくして ゐ るからで あらう。 但、 同 じく 神事に 携る高 橋 氏 文 等に 宣命 書の 所が 多い のに 比 

し、 本 に は、 殆ど 宣命 香の 部分 がない の は、 特色 を異 にして ゐる" これ は、 本書 が、 上 麦 文の 體 

裁と なつ てゐる 事に もよ るので あらう。 


第二 節 內 容 

序文 に、 「從 五位 下 齋部宿 禰廣成 撰 一 とい ふ 署名が あるが、 廣成 は、 火： E 三， やに 從 五位 

ド となって ゐ るから、 大同 二 年に は 未だ 正 六 位 上であった。 故に、 此の 一行 は、 後人の 書き 加 

へた もので あらう 1 つい で、 序 文 に 云 ふ。 

蓋し 聞く 上古の 世 未だ 文字 有ら す、 貴 賤 老少 ロロに 相傳 ふ。 前 言 往行存 して S れ す、 書 契 

あ， りて よ. 0 以 來、 古 を談 する こと を 好ま す、 浮 華 競 ひ 興りて 還りて 舊 老を嗤 ける。 へ 左： 人 

へ  いよ ノ\ あらた 

をして.， =1 を 歷て彌 新に、 事、 代 を遂て 變改せ しむ" 顧みて 故 實を問 ふ に、 根源 を識る こと i 

し ai 史、 家 牒其由 を 載す と雖 も、 委 曲 を  一 二る こ と、 猶 遺る 所有. o。 愚臣 言 さすぶ 恐 ら く 

は 絶え て 傅 はる こと 無から ん。 幸に 召 問 を 蒙りて、 畜 憤を攄 べんと 欲す。 故に 舊說 を錄 

し、 敢 へて 以て 上.^ すと 云爾 e 

と あ り、 此 の 冒頭の 語 は、 上 代に 文字の ない 事を證 する 言 と し て、 晨 ぷ 引用 せら， e る 名せ？ いも 

ので ある. 家 牒とは 氏 文の 類で、 國史と 氏 文との 並びに 行 はれた 事 を 知る。 「幸に 召 問 を 蒙 

むて」 と あるのに よる と、 齋 部 氏の 歴史に つ いて、 朝廷より これ を徵さ e たもの の やうに 取 

られ る. 卽ち、 朝廷よりの ド 問に 奉答し て、 自家 の 悲連を 愁訴 上奏した もの が、 此 の 書で ある 
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と はれる とに か ぐ、 前 年の 中臣 氏との 

を 憤慨して.. 敢へ て、 自家の 由 來を錄 し • 上聞 

へ る ごとく、 此の 書 は齋部 氏の 訴狀 で、 書籍 

ので あると なす 說も ある。 併 し、 上 奏文： 


ノ  W 


加 へ 


本文の 冒頭 


加筆と も 田 心 は 

本文 は、 


ないから 一 


お 


•  .1  ： , ふた はしらの かみ 

伊 非 冊 二 神、 

び 山川 草木 を 

の祌を 生み ま 

つります。 最後に 素 t{ 鳴祌を 生みます。 


一 は 聞 c、g 闢 くる 初、 伊 弊 諸、 

共爲 夫：^ して、 大 八洲の 國、 及 

生みた まふ。 次に 日の ； W  、月 


な.. さ. i さち  1 っ广 に 

素 戔嗚神 常に 哭 泣る を 以て 行と した ま 

から やまに な  これ 

を變枯 す。 斯 


力れ ひと くさ  あからさま 

ふ 故人 民を发 折に し、 靑 山 

I  .  ゼ. ぃス" ん ふた はしらの かみみ ことのり 

に 因り て 父 母の 二 神勒し 


のた ま  いまし あ 

て E は く、 汝 甚 

き 道し。 早く 根の 國に退 おるべし とのた 

ま ん。 


五 四-へ 

爭 により、 舊事を 忘れ、 故 實を失 ひ， 新 事物に 移る 事 

に 達せん とした ものである。 尤も、 多田義 俊の 云 

ではない か ら、 右 の卷 首の 序 は、 後 人の 添加した も 

し て も、 か かる 序文が あっても 差 支な く、 後 人の み 

れも廣 成の 撰 文と して、 信す ベ きもので ちらう. 


力う 云 ふ 風に 聞いて をり ます。 天地 開 翻の 初に、 伊雜諾 

尊、 伊弊册 尊の 二 神が、 夫婦と なられ、 大 八洲の 國ゃ 山川 草 

木 を、 お 生み あそばされ た" 次 に は、 日 の 神月の 神 をお 生 

みに なった。 最後 に、 素 戔嗚绿 をお 生みに なつ た。 然 る 

に、 素 戔鳴尊 は、 いつも 泣き わ めんれ る の を、 そ の 仕業と し 

て を ら れ たの で、 そ の 爲 め、 人 民 は 早く 死 に 、靑 山 は 古山と 

變 じ た。 そ れ で、 御 父母の 二 柱の 神が 仰せられる やう は、 

「お 前 は、 甚 だいけ ない 事 をす る。 早く 根の 國へ 行って 

しまへ」 と 仰せられた。  一 


以 上 の や う な番き出し で、1^ ド に 述 ベ る 所 は、 記紀の 神話と 大同小異で あ る が、 なほ、 こ れ ら を 

あめつち  わかれ ひ り  あ  ス た 

辅 ふに 足るべき 部分 も ある- ついで 、「天地の 剖 判く る 初、 天 の 中に 生れます 祌の名 を 天の 

£ を 

御中 主神と 曰す」 と あ b  、また 、高 皇 產 靈 神 、神 皇產靈 神が 生れ 給 ひ 、高 皇 產 靈 神の 生み 給うた 

御子の 中、 男の 御子 に、 大太玉 命が あり、 これ が、 齋部 宿獮の 祖 である。 此の 天 太 玉 命の 率ゐる 

神々 に も、 種 々の祌 が 罟られ る-. 以上の 如 く、 齋部 氏の始祖の事だけを記して，中臣氏の^=^に 

ついて は、 全 く觸 れてゐ ない の は、 此 の 書の 性質 上、 當 然 の 事 で あ ら う， 

神代の 事蹟 さ て、 素 戔-嗚 尊が 昇天せ られ、 その 日 神 天照大神に 對し 奉る 御行 爲が 無 状 

だった ので、 日 神 はお 怒りに なつ て、 天 石 星に 閉ぢ 籠り 給 ひ.. 天石戶 前の 祌樂が 行 はれ る， 此 

所 の 記載 は、 記紀 の 記す 所よ b も、 最も 詳細な の で、 神樂の isr 原 を說く 際に、 屢 i 引用せられ る： 

つ い で、 下界に 追放せ ら れ 袷うた 素 菱嗚尊 は、 八岐の 大蛇 を 返 治し 給 ひ、 國神 の 女 を娶っ て、 大 

已貴神 をお 生みに な.^、 遂に 根の 固に 行かれた r 大已貴 神 は 少^ 名 神と カを戮 せて、 天下 を 

あ を ひとぐ さ けちの  さ  さま  はふ むし  はら 

經營 あそばさ れ、 「蒼 生、 畜 產の爲 め に 病を療 むる の 方 を 定め、 ま た、 鳥 獸昆蟲 の 災を攘 はん 爲 

まじな ひやむ のり  お ほ ，《たから  みたみ たまの ふん-  しるし 

めに 禁 厭る 法 を 定め、 百姓 今に 至る まで 咸恩賴 を 蒙 る、 皆 効驗 有り」 とい ふやうな 功 積 を 立 

てられた- かやう に、 大國主 尊の 御恩德 をた たへ てゐ るの は、 注 意 す ベ き 記載で ある- さて、 

天孫 降臨に ：！^ 立ち、 大 已貴祌 も、 その 御 子、 事 代主祌 も、 皆 避り 奉った ので.. 此 所に、 天祖 天照大神 
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と 高 皇產靈 尊と が 相 語. 0 たま ひ- 「夫 葦原 瑞穗國 は、 吾が fj- 孫の 王た るべき 地な り、 皇孫 就 ま 

して：^ せ- 寶祐の えま さ ん こと 天壤と 窮无 かる ベ し」 と 仰せられて、 八咫 鏡と 草 雍劍の 

いまし 

二種の 神寶を 皇孫に 授與 せら れ、 天兒屋 命、 太 玉 命、 天 鈿女命 を 添 へ て 降臨せ し め 給 ひ， r 汝天 

ふた はしらの かみ  ひら ろぎ  たも  なかつ くに  -.^  -fMIMJ  に 

^1}-星命、太玉命ニ神は、{且 しく天 つ 祌籬を 持ちて、 葦原の 中國に 降り て、 亦 吾が 孫の 爲 めに #1 ひ 

ねバは  いまし ふた はしらの かみ  さ ら  ふ ャ ざミ ちろ こと な  うべ あ  ，V  二 しめ  つ 

まつれ。 惟く は爾 二 神 共に 殿の 內に侍 ひて 能く 防護 を爲 せ。 宜 吾が 高天原に 所 御す 齋 

庭の 穗 Mfi を 以て、 亦 吾が 兒に當 御 まつらん」 と 云 はれた。 此の 邊は、 日本書紀の 一書の 

記載の 通， 9 で、 中 臣、 齋部 兩 氏の 共に 仕 へまつ る 謂れ を 現 はして ゐ るので ある が、 こ れ につい 

- つべ  ひなん  つかさ つ- ゲへ つ  あめのう へ  よそ ほひ  . 

で、 特に r 宜太玉 命 は 諸 部の 祌を 率て 其の 職に 供奉らん こと、 天上の 儀の 如くせ よ」 と 仰せ 

ら れ て を り、 そ の 他の 諸 神に も、 同 樣 に そ れぞれ の 神勅の あった 事 を 記して ゐる が、 天 兒 星 命 

につ いて は、 さう いふ 事 を 記して はゐ なし かくて、 降臨の 途 中、 谅 田 彥大祌 と 天鈿女 命との 

間に 問答が あ . ^、日 向の 高千穗 の槺觸 之ぎ に 到 蕾 あそばされな その 後、 彥 火 尊が 海神の，^、 

璺玉姬 命を娶 b たま ひ、 彥瀲尊 をお 生みに なつ た 時、 海濱 に， そ の 室 を 立て、 掃 守 連 の 遠祖 灭忍 

入 命が 供奉して、 箒で 蟹 を 掃つ た" 自後、 鋪設 の 事 を 職務と して， 蟹 守と 號 けら れ たので あり、 

今 俗に 掃 守と 云 ふの は， そ の 轉 語 であると 云 ふ". かや う に、 他 の 氏族の 起 15^ についても 記し 

た 所が あ b  、こ れは 說明說 話と なって ゐる。 以上の やう に， 祌 代の 事镜が 詳しく 記 さ れ 、重要 


な 天照大神の 祌勅も 揚げられて ゐ て 、神道 の 方面から も、 ま た、 國 家の 成立、 國體 の 根源 の 研究 

の 上に も、 重 要な. 記載 を 持つ ものである。 故に、 古 來、 祌 道家 ゃ國學 者で、 此 の ^の 内容に 注 意 

した 人が 少 くない 

齋部 氏の 活動 つい で 人^と な.^、 神武 天皇が 欞原宫 を お建てになる 時に、 太 玉 命の 御 

孫、 1^ 冨 命 をし て、 山 の 付 を 採 b 、正 殿 を 造 築せ，' しめられ た。 こ れ を、 

ノリ ゲ f  >, -ト  一一  V  ^  テ  ^ ギ タカ jO  ^  一 匕 ラキテ スメミ マノ  ：、 ヅ  ミ/ ラ i  リ マツ レリ 

ま 都 盤根 宮柱 カ^ 立、 高 天 乃 原爾 搏風 高？^ 御戶排 la 皇孫 命 乃 美 豆 乃 御殿 乎 造 奉让也 

；、 7  之禾  フ 

と 云 ふと 記して ゐる。 此の 部分 は、 特 に 宣命 書で、 古體の 文章に よ ， ^、宮殿 造 築の 模梭を 記 し 

たもので ある。 それ は、 古 く よ り、 新 室 祝 の. 言 葉と して 云ひ傳 へられて 來た 祝の 詞を揭 げた 

ので ある。 かくて、 此の 正殿の 建築に 奉仕した 齋 部のう ち、 材木 を 採った 齋 部の 居る 十： 地 を 

御木と 云 ひ、 殿 を 造った 齋 部の 居る 場所 を麁 香と 云 ふ。 叉、 天冨命 は、 肥饒の 土地 を 求め て、 W 

波 國に齋 部 を 遣 し、 穀 麻の 種を植 ゑし めた。 それで、 そこの 邵名を 痲. M 邵 と 云 ふので ある. 

更 に、 天 冨命は 阿波の 齋部を 率ゐて 東上し、 肥え てゐる 土地 を 求めて、 麻穀 を播植 せしめた， 

ふさ  it 

それで、 その 國を總 の 國と云 ふの は、 古 語に 麻 を 總と云 ふからで ある • 叉、 穀 の 木の 生 ひた 所 

を 結 城 郡と 名付け、 阿波の 忌 部の 居る 所 を 安房 郡と 名付けられた。 卽ち 後の 安房 國 である • 

あまつし ろし  み 

さて、 天 冨命は 諸の 齋部を 率ゐて 、天 璽の 鏡と 劍を 正殿に 奉安し、 大殿 祭の 祝詞 を^し， 次に 宮 
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門 を 祭つ て、 祝詞 を 奏しお 此 の 常時に は 神 物、 官 物の 區別 もな かった の で、 さ の， 2： に 藏を建 

て て、 此 所に 種々 の 品物 を 藏 め、 齋藏 と號け て. 齋部氏 を し て. 永ぐ こ れ を 零ら しめ 給う た f 父- 

大 带を も、 天冨命 をして 造作 せしめられた ので ある。 これよ り-中 臣. 齋部ニ 氏が 祭祀の 職 を 

掌 ，9、 缓 女 君が 神樂を 供す る 事と なった- 崇神 天皇の 御代に 及び- 祌靈 を、 同 じ 御殿の 中に-:^ 

置す るの は、 神威に 畏 あり として、 倭の 笠縫邑 に 天照大神 及び 草 雍劍を 奉遷し 、宮中に は 、齋， ぼ 

氏 をして、 別に 鏡、 劍 を 鑄 造せ しめられ、 これ を 御 守の 御電 として 置 かれた。 踐？^ の n に， 獻る 

所の 神 篁 は、 卽 もこ れ である ■ 

齋郜 氏の 衰微 以 ート、 記 紀 にも 見える， 國 史上の 重要な 事 伴が 摘記せられ てゐ. る が、 か の 

齋部 氏の 支配 r にあった 齋藏の 傍に. 內藏が 建てられ、 神 物と 分つ て、 宫 物が 此所 に藏 めら わ 

る 事と な . ^、藏 部が 定められた 事 を 記して ゐる。 つい で、 貢 調が 多くな つたので、 更に 大蔵が 

立てら れ、 蘇 我 窳智を し て、 齋藏、 內藏- 大蔵の 三 藏を撿 校せ しめられる 事と なった。 かやう に、 

齋 藏の綠 によ.^、 朝廷の 藏の 沿革に つ いて、 記す 事が 詳細で ある.. 推 古 天皇の 御代に、 また 齋 

部 氏が 藏の 事に 携る率 となり、 孝德 天皇の 白 鳳 四 年に、 齋部作 賀膨が 神官 頭 (後の 神祇^に 叙 

された の は、 此 の 一 族に とっての 名譽な 出来事で あつ たが、 そ の 子孫に、 此の 榮職 を繼ぐ ベ き 

0 量の 者な く、 遺 憾 ながら 齋部氏 は陵遲 衰微 へ て 今に 至って ゐる事 を、 自 ら 述 ベ てゐ るので 


ある， 天武 天皇の 御 時に、 天下の 姓 を 八 揮に 分けられた" その 時に、 中 臣氏は 第二 位の 朝 ほ 

を 賜 ひ、 太 刀 を 命 せられた が、 齋部 氏 は 第三 位の 宿 禰を賜 ひ、 小刀 を 命 せ ら れ た = ま た 、齊部 ^ 

とともに、 齋藏の 事に 預 つて ゐた秦 、漢、 百 濟の交 氏 等 は 第 四 位の 忌寸を 賜う た。 此の 事に 對 

して、 此の 書の 記者 は， 「唯， 當 年の 勞に 序て、 天降の 績に本 かす」 と 不平 を： §5 らし、 此の 邊 から， 

中臣 氏の 專權を 攻撃して 、筆鋒が 鋭くな つて 来る， 「天平 年中に 至.^ て、 祌帳を 勘へ 造る. 中 

臣、 權 . ^，に し、 任 意に 取捨 し、 S 有る 者 は 小祀皆 列.^, 綠无き 者 は 大社 猶廢 かる」 とて、 中 -ii 氏 

の處 置の 偏颇 なる を 難 じ、 以ド十 一 筒條に 分つ て、 祭祀の 上に、 遺憾の 點 ある 事 を列皋 した。 

例 へ ば、 諸 神の 後 に、^ 勢祌 宮を敍 して ゐる所 は 不可で ある とし、 伊勢宮 司に は、 獨、 中臣 氏の み 

任じて、 齋 部、 虔 女 二 氏の これに 預からざる は不當 であると なして ゐる事 等 かそ わで ある . 

此所 は、 齋部 氏の 古傳 に は 關係 なく 、記者の 欝憤 を 洩ら して ゐ るので あつ て、 あげ る 所の 十 一 

箇條 は、 多く、 齋部 氏が 用ゐ られざ る 事に 對 する 不平で ある" これ は、 多く 私憤に 走って ゐる 

やうで、 必す しも 公正で はな いと 思 はれる が、 太 古より 齋部 氏が 中臣 氏と 並んで、 祌國 たる-お 

が 國の祌 紙の 御 事に 奉仕 皿瘁 して 來 た、 光 輝 ある 過去 を 顧み、 氏の 名譽 ある；^ 錄を 敍，， ^て农 

た. お 者に とって は、 慷 慨の念 遣る 方な きもの が あ つ て、 ひ、 こ れを敍 し， これ を，"^ 聞に 達し r 

聊か. 自己 の 氏族の 爲め にパ 1^, を 吐く 所 あら ん としたの であ る" 言、 私事 に 過 ぎ、 過激に 走る 
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が あるた め に、 こ れ を 非難す る 論者 もあった が、 記者に とって は、 やむ 能 は ざ る哀 の ほ とば 

し b であった らう。 故 に、 記者 は、 「 愚臣廣 成、 拷邁 の齡、 旣 に 八十 を逾 え， 犬馬の 戀、 旦 彌 S な 

たち まち  か-へ あべ. り  V ま た 

り： 忽然に 遷化な ば、 恨 を 地下に 含む。 街 巷の 談も猶 取るべき 有り。 庸 夫の 思 も 徒に 棄て 

易から す" 幸に 求 訪の休 運に 遇 ひて、 深く  口 實の墜 ち ざらん こと を歡 ぶ- 庶く は、 新 の 文 の 

高く 達して、 天 鑒の曲 照 を 被らん こと を」 と 筆 を閉ぢ て、 切なる 希望 を， 僅 に訴 へ る 事の 出來 

る 機會を 得た 喜 を 述べて ゐ るので ある。 しか も. そ の 言 の 中には、 何とな く、 衰 へ ゆく 者 の、 悲 

痛な 叫 と、 む しろ 弱々 しい 諦の情 さ へ感 せしめる ものが ある。 

文章 本書の 文章 は、 大體、 日本書紀と 同様の 漢文で、 强 ひて 訓讀 すれ ば、 讀 めない 事 もない 

が、 古事記 の やうに は、 國語 で 讀 む の に、 十分 に は訓が 付けられぬ。 併 し、 必要 に應 じて は、 國語 

風に 記した 所 も あ ^、特 に、 歌謠は 一 音 一 字の 假名 書で 記 し、 上 例の やう に、 宣 命 書で 書いた 所 

も ある。 又、 註記 を 多く 加 へ て、 そ れは、 神 々 の關係 や、 語の 解釋 や、 本文 を 補足す る 記事 を 書き 

加， へた やうな もの も ある が、 又 

S  3ー，1 ま I  ^ 古 語、 多 賀 獒武須 比。 

高皇產 £i 是 Si 力 鲫 

毀畔？ -I は f 

波那知 


手 
草 

久ク今 

佐 サ多ク 


0 殿 古 語、 美 豆 能 

美 阿良 可 

鐵# せ f  、佐 

那伎 

掘 „天 香 山 之 五 百 箇眞賢 木，？ f\  ，禰. 居自能 

禰居自 ま. -- 

u> 田 女命古 語 、夭 乃 於、 須 女、 其 神 强俥猛 固、 故 W. 爲レ 名。 

俗强女 謂-1 之 於 須 志- 此 緣 也。 


一 古 語、 宇 J. お 布 禰。 
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